
通路を起因物（小）とする死傷災害発生事例（2017年）

年 月
発生

時
死傷災害発生事例

年

齢

業種

（小）

事

故

の

型

労働

者規

模

2017 1
12～

13

雪かきをしていた派遣先の店長を外に呼びに行った際に転倒し、

右ひじを強打した。 その際にパニック発作を起こし、緊急搬送

され、肘にヒビが入っていることが分かった。

27 170101 2
100～

299

2017 1
20～

21

客席の食器をお盆に乗せ、両手に持ち洗い場に運ぶ途中、通路足

元に置いてあったラップの箱（高さ40cm×横40cm×幅30cm）

につまずき、前方に右手が下になった状態で転倒し、コンクリー

トの床に右肘部を強打し、自分の体重がかかり骨折した。

66 140201 2
10～

29

2017 1
11～

12

立体駐車場3Fと屋上をつなぐスロープ付近にて、駐車場整備業務

中に、屋上駐車場を開放するためスロープ付近を歩いていたとこ

ろ、アスファルトの大きな窪みに足をとられ捻った。

62 170201 19
100～

299

2017 1
15～

16

乾燥工場から事務所へ移動中、足を滑らせて転び、左手を打ち左

手首を骨折した。
68 10102 2

10～

29

2017 1
11～

12

配達作業中、配達先へ配達を終え、バイクに戻ろうと凍結してい

る砂利道を歩いていた所、左足を滑らせ地面の凹凸に引っかけて

捻り、転倒して左足首を負傷した。

40 110101 2
500～

999

2017 1
9～

10

歩道上において、送迎のため利用者の乗車準備をして迎えに行く

ため振り向き歩き出したところ、凍結した路面に足を滑らせて転

倒し、右側面を地面に打ちつけて足等を負傷した。

52 130201 2 1～9

2017 1
9～

10

当法人事業所のパン包装作業場で配送準備中、床面が濡れていて

バランスを崩し、背中から転倒した。
57 130201 2

30～

49



2017 1
17～

18

工場内を他の従業員と話しながら歩いていたところ、足元にあっ

たパレットに気付かず、足を引っ掛け転倒してしまった。
52 10103 2

30～

49

2017 1
13～

14

文具売場バックルームで、ダンボール庫に捨てに行こうとした際

に足が滑って転倒し、頭を床に打って脳震盪を起こし、首を捻挫

した。

51 80201 2
100～

299

2017 1
9～

10

修理で引き取りした大型車を駐車して降車し、ドアを閉める時、

足元が路面凍結していたため踏ん張りが効かず、滑って腰から転

倒した。

68 80202 2
50～

99

2017 1
9～

10

朝に降雪があり、路面の凍結場所が見えない工場敷地を徒歩で移

動中、転倒して頭部を路面で打った。
60 10899 2

100～

299

2017 1 8～9

当社工場において朝掃除が終わり、ゴミ（約2.5kg）を捨てに行

く途中、路面が凍結していることに気付かず、右足が滑り転倒

し、右手首と右上腕部を強打し負傷した。

58 11703 2
50～

99

2017 1
23～

24

商品引取のため、引取先店舗構内（屋外）を歩いていたところ、

当時路面が凍結しており、少し勾配がある所で足を滑らせ、左足

をくじく形になり骨折した。

45 40301 2
10～

29

2017 1 8～9

入口スロープにおいて、積雪がない場所を歩行中、凍結していた

地面に滑り転倒し、右膝を打ちつけ受傷した。 なお、当日は日

勤の出勤途中であった。

54 120109 2

1000

～

9999

2017 1 4～5

運行中、業務連絡のため中間連絡を公衆電話で入れようとしたと

き、路面が凍結しており、安全靴を履いていたが足元をとられ転

倒し、左足首を強く捻って左足関節捻挫・外果骨折した。

47 40301 2 1～9

2017 1
10～

11

バルコニー下地作業中に溝に足を入れてしまい、足を滑らせ転倒

し、手摺下地部分に腹部を強打して強い痛みが生じ、肋骨3本を

骨折した。

59 30202 2 ―

2017 1
9～

10

配達先で荷物搬入中、倉庫内の高さ5cmの段差を踏み外し、左足

首をひねった。 足首には、異常がなかったが、左第5指中足骨骨 40 40301 19
30～

49



折と診断された。

2017 1 5～6

給油所内で給油が終わり、カードレシートを返すとき、洗車から

出て来たトラックから落ちた水が凍結していて、両足をとられ転

倒し、腓骨骨折および肋骨骨折を負った。

64 80204 2
10～

29

2017 1
16～

17

道路舗装改修工事現場において、片側交互通行による交通誘導業

務を行っていた際、一方で路線バスの誘導に戸惑っていた同僚を

手伝うため小走りで向かっていたところ、路面につまずき転倒し

てしまい、右ひざを地面に強打し負傷した。

65 170201 2 ―

2017 1
10～

11

安全ネット（100mm目）で検収中、畳の階段でネットの上を歩

行しているとき、網目に足をとられ転倒し、顔面と額をコンク

リートの床に強打し、鼻と額から出血し、左手を打撲した。

63 10209 2

2017 1
14～

15

得意先納品駐車場において、同乗運転者が発進の際、確認ミスの

ため乗り込み時に転倒し、ダッシュボードに胸を打ってしまっ

た。

49 80109 2
10～

29

2017 1 5～6

タクシー乗務を終え、車庫に戻り洗車機に営業車を入れ、洗車を

する前に、タイヤホイールを洗い、タイヤホイールを洗った際に

使ったバケツを洗車場（拭き上げ場）に戻しに行くとき足元が滑

り、背中から転倒した。

61 40201 2
100～

299

2017 1
20～

21

休憩時間中に女子ロッカーにて、すのこ板につまずき転倒し両手

と両膝に軽い痛みがり内出血を負った
51 110101 2

500～

999

2017 1 8～9

被災者は、防潮堤（高さ4.31m）の先端において、壁のコンク

リートを打設終了後、次のコンクリートで打設するため、積雪で

ロック（勾配にて）していた中段の位置程度まで歩き進んだとこ

ろでバランスを崩し、右足を捻り左足外踝骨折と左足踝にひびが

入った。

67 30111 2 ―

2017 1
16～

17

買い物袋を持って廊下を歩行中、袋が足にからまり右肩から転倒

し、右腕が上がらなり、右上腕と右肩付根にひびが入った。
72 150101 2

300～

499



2017 1
11～

12

グループの利用者食事スペースで、利用者の見守りと昼食の準備

を行っていた際、足がもつれ前方に転倒し、左膝を強く打ってし

まった（スニーカー履き）。

57 130201 2 ―

2017 1
9～

10

出勤のため駅前の従業員通路を事業所に向かって歩いていると

き、つまずいて転んでしまい、左ひざを床にぶつけた。
32 150101 2

2017 1 8～9
職員駐車場から病院に向かって歩いている途中、滑って転倒し、

左肩を打ってしまった。 徐々に痛みが出現した。
64 130101 2

1000

～

9999

2017 1
17～

18

勤務終了後、敷地内駐車場の自車に向かって歩いている途中、

凍っていた雪道で足を滑らせて転倒し、路面に強打した際に右足

首を捻って負傷した。

39 150101 2
10～

29

2017 1
17～

18

地面に置かれていた黒い消雪ホースにつまずき、顔面から転倒

し、顔・手・足に怪我を負った。
49 80209 2

50～

99

2017 1
9～

10

警備業務の委託を受けているリニューアル建設工事現場入口の交

通誘導警備中、現場へ入場してきた大型トラックを誘導していた

際、入口に敷いていた鉄板が、凍り付いた雪が溶けかかって濡れ

ており、足をとられ滑り転倒した際に右肩を打ちつけて負傷し

た。

64 170201 2
300～

499

2017 1
14～

15

厨房より味噌汁を運ぶため、お盆に載せて土間より10cm高い段

差を上がろうとしたとき、サンダルがうまく脱げず、前のめりで

転び、右手をついて右肩が脱臼し、左手薬指を複雑骨折した。

76 140101 2
10～

29

2017 1
9～

10

体育館の清掃をするため、キャンパス内の通路を移動する際、雪

道で足が滑り転倒し、右肩を強打して受傷した。
48 150101 2

500～

999

2017 1
11～

12

配達物の区分作業に従事していて、両手で配達物を抱えた状態

で、押印机から区分棚へ移動中に、ケースカートに足がつまず

き、体勢を崩して、区分棚の角に背中を強打し怪我をした。

60 110101 2
500～

999

2017 1 8～9
出張先の駐車場内にて、自車から下車し徒歩で事務所へ向かう途

44 80201 2
10～



中、転倒し右足を骨折したもの（凍結なし）。 29

2017 1
18～

19

従業員駐車場で、帰宅するために車に乗ろうとした所、路面が

凍っていたため滑って転倒し、左ひざを強打し、靭帯を損傷し

た。

50 80209 2
50～

99

2017 1 7～8

第一工場、灯油タンク場所事務棟南側にある灯油タンクに灯油を

汲みに行き戻る時に、地面が凍結している所で滑って転んでしま

い左肩を強打した。

49 11502 2
50～

99

2017 1 5～6
新聞配達をしていた際、配達先宅の玄関の地面が凍っていたこと

に気付かず、歩いてしまい滑って転び、負傷した。
66 80205 2

30～

49

2017 1
23～

24

業務終了後、両手で荷物を持ちながら帰宅するために、事務所か

ら駐車場まで歩行していた際、通路の凍結により転倒し左ひざ下

の部位を負傷した。

35 80101 2
10～

29

2017 1
10～

11

駐車場の通路で、朝礼終了後、研修場所の別建物へ徒歩で移動す

る際、圧雪・凍結しているところで革靴のまま小走りしてしま

い、足を滑らせ、体が宙に浮き落下した際、背中から足までを同

時に強打し、左足くるぶし付近を骨折した。

37 80101 2
100～

299

2017 1
9～

10

積雪が除雪された施設外来者駐車場のゴミ拾い作業中、駐車ス

ペース（アスファルト）地面が、濡れた状態にあり、凍結してい

る可能性を感じながら注意して、作業を行っていたが誤って右足

踵が前に滑り、バランスを崩し転倒し、右手首の骨折に至った。

63 150101 2
30～

49

2017 1 4～5
店において、車を移動をするために駐車場に行く際、足元が凍っ

ていた為誤って滑ってしまい、その時についた左手を負傷した。
44 150101 2

10～

29

2017 1
12～

13

営業活動で雪上歩行中、訪問先宅前で滑って転倒し、果骨挫傷と

なり、治療のために約1ヶ月休業することとなった。
47 90103 2

30～

49

2017 1
17～

18

当社、バックヤード通路にて照明が暗かったため、長台車につま

ずき転倒した。 その際に、床に右わき腹と右肘を強打し負傷し

た。

53 80209 2
50～

99



2017 1 7～8
施設近くのバス停でタクシーを降り施設玄関まで歩いている途中

駐車場にて、滑って膝を捻って、転倒した。
29 130201 2

30～

49

2017 1
22～

23

当時は路面が凍結しており暗く、足元に充分注意したが、滑って

そのお客様の玄関先で転倒し、右肩に受傷する。
66 40201 2 ―

2017 1
16～

17

第2倉庫から店舗バックヤードに戻った際、第2倉庫側のシャッ

ターが少し閉まっていなかった為、閉めようと向かったところ、

通路が凍っており転倒してしまった。 背中から倒れそうになっ

たため、右手でかばい右手首を骨折した。

34 80209 2 ―

2017 1
15～

16

勤務中に車から降りて、事務所へ入ろうとした際、左足が滑って

転倒し、左足首を骨折した。
55 140101 2

30～

49

2017 1
10～

11
現場巡回中に敷き鉄板上で自ら転倒し、左足膝蓋骨を骨折した。 67 170209 2 ―

2017 1
9～

10

タクシーの期限満了ガスボンベを交換する為、本社前タクシー駐

車場からタクシーを回送後、歩いて戻る際、車検工場の敷地内で

積雪の上を歩いていたところ、下が凍結していて転倒してしまっ

た。

63 40201 2
30～

49

2017 1 8～9
会社の駐車場にて車を降りたところ、凍結していたため滑って転

んだ際、手首を骨折した。
58 80209 2 ―

2017 1 8～9
就業場所の駐車場に車を停め、徒歩で清掃員控室に向かおうとし

た際、店舗付近で転倒し、頭部を強打し、出血した。
67 150101 2

100～

299

2017 1 7～8

正前玄関前からお客様を乗せて送る仕事で、バスを玄関前につけ

てお客様の荷物をバスのトランクに入れる際、一部凍結した場所

があり、そこで滑って右側に転倒し、大腿骨から転倒した。

51 40202 2
10～

29

2017 1
16～

17

積雪がある場所にある、自動販売機補充を完了し、隣接する空缶

入れを回収に向かう際、路面の雪（氷）に足を取られ転倒し、足

首を捻った。

31 80409 2 ―

3階倉庫内で棚卸し作業中、終了場所確認のため、チェックしな



2017 1
18～

19

がら場所移動した時、足元にあったダンボールにつまずき膝をつ

き転倒した。 右膝は手をつき少しカバーできたが、左膝は床に

強く打ちつけてしまった。

61 40301 2
50～

99

2017 1
11～

12

法面補強工事作業中に、道路に停車した軽トラックに上着を脱ぎ

に行き、上着を片付けて掘削場所に戻る途中で、道路上で転倒

し、右手首を骨折してしまった。

64 30109 2 ―

2017 1
12～

13

包装室で包装機付近通路にて、切り換え作業時に排出された廃棄

フィルム掛けをしているときに、長く伸びた廃棄フィルムを引き

ずって歩いていたため、フィルムを踏んでしまい滑って転び、左

大腿頚部を骨折した。

57 10109 2
50～

99

2017 1 8～9
出勤時、更衣室の前でつまずき転倒し、両手・両膝をつき打撲し

た。
57 130101 2

100～

299

2017 1
17～

18

当社資材置場にて4トンダンプの荷台を整理整頓及び清掃をして

いる際、足を踏みはずしバランスをくずしてしまい、荷台から落

ちそうになったので飛び降りたところ、着地した際に足をひねり

負傷した。

35 30209 3 ―

2017 1
13～

14

トレーラー荷台からトレーラーヘッドを経由して地面に飛び降り

た際、安全帯がトレーラーヘッドの手すりに引っ掛かり、頭から

転落となり両手をついたが左手首を骨折してしまった。 なお、

頭部についても落下時にトレーラーにぶつかった形跡が見られ

る。

56 40309 3
10～

29

2017 1
14～

15

配達中、荷降ろしとトラック荷台の整理を終え荷台から降りよう

としてトラックのステップに乗り、その後右足から地面に着地し

た際、右に捻って着いてしまった為、右足の小指を骨折してし

まった。

58 80201 3
50～

99

2017 1
11～

本人は、休養管理室の清掃業務に従事していた。 お昼前に装置

室で、消毒剤を浴槽に入れるため、壁際に置いてある計量カップ

を取ろうとしたとき、床下配管のパイプ覆い部分の隙間に左足が 69 150109 2
50～



12
入り込んだ。 左足を抜こうとしたときにバランスを崩し、転倒

し左大腿部を地面に打ちつけ負傷した。

99

2017 1
11～

12

工場にて、防火水槽の拡張工事のため現場の調査をしている際

に、歩行中道路の轍の盛り上がりに躓いた際に負傷した。
45 30203 2 1～9

2017 1 1～2

工場内の作業場において、5台の成型機管理と製品管理を行って

いる作業中他の機械に移動する時に床の段差に左足を引っかけつ

まずき、転倒しないよう右側にあった作業台に手をついたが、滑

りよろけて左側の機械の突起部分に左脇腹が当たり、後ろ向きに

腰部から転倒し負傷した。

49 11502 2
50～

99

2017 1
12～

13

現場事務所から加熱の作業場に向かう途中で転倒し、頭部を打撲

した。
59 10109 2 ―

2017 1
15～

16
浴室の清掃中、段差につまずき転倒し、足首を捻挫した。 70 150101 2 ―

2017 1
13～

14

利用者用トイレで利用者のトイレ介助中、オムツパットを取りに

行くため歩きだしたところ、バランスを崩してしまい、トイレを

隔てている板壁の下方につまずき、左手で支えるように転倒して

しまう。

56 130201 2
10～

29

2017 1
12～

13

6Bロボットケーサーの切り替え操作直後、ダンボール製函機でア

ラームが鳴ったため、床が濡れているところを走り出したとこ

ろ、転倒し負傷した。

20 10109 2
100～

299

2017 1 8～9
敷地内にて食肉センターへ入ろうとしていた際、凍結した水溜ま

りで足をとられ滑って転倒し、左胸部と左肋骨を打撲した。
55 80109 2

30～

49

2017 1
12～

13

お会計を済ませたお客様よりショッピングカートを持ってきて欲

しいと言われ、走ってショッピングカートを取りに行こうとした

ところ、足を滑らせて2階ホームファニシングレジ前通路にて転

倒した。

55 80201 2
100～

299

本人は、当日の清掃を行う徹夜1番を担当していた。 下りホーム



2017 1 0～1
で集めたゴミを片づけようとゴミ置場に行き、台車からゴミ袋を

持って集積場所へ歩いている時、コンクリートの段差に躓き転倒

し負傷した。

60 150109 2
30～

49

2017 1
20～

21
会社の前の路上に出たとき、雪で足を滑らせ、転倒し負傷した。 56 11709 2

50～

99

2017 1
12～

13

お客さまのクラブ探しのためコース内を巡回していた際、3番

ホールグリーン横のバンカー内にバンカーレーキが放置されてい

ることに気付き元に戻そうとバンカー法面（高さ約90cmの段

差）から入り、足を滑らせて右足を骨折した。

65 140301 2
50～

99

2017 1
10～

11

第三工場より第一工場へイスを取りに行くために廊下に出た際

に、廊下に立てかけてあったダンボールが倒れて、その上に乗っ

た際に、滑って転び左手親指と顔面を床にぶつけた。

50 10805 2
100～

299

2017 1
9～

10

計量作業を終え、コンピュータースケール（計量機）から階段で

下におりて歩き始めた時、床に落ちていた廃棄原料（スライスさ

れた赤かぶ漬）を踏んでしまい、滑って転倒し、左足首を強打し

た。

57 10103 2
30～

49

2017 1 7～8
構内において、商品の荷降し後、車の運転席に戻ろうとした際、

凍結していた地面に足をとられ、右側に転倒した。
52 40301 2

10～

29

2017 1
14～

15

軌道内での保線作業中、休憩時に飲料水を買いに行こうと線路内

から出ようとして、高さ約2mの擁壁から下の道路へ飛び降りて

着地した際、左足かかとを骨折し、右足かかとを打撲した。

44 30104 3 ―

2017 1
13～

14

午後からの勤務で2便で納品された品物を陳列して、外の納品口

すぐそばにある台車置き場エリアに空き台車を置き、店内の作業

場に戻ろうとした途中、台車置き場すぐ脇のごみ置き場のスロー

プ部分に置いていたすき間に左足を取られ、身体の左側部分を叩

き付けられるように転倒し、左腕と左ひざの打撲、左側肋骨骨折

（ヒビ）を負った。

44 80209 2
30～

49



2017 1
10～

11

工場にて作業中躓いて転倒し、左腕に体重が乗ってしまい、左腕

手首のすぐ上部を骨折した。
42 11301 2 1～9

2017 1 2～3

左足が鉄板の淵に引っかかり、右足を突っ張って着地した際に右

足首に痛みを感じた。 大丈夫と思い帰宅し、翌日も出勤して夜

勤作業を続けたところ、痛みが引かなくなった。

61 150109 2
100～

299

2017 1
13～

14

現場から事業場に戻ってきた際、自動車から降車しようとして躓

いて転んだため負傷した。
58 30309 2 1～9

2017 1
9～

10

洗浄室にて、弁当箱置場から重箱をカゴに入れて、洗浄機まで運

ぼうとした際、足を滑らせて尻もちをついてしまい、腰を打ち、

骨盤・右足を負傷し、圧迫骨折した。

69 80209 2
100～

299

2017 1 1～2

車輌の洗車が終り、後片づけをし、車内のメモリーカードを取り

に行こうとしたところ、洗車場の地面が凍っていて足が滑り、右

足で踏ん張り身体を支えようとしたが、そのまま倒れこみ、右足

くる節の上に身体がのしかかり、右足橈骨を骨折負傷した。

59 40201 2
30～

49

2017 1
14～

15

17番ホール右前方にあるネット付近に行ってしまった球を捜索中

に、15番ホールティーグランドの後ろ右斜面を歩いているとき、

左足が滑りそうになったため変に右足に力が入ってしまい、右足

を捻った状態で滑り、右足首を負傷した。

61 140301 19
50～

99

2017 1 8～9

駐車場に車を止めて降車し道路を歩いていた際、置き石が盛り上

がり段差がついていたため右足を引っ掛けて倒れ、両手に擦り

傷、右わき腹を負傷した。 当初は痛みがあったがそのまま勤務

し、後日に右肩・右腹・左ひざの打撲と診断された。

57 80401 2
500～

999

2017 1 8～9
作業開始の為、構内を歩行中に鉄板の上が凍っているのに気が付

かず、滑って転倒し肋骨1本に骨折を負った。
65 150109 2

100～

299

2017 1
19～

20

夕食に使用した介護用エプロンを洗濯・乾燥した後、畳むため

に、リネン室から室外の作業テーブルに運び出していた。 積み

上げたエプロンのうち、床に落ちた分を拾おうとしたところ、 68 130201 2
100～

299



誤って右足で踏んだはずみで、そのまま前方に滑ってしまい、左

膝を床に強打し転倒した。

2017 1
14～

15

被災者（以下「甲」という）は当センターにおいて医療品の仕分

け、たたみ作業に従事。 甲は、作業場の通路を同僚と並び歩行

中に、甲が同僚の前に出ようと追い越そうとした際、同僚の右足

に甲の左足が引っ掛かり、前方へ転倒し、床に右大腿部を打ちつ

け受傷した。

58 170101 2
500～

999

2017 1
10～

11

団地内の集会所に、お弁当を配達する為に、車からお弁当を運ぶ

際、道の段差で足をひねった。
49 140209 1 ―

2017 1
16～

17
2号パック場の清掃中、つまずき転んでしまった。 55 10102 2

30～

49

2017 1 8～9

店内の日配コーナーの冷蔵庫の前において、商品の品出しの最中

に、コンニャクの箱（50cm×30cm×20cm）を重ねて乗せよう

とした時に、床に落ちていたダンボール片（30cm×15cm）で滑

り右ひざをねじってしまい、じん帯・半月板・ひざ前十字じん帯

を損傷してしまった。

57 80209 19
10～

29

2017 1
20～

21

利用者の就寝準備を終え、利用者を居室に誘導しているときに、

廊下で足を滑らせ転倒し、右肩をぶつけた。 痛みが出てきて、

右腕が上がらなくなり、その後、右上腕骨骨頭骨折との診断を受

けた。

25 130201 2 ―

2017 1 8～9
工場内のトイレを出たとき、足元のブロックがずれ、ブロックの

間に右足が入り、倒れたとき右足をねじってしまった。
40 11709 2 1～9

2017 1
20～

21

営業のために開催された事業所等の新年挨拶会に参加し、会終了

後に会場を歩行中、会場の段差に気が付かず足を踏み外し転倒し

転がり、左足を強打してしまった。

61 140101 2
50～

99

19～

右手に私物を持ち、オフィス間を移動する際、パレード中だった

ため、従業員専用エリアのゴミ集積所辺りを歩行中、床面アス
10000



2017 1
20

ファルトの凸凹（つなぎ目）で右足首を外側に捻り、バランスを

崩して前のめりに転倒した。 パレードの到着するタイミングで

はあったが、急いで歩いているということはなかった。

46 140302 2
～

2017 1
16～

17

衣装を着用し、パレードショーに出演中、決められた振りが前に

進みづらい振りで、遅れが発生し、その後のフリー演技で遅れを

取り戻そうとスキップをしながら前進している時に、右足を地面

にとられ、右足首を外側に捻り、右足首内側を痛めた。

28 140302 19
10000

～

2017 1
13～

14

現場巡視時の既存建物移動中、床リノリウムの上で左足が滑り、

右足はたまたま仕切り壁を撤去した跡の地下材が残った溝の上に

あって、滑らず固定された状態になり、右足首にひねりが生じて

右足のくるぶし部を受傷した。

43 30209 19 ―

2017 1
14～

15

回転釜洗浄中に左足が滑って釜下の段差に落ちたことで、バラン

スを崩し、左胸下を回転釜に打ちつけた。
49 170209 3 ―

2017 1
14～

15

バスの清掃等を終えて、駐車場から宿泊先に戻るため圧雪状態の

坂道を降りていたところ、足を滑らせて転倒した。
51 40202 2

100～

299

2017 1
14～

15

当社営業所構内において、古紙の選別作業中、新聞紙大の重さ10

キロ程のチラシを運んでいた際、足元が見えづらかったためか、

地面より50cm位低い位置にあるベルトコンベアーに落下してし

まい、右足首を強打し受傷した。

37 80109 1 ―

2017 1 2～3

路線出発後、降し場側ホームの掃除や跳ね上げローラーの片付け

をしながらホームの端を歩いていた際、誤ってホームの下へ転落

し、背中から肩付近を強打し、負傷した。

45 50101 1
30～

49

2017 1
17～

18

校庭にて、子どもと鬼ごっこをしている時に、校庭とコンクリー

ト通路の境の窪み（側溝）に足を取られてしまい転倒し、右手首

をコンクリート面につき強打した。

59 130201 2 1～9

2017 1
14～

配達中、配達先の駐車場でポスト投函し、その家の駐車場を手に

持っている配達物を見ながら次の配達先を確認し歩いた。 駐車
57 110101 19

50～



15 場の真ん中の芝生を歩いたとき、芝生に段差があり左足をつき、

足首をひねってしまった。

99

2017 1
11～

12

介護老人保健施設内入所フロアにて、入浴の誘導中、利用者を探

すため受付付近から、居室へと向きを変えたところ、床で滑り転

倒した際、右側面の臀部を強打し負傷した。

58 130201 2
10～

29

2017 1
10～

11

可燃ゴミを回収中、運転席より下車した際に道路と側溝の段差に

足を取られて捻ってしまい、右足を負傷した。
55 150103 19

30～

49

2017 1
9～

10

会社を出て客先に向かう途中、駅前にかかる歩道橋の下りスロー

プ部分を歩行中、歩道橋を降りきる付近で転倒し、右手部と右足

部の骨折した。

53 170209 2
300～

499

2017 1
9～

10

飲食店の準備時間中、納品で空いた段ボールを店外へ出そうとし

ていたところ、入口扉前に敷いてあるマットに乗った際にマット

が滑り、バランスを崩して転倒してしまった。 転倒した際に右

足首を捻って強打し、痛みがでた。

26 140201 2 ―

2017 1
9～

10

デイサービスセンター浴室内にて（ユニットバス）洗髪を終え、

浴槽に誘導した後の洗い場床をシャワーで清掃中、履いていたス

リッパ（底面は滑りやすい状態）が洗剤で滑り、後ろ側に転びそ

うになり、洗面台前に置いてあったイスの脚部分に左足小指を蹴

り上げるようにぶつけ負傷した。

39 170101 3 ―

2017 1
9～

10

デイサービスセンター浴室内にて、お客様の洗髪を終え、浴槽に

誘導した後の洗い場床をシャワーで清掃中、履いていたスリッパ

が洗剤で滑り、後ろ側に滑りそうになった。 この時に洗面台前

に置いてあった椅子の脚部分に左足小指を蹴り上げるようにぶつ

け負傷した。

39 130201 3 ―

2017 1
22～

23

派遣先にて就業を終え、同じ敷地内にある寮へ帰る途中、周辺が

暗かったためつまずき、足を捻り転倒してしまった。
26 170101 2 1～9

被災者は、倉庫内にて作業途中、トイレに行くため、小走りでト



2017 1
11～

12

イレに向かった。 貨物用エレベーターのハンガーラックを避け

るためにターンをしたところ、体重が掛かっていた右足をひねっ

て転倒した。

50 80401 2 ―

2017 1
15～

16

介護サービス利用者宅から次の利用者宅へ徒歩で移動中、横断歩

道へ足を踏み出そうとした際、付近の工事により路面が濡れてい

たため、足を滑らせ躓き、両膝を路面に強打し負傷した。

69 130201 2
50～

99

2017 1
14～

15

営業終了後、洗浄機の清掃をするため、棚の上にあるエンボス手

袋を取ろうとした際、滑って転倒し、立ち上がれなくなってし

まった。

46 140201 2 ―

2017 1
12～

13

厨房内洗い場付近で、ダスターの消毒をする為、移動中に足元を

滑らせ、バランスを崩し付近のシンクに激突し倒れこみ、右手親

指付け根と右肋骨を骨折した。

38 140201 2
10～

29

2017 1
18～

19

店舗入口にてお客様をご案内後、靴を靴箱へ入れて戻ろうとした

際、お客様の方へ意識がいってしまい足元をよく見ていなかった

為、石段と床の間に誤って足を入れてしまい転倒した。

58 140201 2 ―

2017 1
16～

17

水産作業場にて発注の作業を行っていたところ、滑ってしまい転

倒して腰を痛めた。
24 80209 2

100～

299

2017 1
14～

15

コンテナ卸作業中、冷凍貨物（カラスカレイ・23kg）をパレッ

トに付ける際、バランスを崩し転倒してしまい、右肩及び右肋骨

を負傷する。

42 50202 2
300～

499

2017 1
10～

11

店内で掃除をした後、ゴミ回収車が来たため、慌て外に出ようと

して、足を滑らせ転倒して、お尻を打った。
35 140201 2 1～9

2017 1
10～

11
現場巡回中に敷き鉄板上で自ら転倒し、左足膝蓋骨を骨折した。 67 170209 2

30～

49

2017 1 5～6
本社研修へ行く途中、自宅からバス停に行く団地内の道路で、落

し物を拾って立ち上がる時に転んで左足を痛めてしまった。
59 130201 2 ―

塵芥車の屋根に積んである荷物を整理するために屋根で作業中、



2017 1
14～

15

車のサイドブレーキの引きが甘かったため車が動きだしてしまっ

た。 車を停めようと屋根から飛び降りた時に左足のかかとを骨

折してしまった。

37 150102 3 1～9

2017 1
9～

10

当店のダンボールを搬出し車両に運ぶ際に、ダンボールを抱えた

まま、店の前の歩道を横切ろうとしたとき、この歩道を歩いてい

た歩行者、自転車に気をとられてしまい、足下の段差に気づかず

に、踏み外し足を捻挫してしまった。 なお、休業は2週間程度の

予定で、骨折はしていない。

39 150102 19
10～

29

2017 1 7～8
就業場所内の郵便受けから新聞を取ろうとしたところ、路面が凍

結状態のため足を滑らせ、右手をついた際に骨折をした。
64 150101 2

100～

299

2017 1 5～6

大学内、体育施設棟ピット内状況調査対応工事にて、被災者が夜

間工事を終了し、着替えを終え帰る際に資材仮置場へ荷物を持っ

て行こうとした時に建物前の段差につまずき転倒し、左足を打撲

してしまった。

64 30209 2 1～9

2017 1 5～6

被災者は、便乗列車に赴くため、構内車庫線の指定通路上鉄板部

分を歩行していたところ、足元を良く見ていなかったため踏み外

し、段差により足を横にひねり負傷した。

45 40101 19
50～

99

2017 1
14～

15

建物内の地下工事の場所で、床材（60kg）を現場地下から地上

に運んでいるとき、転びかけて右肘を負傷した。
23 30202 19 ―

2017 1
10～

11

工具を持って、場内移動中に段差に足を引っかけて転倒し、頚椎

と頭部を負傷した。
62 150109 2

50～

99

2017 1
23～

24

加熱調理室にて、二重釜作業の使用目処が立った為、周囲の床を

お湯と洗剤を使用し、清掃を行っていた際、本人が散布した洗剤

に誤って足を滑らせ、一度は洗剤専用ラックに手をかけ右足を踏

みとどまったものの、支えていたラックも倒れてしまい、転倒し

被災した。

35 10104 2
100～

299

22～
農産作業場にて、売場へ出ようとスイングドアを開けた時、足元

50～



2017 1
23

が水で濡れていたため滑って転倒し、両ひざ挫傷および左ひざ蓋

上滑液包靭帯損傷を負った。

49 80209 2
99

2017 1
18～

19

勤務終了後に職場から事務所へ向かう際、カフェ厨房内を通行中

に、床面が閉店後清掃で濡れていたため滑って転倒し、尾?骨を

強打した。

31 80209 2
10～

29

2017 1
12～

13

保管庫前の通路にて、洗浄作業の交代のため、急いで作業場に向

かう際、濡れた床に足をもたれてしまい転倒した。
59 10109 2

300～

499

2017 1
10～

11

配達業務の際、配達先へ向かう途中に足をつまずいてしまい転倒

し、左手から地面に着き、左手で身体を支える形となってしま

い、左手首に体重が掛かって左手首を捻った。 なお、起因とな

る段差、突起物はない。

52 40301 2
50～

99

2017 1
9～

10

出張先のホテルより、営業先へ向かう途中坂道にて路面の凍結に

より転倒し、骨折した。
48 80209 2 ―

2017 1
20～

21

被災者は事業場の敷地内にて、店内業務にあたっていたところ、

お帰りになるお客様の忘れ物を発見したため、急いで届けようと

敷地内のエスカレーターを上がり、横の扉を開け通ったところ、

その先の段差（5～10cm）に気付かず躓き転倒し、顔・腰・左膝

を強打し負傷した。

24 140201 2 ―

2017 1 4～5

駐車場内の洗車場にて出庫準備中に点検のために車外に出て客席

側に行こうとしたところ、凍結した路面で足を滑らせ転倒し、右

肘をついたため骨折した。

67 40201 2
100～

299

2017 1
16～

17

店の事務所2階で1階に下りるためにエレベーターに乗ろうとした

ところエレベーターの前に置いてあるフロアマットの端につまず

き転倒して左足の小指、薬指を骨折した。

83 80209 2 ―

2017 1
12～

13

食堂厨房内において食堂営業中に窓口で配膳を行っていた。 食

材を補充しようと、冷蔵庫から材料を取り出し、盛り付けコンベ

アの上で開封した材料を入れた容器を持って窓口に戻ろうとした 45 140201 2
100～

299



際、床の上に汁をこぼしてしまい、汁がこぼれたグレーチングの

上で滑って転倒、後頭部を強打した。

2017 1
21～

22

当社立体駐車場B棟通路において、店舗より回収したゴミ袋をゴ

ミ置場へ持っていく途中に、路面凍結により滑って転倒し、身体

をかばうおうと咄嗟に右手を着いたところ右手関節を負傷した。

47 140309 2
30～

49

2017 1 8～9

駐車場から施設へ歩行中、足を滑らせ右後方へ転倒し、右手から

転倒した。 最初はあまり痛みを感じなかったが、右手首の見た

目の状態が異常だった為、すぐに骨折だと分かった。

59 130201 2
50～

99

2017 1 1～2
勤務が終わり、病院を出て車へ向かう際、路面が凍結しており足

を滑らせ大の字に転倒、後頭部及び背中周辺を強打した。
61 130101 2

300～

499

2017 1
17～

18

玄関にて、雨で床が濡れており、足を滑らせ扉に頭を強打し転倒

した。 その際、転倒を防ごうと手をついたが、つき方が悪く、

負傷した。

25 170101 2 1～9

2017 1
11～

12

会社の駐車場に着き、車を降りて玄関へ向かう途中路面が凍結し

ており、滑って転んだ。 腰を打った。
30 170209 2

10～

29

2017 1 5～6

徒歩で朝刊の配達をしていたところ、駐車スペースから玄関に向

かう傾斜で足が滑って転倒し、体を支えるために右手を地面に着

いたため右手首を骨折した。

74 80205 2
30～

49

2017 1 4～5
朝刊配達中、配達先へ配達し玄関前が下り坂になっており路面が

凍結していた為すべって尻から転倒した。
40 80205 2

30～

49

2017 1
13～

14

食器洗浄作業中、コンテナから食器の入ったカゴを取り出す際、

カゴに入っていた1本の箸が床に落ちていた事に気づかず、その

上にあがってしまい、滑り転倒し、右肋骨の後あたりを打って痛

めた。

50 80209 2
10～

29

2017 1 8～9
朝出社し、事務所内の自分の机に荷物を置く際にブーツの底が

滑って転んだ。
52 150101 2

10～

29

2017 1 5～6
配達先宅敷地内新聞配達で歩いていたところ、雪で滑って転倒、

47 80205 2
30～



その際に左足首を負傷した。 49

2017 1
20～

21

遅番業務を終えて帰宅するため、グループホームの玄関階段を下

りて、敷地内駐車場のマイカーのある方向へ歩いたところ、凍結

した路面で滑り転倒した。 これまでの積雪がある中で冷え込ん

で凍結し、大変滑りやすくなっていた。

57 130201 2 1～9

2017 1
10～

11

利用者宅へ訪問するため、近くの駐車場に車を停めて歩いていた

際、凍結した道路で滑って転倒した。 右足首を痛め立ち上がる

ことが出来なくなり、右足関節三果骨折を負った（全治2ヶ

月）。

61 130201 2
50～

99

2017 1
9～

10

敷地内の駐車場からホテルに向かって歩いていて、従業員入り口

前にさしかかったところ道が凍結しており、足を滑らせ転倒し

た。 転倒の際に右手を強く突いてしまい骨折した。

66 140101 2
50～

99

2017 1
23～

24

勤務終了後に帰宅しようと、営業所構内に駐車していた自家用車

に向かう途中、路面凍結のため転倒して、左手首を受傷した。
37 40202 2

100～

299

2017 1
15～

16

利用者宅前で、車イスの利用者を自宅の前まで送る際、道路と家

の間に除雪後の固い雪の塊が残っていたので、もう一人の職員が

車イスのグリップ部、当該者が前側に位置し、当該者が後ろ向き

で車イスを持ち上げ雪の塊を越えて行こうとしたときに、長靴が

車イスに引っかかり、そのまま後ろに倒れ尻もちをつき、腰に強

い痛みを感じた。

50 130201 2
10～

29

2017 1
16～

17

当社の資材置場にて仮設資材の整理作業中、地面に置いてあった

バタ角（約10cm角の角材）につまずきバランスを崩し転びそう

になり右手を地面についたとき、右手首をひねった様な状態にな

り負傷した。

44 30199 2
10～

29

2017 1
14～

15

当ホテルレストラン昼食営業終了後、厨房内の清掃を開始した。

溝蓋をスライドさせながら、排水溝内に水をホースで流し込みブ

ラシで清掃していたところ、溝蓋があると思い込んで足を置いた

ところに溝蓋がなかったため、身体のバランスを崩して前方に転

69 140101 2
10～

29



倒、顔面を床に強打した。

2017 1
21～

22

従業員用の第3駐車場内で、車（マイカー）に乗ろうとしたら暗

くて雪が氷っていたため滑って転倒して左手首を受傷した。
57 80201 2

100～

299

2017 1 8～9
弊社事業所構内（平面アスファルト舗装）を歩行中、地面の凍結

に気付かず、足を滑らせ転倒した際、右足首を骨折した。
29 80204 2

10～

29

2017 1 8～9
駐車場にて歩いていたところ、地面が凍っていたためバランスを

崩し前のめりになり転倒し、左足に痛みが生じた。
47 130201 2 1～9

2017 1 8～9

仕事前の待機中にトランクの確認をしようと、車から降りて車両

後部へ移動している際に路面が凍結していたため、滑って転倒

し、左こめかみを切った。

68 40201 2
10～

29

2017 1 8～9

朝の出勤時、正面ゲートから徒歩で事業所内に入った。 凍結の

可能性を考え、十分に注意し歩いていたが、足を滑らせ後方に転

倒し、とっさに左手を地面に着いた。 そのあと工場内に入り、

手首が腫れてきて、痛みを感じた。

62 10209 2
50～

99

2017 1 7～8

駐車場においてバックで車を止め、事業場に入ろうと車から出て

3・4歩歩行した所で転倒した。 当日の朝は路面凍結しており、

転倒時に右手を路面についたため受傷した。

52 130201 2 ―

2017 1
21～

22

事業所の職員玄関を出た所で、すべって転倒、左手をついて転倒

の為、その場で腫れを確認した。 なお、玄関を出た所は凍って

いた。

60 130201 2
50～

99

2017 1
9～

10

各家庭に牛乳を配達時、雪が積もっていて、（その下が凍ってい

た）足をすべらせ転倒し、右足首を2ヶ所骨折し、右足関節外果

骨折・右足関節後果骨折を負った。

60 80409 2 1～9

2017 1
18～

19

製造2課パネルソー設備で、1日の作業が終了したため清掃しよう

とパネルソー裏にある掃除用具を取りに行こうとした。 その際

にパネルソー右側の定規部分（高さ約60cm）を跨ごうとして右

足が引っ掛かり、転倒して右手を負傷した。

25 10501 2 ―



2017 1
18～

19

客席からベルが鳴り、慌ててバックから移動しようとした際に、

バランスを崩したため左手を壁に付いた所、左手薬指を反るよう

な形で突き指し、第二関節骨折を負った。

51 140201 3
10～

29

2017 1
9～

10

刃物交換を行おうと刃物交換用ブースに進入しようとした際、他

の作業者が作業していた為、避けて取ろうとしたところ、壁に立

てかけてあったアクリル板につまずき転倒した。 転倒する際に

左手で持っていた刃物をかばう格好で転倒し、受身がとれず側頭

部を床に強打した。

31 11502 2
100～

299

2017 1
16～

17

事業所厨房でフライヤーで揚げ物をした後フライヤー内を清掃し

た。 その際、中に貯めておいたお湯を流すために排水溝（深さ

15cm程度）のグレーチングを1つ外し、一旦その場を離れて戻っ

た際、グレーチングを外していたことを忘れ、排水溝に右足を取

られてしまい転倒した。

64 80209 2 ―

2017 1
11～

12

訪問先顧客の敷地内に車を駐車し、庭先の方から玄関先へ向かっ

て歩いていた際、少しの段差に足をとられて、左足をひねる形で

左膝から地面に着く形で転倒し、左膝を強打し骨折した。

68 90103 2
30～

49

2017 1
16～

17

会社工場内で水を撒いて、床掃除機で吸水していた。 吸水しき

れていなかった所を歩き、滑って転んだものである。
47 10109 2

30～

49

2017 1
16～

17

3階病棟病室で夕食前に患者におしぼりを配っていた。 ベット周

囲に配線があり気を付けていたが、電気毛布のコードが垂れ下

がっていたのに、上に布団が掛かっていて気付かずにつまずき、

右肩から転倒し、床へ右手を強打した。 帰宅後、右手関節に痛

みと腫れが生じた。

64 130101 2
500～

999

2017 1
11～

12

店内レジカウンター奥の通路にて、お客様購入商品（PS4）をカ

ゴ棚から取り出してレジへ小走りで向かっている際、ダンボール

箱に足を取られて転倒負傷した。

33 80209 2
10～

29

2017 1
15～

16

業務修了後オフィスに戻る時、下がアイスバンになっているの

が、雪がかかっていたためわからず転倒し、膝にひびが入った。
59 140101 2

100～

299



2017 1 8～9

朝出勤し、指定の駐車場から事務所に向かい、事務所の職員通用

口の所のコンクリート地面が凍結しており、足を滑らせ転倒し左

足首付近を骨折する。

49 170209 2 1～9

2017 1
11～

12

除雪作業を終え、昼食をとるために詰所へ戻る途中、道路で滑っ

て臀部を打ち被災した。
59 30105 2

10～

29

2017 1
10～

11

トイレと事務所までの通路にて歩行中、清掃後で床が濡れてい

て、松葉杖が滑って転倒し、右ひじを強打した。
46 10806 2

30～

49

2017 1
23～

24

浴室清掃の業務を終え、路線バスの時刻になった為、駐車場をバ

ス停に向かって歩いていたところ、路面が凍結していた為滑って

転倒し、左肩から左手指まで負傷した。

40 150101 2
100～

299

2017 1
11～

12

北側の工場内で塗装中、作業台を跨いだ時に左足が砂利で滑っ

て、右足のヒザ下を打撲し骨折した。
69 11209 2 1～9

2017 1
9～

10

タクシーを洗車中、ホースからの水が少しコンクリートの上に飛

散したのか、足元が滑って転倒し怪我をした。
44 40201 2

50～

99

2017 1
11～

12

トイレ清掃作業中、所定の場所へ両手にゴミを持って搬出する

際、凍結した路面で足を滑らせ転倒し、左手首を地面で強打し負

傷した。

53 170209 2 1～9

2017 1 7～8

外の自動販売機のあき缶をゴミ捨て場へ捨てに行く途中、道路が

凍結していたため転倒し、左足首がお尻の下になり、体重がか

かって骨折してしまった。

46 80201 2
30～

49

2017 1
23～

24

店舗レジカウンター奥の厨房からバックルーム（事務所）へ向か

う際、通路横の壁に立てかけてあった樹脂製のまな板（約1cm

厚、60cm×30cm）が倒れていたが、被災者はその際、両手に商

品の入った買い物カゴを持っていたために、足元の障害物である

このまな板が倒れていることを気付かずにつまずき、転倒した際

に左足を挫いた。 当該まな板は、シンクで什器類の洗浄作業を

する際に流し台の上から降ろし、邪魔にならぬよう、隅の壁に立

59 80209 2 ―



てかけて置いたものである。

2017 1 8～9
調理場で惣菜をパック詰めし、詰め終った物を後の箱に詰めよう

として振り返った時、滑って転んだ。
74 140201 2 ―

2017 1
11～

12

鮮魚作業場にて、うなぎをパック詰め作業をしている際、タレを

取りにいこうと冷蔵庫に向かったところ、箱についていた氷が床

面に落ちていた為、それを避けようとしたものの避けきれず転倒

し、右足膝部分を打撲し、右足膝の半月板を骨折した。

63 80201 2
100～

299

2017 1
10～

11

食材を取りに、食材準備室側からチルド半製品保管庫の入った所

で足を滑らせて転倒し、受け身を取ろうとして、床面についた左

手の手首を骨折した。

62 10109 2
300～

499

2017 1
13～

14

事務所内で書類を探しながら狭い所を右から左へ移動している時

に15cmの段差に気がつかず転倒し、その際に電話を待っていた

ため、腰から転んでしまった。

61 30309 2
10～

29

2017 1
22～

23

休憩中、外の喫煙室から食事を取るために食堂へ移動していた際

に、通路に置いてあった箱に気付かず躓き、四つんばいになるよ

うに前のめりに倒れ、その際に右手中指を床にぶつけた。

40 11502 2
50～

99

2017 1
22～

23

休憩中、外の喫煙室から食事を取るために食堂へ移動していた際

に、通路に置いてあった箱に気付かず躓き、四つん這いになるよ

うに前のめりに倒れ、その際に右手の中指を床にぶつけた。

40 170101 2
30～

49

2017 1
9～

10

被災者は、収集現場（被災場所）に到着し、収集車から降りる際

に、歩道のスロープを見誤り、ついた左足が内側に入るような状

態で捻ってしまい転倒した。 痛みがあり作業を続けることがで

きなかったため、様子を見ていたが痛みが引かず、左足関節靭帯

損の診断を受けた。

43 150109 19
50～

99

2017 1
17～

18

使用人通路にて、帰宅時の通行中に照明の電気コードに足をとら

れ転倒し、コンクリートの角で左半身（肩・腰・太もも）強打し

た。

74 140201 2
10～

29



2017 1
13～

14

本社工場内、チルドBラインにてトッピング作業をしていたとこ

ろ、はかりが落下したので拾おうとした際に足を滑らせ転倒し、

右足を捻った。

61 10109 2
300～

499

2017 1
10～

11

納品後に伝票を提出し、トラックに戻る際、不注意で足を滑ら

せ、右足が捻じれた体勢で転倒し、骨折した。
42 40301 2

100～

299

2017 1
9～

10

同社工場内に於いて、フィルターの洗浄作業をするため作業場所

に置いてあった鉄製のアングル材の支柱を数本移動する作業中、

足元を見ていたつもりだったが、そばにあった他のアングル材に

足をとられてしまい転倒した。 その際にそのアングル材を握っ

て前方に転倒したため、別アングル材の台座部分と握っていたア

ングル材とに右手環指と左手示指を挟み込み裂傷した。

55 11301 2
10～

29

2017 1
11～

12

店内で商品の値段を確認するために歩いていたところ、マットで

滑り転倒し、腰を強く打ち、大腿骨骨折を負った。
50 80209 2 ―

2017 1
10～

11

ホール清掃時に、物を移動させようとした時に滑ってしまい、う

しろに転倒して、右ひざを打撲し、尻の仙骨を折ってしまった。
56 140201 2 ―

2017 1 2～3

店舗内ウォークイン冷蔵庫前の仕込み場付近において、洗った

ジョッキをしまおうとしていたときに、なだらかな下り坂の一番

上部分の金具が付いており、そこに足を置いたところ滑ってしま

い、持っていたジョッキケースごと転倒し、割れた破片で右手小

指・薬指の間・腕に刺さり受傷した。

68 140201 2
10～

29

2017 1
14～

15

地下調理場にて洗い終った器をかごに入れ両手で持ち調理場横の

棚に片付けに行ったところ、廊下横すみに片付けるために置いて

あったコンテナにつまずき転倒した。 （コンテナの上には片付

けようとしてあった器を入れたかごが置いてあった。） 割れた

器で手を切り、倒れた際右膝を強打し負傷してしまった。

71 140201 2
100～

299

2017 1
11～

12

駐車場において、車の誘導警備をしていた際、昼休憩のため守衛

室に戻る時、守衛室前戸の段差3cm位のところでつまずき転倒

し、右膝を強打した。

63 170201 2
50～

99



2017 1
10～

11

事務所出入口の段差を室内から出る時に左足を踏み外し、体左側

から転倒し、左足首をくじいて骨折した。
49 40301 2

50～

99

2017 1 3～4

就労中、休憩時間となり、工場敷地内の薄暗い通路を歩行してい

たところ、通路横に置いてあった台車（長さ約3m）に誤って足

を引っ掛けてしまい前方に転倒し、右頭部・右頬・右膝・左太も

も・脹脛を負傷した。

34 11502 2
100～

299

2017 1 3～4

就労中、休憩時間となり、工場敷地内の薄暗い通路を歩行してい

たところ、通路横に置いてあった台車（長さ約3m）に誤って足

を引っ掛けてしまい前方に転倒した。 その際、右頭部・右頬・

右膝・左太もも・脹脛を負傷した。

34 170101 2
10～

29

2017 1
20～

21

ホーム上で、荷物の仕分けを行っていた際、荷物を手に持ちロー

ルボックスパレットに積み込もうとしたところバランスを崩し、

右足首を捻ってしまった。

21 40301 3
500～

999

2017 1
19～

20

事務所厨房内にて、翌日の朝の配膳車の準備中、冷蔵庫の排水パ

イプが飛び出していたため、つまずいて転倒し、頭部と左膝を打

撲した。

68 80209 2 1～9

2017 1
14～

15

昼食弁当の回収に訪き、1バットの中に、空のおかず9箱とごはん

9箱、そして、その上に汁缶をのせ、長さ4m、幅2m、高さ1.5m

のスロープを降りてきて、高さが0.7mぐらいになったので、ス

ロープから飛び降りたところ、着地点にレンガがあり、右足が

乗ってしまい捻挫した。

22 80201 3 1～9

2017 1
12～

13

工場にて、設備の清掃をステップ上で移動しながら行い、ステッ

プがなくなっているのを気づかず、後方に下がった際に足を踏み

外し、足を捻りながら別のステップに足をぶつけ転倒し、左第5

中足骨を骨折した。

54 10899 1
100～

299

2017 1
10～

11

本社敷地内にて、倉庫周りの清掃中、給油所付近の地面が凍結し

ていて足を滑らせ転倒し、地面に手をつき骨折した。
57 10899 2

30～

49



2017 1
9～

10

調理室内で大鍋からやかんにお茶を移す作業において、満杯に

なったやかんを後ろの台へ乗せ、別のやかんを棚へ取りに行く

際、横に移動しようとしてつんのめり、右足に体重がかかり、右

膝を負傷した。

47 130201 2
10～

29

2017 1 8～9

工場内の会議室のテーブル拭き作業中に、右から左へ横歩きで移

動を行った。 その際、左端テーブルの床面にあったOA機器用電

源コードに足が引っ掛かり転倒してしまった。

65 150101 2
500～

999

2017 1 7～8
荷物のボックスで荷物を降ろした時、ゴムストッパーの上に左足

をまっすぐ乗せたがバランス崩して足首をひねってしまった。
25 40301 3 1～9

2017 1 5～6

勤務先のB1F駐車場出入口近隣で、車両出発準備の為、壁面固定

電話を探すべく走っている時、暗闇のため電灯のスイッチを探し

ていた。 足元に鉄製の台車があることに気付かず、足が引っ掛

かり転倒して右足膝部を強く打撲した。

59 170201 2
300～

499

2017 1
19～

20

店舗園芸館裏の什器保管場所にて、暗いなか什器を探しに向かう

途中、道路側から什器保管場に入る際、手前の側溝に蓋が無いこ

とに気付かず側溝にはまって右足首を捻ってしまう。

54 80203 2
100～

299

2017 1
17～

18

作業が終了して、両手にチェーンソーと道具箱を持ち、山の斜面

を歩いて降りるとき、長靴を履いていて、落ち葉の上で足元が滑

り、両手がふさがっていたため、手を突くことが出来ず、斜面を

10mほど滑落し、最後に高さ4mの岩の上から舗装道路の上に左

肩から転落した。

69 30106 1 ―

2017 1
13～

14

工場内にて、鉄鋼の入出荷を行うためリモコンを使用し、鉄鋼の

位置等を確認しながらクレーンを操作中、足元にあった鉄鋼を置

く台（高さ20cm）に躓いてしまい、左腕を骨折した。

43 11209 2 1～9

2017 1
11～

12

工場内の休憩室にあった納品書を社長（工場内にいる）に届けよ

うとした際、床マットに右足が引っかかり、左顔面（打撲、キリ

傷）及び左ひじを強打した。

69 11209 2 ―



2017 1
11～

12

ポリ管取付作業の警備中、作業員に取付先端部の状況確認を依頼

され、確認して戻る途中に積雪により凍った路面で足を滑らせて

転倒した。

62 170201 2
10～

29

2017 1
10～

11

施設食堂ホール内を昼営業前の準備で歩いていたとき、新品に取

りかえたばかりの指定靴のサイズが少しゆるくて靴の中で足が動

き、ぐきっとよじれた形になってしまった。 ホール床は絨毯で

あり、靴のサイズは合っていたが幅が広かったと思われる。

66 10109 3 ―

2017 1
20～

21

配達に向かう際、入り口にある車両進入止めのポールの間の

チェーンを見落とし、足を引っ掛け転倒した。 その際に顔面を

強打し、身体を両手で支えた為、右手首と左手薬指を痛め、前歯

欠損・鼻骨骨折・左手薬指骨折を負い、右手首については後日検

査予定である。

48 40301 2
10～

29

2017 1
18～

19

配達をしようと、配達先の家の前にバイクを止め、玄関先まで行

こうと、敷地前方に張ってあるロープを跨いだ際に、右足を引っ

かけバランスを崩し、先に着地していた左足を捻って転倒し負傷

した。

41 110101 2
100～

299

2017 1
17～

18

業務終了後、自家用車が駐車している場所に向かう途中、右手に

個人の手荷物を持ち歩いていた時、駐車場内の車タイヤ止めに気

づかず、足をぶつけてしまった。 その際、体をかばう動作をし

て転倒し、左手をつき骨折してしまった。

59 170209 2 ―

2017 1
16～

17

エアイン包装別ラインで、生産後の掃除時に集塵機周りの掃除を

しようとして足を滑らせ転倒し、臀部を強打した。
48 10104 2

100～

299

2017 1 3～4

バイクで朝刊配達中、バイクを停めて徒歩で配達中に砂利道でつ

まずき転倒、その際に左手をつき手首を負傷した。 全配達を終

了して店に戻ったが、痛みが増し、骨折と判明した。

58 80205 2
10～

29

2017 1 7～8
出勤のため下車し、徒歩にて通行中、道路で滑って転倒し、頭部

を打ち受傷した。 当時、路面が凍結していた。
75 140101 2

100～

299



2017 1
17～

18

青果棚から売場への出口において転倒してしまい、手をついたた

め手の骨を折った。
51 80209 2 ―

2017 1
9～

10

当社内において、顧客より預かった車両の板金塗装作業を行って

いたとき、作業指示書に目を通しながら、所定の場所へ必要な道

具を取りに行こうと歩いていた為、足元に置いてあった部品に気

付かずに躓き転倒し、左膝を強打し負傷した。

50 11701 2
10～

29

2017 1 8～9

施設厨房入口のスロープで、厨房で沸かしているお茶の確認をす

る為にスロープをくつ下で急ぎ踏んだところ、滑り右足をひねっ

て骨折した。

53 130201 2
30～

49

2017 1 1～2
路上で納品作業中、トラックの荷室から降りる際に地面の段差部

分に着地してしまい、右足首を捻った。
47 40301 3

100～

299

2017 1 8～9

当社構内にて、業務を開始するため駐車場に止めてあるトラック

に向かい歩いていた時、前日よりの積雪により路面が凍っていた

ため転倒し、腰部を打撲し負傷した。

40 40301 2
10～

29

2017 1 5～6

洗濯室の排水口が詰まり、フロアまで水浸しになっていたため、

あふれた水を除去する作業中に足を滑らせ転倒し、足を骨折し

た。

78 130201 2
30～

49

2017 1 0～1

職場の南側駐車場で、準夜勤の勤務が終わり、帰路のため駐車場

に停めてある自分の車に向かう途中、除雪された雪が日中に溶け

ており、夜に氷点下になった事で、雪どけ水が凍結し、足を滑ら

せ転倒した。

60 130101 2
100～

299

2017 1
15～

16

売場業務中、売場外から中へ入る時、レジ横小扉を開け、中に入

ろうとした時、扉の下側に左足が引っ掛かってふらつき、バラン

スを崩した為、体勢を立て直そうとして右足を着地したとき、配

線カバーの上に乗っかって滑り、右足を内側にひねりながら転倒

し、体が右足の上に被さった。 その後、激痛が生じ、歩行不能

となった。

56 80201 2 1～9



2017 1
18～

19

子どもの夕食の後片付けの時、雑布を洗う際、食堂外の洗い場に

出る時、廊下とベランダの間の段差の所に置いてあったステンレ

ス製の物干竿を踏み足を滑らせ転倒した。 通常、物干竿は置い

ていないが、強風雪のため降ろして置いてあった。 当初は軽い

捻挫程度と思っていたが、骨折であることが分かった。

65 130201 2
10～

29

2017 1 7～8

朝の出勤時、駐車場にて車から降りて歩いて施設に向かう途中、

地面が凍結していたため足を滑らせて転び、左手首を強打し骨折

した。

53 150101 2
10～

29

2017 1
15～

16

当社にて、お客様にお茶を提供しようとした際、店内の段差箇所

につまずき、転倒負傷した。
63 80209 2 1～9

2017 1
10～

11

当社の第3工場内に於いて、スクラップをトラックに運ぶ作業を

する際に、シュレッダーのロストルをリフトに3枚載せ、トラッ

クの場所まで動かす途中で、ロストルの1枚（厚み8cm、横

32cm、縦204cm、約100kg）が崩れ落ち、リフトから降りてそ

れをリフトに戻そうと持ち上げたときに、誤ってふらつき右足を

捻って負傷した。

43 10409 19
30～

49

2017 1 7～8

建設現場において、トラックから荷卸しをする際、シートを外す

為ゴムを取ろうとした時に、足元が凍っており、左側に転倒し

た。

36 40301 2
30～

49

2017 1
18～

19

ホール内にて勤務中、右手に台車、左手に箱を持ちお客様対応に

向かう際、コース内で左足が滑り転倒し、右膝と右手首を強打し

た。

39 140309 2
10～

29

2017 1
10～

11

漬物製造工場内で白菜を取りに行っている時に、濡れている床に

白菜の残渣がたくさん落ちている状態で、長靴が滑って転んだ時

に膝をついてしまい骨折した。

68 80109 2
50～

99

2017 1
14～

15

営業をするのに自転車で移動していて歩道と道路の段差でタイヤ

が引っ掛かり転倒し、左太腿あたりを強打した。
48 80109 2 ―



2017 1
14～

15

施設外就労での清掃作業中にゴミ袋へゴミをまとめている際に、

足で押し潰していたところ、ゴミ袋に足が引っ掛かって滑って、

フローリングにお尻を、左右付け根を打ってしまい、自立歩行困

難となった。

54 130309 2 ―

2017 1
10～

11

荷積場所で、車用バッテリーを積み込み作業の際、バッテリーの

固定用ロープに足が引っ掛かりバッテリーを持ったまま転倒し、

左脇腹と左足を強打した。

49 40301 2
10～

29

2017 1
16～

17

店舗厨房のシンク前にて、フライヤー作業中、手に天ぷらのトロ

が入ったボールをもってシンクに行こうとした時、床が水で濡れ

ていたため滑り、転倒してしまい左手を床につき受傷した。

68 80209 2
10～

29

2017 1
11～

12

2D病棟お風呂前にて入浴介助中、患者の上半身を本人が下半身

を他スタッフが抱え、ベッドから入浴用のストレッチャーへ移乗

させようとした際、床に水があったため滑り、転倒した。 抱え

ていた患者をかばったため、患者の体が左膝の上に落ち、左膝内

側の半月板を損傷した。

51 130101 2
100～

299

2017 1
9～

10

カタログ制作撮影現場に、撮影補助として行った際、撮影現場の

駐車場で滑って転倒した為、膝蓋骨骨折した。
57 80109 2 ―

2017 1 8～9

内航船の甲板上で、船内の入口付近に溜まっていた水が凍ってお

り、足を滑らせて右後ろ斜めに転倒し、右肩を強打して負傷し

た。

61 50202 2 ―

2017 1 2～3

浄水場において、警備員が夜間巡回中に経路上にある段差に左足

首が引っ掛かり、つまずき転倒し、痛みが引かず、後日に骨折と

判明した。

55 170201 2
30～

49

2017 1 1～2

屋外駐車場裏付近において、夜間作業中、取り付した支持金物の

水平を確認する為、隣の工事用地に駐車中のトラックまで水準器

を取りに行く経路の途中で、幹線トラフから軌道下方の法面に

移った際に着地した右足を捻り負傷した。

37 30301 2 ―



2017 1
18～

19

店内の4号レジ買い物カゴ設置場所で商品の値段確認の為、売り

場に行き、多数のお客様をすり抜けレジに戻る際、足元に置いて

ある空のカゴカートに足を突っ込み転倒し、左足首脱臼骨折をし

た。 カゴカートには普段、買い物カゴが設置されているが、こ

の時は空の状態で床の色（アイボリー）と同化していて、カート

が見えない状態だった。

50 170209 2
10～

29

2017 1
18～

19

オートバイで他の店舗に資材を借りに行った帰り、駐車場から出

た所で自転車を避けようとして、ブレーキをかけたら右側に転

び、右手首にケガをした。

65 140201 17 ―

2017 1
14～

15

現場における集中監視にかかる電話回線の故障調査作業中に道路

を横断していたところ、雪の塊上で足を滑らせ転倒し負傷した。
56 170202 2 ―

2017 1
10～

11

被災者は、パチンコ店に併設されている景品交換所にて勤務して

いるが、景品買取業務に必要な資産をホールより受領し、ホール

建物内から出て景品交換所に向かおうとしていた。 その際、

ホールの出入口扉（自動扉）付近の地面に足を取られ転倒し、負

傷したものである。 当初は痛みが強くなく勤務を継続したが、

痛みが強くなり、両側変形性膝関節炎と診断された。

65 170209 2
300～

499

2017 1
18～

19

営業所構内にて作業中に、事務場内から構内へ出る時に、足元に

輪になったPPバンドが落ちているのを見落とし絡まって転倒し、

その際に肩を地面で打ち、右肩脱臼を負った。

35 40301 2
50～

99

2017 1 7～8

店内レジ前通路を、サービスカウンターにロッカーのスペアキー

を借りに行くために小走りで向かっていた際、足元がもつれたよ

うな状態になり、通路上で転倒し左膝を床面で強打、脚部を打撲

し、左膝を骨折した。

25 80209 2
100～

299

2017 1
18～

19

売り場へ移動する際、グレーチング（厨房に流れる汚水のアルミ

フタ）の上で、洗剤に足を滑らせ、体勢を何度も無理にたて直そ

うとした為、右足を骨折した。

42 80209 2
50～

99

お店のビラをポスティング中に、喉が渇きコンビニでお茶を買お



2017 1
14～

15
うと立ち寄る時に、お店の前の車留めにつまずき転倒し、右・左

膝に擦り傷、右第5指を骨折した。

47 80209 2 1～9

2017 1
11～

12

バスターミナルにおいて約20分の手待ち時間があり、水を購入す

るためにターミナルを横断していたところ、路面の段差に気づか

ず、躓いて転倒し負傷した。

41 40202 2
300～

499

2017 1
11～

12

撤去工事の現場に行く為、会社1階の倉庫にて防音シートをト

ラックに積み込む作業の際、防音シートを電動アップスライダー

に乗せる作業を行うため階段を上り、安全ロープに安全帯をかけ

整える際、バランスを崩して飛び下り、着地時に両足踵を骨折し

た。

58 30201 3 ―

2017 1 7～8
洗車場で車を洗う際、地面が凍っていることに気づかず、転倒

し、左手で支えようとしたが間に合わず、体ごと落ちた。
50 150103 2

50～

99

2017 1
9～

10

洗車機オープン作業のため、洗車機へ向かい作業後、洗車機横地

面凍結のため足を滑らせバランスを崩し、地面に右手をつき指を

骨折した。

65 170201 2
30～

49

2017 1 1～2

床面剥離作業中、バキューム機を押して動かそうとした時に剥離

作業で床が濡れていたため、誤って滑って転倒し、腰を強打し

た。

45 150101 2 1～9

2017 1
23～

24

トラック給油作業終了後、ポイント交換の為、計量機横より事務

所内へ行く途中、転倒して頭部を打った。
59 80204 2 1～9

2017 1 7～8

構内待機場所にて荷降ろし準備中、ダンプトラックのリヤーゲー

トのハンドル解除の際、凍結していた地面で足を滑らせ転倒し、

腰を打った。

50 40301 2
10～

29

2017 1
15～

16

店の駐輪場で自転車に乗るために歩いていた時に、誤ってつまず

いて転び、手をついた際に右手首を骨折した。
57 140201 2 1～9

1件目利用者宅訪問後、2件目利用者宅に到着した。 普段は車を

駐車し利用者宅玄関へ通じる急な坂道へと続く私道を歩いて向か



2017 1
10～

11

うが、この日は積雪により路面が凍結していた。 いつも通り車

を降りて移動しようと数歩歩いたところで右足が滑り、そのまま

右上肢が下になる姿勢で転倒した。 その際、右手にプラスチッ

ク製の硬く四角いファイルケースを持っており、転倒時にカバン

が右身体の下になり、ちょうどカバンの角の上に肘から下が乗

り、自分の体重が右肘とファイルケースにのりかかり、右肩は路

面に打ちつけた為、右肘部分の骨折となった。

51 130201 2
50～

99

2017 1 3～4

店舗の外の洗い場で作業中、当日は低温であり、凍結していた地

面で足を滑らせて転倒し、左膝を打ち、左膝蓋骨骨折等の怪我を

負った。

56 80209 2 ―

2017 1
10～

11

顧客先でプロパンガスを交換し、トラックに戻ろうと下り坂（5

～6m）を歩いていたところ、坂道が凍結していたため滑って転

倒し、左手首を捻り打撲した。

47 40302 2 1～9

2017 1
10～

11

配送先の自宅駐車場で荷物を運ぶ際、前日からの大雪で凍結して

いた為足を滑らせ頭から転倒し、脳震盪を起こし首・肩を強打し

た。

27 80209 2
10～

29

2017 1 8～9

出勤時、外来正面玄関横のゴミ箱付近歩行中地面が濡れており、

滑って体勢を崩し転倒する。 転倒時、前方向に転倒したため右

手が体の下敷なり、右肘が胸部辺りに当たり、一時呼吸苦となり

動けなくなる。

50 130101 2
50～

99

2017 1
15～

16

配送中、組合員宅にて、留守置きの所で商品を降ろして、先週の

空箱をトラックの荷台の中に入れて運んでいる最中、雪で滑り足

を捻ってバランスをくずして転び、右足首捻挫、右ひざ・左手の

ひら擦傷、左手首捻挫を負った。

40 80209 2
10～

29

2017 1
9～

10

玄関から遺族乗車のバスを誘導・見送りしている際、凍結してい

る駐車場で滑って転び、左手首を骨折した。
55 170209 2 ―

2017 1
9～

10

トラックのミラー折りを戻そうとした際、路面凍結により足が滑

り転倒し、負傷した。
38 40301 2

50～

99



2017 1
9～

10

デイサービス利用者宅で利用者の迎え業務中、利用者を送迎車に

乗車させた後発車しようとしたところ、積雪の影響で車輪が空回

りをした。 そこで、除雪のため降車し車両後部に積んでいたス

コップを取りに歩いて移動した際、雪面に足を滑らせ転倒し負傷

した。 当時、雪面は凍結していた。

61 130201 2 ―

2017 1
9～

10

就業場所の敷地内駐車場にて、通勤車両から降車した時に足元の

凍結に気付かず、滑って転倒し、右橈骨遠位端骨折となってし

まった。

53 140301 2
50～

99

2017 1
9～

10

就業場所の敷地内駐車場にて、通勤車両から降車した時に足元の

凍結に気付かず、滑って転倒し、右橈骨遠位端骨折となってし

まった。

53 170101 2
30～

49

2017 1 7～8 敷地内で、雪で滑って転んだ。 72 10109 2 1～9

2017 1 7～8

営業所西側の敷地内に自家用車を止め、出勤時のタイムカードを

押す為に点呼場へ行き押した後、自家用車へ戻り乗り込もうとし

た際、地面に氷がはっており、その上で滑って転倒し、左足首を

骨折した。

72 40201 2
100～

299

2017 1
13～

14

廊下で児童の書写の後片付けを手伝っていた。 硯を洗って教室

に戻ろうとしたところ、右足が入り口の段差につまずき、倒れこ

んだ。 両手に硯やケースを持ったままだったので、手をつくこ

とができず、左足すねと右肩、右腕を床に強打した。

59 120109 2 ―

2017 1 8～9 事務所へ向かう途中で、つまずいて右足親指を骨折した。 47 130309 2 1～9

2017 1
12～

13

会社の郵便物を出しに市場内の郵便局に歩いて行っている時、足

がつまずき、よろけて顔面より転倒した。
66 80209 2

100～

299

2017 1
10～

11

洗い場にて、残飯廃棄用のカゴを持ってこようとして台車に乗せ

て運んでいたところ、床の油で足を滑らせ転倒しそうになり、膝

をついたその衝撃により股関節及び腰に痛み・炎症が発生した。

58 10109 2
50～

99

宿泊先に向かう途中の横断歩道で対向者とすれ違う際、足を滑ら



2017 1
21～

22
せ転倒し、左足を捻った。 道路は、アイスバーン状態であっ

た。

46 11001 2
100～

299

2017 1
11～

12
廊下で滑り、左手をついた。 44 130201 2

10～

29

2017 1 7～8

鶏舎内で、鶏を詰めた移動台車を押して通路を移動していた時、

移動台車の脇を人が通過しようとした為、速度を落として徐行し

た。 その際、後続の移動台車を押していた者が気付かず、当事

者の背中に移動台車が接触し、前のめりになった際に右足の爪先

が通路グレーチングに引っ掛かり、足の甲から指が反り返ったた

め親指・中指・小指を骨折した。

61 70101 7
100～

299

2017 1
15～

16

厨房にて就労中、トイレに行こうとして2F従業員用トイレ入口で

トイレ用サンダルに履きかえ、歩み出したところ足を滑らせて転

倒し、左足つけ根をひねるとともに、ドア下枠（石タイル製）の

角に左膝をぶつけ受傷した。

72 140201 2
10～

29

2017 1
15～

16

派遣就業先である倉庫内にて、商品のピッキング作業を行ってい

た際、リストを見ながら作業をしていたため誤って商品に躓き転

倒し、右膝を強打し、右膝内側半月板・側副靭帯不全損傷、節骨

内側骨挫傷、関節水腫を負った。

52 170101 2
300～

499

2017 1 6～7

事務所に書類を提出するためトラックを降りる際、降りる足元を

確認せずに跳び降りたため、アスファルトと土の境に足がついた

時にひねってしまい、骨折した。

43 40301 3
30～

49

2017 1
18～

19

敷地内でゴミ箱を両手に抱えて、駐車場に向かって歩き始めたと

ころ、足元の門の止め金に気付かず、右足でつまずき前のめりに

転倒した。

64 110101 2
300～

499

2017 1
9～

10

砕石場で10tダンプに砕石を積み込して、計量計に乗り、伝票を

取りに事務所に行くときに、足元が凍結していて滑って転倒し、

左肩を骨折した。

57 30199 2 1～9



2017 1
9～

10

介護老人保健施設3階の廊下を、職員用更衣室に向かおうと歩行

中に、床面についた足を誤って踏み違え、ひねって転倒した際に

右手をついてしまった。 起き上がったときに外傷はなかった

が、右の腕と手が動かない状態になった。

57 130201 2
50～

99

2017 1 8～9

売場に出ようとして作業場からバックルームに出るスイングドア

を開けた際、めくれた足元のマットに左足がつまずき転倒し、左

肩関節挫傷、左肘関節挫傷、左足首捻挫を負った。

66 80209 2
100～

299

2017 1
11～

12

当社工場内を小走りで移動していたところ、バランスを崩して転

倒し負傷した。
58 10104 2

30～

49

2017 1
21～

22

両番勤務のため、第一駐車場に到着し、徒歩で職場に向かった。

DWPシート運搬作業中のパトライトが点灯していたので、道路

脇の決められた歩行者通路を通行した。 この時、通路上にパル

プ原料が約30㎜程堆積していたので、注意しながら歩行していた

が、パルプ原料で右足が滑り、右足首を捻った。

32 10601 19
100～

299

2017 1
16～

17

ペットフード製造工場で、製品を台車の上に積み上げていたと

き、足元にあった空の台車に気が付かず、足を取られて転倒し、

左ひざを打つ。

65 10101 2
100～

299

2017 1 7～8

出勤時、就業場所の屋上駐車場に車を停めて徒歩で坂道を下り職

場へ向かっていた際、雨で足を滑らせ転倒し、腰と左肩を強打し

受傷した。

59 80201 2
300～

499

2017 1 7～8

出勤時、就業場所の屋上駐車場に車を停めて徒歩で坂道を下り職

場へ向かっていた際、雨で足を滑らせ転倒し、腰部と左肩を強打

し受傷した。

59 170101 2
100～

299

2017 1 6～7

2F更衣所から1Fの作業場へ移動中、あいにくの雨のため小走り

で急いだため、店舗前の駐車場（スロープ）で足を滑らして左肩

から落下転倒し、左肩あたりを強打した。

39 80209 2
10～

29

調理室でフライヤー2号機に食材を流す作業をしている時、フラ



2017 1 2～3

イヤー1号機と2号機の間を移動する際、台車を跨ごうとしてバラ

ンスを崩し前方へ転倒した。 定期清掃を行っているがフライ

ヤー周囲の床は、フライ油が付着する事があり、被災者の作業靴

もかかと部分がやや摩耗していた。

65 10109 2
300～

499

2017 1
12～

13

午前業務終了後、休憩のため4階休憩室へ向かう途中、話をしな

がら二人で並んで移動していた。 東側通路のB・Cラインのフ

リーローラーを跨いでスロープを下りる際に右足首を捻り転倒し

そうになって負傷した。 再発防止策として、危険予知と安全行

動の教育・指導をし、「足元注意」の表示を大きく見やすくし

た。

60 170209 19
300～

499

2017 1
16～

17

作業場兼資材置き場の掃除をしていたときに躓いてしまい、積ん

でいたコンクリートの塊（約60㎝×60㎝×90㎝）で胸を打ち、

負傷してしまった。

39 10901 2 ―

2017 1
13～

14

お客様宅の駐車場から訪問する為に勝手口に歩いていった際に段

差で転倒した。
46 90103 2 ―

2017 1
11～

12

当社倉庫で型枠作成のため、立てかけてある合板を取り出してい

たところ、手前の合板が倒れてきた。 とっさに横に逃げた際に

横向きに転倒し、頚椎損傷を負った。

67 30309 2 ―

2017 1
13～

14

勤務する寮の対話室前の居室にて、利用者の尿失敗の対応中に、

畳を動かして処理をするため尿をよけて畳を動かしていたが、片

足でのバランスが取れず、転倒した際に膝をひねり、強い痛みを

感じる。

46 130201 2 ―

2017 1
18～

19

当日の作業を終え、タイムカード打刻のため作業場から本社事務

所へ向かう途中につまずき転倒し、あごを切り、右手首を複雑骨

折した。

48 80109 2
10～

29

2017 1
13～

14

午後の開店準備後、宝くじボックスに入る際に、当日持ち出しす

る宅配便のバッグに躓き転倒し、机の角に顔をぶつけて腫れた。
53 80209 2

100～

299



2017 1
12～

13

工場内の市販パン包装室にて作業中、作業台の上に置かれてい

る、その日の作業内容が記された製造指示書の内容を確認するた

め、急いで作業台に近づいたところ、足を滑らせて体勢が崩れ仰

向けに横転し、左体側・腰部・臀部・大腿部を床に強打し、大腿

骨頸部を骨折した。

54 10104 2
100～

299

2017 1 4～5

パンの伝票を届ける為トラックを停め、かけ足で通行中に側溝の

みぞのフタが開いていて、そこに足が入り込み転倒し、右肘を強

打し骨折した。

51 40301 2 1～9

2017 1
16～

17

お客様を探しながらスーパーの駐車場に戻る途中、坂道の交差点

を青信号で渡っている時に足が引っ掛かり、転倒して膝をつき、

立ち上がろうとしたときに膝折れした。 当初は打ち身で膝をす

りむいた程度と思っていたが、痛みが増し、後日、打撲ではなく

骨折と診断された。

71 130201 2
50～

99

2017 1 7～8

当社作業場内において、製造開始準備で消毒用アルコールを取り

に行くため小走りに急いでいたところ、右足が滑り転倒し、左手

を地面につき負傷した。

63 10109 2
30～

49

2017 1
16～

17

展示会出店終了し、代替商品撤去時に、隣のブース床が水で濡れ

ていたため段ボール箱を抱えたまま革靴で滑り転倒し、左膝を強

打し激痛で動けず、救急搬送された。

46 80109 2 1～9

2017 1
10～

11

ホテル内浴室で、清掃作業中に洗い場に入ったとき、お客様使用

のボディーソープがついていたため左足が滑り、お尻と腰を強打

し、左骨盤を骨折した。

45 140101 2 ―

2017 1
16～

17

子供たちとだるまさんが転んだをしていたとき、小走りをして急

に止まろうとした際に後ろに滑り、とっさについた右手と背中を

強打した。

66 130201 2
10～

29

2017 1
15～

16

バイクで集金業務をしている時、集金を終えてバイクに戻る途

中、下り坂で足を踏み外し、足をひねって転倒し骨折した。
73 80205 2

10～

29



2017 1
14～

15

機械警備業務に従事中、警報対応のため現場に入館しようとした

が、玄関前の段差の一部がスロープになっており、その切れ目の

部分に足をかけたため転倒し、足首を捻って負傷した。

36 170201 2
50～

99

2017 1
11～

12

普通ステーションワゴン車の塗装済みスライドドアを、取付車両

横の仮置台まで4人で運んでいた時、車検の為にはずしていたフ

ロントタイヤの一部が、車検・整備区域をはみ出して置かれてい

た。 被災者はタイヤが置かれていた事を認知しておらず、又4人

で運んでいた為、後ろの安全をよく確認出来なかった。 被災者

は、タイヤにつまずいた時点で急に止まる事が出来ず、4人で運

んでいた勢いもあり、タイヤに尻もちをつくように倒れた。 そ

の時運んでいたスライドドアを傷つけない様にかばった為に右肩

の腱を断裂した。

61 11701 2 1～9

2017 1
14～

15

洗濯室の畳の部屋で洗濯物をたたみ、両手で持って立ち上がり、

室内の物干し竿にかかってある足マットを取るため、洗濯物を右

手で抱きかかえるようにして持ち、左手でそのマットを取り、体

勢を被服室側に変えたところ、畳の部屋の床の段差を踏みはずし

て転倒し骨折した。

46 130201 2
30～

49

2017 1 8～9

早朝から屋外の清掃をしていた際、築山付近の清掃に取り掛かっ

たところ、築山の頂上から下へ下っていく時に桜の木の根っこに

靴が乗り、滑って左臀部から転倒した。 その際、右手に箒、左

手に塵取りを持っていた状態であったため、咄嗟に左手のひらを

ついて負傷した。

60 120109 2
300～

499

2017 1 5～6
50㏄バイクで朝刊配達中、ゆるいカーブを曲がり損ねて左側の崖

下に転落した。
72 80205 17 1～9

2017 1
18～

19

敷地内駐車場で、商品運搬時に暗くて見えかかったため車のタイ

ヤ止めにつまずき、右膝蓋骨を骨折した。
56 80201 2

30～

49

2017 1
19～

接客中、慌てて商品を取りに行った際にシングルラックに足が

引っかかり転倒し、足を打ちつけてしまい膝を骨折し、1ヶ月の 60 80209 2 1～9



20
安静となる。

2017 1
11～

12

修理のため整備工場前にバスを停め下車する際、地面の段差に気

づかず左足首をひねり、左足小指骨折を負い、全治4週間と診断

される。

57 40202 19
30～

49

2017 1
10～

11

通勤のため駐車場に自動車を停め、事務所に向かって敷地内を歩

いていた際、地面の凹凸に躓いて転び、左膝を負傷した。
55 140309 2

100～

299

2017 1
17～

18

ヘルパーとして家事支援を行う為、訪問先アパート隣に車を駐車

し、アパートへ向かう際、駐車場のチェーンを跨いだ時に後ろ足

の右足をチェーンに引っ掛けてしまい、バランスを崩し左足首を

負傷した。

69 130201 2
10～

29

2017 1 6～7

電車乗務のため車庫へ向かい、電車の出庫点検のため外部下回り

を点検しようと、敷石部分から軌間部分へ移動した際に足を踏み

外し、左足を捻ってしまった。 当初は捻挫しただけだと思い、

そのまま乗務したが、途中でひどい痛みを感じた。

49 40101 2
100～

299

2017 1
18～

19

帰宅のため周囲が暗い中を構内駐車場へ向かう途中、ロータリー

入口に足首の少し上の位置に張ってあったチェーンに気付かずそ

のまま進んでしまい、足を引っ掛けてしまった。 その際、両手

には荷物を持っていたため、右膝・両手・右頬を前方アスファル

トに打ちつけた。

59 120109 2
500～

999

2017 1
23～

24

客先のネットワーク障害対応終了後、深夜の作業だったため、表

玄関は施錠されているため裏口からの退出をお客様から指示され

退出した。 明かりもなく前後がわからない状態で進んでいたと

きに段差があったため、体重を移動したところ3m下の河川へ転

落し、後頭部を9針縫合し、左肘を骨折した。

43 170209 1 1～9

2017 1 8～9
出勤し、院庭を通って管理棟へ移動中につまずき転倒し、右手を

ついた際に右上腕部を骨折した。
61 130101 2

100～

299

仕分け作業員が、おむすびラインと連続巻き機の間を歩いて休憩



2017 1
13～

14

に行く際に、寿司ライン付近の床が濡れていたため転倒した。

寿司ライン清掃中で床が濡れていたことを知らず、足を滑らせ転

倒した。

62 10109 2
100～

299

2017 1
13～

14

施設内の利用者居室で、利用者の口腔ケアの介助を行っていると

き、口腔ケアを終えた方のガーグルを受け取りに行こうとした。

そのとき急に利用者が歩行器を出したため、それに躓いて転倒

し、大腿部を強打した。

53 130101 2
100～

299

2017 1
13～

14

サービスカウンター内を移動中、足元にあった受付済みの商品が

入ったカゴにつまずき、前の方に倒れる途中で反転し後向きに倒

れ、梱包機の角に後頭部を打ちつけた。

25 80209 2
30～

49

2017 1 7～8

清掃作業に従事するため、いつもの仕事場に50㏄原付バイクにて

出勤し、敷地内に入って進んだところ、イベント開催のために一

部ロープが張ってあり、それに気付かず（原付に風防がついてい

たため視界が悪かった）進行したため、ロープに引っ掛かり転倒

し、左肩・頭部等を地面で打ち、左鎖骨骨折・頭部打撲を負っ

た。

76 150101 18
100～

299

2017 1
15～

16

工場内原料加工室でカボチャの裏ごし作業中に、器具の洗浄のた

め洗い場に移動しようとした際に、濡れていたエプロンの裾が長

靴に張り付いていたため、踏み出しでつまずき転倒した。

60 10103 2
10～

29

2017 1
13～

14

事務所へ書類を持って行き、自分の持ち場へ戻る際に小走りに

走っていたところ、事務所と老人ホーム建物の間の通路にある雨

水ますの段差でつまずき、右足首に捻挫・骨折を負った。

35 130201 2
30～

49

2017 1 7～8

朝、職員昇降口から入り、廊下を小走りで更衣室に向かっている

とき、左足を捻った。 咄嗟に廊下に設置している手摺を掴んだ

ので転倒は免れたが、左足に若干の痛みがあったため、湿布を

貼って仕事を続けたが、痛みが強くなり、その後、左第4中足骨

基部骨折と診断された。

57 130201 2
50～

99

工場の通路にある棚のところで、調理場の漂白剤を補充するため



2017 1 8～9
漂白剤のビン（ペットボトル）の入れ替えの際、ビンを棚に戻そ

うとしたときにバランスを崩して転倒し、股関節部分に痛みが発

生した。 その後、骨にひびが入っていることが分かった。

75 10109 2
30～

49

2017 1 6～7
出勤時、当館玄関階段前の駐車場で、舗装が雨で濡れていたため

滑って転び、左足くるぶしを痛めた。
79 140101 2

30～

49

2017 1
21～

22

仕事終わりにゴミを捨てようとして、店舗裏口からゴミ捨て場に

行こうとしたが電灯がなく真っ暗だったため、トイレ前の段差に

つまずいて転倒し、左膝を負傷した。

54 80209 2
30～

49

2017 1
9～

10

朝の品出し時にバックヤードへ戻る途中、急いで行こうとしたと

ころ、足がつまずき転倒した。
57 80209 2

10～

29

2017 1
15～

16

レジ点検の為、レジから事務所に移動する際、外レジ前の段差に

つまずき前方へ転倒した。
61 80209 2

50～

99

2017 1
16～

17

清掃請負先のトイレで、清掃作業後にトイレの来客用スリッパを

履いて清掃後のチェックをしていたところ、清掃直後で床が濡れ

ていたため滑って転倒し、左手首を床で強打し負傷した。

62 150101 2
100～

299

2017 1 7～8
養鰻場内の通路にて、砂利道とアスファルトの段差でつまずき、

右足をくじいた。
62 70209 2

30～

49

2017 1 8～9
測量地点から車へ戻るため、張りコンクリート道路を歩行中、通

路欠落部分に足を滑らせて落下し、負傷した。
53 170209 1

10～

29

2017 1
13～

14

確保支援センターの実技コース内で、走行集材機械運転特別教育

講習のスキッダー作業のワイヤー荷掛け作業中に、荷掛け後に退

避しようと後ろ横向きに移動したところ、注意喚起用のカラー

コーンを置いてあった支柱設運用穴（内径30㎝、深さ80㎝）に

左足が入り、支点となった右足を被災した。 講師は、スキッ

ダー機械側からスキッダー操作者へ指導、および荷掛け者に退避

するよう指導していた。

30 60201 2
50～

99

10～
トイレ休憩から自分の持ち場へ戻るため、工場内の高菜ラインに

50～



2017 1
11

歩いて移動中、床が濡れていて滑りやすくなっていたのに気付か

ず、右足を滑らせてしまい、尻を打撲した。

46 10103 2
99

2017 1 8～9
玄関前で御利用者を送迎車から降ろす為、運転席から車の後方を

回った際、路面が凍結しており滑って転倒し負傷した。
42 130201 2

100～

299

2017 1 8～9

休憩室を出て、豚舎へ向かおうとしたところ転倒し、右手首を骨

折した。 前日からの強い冷え込みのため、路面が凍結してお

り、ゴム長靴を着用していたこともあり、誤って足を滑らせ、進

行方向に向かって右側後方に転倒したものである。 その際に慌

てて右手をついたが、更にその上に尻が乗る形となり、右手首を

骨折した。

58 70101 2 ―

2017 1
10～

11

西側の出入口のレールや壁にシロアリが発生していた為、殺虫ス

プレーを撒いていた。 出入口から向かって左側引き戸（通常は

締め切りにしている）のレールや下壁に、かがんだ姿勢で殺虫ス

プレーを撒きながら後ろに下がったところ、足元の傾斜でバラン

スを崩し、左手をつきケガをする。

63 80109 2
100～

299

2017 1 2～3

新聞配達中、アパートにて2階と3階の配達を終え、1階に下りる

時に誤って最後の段で足を滑らせてしまい、足首を捻った状態で

体重がかかってしまい負傷した。

41 80205 2 ―

2017 2 9~10

病室の清掃をする目的で、用具を手に持ち、廊下から病室に入る

動作時、病室の入口付近で足元がもつれて転倒（やや左側前方

へ）した際、咄嗟に左手をついた為、負傷に至ったものである。

尚、足がもつれた原因については不明で、用具への接触等による

転倒ではない。

66 150101 2
100～

299

2017 2 16~17

配達作業中、バイクを降り配達先へ歩行中、手元の配達物を確認

しながら歩いていたところ、玄関前の砂利に足をとられ、右足首

を挫いてしまい負傷した。

33 110101 3
500～

999

学校給食センター加熱処理室で、清掃作業中床を消毒する塩素水

を取りに行こうとした時、床が濡れていたため滑り転倒した。



2017 2 9~10
その際右足を捻り右足関節部を骨折した。 給食センターの床は

ドライ方式で通常床面は乾いている。 洗浄作業中については、

床面が濡れる場合もあるため、足元に注意し作業していたが転倒

してしまった。

51 10109 2
10～

29

2017 2 11~12
ホテルから従業員食堂へ行く途中、ホテル裏口付近で、氷に足を

とられ、滑って転んだ。
72 140101 2 ―

2017 2 10~11

福祉施設にて納品中に、階段を下りる時に足を滑らせてしまい、

背中から階段にぶつかりそのまま滑り落ちて、腰椎横突起骨折を

した。

60 40301 2
100～

299

2017 2 19~20

フロントのゴミ拾集をしている時、お客様に挨拶をした際に床が

濡れていたことに気づかず足を滑らせて仰向けに転倒した。 そ

の時に手をついて骨折した。

61 130301 2 ―

2017 2 15~16

厨房で夕食の調理が終わり床モップ掛け清掃後に作業台の拭き取

りをしようと布巾を持って歩行中に左足を滑らせ転倒した時に右

膝を床に強打して負傷した。

68 130201 2
30～

49

2017 2 13~14

薬局駐車場にて、次の班に行く間にトイレを借りに寄った際、雪

日で少し視界が悪かった。 路面は緩やかな傾斜があったが雪や

氷で凹凸していてあまり滑りそうではなかったが、足を滑らせ転

倒し臀部を強打した。

40 80209 2
10～

29

2017 2 8~9
職場の敷地内で荷物を運んでいたら荷物を持ったまま転倒し右手

首を骨折した。
54 50101 2

10～

29

2017 2 11~12

勤務地である介護老人保健施設の地下1階にて、デイケア利用者

の入浴介助を終え、車椅子用の特別浴槽室から退室する際、水で

濡れた床で左足を滑らせ転倒した。

58 130201 2
50～

99

2017 2 11~12

設備の入口弁付近でドレン受け用のドラム缶を移動させる際に、

足が滑り体勢を崩し地面とドラム缶の間で右手人差し指を挟ん

だ。

19 11001 7
300～

499



2017 2 6~7

詰め作業場で、詰め作業が終わり、清掃作業中に詰機1号機の作

業台（約18㎏）を1人で元の位置に戻そうとして（通常2人作

業）隣の2号機に当たり、バランスを崩し倒れ、左肩を負傷し

た。

59 60101 3
100～

299

2017 2 18~19

会議が始まる前に駐車場に停めてあった自分の車から物を取りに

行く為、サンダルを履いて小走りに車へ向かっていた途中、サン

ダルが脱げ前のめりに転倒し頭をアスファルトの地面に強く打ち

つけてしまった。

58 130201 2
50～

99

2017 2 17~18

訪問介護利用者宅でケア終了後、退出時に玄関でドアを閉める際

に、ドアノブをきちんと閉めたか確認のため振り返った時に玄関

先の段差で躓き転倒し、肋骨を骨折した。

60 130201 2
50～

99

2017 2 8~9

梱包作業のため、当社事務所から作業場所へ徒歩で移動していた

ところ、草地の下り坂で足を滑らせてしまい、転倒した際に左足

に乗っかってしまったため負傷した。

27 10409 2
10～

29

2017 2 14~15

加工場サンドイッチラインでサンドイッチの製品にラベル貼り作

業をしており、その作業が終了したので次の作業のサンドイッチ

のカット作業をする為に早歩きで移動した。 サンドイッチカッ

ト作業位置付近がその直前に濡れており、拭き上げた直後だった

為左足を滑らせ転倒した。

35 10109 2
300～

499

2017 2 23~24

夜間宿直時、車輌格納庫で車輌に異常がないか巡回中に、路面凍

結に気付かずに足を着いて左膝を地面に打ちつけて負傷してし

まった。

42 40301 2
10～

29

2017 2 15~16

店舗内の身障者トイレ清掃中に、「子供が嘔吐した」とお客様に

声をかけられた。 嘔吐の現場を確認し、清掃用具を取りに戻ろ

うとした際に滑って転倒し、左手首を骨折した。 その時、子供

が泣いた時のよだれ等で床は濡れていた。

60 150101 2
50～

99

朝の事務所前の除雪作業中、市道と入口前駐車スペースに出る段

差プレートに足を乗せた際に滑って転倒した。 段差プレートは 300～



2017 2 8~9
経年劣化により表面凹凸の摩耗と材質が強化プラスチック製の

為、雨雪時は滑りやすい状態であった。

67 150101 2
499

2017 2 22~23

退社後、南側出入口付近のトイレを利用するため駐輪場を徒歩

（ポケットに手を入れた状態）で通過した際、段差に躓き転倒し

右肩を骨折した。

35 80209 2 ―

2017 2 18~19

工場敷地内の山側の駐車場で帰宅しようと自家用車に向かって歩

いていたところ自家用車のドアの前で路面凍結のためスリップし

て転倒し右手首を骨折した。

58 10301 2
50～

99

2017 2 20~21

当社食堂の厨房洗い場にて食器を棚に戻し洗い場に戻る途中、

モップで掃除をした後で床が濡れていることに気付かず、滑って

尻もちをつき、とっさに右手も床についた。

61 140309 2
30～

49

2017 2 10~11

敷地内裏通路でゴミ廃棄作業中、路面が凍結していたため足をす

くわれたように横に転倒し、その際に左手を路面に強打した。

左手首の骨にヒビが入った。 現在は入院中である。

68 150101 2
500～

999

2017 2 21~22

店の玄関口で店先の看板の位置を直している時、約2.5㎝の段差

上段に左足小指側だけ乗せてしまい、体重を左足小指一点にかけ

てしまった結果、骨折した。

59 140201 19 ―

2017 2 9~10

幅3m90㎝×幅3mの長方形の広さの場所に太さ13㎜の鉄筋を組

みコンクリート打設作業をしている時、生コンをスコップで敷均

ししようと鉄筋の上を移動した際、躓き転倒し右足アキレス腱を

断裂した。 鉄筋は20㎝間隔で捨コンクリートより6㎝浮いた状態

であった。

64 30199 2 ―

2017 2 8~9
自宅より徒歩5分程先の駐車場内で縁石（車止め）に躓き転倒

し、左足を骨折した。
65 130201 2 1～9

2017 2 17~18
掃除後、足に痛みを感じた。 帰宅時、会社構内で空足を踏んだ

状態となって右ひざを痛めた。
58 11301 2

10～

29

研究室内で研究中、イスから立ち上がり移動しようとしたとこ



2017 2 10~11
ろ、後方にあった別のイスの脚部に右足先を取られ転倒した。

49 120109 2 ―

2017 2 9~10
マンションに宅配ボックスを搬入中、足拭きマットに足を取ら

れ、尻もち状態になり右足のすねが挟まり負傷した。
18 170209 2

10～

29

2017 2 8~9
河川工事の現場内にて、場内歩行中、石塊の上にのり（右足）、

足をひねり転倒し、右くるぶし脱臼骨折となった。
55 140201 2

30～

49

2017 2 7~8

葬儀社にて、地区の会長さんが来館したため、担当者のシフトを

確認しようと、事務所の壁の上の方に貼ってあったため、よく見

えず、キャスター付のイスに上がってみようと、足をかけた際、

イスが動いてしまい、足を踏み外し転倒した。 右肩と右胸部を

強打した。

60 80209 2
30～

49

2017 2 11~12

幅3m90㎝×幅3mの長方形の広さの場所に太さ13㎜の鉄筋を組

みコンクリート打設作業をしている時、生コンをスコップで敷均

ししようと鉄筋の上を移動した際、躓き転倒し右足アキレス腱を

断裂した。 鉄筋は20㎝間隔で捨コンクリートより6㎝浮いた状態

であった。

56 170209 2
50～

99

2017 2 14~15

横断地下道の東側出入口部において、地下道内の作業（漏水補

修）が終了し、後片付けをして事務所に戻ろうとした時、作業者

（1.9tダブルピック）の周囲に堆積した細かな砂利に足を滑らせ

転倒し、左手首を突いて負傷した。

51 30199 2
10～

29

2017 2 6~7

職場の周りの歩道を歩いている時、路面が凍結していいるのに気

付かずに滑って転倒した。 その際、右手から地面についたた

め、右手首を打撲した。

49 130201 2
300～

499

2017 2 5~6
公共駐車場の8階屋上から下の階へ徒歩で巡回途中、スロープの

雪が解け濡れた箇所で足を滑らせ転倒し右足首を骨折した。
60 150101 2

300～

499

2017 2 5~6
出社時、会社駐車場内を玄関に移動中、凍結路面で足をとられ、

尻もちをつき仰向けの状態で後頭部を強打する形で転倒した。
52 11403 2

30～

49

自動二輪車で配達中、自動二輪車を降りて配達先へ向かう途中、



2017 2 10~11

当時吹雪いており、凍結路面の上に新雪が1～2㎝積もっていた。

前夜強い雨が降り、当日の朝、凍結していた事は本人も把握して

いた為、自動二輪車を滑らない所に停めた。 自動二輪車を降り

て2～3歩歩いたところ凍結していなかった為、配達物が飛ばされ

ないよう、小走りした際、凍結している所で転倒し、負傷したも

のである。

44 110101 2
300～

499

2017 2 10~11

店舗作業場内において、タイヤを販売し、2番ピットに入庫し、

組込タイヤをおろし、新品タイヤを運び店内へと戻る際、1番

ピットリフトの車輪止めにつまずき転倒した。 2.2m前方廃油圧

送機（46×67×H78㎝）前面部レバー（3.0×8.5m）に左側頭

部、前額部をぶつけ出血した。

43 80209 2
10～

29

2017 2 7~8

早番勤務中、忘れ物を取りにロッカー室に戻る。 途中、屋外の

路面凍結した場所で転倒した。 その際に左手をついて受傷し

た。

65 170209 2
10～

29

2017 2 16~17

駐車した車より利用宅に向かう時、庭先のとび石に足を滑らせ

た。 サンダルを履いていて手にバインダーを持っていた為手が

つけずに足、腕、胸を打ちつけた。 コンクリートに体を打ちつ

けて立ち上がることが出来ない状態であった。

58 130201 2
30～

49

2017 2 10~11

当調理場女子トイレ内でトイレ用サンダルから通常使用のスリッ

パに履き替える際、一段高くなった床の上で滑り、右手・右肩の

順で前方へ転倒した。 右膝関節が外れたとの自覚があり、その

まま這ってトイレから出て助けを呼んだ。

43 10109 2
30～

49

2017 2 14~15

当社道作工場内において、木材製品の整理作業をしていた時、製

品を乗せる台木（約100㎜角）に右足を乗せてしまい、その拍子

に体がよろけ、そばに積み重ねてあった（約1200㎜の高さ）木

材製品の角に右脇腹を強打し負傷した。

53 10401 2
10～

29

当施設内特別養護老人ホームC棟2階トイレにて、利用者のオムツ

交換作業準備のために棚の上部にある清拭用ボトルを取ろうとし 100～



2017 2 20~21
た際に、濡れていた床に足を滑らせ転倒した。 転倒時に、体を

支えようと左手を床につき負傷した。

50 130201 2
299

2017 2 5~6

会場内でキャリアカーに積荷の車をのせる作業中、車を載せ、次

の車を載せるためキャリアカーをおり移動中におりた地面（アス

ファルト舗装）に5～7㎝位の段差があり、それに躓き、倒れそう

になり、バランスを取ろうとしたが耐えられず、倒れて怪我をし

受傷した。

48 40301 2
30～

49

2017 2 11~12

完成した製品を凍結庫に入れるため、凍結庫の霜に近づいたとこ

ろ、扉に付着していた氷を外したものが床にくっついているのに

気付かず踏んでしまい、足が前後に開き尻もちをつき、体が倒れ

ないように右手を突っ張り、体を支えた。 当日は、亀裂骨折に

気づかず、そのまま作業を続けたが翌朝、指が腫れていたので整

形外科でレントゲンを撮ったところ、亀裂骨折が判明した。

66 10102 2 ―

2017 2 15~16

不良品を廃棄袋に移しに行き、持ち場に戻る際、急ぎ足で戻り、

また湿った床のことを失念し、左足でビニールを踏んでしまい、

転倒した

26 10104 2
100～

299

2017 2 10~11

食材の配送作業中に配達先の施設の敷地内にて荷物の積み込み作

業中、入口の段差のある所に足をとられ転倒してしまった。 そ

の際に左足首をひねり負傷した。

32 10109 2
100～

299

2017 2 20~21

閉門時間になったので、ゲート「L字型・キャスター付き・ノン

レール型（7.6m×1.25m）」を押して閉めている最中、閉門位置

からずれてしまったので戻そうとゲート先端上部でキャスターの

無い側を強く引っ張ったところ、倒れてしまいよけようとしたが

左足に当たり負傷した。

55 170201 5
10～

29

2017 2 20~21

トイレに向かい歩行していたところ、通路から製造場へとつなが

る緩やかな傾斜に足を取られ、足首をひねり左第5趾中足骨骨折

した。

64 10101 19
500～

999



2017 2 14~15

校外活動のため、児童を指導中インラインスケートを行っている

際体勢を崩し、右手をついてしまった。 右手をついた際、右手

首を骨折してしまった。

44 130201 2 1～9

2017 2 19~20
段ボール置き場にて牛乳箱等の片付けをしていたところ、液体で

濡れていた床で滑って転倒した。 左腕を強打した。
48 80209 2

100～

299

2017 2 13~14

作業場内において、廃棄物（一斗缶）をアリゲーターで潰した

後、一斗缶をパレットに載せようとしたら、一斗缶の中に残って

いた少量の油が地面にこぼれ、足を滑らせて転倒してしまった。

48 150102 2
10～

29

2017 2 10~11
工場1階商品課において、商品を取り上げる作業中に床が濡れて

いたためバランスを崩し裁断機の支柱に右手を強打し打撲した。
52 10104 2

50～

99

2017 2 14~15

本館2階において嘔吐物を処理して次亜塩素酸を散布し清掃した

後、湿っていた床で左足首を捻りながら転倒し負傷した。 左足

首捻挫1週間ほど休業予定

54 130201 2
100～

299

2017 2 11~12
訪問診療より帰院した際、総務に処方箋を取りに荷物を持ったま

ま裏口より入る時、段差につまずき受傷した。
44 130101 3

100～

299

2017 2 9~10

取引先の敷地内にて積み降ろしの作業中に、風で飛ばされたEPス

ペンサー（緩衝材）が地面に落ちているのに気付かずに、トラッ

クの荷台（約1m）から後ろ向きに飛び降りた際、EPスペンサー

の上に着地してしまい右足首を捻ってしまった。

43 40301 3 ―

2017 2 21~22

野菜人参原料の皮むき機で作業終了後、機械の移動中機械を持っ

ていた左手が外れてしまい尻餅をつく形となり、その際にとっさ

に手をついてしまった事により強打し打撲となった。

50 170101 2
300～

499

2017 2 16~17

倉庫内でラップ巻き作業をしている際、バランスを崩して右足を

外側に捻って転倒した。 病院にて受診した結果、骨折が判明し

た。

40 40301 2
30～

49

2017 2 16~17

配送先のマンションのエントランスにてトラックから荷物を降ろ

して、配送先宅へ運ぶ途中、オートロックドアの開閉のタイミン 72 40301 2
10～

29



グに慌ててしまい、緩いスロープで転倒した。

2017 2 9~10
1階～2階階段の踊り場において清掃していたところ、バランスを

崩し1階に転落した。 その際、右足首を骨折してしまった。
50 140101 1

10～

29

2017 2 8~9
出勤後、当社工場駐車場に車を停めて、事務所に向かって歩いて

いたところ、躓いて転倒し手をついた際に右環指を負傷した。
38 10103 2 ―

2017 2 10~11

バケツの水を交換しようとしていたところ、散水栓前にある段差

（約5㎝）に足を躓き、左足首をひねり左足腓骨に全体重がか

かって骨折した。

57 150101 19
300～

499

2017 2 8~9

当社社屋内の通路の、床に油がしみ込んで滑りやすい箇所を歩行

中、清掃前だったため足を滑らせて転倒してしまった。 その

際、頭を打ちそうになったので、かばう為に右手を着き、負傷し

た。

52 11301 2
30～

49

2017 2 7~8

作業工場内において、作業準備として、まな板3枚を次亜塩素酸

液を洗い流すために場所移動しようとした際にU字溝の蓋の部分

でまな板を持ったままの状態で滑って転んでしまった。 右手はU

字溝の蓋で切って左手はまな板に挟まれ損傷した。

62 10102 2
10～

29

2017 2 17~18

校庭で女児2人と築山の周りでリレーをしていた。 2回戦の走り

始めの数歩で左足着地の際に膝がぐにゃっとなり転倒し、左膝が

激痛のため横になっていたものの息を整え座った。 足の曲げ伸

ばしが困難で足の付け根などにも違和感があり、歩行も困難な状

態となった。 転倒した際に砂利に両手をついたため擦り傷あ

り。

27 130201 2 ―

2017 2 9~10

ゴミ収集車でゴミを回収する作業を終えてクリーンセンターに到

着し、収集車に積んだ生ゴミを空ける作業に取り掛かろうとした

際、トイレに行きたくなったためにトイレへ歩いて向かっていた

ところ、鉄製の排水溝の蓋に足を取られてバランスを崩し、左足

を負傷した。

61 150103 2
30～

49



2017 2 5~6
従業員手洗い前で身支度を整え歩きはじめようと振り返った時

に、バランスを崩して右足を捻り、足首にひびが入った。
49 80201 19

500～

999

2017 2 14~15

当社バラ凍結場内において、トンネルフリーザーの掃除をするた

め、トンネルフリーザーの扉を開けた時に、凍っていた床に足を

滑らせて転倒してしまった。 その際に頭部の上の方を床又は壁

にぶつけてしまい、コブが出来てしまった。

54 10101 2
100～

299

2017 2 10~11

警備持ち場へ歩いて移動中、路肩の縁石を乗り越えたつもりが、

縁石に足が引っ掛かり左顔面から転んでしまい、後日病院に行っ

たところ、頸椎打撲とのことであった。 1ヶ月後リハビリをする

との事で、その後は未定。

69 170201 2
30～

49

2017 2 6~7

車で通勤出社し当クラブ駐車場へ自家用車を駐車しクラブハウス

ロッカーまで徒歩で向かう途中、ゆるい下り坂で左足首を捻った

際に負傷したものである。 当日朝はまだ駐車場内が暗く歩きに

くい状況であった。

42 140301 2
100～

299

2017 2 15~16
ビニールが水で滑り転倒、を踏んでしまい、ビニールが水で滑り

転倒、尾?骨を床に強打した。
26 170101 2

100～

299

2017 2 11~12
床洗浄の水処理作業中タイルで滑ってしまい、手をついた際骨折

してしまった。
40 150101 2 ―

2017 2 11~12

ビル工事現場内において、トラックが場外へ出ようとした際、ト

ラック運転手が後方確認を行わずにバックをして出ようとした

為、安全確認のため咄嗟に後方に回ろうとした際、ゲート下部の

ワイヤーに足を引っ掛け転倒し、被災した。

67 170101 2

1000

～

9999

2017 2 23~24

飲食店焼肉店を営業中、足元が滑りそのまま転倒した。 その時

左足より「バキッ」と音がしたと言う事で翌日病院にて診断して

もらった。 左足関節靭帯損傷。

23 140201 2
10～

29

仕事場にて客間の清掃が終わり、次の作業に移る為に部屋と出て

お客様用の為、沓脱石を避けて横に脱いであった自分の靴のとこ
100～



2017 2 8~9 ろに直接降りた時に、横が障子の為何もつかまることが出来ずに

石をよけておりた為、靴に乗った時にバランスを崩し足首を捻っ

てしまった。

68 150101 3
299

2017 2 2~3

廃棄物収集作業中、パッカー車に巻き込む為ダンボールを持って

歩いている時に、段差を踏み外して左足を捻ってしまい負傷し

た。

29 150102 19
10～

29

2017 2 6~7

ETCレーンの開閉バーに接触した車両に対応するため、料金所

ブースの後方扉から出た時にバランスを崩し転倒した。 その

際、通路内のコンクリート部、左肘付近を強打し、負傷したもの

である。

60 170209 2 ―

2017 2 15~16

地下の廊下を清掃中、滑って転倒し、その際手をついてしまっ

た。 その後手に激しい痛みを感じたので整形外科に受診した。

手首の骨折と診断を受けた。

68 130201 2
100～

299

2017 2 15~16

外回りの仕事を終え帰社途中地下鉄の駅から出て会社へ向かって

いる際、路上で何かに躓き2、3歩前のめりになって、耐えたが耐

え切れず左手をつき右膝を打って転んだため骨折した。

64 90103 2 1～9

2017 2 11~12

派遣先事業所にて、工場内ライン作業中に荷物を積んだ台車を避

けながら隣のラインへ移動をしようとした際に、床に油カスが落

ちており、足を滑らせ、転倒し右手首から地面についたために骨

折をした。

51 170101 2 ―

2017 2 23~24

構内のエスカレーターにて出張先より帰宅中、最終便に乗り継ぐ

モノレールに乗ろうと急いでいた。 ハイヒール履きで肩から

バッグをさげスーツケースを持った状態で動くエスカレーターか

ら掛け降りた時、ホームに掛け降りた際に左足をひねってしまい

左足くるぶしを不全骨折した。 （全治4週間）

23 80109 3
100～

299

2017 2 20~21

配達先の庭で足もとが暗く敷石に躓いて転んだ際に膝を強く打っ

てしまった。 翌朝痛みが酷いので医者に行ったところ左膝の皿

の骨にヒビが入っているとの診断を受けた。

63 40301 2 ―



2017 2 14~15

巡回警備業務に従事中、路場にて、車道から歩道に歩いて乗り上

げる際に5㎝程の段差に躓き転倒し、前のめりに倒れ右膝を擦傷

した。

49 170201 2
100～

299

2017 2 12~13

デイサービスの洗面台前に於いて利用者の口腔ケア後利用者がふ

らつき右へ転倒、急いで介助するも及ばずに共に転倒した事故で

ある。 右肋骨・腰部を負傷した。 2日間は痛みを我慢して出勤し

たが腰痛がひどくなりその後休業した。

68 130201 2
100～

299

2017 2 9~10
出張中、宿泊先のホテルから客室に向かう路上（歩道）で歩行中

に凍結した路面で滑って転倒し、右脛を骨折した。
26 170202 2

500～

999

2017 2 5~6

朝刊を配達していた。 当日は小雨が降っていて路面が濡れてい

た。 急ぎながら配達をしていたところ、足元が滑り右足を捻っ

てしまい、転倒した際に被災した。

57 80205 2
30～

49

2017 2 10~11

店内カウンター業務をしている時、レジの人の休憩交代をする

為、カウンターを出た時、足元に宝くじの旗を立てる台が置いて

あるのに気が付かず、躓いて転倒し左膝を強打して負傷した。

54 80209 2
50～

99

2017 2 9~10
研修準備の最中、椅子を運ぶ際障害物を避けようとしたら滑って

転び、右足小指を骨折した。
19 80302 2 ―

2017 2 9~10

フォークリフトを使って作業中にガスが無くなりボンベを交換し

た。 交換中に誤ってボンベを持ったまま転倒し、右手人差し

指、中指、薬指をボンベとの間に挟んで強打し、骨折した。

69 40301 2
50～

99

2017 2 4~5
交通誘導中に交替で公衆トイレに行く途中、路上を歩いている時

段差に左足を躓き転び左膝を打撲し骨折した。
74 170201 2

30～

49

2017 2 14~15

厨房内で料理の盛り込み後、伝票を取るために厨房内にあるデス

クへと移動する際に、デスク前にて躓き、左下側へ転倒した。

股関節辺りに痛みがあり、立てなくなった。

58 130201 2 1～9

2017 2 12~13

自転車で送迎車を取りに行くため、事務所から事業所前の駐輪場

に向かおうとしたところ、事務所前で足を滑らせ、手を地面に打 73 130201 2
10～



ちつけて負傷した。
29

2017 2 11~12

企画ビル工事現場において、トラックを誘導しようと、ゲートを

開けた際に、トラックが、後方にバックした為、安全確認の為歩

道に向かった際、ゲート下部のワイヤーに足を引っ掛け転倒し、

被災した。

67 30201 2 ―

2017 2 10~11

当該車掌は、勤務するため出勤し、着替えが終わり、3階更衣室

から2階の執務エリアに向かう際、下り階段で最後の一段を確認

しないまま降りたため、階段を1段飛ばしで降りた状態になり、2

階踊り場に右足をついた時に足首を捻ってしまった。 痛みが強

く乗務はできないとの申告を受け、管理者付き添いで整形外科に

受診し「右足前距腓靱帯損傷」と診断を受けた。

37 40101 3
100～

299

2017 2 10~11

業務中、厨房から売り場へバットで揚げ物を運んでいた。 する

と、慌てていたせいか、ドアの桟に躓き倒れた際に左肩を強打し

た。 翌日、病院へ行くと骨折と診断された。

54 80201 2
10～

29

2017 2 12~13

配達先のマンションで配達を終えて階段を下っている時地面に足

を着いた際に右足首を外側へひねってしまい右足甲を剥離骨折し

た。

42 110101 2
300～

499

2017 2 3~4
商品の入ったカゴ車を移動している際、緩い下り坂で油が垂れて

おり足を滑らせてしまいカゴ車が倒れて下敷きになった。
53 40301 2

30～

49

2017 2 1~2
駅の踊り場にて、終電後巡回中に床が濡れているのに気付かず、

滑って転倒し、左肘・左目眉毛下を壁に強打した。
52 40101 2

50～

99

2017 2 15~16

配達途中でバイクを止めアパート2階への配達終了後、階段を下

り、小走りでバイクに戻る途中で石につまずき勢いよく転倒した

際に両足膝、頭を強打した。

35 110101 2
300～

499

2017 2 7~8

作業所内でトイレに行こうとした時、場内のトイレが使えず蜜向

かいの公園のトイレに行こうとして、入口のゲート下のワイヤー

が右脚に引っ掛かって転倒し、右肩を打ち鎖骨を骨折した。

67 30201 2 1～9



2017 2 23~24

盛付室内で計量し終わったチャーハンを台車に積んで運んでいる

時、床が濡れていることに気付かず、滑って転倒した。 その

際、腰を強く打った。

32 10109 2
300～

499

2017 2 18~19

ホーム内の食堂で夕食が終了し、利用者を順番に就寝のため部屋

へ誘導していた。 窓側の利用者に声掛けに行こうとした時、床

が濡れていて右足が後ろに滑り、そのまま右膝が床につくように

転んだ。

39 130201 2
100～

299

2017 2 11~12

業務中、事業場の入っているテナントビルの共有部分の廊下で歩

行している時床が結露の為、湿っていて滑って転倒した。 （書

類提出のための外出の際）

56 80209 2 1～9

2017 2 11~12

当日、雨が降っており床が濡れて滑りやすい状態になっていた。

両手にホウキとチリトリを持ってエントランスを移動中に足を滑

らせ転倒した。

67 150101 2
500～

999

2017 2 10~11

マンションのお客様宅に配達に伺ったが不在だったためそのまま

箱を両手で持ちながら四輪車に戻ろうとしたところマンションの

敷地内（タイル貼り）の部分（屋外）を歩いている際、雨で足元

が濡れていたため足を滑らせ後ろ側へ転倒し背中を強打した。

40 110101 2
500～

999

2017 2 5~6

作業場内にて炊飯が終わり反転機に炊飯釜を設置するため釜の蓋

を外し蓋を洗浄機まで運ぶ際、床が濡れていたため滑って右膝を

床に強打した。

62 80209 2
10～

29

2017 2 19~20

ラウンジ内で、片付け作業中に、ゴミ箱（段ボール）に躓きバラ

ンスを崩して約15㎝下の廊下に転倒した。 転倒した場所が平ら

ではなく段差があったため、右大腿あたりを強打してしまい骨折

した。

59 170209 2
300～

499

2017 2 18~19

生地工場内で抜型を乾燥機内へ運ぶ作業をしていた。 両手で肩

を持った状態で足を引っ掛けた。 その際に前のめりで倒れ、右

手の上に肩が落ちて負傷した。

19 10104 2
100～

299



2017 2 11~12

客室内よりリネンを回収し客室前廊下に設置してあるリネン回収

ワゴンにリネンを運ぶ際、リネンのシーツに足が絡まり転倒し

た。 その時右手をつき、右肩を脱臼した。

62 150101 2
30～

49

2017 2 10~11

当該事業所において、食器等の洗浄作業が終了し清掃していた

際、テーブルを片付けようと後ろ向きに引いて移動していたとこ

ろ、清掃のため下水溝の蓋が外してあったことに気付かず、誤っ

て下水溝に足が嵌まってしまい、受傷したものである。

65 80209 3
50～

99

2017 2 8~9

駐車場ロープウェイ降場階段下付近で、バス待合所の出入口施錠

解錠のため徒歩で向かっていたところ路面凍結のため足を滑らせ

て転倒した。 その際に右肘をついて負傷したものである。

43 140309 2
30～

49

2017 2 7~8

通勤中、工場構内更衣室前の横断歩道を歩行する際、凍結した路

面で滑り、転倒した。 転倒した際、左足首を大きく負傷し、自

力での歩行が困難なことから、救急車にて病院へ搬送した。

50 40301 2
30～

49

2017 2 6~7

出勤時病院の駐車場に車を停め、降りて歩いていたところ雪がか

なり降っていて視界が悪く、消雪パイプも出ていて足もとも悪

かったため転倒し、正面から倒れ、左腕を骨折した。

49 140209 2
10～

29

2017 2 4~5
新聞配達中に凍結路面上で滑って転倒した。 後頭部を打撲し

た。
75 80205 2

30～

49

2017 2 17~18

被災者は和菓子課の包装場にて桜餅の不足分30個のラベル貼り作

業をしていた際、製品ケースの外側表面に汚れが付着しているこ

とに気付いた。 そして、その汚れを拭き取ろうとしたが、手元

にアルコールスプレーがなかった為、隣のラインのアルコールス

プレーを取りに行こうと振り返った時に足元にあった台車に右足

をとられて後方に転倒し被災した。 ※ラインは停止していた

為、本人は焦ってはいなかった。 また台車は誰かが放置したも

のであった。

61 10104 2
500～

999

2017 2 15~16
床清掃をしていたところ天井から落ちてくる水滴で床面が濡れて

いた為転倒し、右肘をぶつけ骨折した。
62 150101 2

10～

29



2017 2 10~11

プラットホーム西側の監視室上で外壁材受け水きりの骨付作業を

行う為外部足場から屋根上へ上がり鉄骨上部に乗り移ろうとした

際、足元が滑り3.3m下の1階床上（コンクリートスラブ）へ転落

し受傷した。 屋根上から鉄骨上部に乗り移る際安全帯のフック

を掛けていなかった。

48 30201 1 1～9

2017 2 8~9

工場内で作業中、食品を入れる容器の蓋がかなり古くなっている

のに気付き、廃棄しようと、隣接する物置き場に持って行ったと

ころ、そこに重ねて置いてあった台車（カート）の脚か手すりに

エプロンの裾が引っ掛かり、躓いて前のめりに転倒した際、右手

で床を着いて倒れ、右手首を骨折する怪我を負ってしまった。

54 10109 2
30～

49

2017 2 14~15

5Fロッカールームにて、ソファーで横になっている本人に声をか

けたが反応がなく意識がない様に思われたため救急搬送した。

どこかで転倒したものと思われる。

62 140101 2
100～

299

2017 2 15~16

おやつの下膳作業で、台車を取りに行こうと厨房から施設の廊下

へ出た付近で、足が滑り、転倒した。 床は濡れていなかった

が、ゴムのスリッパが滑った。

55 80209 2
10～

29

2017 2 12~13

昼休みになり、工場構内の食堂へ移動中、屋外通路に出た時、雨

が降っていたので、小走りした際、右足ふくらはぎの筋肉が肉離

れした。

46 40301 19
30～

49

2017 2 8~9

デイサービス送迎のため利用者様宅前の敷地と歩道の間に立って

待機していた。 敷地と歩道の間には段差があり、段差に気付か

ず上に立っていた。 階段から下りられる利用者様を見上げつつ

動きだしたため、足元を見ていなかった。 右足に体重をかけた

ところ、体が傾き足を捻った。

49 130201 19
50～

99

2017 2 19~20

帰りの戸締まりをし、第二工場から歩いて出ようとしたところ、

タイルが濡れていた為滑り転んでしまった。 脇のアスファルト

の部分で止まったが、その為に左足に圧力が掛かり脛の骨が折れ
42 80202 2

30～

49



て負傷した。

2017 2 21~22

調理場にて、アラカルト料理の調理（甘えびと金時芋と五郎島金

時の掻き揚げ）中、幅の狭い行動通路にて、他の調理人と接触

し、右膝を調理台に強打し転倒した。 その際20分程後に、コン

ロにておでん鍋（一斗鍋）を持ち運搬しようとするが、出来な

かった。

62 140201 2 1～9

2017 2 6~7
外にビンを出しに行き、レストランに戻る途中、滑って手をつい

た。 その時に手首を骨折した。
61 140101 2

30～

49

2017 2 17~18
当社への店舗間を移動している際、床で足を滑らせ転倒し、展示

場の支柱に左足を打ちつけ骨折してしまった。
45 80202 2 ―

2017 2 19~20

勤務終了後、派遣先敷地内駐車場に停めてある自家用車に向かお

うと玄関出入口から駐車場に続くなだらかな傾斜のある通路を歩

いていた際、暗くて足元が見えなかった為通路端10㎝程高くなっ

た部分に足を引っ掛け、通路端から50㎝程段差のある駐車場側に

自重が掛かるように右腕から落ちた。 通路を照らす照明は玄関

出入口にあるが、事故当時は消灯していた為足元が見えなかっ

た。

43 170101 2
100～

299

2017 2 14~15

加工場にて箱取作業（コンベアベルトで流れ作業で盛付後ラップ

機を通り完品となった物にラベルやシールを貼って製品番重に

取っていく）中、台車に製品を入れた番重を1段入れた状態のも

のに躓き、転倒し右膝を強打した。 本人の癖で作業台と自分の

間に製品番重を置くので慌てると同線上のものに躓きやすい状態

にある。

60 10109 2
300～

499

2017 2 14~15
商品を下ろし、空箱を回収してトラックに運ぼうとした時、玄関

入口の段差に気が付かず左足をひねった。
37 80209 2 ―

2017 2 8~9

両手にゴミ袋を持ち、徒歩にて道路向かいのゴミステーションに

ゴミ捨てに向かう際、売店入り口の高さ2㎝のゴム製マットに躓

き、転倒したものである。

56 80209 2 ―



2017 2 9~10
利用者を迎えに行くため、施設の玄関方向に小走りで言った際、

慌てていたため滑って転倒し右足首を痛めた。
27 130201 2 1～9

2017 2 10~11
半製品の置かれている場所（現場）で足が引っ掛かり、手をつい

た時、ヒビが入った。
55 11209 2

10～

29

2017 2 15~16

食肉加工工場内のスライサー（肉を自動でカットする機械）の作

業中に床面で足を滑らせ、後ろ向きに転倒し、その際、右肘を強

く床面に打ちつけ右肘を骨折した。

71 10101 2
10～

29

2017 2 9~10

酒造蔵のセメントの床に伸長してあった酒を輸送するホースにタ

ンクを洗うために水を入れたバケツを運んでいる途中少し急いで

いた為ホースに躓き転倒し腰を強打してしまった。

60 10105 2 1～9

2017 2 10~11
カット工場内で、野菜の入ったカゴを持ち移動中、床面に野菜の

残渣が落ちていたため滑って転倒した際胸を打ち負傷した。
42 10109 2

50～

99

2017 2 18~19

当社系列施設見学の出張業務中、スリッパを脱ぎ客室のフローリ

ングへ上がった際、靴下のまま上がったため、フローリングで滑

り転倒してしまい負傷した。

27 140209 2 ―

2017 2 3~4

営業所の作業場で、新聞にチラシを入れる為に、両手に新聞の梱

包を2つ持ち運んでいる最中に、足を滑らし、後方に転倒し、

持っていた新聞の梱包の角に腰を打ちつけてしまった。 当日は

雨が降っていて、作業場が濡れていたために滑ってしまった。

（梱包1つは新聞65～70部）

74 80205 2 ―

2017 2 13~14
事業場内を歩いて移動中、履いていたスリッパのかかと部分を踏

みつけ、転倒し、右膝を強打し、負傷した。
63 40301 2

50～

99

2017 2 21~22

第2プレス工程（製品解体側）で、2人1組で作業中、建材の上の

ビニールをはがし、ビニールを左手に持ったまま建材を運び、建

材を置いた後に歩行している最中に、左手に持ったままであった

ビニールを自ら踏んで、後ろに転倒し、左肘と左手を地面に強打

してしまった。

44 10805 2
50～

99



2017 2 9~10

事業場のプレス工場で、2人1組での作業中、建材の上のビニール

をはがし、ビニールを左手に持ったまま建材を運び、建材を置い

た後に、歩行している最中に左手に持ったままであったビニール

を自ら踏んで後ろに転倒して、左肘と左手を地面に強打してし

まった。

44 170101 2 1～9

2017 2 21~22
レストラン裏口の除雪（凍結防止）作業中、滑って転倒した際、

手のつき方が悪く骨折してしまった。
43 140101 2

30～

49

2017 2 9~10
台車を使い当社冷蔵庫に製品を搬入し出る際に、バランスを崩し

転倒負傷した。（足が滑った。）
43 10101 2

10～

29

2017 2 9~10
発掘調査現場で遺構保護の養生作業の不織布のロールを敷く作業

中に深さ1.2m位の遺構に落ち中の礫に膝を強打した。
65 120109 1 ―

2017 2 12~13

午後からの収穫のため、敷地内にあるごみ収集車に乗り込むため

の歩行中に、足がからみバランスを崩して前から転倒した際に左

手小指に体重がかかり、左手小指を負傷した。

69 150109 2
100～

299

2017 2 13~14
勤務先厨房にて、帰宅する折、厨房の床で右足が滑り転倒した。

右手首を骨折した。
55 140201 2 ―

2017 2 11~12

出張にて、清掃事務所着。 1度目の巡回清掃の為、事務所を出発

し、最後の1F搬入口トイレが終わり事務所に歩いて戻る途中、パ

ブリック棟地下2階中央監視室前の廊下に養生用ビニールシート

が掛かっていた。 その床からビニールシートがはがれかけてい

る部分に足を取られて転倒し左手で体をかばおうとしたところ、

指先から倒れ左手薬指を関接とは逆方向に反ってしまった。 激

しく痛む為病院で診察したところ3カ月の加療の要を認めると診

断される。

24 150101 2
50～

99

2017 2 10~11

工場内のL字形通路を真っ直ぐ小走りに進み、結束用のPPバンド

を取りに行こうと右に曲がりかけた時、足を滑らせ転倒し、正面

のトイレの壁に、勢いよく左の肩から激突してしまった。

57 11502 2
30～

49



2017 2 10~11
ホテル駐車場にてお客様の車を移動する際、隣の土地との段差に

て足を踏み外した。
48 140101 1

10～

29

2017 2 14~15

食堂の調理場から倉庫へ弁当容器を取りに行き、倉庫の引き戸を

開けようとした時、床が濡れていたため足が滑って転倒し、頭部

挫傷及び左胸部等の打撲を発症した。 （当日は雨で湿気が多く

床が結露していた。）

67 140209 2 1～9

2017 2 10~11

当月就業中、転んだ時の腰痛が次第に悪化した。 入浴介助、移

乗を毎日行っており、翌々月の起床時から腰の痛みがひどくな

り、出勤していたがその後も痛みが続く為通院した。 入浴介助

業務は、1日6名前後1人で約20分程で基本的には1人で行うが腰

痛があったため2人で行うように対応した。 移乗業務は、約40～

55㎏程の方をベッドから車椅子に移乗し中腰で抱きかかえ風呂に

入れる。

49 170101 2
100～

299

2017 2 0~1

コンテナアンラッシング作業に従事していた。 左舷側の作業が

終了し、次の右舷側の段取り作業のため、コンテナ固定器具（鉄

製）を右手に持ち、船尾側のハッチカバー上の通路を移動した

際、足元が雨で滑り、咄嗟に左手でコンテナを固定しているバー

を掴もうとしたが、掴み切れず、下の通路に転落した（約220

㎝）。 着地の瞬間右手を強打した。

29 50202 1
100～

299

2017 2 9~10

出勤時、駐車場にて下車して後方に歩き、右手に持っていた透明

ビニールバッグが自分の車の後ろに突っ掛かる感じになり、同時

に車止めに右足が引っ掛かってしまい転倒した。

47 40301 2
30～

49

2017 2 16~17
就労場所である公民館室内で、保育中に子どもと接している際、

足を畳みの目に沿って滑らせ腰を強打した。 腰椎負傷。
67 120109 2

10～

29

2017 2 15~16

日頃から両手がふさがった状態での移動に十分気をつけるように

指導していたが、Yシャツハンガーを移動させる際に、両手でY

シャツハンガーを持ち、別の置き場へ移動中に床面15㎝からのス

テーに躓き転倒し負傷した。

65 11703 2
30～

49



2017 2 14~15

商品ピッキング最中、商品を手に持った状態で足元の台車を跨い

だ際、机の脚に自分の足がひっかかり、倒れてしまった。 その

際、左足をひねり骨折してしまった。

50 80109 2
30～

49

2017 2 12~13

昼休みに帰宅するためロッカーへ向かう途中、トイレ前通路で滑

り膝から転倒した。 この事故直前には、トイレ清掃・清掃業務

委託先が清掃しており、通路上の水拭きがきちんと行われておら

ず表面に残っていた水膜状態の中で発生したものである。 転倒

時に直前を歩いていた者が気付き、その他数名の手をかり、しば

らく安静の後、病院にて受診となったものである。

66 10101 2
30～

49

2017 2 11~12

配送先にて200㎏ドラム缶を転がして搬入した際、油倉出入口の

鉄製レールで足を滑らせ、その勢いでドラム缶が自分の左足に倒

れてしまい、脛から左足首にかけて負傷した。

39 40301 6
50～

99

2017 2 11~12

配達の為に走って向かい玄関前のスロープを通るべきところ、近

道をするためにスロープ横から進入しスロープとの段差に躓き転

倒した。 その際に右肘を強打し、夜になって痛みがひどくなっ

たため病院へ行った。

40 40301 2
50～

99

2017 2 7~8
現場に出かけようと、事務所の階段を下りて道路に出ようとした

際に不注意で躓き、右足を捻ってしまい、右足首を負傷した。
45 60101 2 1～9

2017 2 18~19

作業エリアの隣なりにある倉庫内の通路にて電卓を探していた。

後ろ向きで少し下がったところ、通路も狭くなっており、部品棚

の足につまずき、よろけながら転倒し、お尻を強打した。 翌朝

痛みが激しいため病院を受診したところ、診断が下り、そのまま

入院することとなった。

47 11302 2
100～

299

2017 2 14~15

日勤調理社員が、調理用ニーダ―の前に食材の入ったバットを台

車ごと移動した。 次の食材を取りに移動しようと身体の向きを

変えた時、左足がその台車にかかり、前のめりとなった。 この

時、右手を強く床についてしまい、肘を痛めた。 その後、痛み

が引かなかったので通院したところ右肘関節脱臼と診断された。

26 10109 2
500～

999



2017 2 11~12

5階指定席発売所において、売り上げの現金をまとめる為に、同

階にある他の勝馬投票券発売所の紙幣計数機を使用して戻る途

中、指定席発売所内にある段差につまずいて左膝を強打した。

また、その勢いで前のめりに倒れ込み、前方にあった柱の角に顔

面を強打し、額を打撲、鼻の下を切って出血した。

53 140309 2 ―

2017 2 4~5

納品のため、店舗扉とセキュリテーを解除して車両に荷物を取り

に戻る時に、敷地と道路の境に段差（出っ張り）があり転倒し負

傷したものである。

56 40301 2
100～

299

2017 2 9~10

顧客先にて集荷作業時に、商品が載った台車（縦70㎝×横80㎝

×高さ180㎝、総重量約130㎏）を冷蔵庫から出そうとしたとこ

ろ、左足が滑り転倒した。 その上に台車が倒れてきて、右足が

台車に挟まれた状態で下敷きになり負傷した。

61 40301 2
30～

49

2017 2 14~15
出張の帰路のため雪道を徒歩で移動中に足を滑らせ転倒した際、

左足首をひねり骨折した。
49 170209 2 ―

2017 2 7~8
歩行中に、床についている高さ7、8㎝位のパイプに躓いて前に倒

れた時に、左膝を床にぶつけ負傷したものである。
59 10103 2

30～

49

2017 2 20~21

店舗内ドリンク提供場の床が濡れていたため足を滑らせてしまい

転倒した。 転倒した際に肘と顔を床に強打し受傷したものであ

る。

62 140201 2
100～

299

2017 2 11~12
配達先納品終了後トラックの扉を閉める時、歩道の段差を踏み外

し右足首を捻挫した。
52 40301 3 1～9

2017 2 9~10

朝出勤して、建物北側入口からCTP室に入った時に、雨天候で床

が滑りやすくなっていたこともあり、右足を前に出した時に滑

り、尻もちをついてしまい、負傷したものである。

67 10701 2
30～

49

2017 2 9~10

本人は、清掃作業のため、車から清掃道具を降ろし、建物内へ搬

入しようとしていた。 清掃道具（トイレバケツ）を両手で持っ

て、スロープに向かう途中のグレーチングを歩行する際、足を滑
60 150101 2

500～

999



らせてしゃがみこんだ際、左足首を捻り受傷した。

2017 2 5~6

店舗内フロアでテーブル等の片付けをしていた際、床に落ちてい

たおしぼりのビニール製外袋に気付かず踏みつけ、足を滑らせ前

向きに転倒し、両膝を床で強打し負傷した。

63 140201 2 ―

2017 2 20~21

出張中、業務を終え当社事務所から駅にある宿泊先ホテルへ行く

ために駅へ向かい歩いていたところ、駅前にある店舗出入り口付

近の急な段差に体のバランスを崩し、足首をひねり骨折した。

落差は、舗装されているところといないところの境目であった

が、一見落差があるようには見えず、気付かなかった。

32 40301 3
10～

29

2017 2 8~9

学園内の屋外の流し付近にて、流し台を清掃中、下の足元にあっ

た、すのこに足を引っ掛け、転倒した際、流し付近の柱に頭をぶ

つけ、又、流し台で胸をぶつけた。 その後保健室にて休憩して

いたが、血圧103／193、脈拍80、気持ちが悪いとの事で、同僚

付き添いで病院へ訪問し全ての検査を受けた。

6 150101 2
100～

299

2017 2 5~6
トッピング室で掃除をしている際、水を撒いて汚れを落とそうと

していたら滑ってしまい、床に手をついて骨折した。
57 10109 2

500～

999

2017 2 15~16

保管場所の冷凍庫に商品を取りに行き、冷凍庫から出たところで

商品を持ったまま、約70㎝したに転落し、左の太ももと臀部を打

ちつけ骨折した。

57 170209 1 1～9

2017 2 13~14

電力量計器の調査確認に寄るため赴き、敷地内にて当該業務を

行っていた。 その際、隣接する敷地へと移動するにあたり、敷

地を隔てる外構基礎ブロック（35㎝程度）を跨いだ時、右足先が

ブロックに引っ掛かり前方へ転倒したことにより、地面にて右肘

を強打し負傷したものである。

70 170209 2 ―

2017 2 2~3
新聞配達の途中、玄関前にて転倒して左膝を強打した。 少し坂

になっていた。
69 80205 2

10～

29

勤務地にて、客室内清掃の為、室内に出入していたところ、履い



2017 2 12~13

ていた靴の底が床に引っ掛かり、転倒した。 治りが悪いため、

別の病院で後日MRI再検査で「肩腱板断裂」と診断され、入院・

手術が必要となったため労災申請とする。 その後、入院・手術

の為休業となる。

48 150101 2 ―

2017 2 16~17

作業現場にて、樹木の剪定作業後、木を片付けていたところ転倒

し、切り株に左胸部を強打した。 作業を続けていたが痛さに耐

え兼ね、業務終了後、病院で診察を受けた。

64 60101 2 ―

2017 2 14~15

バスルームの洗面台で、客室に設置しているグラスを洗浄し客室

の所定の位置へ戻そうとしたところバスルームと客室カーペット

の境目に躓き転倒した。 グラスを割らないようにと体の右側か

ら倒れ込み、右半身を床に打ちつけた。

52 150101 2
300～

499

2017 2 13~14

当施設2階利用者N様の介助中、別の利用者Y様の入浴時間にな

り、準備の為、1階浴室へ行く廊下を早足で歩いている途中転倒

し、右膝を骨折する。

70 130201 2
10～

29

2017 2 9~10

利用者の首周辺の切創の処置のため、利用者の背後にまわり右足

でふんばり、利用者が腰かけているソファーに左膝をかけて処置

作業をしようとした。 ソファーの位置を十分把握しないまま

に、処置の為上記の動作を行ったため、左膝がソファーに掛から

ず、床に左膝が落ち、床に強打した。 結果、左膝蓋骨を骨折し

た。

65 130201 2
30～

49

2017 2 9~10

当日、店内の踊り場階段において階段の床を掃除機で掃除をして

いる時、誤って足を踏み外し転倒した。 その際臀部を打ち負傷

したものである。

47 80209 2
10～

29

2017 2 19~20

パントリー内で、給湯器前の床に敷いたマットに草履を引っ掛

け、バランスを崩し、左膝を捻った。 その後座敷での料理出し

で膝を曲げる動作を繰り返すうちに足を引きずる様になり、2日

後には正座をすることも難しくなった。

46 140101 2 ―

現場敷地内で昼休憩後作業現場に戻ろうと徒歩で向かっていたと



2017 2 13~14

ころ側溝があるのを見落とし腰位の高さの側溝に落下した。 そ

の際足と手をくじいた為現場作業員に伝えたが、その日は特に気

にならなかったので仕事後帰宅した。 しかし一ヵ月経っても手

の方の痛みは治まらず指も曲がり腫れているので病院を受診する

ことにした。

66 170209 1
10～

29

2017 2 10~11

会社構内で、荷おろしをしようとトラック側のアオリを下げたと

ころ、製品がぐらついた為、支えようとして、走った時に転倒し

た。

66 40301 2
30～

49

2017 2 16~17

ビルでの業務終了後に会社へ帰社するため、地下鉄駅へ向かう途

中、タイル段差に気付かずに、足首をひねり、右足首を骨折し

た。

58 170209 19
500～

999

2017 2 22~23

道路及び川面（堤防改修）工事で作業中、休憩時間の為現場詰所

に途中夜遅かった事もあり暗かった事と同時に足を滑らせ腰を強

打した。 尚、現場詰所までは法面で草も生えていて滑りやすい

状態だった。 日が経つにつれ痛みが酷くなり3度目の検査におい

て腰に2カ所の骨折状態になり、現在通院状態である。 （病院の

通告入院が必要の為。）

73 170201 2
10～

29

2017 2 22~23

業務中、講師が生徒のレッスン（8人）終了後、男性ダンサーと

発表会の練習中に、ジャンプの着地に失敗して、靭帯を損傷し

た。 当日はタクシーにて、帰宅して翌日に整形外科を受診し、

全治2週間（10日間安静）と診断された。

21 120109 19 ―

2017 2 17~18

1病棟（病院施設内）において患者様がこぼしたお茶で床が濡れ

ており気付かずにその場所を通った時、足を滑らせ転倒した。

その際左膝を捻った。

46 130101 2
100～

299

2017 2 20~21

退勤の打刻をした後、キッチンコーナーにある電気を消して、入

口付近に移動する際に、通路にはみ出していたこども用テーブル

の端に左足が引っ掛かって前方へ転倒した。

59 40101 2 ―



2017 2 10~11
ゴミ収集の作業で、ステーションへの移動の際左側にある溝蓋の

鉄板が外れて左足を踏み入れてしまい骨折した。
67 150103 2

10～

29

2017 2 21~22

屋上巡回作業中、照明等不点灯の為懐中電灯を持って巡回時、何

か影の様な物が動き確認の為、移動時に車止めに足を引っ掛けて

転びコンクリート面に右膝を強打する。

64 80409 2
50～

99

2017 2 19~20 夜、店の通用口から外に出た時に躓いて負傷した。 37 140201 2
30～

49

2017 2 11~12

マンションに配達に行き、約20㎏のお米を不在であった為、両手

で持ちながら車両に戻ろうとした際、マンション前の道路のレン

ガが、1個抜けて無い場所があり、底に足がはまり、左足を挫い

た。

37 40301 2
300～

499

2017 2 8~9 開門前清掃中、公園地区遊具の拭き作業中に滑って転倒した。 58 150101 2
10～

29

2017 2 7~8
外来廊下を通っていた時に足を滑らせてバランスを崩し転倒し

た。
45 130102 2

30～

49

2017 2 22~23

店内でカウンターの掃除をする際、椅子を下げている時に足元に

置いてあったゴミ箱に足を引っ掛けて体勢を崩し、カウンターの

後ろにあるテーブルに背中の右側を強打し転倒した。

45 140201 2
10～

29

2017 2 13~14
自社工場内において、看板取付け工事に行く為の準備作業中、壁

面の目の高さに掛けてあった梯子を下ろそうとして転んだ。
46 30309 2 1～9

2017 2 15~16
顧客宅訪問時、面談終了後に下り坂を急いで小走りで駆け下り社

用車に戻る途中で躓き足を捻り負傷したものである。
52 90101 19

100～

299

2017 2 13~14

コース11番特設ティー横のカート道に車を停めてティーに徒歩で

向かう途中の下り斜面で右足を滑らせた。 右手に砂袋、左手に

スコップを持っていた為左足だけで踏ん張り、その時に左膝半月

板を損傷した。

29 140301 2
50～

99

2017 2 8~9
施設内の滑りやすい場所で移動中に前方に滑り、前の扉に体ごと

66 130301 2
30～



激突しドアノブに右腕を強打した。 49

2017 2 7~8

出勤時プラットホーム（店舗内荷受場）を歩行中、前のめりに躓

き、右手を強打した。 痛みを我慢して仕事をしたが痛みが取れ

ない為病院で診察を受けたところ、右手小指骨折と判明した。

61 80209 2
50～

99

2017 2 15~16

5号機ポリシング機改造工事現場で、移動中、被災者は仮に敷設

された電線（又は保護用プリカチューブ）に躓き転倒し、顔面を

強打した。

29 30302 2 ―

2017 2 16~17

土木シートを撤去する作業時、後ろ向きに引っ張っていたとこ

ろ、敷鉄板の上に残っていた土の塊で、躓き、後ろ向きのまま転

倒し、足首を負傷した。

59 30107 2
10～

29

2017 2 9~10

2階加熱室の冷蔵庫に使用した原料（たけのこ）500gを置くの保

管棚に置きに戻ったところ、床がエマテックの溶液（ほぐれ剤）

で濡れており（油膜が出来て滑る状態であった）滑って左膝を強

打した。

65 10109 2
300～

499

2017 2 18~19

被災者は1時間の残業の後、通勤車両を置いてある東2駐車場に向

かい歩行中、水路にかかっている橋上で、小動物が足元を通過し

た際に驚いた為、水路脇のコンクリートに1.2メートルの高さか

ら落下し負傷した。

36 170101 1 1～9

2017 2 9~10

改良工事（2工区）の工事において、道路付近の切土面に滞水し

た雨水排除のため、水中ポンプにて水替え作業を行う準備中、昇

降ルートでなく通行禁止にしていた法面（盛土上部）を自己の判

断で通行し、足を滑らせて転落した。

55 30106 1
50～

99

2017 2 11~12

サービス付き高齢者向け住宅で、2階の廊下の床が水で濡れてい

たため、モップを使い拭き取ろうとした時、誤って前方に滑り転

倒した。 その際に右手をついて手首を負傷した。

64 150101 2
10～

29

2017 2 4~5 配達中、家の前の段を下りた際、足首をひねり骨折した。 69 80205 19 1～9

出入り口で作業終了後、別の現場に向かう為駐車場へ移動中、改
100～



2017 2 13~14 装作業のため出入り口付近に敷いてあったブルーシートに左足を

引っ掛け転倒し左膝を地面に打ちつけ痛めた。

60 150101 2
299

2017 2 8~9
洗浄したトレーを乾燥庫収納用カートで収納して洗浄機に戻る

際、慌てて小走りをした際、転倒してしまった。
63 80209 2

50～

99

2017 2 10~11
ロビーで、お客様の荷物を預かる為に急いで歩いていた時に、転

んで、床で左肘を強く打った。
37 140101 2

10～

29

2017 2 21~22

コンベアでの商品仕分作業中、流れてくる商品に意識が集中し移

動しようとした時に足元にあるコンベアの配線コードの束に左足

が乗り体のバランスを崩し足首を捻った。

28 40301 19 ―

2017 2 11~12
遊戯室入口にある12㎝の段差を何も持たずいつも通り降りた時に

痛めた。
33 120109 19 ―

2017 2 15~16
入荷した原料を冷蔵庫内に格納している時、後ろにカゴテナがあ

ることに気付かず作業中引っ掛かり転倒した際左腕をついた。
57 80209 2

100～

299

2017 2 7~8 病棟で朝食の配膳中、転倒し左膝を打撲し、受傷した。 58 130101 2
50～

99

2017 2 16~17
駐車場にて歩行中、大型バースと4tバースの駐車場の段差で、足

元の確認を怠ったため踏み外し、捻挫となる。
59 40301 19 ―

2017 2 14~15

ガスボンベの移動作業をしていた。 その際、充填機材周辺の

レールに右足が掛かり、滑って転倒し、左手を地面に強打し手首

を捻挫した。

53 80204 2 ―

2017 2 12~13

展望広場トイレ裏で一輪車の向きを変えようとした時に、コンク

リートの雨水排水枡に右足をとられて、ひねって尻もちをつい

た。 立ち上がることが出来なかった。

64 120109 2
50～

99

2017 2 16~17

当日夜勤勤務のため出社後、オムツを確認し不足分のオムツを補

うため屋外にあるオムツ庫へ行った。 当日は小雨が降っており

水溜まりも出来ている状態でありオムツ庫前で転倒し股関節等を

強打した。 転倒後も立ち上がれず痛みを訴え続け救急車にて病

42 130201 2
50～

99



院に搬送した。

2017 2 12~13
昼休憩になったので屋外に出ようとしたところ、玄関の泥落とし

マットのくぼみに足を取られ、躓き転倒した。
56 80109 2

10～

29

2017 2 0~1

市場内において鮮魚を加工中、棚の方へ徒歩で移動していたとこ

ろ、地面が水と鮮魚の脂で濡れていたため左足が滑り、その際地

面に右足をついて負傷した。

47 80109 2 1～9

2017 2 13~14

他職員が床の水拭き清掃を行っている所を急いで通り過ぎようと

した際に、左足を折り曲げ、右足が前に出た状態で滑り、右腕か

ら倒れ込むように転倒したものである。 （2Fスタッフルームか

ら第1トイレの前を通り2F出入口へ向かっていた。）

57 130201 2
50～

99

2017 2 9~10

工場内にて定盤の上に製造物を置き、製品の歪みを確認する作業

を行っていた。 気になる部分を発見したため、定盤から少し離

れて確認しようと後ずさりした時、後方にあった半製品（フレー

ム）に気付かず足を引っ掛けて転倒した。 コンクリート製の床

に尻もちをつき、大腿骨骨折に至った。

68 11203 2
10～

29

2017 2 7~8

敷地の駐車場より作業所に向かい歩いていたところ敷地内の踏み

石で足を捻った。 大したことはないと思い仕事についたが痛み

がひどくなり当日早退して病院へ行き骨折と判明した。

67 10503 19 1～9

2017 2 11~12

本社工場において、出来上がった鉄製品（約400×1500×5㎜

×20個、全部で約30㎏）を出荷の為に、台車に乗せて工場外に

運び出す作業中、台車の片輪が出口シャッターの溝に引っ掛かっ

た為、台車を手前側に動かしたところバランスを崩して転倒した

際、製品を受け止めようとして負傷したものである。

34 11209 2
10～

29

2017 2 16~17 店内より移動中に転倒して右足首のくるぶしを骨折した。 60 80209 2
10～

29

2017 2 20~21

本社にて勉強会を実施し、終了後、営業車を停めている駐車場へ

徒歩で向かう途中、周囲が暗かった為道路脇の側溝に転落した。 59 80109 1 ―



その際、左足と右肩を負傷した。

2017 2 14~15

患者に高周波電源の電極を大腿に貼付するため、患者の左側に

入った。 通常は右側から貼付することが多いが、右側に医師2名

がいたため左側から貼付した。 貼付後に右側に戻ろうとした

際、ベッド下の足台に足を引っ掛けてしまい、右肩を打撲した。

62 130101 2

1000

～

9999

2017 2 8~9

巡回健診先の2階休憩室にて、健診準備をしていたところ現場の

フローリングの床半分に畳が敷いてあり、10㎝程の段差で滑り、

臀部から転倒してしまった。 転倒の際、左腕をつき圧迫してし

まった為、強い痛みがあり、病院を受診したところ骨折と診断さ

れ緊急手術のため、入院となった。

52 130109 2
50～

99

2017 2 15~16

病院浴場内において、被介護者の入浴介護作業中身体を移動させ

ようとしていたところ、足を滑らせて尻もちをついた際に、臀部

を打撲して尾骨骨折を負ったものである。

54 130101 2
50～

99

2017 2 21~22

バスを運行後、回送で戻り、所定の駐車場所へ停め、事務所へ向

かっている途中に駐車場所のタイヤ止めに躓き、右足を捻った。

帰宅したものの痛みで眠れず、翌日病院に行くと右足の裏部分を

骨折していた。

54 40202 3
500～

999

2017 2 8~9
店内で、店内から風除室に向かって歩いていた時に、バランスを

崩し、右膝を床にぶつけた。
60 80201 2 ―

2017 2 14~15

給食センターの正面玄関を出て、東側を回って検収室へ向かう途

中の植木のそばで、洗浄するザルを急いで取りに行こうと走って

いた際に、慣れない給食センターのスリッパを履いていたため、

躓いた拍子に足がスリッパに引っ掛かり、顔面から倒れそうに

なったので、右手をついたが、その後、顎を地面に打ちつけた。

57 10109 2
10～

29

2017 2 13~14

当社、店内にて、改装業務作業（什器移動及び設置）中に、改装

用備品箱（バーフックが入った段ボール）に気が付かず作業中に

転倒した。 通路に備品を置いての作業により通路が狭くなって

いた。 痛みはあったが、少し痛めた程度との見解で業務を継続
45 80209 2

10～

29



した。 改装後の休日に自宅近くの病院にて検査し、左肩鎖骨骨

折と判明した。

2017 2 6~7

店舗水産冷蔵庫内で、冷蔵庫の床が凍結しており、転んだはずみ

で右手首を痛め受傷した。 怪我をした当初は休業の必要性は無

かったが、変更先の病院で、事故発生から約3ヶ月後、2週間入院

することになった為、後からの報告となる。

47 80209 2
50～

99

2017 2 6~7

店舗内売場の納豆を陳列している場所でカーゴ車（かご台車）か

ら、商品の入ったクレート（物流用コンテナ）を台車に乗せるた

め移動している時、品出し後の重ねた段ボールに躓き、足を捻っ

てしまった。 勤務終了後に病院を受診したところ右足首のアキ

レス腱断裂と診断された。

69 80209 19
30～

49

2017 2 13~14
ゴミ出し中、のぼりの架台ブロックに躓き後方に転倒した時、右

肘を打撲した。
37 80209 2

10～

29

2017 2 10~11

調理場にて作業中お弁当用保温容器を取りに行き戻る際、つい小

走りになり濡れていた排水路の蓋の上で足を滑らせ転倒した。

腰に痛みはあったが、そのまま作業を行った。

44 80209 2
10～

29

2017 2 10~11

派遣先の調理場にて作業中、お弁当用保温容器を取りに行き戻る

際、つい小走りになり、濡れていた排水路の蓋の上で足を滑らせ

転倒した。 腰に痛みはあったが、そのまま作業を行った。

44 170101 2
50～

99

2017 2 16~17
高齢のお客様を送っていた帰り、早く会社に戻ろうと小走りに

帰っていたところ足を躓き両手をついて左手関節を骨折した。
67 80209 2 1～9

2017 2 1~2

ガソリンスタンド内の洗車機付近を巡回中、風で散らかっていた

ゴミ（レシート）を拾おうとして、足を滑らせ、仰向けに倒れ、

尾骨から落ち、肩・後頭部・腰を強打した。

65 170201 2
100～

299

2017 2 19~20

研修に参加しての帰り道で、バス下車後、歩道を歩いている時、

歩道のポールの根元に躓き転倒する。 その際両掌を擦りむき左

膝を強打する。

47 130102 2
10～

29



2017 2 19~20

退社時、1階バックホーム出入り口を通り抜けようとした際、ス

イングドアが壊れていたため応急処置での留めに置いてあったブ

ロックに左足が当たり、前に転倒した。 左膝を打撲した。

49 80209 2
50～

99

2017 2 14~15

事務室で執務中、少し離れた場所にある内線電話が鳴り、普段で

あれば自身の前にある電話で出ること出来るが、他の事務員が使

用中であったため、席を立って電話に出た。 対応後席に戻ろう

とした時、パソコンのコードが固定されていなかったため、左足

が引っ掛かりバランスを崩して転倒し、右肘と右膝を強打した。

62 170209 2 1～9

2017 2 7~8

乗り場にて、待機中お客様の荷物を別のタクシーに乗せるのを手

伝っている途中、自分の番になったので慌てて、戻る時に躓いて

顔面を強打した。

71 40201 2
50～

99

2017 2 21~22

出張中、懇親会終了後、車に乗り合わせてホテルに戻るために、

懇親会会場の駐車場に徒歩で移動中、側溝で足を踏み外し転倒

し、左腕を強く打った。

35 10805 2
50～

99

2017 2 21~22

出張中、懇親会終了後、車に乗り合わせてホテルに戻るために、

懇親会会場の駐車場に徒歩で移動中、側溝で足を踏み外し転倒

し、左腕を強く打った。

35 170101 2
10～

29

2017 2 8~9

朝に予約が入っていた為、事業場敷地内の駐車場に車を停め、玄

関前の花壇の脇の石の上に乗って近道しようとしたところ、足を

置いた花壇の石が回るように滑り、左足をねじって手をついて転

んだ。 痛みがあったが立てたので、そのまま仕事をしたが、夕

方から足が腫れ翌日病院へ行ったところ、足首の骨折をしていた

ものである。

57 80302 2
10～

29

2017 2 15~16
ホテル館内2階洗い場で清掃中、床面クロスの段差に足をとられ

転倒し、左足股関節を骨折した。
80 140101 2

50～

99

2017 2 19~20

帰宅する為、バス停に向かおうと会社の裏の敷き内を通った際、

何かに引っ掛かり、転倒し、右腕を打った。 暗かったため、翌

朝、何に引っ掛かったのか確認すると、旗を立てる際に使用する
48 80209 2

50～

99



ポールがあり、それに引っ掛かったと思われる。

2017 2 13~14

第三工場おにぎり包装3部署おにぎり包装1号機にて検品中、フィ

ルムの柄ずれが発生したので修正の為操作盤まで移動の際、床に

落ちていた海苔を踏み転倒し、右手首を負傷した。

48 10102 2
300～

499

2017 2 13~14

第三工場おにぎり包装3部署おにぎり包装1号機にて検品中、フィ

ルムの柄ずれが発生したので修正の為操作盤まで移動の際、床に

落ちていた海苔を踏み転倒し、右手首を負傷した。

48 170101 2
100～

299

2017 2 12~13

稼働が終わり、社用車を駐車場に戻し自家用車で就業場所へ社用

車のカギを戻して就業場所から自家用車へ戻る際に、縁石に躓き

そのまま前方へ倒れ込み手足胸等を強打した。

50 130201 2 1～9

2017 2 15~16

「処方箋」を運んでいる時に自立式のホワイトボードの脚に躓

き、転倒し、「処方受付」の取っ手で強く胸を打ち、左肋骨を骨

折した。

67 130101 2
100～

299

2017 2 9~10

コンクリート造りの施設入口にて、入居者様の内服薬を持って行

く途中、入口の掃除をしていた掃除機のコードに引っかかり転倒

した。 左頬より出血し、左腕を強打する。

65 130201 2 1～9

2017 2 11~12

資材置場からキャップの入った木箱（67×45×38）を工場内に

入れる際、通過する水洗い場において、普段は機具の洗浄は作業

終了後にするので床は濡れていないが、今回マットが湿っていた

ため木箱を抱えたまま、滑って転倒し、全身を打撲した。

54 10102 2
10～

29

2017 2 16~17

フェンス設置工事中に基礎石を設置する為50㎝程掘削していた穴

に足を滑らせ、転倒までしなかったが左足を穴の中で捻りくるぶ

しの上の骨を折った。

60 30302 2 1～9

2017 2 14~15
勤務先所内にて荷物を持って移動中足を滑らせて転倒し、頭と腰

を打ち病院へ行く。
70 11501 2 1～9

2017 2 14~15

リサイクル工場内において、収集したビニールをフレコンバッグ

に入れる作業中、フレコンバッグ（ビニール共で重さ10㎏）の紐
63 150102 2

30～



を両手で持ち、後ろ向きで引っ張り移動していたところ足がもつ

れ後方に倒れ、尻もちをついた際に胸椎を負傷した。

49

2017 2 14~15

本社事務所内にて同僚の机で仕事の打ち合わせをしていたとこ

ろ、会社の電話に着信があったため自分の席に戻り電話を取ろう

と小走りで席に戻っている際に履いていたスリッパが滑って体の

左側から転倒し床面にて左大腿骨を強打し、骨折したものであ

る。

53 10409 2
10～

29

2017 2 15~16

施設内にあるトイレで、女子トイレの清掃をするために、バケツ

を取りに男子トイレへ向かったところ、男子トイレの入り口付近

で足（長靴を履いていた）を滑らせ尻もちをついた。 その際左

手を激しく壁にぶつけ骨折してしまった。

61 140309 2
50～

99

2017 2 10~11
休憩をして現場に戻る時に事務所から出る時に飛び降りた時バラ

ンスを崩し踵から落ちた。
45 30309 3 1～9

2017 2 5~6

農場で作業用フォークリフトに乗り込もうとした際、足がもつれ

て、前につんのめり、リフトの手前で転倒し、リフト側面で顔面

を強打し、首がむち打ち状態になったものである。

58 40301 2
10～

29

2017 2 14~15

給湯器修理依頼を受け、給湯器場所に向かう途中、敷地内地面に

ダンボールが置いてあり、その上に乗ったら、バランスを崩し、

左膝を浄化槽鉄製蓋に打ちつけ、転倒し、左膝蓋骨を骨折した。

負傷後すぐに病院へ行った。 通路にあった畳まれたダンボール

を踏んだものであって、何かの作業を行っていたものではない。

勤務上ダンボールの上に乗る必要はない。

58 80204 2
10～

29

2017 2 19~20

食品売り場で商品整理をしようと移動中、アブスト什器の最下段

の突起物のネジに躓き転倒した。 左手関節を捻挫して、左臀部

を打撲した。

58 80201 2
300～

499

2017 2 11~12

会社敷地内にて、芋の搬入作業中、パレットを取りに行ったとこ

ろ、コンクリート地面に2～3㎝程の隆起があり足が躓いた。 そ

のまま前方向に倒れ、両手を地面につき左掌を負傷した。

53 10103 2
10～

29



2017 2 11~12

フェリーの船内にて、乗用車甲板で無人車を降ろす為、小走りで

車へ向かっていたところ、甲板の床に取り付けてある小さな突起

物に右足が躓いてしまい、そのまま転倒し、右足首を負傷してし

まった。

30 50202 2
10～

29

2017 2 14~15

当事業場にて、扉を修理しようと向かっている際に、道具置場の

棚に立て掛けてある半月草削りに左足を引っ掛けて、右膝からコ

ンクリートの地面に倒れてしまった。 その時点では、打ち身程

度に思っておりそのまま仕事を続けたが、仕事を終え、夜になっ

てから腫れ、痛みがひどくなり、膝が曲がらなくなった。

40 70209 2 1～9

2017 2 11~12

電話対応中の際に、必要書類を書棚に取りに行き、自席に戻ろう

とした時、転倒した。 転倒のきっかけとなったのは床面に置い

てあったゴミ袋に足を取られたため。 左足の膝頭を打った。

67 140201 2
10～

29

2017 2 13~14

昼食に行こうと施設の入り口を出たところ、右足がブロックに躓

き、右側に転倒し右肘を打撲してしまう。 ドアストッパーとし

てブロックを置いていた。

61 130201 2 ―

2017 3 20~21

配達のため配達先アパート2階通路を歩行中、配達先隣家の犬の

鳴き声に驚き小走りになった際、通路上の段差に躓き転倒し、小

指を骨折した。

55 110101 2
100～

299

2017 3 17~18

被災者は、廊下を通行していたところ、開いたスイングドアに気

づき避けたが、避けたところの床タイルがはがれていたため、は

がれたタイルに躓き転倒して左太もも付近を打った。

63 10109 2
100～

299

2017 3 14~15
歩いていたところ、廃材から出ていた番線に足をひっかけて左肩

から転倒した。
60 10901 2

30～

49

2017 3 12~13
勤務中、車両の案内を終えて、その場から離れる際につまずき転

倒した。
80 170201 2

30～

49

2017 3 8~9
ゴルフ練習場のグラウンドでボール拾いの作業中に足を滑らせて

しまい転倒し、左手首を骨折した。
59 140309 2 1～9



2017 3 18~19

工場焙焼室にてバケツを右手に持って移動中、濡れていた床に足

を滑らせ尻もちをつき、左手も床についたが、そのとき左肩が外

れた状態になった。 自力で肩を戻して様子を見ていたが、痛み

がとれなかった。

61 10102 2
10～

29

2017 3 9~10
ゴミ捨て場でゴミ捨て作業をするため、ゴミ捨て場前通路を歩い

ていたところ、段差に躓き転倒した。
64 80209 2

50～

99

2017 3 11~12

新築工事現場において、現場から歩行して現場事務所に戻る際、

事務所入口のブロック踏み台を踏み外し転倒し、足首をひねって

損傷した。

62 30203 2 1～9

2017 3 11~12
大浴場で浴室、湯船の清掃の段取り中に、階段が濡れており、昇

降中に足元が滑り階段から落下し、腰を強打した。
40 140101 2

10～

29

2017 3 9~10

河川の護岸工事をしていたとき、斜面にコンクリートブロックを

据え終えたあと、立ち上がろうとして身体を左側に捻ったとこ

ろ、左肩上がりの斜面であったため左脚に負担がかかり、左足膝

を痛めた。

37 30107 19
10～

29

2017 3 22~23 冷蔵庫の入口で足が滑り転倒した。 67 140201 2
30～

49

2017 3 1~2

店舗の厨房にてフライヤーの片付け作業中、フライヤーの清掃が

終わり、別の場所に移しておいた油を元に戻そうとし、油缶を胸

の高さまで持ち上げたところ、足を滑らせて持っていた油缶とと

もに転倒し、高温の油を被り重度の火傷を負った。

22 140201 2
10～

29

2017 3 20~21

1.25t鋳造機の金型運搬作業中、金型を載せた台車を後ろ向きに

引っ張りながら移動させようとしたところ、深さ1cmほどの床面

のくぼみに台車の車輪が落ち、バランスを崩して後ろ向きに転倒

した。 その際、倒れた台車の持ち手部分が左足の甲にあたり負

傷した。 安全靴をはいていたが、保護されていない部位だっ

た。

32 11102 2
50～

99



2017 3 12~13
事務所でお昼のお茶を休憩室に運んで事務室に戻る途中、段差に

つまずき転倒し、左膝と右肘を床のコンクリートに強打した。
59 80209 2

10～

29

2017 3 13~14

試合前の練習の様子を取材しようとピッチ内で三脚を持ちながら

移動していた際に、段差に気づかず転倒し、左足アキレス腱を断

裂した。

29 110101 2
100～

299

2017 3 14~15
山林にて製材をする丸太を運び出す作業をしている際に、足がつ

まずき丸太にぶつかり右足を骨折した。
52 60201 2

10～

29

2017 3 17~18

バックルームにてストック商品の整理中、靴の入ったダンボール

2箱（約7kg）を移動させようと持ち上げたときに左足が横に滑

り、両手が塞がっていたため、手をつくことができず右膝を床に

打ちつけ骨折した。 また、休憩室で家族の迎えを待っていた

際、水分補給をしようと椅子から立ち上がったとき、膝の痛みで

バランスを崩し、床に左手をつきながら転倒し、左手首を骨折し

た。

56 80209 2
10～

29

2017 3 17~18

食器片付けのために厨房横通路を歩行していたところ、滑って転

倒し左足を骨折した。 被災当日は草履を着用しており、フェル

トの床面上で滑った。

60 140101 2
10～

29

2017 3 14~15
当社店舗カウンター内においてレジ作業中、隣のカウンターへ移

動中に転倒し、左足を打ちつけ受傷した。
38 80209 2 1～9

2017 3 13~14

会社の机の上に書類を戻し、その場から移動するときに机の横の

配線コードに左足先をひっかけて転倒し、左足ふとももを強打し

た。

60 80209 2
30～

49

2017 3 11~12

通路出口付近で昼食をとりに病院内の食堂に行こうとした際、病

棟に運ぶ配膳車を避けようとして前のめりに転倒した。 その際

に右口唇右側・両手・両膝を打撲し、そのあと徐々に右手首付近

の腫張と痛みがあらわれた。

60 130101 2
100～

299

工場内において、大きいタンクに水を入れるためにハンドリフト
50～



2017 3 9~10 で運んでいるとき、足を滑らせ転んで足を捻り、膝蓋骨を脱臼し

た。

42 10102 2
99

2017 3 17~18

終業時間になったので材木製品を片づけようとして、両手で抱え

運んでいたところ、つまずき転倒した。 前方に加工台があり、

加工台に乗るような形で倒れこんだため、材木、加工工具、台に

手がはさまるような形になり負傷した。

38 10409 2 1～9

2017 3 17~18

作業終了後、現場事務所から別事務所にタイムカードを押しに向

かう際、現場事務所近くの側溝のグレーチングが100mm～

150mm開いている所で左足をとられ転倒した。

60 170101 2
100～

299

2017 3 11~12

病棟4階のスタッフ入口内でキャスター付きの台車に洗濯機を入

れ、それを整理するため袋を取り出ときにキャスターが動くので

足で固定させようとして、洗濯物を引き上げる際にキャスター付

きの台車が動いてしまい、バランスを崩して膝を強打した。

52 130101 2
100～

299

2017 3 8~9
大雨が降っていて、入口の床が濡れていたため、出勤時に滑って

転んで手を強くついてしまい、右手首を骨折した。
54 80209 2

10～

29

2017 3 21~22

閉館作業のため建物の戸締りをし、玄関口にある車止めポールの

設置作業を行っていた。 作業中に雨に濡れた床面に足を滑らせ

転倒し、右足首を負傷して立ち上がれなくなった。

79 170209 2
10～

29

2017 3 15~16

得意先で商品の配送が終了し、搬入口からトラックに戻る際、搬

入口の地面が雪で凍結していて、足をとられ転倒し、右足首を骨

折した。

56 80109 2
10～

29

2017 3 13~14
出勤後、作業現場へ向かう途中で3Fのトイレに入ったところ、清

掃中で床が濡れていたため、滑って背中から転倒した。
62 10104 2

100～

299

2017 3 0~1
工場内でバット（容器）を冷凍庫に運んでいるとき、足を滑らせ

て転倒し被災した。
55 10104 2

500～

999

2017 3 10~11

被災者は当社工場内ローラー掛け通路において、当時清掃中で床

が濡れていたため、清掃作業員が口頭で注意を促していたが足を 67 10109 2
100～

299



滑らせ、左手をつき、左手首を負傷した。

2017 3 13~14
お客様宅を退出しようと玄関を2～3歩歩いたところ、庭に埋めて

あった枕木で滑り右横に転倒し、右肩を骨折した。
64 90103 2

50～

99

2017 3 0~1

夕食後、宿泊ホテルへ帰る際にホテル入口前のスロープにてふら

つきが起き、左にバランスを崩した。 左足で地面を蹴って左へ

バランスを取ったとき、右肩にかけていたバッグが肩から落下し

そうになったため、咄嗟にバッグを受けとめようと右足を出した

がスロープ状になっていたため、足が思ったとおりに着地でき

ず、空足の格好となり、右膝が異様な角度となり「ゴキッ」とい

う音がしてその場に倒れた。 受傷時は軽度の飲酒はしていた

が、歩行に支障の出る程度ではなかった。 また、常用薬として

痛み止めを服用していたが、ふらつきとの因果関係は不明であ

る。

51 10801 19
300～

499

2017 3 8~9

施設利用者を迎えに行き送迎車に車椅子を固定している際、石こ

ろに足をとられ転びそうになり、そのとき左足で体重を支えたた

め、過度に負担がかかり、左足ふくらはぎを痛めた。

66 130201 19
100～

299

2017 3 0~1
バット（容器）を冷凍庫に運んでいるときに足を滑らせて転倒し

被災した。
55 170101 2

10～

29

2017 3 16~17

店内水産作業場横の通路で酢飯の入っていた箱を両手で持ち、通

路脇に片付けに行く際、天候が雨であったため、通路の床が濡れ

ており足を滑らせ転倒し、床に頭部・手首・膝を打ち負傷した。

55 80209 2
50～

99

2017 3 8~9

外のコンテナ置き場でボナコン2台をバックヤードに移動中、1台

のボナコンが側溝の溝にはまり倒れそうになったのを見てコンテ

ナを押さえようとして駆け寄る際、足がもつれ転倒し、左足をく

るぶしと外側の甲を骨折した。

59 80209 2
100～

299

2017 3 4~5

制服に着替えようと更衣室の入口で靴を脱いで床上に上がろうと

した際、靴を脱ぎきれていなかったため、段差に足を引っ掛けて

転倒し、左手小指をロッカーの角にぶつけて骨折した。

50 40202 2
100～

299



2017 3 11~12

3階の事務所で軽い封筒を持って立ち上がり、移動していたとこ

ろ、右側に置かれていたダンボールに躓き転倒し、右膝を強打し

た。

60 80401 2
100～

299

2017 3 3~4

工場内のチルド室でパックのご飯ならし作業中に手に、汗をかい

たので手袋を取り替えに行く途中、床が油っぽく滑ってしまい、

手をついたときに右手首を怪我した。

53 170101 2
30～

49

2017 3 20~21
工場内で清掃終了後の片付け中にゴミを拾うため、移動した際に

足がもつれてつまずいてしまい、バランスを崩して転倒した。
63 40301 2

50～

99

2017 3 17~18
所内で書類を持って移動する際に電話線に足をひっかけ転倒し、

近くにあったレターケースに肩をぶつけて骨折した。
63 170209 2 1～9

2017 3 15~16
事務所内でドアを開けて段差を降りるとき、つまずき転倒し、右

足小指のつけ根を負傷した。
53 80409 2

30～

49

2017 3 9~10

ビル屋上で消臭装置に消臭液を充填するため、手持ちにて消臭液

20Lを運搬中に、先が見えずに鉄骨接続部の窪みに右足を取られ

内反したため、右足小指、中足小指中足骨を骨折した。

57 11702 19
10～

29

2017 3 15~16
下処理室よりゴミを持って出たところで、床が濡れていたため滑

り転倒し、右手を強打して手首を負傷した。
64 10109 2

50～

99

2017 3 9~10
産業廃棄物積込中に重い物を持ち上げた際、足の接地面の段差に

気づかず、右足首を捻り負傷した。
44 150102 19

50～

99

2017 3 19~20

箱洗い場にて、洗浄前レーンに載っていた進みの悪い箱を後ろ側

から押すために移動しようとしたが、レーン右横が箱で埋まって

おり、担当者の動線が確保されていなかったため、レーン間の通

路から箱を押そうと移動し、足を踏み外して転倒し、左足甲の骨

にひびが入った。

56 10104 1
100～

299

2017 3 12~13

トラック荷降ろしのためにクレーンへ移動していたところ、ト

ラック運転手と話ながら歩いていて足元への注意が疎かになって

おり、モータープール出入口のチェーンに足が引っ掛かって前方
60 80409 2

10～

29



に転倒し負傷した。

2017 3 12~13

マンション敷地内の駐車場にて配達を終え車に戻るときに、小さ

な段差に気がつかず歩いていたところ、段差に足をとられ左足首

を捻った。

54 40301 19
10～

29

2017 3 14~15
訪問入浴サービスを利用するお客様宅の庭にて、入浴準備の作業

中、庭の凹みに左足を取られ転倒した際、左足首を痛めた。
45 130201 2

30～

49

2017 3 5~6

出張のため早朝出勤した際、鍵を開けてくれた人にお礼を言おう

とクラブハウス入口方向に向かったとき、足元に車止めがあり、

そのままつまずき左手を下敷き状態で転倒した。 痛みはあった

がそのまま出張したところ、痛みと腫れが激しくなり、左手首の

骨折と診断された。

68 140301 2
100～

299

2017 3 11~12

トイレ前通路で店長がのぼりポールの取り外し作業中、はみ出て

いたポールに足を引っかけて転倒し、通路の壁に左肩と頭を打ち

つけて転倒した。 しばらく様子を見ていたが、肩から首すじ、

左腕の痛みが引かなくなった。

58 80209 2
50～

99

2017 3 7~8

洗濯したタオルが40枚ほど入っているバケツ2個を両手に持ち、

外の洗濯場から室内に運んでいる途中、出入口ドアの下枠のステ

ンレス部分を踏んだ際、足を滑らせて室内側に転倒した。 早朝

から降り始めていた雪が靴底にこびりついていたようで、転倒に

より背中・腰等を強打し、救急搬送された。

64 150101 2
300～

499

2017 3 18~19

搬出入口のシャッターを閉めに行き、戻って来る際に、建物沿い

の犬走り路が濡れていた為、滑って転倒し、後頭部を強打し、気

絶したがすぐに気がつき、フラフラした状態で警備室に戻った

が、間もなく様子が急変し救急搬送された。

62 150101 2
100～

299

2017 3 16~17

店内にて、仕込み作業中、調理場になかった軽量スプーンをフロ

アの方に取りに行こうとした時、調理場とフロアとの段差で誤っ

て床ですべってしまい、尻もちをついた。 そのとき一緒に左手

もついたので、その衝撃で左手首の骨にヒビが入ってしまった

57 140201 2
10～

29



2017 3 8~9 資料を取りに行き、席に移動する際に躓いて壁に激突した。 60 170202 3
50～

99

2017 3 13~14

店舗のキッチンからホールへ出ようとしたところ、通路に製氷機

から落ちた氷が溶けたと思われる水があり、気づかずにその上を

歩いた際に左足のかかとから滑って、右足の太ももを強打した。

65 140201 2 1～9

2017 3 11~12
フロアにてお客様ご案内のため、立って待機していたところ、突

然意識を失い床へ倒れ、左太腿部を強打し負傷した。
58 90101 2

100～

299

2017 3 2~3

勤務が終わって事業場内車庫に帰庫し、納金等の報告が終わった

後、帰宅するために私用荷物を営業車から自家用車に移そうと両

手に持って歩いていく途中、車庫内床面のデコボコに足を取られ

て転倒した。 その際、顔面から落ちるのを避けようと身体を斜

めにしたため、右側面から落ちた。

65 40201 2
50～

99

2017 3 14~15
事業場内厨房にて調理作業に従事中、厨房内を移動していた際に

床下排水口の蓋の上で滑って右足首を捻り、剥離骨折した。
54 80209 2

10～

29

2017 3 14~15

機内清掃作業において機内へ入船する為、PBB（旅客搭乗橋）階

段を上がり入口から入ろうとした際に、PBB入口部分とフロアと

の段差で右足首を挫いた。

47 50101 2

1000

～

9999

2017 3 11~12 厨房内で調理中、床が濡れていたため滑って転んだ。 53 130201 2
30～

49

2017 3 14~15
2F店舗内通路にて、巡回業務中、段差（13㎝程度）に気付かな

かった為、段差を上がる方向で躓き、膝をつく転び方をした。
45 150101 2

10～

29

2017 3 13~14

店内サラダバー前のダイニングにて、中間バッシングを行い、ス

テーションに戻る際、両手がふさがり足元が見えにくくなってい

る状態で、お客様がこぼしたドレッシングで床が滑りやすく、足

を滑らせ転倒し、首・左指・左肘・腰・左下腿を受傷した。

40 140201 2
30～

49

2017 3 11~12
内装改修工事の作業中、天井ベニヤ張りを終え脚立から降りたと

きに右足首をひねり、骨折を負った。
75 30209 19 1～9



2017 3 11~12

利用者の自主リハビリの付き添いを終え、リハビリスペースから

持ち場に戻ろうとして、置いてあったサイドテーブルの脚に自分

の足を引っ掛けてしまい、前方に倒れ込む形で転倒し打撲した。

62 130201 2 ―

2017 3 11~12
所属営業部入居ビル廊下を給湯室の方へ歩いていたところ、水が

こぼれており、そこをサンダルで歩いたため滑って転倒した。
63 90103 2

300～

499

2017 3 8~9
出勤時に病院敷地内の坂を下っているとき、急いでいたため片足

のバランスを崩して足を捻った。
32 130101 19

300～

499

2017 3 16~17

トラックでの引越作業を終えて、後始末で運転席で乗り降り中、

不自然な姿勢で降りた際、体のバランスをくずし、左足関節を強

く捻挫した。

27 40301 3
10～

29

2017 3 15~16

1階婦人服売場にて、水着のかかった什器を運搬中に什器を通路

に置き、レジ台にある備品を取りに行こうとしたが、通路が狭

かったため、つまずきよろけてバランスを崩し、レジ台にぶつか

り尻もちをつき、尻を打撲した。

55 80201 2
100～

299

2017 3 14~15

就業場所（建設現場）にて歩行者及び車両誘導業務中、休憩交代

の為、現場ゲートに立哨位置を変更しようとした時、ゲート前の

土に足をとられ転倒した。 転倒するとき、とっさに左手で植え

込みの縁石をつかもうとして、縁石の角の部分が当たり被災し

た。

71 170201 2
300～

499

2017 3 12~13

出張先の敷地内の歩道（アスファルト舗装）で文房具（セロハン

テープ）を買いに行く途中、外が雨で濡れていて右足を滑らせて

右足から転倒し、大腿骨を骨折し、その場で動けなくなり救急搬

送された。

62 90209 2
10～

29

2017 3 11~12

被災者がトイレ清掃業務をしていたところ、店内放送で呼び出し

があった為、作業を止めて急いで連絡を取りに行こうとトイレを

出た際、足を滑らせて転倒し、右上腕を骨折した。

59 80209 2
100～

299

店舗正面入口にて抽選応対中、タイルにて足を滑らせあごの下を
50～



2017 3 9~10 負傷した。 当日は雨で滑りやすく、抽選人数が多くて慌ててい

た。

29 140309 2
99

2017 3 8~9
駅へ向かう途中、当日は強い風雨で、坂道のマンホールの上を

通った際に右足が滑り、左足を捻る形で転倒し負傷した。
26 150101 2 ―

2017 3 17~18
ピザの配達中、お客様先玄関先で雨に濡れた段差になっているタ

イルで滑り転倒し、左手甲を強打した。
19 80209 2

10～

29

2017 3 16~17
ホテル宴会場のテラスにて、窓拭きをしているとき、雨でテラス

の床が濡れていたため、足が滑り転倒し、左手首を骨折した。
44 140101 2

1000

～

9999

2017 3 13~14

3階病棟から1階廃棄物集積場にゴミ袋（ビニール製、患者様の使

用済み紙オムツ等が入ったもの）を捨てるため、3階から2階踊り

場に数袋投げおろし、それを1階におろそうと2階踊り場に降り

た。 その際にゴミ袋を踏んでつまずき、左足を捻り転倒し、左

足に痛みがはしった。

60 130101 2
100～

299

2017 3 12~13
そば処にて食事の準備中、厨房入口の床にて滑り左足を捻り転倒

し、足首を2ヶ所骨折した。
57 140201 2

50～

99

2017 3 9~10

検診作業を行うため、屈んだ体制で段差を降りようとした。 右

足から下ろし、左足を下ろそうとした時に、右足が滑り転倒し

た。 その際に頭部と腰部を打ち、頭部打撲・擦過傷・腰部挫傷

を負った。

59 150101 2
500～

999

2017 3 19~20

配達先民家の敷地内でインターホンが見当たらなかったため、門

の外へ探しに出たところ、思いがけず溝道があり、川に落下し

た。

53 40301 1
30～

49

2017 3 11~12
交通誘導2級講習を受講していたところ、講習中の教室移動の

際、廊下の段差に誤って躓き転倒し、膝を強打し負傷した。
58 170201 2

10～

29

2017 3 10~11

利用者様のお宅へ伺うため、マンション前に設置されたエスカ

レーターに乗る直前につま先がタイルの溝にはまり転んでしま 58 130201 2
30～

49



い、腕から倒れ込んだ姿勢となり、左腕を負傷した。

2017 3 10~11
仕込みをするために必要なトレイやまな板を運んでいたとき、通

路にあった水の入ったバケツに躓いて転倒した。
44 170209 2

300～

499

2017 3 17~18

臨床検査部横のエレベーターホールにて閉まりかけたエレベー

ターの開閉ボタンを押そうと足を踏み出した際、雨傘から滴った

であろう水に左足を滑らせてしまい、転倒を踏みとどまろうとし

たが、左足ふくらはぎを痛めてしまった。

41 130101 19

1000

～

9999

2017 3 9~10

当社の業務請負先である5F病室で仕事中、廊下にある作業用の

カートに行こうとして廊下に出た際、足が突っかかり前に倒れ込

み、左手肘を骨折した。

51 130109 2
10～

29

2017 3 4~5

明け方で薄暗い中、施設内の自転車置き場から事務所へ向かう階

段を上がっていたときに足を踏み外して転び、階段（コンクリー

ト）の角で腕を強打した。 通常は電灯がついているが、当日は

ついておらず足元が見づらかった。

69 80209 2
10～

29

2017 3 20~21
食器を下げ急いでテーブルの拭き上げに戻る途中、のれんで前が

見えず、棚のコーナーに左足ひざ上5㎝の部分をぶつけた。
45 140201 3

10～

29

2017 3 14~15
車庫にてバスの始業点検を行い、前ドアから降りた際、アスファ

ルトのくぼみ（わだち）に足をとられ転落し負傷した。
56 40202 2

100～

299

2017 3 13~14

最後の訪問看護に向かうため、訪問看護ステーションから電動自

動車を運転し、マンション前に停車して荷物を持って玄関に入ろ

うとしたところ、段差に足をとられてバランスを崩し、反射的に

地面についた右足を外側に捻り受傷をした。

30 130201 2
10～

29

2017 3 11~12

製作所内のD2ピット3番、4番線間、海側スロープ部において、

昼休み前に一旦使用工具類を片づける為、スロープからピット内

へ降りる際、降り口に敷設された外部給電ケーブルを避けようと

してスロープの右傾斜部へ右足を踏み入れたところ、右足首を捻

り受傷した。

40 11503 19
30～

49



2017 3 9~10

お客様宅に介護相談業務に伺う途上、コインパーキング内の突起

物に右足がつまずき転倒し、右足首くるぶし部位に左右2ヶ所の

骨折を負った。

68 130201 2
30～

49

2017 3 7~8
被災者は、職場の歯科診療所に向かう途中、駐車場で通路の側面

を踏み足首をねじった。
48 170209 19

1000

～

9999

2017 3 13~14

被災者は、付近での列車見張り業務の為、（貨物ターミナル駅）

の門扉から入り現場に向かって線路上を歩いていた際、付近線路

のトンネル入り口において、線路を横断したところ、何らかの障

害物により足を取られて躓いて転倒した。 その際、左足を強く

地面に打ちつけたことで、履いていた安全靴内部の保護プレート

と左足の指が強くぶつかり負傷した。

58 170201 2
100～

299

2017 3 11~12

4階病棟ナースステーション前の廊下にて、同僚を呼び止めよう

としたしたところ、サンダルが床に貼りついたような状態にな

り、バランスを崩して転倒した。

63 130101 2
100～

299

2017 3 16~17

コンテナ船において荷段作業中、本船通路を歩行していた際に、

通路の床板が抜けて床板とともに約2メートル下に転落して負傷

した。

52 50202 1
50～

99

2017 3 8~9

会社構内の倉庫側から事務所室内に入るため歩行していたとこ

ろ、原因は不明だが右足を地面に着いた際に膝が体重を支えられ

ず膝が折れ曲がり、そのまま両足がねじれる様な形で座り込み、

左足脛部に自重が強く掛かり負傷した。 原因として、右側に杖

をついていたため右足と杖のタイミングが合わなかったか、また

は杖が何かに接触した等が推測される。

59 30301 2
10～

29

2017 3 14~15

経管栄養を作り廊下へ置いておいたところ、チューブから液体が

漏れていた為、おしぼりで水ぶきをした箇所を自分で歩き滑って

転んだ。

45 130101 2
100～

299

本社3Fから外階段で下に降りようとした際、外階段前のポーチ床



2017 3 21~22 が雨で濡れていて滑り、足を取られ右膝を床についてしまい、痛

みが出て歩けなくなった。

74 80409 2 1～9

2017 3 19~20

店舗巡回中、店を迂回後、本社に戻るため店舗前を徒歩で移動

中、10メートル程進んだところで、雨で路面のタイルが濡れてい

たため足を滑らせ転倒し、左足を受傷した。

35 80209 2
10～

29

2017 3 14~15

集荷作業中、集荷物を台車に載せ、重かったためスロープを後ろ

向きに下っていたとき、急角度のスロープで雨も降っていたため

足を滑らせ転倒し、台車が20メートルほど滑落した。 スロープ

下に駐車していた車と衝突して止まったが、その際に車と台車に

挟まれ、体を強く打った。

45 110101 2
100～

299

2017 3 18~19

プール側循環ポンプの故障により、水が噴き出す状況となり、ビ

ルの地下機械室にて対応作業をしていた。 その際、作業服等が

水で濡れてしまった為、着替えを行い再度サンダルを履いて戻っ

たとき、滑って後方に転倒し、後頭部を強打した。

57 150101 2
300～

499

2017 3 16~17

ガソリンスタンドの隣にある歩道でお客様から預かった車のカギ

を持ったまま帰ったため、そのお客様をあわてて走って追いかけ

た。 その時につまずいて勢いよく前面に転び、左足をひねり、

歩行が困難になった。

31 80204 2 1～9

2017 3 4~5
朝刊配達中、敷地内の庭の敷石を踏み外し、左足首を捻り、転倒

した。
50 80205 2

30～

49

2017 3 10~11

リフォーム工事現場において砕石を入れる堆積をしていたところ

ベースの穴（深さ10㎝くらい）に足を落として右足を捻り、足首

を骨折した。

60 30202 2 1～9

2017 3 13~14

児童クラブがある公民館内の2階のホールでドッチボールをして

いたとき、ボールを避けようとした際、体勢をくずし転倒した。

転倒した際、右足を左側に倒した状態で床にぶつけ、右足に痛み

と腫れが生じた。

31 120109 2 1～9



2017 3 21~22

店舗営業終了時、ごみを右手に持って建物の裏側にあるごみ庫に

運んでいた。 その途中にある階段の手前のコンクリートの段差

につまずき前のめりに転倒した。 その際、前方にある自転車を

避けようとして顔を左に向けた結果、壁に付属している木の板の

側面の辺の角に額が当たり負傷した。

47 140201 2
10～

29

2017 3 9~10
避難訓練の際に机の下に入ろうとした際、子供の足に引っかか

り、そのまま転倒し右足をひねった。
60 130201 2

50～

99

2017 3 16~17

工場1Fメインライン現場で現場内を歩行しているとき、溶接機と

製品置台の間（約48㎝）を通り抜けようとしたところ、溶接機の

配線（太さ約1.2㎝、3本がまとめられているもの）に足をとられ

転倒し、左膝蓋骨を骨折した。

47 11301 2
50～

99

2017 3 15~16

旧工場から新工場へ走りながら移動している際、通路の段差につ

まずき転倒し、手をついた時の衝撃と肩を地面にぶつけたことで

負傷した。

46 11403 2 ―

2017 3 8~9

病院地下1階で、ドライエリアから廃棄処分の物品を運搬中、廊

下が濡れていることに気づかす思い切り転倒し、右膝部を強打

し、右膝蓋骨を骨折した。

64 120109 2

1000

～

9999

2017 3 9~10

作業中、コンクリートシンクの段差（約10㎝）に躓き転倒し、扉

とコンクリートシンクに顔をぶつけ、上唇と頭部右側面を切り、

肩を打撲し、そのまま倒れ、手足がしびれて動けなくなった。

61 140309 2
30～

49

2017 3 17~18

作業場で段ボール箱の荷物を車に詰め込むべく出入り口へ運んで

いたところ、床に置いてあった木材に躓き転んだ為、左太ももを

強打した。

55 11209 2 1～9

2017 3 11~12
店内厨房で洗い物を流し台に持っていく途中、グリストラップの

蓋の上で滑って仰向けに転び、腰を圧迫骨折した。
69 80209 2 1～9

2017 3 11~12

弊社植物工場内栽培室にて、中継作業（収穫したレタスを受け取

り、不要な葉を取り除く作業チームへの手渡し作業）中に足を滑
48 10109 2

50～



らせ、左側の顔と左側頭部を床面に打ち付けた。 床面が濡れて

いたことが原因である。

99

2017 3 7~8

工場1階加熱調理場で荷出作業を開始する際、洗浄室に番重をと

りに行こうとして通路を歩いていた際、釜作業者が急に後ろ向き

のまま下がってきた為ぶつかりそうになりよろけたところ、バラ

ンスを崩して転倒し、手をついた際に右手中指が不自然な状態に

なり、じん帯を損傷した。

45 10109 2
300～

499

2017 3 16~17

工場の中央机付近にて、次の仕掛け作業（8号機）に入るため通

路を小走りで移動中、通路にはみ出していたカゴの角に足が当た

り、体勢を崩して転倒した。 その際に右手が体の下に入り、右

手甲（親指）と右手人差し指を負傷した。

62 10203 2
100～

299

2017 3 10~11

停止中の重機の後方をしいたけ原木（90㎝×12㎝）を持って移

動している時に、ゲル状のドロで埋まっている重機のわだちに足

をとられ転倒し、足が抜けずに右足を負傷した。

44 60201 2 1～9

2017 3 16~17

廊下で駆け足で移動中、躓いて転倒してしまった。 付近の状況

としては、転倒場所に段差や滑りやすい状況は無かった。 両手

を伸ばし飛ぶ込むような姿勢で腕から転倒したため、左腕を内転

するように床に叩きつけてしまった。 左腕から肩に痛みがあり

様子を見ていたが、痛みが増強し、肩・首・頭周辺に突っ張るよ

うな痛みが出現した。

41 130101 2
100～

299

2017 3 11~12

出張にて、製品不具合の対処のため倉庫で手直し作業を行ってい

た際、両手に工具を持ち倉庫内を移動し、柱間の筋交いに気付か

ず足を引っ掛け転倒し、床に左膝を打ちつけた。

60 11409 2
500～

999

2017 3 13~14

配達先で、空箱を持ってトラックに戻る際、ぬかるみで足を滑ら

せ仰向けに転倒し、右足首を捻ってしまった。 舗装されておら

ず、地面が部分的にぬかるんでいた。

44 80209 2
50～

99

2017 3 11~12

ウサギのふれあい作業終了後、アライグマ舎に移動する途中、園

内の踏切を渡る際に、線路のくぼみに足を引っかけそのまま転倒 37 140302 2
10～



し、左足を被災する。
29

2017 3 14~15

社の駐車場に止めてある生コン車の中にある書類を取りに行こう

として、事務所から歩いているときに、コンクリートの地面が濡

れていたため、右足が滑って体のバランスを崩した。 左足は治

療中のため力が入らず、右足を伸ばしたままで、左足は正座のよ

うに折れ曲がって尻もちをついた状態で倒れた。 その後、左ひ

ざがすぐに大きく腫れて痛み出した。

45 20202 2
10～

29

2017 3 9~10
事務所内で、掃除機のバッテリーをコンセントに差そうと移動し

ているとき、床でつまずいて転倒し、右足膝の下を打撲した。
64 130201 2

10～

29

2017 3 4~5
新聞の朝刊配達業務の際、段差に気付かずにつまずいて転倒し、

左膝を負傷した。
35 80205 2

30～

49

2017 3 4~5

朝刊配達中、読者宅前に自転車を停め、朝刊を持ち歩いてポスト

に入れようとしたところ、足元の段差につまずき転倒し、右膝を

強打して負傷した。

67 80205 2
30～

49

2017 3 9~10 厨房内にて移動中に転倒し、右手を床に強打し、骨折した。 44 140201 2
50～

99

2017 3 7~8

駐車場のごみ回収を行っていたところ、駐車場から店舗へ向かう

通用口付近で、段差につまずき転倒しそうになり、手をつい骨折

した。

74 130301 2
50～

99

2017 3 18~19

野菜処理室で、野菜を倉庫から野菜洗浄室に運んでいた際、清掃

のため排水溝の蓋が取り除かれていたのに気付かず、右足が排水

溝に落ち、体のバランスを崩し右膝を捻挫した。

51 170101 19
100～

299

2017 3 18~19

野菜処理室で、野菜を倉庫から野菜洗浄室に運んでいた際、清掃

のため排水溝の蓋が取り除かれていたのに気付かず、右足が排水

溝に落ち、体のバランスを崩し右膝を捻挫した。

51 10104 19
300～

499

作業所内の平らな場所で、パレットに積んであるチラシ（新聞折

込広告）の束を作業場所に移動させる際、チラシの束が荷崩れを



2017 3 11~12
起こさないよう覆ってあったラッピングフィルムにつまずき、チ

ラシを持ったまま転倒した。

52 90209 2 1～9

2017 3 12~13
配達中、砂利道にバイクを置いてポストに向かっていくとき、両

足がつまずき前方に転倒し、左膝を地面に打ちつけてしまった。
56 110101 2

500～

999

2017 3 11~12

バックルームにおいて発泡スチロールの片付け作業中、足を滑ら

せて転倒し、左肘を床で強打し、骨にひびが入った。 普段床は

濡れていないが、水産の発泡スチロールが濡れていて、床が滑り

やすくなっていた。

60 80209 2
100～

299

2017 3 9~10
売場から作業場に戻る際、対面売場横のスイングドア（水産）付

近の床の水滴で滑り転倒し、左手首を骨折した。
39 80201 2

500～

999

2017 3 10~11
遊戯室で子どもたちと一緒に走っていた時に滑って転倒し、左手

を出して仰向けに倒れ骨折した。
24 130201 2

50～

99

2017 3 7~8

配達の荷物が届いたので、フォークリフトを運転するため車庫に

歩いて行く途中に転倒し、後頭部・左ひじ・左肩腰をぶつけてし

まった。

78 40301 2
10～

29

2017 3 11~12

レストラン店舗外を清掃中、フェンスにあるごみを取ろうと70㎝

ぐらいのコンクリートの段に乗り、ゴミを取って飛び降り、着地

した時に骨折した。

64 140201 3
30～

49

2017 3 12~13

被災者は、派遣先にて子基盤のハンダ付け業務に就いていた。

クリーンルーム内で会社指定の静電靴をはいて作業していた際、

静電靴をはいて廊下を歩いていたとき、靴の底が滑りにくいため

床の摩擦で引っかかり転倒しそうになった。 とっさに壁に左手

をついて転倒を防ごうとしたが、勢いが強かったためそのまま左

肩を脱臼した。

43 11403 2
100～

299

2017 3 12~13

作業場の廊下を歩いていた際、床のゴムマットに摩擦で足が引っ

かかり転倒しそうになった。 とっさに転倒しないように壁に手

をついて身体を支えようとしたが、勢いが強かったためそのまま
43 170101 2

30～

49



左肩を脱臼した。

2017 3 20~21

ゴミを捨てるため、ゴミ台車を押して作業場外の犬走りを通行

中、ロッカー前に置いてあった靴に台車の車輪が触れて台車が転

倒し、本人も転倒して左顔面の目の上を切った。

62 80201 2
50～

99

2017 3 16~17

充填用プラットホーム上で、溶剤の移し替え作業を行っていた

際、溶剤容器の一方はドラム缶であり、静電気対策でプラット

ホームの縁からドラムの中ほどにあるアース端子にアース線で接

続されていた。 作業中に移動するとき、このアース線に足を

引っ掛け転倒し、膝を床（鉄製チェッカープレート）に打ちつけ

た。

73 10808 2
30～

49

2017 3 13~14
食堂ホールで後ろ向きで床のモップ掛けをしている時に、モニ

ターの足に自分の足が引っかかり、尻もちをつき倒れた。
54 140209 2

10～

29

2017 3 11~12

訪問宅の玄関先から退出しようと歩行中に、玄関先に段差を踏み

外してバランスを崩し、左側面から転倒し、左肩を脱臼し、右足

を捻挫した。

67 170209 2
10～

29

2017 3 22~23

当社キッチン内で、閉店後、掃除をしようと床に洗剤をまきブラ

シでこすろうとした際、足が洗剤で滑り転倒し、左側第9肋骨を

骨折した。

52 140201 2
10～

29

2017 3 18~19

駐車場で業務終了後、事務所に戻る際、トラックに置いてきた忘

れ物を取りに小走りでトラックへ行く途中、つまずいて転倒し

た。 両手をついたが支えきれず、顎からアスファルトへ突っ込

み、顎裂傷と下頬骨骨折を負った。

65 40301 2
10～

29

2017 3 17~18
倉庫へ荷物をとりに行く際に、事務所裏の公園内にある石畳の段

差につまずき、左足首をひねり負傷した。
60 80101 2

30～

49

2017 3 16~17

児童と校庭で鬼ごっこを行った際、右へ方向転換しようと左足を

踏み込んだ時に負荷がかかり、左足に大きな音と衝撃があり、そ

の場に倒れ込んだ。

34 130201 3
10～

29



2017 3 16~17

リサイクル品のドラム洗濯機を回収中、お客様宅の玄関先で負傷

した。 洗濯機を持ち上げていた為、下側が見えず段差に気づか

ず、右足を捻り、右足踝を骨折した。 ドラム洗濯機は重量約60

～70㎏で、2人で搬送していた。

37 80401 3
50～

99

2017 3 11~12

館内からエレベーターにて3階に運ばれて来て、置いてあった布

団を移動する際に、誤ってそばにあった台車に足を乗せてしまい

転倒した。

60 80109 2
30～

49

2017 3 10~11

内科外来診察室にて診察介助をしていた際、診察室入口で次の受

診患者の来院を確認した後、医師の横を歩行中につまずいて前方

に転倒した際、顔面と右上腕を床に打ちつけ、鼻出血、右頬部打

撲、右上腕を受傷した。

50 130101 2

1000

～

9999

2017 3 18~19

事業所倉庫内にて商品のピッキング作業中、パレットに載った商

品をカゴ車へ運ぼうとした。 パレットに載っている商品を持ち

上げた際、足元の確認が不完全であり、商品が載ったパレットに

足を引っ掛け、右ひじから倒れこんだ。

65 40302 2
100～

299

2017 3 18~19

工場内にて、正常終了時に床の掃除をエアガンで行っていた時、

掃き集めた粉塵の上で足がすべり、転倒した際に受け身の体勢で

左手を床につき、手首を骨折した。

64 10104 2
30～

49

2017 3 12~13

洗濯機の設置作業中、制服の胸ポケットに入れていた伝票が風で

飛ばされてしまい、慌てて回収しようと塀を飛び越えて着地した

際に左足を負傷した。

25 11409 3 1～9

2017 3 4~5

通路で剥離作業中に、剥離剤が乾きかけて滑る状態の中、剥離状

況を確認するため（滑り止めのスぺラネットを未着用で）奥の方

へ行って戻ってくるときに腕を組んで歩いていたため、滑って転

んだときに受け身が取れず後頭部を打って気を失った。

54 150101 2
100～

299

2017 3 14~15
可燃ごみを収集中に車両から降りる際、足元にあった段差で足を

捻り負傷した。
52 150103 3

50～

99



2017 3 10~11

訪問ヘルパーとして、利用者宅から次の利用者宅へ自転車で移動

中、植え込みの砂地にタイヤがはまってスリップし、右に倒れ、

右ハンドルに右胸を強打した。

58 130109 2
10～

29

2017 3 8~9

居室で朝食の下膳時に、ベッドに寝ている入居者の胸にあてて

あったバスタオルを置こうと足を動かした時、ベッドに横付けし

てあった電動車いすのフットレスト部分に足がひっかかり、仰向

けに転倒し、臀部と左手首を強打した。

58 130201 2
30～

49

2017 3 17~18 段差のある畑へ降りるとき、左足首を捻り着地してしまった。 59 80409 3
30～

49

2017 3 16~17
教室の床にロール紙を敷いて子供たちとスケートごっこをしてい

た際に、バランスを崩し、右足首を捻り負傷した。
31 80109 19 1～9

2017 3 14~15

自社倉庫にて片付け作業中、一斗缶の移動をしていて、床に塗料

がこぼれない様にビニールシートの上から布のシートをひいた上

に一斗缶を置き、振り向いた時に足が滑ってしまい、踏ん張ろう

として左足踵を捻り負傷した。

38 30309 2 1～9

2017 3 9~10

同社、5号倉庫構内にて、40フィートコンテナーの封印を開けよ

うと50センチ程度の高さのバンパーに両足をかけてカッターで

切った際、身体のバランスを崩し、後方に倒れて尻もちをついた

ことにより負傷した。

48 40301 2
30～

49

2017 3 4~5 朝刊配達中、側溝の鉄板に足を滑らせ転倒した。 36 80205 2 1～9

2017 3 16~17

当社出先の内厨房の洗浄コーナーにて、職員食堂の箸と湯飲みの

補充をするため移動している時、シンクからこぼれた洗剤を含ん

だ水で足を滑らせて転倒し、左手をつき左手首を骨折した。

69 10109 2
10～

29

2017 3 16~17

当社出先の事務所スロープ付近にて、業務を終えて帰宅するた

め、徒歩で病院敷地東口から公道に出る時、病院敷地は公道より

約50㎝高くなっているためスロープが設置されていたものの、疲

れて何も考えずに歩いていたため、スロープを通らず敷地の段差
51 10109 1

10～



に気付かず公道に落ちて、右足先を強く打ちつけた。 痛みは感

じなかったため、そのまま駐車場まで歩き、自動車を運転して帰

宅した。 その後、負傷部の痛みが増し、我慢できなくなり、右

足親指骨折と診断された。

29

2017 3 15~16

倉庫入口のシートシャッターのセンサーを感知させて開けよう

と、シャッターの前に立った。 立ち位置が悪くセンサーが感知

しなかったので、後ずさりをして立ち位置を変えようとした時、

バランスを崩し尻もちをつきそうになったので、咄嗟に両手で地

面をついてしまった。 その時の衝撃で、左手首を骨折し、右手

首を捻挫してしまった。

57 50101 2
30～

49

2017 3 13~14

管理コーナーに戻る時、工場内通路歩行帯を歩行中、右足を捻っ

た。 その際に右足に体重が乗り、右足小指へ負担がかかり、右

足第5中骨基部骨折となった。

48 11502 3

1000

～

9999

2017 3 11~12
車両に戻ろうとしたとき、配達先の玄関前で段差につまずいて右

足首を捻り、骨折を負った。
34 80209 19

10～

29

2017 3 10~11
被災者は歩行にて作業場へ移動をしている際に、15㎝ぐらいの段

差がある段差がある所につまずき、左足部を打った。
63 10901 2 1～9

2017 3 13~14

厨房にて昼営業後の片付け作業中に、麺コーナーを通ろうとして

滑って転倒し、右腰～右足部分を強打した。 麺コーナーは茹で

麺機からの水の飛びはね、スープの飛びはねが必ずあるので滑り

やすく、本人含め全従業員に注意喚起をしていたが油断してし

まったものと思われる。 また、当日は油分の多いラーメン提供

であったため、特に滑りやすい状況であった。

56 140201 2
10～

29

2017 3 17~18
集配の補助として荷物を取り扱っていた際に左足に痛みを感じ

た。
37 40301 19

100～

299

2017 3 18~19

埠頭にて、ダンプが倉庫から出る際の足回り（タイヤ）の洗車作

業に2人１組で従事していた。 トイレに行きたくなり、トイレに

行ってトイレから出るとき、15㎝程度の段差に足を踏み外し、足
56 50101 2

50～

99



首を捻って右第5中肢骨を骨折した。

2017 3 15~16

集配のため車両を停車させ運転席から降車し、集配先に向かうと

ころ、路上にある大きな凹みに右足をとられ、右足首をひねり捻

挫する。

29 40301 19
30～

49

2017 3 8~9
工場にて、機械の上の工具を取ろうとして足を滑らし転倒し、肋

骨を骨折した。
41 80109 2

50～

99

2017 3 13~14

詰所前で少し早歩きしているとき、右足先をつまずき足がもつれ

て床に胸から倒れた。 時間がたつにつれ胸部と左腕が痛くな

り、左腕は肩から上にあがらなくなり、胸は力を入れると痛むよ

うになった。

49 130201 2
50～

99

2017 3 12~13
スタッフとランチ面談のため目的地に向かう途中、左足を外側に

捻った。
45 170101 2

100～

299

2017 3 8~9
事業所の階段を上るとき、床が濡れていたため足をすべらせ転倒

し、階段の手すりで頭部を打った。
23 10109 2

100～

299

2017 3 7~8
トイレ清掃中に滑って転倒し、腰を強打し、12胸椎圧迫骨折を

負った。
67 150101 2

300～

499

2017 3 14~15

組合員に商品を届けた後、空箱を持った状態で門扉を閉め、道路

に出ようとした。 道路側に振り向き左から一歩踏み出した時、

入口と道路との段差（約5㎝）に気づかず足をひねり、右足くる

ぶしを骨折してしまった。

33 40301 19
50～

99

2017 3 11~12

当社の契約先の客室のベッドメイク中、シーツをベッドから取り

除き、部屋の外に出すためシーツを持って移動したところ、シー

ツの端を踏んでしまったため転落し、右膝を骨折した。

67 150101 2 1～9

2017 3 5~6

従業員通用口から入り奥の出入口に向かう通路にて、新聞配達員

とすれ違おうとして左側によけた時、通路の溝に左足を取られひ

ねった。

75 150101 1 1～9

現場で新聞配達中、バイクを降り、車庫の中に置いてある自転車



2017 3 3~4 の前かごに新聞を入れるため、車庫と車の狭い隙間をとおり、体

をひねって新聞を入れようとした際に足を踏み違え骨折した。

77 80205 19
100～

299

2017 3 14~15
書類を届けるため車をとめて歩道を歩いていたが、地面の段差に

気づかず躓いて転び、右目付近・左手首・右肩を打撲した。
68 11709 2

10～

29

2017 3 8~9

派遣先に出社後、朝のラジオ体操に参加しようと場所を移動して

いたところ、通り道であるフォークリフト置き場（コンクリー

ト）の穴に気がつかず、左足が穴にはまってしまい、左足のくる

ぶしを負傷した。

53 170101 19
300～

499

2017 3 8~9

派遣先に出社後、朝のラジオ体操に参加しようと場所を移動して

いたところ、通り道であるフォークリフト置き場（コンクリー

ト）の穴に気がつかず、左足が穴にはまってしまい、左足のくる

ぶしを負傷した。

53 11502 19
100～

299

2017 3 8~9
通勤のため、朝、自宅玄関を出てスロープと道路の境目の所で靴

が引っかかり、つまずいて転倒し骨折した。
50 90103 2

100～

299

2017 3 16~17
健康診断を受診し、勤務地へ向かう途中、連絡階段踊り場付近で

転倒し、右足靭帯損傷を負った。
60 170209 2

100～

299

2017 3 15~16
玄関にあるポストへ夕刊を入れてバイクに戻る途中に、コンク

リート地面ですべって転倒した。
68 80205 2

30～

49

2017 3 9~10

工事現場であるマンションへタイルを運ぶ作業中、入口付近の

フェンスを固定するためのワイヤーに足をひっかけ、荷物を持っ

たまま転倒し右ひざを骨折した。

55 80109 2
50～

99

2017 3 23~24
店舗外側の通路を移動したとき、周囲が暗かったため、段差を降

りる際に高さが分からず、着地する時に右足をねじった。
51 170209 19

300～

499

2017 3 17~18

勤務先保育所の砂場にブルーシートを掛ける作業を行う際、後退

した時に後方に木製のイスがあることに気付かず、足を引っ掛け

て後ろ向きに転倒し、右足大腿部を負傷した。

75 170201 2
500～

999

レストラン店舗出入口にて、帰宅時に雨が降っており、サンダル 30～



2017 3 22~23
が滑って転倒した際に右手をついて、手首を骨折した。

54 140201 2
49

2017 3 11~12

プラント工場内で、廃棄物である木材を運搬しているときに、作

業場を歩いていて足を滑らせ、体を左で支えようとして指を骨折

した。

69 150102 2
10～

29

2017 3 10~11
後方農産ストック内にて、野菜の加工作業をしていて移動中、ス

ロープの段差につまずいて転倒し、左足の甲を打撲骨折した。
63 80201 2

100～

299

2017 3 6~7
派遣先にて仕事中納品完了後、トラックへ移動する際転倒し左脇

腹を強打した。
74 40301 2

100～

299

2017 3 7~8
職員駐車場に車を止め勤務のため管理棟に向かい歩いていたとこ

ろ、砂利道に足を滑らせ左足首を痛めた。
37 130101 2

100～

299

2017 3 17~18
下水処理場の平地で足を滑らせ普通に歩いている最中、右足首が

外側に曲がり骨折した。
27 150109 2

50～

99

2017 3 23~24
キッチンから出る時、段があるところで転んで、段で腹部を打っ

た。
61 140201 2

10～

29

2017 3 20~21
厨房内の洗浄室で床濡れにより滑って転び、右大腿骨頭部骨折を

負った。
62 80209 2

100～

299

2017 3 11~12

本社工場内において、木製の梱包箱の底の部分の加工中（角材:

縦17cm、幅14cm、長さ3m、重量40kgを連結し、角材の穴あけ

作業）、角材の間を移動しようとした際にバランスを崩し、地面

と角材の隙間（製品が地面につかないように角材をかましてい

た）に右足を挟み、そのまま後ろ向けに倒れた際、右足くるぶし

を負傷した。

27 11709 2
10～

29

2017 3 16~17

カード組立中、取り付けたストリッパーロールに不具合があった

為、カード機から取り外し、元の仮置場にロールを戻す作業をし

ていた。 中腰で担いで両サイド2名ずつで運搬中、受傷者は先頭

をバックで進行していて、床置してあったファンシーロールのカ

バーに接触し、尻もちをついた際に左足を負傷した。

38 10209 2
100～

299



2017 3 15~16
配達後バイクに戻る途中の下り坂で、振り返った時に着地がうま

くできずに足首を捻り、ひっくり返った。
0 110101 2

50～

99

2017 3 10~11

マッシュルームの栽培棟内で、出入口に置いてある摘み取り用の

カゴを取りに行く途中、摘み取り台をくぐる時に足を滑らせて転

倒した。

62 60101 2
50～

99

2017 3 8~9

清掃現場を清掃業務中、左手にごみ袋、右手に掃除機を持ちエレ

ベーターに乗り込む際、何かに躓き転倒し、激痛があり動けなく

なった。

68 150101 2
30～

49

2017 3 23~24

製造プラントの通路でプラントの上階から一階へ降りポンプス

イッチを操作しようと通路を走行中、通路（アスファルト）の水

で濡れた部分で足を滑らせ転倒し、右足指を骨折した（ヘルメッ

ト、保護メガネ、安全靴着用）。

47 10809 2
30～

49

2017 3 19~20
食事休憩から戻る途中、食器ののったお盆を持っていた為下が見

えず、通路の段差に躓いて倒れた。
69 140201 2

10～

29

2017 3 15~16

施設内に於いて、帰宅する利用者の対応を他の職員へ依頼し、カ

ルテを記入するため就業場所へ急いで戻ろうとしたところ、バラ

ンスを崩し転倒し、左足首を捻った。

31 130201 2
100～

299

2017 3 6~7

生産終了後、設備洗浄作業を行う為、清掃用具置場に収納してい

る長靴と履き替える為に作業用通路を通り移動していた際、床で

滑り尾?骨を打撲した。 痛みがひかず、後日に尾てい骨骨折と診

断される。 元々床面が滑り易い状況であり、被災者も日頃の作

業から滑り易いことは認識していた。

43 170209 2
30～

49

2017 3 16~17

訪問介護サービス利用者宅にて支援中に、台所より他の部屋に移

動しようとした際、10cmくらいの敷居（段差）があり、慌てて

移動しようとしていたため、右足の小指をぶつけてしまった。

68 130201 2
10～

29

2017 3 10~11
客室の洗面所と部屋の段差のところで足を踏み外し、尾てい骨を

打撲した。
67 140101 2

100～

299



2017 3 18~19
終業点呼を事務所で行い、自分の乗用車駐車場に歩いて行く途

中、何かに躓き転倒し右足を捻った。
63 40301 2

30～

49

2017 3 16~17

外部側から内部側への安全通路で、地中梁部を越す部分に立ち馬

（可搬式作業台）を設置していた。 被災作業員は躯体建物のPコ

ン埋め作業を行うため、この立ち馬を渡る際、立ち馬上を歩き、

降りようとした時に躓き、そのまま体勢が崩れて地面に飛び降

り、左足の踵を骨折した。

77 30201 1 1～9

2017 3 2~3
夜間勤務中、利用者が居室からホールへ出てきたため、確認しよ

うと移動した際、仮眠用の枕に躓き転倒した。
63 130201 2

50～

99

2017 3 7~8

厨房前に設置してある台車（車輪）用消毒マットを踏んでしま

い、消毒液の付着したスリッパで歩いているときに足が滑り転倒

し、左手をついて骨折した。

68 130201 2
10～

29

2017 3 13~14

機械B棟北側にて、痛みのある左足を補う為、自作の木の棒を杖

として使用をしながら通路を移動中、通路で杖が滑り転倒しそう

になった為、痛みがある左足で踏ん張った瞬間に左大腿骨折し

た。

61 11301 19
100～

299

2017 3 11~12 転倒した時、持っていた黒板が当たり、肋骨を打撲した。 35 30199 2 1～9

2017 3 19~20

配達に行くため車を駐車し、120サイズ位の荷物を持ち、車外に

降車する際、社内の階段を左足で降り、右足で地面に足をつい

た。 その際、5cmの段差に気付かず、右方向にバランスを崩

し、足を捻挫した。

51 40301 3
30～

49

2017 3 16~17

工場の方から音がしたので行ってみると、被災者が転倒した状態

で頭部から血を出して意識なく顔面が血の気なく仰向けになって

いた。 頬を2、3度叩いたが反応がないので、2人が交替で人工呼

吸をし、頭部をタオル（ぬらした）3枚で止血した。 その後、被

災者の意識は戻った。

29 11401 2
10～

29

2017 3 20~21
集配の為、直営店の駐車場で車から降りた時、店の旗立て台に躓

63 11703 2
100～



いて転倒し、左手首を車止めに打ちつけ、骨折した。 299

2017 3 10~11 工場内で商品を移動中、バランスを崩し転倒した。 57 10309 2 1～9

2017 3 15~16

調理場で、肉を切って食材を冷蔵庫に入れようと向かった時に、

冷蔵庫の前に生ゴミが入ったバケツがあり、それに左足が引っ掛

かり、右膝から下の床に落ち、膝の皿を骨折した。

58 130201 2
30～

49

2017 3 22~23

当日夜の売り上げを入金し、店に戻ろうとした時に出入り口階段

で転倒し、左手をついた。 そのとき手首を痛め、前のめりに

なった為、あごと唇を打ち出血した。

69 140201 2
100～

299

2017 3 8~9

室内プール玄関ホール受付から機械室へ行こうとした際、床が結

露（プールと玄関の温度差による結露で床が濡れる）し濡れた状

態だと知らずに左足が滑り、右の膝を強打する。

66 140309 2
50～

99

2017 3 15~16

自動二輪にて配達中にバイクから降車し、配達先に投函後、バイ

クに戻ろうとした際に玄関前で滑って転倒する。 当日は雨が

降っており、滑りやすい状況であった。

39 110101 2
100～

299

2017 3 11~12

社内の商品倉庫の冷凍室1階で商品の搬入作業をしている時、商

品の下に敷いているブルーのパレットに躓き、身体のバランスを

崩し、前方に転倒し、手をついた際に左手薬指をついた。

54 80109 2
30～

49

2017 3 13~14

工場プラットホームにて、豆腐容器の入った段ボール箱を補充の

為、大豆の袋の上に乗り動かしたところ足が滑り、約1mの高さ

より転落し、右手首他を強打した。

69 10109 1
10～

29

2017 3 11~12
訪問看護の仕事で訪問先の家を訪ねた帰りに、玄関の段差で足関

節を捻った。
48 130101 2

100～

299

2017 3 17~18

2Fクリーンルーム内にて、大型検査機による検査作業を行ってい

たとき、膝をついて作業することがあり、その際に擦り傷を負っ

てしまった。 ただの擦り傷だと思っていたが、傷口から菌が入

り、炎症を起こした。

37 10805 3
100～

299

警備室付近にて、部屋から出るときに扉を開けて左足を出した瞬



2017 3 23~24 間、左足が床で滑り転倒し、左足側面を床に打ちつけ強打し、立

ち上がることができず、左足の移動ができなくなった。

60 150101 2 ―

2017 3 7~8

事務棟3階休憩スペースでゴミ回収作業中に、床面が平坦からス

リープ状に改修されていたため、気付かずに平坦な場所と思い込

んで作業をしていたため、スリープに躓いて転倒する。

68 150101 2
10～

29

2017 3 3~4

新聞配達の為店舗を出発し、100m程走行後、交差点を右折した

際にバイク後輪がパンクした。 転倒を防ぐ為、右足を地面に着

地したところ、強打し受傷した。

68 80205 19
10～

29

2017 3 9~10

勤務先でカゴ車の撤去作業後に、バックヤードからスイングドア

を開けて店舗内へ入ろうとした際、床が濡れていることに気付か

ず、濡れていた床で滑ってバランスを崩し転倒し、左足から着地

したため、衝撃で左足首を負傷した。

59 170209 2
10～

29

2017 3 11~12

新築工事現場にて、テラス土間から材料を取りに行く時、40cm

ぐらいの高さの土間から降りたとき、足元に石ころがあるのに気

付かず、石ころを踏み転倒し右足首を痛めた。

57 30202 3 1～9

2017 3 11~12

店舗にて、生ゴミ庫のクリーン時に必要だった為、水の入ったバ

ケツを持って歩いていた際、バケツからこぼれ出た水で自らの足

を滑らせ、手首から転倒し、右手首と左膝を負傷した。

70 140201 2
10～

29

2017 3 18~19

事業場建物の洗濯室において、洗濯物の整理作業を行っていたと

き、洗濯物を抱えて身体を移動した際に、足元にいろいろな物が

置いてあり手狭だったため、置いていた洗濯かご（約

H50cm、Φ30cm）の取っ手に足が絡まり、前方に転倒し頭部及

び右手を打撲した。 その際、身体を庇おうとして右手で支えた

為に負荷がかかり、骨折した。

68 130201 2
30～

49

2017 3 12~13

厨房の床を清掃中だったため床が濡れていて、清掃が終わったの

で厨房前通路に出していた台車等を中に入れようと通路に出たと

き、自分の履いていたサンダルが濡れていたため、滑って転倒

し、左膝を床に打ちつけた。

56 80209 2
10～

29



2017 3 16~17

バックルームで着替え、出勤スキャンをしに行く途中、入荷商品

の中身を確認する為商品が入った袋を引き寄せた際、手が滑って

袋から手が離れ、後ろに転倒し左大腿骨頸部を骨折した。

63 80209 3
30～

49

2017 3 22~23

駅にて勤務中、駅務員（被災者）は、券売機の呼び出しベルが鳴

動したため、駅務室から券売機室に移動中、駅務室と券売機室の

段差（高さ約23cm）から左足を降ろした際、着地が不十分でバ

ランスを崩し、左足を捻り転倒した。

68 40101 2
100～

299

2017 3 14~15
派遣スタッフとして事務所移転作業に従事中、12号館入口付近で

歩いている時にドア止めに躓き転倒し、左膝を打った。
43 40301 2

50～

99

2017 3 14~15
構内を移動中、12号館入り口を歩行したところドアストッパーの

金具に躓き転倒し、左膝を打った。
43 170101 2 1～9

2017 3 17~18
調理作業中、胸が痛み我慢しながら作業をしていたが、1～2分後

に気を失いその場に倒れ、その時に床か棚で頭部を強打した。
50 140209 2

10～

29

2017 3 15~16

事業場（事務所）内で仕入れ業者との対応業務中、負傷者は、事

務所入口を訪れた業者が持参していた伝票にサインをするため、

自席を立って入口に向かって移動していたところ、少し歪みなど

のある床に足をとられて転倒し、両膝及び肋骨を負傷した（打撲

等）。

74 80109 2 1～9

2017 3 13~14

歩道上にて、取引先に商品を納品する為、荷物を持って歩道を移

動中、一部御影石になっているところで足が滑り、咄嗟に右手を

つき右手小指を骨折した。

53 10101 2
30～

49

2017 3 11~12

サービスデリカ作業場のスイングドア近くで、カートに商品を乗

せて売場に出そうとした際、靴の底に油が付いていて、靴も少し

濡れていたため滑って転倒し、右足首を骨折した。

65 80209 2
30～

49

2017 3 15~16
当社工場内で歩行中、仮置の資材の原木につまずき、転倒して肩

等を打ち、肩や腕に痛みが生じた。
69 10501 2

10～

29

鉄工所工場内を歩いて移動中、作業のため準備しておいたキャブ



2017 3 11~12 タイヤ（太めの電線）に足が引っかかり転倒し、地面に敷いてあ

る鉄板に左膝を強打し骨折した。

68 11209 2 1～9

2017 3 15~16

被災者は、包装機ライン8号機生産終了時、不要となった段ボー

ルを台車に乗せてゴミ捨て場に運搬中に、既に生産を終了し水拭

きをしていた包装機ライン7号機横を通過した際に足を滑らせ転

倒し、臀部を強打した。

49 10102 2
50～

99

2017 3 12~13

駐車場入り口付近のスペースに一旦車を駐車し、事務所へ駐車

カードを取りに行き、車に戻る際にバイクと接触しそうになった

為、よけようとしたところ足をくじき転倒し、骨折した。

62 80409 6
10～

29

2017 3 21~22

勤務先宴会場にて、会場内に入ろうとした際、入口前の床が少し

濡れており、滑って転倒し、床で左手を強打し左手小指を負傷し

た。

36 140101 2
300～

499

2017 3 21~22

宴会場入口にて会場内に入ろうとした際、入口前の床が少し濡れ

ており、滑って転倒し、床で左手を強打したため、左手小指を負

傷した。

36 170101 2
50～

99

2017 3 10~11
送金したあと、横断歩道を渡ろうとした際、段差につまずき転倒

した。
45 110101 2

100～

299

2017 3 11~12

玄関入口脇にある短いスロープにおいて、散水ホースを撒く作業

中、素材が石で水に濡れて滑り易くなっていたために足を滑らせ

転倒し、肘と肩を強打し骨折した。

64 140201 2 1～9

2017 3 15~16
農作業中にU字溝（幅95cm、深さ80cm）を跨いで渡ろうとし

て、足が滑り、U字溝に肩を強打し、脱臼骨折した。
53 60101 1 1～9

2017 3 18~19
洗濯室前廊下で洗濯が終わっているかの確認後に、廊下に出たと

ころ足を滑らせてしまい、左足を痛めた。
60 130201 2

10～

29

2017 3 15~16

退社後、社員駐車場（敷地内）へ降りる階段にて、階段を数段お

りてから芝を歩いていたところ、足を滑らせてアスファルトに左

膝を強打し骨折した。

58 140301 2 ―



2017 3 12~13

業務を終了し、焼結事務所2階で伝票にサインをもらい、北階段

を使用して1階に下りて帰ろうとした時、階段最下部にある泥落

としマットにつまずき転倒し受傷した。

73 170201 2
50～

99

2017 3 6~7

当社契約先の6階屋外洗濯場でタオルの洗濯業務中、床が緩やか

な坂になっていることと天候が雨だったため滑ってしまい転倒

し、腰を強打して股関節を骨折した。

79 150101 2
100～

299

2017 3 1~2
作業中に便所に行く際、急いでおり、付近は外灯も無く辺りが暗

かった為、通路の陥没した箇所に右足をとられ挫いた。
41 10106 2

100～

299

2017 3 13~14
豚の内蔵生冷室にて、内蔵入りの荷物を運び入れた際に滑って転

倒し、後頭部を打った。
51 170101 2

300～

499

2017 3 16~17
業務を終え、帰宅しようと駐車場に向かう途中、坂になっている

砂利道（敷地内）に右足を滑らせ右足を捻った。
66 140301 2

50～

99

2017 3 22~23

温泉内一般客ソファー前で、開店前の作業としてゴミを拾ってい

たとき、ソファー下部のすきまに足が引っ掛かり転倒し、左顔面

及び右手を床に強打した。

65 140101 2
10～

29

2017 3 16~17

コンテナボックスにごみを捨てに行く時、少し大股で水たまりを

よけようとし、左足をすべらせ、右足を内側にひねったまま体重

をのせて着地してしまい骨折した。

23 130201 19
10～

29

2017 3 13~14

豚解体室から脂クズの入ったタンクを押して内蔵生冷却庫に入室

し、生冷庫の中間ぐらいに差しかかった際、足を滑らて後方に転

倒し、頭を打った。

51 10101 2
100～

299

2017 3 22~23

レストラン店舗内キッチンにて、ホットの注文が入って急いでお

り、シャリの入ったBOXを載せた台車に右足をぶつけ、甲を骨折

した。

19 140201 3
30～

49

2017 3 10~11

工場内を歩いていたところ、流し台付近に落ちていた跳水に足を

滑らせバランスを崩し、転倒を防ごうと右手を床につき、右手首

を負傷した。

46 10104 2
50～

99



2017 3 9~10

玄関前のフェンス付近で、体育館で行われた辞任式の帰りの園児

を引率して帰る途中、道路のくぼみに右足が引っ掛かって転び、

右手首を強打し骨折した。

65 120109 2 1～9

2017 3 9~10

工事完成後の溜池において、測量を行っていた。 溜池に1cm位

水が溜った状態で滑り易い状態だったため転倒した。 受身が取

れず、足を負傷した。

65 30199 2
10～

29

2017 3 20~21

構内で引越荷物の積入作業を行う為、ターミナルホームへ上がろ

うとした。 ホームまでの高さが150cm程あった為、トラックの

荷台から移そうとしたが、上がりきれず滑ってしまい、トラック

とホームの間が60～70cm程開いていて、その隙間へ落ち、背中

と後頭部を強打した。

58 40301 1
10～

29

2017 3 12~13

社員食堂の厨房内で、お客様に呼ばれて急いで提供カウンターに

向かおうとした時、足を滑らせて転倒した。 床面に左手をつい

て体を支えようとした時、橈骨遠位端を骨折した。

59 80209 2
30～

49

2017 3 13~14
作業中に治具を取りに行って、戻って来る時に箱と箱の間を通る

際に箱に引っ掛かり、躓いて転倒し、左膝を打撲した。
29 10209 2

100～

299

2017 3 13~14
業務終了後、就業場所に隣接する駐車場へ移動中、砂利敷きの傾

斜ですべって転倒し、右手を骨折した。
66 150101 2

30～

49

2017 4
17～

18

工場内、洗浄済み番重室に置いてある番重の蓋を取りに行く際、

誤って足を滑らせ転倒し、左手を床につき、左手首を骨折した。
53 10104 2

50～

99

2017 4 8～9

遊具に掛けてあるシートを二人で折り畳みながら、所定の場所に

持っていく途中で、相手の速度についていけず転倒し、左上腕骨

大結節を骨折した。

67 140302 2
10～

29

2017 4
18～

19

厨房をモップで清掃作業中、床に置いていたバケツに足をひっか

け、膝から転倒した。
74 140101 2

10～

29

2017 4 8～9

店舗の風除室前の床を清掃中、12?のバケツを動かそうと右手で

バケツを持ち後退した際、カーペットに足を引っ掛けお尻から転 66 150101 2
300～

499



倒し、床面に左手を強打し、腰と左手首を負傷した。

2017 4
11～

12

当社作業場内において、自社分転用枠（工事現場を特定しない共

通仕様のもの）を加工しようと桟木を運搬していたところ、足元

がすべり転倒し、側にあった鉄筋等を入れておく鉄枠に脇腹を打

ち負傷した。

62 30209 2 1～9

2017 4
9～

10

訪問中の掃除道具の片付けの最中、バケツと雑巾を持ち、台所か

ら納戸へ扉を開けて段差を降りたところに設置されているすのこ

の左上部側を歩いていた際、足を踏み外して15cm位下のコンク

リートの床に左足外側の骨の部分を打ちつけ、足の小指付け根部

分を骨折した。

63 130201 1
30～

49

2017 4
9～

10

厨房にて洗浄している際、作業台と配膳車の間を通ろうとしたと

ころ、足が引っ掛かり転倒し、左足ひざに食器のフタが入ったカ

ゴが落下し負傷した。

71 80209 2 1～9

2017 4
14～

15

作業中に激しい痛みがはしり、我慢しながら仕事を終えたが、筋

肉が癒着し炎症が起きてると診断され、安静に過ごした。 仕事

に復帰後、収集車から降りることも困難となり、骨折であると判

明した。 原因は、日々の車の乗り降りや疲労ではないかと思わ

れる。

53 150103 3
100～

299

2017 4
16～

17

本社配送センターでトラックへ石膏ボードを積込中、フォークリ

フトより降車した際にコンクリートの窪みに左足が入りひねっ

た。

44 40301 19
100～

299

2017 4
13～

14

被災者は、被災当日の勤務指定で、店内業務に従事していた。

被災者は、商品（ビニール傘）を納品業者から荷受けするため、

駅改札内にある保管庫へ向かう途中、コンコース床面にあった四

角い穴（約10cm四方）に右足先端を引っかけてしまい、うつ伏

せに転倒し右膝を強打した。 被災者は、傷や痛みはあったが軽

傷と思い、通常通り勤務を続行したところ悪化し、右膝蓋骨骨

折・右膝蓋靭帯損傷・右膝半月板損傷であると判明した。 な

55 80209 2
10～

29



お、コンコース床面の四角い穴は、駅舎の雨漏り排水のため暫定

的に設けたものであった。

2017 4
12～

13

デリカ温惣菜室の作業場で翌日の米飯仕込み中に、大型冷凍庫内

から商品を出し入れしている際、作業が終了し、他のパートナー

達が床掃除をしている所で、冷凍庫内で作業靴も滑りやすくなっ

ていたため足から転んで、手で体を支えた為に手首を骨折した。

59 80209 2
50～

99

2017 4
11～

12

当社駐車場においてポンプ車を洗車中、後向きに歩いてつまずい

て転び、足をひねった。 帰宅して様子をみたが、右アキレス腱

のあたりが痛くなった。

63 30201 2 1～9

2017 4
22～

23

ホテル2階にある厨房内で食器洗い作業中、食器洗浄機付近にて

転び、膝を強く床に打ちつけた。 当時、床は濡れた状態だっ

た。

56 140101 2
30～

49

2017 4
18～

19

遅勤勤務が終わり、タイムカードを押したあと施設内を玄関に向

かって歩いていた。 途中入居者さんへ手を振り、他の入居者さ

んのお部屋前の廊下に差し掛かった所で突然滑って転び、咄嗟に

頭・腰をかばったが、右腕を下に倒れてしまった。 他の職員が

モップで水拭きをしていた事を認識していたが、滑っている感覚

がないため普通に歩行していた。

62 130201 2
100～

299

2017 4 8～9

敷地内にあるハウスで母の日用の鉢花を置いておくハウスに4人

で寒冷紗をかける作業中、被災者が左右のバランスを見る為にハ

ウス内に入ろうとした時、入口に敷いてあった板が前の日の雨で

濡れていたため、滑って骨折をした。

46 80209 2
30～

49

2017 4
10～

11

厨房から食材を持ちながら作業場に移動中、他人の交差のため一

時待機し、再度歩き始めた時に電源コードが緩んでいる所に左足

をひっかけてしまい、転倒して左膝を強打した。

53 80209 2
10～

29

2017 4
15～

16

店舗内ガーデン外売場において、常時開設しているレジが混雑し

ていた為、予備レジを開放し移動する際にレジ後方サッカー台下

に敷き詰めてあるブロックの段差（数センチ）を踏み外してしま
55 80209 3

50～

99



い、左足の外側を地面に強打し負傷した。

2017 4
17～

18

支店倉庫内で出荷作業中、梱包に使用するエアキャップを取りに

行ったところ、エアキャップのロールの手前にあったパレットに

乗ってエアキャップを切り取り、段差を降りる時、左足を捻って

倒れた。

34 80109 2
10～

29

2017 4
20～

21

12kg程度の重い荷物（飲料）を配達するため階段を一歩上った

瞬間に、お客様から急に声をかけられ、階段を下りるよう指示が

あったためすぐに下りようと右足を踏み出した際、捻った状態で

着地し、そのまま転倒し負傷した（右足関節外側靭帯断裂）。

43 110101 2
300～

499

2017 4
14～

15

病棟内廊下にて、両手に体交枕を持ち歩いていたときにつまずき

転倒し、左手をつき受傷した。
49 130101 2

100～

299

2017 4 8～9
工場内で乾燥機のゴミを取った後、左へ歩き出そうとして左を向

いたとき転んだ。
65 11703 2

10～

29

2017 4 7～8

病院（派遣先）の待合室を掃除機にて院内清掃の最中、掃除機の

コードに足を引っ掛け体のバランスをくずした際、テレビ台の角

に顔面を強打し、鼻出血鼻骨骨折・左上顎骨骨折・上顎前頭突起

骨折を負った。

55 150101 2 1～9

2017 4
15～

16

勤務先の駐車場清掃の際に坂道になっている所で段差につまずき

転倒し、顔面とひざを強打した。
60 80409 2

30～

49

2017 4 7～8

積荷の空オリコンを他の車両に移し替えしようと、空オリコン

（折りたたみコンテナ）を持ちながら前方を向き、荷台より降り

着地した際に右足を捻り、くるぶし付近の骨にヒビが入った。

58 40301 3
100～

299

2017 4 7～8

売場で店だし作業中に、通路を歩行中に冷蔵ケースの下から漏れ

出た水で滑り転倒した。 その際に左手をついて、左手親指付け

根を挫傷した。

59 80201 2
100～

299

11～

NC施盤からフライス盤へ移動しようと振り向き、1歩目の左足が

内側に滑り体が浮き上がる様な形になり、左側骨盤から尻もちを 100～



2017 4
12 つくように強打した。 床は若干滑る状態であり、且つ、安全靴

が新品で底が硬く滑りやすい状態であった。

45 11209 2
299

2017 4
9～

10

廃棄物置き場で、塵芥車により一般廃棄物の回収作業を行ってい

た。 駐車車両が近くにあったため、約10m離れた場所に車両を

止め段ボール箱（45cm×30cm×20cm、重さ約5kg）を2ケース

（約10kg）ずつ、取っ手に手を差し込み車両まで運んでいた。 3

回目に車両近くまで来た時に何の障害物もなかったが左足がつま

ずき、段ボールを抱えたまま後方の廃棄物投入口に左腕前腕を強

打し、左腕前腕の2か所を骨折した（手袋・安全靴着用）。

54 40309 2
100～

299

2017 4
16～

17

施設利用者宅にて、送迎のため運転手と共に利用者様を車椅子で

屋内に送り届けたあと、階段のある玄関に設置した車用スロープ

を片付けるために三段目から二段目に降りたとき、スロープの端

につまずいて転倒し、左肩と頸椎等を痛めた。

50 130201 2
10～

29

2017 4
12～

13

出勤時に、舗装されていない駐車場に車を止め、草の生えた所を

歩行中、段差に気付かず転倒した。
46 80209 2

50～

99

2017 4
14～

15

作業場内において、トラックのボディを解体したものを移動させ

るため、両手で押したところ、足が滑って転んだ。
58 170209 2 1～9

2017 4
14～

15

食品容器を製造する工場にて、製品を入れる為のダンボール組み

立て作業中、段ボールを束ねていたビニール紐を外しゴミが出た

為、作業していた場所の向かい側にあったゴミ箱（約2～3m）へ

捨てに行き、戻る途中に通路で右足を捻った。

21 10805 19
100～

299

2017 4
15～

16

空調機入替工事にて、会社で作業終了後の片付け作業中、誤って

会社入口の段差（コンクリート高さ10cm程度）を踏み外し、左

足背部及び左足靭帯を負傷した。

26 30302 2 1～9

2017 4
14～

15

館内の物品保管庫へ食堂で使用する割り箸を取りに行った際、保

管庫内で足がもつれ転倒し、股関節を骨折する。
75 80209 2

10～

29

夜勤明け3階勤務室から病棟用の新聞を取りに勤務室にある非常



2017 4 5～6

口の出入り口を出る時、夜勤明けの疲労による注意力の低下のた

め左足首を痛める。 夜勤者は通常、新聞受けが近いので非常口

より外階段を使うことが多い。 非常口の出入り口は15cm位の段

差で、当時は履き慣れた靴を履いていた。

45 130101 3
100～

299

2017 4
15～

16

本社工場内にて、急速冷凍庫に保管されている製品を取りに行っ

た際に滑って転倒し、左肩を打撲した。
50 10109 2

50～

99

2017 4
15～

16

顧客の清掃を終え帰る際、当ホテルの入り口付近トイレに入ろう

とした時、在庫として置いてあったテレビの配線に気が付かず、

足をとられ転倒し、右手を床につき負傷した。

84 150101 2
500～

999

2017 4
11～

12

病室に向かっている時、2階廊下でビニール袋を踏んで転倒し

た。
57 130102 2

50～

99

2017 4
21～

22

派遣先の工場内T3ライン盛付室内のトレー洗浄機付近において、

使用済みの調理加工具材入れ用番重の洗浄作業中に移動時に足を

滑らせて転倒し、尻もちと同時に左手を着き負傷した。 ホース

で番重を水洗いする作業のため床が濡れていて、力を入れた際に

転倒した。 （防水滑り止め長ぐつ使用、すり減りなし）

68 170101 2
30～

49

2017 4
21～

22

事業所トラック駐車場においてトラック荷台整理中、小走りで配

達担当者のところに向かおうとしたところ、路面の凸凹に左足を

躓き、前方に転倒して左足首と右膝を負傷した。

39 80209 2
50～

99

2017 4
20～

21

退勤後、自家用車で帰宅するため店舗の駐車場（会社敷地内）を

歩行中、暗くて足元が見えにくかったため、コンクリートの車止

めに躓いて転倒し、左手をついた際に手首を骨折した。

53 80203 2
100～

299

2017 4
19～

20

配達時にお客様宅玄関前にて、段差のあるコンクリートにつまず

いて転倒し、左膝皿にヒビが入った。
45 40301 2

30～

49

2017 4
18～

19

店内でコーヒーマシンの清掃作業中、床に敷いてあるマットに躓

き転倒してしまった。 その際に、右手手の平部分を床に着き、

右手人差し指・中指・薬指の付け根部分と手の平の中心部を骨折
57 80209 2

10～

29



した。

2017 4
16～

17

作業場で床の掃除をしている時に野菜のくずを踏んで滑って転倒

し、右手をついて骨折した。
36 10109 2

50～

99

2017 4
11～

12

精肉作業場でパック詰めをしている時にトレーがなくなり、ト

レーを取りに行こうとしたところ床に置いてあったドーリーに足

が引っかかり転倒し、右膝を打った。

23 80209 2
100～

299

2017 4
20～

21

倉庫内でピッキング作業中、商品の確認を実施するため空パレッ

トの上に乗ったとき、空パレットの上から降りる際に足をふみは

ずし転倒した。

46 50101 2 1～9

2017 4
10～

11

ホーム2階廊下において、御利用者様入浴時に使用した衣類が

入ったカゴ（50cm×35cm×25cm）を持ち他の部屋に移動のた

め歩行中、障害物は無かったがつまずき転倒し、尻を打ち骨折し

た。

65 130201 2
30～

49

2017 4 7～8
勤務先の駐車場で車から降り、駐車場から病院へ向かうところ、

じゃり道から道路に出る際の段差で右足首を捻ってしまった。
22 130101 19

500～

999

2017 4
13～

14

補修現場にて養生ネットを取りに行く際に、石（3cmくらい）の

上に足をのせてバランスを崩し、左足首を骨折した。
41 30202 2 1～9

2017 4
10～

11

修理用4t車のキャブ事故車両に雨水が入らないようブルーシート

がかけてあった。 ブルーシートが外れかけていた為、3人でシー

トのかけ直しを行っていた際、キャブ上部の鉄板が曲がってシー

トがうまく張れなかった為、脚立4段目に足をかけてその状態で

鉄板を曲げていたところ、不安定な状態となり転倒しそうになっ

た為そこから飛び降りて受傷した。

58 80202 3
30～

49

2017 4 5～6

特別養護老人ホームの3階フロアにおいて、夜勤業務で介護職員

として就労中、2ユニットある3階フロアで入所者様が不穏でナー

スコール頻回のなか、ユニット間を夜勤として頻回に往復する状

況で左ふくらはぎに痛みを感じ、その後、左ふくらはぎ筋肉断裂

41 130201 6
50～

99



の診断を受けた。

2017 4
13～

14

第3会議室において、臨時福祉給付金の業務に従事していた時、

洗面所に行って滑って転倒した。 左側上肢（ひじ関節）をつい

て骨折し、同時に下の前歯が欠け、口の中を傷つけた。 転倒し

た際には、周りには誰もいなかった。

65 160101 2

1000

～

9999

2017 4
16～

17

当社工場内においてホースにて製品をタンクに入れる作業中、

誤って踏み台（1.2m）よりコンクリート床に転落し背骨及び腰

部を負傷した。

62 10899 1 1～9

2017 4
13～

14

契約による橋梁の添架管の調査・設計業務で、翌日から調査予定

の（海側）管理地のフェンス錠を確認中、扉のヒンジピンの不具

合を発見し、フェンス扉が倒れる恐れもあったので直そうとし

た。 フェンスの向こう側（内側）から直す為、フェンスをよじ

登り、飛び降りた所（高さ1.96m）で左足を負傷した。

49 170209 1
10～

29

2017 4
11～

12

納品場所に到着後トラック荷台から積荷（洗濯機）の荷降ろし作

業の際荷物を後ろ向きに引っ張っていたところバランスを崩し、

左足首を捻じり負傷した。

43 40301 19
30～

49

2017 4
16～

17

畜産課加工場内で、後片付け中秤を両手で持って歩行中に、濡れ

ている床で滑って転倒した。 機械（A to Z）の不具合により、肉

の脂が混ざった水で床が漏れていた。

54 10109 2
500～

999

2017 4
15～

16

返本処理の雑誌を置きに倉庫内に立ち入ろうと入り口の階段状の

段差（コンクリート、高さ20センチ程度）2段下りた時、着地地

点にある直径30センチ程度のマンホールを囲むように窪んでいる

外径20センチくらいの大きな溝に右足がはまってしまい、バラン

スを崩して右足を捻って転倒し、右足関節捻挫および右前距腓靭

帯損傷を負った。

43 80201 2
10～

29

2017 4
9～

10

当社現場において、清掃作業をする為、本館から別館へ使用する

カートを取りに行った際、別館のステーションに入ろうとした時

に足が縺れて転倒し、右肩と頭を床に打った。

65 150101 2
100～

299



2017 4
22～

23

店舗閉店後、靴箱を隣のビルにある在庫倉庫へ移す際に、店舗

シャッター前に置いてあった空調清掃業者のビニールに足を滑ら

せ転倒した。 転倒した場所にプラスチックBOX（空調清掃業者

の物）が置いてあり、左脇腹を打ちつけた。

22 80209 2
30～

49

2017 4
19～

20

ビルB1F受水槽室にて養生の撤去作業のため、受水槽室の奥から

入口方面へ向け移動の際に、床面に脚立等が置かれ通行できな

かった為、受水槽基礎上を歩行した所、左足を基礎部（高さ

46cm）から踏み外し、左足踵部分を床に強打し骨折した。

47 80409 3

1000

～

9999

2017 4
14～

15

レジ業務のため店舗本館から別館に向かう途中の横断歩道で、段

差につまずき転倒し、顔面を強打した。
48 80209 2

100～

299

2017 4
17～

18
フロア室の延長コードカバーに躓き転倒し、床で胸を打った。 54 80201 2

500～

999

2017 4
13～

14

第三会議室において業務中、洗面所で滑って転倒し、左側上肢

（ひじ関節）をついて骨折し、同時に下の前歯が欠け、口の中を

傷つけた。

65 170202 2
500～

999

2017 4 6～7

美容専門学校第2校舎の清掃中に地下の清掃道具のある場所から1

階にエレベーターにて上がり、降りる際にその溝に足のつま先が

ひっかかり転倒し、右ひざの皿辺りを床に打ち、右ひざ蓋骨を骨

折した。

69 150101 2
100～

299

2017 4
21～

22

閉店後にB2から4階へ入金するときに足がもつれ、荷物を持って

いた為にかばいながら転倒してしまった。
60 80209 2

50～

99

2017 4
19～

20

社員が勤務を終え、退社するために東口の警備員室前まで行った

際、社外に出ようと左側スロープと右側階段の中央部分を歩行中

にバランスを崩し、右足を着地する際に捻った。

48 170209 19

1000

～

9999

2017 4
13～

14

タワーマンションメール室前通路にて、通常郵便物の入った袋を

両手に持った状態で徒歩にて配達作業をしていた。 床に段差は

無く滑り易い路面では無いが、足がもつれて転倒し、右大腿を強 58 110101 2
500～

999



打した。 そのあと引き続き配達作業をしていたところ、徐々に

痛みが増し歩行困難となった。

2017 4
19～

20

配達を終え、マンションのエントランスを出ようとした際、出入

口が傾斜になっていることに気付かず走ったことで右足をつまず

いてしまい、右肩から地面に転倒し、右鎖骨を骨折した。

52 40301 2
10～

29

2017 4
12～

13

オフィスビル傍の道路上で、昼食を買うため店に向かっている途

中に、横断歩道を渡ろうとしていたとき地面が滑りやすくなって

いて、小走りに渡る時に足がすべって右足首をくじき、右足甲を

骨折した。

34 170209 2
100～

299

2017 4
16～

17

訪問介護のサービスで、利用者宅に到着し門のインターホンを押

し、玄関まで歩いている途中で石畳でバランスを崩し転倒した。

石畳の高さが地面から10cmほどあり、そこに左足をかけた際に

バランスを崩し、右手と右肩を他の石畳に打ちつけ、右肘と右脚

も負傷した。

52 130201 2
10～

29

2017 4
13～

14

就労時から右膝皿の右側に少し痛みを感じたが、勤務を続けてい

た。 提供レーンの辺りを小走りで抜けようとした時に右膝に激

しい痛みがあり、歩行困難になり、右足腓腹筋損傷と診断され

た。 当日は過重労働もなく、転倒強打した起因性はなく不明で

ある。

63 80209 19
50～

99

2017 4
11～

12

患者更衣室の排水口を清掃する為、洗剤をとりにラウンジを歩い

ていた時に転倒し、左手第5指を負傷した。
63 130101 2

100～

299

2017 4 2～3

作業中、教室内の机を並び直してバキュームを取りに戻ろうと後

ろにさがった際、机の脚に引っ掛かり後ろ向きに尻もちをつき転

倒し、第1・2腰椎圧迫骨折を負った。

74 150101 2
30～

49

2017 4
11～

12

配達先であるマンション入口で配達票を見ながら歩いていた為、

車止めチェーンに気がつかず躓き転倒し、右手を地面に強打し、

手首を剥離骨折した。

60 40301 2
10～

29



2017 4
10～

11

資源回収用の缶コンテナを搬入後、トラックの荷台から降りよう

としたところ地面にコンテナが置いてあったため、コンテナを避

けようとして飛び降り、着地の瞬間にバランスを崩し右足を負傷

した。

33 80109 3
10～

29

2017 4
19～

20

トレーにグラスをいっぱい載せて客席とフロアの間のウエイトレ

スステーションに入るとき、ウエイトレスステーション入口の階

段（3段）につまずき転倒した。 その際、割れたグラスの破片が

指に当たり、右手中指第2関節付近を切傷した。

36 140201 2
30～

49

2017 4
14～

15

重機への移動中、鉄板の段差で躓きバランスを崩し、左足で踏ん

張った際に左足付け根を捻り受傷した。 原因は、作業通路でな

く車路を歩いていたためである。 鉄板の段差は40mmであり、注

意不足によるものと考えられる。

66 30209 19
30～

49

2017 4
10～

11

当事業所の介護サービス利用者を車椅子に乗せて、後ろ向きに利

用者宅の玄関の上がり框を降ろしていた際、猫のために敷いて

あった新聞に足を滑らせ転倒し、尻もちをつき仙骨にヒビが入っ

た。

71 130201 2
50～

99

2017 4
20～

21

スロープで冷蔵庫からカートと荷物を引き出そうとしているとき

に、冷蔵庫スロープ及び段差で荷物が下に落ちたため拾い上げよ

うとして目測を誤り、落下転倒した。 当初は様子を見たが腫れ

がひず、後日に右足首捻挫と診断された。

22 80209 2
50～

99

2017 4
13～

14

運転してきた車両を会社の駐車場に駐車し、車から降りて駐車場

の中を歩いていたときに石の上に足が乗りくじいてしまい、左脚

第5中足骨付近を捻挫した。

32 80409 2
10～

29

2017 4
12～

13

11番ホールから10番ホールに下りる途中、ゴムマットにつまず

き前のめりに転び、手をつき両肩を痛めた。
53 140301 2

100～

299

2017 4
14～

15

荷物の積み込み中、床が凍っていて足を滑らせバランスを崩し、

壁や床に手をぶつけて負傷した。
31 40301 2

10～

29



2017 4
10～

11

清掃作業中、モップを洗って床の清掃をしようとした際にグレー

チングに足を滑らせ転倒し、左膝を強打した。
74 150101 2

10～

29

2017 4 7～8

居室に朝食の誘導を行う目的で訪室したところ、失禁をしていた

為シーツ及び更衣を交換する為に床に敷いていたマットレスを移

動した。 交換を終えベットから離れる際に足を滑らせバランス

を崩し、転倒しそうになったのでベットの柵につかまったが無理

な体勢となり、右足に痛みが生じた。

45 130201 19
30～

49

2017 4
11～

12

押し入れに布団を入れた後、背後にいた子どもを避けようとして

足がもつれ、仰向けの状態で転倒し、腰を強く打ちつけ。 その

後痛みは治まったが、別の作業中に再び同じ部位に痛みを感じ

た。

55 130201 2
10～

29

2017 4
14～

15

厨房内のグリストラップ（厨房排水の油脂を貯める装置）清掃時

に濡れていた床に足を滑らせ、グリストラップ内に落ちた時に右

脇腹と右足を打った。

55 80209 2
10～

29

2017 4
11～

12

11番ホールIP地点でフォアキャディの業務中に、ティーショット

のボールを確認するため斜面を移動中、滑って右手を地面に着い

た際に右手首を負傷した。

71 140301 2
50～

99

2017 4
9～

10

お客様の展示更新に伴うレイアウト変更の為、機材などの移動作

業を行っていた。 作業を補助する者がいなかったため、台車で

運んだ卓上名刺カッター（重量約26kg）を机の上に一人で持ち

上げようとしたところ、重量を持ちこたえられず尻もちをつくよ

うな形で転倒した。

49 80209 2
300～

499

2017 4
21～

22

第1体育室において利用準備のために倉庫から卓球台を出す際

に、倉庫と体育館の床の節目に段差があり、卓球台が引っかかり

倒れてきた。 そのとき卓球台と共に倒れて、腰を強打した。

76 170209 2
30～

49

2017 4
10～

11

工場内でグラインダーを使って鉄素材のバリを除去していたとこ

ろ、左手で持っていた材料が滑り落ち拾おうとしたところ、右手

を動かしてしまって回転部と接触した。

77 150101 2
100～

299



2017 4
12～

13

幼稚園保育室内で給食配膳中に床が濡れており、足を滑らせて転

倒し、左足首を外側に捻った。
20 120109 2

50～

99

2017 4 8～9

被災地の場所で、家庭ごみ収集作業を行うため、集積場所に車を

止め降りたところ、縁石上に足を降ろしてしまいバランスを崩

し、右足首をくじいた。

31 150103 19
50～

99

2017 4
11～

12

お客様に商品をお届け後、止めていた車に向かっていたところ、

傍に切れたネットがあったため引っ掛かり、1メートルほど前に

飛ぶように転び、うつぶせ状態で着地し、両手首・両ひざ・両ひ

ざ下を強打し、腰にも痛みを感じた。

50 140209 2 1～9

2017 4
16～

17

洗濯室から館内へ見回りに行く際に、出入口付近で詰め替え用の

ボディソープの入った30cm四方18?のダンボールに左足小指をぶ

つけた。 ぶつけた際にダンボールの荷作り用プラスチック製バ

ンドに左足小指をひっかけて骨折した。

34 140309 3
30～

49

2017 4
10～

11

埠頭内において警備業務従事中、公衆トイレで用足しの後、自転

車で持ち場へ戻る途中転倒し、左手首を骨折した。
54 170201 2

10～

29

2017 4
13～

14

3階のお客様をお見送りするため1階まで降り、お見送りをした後

に3階まで階段で戻る途中に階段の段差で誤って躓き、踊り場付

近で転倒し左足を負傷した。

50 130301 2
10～

29

2017 4
19～

20

構内において、大型運行車への商物の積み込みをおえた後、大型

車の荷台に最終便コンテナ（小）を積み終えたあと足を滑らせ転

倒し骨折した。

0 40301 2
30～

49

2017 4
16～

17

ホテル施設内19Fの洗い場において、シンク内のゴミ受けのゴミ

を処理中に、ゴミ受けの金具に接触して左親指付近を裂傷した。
58 10104 2

100～

299

2017 4 8～9

惣菜売場にて開店前惣菜商品陳列作業中に店内清掃が行われてい

た。 床清掃のための薬剤が散布され、その拭き取りが不十分な

状況だった。 陳列作業中に手に商品を持ったまま滑り、尻もち

をついた形で床に強打した。 左大腿骨骨頭部骨折と診断され、

61 80209 2
50～

99



ただちに骨接合の手術を受けた。

2017 4
12～

13

当社店舗前の花壇の整備を終え工場内に戻る際に、50cm程の段

差のあるところを下りた時に、足首を捻り骨折した。
50 80209 19 1～9

2017 4
14～

15

納品のため、取引先駐車場で商品（40cm×60cm×14cmの箱）

を両手に抱えて徒歩移動中、誤って車止めにつまずき転倒した。
66 10102 2

30～

49

2017 4
9～

10

売場で陳列商品の前出し作業をしていた際に、隣の通路へ移動し

ようとしたところ、モップ掛けをしたばかりで床に水濡れが残っ

ており、滑って転倒し、右足首から甲にかけて捻挫した。

59 80209 2
30～

49

2017 4
17～

18

バックルーム通路を通った時に、通路に什器のネットが放置して

あり、その什器のネットにつまずき両ひざから転倒し左ひざを骨

折した。

62 80209 2
100～

299

2017 4 5～6

当社支店ホーム上にて、荷卸し仕分け作業中、足下に置いてあっ

た台車に気づかず、振り向きざまに台車につまずき、左膝を地面

に強打した。

52 40301 2
100～

299

2017 4
16～

17

院内の洗濯室に洗濯物を取りに行き、戻る際に足元にあった洗剤

が入っているダンボール箱に気づかず、足がひっかかってしまい

その場で膝から転倒してしまった。

74 130101 2
100～

299

2017 4
11～

12

園庭で保育中園児と手をつないで歩いていた時、少しくぼんでい

た所に気づかず、右足首を捻った。
45 130201 2

10～

29

2017 4
9～

10

機械浴にて入浴介助時、タイルが濡れており足を滑らせ転倒し

た。
47 130201 2

50～

99

2017 4
11～

12

通区訓練で移動する際、道路右側に止めていたバイクに乗ろうと

サイドスタンドを上げバイクに跨がったが、道路が右に傾斜して

いたため、バランスを失い、右側に転倒し、縁石に右肩を打ち鎖

骨を骨折した。

59 110101 2
100～

299

2017 4
14～

利用者宅に於いて、車椅子の利用者をスロープを使用して2人で

押し上げた。 その後直ちに利用者をベットへ移乗しようと慌て
55 130201 3

100～



15 てスロープの中段（高さ約30cm）に左足から飛び乗った際体重

が左足にかかって負傷した。

299

2017 4
13～

14

サービスエリア内トイレで床洗浄機を修理業者に引き渡した後、

清掃準備のためゴミ分別所に向かう途中。 歩道を歩いていて側

溝周りの路面のくぼみに足を取られて転倒し、右膝と左脇腹を強

打した。 被災当時、手ぶらで普通の速度で歩いていた。

61 30199 2
50～

99

2017 4
17～

18

ドライ工場出入口でタイムカードをついた後、駐車場へ自家用車

を取りに行き工場前に停車したあと、一緒に帰宅する人達を呼び

に工場に入る際、入口の段差につまずき転びそうになったため、

入口の壁につかまった際に右二の腕を痛めてしまった。

68 11703 2
100～

299

2017 4
12～

13

たこやき・お好み焼き等の製造販売をする店舗内で作業中、接客

の方へ移動し、また鉄板の作業に戻ろうとした際グリストラップ

付近で足を滑らせ転倒し、地面に膝をぶつけ右足膝を骨折した。

当時、グリストラップのフタが濡れており滑りやすかったのが原

因と見られる。

30 80209 2
10～

29

2017 4
14～

15

作業中に気分が悪くなり、トイレに向かう途中の廊下で気を失っ

て倒れ、顔面を床に打ち、唇と歯を負傷した。
20 10102 3

50～

99

2017 4 4～5
店内にて券売機の締め作業中にふらつき倒れ、右手を床につき、

右手首を痛めた。
31 140201 2

10～

29

2017 4 3～4

納品先店舗へ商品が入ったカゴ台車を運搬する際に、トラックの

ゲートを降ろし、カゴ台車を押し始めた時に台車のタイヤ部分が

地面の窪みに引っ掛かりバランスを崩した。 慌てて手で支えた

が重さがあるのでそのまま台車は倒れ、左手首の筋を痛める。

48 170101 19
10～

29

2017 4
17～

18

店に出勤時、入口玄関のドアを開け店内に入る際、雨が降った後

で靴が濡れていたが足拭きマットで靴をしっかり拭かなかった

為、床で足を滑らし転倒し、右膝を負傷した。

37 140201 2
10～

29

第2加工場内に於いて、資材を取りに移動中、誤って右足を滑ら



2017 4
14～

15

せ、弾みで床（コンクリート）にある排水弁を塞ぐグレーチング

（フタ、縦・横515mm）に左足の踵が引っかかり、足が固定さ

れたまま斜め横に転倒した為、左足首付近に負荷がかかり、左足

を骨折負傷した。

31 10102 2
50～

99

2017 4
10～

11

保育園の玄関ホールで、子ども達の散歩へ行く準備をするため靴

箱に向かう際、靴箱前の5cm程の段差あるスロープで転んでしま

い、左足をくじいて骨折をした。

47 130201 2
100～

299

2017 4
11～

12

2Fのシャワー室にて加湿器を洗っていた際誤って仰向けに転倒

し、近くにあった踏み台に左脇腹をぶつけ骨折した。
71 130201 2

10～

29

2017 4
16～

17

事務所から利用者宅へ車で向かい、利用者宅近くの駐車場に車を

止め歩いて利用者宅へ向かう途中の坂道で足を滑らせ、左足首付

近を強くひねった。

24 130201 2
10～

29

2017 4
11～

12

病院の中和槽室内原水貯槽の清掃作業の為、槽内清掃前写真を撮

り終え、写真看板を槽外へ出そうとした際に、床面が平面でなく

滑りもあった為、滑ってバランスを崩し転倒し、右肩を床面で強

打した。

44 150101 2
100～

299

2017 4 7～8
会社出勤時、ドアストッパーを片足で立てようとした時、工場入

口でバランスを崩して転倒し、右大腿骨を骨折した。
62 10109 2

10～

29

2017 4
11～

12

プラスチック製容器包装の収集作業を行っていた。 収集を終え

大型プレス車に戻ろうとした際、道に落ちていた石を気づかずに

踏んでしまい、道路が排水の為斜めに勾配していたこともあり、

体勢を崩して左足をひねってしまった。 その後、左足関節の大

きな腫れと歩行困難な痛みがあった。

42 150103 3
100～

299

2017 4
10～

11

漬物の製造および漬け込み作業をしていた際に、大ザルを洗浄し

に行こうと体の向きを変えた所後ろに置いてあった水の入ったポ

リダル（高さ7cm程度）に体がぶつかり、バランスを崩し、足を

滑らせて転倒した。 その後、右腕に激痛が走り、起き上がるこ

とが出来なかった。

61 10103 2
50～

99



2017 4 6～7

金型保金整備で突発磨き部位のPC入力を実施しようとしたが、

型修理箇所を確認する為、PC横にあるワーク保管棚より落下防

止バンドを外しワークを確認できたためPCへ入力後、素手のま

まワークを持ち、保管棚へ戻そうとした時、床に垂れている落下

防止バンドで滑り転倒し、落下したワークの上に左手をついて受

傷した。

37 11502 2
10000

～

2017 4
18～

19

事務所内のホワイトボードで区分された別区画で作業中のスタッ

フに業務連絡を行い所定場所へ戻ろうとした際にホワイトボード

のキャスター台座部分に足をひっかけてしまい、前方にあるケー

スと木板が顔に当たり、左頬に裂創を負った。

41 80209 2
300～

499

2017 4
13～

14

現場にてクレーンで荷おろし作業後、吊りバンドを回収するため

入った際に敷地のくぼみに気づかず足をくじき転倒した。
38 10409 2

50～

99

2017 4
13～

14

倉庫内（A棟）にて次の箱にかんばんを挿しに移動する際、足元

にあったPPバンドを跨ごうとした。 その際、他の作業者がその

PPバンドを製品に固縛するため引っ張ったところ、跨ごうとした

本人の右足に引っ掛かり右前方に転倒し、右膝から落ちて右膝蓋

骨を骨折した。

55 170101 2 1～9

2017 4
13～

14

倉庫内（A棟）にて次の箱にかんばんを挿しに移動する際、足元

にあったPPバンドを跨ごうとした。 その際、他の作業者がその

PPバンドを製品に固縛するため引っ張ったところ、跨ごうとした

本人の右足に引っ掛かり右前方に転倒し、右膝から落ちて右膝蓋

骨を骨折した。

55 40301 2
30～

49

2017 4
23～

24

荷台上の荷崩を手直し、フォークリフトに乗り込む際、フォーク

リフトの爪につまずき転倒し、右手を地面についてしまい、右手

に痛みが走り動けなくなった。

31 40301 2
50～

99

2017 4
20～

21

店舗調理場において排水溝蓋の上で調理作業中、足を滑らせてし

まい転倒しヘルニアとなった。
34 140201 2

30～

49



2017 4
10～

11

駐車場にて、顧客から預かった資料を車の後部座席から降ろして

いた。 車のドアを閉めたところ足がもつれ、バランスをくず

し、後方に腰から転倒し、地面に強打した際、腰椎破裂骨折し

た。

56 80409 2 1～9

2017 4
10～

11

休憩時間に作業場付近で配線につまずき転倒した。 （配線は手

元が暗かったため本人が準備した。）
80 11209 2

10～

29

2017 4 8～9 営業所内で出勤認証をするため慌てていて、左足を強く捻った。 70 90103 3
300～

499

2017 4
16～

17

夕刊配達中、マンション前に自転車を停め新聞を持ってマンショ

ン内へ入ろうとしたとき、マンション入口の段差に足をとられ転

倒し、左大腿骨を骨折した。

78 80205 2
10～

29

2017 4
16～

17

店内キッチンのフライヤー上部のダクトフード清掃を踏み台に

乗って行っていた。 清掃後に踏み台から降りる際に足を滑ら

せ、床に腰を強打し、首下背骨を圧迫骨折した。

48 140201 3
30～

49

2017 4
15～

16

被災者が、バックヤードで他の従業員と業務の打ち合わせをして

いたところ、インターフォンが鳴ったので壁面のインターフォン

を取って応対し、納品業者だったので、シャッターを開ける為に

インターフォンの右横の壁に設置されているシャッター開閉ボタ

ンを、壁際に置かれた作業台（高さ1m×幅47cm×奥行50cm程

度）ごしに押そうと右に移動した所、足元に業者が持って来てい

た食器洗剤本体1ケース（縦21cm×横31.5cm×高さ19cm程度）

が置いてあり、それに躓き右膝が内側に入った状態で足首をあら

ぬ方向にぐしゃっとひねって転倒し、右足首を痛め、歩行が出来

なかった。

51 80209 2
10～

29

2017 4
14～

15

調理場から、カゴ容器を日干しするために外部に出ようと非常出

口アルミ扉を開けた際に強風で扉が閉まり、左手中指を挟まれ負

傷した。

55 130101 7
100～

299

店に到着しトラックを駐車しコロ台車をトラック後部の店舗様の



2017 4 3～4

柱に立て掛けた。 荷物を降ろす為にトラックコンテナ内に入

り、荷物を確認しコンテナ後部に置きコンテナから降りる時に、

柱に立て掛けていたコロ台車が倒れていたのに気付かずコロ台車

の上に乗り倒し、左肩を負傷した。

52 40301 2
50～

99

2017 4
17～

18

店舗入口付近に置いてあるコーヒーマシンで豆の補充・点検作業

した後にレジへ戻る際、店舗内の正面入口に置いてあるマットの

端を踏んだ時に足が滑り転倒した。

43 80209 2
10～

29

2017 4
16～

17

解体予定の建物内にて、タンスの木枠をばらしている最中、その

廃材につまずき、バランスを崩し転倒し、右手・右足をコンク

リート地面につき負傷した。

62 30201 2 1～9

2017 4
11～

12

歩道のマンホール規制警備中、フェンスの鎖に足を引っかけた際

に左足から前向きに倒れ、左足と手を強く地面に打ちつけた。
67 170201 2

30～

49

2017 4
20～

21

お客様宅にて後段飾りを設置したあと、商品の空箱を両手で持ち

ながら玄関先であいさつを終えて振り返ったところ、段差に躓い

て転倒し負傷した。

52 170209 2
10～

29

2017 4 3～4

納品先店舗へ商品が入ったカゴ車を運搬する際、台車のタイヤが

地面の窪みに引っかかり、台車が倒れそうになったため支えよう

としたところ、左手首の筋を痛めた。

48 40301 19
100～

299

2017 4 1～2

病棟病室において、患者を支えながら床に敷いてある布団に寝か

せようと誘導している時、患者が転びそうになったため、怪我を

しないようにかばった際にバランスを崩し、患者と共に倒れてし

まった。 その際に右親指付け根を床についてしまい、右手が患

者の下敷きとなり、体重が右手にかかった。

52 130101 2
300～

499

2017 4
12～

13

お昼休憩後、工場内において午後の出発に備え事務所から運搬車

輌に戻ろうとした際、車輌駐車場手前にある排水溝（深さ7cm）

に左足がはまり転倒し、左肩を強打した。

50 10901 2
10～

29

2017 4
10～

集配時、駐車場のくぼみに足をとられ挫きながら転倒した。 40 11703 2
10～



11 29

2017 4
17～

18

就業終了後、帰宅する為マイカーに乗るときに転んで膝を打ち、

痛かったがそのまま運転した。 自宅駐車場で降りて痛みから再

び転び、同じ左膝をアスファルトで強く打った。 翌朝に腫れて

出血し、身動きがとれなくなった。

57 11509 2
10～

29

2017 4 7～8
工場内で最終残さラインへ移動する際、濡れている床面の上で転

び、左足が滑って足首を骨折した。
47 150102 2

10～

29

2017 4
10～

11

営業先のお客様宅へ向かっている途中、場所を確認する為に後方

を確認せずに後ずさりをしたところ、道路との段差に気づかずに

踏み外して体のバランスを失い、左側から道路へ転倒し、左足首

を捻った。

60 170209 2
100～

299

2017 4
9～

10

レジ作業に入ろうとしたところ、レジのエリアに置かれていた

ラッピング途中の化粧品が入った段ボールに片足（左足）を突っ

込んでしまい転倒した。

48 80209 2
10～

29

2017 4
15～

16

休憩に入るため4階北側エレベーター前を通る際、置いてある破

損商品から液体が漏れて床面が濡れていたため、足を滑らせ転倒

し、腰部と胸部等を強打した。

60 50101 2
300～

499

2017 4
13～

14

レストランフロアと調理場の間に敷いてあるマットで、食器等の

下げ物を運んでいる時につまずき、前のめりに倒れ、製氷機で前

頭部を打ち、手をついた時に右手首を骨折した。

65 140101 2
50～

99

2017 4
17～

18

当人はワゴン販売を担当していた。 到着直前、7号車A席（3列

シートの窓側）のお客様より、ビールの注文を受けた。 B・C席

も別のお客様が座っており、B席のお客様はテーブルの上にノー

トPCを置いていた。 当人はA席のお客様にビールを提供するた

め、C席付近に右足を踏み出し、A席のテーブルにビールを置い

たが、その際にガクッと右膝が抜ける様な感じになり、そのまま

倒れて歩けなくなった。

23 80209 19
500～

999



2017 4
16～

17

お客様が商品を引き取りに来店され、店内にある商品を取りに

行ってカウンターへ戻る時に箱に躓き転倒し、右手小指をき裂骨

折する。

53 11703 2
100～

299

2017 4
16～

17
トンネル土面整備警備勤務中、誤って転倒し、頭部を強打した。 72 170201 2

50～

99

2017 4
14～

15

ホテル9階で客室チェックを行っている際、フロントよりインカ

ムにて8階の忘れ物を届けるよう指示が入り、まだチェック途中

であったので急ぎ、階段にて9階から8階へ下りて行ったとこ

ろ、8階通路の入り口にシャワーカーテンがまとめて置いてあり

少し狭くなっていたため、誤ってシャワーカーテンを踏んで滑

り、右の中足骨等を骨折した。

63 150101 2
10～

29

2017 4
13～

14

被災労働者はキャディ業務中、東コース1番ホールにて残り200

ヤード地点の池横の川を横断しようと川に下りた時、左足首を捻

挫した。

19 140301 19
100～

299

2017 4
12～

13

材料搬入時、台車を押していた時に足首を捻った。 搬入時は2名

で作業床が濡れており、滑りやすくなっていた。
44 170209 2 1～9

2017 4 3～4

新聞配達中、家の玄関前の新聞受けに行くため、ペンライトをつ

けて敷地の中を歩いていた時に飛び石を踏み外してバランスを崩

し、右足首を捻挫した。 当初はそれほど痛まなかったため仕事

を続けたが、痛みがひどくなった。

70 80205 19
30～

49

2017 4
11～

12
足元の悪い土間で解体作業中、段差があり足を捻った。 54 30202 19 1～9

2017 4 1～2

延長コンベヤを掃除する為に部品を取り外して他の台に運ぼうと

した際に足がつって床面のコードに足が引っ掛かった。 部品を

両手で持ったまま転倒したため、左頭部、左ひじ、左ひざを強打

し、一瞬気を失った。

50 10109 2
500～

999

15～
地域支援室を出る際、他職員に報告のため声かけをしようとした

100～



2017 4
16

ところ、階段を踏み外し転倒した。 様子をみていたが痛みとと

もに左手が動かなくなった。

60 130201 2
299

2017 4 8～9

可燃ごみ収集中、左足を軸足として作業していたが、足元の段差

で滑ってしまい、体ごと左側に倒れた。 痛みはあったものの捻

挫だと思い作業を続けたところ、指先までしびれだした。

39 150103 2
50～

99

2017 4
9～

10

サービスカウンターに入りタバコの鍵を取ろうとして向きを変え

て踏み出した際、サービスが混みあわてていたため右足をひねり

転倒し、右足甲を剥離骨折した。

50 80209 2
100～

299

2017 4
10～

11

勤務するスーパー内で、お客様の所に向かって走っていて右膝の

半月板を損傷した。
49 80209 19

100～

299

2017 4
16～

17

工業用足場資材の積込を行う場所で、フォークリフトにて運搬作

業中に、フォークリフトが入っていけない場所の荷物を歩いて取

りにいった際、足元の段差に気付かずに躓いて、鉄バタ（積荷の

突起している部分）に肋骨を強打した。

23 30309 2
10～

29

2017 4
14～

15

廃棄資材を処分するため、段差下にあるゴミ受けコンテナにつな

がる滑り台に廃棄資材を流したところ上手くコンテナに入らず、

外へ落下してしまったので拾おうとして段差から飛び降りたとこ

ろ、着地に失敗し尻もちをついた体勢を立て直し、立ち上がった

ところ左足踵部に激痛を感じ、次第に腫れ始め、引き摺らないと

歩けなくなった。

58 11203 1
50～

99

2017 4
12～

13

鮮魚バックルームを歩いていた際、油が床に溜まっていた事に気

付かず踏んでしまい、滑って転倒した。
65 80201 2

100～

299

2017 4
11～

12

工場会食場にドアを開けて入る時に、左足が段差（約15cm）で

躓き前方に転倒し、両手で体を支えたが右肩腱板を断裂した。
55 11209 2

30～

49

2017 4
13～

14

生産1課製造区にて調合を行う機械の前を通る際に、土間で足を

滑らせ右手をつくように倒れ、上半身右側を強打した。 特に痛

みがなかったので自己判断で業務を続行したが、せきをした際に
68 10102 2

100～

299



右横腹に激痛がはしった。

2017 4
12～

13

A棟にてパレット上に空箱を集め、荷崩れ防止の為のラップを巻

いている最中に本人が置いた空箱につまずき転倒し、膝から落ち

た。

47 170101 2
30～

49

2017 4 0～1

被災労働者が勤務終了後、従業員臨時駐車場へ向かうためにサー

ビスエリア裏駐車場出入口付近を歩いていた所、深夜で外灯も無

く暗かったためいつもと違う慣れない臨時駐車場まで行く必要が

あり、道路脇の水路に気がつかず右足から落ち、右足首甲を骨折

した。

45 140201 2
50～

99

2017 4
10～

11

アイスクリームの製造工場において、積み重なっているダンボー

ルを取り出してフタを開け、凍った生クリームをとりだそうとし

たところ、左足を滑らせ倒れ込み、ダンボールの角に左脇腹を強

く打ちつけ、第九胸椎圧迫骨折した。

65 10104 2
100～

299

2017 4
10～

11

アイスクリームの製造工場において、積み重なっているダンボー

ルを取り出してフタを開け、凍った生クリームをとりだそうとし

たところ、左足を滑らせ倒れ込み、ダンボールの角に左脇腹を強

く打ちつけ、第九胸椎圧迫骨折した。

65 170101 2
50～

99

2017 4
14～

15

本社工場内にて、工程作業を終えて場内を移動中、置いていた段

ボール箱につまずいて前方へ倒れ、手をついたときに右腕を脱臼

した。

67 10203 2
50～

99

2017 4 4～5

店舗内オープンケース前にてパンを品出し中、空の番重と品出し

前の番重を交換しようと番重を持ちながら品出し前の番重に向か

おうと踵を反したところ、足が滑り、右足を捻ってしまった。

23 80209 19
10～

29

2017 4
13～

14

潅水作業のためにホースをさばいている時に、園路敷石の段差に

つまずき転倒し、手をついた際に右手首を捻って骨折した。
65 140309 2

50～

99

2017 4
10～

12番ホールティより左150ヤード地点OB杭外側の法面にて、コー

ス外への打球を探している時、法面を降りている時に枯草の上に
42 140301 19

100～



11 左足が乗り、左足を滑らせ左足首を捻挫する。 急いでいた為、

足元の状況を確認していなかった。

299

2017 4
20～

21

倉庫内で商品捜索のための移動中に、出荷用パレットに躓き転倒

した。 発生時に作業帳票を見ながら移動していた事で、歩行導

線から外れた。 足元の確認不足から、作業箇所に設置していた

パレットに気付けなかった。

51 80401 2
50～

99

2017 4
16～

17

施設（放課後等デイサービス）の庭にて、利用者（障がい児）の

支援を行っていたところ、テラスより庭におりた際に、庭に穴が

あいており右足首を捻った。

37 130201 3 1～9

2017 4
11～

12

リフォーム工事に於いて現場内を移動中に、10cm程度の段差に

足を挫き（右足）骨折に至った。
52 30202 19 1～9

2017 4
12～

13

米飯フロア寿司ラインにおいて、サラダ巻の盛付用具材（ツナ）

を取りに行こうと巻き寿司成型機の前を通ったところ、足を滑ら

せて転倒し、肘と腰を打った。 転倒時、床はアルコールの水滴

で濡れており、かつ本人の作業靴の底は飯粒等の残渣が多量に詰

まった状態で、靴底の滑り止めについてもかかと部分が摩耗して

おり、滑りやすくなっていた。

62 10109 2
300～

499

2017 4
12～

13

所定就労先1108号室でステイ清掃のシーツ替え中、ベッドと

ベッドの間が狭く、ベッドとナイトテーブルの間にあったお客様

の充電器コードを跨いで通ろうとした時に、自分が回収し持って

いたシーツに足をひっかけ転倒し、背中の方からベッドの端の方

に強く打ちつけた。

48 150101 2
30～

49

2017 4
10～

11

朝、掃除用具出し入れの際、床のインターロッキングの段差に気

付かず転倒し、右上第5中足骨を骨折した。 大規模修繕で普段設

置されていない養生黒カバーを敷いているので、段差が分からな

かった。

59 150101 2
100～

299

2017 4
9～

10

朝礼中に気分が悪くなり、御手洗に向かっている時に意識が遠く

なり、そのまま失神し転倒し、顔面を強打した。
27 10701 2

100～

299



2017 4 7～8
徒歩で工場敷地内の横断歩道を走って渡った後に、通常歩行した

ら躓いて右ひざを地面にぶつけ負傷した。
22 11502 2

100～

299

2017 4 7～8
徒歩で工場敷地内の横断歩道を走って渡った後に、通常歩行した

ら躓いて右ひざを地面にぶつけ負傷した。
22 170101 2

100～

299

2017 4
16～

17

解体中の地盤に解体材があり、解体材を集積していたとき、管材

を左肩に持って集積歩行してい際にタイル等の上で滑って転倒

し、右手を地盤について負傷した。

50 30209 2 1～9

2017 4 8～9

店舗内売場の商品陳列台前の通路にて、商品を並べようとパック

詰めした商品をトレーに乗せて両手で持って運んでいるとき、床

で右足が滑り尻もちをつき、腰部打撲、骨盤（仙骨）骨折を負っ

た。

68 80201 2 1～9

2017 4
17～

18

作業終了後、資材保管場所より帰宅する際に、資材保管場所と歩

道を保安用資器材（カラーコーン）で区別しているが、本来また

いではいけないカラーコーンバーをまたいで転倒し、右足を負傷

した。

72 170201 2
30～

49

2017 4
17～

18

事業所内にある生け簀にアワビ、サザエをとりに行き、溝口に落

ち打ち骨折した。
62 140101 1

10～

29

2017 4
15～

16

レジ作業中に、床が濡れていたためカウンター内で滑り、右ひざ

を床にぶつけてしまった。
41 80209 2 1～9

2017 4
13～

14

閉鎖病棟内出入口近くで、看護師Aが受持患者を売店へ誘導する

ためドアを開扉して患者を外に出している時、帰宅願望のある患

者Bが一緒に外へ出ようとしたため看護師Aが制止しようとして

患者Bの左手を両手でつかんで引っ張ろうとした時に、両手がす

り抜けるような格好で看護師Aが後方へ転倒し、第一腰椎圧迫骨

折を負った。

53 130101 2
100～

299

2017 4
10～

11
室外機を運んでいる際に、段差に躓き左足首を捻り転倒する。 31 40301 2

30～

49



2017 4
9～

10

朝出勤時雨が降っていた為、店内に入ったところの犬走りでかか

とから滑って背中を強打した。 呼吸や発生もできず、起き上が

れなくなり、特に背中からみぞおちにかけて痛みが強かった。

35 80209 2
10～

29

2017 4
14～

15

ボイラー室裏で筍を採りに行った帰り階段とシンクの間の水苔で

滑り転倒し、筍を持っていた左手首の上に身体が覆いかぶさり、

左手首を骨折した。

64 140309 1
10～

29

2017 4
23～

24

ホール内清掃の業務を終え、トイレを済ませ手を洗おうと洗面化

粧台へ移動する際、大理石床が水打ち清掃後、水切りが甘かった

のと、本人がスリッパを着用していて足を滑らせたため、右肩と

お尻にかけて右半身部分を床で打った。 その際にハンドドライ

ヤーの機械の角で前頭頭頂部を打った。

73 140309 2
50～

99

2017 4
16～

17

アイスクリームの出荷作業の為、冷凍庫内に入り、入口の扉を閉

めようと振り返ったところ床に氷が張っており、足を滑らせ転ん

だその際に手をつき、左手首を骨折した。

35 40301 2
10～

29

2017 4
22～

23

弊社レストラン内で翌日の朝食用の洗米作業中、炊飯釜を両手に

持ち流し台から移動中足を滑らせ、冷蔵庫の上部角に右目上を強

くぶつけ切れて出血した。 右目上の周りは黒じみになり白目が

赤く充血し、異常な痛みを感じるようになり、網膜剥離となっ

た。

62 140101 2
10～

29

2017 4
13～

14

当園の駐車場にて仕事の為駐車場に車をとめ、園に向かっていた

とき駐車場にあったくぼみに気づかず右足をひっかけてしまい転

倒し、右足の甲あたりを負傷した。

64 130201 2
50～

99

2017 4
16～

17

児童クラブ駐車場内で子供達と鬼ごっこをして遊んでいる際につ

まずいて転倒し、車で右膝打撲した。
54 130201 2 1～9

2017 4
9～

10

出張の為車で移動降車後従業員出入口付近階段（2段）を下り終

えるとそこに水溜まりがあり、足が滑って転倒した。
61 80201 2

100～

299

2017 4 8～9
部品を取りに行く際に、通路の横の容器に足を引っ掛け転倒時に

54 11502 2
30～



手をつき両手を（左手骨折右手をヒビ）を負傷した。 49

2017 4
10～

11

浴室内において、利用者の洋服の着衣時に車椅子の背後から前側

に移動しようとした際に、左足が車椅子のタイヤに引っ掛かり、

転びそうになり、右足で踏ん張ろうとしたが、右足が滑り右膝を

床に打ちつけた。

67 130201 2
50～

99

2017 4
14～

15

当法人施設の1階汚物リネン庫にて、庫内奥の汚物袋を取るため

奥まで行く際に、床に置いてあった布団の上に乗って歩こうとし

た時に右足先が布団に引っ掛かり、体勢が不安定になりバランス

を崩して前に転倒し、床で右膝を強打した。

54 130201 2
50～

99

2017 4
11～

12

茶畑の被ふく作業中、動物が掘ったと思われる穴に足が入り負傷

した。
63 10109 2 1～9

2017 4 7～8

本社営業所において、出社時に自分のタクシーを洗車しようと、

洗車場から降りる際に足を滑らせひねり、左足甲を骨折した。

（傾斜を油断してひねった。）

61 40201 19
10～

29

2017 4
14～

15

自社倉庫の軒樋を取り付け中、誤って脚立から落下転倒し、全身

を打撲し、特に肋骨頚椎を強打した。
20 130201 2

100～

299

2017 4
14～

15

ビニールハウスの入口付近で肥料を運搬中、出入口の段差につま

ずいて右手首から手をつき転倒し、右手首を骨折した。
63 60101 2 1～9

2017 4
13～

14

ナースステーションで作業し、病室に向かう際にナースステー

ション出入口のところでつまずいて、ドアの枠部分に頭部を強打

した。

60 130101 2
100～

299

2017 4
11～

12

園内の教室前廊下にて、子供を抱えて移動させようとしたとこ

ろ、足元のわずかな段差につまずき子供を抱えたまま足首を捻っ

てしまった。

26 130201 19
30～

49

2017 4
12～

13

トラックから降りようとして足をふみはずし、両足のかかとを地

面に強打した。
63 80109 3

50～

99

11～
休憩室のカウンター席で休憩後、腰が痛みだしたため右奥にある

100～



2017 4
12

マッサージチェアへ移動しようとした時、右足を滑らせ床へ転倒

し、元々痛みがある股関節や腰を強打してしまった。

44 170209 2
299

2017 5
14～

15

牧場内で草刈り作業中、地面の切株に気が付かずに躓き、転倒し

そうになった際に草刈り機を掴むような不自然な姿勢になり、右

肩付近を痛めた。

71 70101 19
100～

299

2017 5
15～

16

灯油配達中に配達先で段差を踏み外し、膝に体重が掛かり、膝を

負傷した。
44 80204 3 1～9

2017 5
14～

15

現場内資材置場で、型枠取付の為に単管を持ち上げた際、足元に

転がっていた直径約5㎝の石を踏み左足首をひねり怪我をした。
30 30106 19

30～

49

2017 5
10～

11

当事者が院内病棟清掃のため、ベッド下をダスター清掃実施中に

屈んだまま中腰体勢で後方に移動しようとした際に、踵が突っか

かり尻もちをついた。 痛みがあり立ち上がれなかったが、落ち

着いたので再度作業を開始して業務を終えたあと、第四頚椎圧迫

骨折となった。

62 150101 2
100～

299

2017 5 3～4

夜勤時、センサーマットが鳴ったため病室に駆けつけたところ、

患者様がセンサーマットに足をつけたままベッドに座っていた。

センサーの解除を行うために詰所に向かおうと病室を出た直後、

右足をひねり転倒し左膝を床にぶつけた。

59 130101 2
50～

99

2017 5
16～

17

地下駐車場にて、集配事務室に戻るためケースを両手に持ち、駐

車スペースを横切ったところ、輪止めに躓き転倒し、右手首を捻

挫した。

33 110101 2
300～

499

2017 5
16～

17

カニの原料処理中、バランスを崩して転倒しそうになり、左手を

ついたところ左手を痛め、左肩の脱臼を負った。
30 10102 2

50～

99

2017 5
16～

17

会社機械置場で重機の整備後、帰るためにトレンチャーのキャタ

ピラ（高さ70㎝）から飛び降りたところ、着地時に右足首を捻っ

た。

42 30199 3
30～

49

2017 5
15～ 店舗に設置してあるテントから肥料をお客様の車に運ぶ際に躓き

55 170209 2
300～



16 転倒した。 499

2017 5
15～

16

会社の敷地内にて社用車に道具を積み込んでいる最中、躓きバラ

ンスを崩し転倒し、左手が右に当たり左手の甲を捻挫および打撲

した。

43 170101 2
100～

299

2017 5
11～

12

障がい者支援施設の居室で、居室据え付けの高い位置にある棚に

利用者の衣類を入れるため、利用者のいない空のベッドに片足だ

け靴を脱いで上がった。 片足のまま衣類を棚に入れベッドから

降りようと靴を履いていた側の足を下に降ろしたところ、脱いで

あった靴を踏んでしまい、不安定な着地になり、転倒した。 転

倒後動けず、他職員に起こしてもらったが、腰と右手首に痛みが

あり業務が出来ない状態になった。

43 130201 2
50～

99

2017 5
22～

23

事務所から過不足金がないか確認するためレジへ向かう途中、青

果売場で夜間工事があり、通路に置かれていた仕切板に気付かず

踏んだ際に足が取られ転倒し、左肘を強打した。

53 80209 2
50～

99

2017 5
17～

18

工場仕上室内の冷凍庫を清掃する際、電源は切ったものの内部は

冷えたままで、清掃した水が床上に薄く凍結した。 その凍結箇

所で誤って足を滑らせ転倒し、左肘を床に強打し、左肘を骨折し

た。

57 10109 2
100～

299

2017 5
15～

16

練習場にてボール拾いの作業中、ボール拾いカートを所定の場所

に置いたあと下り坂を小走りで降りて行った際、舗装された道と

土の境で右足首を捻った。

52 140301 19
50～

99

2017 5
9～

10

日配の作業場の少し傾斜のある通路で朝の品出し後、一人で片付

をしている時に台車に乗せて運ぼうとしたところ、傾斜の段差に

台車が引っ掛かり、倒れそうになった物を押えようとして転び、

左足を骨折した。

37 80209 2
100～

299

2017 5 7～8

更衣室で制服に着替え、加食バックルームに向かう通路で、慌て

て靴にかかとを入れずに小走りし、転んで左手小指を脱臼骨折し

た。

53 80209 2
50～

99



2017 5 8～9

浴室清掃時、浴槽のお湯を抜いて風呂蓋を持ち上げた時に、外

（敷地内）で大きな音がしたため、驚いて窓の方を振り返り、音

の原因を確認しようと窓の方へ進んだところ、排水溝の金属の蓋

で足が滑りバランスが崩れ、浴槽の蓋を持ったまま尻もちをつく

状態で転倒した。 その際、清掃用の靴を着用していなかった。

43 170209 2
100～

299

2017 5 8～9
出勤時、当院敷地内の駐輪場にて路面の段差に躓き転倒し、左前

腕部と右膝を路面に強打した。
26 170101 2

1000

～

9999

2017 5 8～9
出勤時、就業先敷地内の駐輪場にて路面の段差に躓き転倒し、左

前腕部と右膝を路面に強打した。
26 130101 2

30～

49

2017 5
15～

16

事務所内で移動中、ケーブルモールに躓いて（段差1.5㎝）転倒

した。
57 130101 2

100～

299

2017 5
11～

12

病棟の浴室内で、患者入浴介助の片付け作業をしようと歩いてい

て転倒した。 サイズが大きい長靴を履いての作業だったが、お

そらくランドリーボックスに躓いたのだと思われる。 入力介助

はルーチン作業となっていて内容・環境ともに慣れている。 当

日は体調も良好であり、床が滑りやすいという状況もなかった。

54 130101 2
300～

499

2017 5
15～

16

駐車場内にて、荷物の搬出を行っていた際に足が滑って転倒し、

社用車に腰部を強打した。
44 80209 2

10～

29

2017 5
13～

14

オフィス施策の昼食会後に、約束のお客様宅を訪問するため店を

出ようとした際、店内を歩行中、段差に気付かず躓き前のめりに

転倒し、右足を捻り、両肘と両膝をつき、右足甲骨折、両膝・両

肘の擦り傷を負った。

55 90103 2
10～

29

2017 5
11～

12

病院内の整形外来待合室前で、患者様に診察終了後の会計ファイ

ルを渡す際に、椅子の脚に躓き転倒した。
66 130101 2

500～

999

2017 5 8～9
屋外より事務所内部へ徒歩にて移動中に、仕切戸の敷居に躓き転

倒して左足首をひねり、右膝を強く打った。
56 11709 2 1～9



2017 5
17～

18

日勤勤務終了後、帰宅するため砂利のある通路にて砂利に足を滑

らせてしまった時、膝がギグッとなった様な音がし、歩くのも困

難な状態となった。

53 130101 2
300～

499

2017 5
20～

21

ホールの接客作業中、店内の段差に躓き転倒し、左手に持ってい

たグラスが手の中で割れ、その破片によって手のひら内を負傷し

た。

20 140201 2
100～

299

2017 5
11～

12

工場2階原料投入作業場で、原料を検品台に投入作業中に腰を

捻ってバランスを崩し、ポテトチップの油で床が滑りやすい状態

であった為、足に力が入らず、転倒してしまった。

69 10104 2 ―

2017 5
14～

15

被災者（以下「甲」という）は、就業場所にて車線規制誘導業務

に従事していたところ、車両（脇見運転をし、工事帯に気付いて

いなかった）が被災者がいる工事帯側に突っ込んできたため、咄

嗟に歩道側へ逃げた際に転倒し、腰を負傷した。

59 170201 2
50～

99

2017 5
11～

12

派遣先において、機械に原料の投入作業中、原料の入った袋（重

さ約12㎏）を持ち上げたところ、床面が油で滑りやすかった為、

バランスを崩して転倒した際、左側に捻った格好となり、左手首

と左大腿骨を骨折した。

69 170101 2
50～

99

2017 5
11～

12

到着後、休憩場所へ向かうため徒歩にて移動中、通路で躓き右肘

より地面に転倒し受傷した。
64 40209 2

300～

499

2017 5
10～

11

女子トイレ前通路で清掃後通路に出た時に躓いて転倒し、男子ト

イレ前の石垣（装飾品）の石に左肩を強打し複雑骨折した。
61 140201 2

10～

29

2017 5
10～

11

事業所内、お店の玄関の横において、玄関前の清掃作業を行って

いた際、玄関前の水まきを終えて室内に戻ろうとした時、濡れた

地面で足が滑ってしまい転倒し、柱の土台のコンクリートに体、

背中をぶつけてしまい負傷した。

35 140201 2
10～

29

2017 5 6～7

出勤する時、駐車場から現場まで歩いている途中、敷地内（外

側）で下り階段とスロープが一体となっている場所で、スロープ
39 170201 2

10～



部分を歩いていたら階段の段差に左足を踏み外し、手をつきなが

ら前へ転倒した。

29

2017 5
16～

17

漬物製造室で漬物の袋詰作業中、選別されラインからはじかれた

袋詰を回収するため、左手側検査場所方向に歩を進めたところ、

右足が足マット（ウレタン製畳1/6サイズ、厚さ3㎝防寒疲労軽減

用）に躓き引っ掛かり、バランスを崩し両ひざをつき転倒した。

その際に左足を不規則について捻じったため、その衝撃で左足足

首（くるぶしの上）を骨折した。

63 10103 2
10～

29

2017 5
13～

14

駐車場内において、帰宅のため自分の車に向かっていたところ、

地面にあった石で足を滑らせ転倒し、右肘を内骨折した。
66 11101 2 1～9

2017 5
19～

20

会社の指示により、店舗に応援に行き、休憩に入るため店内から

事務所に移動する際、事務所入口前の通路にて床が少し濡れてい

たため誤って足を滑らせ転倒し、左膝を捻り負傷した。 様子を

見ながら勤務を続けていたが、痛みが増した。

62 140201 2
10～

29

2017 5
13～

14

エリア活動業務にてお得意様へ訪店した後、店舗入り口を出て車

へ向かう際、降雨で濡れていた石畳の路面で滑って尻もちをつい

た後、転倒して頭部打撲した。

61 40301 2
50～

99

2017 5
18～

19

終業後、工場敷地内を駐車場に向かって歩いていたところ、目測

を誤り、前のめりに転倒して右手甲骨折、前歯折損、胸を強く

打った。

54 11409 2 1～9

2017 5
15～

16

休憩時間になり休憩室へ向かう途中の通路にて、濡れた床に足を

滑らせて転倒した。 後ろに倒れ込むような形になり、頭をかば

うため手をついた際に右手首を骨折した。

55 170101 2
300～

499

2017 5 0～1

センター盛り込み室にて、盛り付け作業中、床掃除後だがぬめり

が残っていた部分で滑り、骨盤を床に打ちつけ骨折したものであ

る。

72 10109 2
100～

299

2017 5
10～ 出向先の工場内で製品の製造の作業をしている時、通路の隙間か

68 11101 1
10～



11 ら落下して負傷したものである。 29

2017 5
20～

21
営業所庫内にて、冷凍庫内を移動中、足が滑り転倒し受傷した。 43 40301 2

50～

99

2017 5
20～

21

営業所内（センター内3階）にて、冷凍庫内でオリコン1個を積載

した台車を下を向いて手で押していた際、顔を上げた時、6～7m

先にいたフォークリフトが見えたことに驚き、踏ん張った際に足

が滑り、後部から転倒し受傷した。

55 40301 2
50～

99

2017 5
16～

17

工場内で、鋳物の中子を見た後、高さ1m位の網パレットから飛

び降りた際、右足かかとから着地し痛めた。
39 11002 3

10～

29

2017 5
12～

13

被災者は、配達先に配達物を届ける為徒歩で入口に入ったところ

フロアマットに躓き転倒し、右胸部を負傷した。
61 110101 2

100～

299

2017 5
10～

11

昼食を食べに食堂へ移動する時に雨が降っていて通路の水たまり

で滑って右足の膝を捻ってしまった。
46 170101 19

100～

299

2017 5
10～

11

昼食を食べに外通路移動の際、雨で路面が濡れていたため、走っ

ていて右膝を捻った。（何もない平坦な通路）
46 11502 19

100～

299

2017 5 8～9
団地内で清掃作業中、降雨のため路面が濡れていて足を滑らせ、

尻もちをついた後、頭を地面に打ちつけた。
77 150101 2 1～9

2017 5
20～

21

当クラブのスタジオ内でマットを丸めて立てたものを飛び越えよ

うとしたところ、体勢を崩して転倒した。 右腕を強く打ったが

軽いと思い、そのままレッスンを続けたところ、夜中になって右

腕が腫れて動かすことができなくなった。

29 140309 3
30～

49

2017 5 5～6

引き込みした貨物の仮積みを終え、荷引き作業に戻ろうとしたと

ころ足がもつれ転倒し、センターベルトの鉄板部分に額左側をぶ

つけ裂傷した。

36 50101 2
30～

49

2017 5 8～9

包材庫前失に入室したところ床が結露しており滑って転倒した。

右手を床につく際、手に物を持っていたので手のひらをつけず、

手の甲から転倒し床に強打した。

59 10109 2
300～

499



2017 5
9～

10

夜勤を終えて、退社するため施設内のエレベーターに乗ろうとし

た際、足を滑らせて右の腕を下にして転倒し、骨折した。
64 130201 2

100～

299

2017 5
15～

16

92～93BL（内回り）中床版背面部に打設した流動化処理土上

で、出来形を測定していたところ、足を滑らし体勢が崩れ右膝を

捻った。

40 170209 19 1～9

2017 5 7～8

1階男子トイレの清掃作業後、男子トイレから退室しようとした

ところ、足を滑らせて転倒した。 転倒した際に床に手をつき、

右手首を骨折し、頬を負傷した。

75 150101 2
300～

499

2017 5 0～1

被災者は、夜から翌朝までのシフトで、倉庫内のピッキング作業

に従事していた。 棚の一番高い箇所の商品（片手で持てる程度

の大きさで軽量）を取るために、踏み台を使用してプラモデルを

ピックし、踏み台から降りるために右足を床に着いた際に右足ふ

くらはぎに痛みを感じた。

59 50101 3
300～

499

2017 5
21～

22

当事業場内において、業務終了後、出勤簿に退勤時間を記入する

事になっているが、しばらく経っても事務所に現れない為、探し

に行ったところ、被災者は床に倒れており、意識はあるものの自

力で立ち上がれない状況だった。 転倒した際に顎を強打したと

思われ、顎からは出血し、歯が欠け、吐き気があった。

31 50101 2
100～

299

2017 5
16～

17

全身に衣装を装着し、5回公演の4回目のステージショーに出演

中、2年前に痛めた左ふくらはぎをかばいながら、「片足ずつ腿

から上げ、その場でスキップをしているような動き」のステップ

をしていたところ、徐々に右膝裏に痛みが発生した。 不安な気

持ちになったものの、最後まで出演したところ、終了後に過呼吸

になり、右膝の痛みもあった。 （当日は右膝に痛みがあり、ア

イシング・コンディショニングルームでケアを実施）

32 140302 19
10000

～

10～

訪問看護が終了して職場に戻るため駐車場に向かっている際、い

つも通る団地内ピロティを歩行中、雨で路面が濡れていたからか

滑って転倒した。 右背部～側胸部を強打し、一時、呼吸苦で動 50～



2017 5
11 けなかった。 右背部上部に内出血があり、痛みが強い側胸部に

は外観変化はない。 帰宅後、寝返りもできず痛みも増し、第9肋

骨骨折が判明する。

57 130201 2
99

2017 5
10～

11

売場で、出勤時に食品レジに向かう途中、平坦な床に靴のつま先

が引っ掛かって転倒し、膝から落ちて床に手をつき、左肘をひ

ねって筋を損傷した。

58 80201 2
500～

999

2017 5
10～

11

ドラム式洗濯機を納品している際に、高さ上げの部材が必要と

なった為、車輌に取りに戻る。 車輌まで走って戻っている時

に、道路の側溝の蓋（金属製）部分で足を滑らせて後方に転倒

し、右背中腰部分を地面に打った。 なお、当日は雨が降ってい

た。

20 40301 2
30～

49

2017 5
15～

16

園舎内にて清掃作業中、フローリングの床を水道水で湿らせた

モップで拭いている時に濡れている床で滑ってバランスを崩し、

左膝に体重がかかり前のめりに転倒し骨折する。 その際、踏み

とどまろうとした右足の指先も同時に痛めて骨折する。

51 130201 2
50～

99

2017 5
12～

13

玄関を出たところ、段差があることに気付かず足を踏み外し転倒

し骨折をした。
54 90103 2

10～

29

2017 5
10～

11

振動スクリーン（停止中）の点検・清掃をするためにバール（15

㎏）を両手に持って歩行中、躓いて転倒した。 手袋はしていた

が指先をスクリーンで強打し肉が裂けた。

47 150102 2
10～

29

2017 5
15～

16

業務終了後、帰宅の途につく際、会社倉庫を出て外に出た扉付近

にある約10㎝程の段差において足を捻挫した。
39 80109 19 1～9

2017 5
10～

11

散歩で公園に行き水遊び場で園児を抱っこした際に、足音が見え

にくい状態で、足を滑らせ左足首をひねった。
29 130201 19

10～

29

2017 5 3～4

残土運搬作業中、トンネルを出て左カーブを曲がった時、繋ぎ目

の段差で車体が飛び、着地後に腰に痛みがはしった。 本人は

ギックリ腰だと思っていたが翌々日の朝起床したところ、痛みで
46 30199 3 1～9



起き上がることができなかった。

2017 5 0～1 次現場へ徒歩にて移動中、道路の段差に躓き被災した。 46 40301 2
10～

29

2017 5
11～

12

病棟内でベッドを移動させている時、ベッドを引っ張る形で運ん

でいたところ床のカーペットの僅かな突起に躓き転倒した。
57 170209 2

100～

299

2017 5
10～

11

3階女子トイレ洗面台前でハンドクリーナーで床面清掃中に床に

こぼれていたクリーム状の液体に気付かず足を滑らせた。 その

際、左膝に負荷が掛かり、床に打ちつけた。 また、転倒を避け

ようと踏ん張った際に背中も痛めた。

54 170209 3
100～

299

2017 5
9～

10

厨房の食洗機異常で、排水が排水路へ行かず足元を流れている状

態で朝仕込みをしていた時、食洗機から足元に流れていた排水に

足をとられ転倒した。 その際、目の前のシンク縁に胸から落

ち、肋骨を強打した。

48 140201 2
10～

29

2017 5
10～

11

茶碗蒸しを作るために器を持って、バックヤードに行く時に段差

に躓いて転倒した。 その際、左脇腹を保温庫の角にぶつけてし

まった。

63 140201 2
30～

49

2017 5
10～

11

外の配電盤ボックスに乗って清掃作業をしていたところ、水たま

りに足を滑らせ右腕から転倒し、骨折した。
43 140101 2 1～9

2017 5
16～

17

帰宅する為、勤務地敷地内にある駐輪場にて自転車を出し、一時

停止した。 乗る準備をしていたところ、バランスを崩し左側に

自転車ごと転倒した。 その際、地面にお尻から着地した為、尾

骨を負傷した。

43 130201 2
30～

49

2017 5
14～

15

業務センターの作業台で商品の検品中に別の作業台で電話が鳴っ

たが誰も出ない為、急いで向ったところ、足元のボックスに躓

き、側にあったステンレスの棚に脇腹をぶつけて転倒した。

61 170201 2
100～

299

2017 5
10～

11

午前中、現場に向かい出発し、車線上にて転倒したが、そのまま

現場に向かい、現場に到着した。 終業後も痛みが引かなかっ 55 170201 2
300～

499



た。

2017 5
9～

10

店1Fの菓子売場のレジ近くの通路で、開店前のレジ釣銭準備のた

め釣銭が入ったバッグを届けに行く際、床に足を滑らせ肩から転

倒した。

52 170209 2
30～

49

2017 5 8～9
作業員の出勤確認の為、工事現場へ出張したところ、雨で滑って

転び骨折した。
73 30309 2

10～

29

2017 5
18～

19

7F物流棟作業現場において、歩く方向を転換した際に躓いて転倒

した。 転倒する際にラックの棚板に右頬をぶつけ、さらに床に

左膝を打ちつけてしまった。

40 80401 2
50～

99

2017 5
21～

22

荷受場へ急いで商品を取りに行き、1メートルの高さの場所から

飛び降りた際、着地時に右足首を捻り、痛みがひどく動けなかっ

た。

22 80201 3
500～

999

2017 5
17～

18

路上を歩行中に、背後から自動車が迫ってきたところを路肩へ避

けようとした時に道路と建物の敷地の境界の段差に足を躓き、左

半身から路面に向かって転倒し、胸から下、足に至るまでを強打

した。

32 80409 2 1～9

2017 5
16～

17

店内入口自動ドア付近にて窓拭き作業中に誤って足を滑らせてし

まい左足を捻ってしまった。
36 140201 19

30～

49

2017 5
17～

18

畜産2階加工場の冷凍庫の床を清掃中、お湯をまいて清掃してい

たため、しばらく経つと床が凍ってしまい、歩いたときに滑って

転倒し、左手を床に強打して左手首を骨折した。

55 10109 2
100～

299

2017 5 6～7
当施設内事務所前の廊下で居室からリビングに移動中、躓いて転

倒し、左足全体をぶつけ痛めてしまった。
69 130201 2

300～

499

2017 5
13～

14

出張先の宿泊施設にて2日間のテニス合宿を行っていた際、1日目

の午後の練習の為、宿泊施設併設のテニスコートに向かう上り坂

（平均斜度11度）を多くの荷物を持って、大急ぎで移動していた

時に急に左足大腿部後面に痛みを感じた。

35 120109 19
10～

29



2017 5
9～

10

厨房内の調理台と盛付作業台の間の通路にフライヤーの蓋が飛び

出して立て掛けてあり、通路を通る際に躓いて転倒し、前方に

あった別の作業台に額をぶつけたのと同時に、体を支えようとし

て右手首を骨折した。

52 140209 2
10～

29

2017 5
16～

17

工場内において、ベニア切断作業をし終わり、周りに散らかった

破片を片付けるため歩いている時、ベニアの破片に躓き転倒し

た。

68 10409 2 1～9

2017 5
9～

10

グループホームから利用者2名と昼食の買い物に出掛けるため玄

関の鍵を取りに行き、玄関に戻ろうとして途中にある水栓の蓋の

手前に左足をのせたら、足が滑り落ち身体が前に倒れ左右の膝を

打った際、右膝を強打し右足首を捻ってしまう。 様子を見なが

ら仕事をしたが、右足首の痛みが酷くなった。

68 130201 2
100～

299

2017 5 8～9
炊飯室横の通路においてある洗浄剤トロ箱を取りに入った際、足

を滑らせ横転し、床に頭部をぶつけた。
56 10109 2

100～

299

2017 5
14～

15

1F廊下で食堂へ伝票を提出しに行った帰りに、水拭き後の水分に

滑り、臀部より転倒した。 腰部に痛みがあり、立位や歩行が不

可となった。

57 130201 2
30～

49

2017 5 1～2

夜勤時、ロッカーに向かう際、休憩所横でリサイクル用の軍手が

入ったビニール袋を踏んでしまい、前方へ転倒した時に腰を痛め

た。

25 11502 2

1000

～

9999

2017 5
20～

21

ケーシング工程で研磨加工機を使用し加工を行っていた際、他の

工程にある同様の加工機が停止していたため、その加工機を作動

させようと急いで作業台（高さ10.5㎝）から小走りに飛ぶような

形で床面に着地した時に右足首を捻りその場にうずくまった。

痛みはあったが作業が出来ない程ではなかったため最後まで勤務

し、その後も痛みが引かなかった。

23 11301 19
50～

99

2017 5
17～

ホテル内にて客室清掃中、ベッドメイクをしていたところ、ベッ

ドスカートに足が引っ掛かってしまい転倒した。 その際に左手 50 150101 2
10～



18
を床につき、踏ん張った為、左胸の辺りを挫傷した。

29

2017 5
14～

15

工場で両手にクリーニング仕上り品を持って運んでいたところ、

足が躓き両手がふさがっていた為、肩から転んでしまった。
48 11703 2

50～

99

2017 5
16～

17

工場内にて卵のハネ品を集めたりする作業中、重心が前にかか

り、バランスを失って右肩から前のめりに転んで右上腕を打っ

た。

59 10109 2
300～

499

2017 5
18～

19

事業所において、被災労働者が業務を終え、着替えをするため休

憩室に行こうとしたところ、厨房出入口の沓摺りが濡れており、

誤って足を滑らせ転倒した。 転倒した際、とっさに右手で身体

を庇い、右手首を床に強打し骨折し、手首が腫れてきた。

60 10109 2 1～9

2017 5 1～2
施設内ユニットリビングで歩行中、立ちくらみのため、左側へ倒

れ左足甲を剥離骨折した。
30 130201 2

100～

299

2017 5
16～

17

お客様宅の作業現場にて、製作中に大雨が降り、ダンプ脇に置い

てあった電動工具をダンプキャビン内に移動させようと慌てて走

り寄った際に、深さ15～20㎝程度の側溝に右足を落として転倒

し、右膝の半月板が断裂した。

33 60101 2 1～9

2017 5 2～3

休憩時間の為、自家用車で休憩をとろうと駐車場へ向かう時、通

用口から出て左側へ行ってしまい、落差約2mある敷地外道路へ

転落し、アスファルトに肘を強打し骨折した。

59 80209 1
300～

499

2017 5
18～

19

鋳鉄一課溶解造型センター溶解場で作業中、湯道破砕機の設備と

バッカンの間に湯道が噛み込んだので、稼働を停止後、設備内に

入り、?み込んだ湯道を取り除いた。 その後、設備から出る途中

で足を踏み外し、約1.3m下のフロアへ転落し、足から着地した

際に設備で左肩を強打した。

33 11301 1
100～

299

2017 5
11～

12

給食室内で、ザル等の洗いものを下処理室に運んでいた時、フラ

イヤー前のグレーチングの間に左足を落してねじった。
56 80209 1 1～9

契約業者が病院内の清掃をするために、入口でインターホンを押



2017 5
14～

15

したので扉を開けに行く途中、床がワックスで濡れていたため

滑って転倒した。 転倒した時に右腰から落ち、右手を床に強く

ついたため、右橈骨を骨折した。

60 130101 2
50～

99

2017 5 7～8

通勤のため、自家用車にて会社敷地内の駐車場に到着し、降車の

際にバランスを崩して仰向けに転倒し、後頭部を地面（アスファ

ルト）に強打した。

44 170202 2
300～

499

2017 5
16～

17

保育園の遊戯室で、子供達とドッジボールをしている時にボール

を拾おうとした際にホースが切れるような音がして、同時に左足

が滑る感覚があり、前に倒れた。 そのあと左足首が思うように

動かなかった。

37 130201 2
10～

29

2017 5
12～

13

Bパネル洗浄室入口付近にて、収穫時のトリミング作業者への収

穫パネル中継作業の際に、剥がれた滑り止めシートの接着剤が水

に濡れ、ゼリー状になっていたことから、ゼリー状の接着剤に足

を滑らせ尻から床面へ落ち、左肘・腰を床面に打ちつけ、転倒し

た際にトリミング作業中の収穫製品番重作業台へ左足をぶつけ

た。

28 10109 2
50～

99

2017 5
18～

19

居室（4人部屋）で、患者様の食事介助をしている時（3人担当し

ており、同時進行）、1人の患者様にスプーンで口に食べ物を入

れ、?んでいる間に次の患者様にと思い、目の前の患者様の所へ

行こうとしたところ、ベッドに置いてある電気アンカの電気コー

ドが右足に引っ掛かり体が浮いた。 バンザイの状態で左足を床

に着いたが、着いた場所がゴミ箱に被せてあるスーパーの袋が床

にはみ出ている部分で滑ってしまい、前のめりで転び、右膝、左

膝、両手の順に床に落ちて強打した。

54 130101 2
100～

299

2017 5
20～

21

3階で接客していた時、担当していたお客様の会計に関する店内

の電話が鳴ったので、受話器を取りに行くため踏み出したとこ

ろ、履物が引っ掛かりバランスを崩して倒れた。 手を着く間が

無くそのまま倒れ、左膝、顔面、腕などを強打した。

70 140201 2
10～

29



2017 5
9～

10

工場内で散水用スプリンクラーの水出しの為、散水コックへ向か

う際、雨水排水用水路を跨ぐ時に足を捻った。
34 150102 19

30～

49

2017 5
10～

11

包装フロアを移動中、床にあった突起に躓き転倒した。 その

際、うつ伏せに倒れ、胸部を床に強打した。
61 10109 2

100～

299

2017 5
11～

12

駐車場出口の下り坂と旅館入口への坂の境で、お客様をお見送り

しバスを見送りながら急いで帰ろうとしてよそ見の状態で転倒

し、肩を骨折する。

50 140101 2
10～

29

2017 5
17～

18

お客様の車へ給油中に、ガソリン計量機のホースに左側の足を

引っ掛けたため、転倒し、右足膝を骨折した。 給油中には、

ホースを跨いで作業をすることは安全上問題が出るので禁止を指

導していたが、指導を守れなかった。

52 80204 2 1～9

2017 5
11～

12

砕石をホッパーへ投入した後、ホッパーをシートで覆う作業中、

雨の日で滑り易いこともあり、網の間に左足を落して負傷した。
47 20201 9

10～

29

2017 5
9～

10

清掃作業を終え隣接する建物に清掃作業を行うため移動中、商品

搬入口において、敷いてあった鉄板が雨に濡れていて、そこで右

足を滑らせ、後方に転倒し、左膝を強打した。

65 150101 2
50～

99

2017 5
11～

12

コンクリート擁壁にマーキング（出来形写真用）を書く目的で現

場に立ち入ろうと、函渠を通り抜けて下に降りようとした時に

誤って滑り落ちて、土留め様に設置してあったコンパネに脊髄を

強打した。

64 30108 1
10～

29

2017 5
9～

10

出荷場にて、ポリ容器置きパレットと、フォークリフトの間に立

てかけていた空のパレットをフォークリフト後方へ移動中、

フォークリフト後部を避けようとしてバランスを崩し、うつ伏せ

に転倒した。

61 11502 2
100～

299

2017 5
13～

14

当事務所従業員がキャディ業務中、カートから降りようとしたと

ころ、段差に躓き左足首を負傷した。 大したことはないと思い

そのまま業務を続けていたが、左足甲が腫れて痛くなった。

66 140301 19
50～

99



2017 5
21～

22

勤務終了後、更衣室で着替え中にズボンをはこうと片足立ちに

なった際、バランスを崩し転倒した。 その際に尻もちをつき、

次第に痛みが酷くなり、我慢できなくなった。

50 11001 2
100～

299

2017 5
12～

13

翌日の準備、片付け、下膳作業の際に慌てて外に出ようとして、

他のスタッフの一人と交差し、右手首をシンクの縁に引っ掛け転

倒した。

57 80209 2
500～

999

2017 5
10～

11

本社1階商品冷蔵庫内において、在庫の管理作業を行っていたと

ころ、地面が水で濡れていたため、滑って転倒した。
54 80209 2

30～

49

2017 5
19～

20

2階売場から衣料レジに行く途中で、躓く物が何もない所で躓き

右肩から倒れて激痛が生じ、右肩骨折を負った。
52 80201 2

100～

299

2017 5
9～

10

調理場内通路において、食材の入った袋を持って歩いて移動中、

通路の曲がり角に置いてあった段ボール箱に、右足つま先が引っ

掛かり、足元に段差がありバランスを崩して転倒し、ガスレンジ

に頭部をぶつけ、頭部、左肘、左膝を負傷した。 転倒した際、

通路の隅に置いてあった廃油が入った缶を倒し、両足に廃油をか

ぶり、右足が炎症を起こし化膿した。

58 140201 2
30～

49

2017 5
15～

16

フォークリフトでポリ箱に入った材料を運搬後、空のポリ箱を運

ぶためPPバンドで固定し、余った部分を切ろうとハサミを持ちに

行った時、空箱より垂れた床の油で滑り、左膝を捻って転倒し

た。

32 170101 2
100～

299

2017 5
14～

15

会社のゴミ置き場にて重たいゴミを捨てようと持って歩いている

時に、他のゴミを跨いだところ誤って足を踏み外し、足首を捻っ

て負傷した。

39 10806 2
100～

299

2017 5
13～

14

厨房で食器類の収納作業中、濡れていた床で足が滑って転倒し、

腰・左足・左腕（特に肘から指先）を中心に床で強打し、右手で

持っていた食器類で右足を打った。

42 80209 2 1～9

2017 5
15～ ホテル5階の客室清掃中に廊下に置いてあった備品に躓き転倒し

69 140101 2
30～



16 た。 49

2017 5
20～

21

レジ業務中、タマネギの値段が分からなかったため売場へ行き、

両手にタマネギ3個入を2個持って走って戻った際、床に靴が引っ

掛かり躓き転倒し、右膝奥側の骨を骨折した。

62 80201 2
500～

999

2017 5
15～

16

工場内にて通路を移動中、体が不安定になり、脇のラックの支柱

に右手をかけようとしたが、バランスを崩し転倒し、地面に左手

をつき負傷した。

57 11209 2
30～

49

2017 5
13～

14

就業中、両替に行くために店を出て銀行まで徒歩で向かう際に、

歩道脇の側溝の網の金属蓋が雨で濡れており滑って転倒した。

その際に右後方に倒れ、右肘と左手の平を負傷した。

60 80209 2
10～

29

2017 5
9～

10

鮮魚作業場で商品のパック詰め作業中、トレーを取ろうと右側に

体を捻った時に足元が滑り、右手をついて転倒し、右手首を骨折

した。

68 80201 2
100～

299

2017 5 8～9

出勤時、就業先敷地内を歩行中、低い鉄板のスロープを通った際

に雨で鉄板が濡れていたため足を滑らせ転倒し、左足首を捻っ

た。

44 130101 2

1000

～

9999

2017 5 8～9 通勤中に医院の玄関先で滑り、転んでしまった。 50 130109 2 1～9

2017 5 2～3

リーチ駐車場所にて定位置にリーチを停止させ降車する際、不用

意に着地したため左足外側から着地する形となりバランスを崩

し、壁際に設置された留め具とリーチ運転台下の間隙に足が入

り、左足に荷重がかかり足の骨にひびが入った。

39 170101 2
30～

49

2017 5
12～

13

客室清掃業務に従事していた被災者は、客室に設置されていたス

リッパに右足が引っ掛かり左肩から転倒し、肩を床に強打した。
69 150101 2

10～

29

2017 5
11～

12

冷凍庫から出したフライの原料を持って作業場シンク前に行こう

とした際、足がもつれて転倒し、床に手を着いて右手首を骨折し

た。

62 80209 2
50～

99

業務請負先の1F料亭前通路において、1F共用部トイレ清掃を終
100～



2017 5 8～9 え、トイレから料亭前通路を歩いた際に足を滑らせて後方に転倒

し、右手首から着地し、右手首を捻挫した（骨には異常なし）。

39 150101 2
299

2017 5
14～

15

荷物を4tトラックに積み込み後、荷物をベルトで固定し、荷台よ

り（荷台から地面まで約1mの高さ）アスファルトの平らな地面

へと飛び降りた際に左足に痛みを感じた。 トラック走行に大き

な支障がなかったため勤務を続けたが、その後、痛みが増した。

39 40301 3
30～

49

2017 5
18～

19

小学校にて勤務中、児童を迎えに来た保護者が帰ったところでお

伝えしないといけない事を思い出し走って追いかけたところ、勢

い余って玄関脇に設置してあった三段ボックスに右脇腹をぶつけ

負傷した。

55 130201 3
10～

29

2017 5
16～

17

平地の民家が建ち並ぶ住宅街で配達を行っている際に、側溝に設

置してあるグレーチングの隙間に気付かず足がはまって落ちて、

足首靭帯損傷を負った。

56 110101 1
300～

499

2017 5
13～

14

バックヤード内、ウォークイン冷凍庫を清掃後、外に出た時に床

が濡れていたため滑って転倒し、左手をつき骨折した。
52 80209 2

50～

99

2017 5
9～

10

団地内の共用通路側溝の清掃作業中、箒でゴミを掃いていた際、

側溝縁の段差に足を取られ体のバランスを崩し誤って転倒した

時、顔面を地面で強打した。

72 150109 2
50～

99

2017 5 6～7

積み込み場で、トラックの歯止めを外そうとした時、付近の側溝

（2～3㎝程度の浅い側溝）に左足が入ってしまいバランスを崩し

て転倒し、左足を捻った。

50 40301 2
30～

49

2017 5
9～

10

ゴミ庫清掃を行おうとしたところ、ドアの敷居に躓きゴミ庫床の

タイルに右膝から落ちて倒れ、右膝を縦に骨折した。
64 80409 2

30～

49

2017 5
13～

14
勤務中トイレに行く際、段差で躓き左膝を強打し骨折した。 74 170201 2

10～

29

就業場所において、作業場へ向かうため、他の従業員と通路を歩

いていたところ、前方から別の従業員がハンドリフトでパレット



2017 5 8～9

を運んできた。 通路を譲るために通路の外（作業エリア）に避

けようと目視確認を行わずに、右斜め後方に後退したところ所定

の場所に置いてあった他のパレット（横110㎝×縦110㎝×高さ

15㎝）に気付かず、右足を引っ掛け転倒した。 その際、身体を

支えようと咄嗟に右手を出したが、パレット上に強く打ちつけて

負傷した。 本人の判断でしばらく様子を見ていたが、痛みが引

かなかった。

45 170101 2

1000

～

9999

2017 5 7～8

朝出勤して更衣室に向かう途中、雨天の為、床と靴が濡れていた

為、店食堂の通路床で転倒し、傘立てに頭部、床に尻部分を打っ

た。 痛みはあったが着替えて作業し、その後、我慢できずに早

退した。

63 80209 2
50～

99

2017 5 2～3

当工場2階のシュークリーム包装場にて、1号包装機から2号包装

機に移動する際、早足だったので濡れていた床面に足を取られて

転倒し、尻もちをつき、仙骨を骨折した。 近くで洗い物をして

いた際に床面に飛んだ水はねをモップで拭き上げた直後であり、

完全に床面が乾いていなかった。

35 10104 2
500～

999

2017 5
16～

17

調理場で洗い終えた、食器をお盆にのせ棚に収納するため移動中

に、食材等が入っていた地面に置いていた発泡スチロールに気が

付かず、それに蹴躓き、前方に膝からコンクリートに打ちつけて

しまう。

68 140201 2 1～9

2017 5
14～

15

東コース1番100Y付近の右斜面にてお客様のボール捜索中、上方

の落葉で滑り、お客様のクラブ数本を持っていたため手を着くこ

ともできず尻もちをついてしまった。

29 140301 2
10～

29

2017 5
11～

12

作業終了後、材料が残った為、その材料を二次加工の冷蔵庫に戻

そうとして二次加工に行き、そのあと自分の部署に戻る時、足元

に台車があるのに気付かず台車に躓き、顔面から転倒してしま

い、歯2本（前歯）を折り、床に手をついた際に左手首も打って

しまった。

66 170101 2
100～

299



2017 5
11～

12

1階の惣菜フライヤー室での作業終了後、残った材料を戻すた

め、1階二次加工の冷蔵庫に行き、原料を格納後、惣菜フライ

ヤー室に戻る時、足元に台車があるのに気付かずに、その台車に

躓き顔面から転倒した。 その際に前歯2本を折り、床に手をつい

た時に左手首も打撲した。

66 10104 2
50～

99

2017 5
11～

12

第2工場内において、バケットの吊り上げ、吊り下げ作業をして

いる時に、足元が悪く（コロコン）隙間に足をとられ、不安定な

体勢になり転倒しそうになったので踏ん張った時に右足を捻り、

かばおうとして首や腰を捻って負傷した。

35 11209 19 1～9

2017 5 8～9

出勤時、ユニフォームに着替えるため、病院敷地内の女子ロッ

カーのあるプレハブに向かっていたとき、道中の急な坂道を下っ

ていたところ、滑って転倒した。 その日は、雨も降っており路

面は滑りやすい環境にあった。 また、その道は雨の日以外で

あっても転倒しそうになる程の勾配であり、手すり等の安全策も

なされておらず非常に危険であった。

26 130101 2

1000

～

9999

2017 5 8～9

作業場へ向かうため、他の作業員と廊下を歩いていたところ、置

いてあったフォークリフトパレット（横110㎝×縦110㎝×高さ

15㎝）に気付かず、足をぶつけ転倒してしまった。 身体を支え

ようと咄嗟に右手を出したが、床に強く打ちつけ負傷した。

45 11402 2
100～

299

2017 5
9～

10

ごみ収集中に道路のくぼみに左足が入り捻った。 翌朝、腫れて

痛みがひかなかった。
25 150103 19

50～

99

2017 5 5～6
夜勤勤務中、巡視の記録中に利用者のトイレセンサーが鳴ったた

め利用者の居室に行こうとして廊下で転倒した。
58 130201 2

30～

49

2017 5
10～

11

造船所にて下架中の船を修理中、不足部品（ボルト）を洗浄に

持って行き、船の中腹高さ（1m50㎝）から岸壁に飛び下りた

際、着地と同時に両踵を骨折した。

61 11501 3
10～

29

2017 5
13～

14

脚立を使用して作業後に降りる際に、1段目の高さから地面に降

りた時に左足を被災した。
51 11703 3

100～

299



2017 5 2～3

惣菜開梱室から惣菜フライヤーへキャスターを1台、右手に持っ

て運んでいた際に足が滑り、右手側が下になるように横向きに転

倒した。

65 10104 2
100～

299

2017 5 2～3

1Fフライヤー開梱室で平台車を右手で1台持ち部屋を出ようとし

たところ、部屋出入口の手前で滑り右横向きに転倒し、咄嗟に右

手で受け身をとったところ負傷した。

65 170101 2
30～

49

2017 5
17～

18

検査室で作業中、急ぎの仕事が入って小走りになったところ、足

を滑らせ転倒した。 右足に全体重が乗るように倒れてしまい、

脱臼および骨折をした。

23 11301 2
30～

49

2017 5 8～9

青果バックルームにて、店内清掃に向かう最中に、商品入荷量も

多く狭い状態のバックルームである上、当人の靴裏が濡れていた

可能性もあり、またバックルーム床も滑りやすい所もあった。

そのため滑って転倒し、右膝を強打して骨折した。

51 80209 2
30～

49

2017 5
10～

11
工場内の機械のコードに足を引っ掛け、左肩から転倒した。 56 10301 2

300～

499

2017 5
23～

24

被災労働者が一次加工室冷蔵庫へ原料を戻すため冷蔵庫へ入った

際、入口床が結露で濡れており、その床で足を滑らせ転倒し負傷

した。

29 10104 2
100～

299

2017 5
16～

17

病院北側歩道にて、作業終了後の日報を施設へ持参していたとこ

ろ、段差に躓き、右手小指を骨折した。
69 150101 2

100～

299

2017 5
19～

20

出張工事にて、作業現場から宿泊先のビジネスホテルへ帰宅中、

ホテルに着いて荷物を持って車を降り、ホテル建屋へ向かう途

中、足元が見えず階段下の段差で足を滑らせて転んだ。

42 11204 2 1～9

2017 5
10～

11

勤務先1F透析室横のWC内の汚物処理用の流し台を水洗作業する

ため、流し台上に積まれていた荷物をドアの外に移動し、作業終

了後、復旧するためドアを体で押さえたまま作業にかかったとこ

ろ、荷物を抱えたままバランスを崩し、左膝を床面（3㎝四方タ

52 150101 2
500～

999



イル貼り）に強く打ちつけ、強い痛みが走った。

2017 5
11～

12

現場内でケーブル移設工事に伴う交通誘導、現場の生コン車が出

入りするので、通過時は道幅が狭いため、バケット車を移動させ

る整備を実施していた。 坂上から坂下に移動中、石か草に足を

とられ、頭から転倒しそうになったので左肘で止めた。

68 170201 2 1～9

2017 5
14～

15

片付け作業中に水たまりに足を滑らせて転倒し、尻もちをつた際

に手もつき、腕を骨折した。
50 50101 2 1～9

2017 5
11～

12

食堂にて患者様の昼食後の口腔ケアの為、それぞれの歯ブラシを

置いているラックから洗面台に並べている際に左膝を捻る。
45 130101 19

100～

299

2017 5
20～

21

工場内にてトレーを入れる折コンテナを清掃後に、折コンテナを

コンテナ搬送台に折りたたんで二段重ねにし、折コンテナに手を

添えて搬送している際、コンテナ搬送台が横にあるトレー洗浄水

槽に当たり衝撃で手が滑り、左手を床についた際に左手首をひね

り骨折した。

63 10109 2
100～

299

2017 5
12～

13

個人宅工事のための事前視察に伺い、家屋周辺の調査をしていた

とき、塀の外にある30㎝程の段差を登ろうとした際に躓き、前方

地面へ転倒し、水路の蓋に手を着いて負傷した。

42 30202 2
30～

49

2017 5
19～

20

お客様宅へ集金へ行った際、バイクを家の前に停め、舗装してい

ない駐車場を歩行中によろけて転倒し、左腕をついて骨折した。
67 80205 2

30～

49

2017 5
12～

13

客室清掃の際、ベッドメイクの手直しのためベッドを中腰で手前

に引いたとき、指の掛かりが悪かったのか手が滑った拍子に後方

に倒れかかり、背後のライティングデスク横の木枠（荷物置き）

に背中右側が当たり負傷した。

61 150101 3
100～

299

2017 5
13～

14

寝具売り場をレジに向かって歩いていた際、通路を右に曲がった

ところ、角の重機の下から出ていたコードに躓き前方に転倒し

た。

57 80201 2
300～

499

2017 5
9～ ショッピングセンターでパン箱を回収に行くため、スロープを上

45 40301 19
10～



10 ろうとして転びかかり、足首をひねり、靭帯断裂となった。 29

2017 5
19～

20

ゴミ出しが終わり、手を洗うため洗面台に歩いて行く途中に左足

が前に滑り、右膝から床に落ち、右膝を強打した。
61 130101 2

300～

499

2017 5
15～

16

事業場内の機械室において、1日3回実施する浴槽塩素検査を午後

に実施した。 検査終了後、一度機械室を退室したが、メーター

の見間違いが気になり再度機械室へ入室し、再検査終了後に機械

室を退室しようとした際、機械室内の水溜りに足を滑らせ転倒

し、右足首をコンクリートで強打して3ヶ所を骨折した。

63 140201 2
10～

29

2017 5
11～

12

勤務先外で草刈り後の草を箒で掃いていたところ、マンホールの

蓋に躓き転倒した際に、U字溝の縁に手の甲側から手をついてし

まい、左手を負傷した。

69 150101 2
30～

49

2017 5 0～1

倉庫内で作業中、スタッフの忘れ物を見つけ、靴を脱ぎ事務所内

に入り忘れ物を渡したあと、倉庫に戻るため事務所から出る際、

十分に靴を履かないまま歩き始めバランスを崩し、コンクリート

床で足を滑らせ転倒した。 転倒の際、床に左手をつき、手首付

近に強い痛みがあった。

28 80209 2
50～

99

2017 5
15～

16

店舗で荷物（クリーニング仕上り分）を整理している時、両手に

商品を持って移動している際に左足を挫いた様になり、バランス

を崩して転倒し、左足首のくるぶしを骨折した。

57 11703 2
100～

299

2017 5
13～

14

中学校において給食配送後の食器回収をしていた際、約50㎝段差

のあるターミナルに上がる時に足を踏み外し、バランスを崩して

転倒し、左腕を強打した。

72 10109 2
10～

29

2017 5
13～

14

粗大ゴミを搬出作業中、玄関の段差のところで転倒して左肩と頭

部を強打した。
47 130201 2 1～9

2017 5
11～

12

店舗厨房内で、作業台へ行く途中にグリストラップの鉄板の蓋の

上で滑って転んで、右肋骨を2本骨折した。
69 80209 2 1～9

2017 5
12～ お昼休憩後、作業場に戻る際、休憩室出入口ドアの足元の段差に

56 10109 2
10～



13 気付かず、躓き転倒した。 29

2017 5
16～

17

お客様宅訪問を終え、退出する際に玄関を出て門まで歩いていた

ところ、5㎝程の段差に気付かずに傾いてバランスを崩し、右足

を挫いて後ろに転倒し、動けなくなった。 その際、右足踝の下

から指の付け根の間の靭帯損傷、両腕打ち身、吐き気を生じた。

57 90103 2
500～

999

2017 5
12～

13

惣菜部に業務中食材が足りず翌日分も含め買い出しに行ったとこ

ろ、野菜売場の下にディスプレイで置いてあるネットに足が引っ

掛かり転倒した。 業務終了後に痛みが酷くなり、左足の膝（皿

の横）を骨折していることが分かった。

65 80209 2
10～

29

2017 5
11～

12

院内1階フロアにて、外来患者の治療を終えて病棟に移動中、慌

てていたため躓いて転倒し、右膝を負傷した。
57 130102 2

10～

29

2017 5
9～

10

支店荷捌きホーム上で配達荷物の集配用トラックへの積み込みを

終えてトラックに乗り込む為、ホーム端を小走りで走っていたと

ころ幅が10㎝×15㎝で深さが2㎝程の凹に左足をとられ、左足を

捻り負傷した。 ただの捻挫と思い仕事を続けていたところ痛み

が激しくなり、足首がひどく腫れ上った。

33 40301 19
100～

299

2017 5 8～9

施設の駐車場で、施設を出て車の所まで歩いて向かっている時に

車止めに躓き、そのはずみでフェンス下のブロックに頭頂部より

激突した。

56 130201 2
10～

29

2017 5
13～

14

7番ホール同行中、プレーヤーの打球が隣の8番ホールへ反れたた

め、目視の際の移動中にブロックレールの上を歩いていたら、足

が滑ってカート道路上で右足首を痛めた。

19 140301 19
30～

49

2017 5 7～8

被災者が環境控室から共用通路へ出たところ、左手に持った袋の

中からハンドクリーナーが落ちそうになったので右手で防ごうと

したときにバランスを崩して転倒し、右手を強打した。 そのま

ま仕事を続けたが、痛みがひどくなり、右手関節捻挫と判明し

た。

65 150101 2
50～

99



2017 5 6～7

休憩室から靴を履いて出ようとした時、立ちながら靴を履いたた

めバランスを崩して前屈み倒れ、コンクリート部分に手をついて

骨折した。

63 80209 2 1～9

2017 5
10～

11

水産加工場入口付近にて、イリコの空箱を運んでいた際に足元が

見えず、つま先を地面に引っ掛けてバランスを崩し、転倒した。

転倒した際に地面に右手をつき、手首の筋を痛めた。

65 10102 2 1～9

2017 5
12～

13

厨房配膳室の床を洗浄、清掃しようとしたところ、洗剤を撒いた

床の洗浄で滑り転倒し、左手首に痛みが生じた。
59 130201 2

30～

49

2017 5
10～

11

駅前広場を歩いている時に、左手で大型スーツケースを引き、右

手に傘と手荷物を持った状態で、左踵が自らのスーツケースにぶ

つかってしまい、左膝から転倒して左膝を強打した。

63 80409 2
10～

29

2017 5
14～

15

お客様宅を検針票投函のため徒歩で移動中、10㎝程の段差を越え

ようとした時に足を滑らせバランスを崩し転倒した。
49 170209 2

10～

29

2017 5 8～9

出勤のため職員駐車場に到着し、車を降りて更衣室に向かう途中

でバランスを崩して転倒し、両手をついた。 その後、右手に激

しい痛みが生じた。

47 130101 2
100～

299

2017 5
11～

12

浴室にて入浴介助中、他の利用者の介助に移るため浴室内を歩い

ている際、床が濡れていたため足を滑らせ左側を下にして転倒

し、左脇腹周辺を強打した。 転倒時の記憶は曖昧であるが、左

手は体の下敷きになっておらず、上の方に伸びていたため手の着

き方が悪く、肩を痛めたと考えられる。

31 130201 2
30～

49

2017 5
18～

19

お客様の接客中に刺身にワサビが付いていない事を指摘され、ワ

サビの小袋を惣菜の奥の部屋へ取りに行って戻る時、惣菜の調理

場を通り抜ける際、お客様を待たせまいと焦り、慌てて足がもつ

れて床で膝を強打し、左膝蓋骨を折った。

56 80209 2
10～

29

2017 5
11～

12

モップを使い掃除をしていたところ、足を滑らせて転倒した。

当初は捻挫と思い自宅療養したが、腫れがひかず痛みが増した。
48 130201 2

30～

49



2017 5
16～

17

厨房で夕食の準備のため、はじかみを手に持って盛り込みの最

中、床面が濡れていたため滑って転倒し、右肘並びに右肩を強打

し負傷した。 尚、他の職員は全員安全シューズを履いていた

が、被災者のシューズは注文中であったため普通のシューズを履

いていた。

66 80209 2 1～9

2017 5
20～

21

店舗入口ドア前にて、お客様にウエイトの商品をお渡しする時に

入口前の段差（5㎝程）に引っ掛かり、体勢を崩して転倒した際

に右手を地面についた。

82 140201 2
30～

49

2017 5 8～9
朝食の準備のため広間から出る時、出口に躓き廊下にあったテー

ブルに額を強打する。
61 140101 2

10～

29

2017 5
9～

10

店内において、被災者が会計機の操作をするためレジの作業場内

へ入る際に、レジ近くの買い物カゴを置く台車の脚に躓き転倒

し、床に手を着いて右手舟状骨骨折負傷した。

53 80209 2
50～

99

2017 5
9～

10

畜産売場で、惣菜商品（縦44㎝×横63㎝×高さ26cm・5㎏）を

惣菜作業場に運ぼうとした際、手に持って移動していたところ、

足が縺れて転倒し、左上腕骨頚部骨折した。

60 80209 2
50～

99

2017 5
18～

19

同室宴会客の依頼によりバックヤードで、角砂糖入りのオイス

ターグラス1個を左手に小走りで宴会場に急いでいた際、こぼれ

ていた料理の汁に足を滑らせ転倒し、左手にグラスを持っていた

ため左手のひら親指付根から小指付け根までを深く切った。

40 140309 2
50～

99

2017 5
10～

11

靴を履き替え、厨房からホールへ移動する際、当日は防疫の日で

床に剥離剤が撒いてあったが、撒いてあることを知らずに転倒し

て臀部を打ち、左手で体重を支えたたため負傷した。

64 170209 2
10～

29

2017 5
13～

14

高速道路サービスエリアにて車輌（大型トラック）を停車後、後

車する際、地面に穴が空いていることに気付かずに着地し、その

穴に足を取られて挫いて転倒した。 激痛の為、その後の作業が

出来ない状態となってしまった。

59 40301 2
10～

29



2017 5
15～

16

製造室にて洗浄作業中に、テーブル下20㎝に仮置きしていた長さ

141㎝のブラシがテーブルより20～40㎝程はみ出しており、躓い

て転倒して左膝を強打した。

58 10109 2
30～

49

2017 5
14～

15

中学校の給食室で午後の洗浄作業中、スポンジを取るために移動

しようとした際に残飯入れに躓き、長すのこに左臀部を強く打っ

た。

55 170209 2
10～

29

2017 5
11～

12

デイサービスセンターにて、入浴介助後、外においた洗濯物を干

しに行くときに風呂場で使うスリッパのまま事務所の中を移動し

てしまい、スリッパの底が濡れていたためか、右足のスリッパが

床に吸盤のように引っ付き右足が上がらず、上半身から前に思い

きり転倒してしまった。

67 130201 2
10～

29

2017 6
16～

17

食肉加工室で清掃作業中に床が濡れている為、滑って転倒した。

その際、左腕を床に強打し、冷凍ストッカーと床との隙間に左手

が入り込み、母指を脱臼した。

55 10101 2 1～9

2017 6
13～

14

荷台の上から降りる際に、小石があるのを確認せずに降りたとこ

ろ、その小石を踏んで踵を骨折した。
45 40301 6 1～9

2017 6
9～

10

個人宅足場解体工事現場において、足場解体作業中、2段目足場

にて作業していた者が、クランプを取り外す最中、先に外し足元

に置いていた単管（1m）に足を接触させ単管を落下させてし

まった。 その時、その下で作業していた従業員の肩に一度当た

り、その後に右足甲の上に落下し負傷したものである。

45 10109 2
10～

29

2017 6 3～4

冷凍工場内において、清掃及び翌日準備のため、3名にて作業し

ていたが、終了したので工場内の電灯を他2名に消灯する旨を確

認後、消灯したところ、被災者が暗い場所におり、その中で移動

したために床に置いてあった鉄製リング（高さ10cm程度）に躓

き、膝をついた際に鉄製リングに強打し負傷してしまった。

49 10103 2
300～

499

2017 6
17～

18

人力車にて観光案内をしている時に、足の裏を痛めたと思われ

る。
28 40209 19 1～9



2017 6
15～

16

当社工場内3号包装機（ペースト製造）において、作業終了後、

商品を持って金属探知機の確認を行い、その商品のセイロの所に

移動中、ラック取手を跨ぎ（約30cmの高さ）、その際につま先

が引っ掛かり転倒した。 手に商品を持っていた為そちらをかば

い、手の平を床に打った。 商品（縦25.7cm、横18.2cm、1個

1kg）

59 10103 2
100～

299

2017 6
14～

15

かに刺し網漁業陸上作業の為、出勤した。 同日の午後、洗った

ロープを干す為に移動していたところ、足を踏み外して側溝に落

ち、左足かかとを負傷した。

69 70201 1
10～

29

2017 6
10～

11

被災者は会社主催の運動会において、見本として走ったところ、

足がもつれて転倒し、その際に右膝から着地してしまい、膝の皿

の骨を折ったものである。

56 80409 2
10～

29

2017 6
9～

10

2番ティグランドで、ティショットの行方を確認する為に後方に

移動した際に、30㎝四方位の固定シューズブラシに躓き、仰向け

に転倒した。 その際に体をひねって左手で身体を支えようと手

をついた。 すぐに痛みがあり動かすことができなかったので、

事務所へ連絡し、そのまま病院へ行った。

66 140301 2
30～

49

2017 6 8～9

開園前、清掃業者が日常清掃として1階ホール床の水拭き掃除を

したが、乾ききっていないところに、来園者への案内表示を取り

替えるために通行し、滑って転倒した。 転倒した際に床に右手

をつき、右腕と右肩を強打した。

52 170209 2
50～

99

2017 6 2～3

公共住宅5F建ての住宅で新聞の配達中、集合玄関でポスティング

を終え、引き戸を閉めて、ポーチ（60㎝位）を下りようとした

時、転倒した。

54 80205 2 1～9

2017 6 8～9

自宅を出て会社駐車場（第二駐車場）到着し、車から降りて100

メートルほど歩いたところで躓き転倒した。 その時に左足首を

ひねり転倒したままで、同じ職場の事務員に支えてもらいながら 58 10109 2
100～

299



会社更衣室まで歩いた。 しかし左足首が痛む為、病院に行きレ

ントゲンによって骨折が判明した。

2017 6
13～

14

ビニールハウスでの作業中に、移動するためハウスの間を通行し

ていたところ、雨水を逃がす溝部分で足を滑らせ左足首を捻っ

た。

51 60101 2 1～9

2017 6
9～

10

厨房で調理をしようと、袋に入った野菜を持ち運んでいる時、床

が濡れていたため足が滑り、後ろ側に転倒してしまった。 その

際、野菜の袋を右手で掴んだ状態のまま、右手甲を床に強打し

た。

33 150101 2
50～

99

2017 6
19～

20

出張の帰り、道の駅のトイレに寄った。 同乗者が助手席から降

りた際、ふらつき後ずさりしたので、慌てて後ろから体を支えよ

うとしたが、支えきれず2人とも後ろ向きに転倒し、右足が同乗

者の下敷きになった。

70 170209 2
50～

99

2017 6
16～

17

盛土法面部で一輪車に土砂の積み込みを行い、作業箇所へ移動し

ようと方向転換した際に、バランスを崩して転倒した時、一輪車

のハンドル部分が大腿部に当たった。

57 30199 2 1～9

2017 6
9～

10

当工場において、衣付け作業の交代に入ろうと歩行していた際、

足を滑らせ右手を床につくように転倒した。
58 10101 2

50～

99

2017 6
16～

17

病院内掃除作業中、ダストボックス移動の際に、下水の溝にタイ

ヤがはまり、カートと共に転倒し、右足首を負傷した。
67 150101 2

50～

99

2017 6
23～

24

洗い場に洗い物を持って行く時に、洗い場床の排水溝に右足を入

れてしまった。
50 140201 2

30～

49

2017 6
10～

11

水産作業室内にある冷凍庫へ、商品を出そうと入ったところ、床

に氷が張っている（当・前日、天井からの水漏れ故障があったの

を周知していなかった）のに気づかず、足を滑らせ、尻もちをつ

く形で転倒した。（室内灯は点灯していた。） その際、お尻と

右手で体を支えたので、右手を痛めた。

69 80209 2
50～

99



2017 6
19～

20

作業場からバックルームに資材を取りに行こうとした際、作業場

の床が濡れていたため、滑って転倒した。 様子を見ていたため

に後日受診し、右肘を挫傷、打撲と診断された。

49 80209 2
100～

299

2017 6
10～

11

工場内にて、ロールボックスから出したバットを床で滑らせ、洗

浄機前まで押して移動させていたところ、グレーチングにバット

が引っかかり、前につんのめり転倒し、左膝付近を打撲した。

35 10109 2
100～

299

2017 6 8～9

旅客船（125屯）を工場でブロック建造して、工場でブロックを

連絡作業のため出張していた。 朝のミーティングが終了して、

作業現場に移動する際、下に敷いてあった鉄板に躓いて転倒し、

膝を打って負傷した。

64 11501 2
10～

29

2017 6
18～

19

厨房内で、お膳を洗浄室に運んで来た際に転倒した。 自力で起

き上がれず、骨折した。 床のタイルが濡れていて、滑り易く

なっていたことが一因と思われる。

65 130101 2
100～

299

2017 6
11～

12

工場内でロール内部抜出作業の為に、ロールに付けていたワイ

ヤーロープを被災者が跨ごうとしたところ、バランスを崩し床面

に身体の左側面を打ちつけた。

63 11301 2
10～

29

2017 6
18～

19

残業中に厨房内で清掃業務を終え、モップを片付けた後、入り口

付近で前のめりに転倒し、右脇腹を強打した。 床が濡れていた

ため、滑って転倒した。

65 130201 2
10～

29

2017 6
17～

18

工場内で仕事が終わり、帰る途中に踏み台があり（H25㎝×L90

㎝×W50㎝）、誤って足を踏み外して転倒し、受傷した。
66 10409 2 1～9

2017 6
16～

17

店内で両手で靴箱を持ち、在庫を移動している時に、配線コード

カバーの剥がれかけた部分に右足が引っ掛かってしまい、手を地

につけることが出来ずに身体と腰を大きく捻る様に転倒した。

激痛で動けなくなった。

29 80209 2 1～9

2017 6
13～

14

油脂製造場所のクッカー（脂炊き釜）の下にある蓋を専用の棒状

の器具で閉めようとした際、棒が外れ、バランスを崩し、同時に 35 10101 2
10～

29



立っていた床が滑り、手をついてしまい右肘を脱臼した。

2017 6 8～9

朝のアシストがクール仕分けを行いながら車両に積み込みを行っ

ている際に、荷物を持ちながら構内の平坦な箇所で足を挫き、く

るぶし骨折となる労災事故を発生させてしまった。

42 40301 2
30～

49

2017 6
14～

15

当院コミュニティーセンターの東側ガレージ前にて、園芸作業療

法活動中、配合土をポットに入れてバットを取りに行く途中、通

路の段差に気付かず、誤って右足を捻ってしまう。 その後、痛

みはあったものの作業を続行していたが、バットを整頓しようと

した時に再度躓いてしまい、右足を負傷した。

62 130101 19
100～

299

2017 6 8～9

女子浴室の床掃除の際、水栓にホースをつないで、掃除を開始し

ようと踏み出した時に、足元のホースに躓き前のめりに転倒し

た。 その際に両手と左膝をつき、右肘が床に当たり打撲し、左

膝の皿の部分を強打した。

67 140301 2 1～9

2017 6
23～

24

前室から冷凍庫へカートを移動中、冷凍庫入口付近にて、冷凍庫

の開閉扉を開けようとカートを置き、急ぎ足のまま足を前に踏み

込んだ際、勢いよく滑ってバランスを崩してしまい、土下座する

ような形で倒れてしまった。 冷凍庫用安全ブーツを着用してい

たが、ブーツの先にある防具部分（金具）と靴底とで足の甲を挟

む形となり、右第5中足骨を骨折した。 急ぎ足での移動は危険な

ため禁止していたが、慣れにより注意力が散漫になってしまっ

た。

28 50101 2
50～

99

2017 6
15～

16

当社厨房から従業員食堂への通路において、厨房から食器を運ぶ

ため、両手に持って外に出ようと一段の階段（段差25cm）を右

足から仕切りを跨いで、前方を見ながら着地したところ、着地の

体勢が悪かったのかバランスを崩し、右前方へ転倒した。 その

際、地面（コンクリート）に腰を打ち、右大腿骨を骨折した。

70 140301 2
50～

99

2017 6
11～

積込作業終了後、手を洗おうとトイレに行った後、車輌に行こう

と歩いた時、段差（約15㎝）で躓き、右足首をくじいて負傷して 44 40301 19
30～



12
しまった。

49

2017 6
12～

13

当社工場内2階食堂で、昼頃、椅子の足に躓き、両膝を床に強く

ついてしまう。 左膝に湿布をして仕事に戻ったが、工場1階製造

場で原料の入ったパットを持って移動していた夕方頃にまた転ん

でしまい、左肩を床に打ってしまったものである。

66 10109 2
30～

49

2017 6
11～

12

工場冷凍ラインの冷凍庫内にて、製品固定の為に巻くラップを持

ちながら歩行していた際に、冷凍庫内の床が滑りやすい状態で

あったことと、冷凍庫用の長靴が滑りを防ぐことが出来ないもの

であった為、足が滑って転倒し、右大腿部を冷凍庫床に強打して

骨折してしまった。

50 10104 2
500～

999

2017 6
11～

12

サービスカウンター内を歩いて移動していた時、何もない所で躓

いて転倒し、右肘を骨折した。
44 80209 2

100～

299

2017 6 6～7

荷降しするためにオープンバースに接車し、荷下ろしを開始す

る。 荷下ろしに夢中になりオープンバースから落ちそうになっ

たため、車両後部扉につかまり落ちない様にした時に、左腕に全

体重がかかり、痛めてしまった。 左上腕骨大結節骨折と診断さ

れた。

41 40301 19
30～

49

2017 6
16～

17

地区外梱作業を本工場に移設する為、旧Fラインエリアを解体し

ており、それに伴って消火器が置いてある場所の「責任者表示」

を剥がす作業をしていた。 1ヶ所を剥がし終ったので、次の表示

を剥がす剥がすため歩いて移動していた時、床面の段差に気付か

ず、左足つま先が段差に引っ掛かり、左ひざを床についた時に受

傷した。

57 11502 3

1000

～

9999

2017 6
9～

10

取引先にて、パンを冷却するコンベアーバーコンを清掃するため

に、冷却コンベアーバーコンを取り外し、場内の仮置き場へ運搬

する作業を行っていた。 約15㎏のバーコンベアーの巻物を両腕

に抱え、運搬経路を走行中、洗い場を通り仮置き場へ向かったた
38 150101 2 1～9



め、靴の裏に付着した水分でスリップし、バーコンベアーを抱え

たまま転倒し、床に左肘を打ちつけ負傷したものである。

2017 6 7～8
社内職場で野菜の仕分け作業中、水で漏れていた床で足を滑ら

せ、左膝をついて負傷した。
69 80109 2

100～

299

2017 6
11～

12

市場へ出荷する野菜苗を集荷時、苗が積載されている台車をト

ラックの荷台へ搬入するため、台車をパワーゲートから押してい

たが、ゲート上が雨で濡れていたため足が滑り、バランスを崩

し、倒れそうになった。 そのため、パワーゲート上で左手を着

いたが、その時に左手から左肩にかけ激痛が走った。 痛みは

あったが台車の積み込みを終え、昼頃、自分で運転して帰社し

た。

41 40301 2
10～

29

2017 6
17～

18

地下駐車場で、荷物を持って車の所に戻ろうとしたところ、段差

のある所を踏み外し、右足甲を骨折した。
48 40301 2

10～

29

2017 6
10～

11

配達作業中、下り坂を荷物を持ったまま小走りしていた際、足元

を滑らせ転倒した。 その際、右足首を捻挫し、右肘を裂傷する

怪我を負ったものである。

48 40301 2
50～

99

2017 6 0～1

米倉庫から出て、おにぎりピッキング室とおにぎり仕分け室の間

を通行中に転倒した。 その時、右足の靴が脱げ小指側から床面

についた。

51 10109 2
300～

499

2017 6
20～

21

店舗納品終了後、回収物（空カゴ等資器材）を降ろしに行った

際、車両荷室より荷降ろし作業を終了し、車両ゲート上からアス

ファルト地面に飛び降りた時、誤って右足首を捻り、捻挫したも

のである。

61 40301 3
100～

299

2017 6
9～

10

鮪レーンへの出入りの際、箱に手をついて入ろうとしたが、手が

滑り箱から手が離れ、捻った状態で床についてしまい、右手小指

関節を脱臼したものである。

64 140201 2
10～

29

2017 6
14～ 作業場にて、まな板の上に包丁を載せた状態で歩いていた際、掃

42 80209 2
30～



15 除後で水はけが悪く凸凹した床に躓き、横に転倒した。 49

2017 6
18～

19

売価違いが発生したお客様が来店され、商品がドレッシングだっ

たため、売場で売価確認後、サービスカウンターまで小走りで戻

る途中、左足首を捻ってしまった。 お客様に返金対応後、痛み

が出始めたが大丈夫と思い、しばらくそのまま仕事を続けた。

その後、痛みが増し、腫れてきた。

38 80209 19
50～

99

2017 6
15～

16

作業場にて、商品パック詰め作業中に滑り、グリストラップが清

掃中だった事もあり、グリストラップに転倒し、肩を骨折した。
63 80209 2

50～

99

2017 6 7～8

通勤時、勤務先敷地内で、雨を除けて厨房前の通路を更衣室に向

けて移動中、足場のぬかるみで滑って転倒し、左前腕部を受傷し

た。 当日は、通常通り業務に従事し帰宅した。 翌日、腫眼と痛

みが続き、骨折の診断を受けた。

56 130101 2
100～

299

2017 6
15～

16

執務中に事務室内を移動していたところ、机の脇に置いてあった

ダンボールに躓き、転倒した。 転倒した際、手をつくことが出

来ず、床に膝を強く打った。

56 130109 2
10～

29

2017 6
14～

15

診療科にて、担当より検査オーダーの問い合わせがあり、確認の

ため診察室へ行ったところ、医療機器の電源コードに躓き転倒し

そうになり、体勢を戻そうと踏ん張ったところ、右足先に痛みを

感じ、骨折してしまった。

61 130101 2
500～

999

2017 6
11～

12

プラスチックゴミの回収作業中、車から降りて次のゴミ置場へ向

かうため走った際に躓いて転んでしまい、その時、地面に右腕を

つき負傷してしまった。

63 150109 2
30～

49

2017 6
14～

15

当社敷地内で、ゴミ集積所を作る作業をしていたところ、約5㎝

程の段差に躓きバランスを崩して、足の足首を強くひねってしま

い負傷したものである。

63 30106 1
50～

99

2017 6
18～

厨房に近い住宅のお客様の配膳時、保温庫に汁物が残っていたこ

とに気付き、厨房に戻ろうとした際、入口に敷いてあった小さい
58 130201 2

30～



19 カーペットごと滑って転倒し、腰を強打し、動くことが出来な

かった為、救急車を呼んでもらい、そのまま入院した。

49

2017 6
9～

10

保守点検作業に伴う入管手続きの途中、防災センター入口の廊下

が雨上がりのため濡れており、右足が滑って転倒に至り、頸椎を

捻挫した。

51 170209 2
10～

29

2017 6
23～

24

調理場から接客の為、ホール側に移動しようとした時、不注意

で、調理場とホールの間にある段差に足を滑らせ後方に転倒し

た。 その際、体を支えようと手をついた為、右手首を骨折して

しまった。

49 140201 2
10～

29

2017 6
12～

13

レジに入る際、段差を踏み外した。 段差がある事は知っていた

が、なぜ踏み外したか不明である。 段差部分をより目立つ様に

する事を検討する。

42 140201 2
10～

29

2017 6
10～

11

当社が指定管理者としてその運営を委託されている児童館におい

て、当館所属の当社職員が、児童館のプレイルームの倉庫で幼児

サークルの準備中、足を滑らせて転倒した。 転倒の際、右脚を

強く伸ばした状態で転倒したため、右腿に強い張りの痛みが出

た。 転倒時に座卓の脚部分に腰を強く打った。 学童クラブ室に

て様子を見たが、痛みが引かなかった。

24 130201 2
30～

49

2017 6
9～

10

高速シミュレータ室から営業車へ荷物を運び入れる作業の際、高

速シミュレータ室の入口の段差に躓いて転倒し、負傷した。
38 120101 2

30～

49

2017 6 7～8
当施設内地下駐車場入口において、斜面を下りる際、斜面の終わ

りかけ辺りで右足首を捻り、負傷した。
53 130201 19

100～

299

2017 6
11～

12

客室清掃中に足を骨折したものである。 清掃中、バスルームか

ら出る際に、客室床に纏めて置いてあったゴミの中に入っていた

ペットボトルに足を取られて、転倒してしまった。 足首の骨

折、及び靱帯損傷との診断を受け、完治2ヶ月となる。

39 150101 2
100～

299

清掃中、モップを洗いに店舗裏の出入り口から外へ出ようとした



2017 6
10～

11

時、搬入用に段差へ渡してある鉄板が雨で濡れていたため、足を

滑らせて転倒し、左膝をひどく痛めてしまった。 しばらく市販

の湿布を貼っていたが、痛みと腫れがひかないため、治療を受け

に行ったところ、左膝内側側副靭帯損傷と診断された。

39 80209 2
30～

49

2017 6
9～

10

当社作業所にて屋根材を加工中、奥の道具置き場に道具を取りに

行こうとして歩行中、緩やかな傾斜があるのは分かっていたが、

足元を十分に確認せずに歩いて行った。 その際にバランスを崩

して転倒してしまい、左足を捻ってしまった。

35 30209 2 1～9

2017 6
9～

10

清掃員として週4日勤務、3日休み（休憩1.25時間）のローテー

ションで勤務していた。 現場にてエアコンのスイッチを入れよ

うとしたところ、滑って足を捻り、尻もちをついた。 病院で診

察を受けたところ、左足くるぶしを骨折していた。

60 150101 2
300～

499

2017 6
9～

10

マンションの共有廊下で雑布を絞りに水道に向かった際に、少し

坂道になっているスロープで対人してきた住人を避けようとした

際にバランスを崩し、転倒した際に左手を床に着き、左手首を損

傷した。

62 150101 2
100～

299

2017 6 1～2
レストラン店舗内フロアにてクローズ作業時に、業者によるワッ

クス掛けを行っていた為、足を滑らせ転倒し、背骨を骨折した。
71 140201 2

30～

49

2017 6
20～

21

調理場の出入口に設置してあるグリストラップの清掃中に、左足

を滑らせ、左膝を打撲した。
18 140209 2

10～

29

2017 6
17～

18

図書ホールにて、子ども達と保護者に紙芝居を読んでいる時、紙

芝居に描いてあるキャンディを子ども達一人一人に、「どうぞ」

と食べる真似をして配り、後方へ一歩下がった際に床で滑って転

倒し、右足リスフラン関節を脱臼骨折した。

47 130201 2
10～

29

2017 6
10～

11

本館4階男子トイレにて、拭き上げ作業を行っていた際、床が濡

れていたことによって足を滑らせ骨折した。
70 150101 2

50～

99

2017 6
18～ 食堂厨房内で、調理場へ氷を取りに行く途中、床が濡れていたの

63 80209 2
500～



19 で足が滑り転倒し、右手首を挫傷した。 999

2017 6
16～

17

職場巡回中に、段差を踏み外して仰向けに転倒し、腰・背中・頭

を打ち、胸椎第12圧迫骨折をした。
65 150101 2

300～

499

2017 6
15～

16

工事現場にて交通誘導作業中、現場内を移動している時に、誤っ

て道路脇の側溝に右足が挟まってしまい、転倒した。 転倒した

際に右足首を強く捻ってしまったため、右足首を負傷した。

58 170201 2
30～

49

2017 6
14～

15

資料を棚に戻そうとした時、躓いてバランスを崩した際、右手を

壁に強く打ちつけ負傷した。
25 170209 19 1～9

2017 6
11～

12

清掃現場（マンション）において、床面の定期清掃作業中、エン

トランスの段差を踏み外し、足を捻って転倒し、右膝を負傷し

た。 両手に作業道具を持っていたため、転倒時に体を支えられ

なかった。

49 150101 2
10～

29

2017 6
11～

12

キャディ業務中、ボールを探しに走り出た際、木の根に足をとら

れ、バランスを崩して右足首を捻った。
24 140301 19

100～

299

2017 6
9～

10

出勤時に、雨上がりの状態で食堂入口が濡れていて、滑って転倒

した。 その時に手をついてしまい、右手首を骨折した。
55 140201 2

30～

49

2017 6
14～

15

施設内の廊下清掃を行っていたところ、滑って足をからませ躓い

てしまい転倒し、その際に左膝を強打した。 当日は痛みはあっ

たが様子をみていた。 翌日になっても痛みが治まらなかった。

75 130201 2
50～

99

2017 6 8～9
冷蔵庫の中にある商品を取り出す際、床に落ちていた肉の破片に

滑って転倒した。
54 80201 2

50～

99

2017 6 6～7

勤務終了後、営業所内シャワー室のシャワーボックスでシャワー

を浴び、シャワーボックスから退室した際、シャワーボックス内

にシャンプー等を忘れたので、シャワーボックス外から取ろうと

した。 一歩足を踏み入れるか、しゃがんで取れば良かったのだ

が、横着をして前屈みで手を伸ばした時に足が滑ってしまい、

シャワーボックス扉レールに右足脛をぶつけてしまい受傷した。

57 40302 2
100～

299



2017 6
14～

15

8階病棟ナースステーション入り口にて、清掃作業を行っていた

際、カーペットとハードフロアの継ぎ目の僅かな段差に躓き、転

倒し打撲した。

68 150101 2
50～

99

2017 6
9～

10

就業先パントリー内にて準備作業中、清掃者がいたが、モップ掛

けをしているのを知らず、その濡れた床で足を滑らせ転倒した。

制服がビチャビチャになる程であり、左腰、左首、左足を負傷し

た。

49 170101 2

1000

～

9999

2017 6 8～9

調理室の配膳台の横を通り、配膳車を取りに行こうとしたとこ

ろ、床が濡れていて足をとられて転倒した。 その際、左手も床

につき左手首を骨折した。

60 80209 2 1～9

2017 6 7～8

営業所にてバスを借用するため、営業所に出勤した。 乗務する

バスを探すため営業所内を歩いていた際、コンクリート地面の継

ぎ目にやや凸凹があることに気づかず躓いてしまい、転倒した。

その際、頭部および身体を地面に強打し、負傷した。 顔面を

切った箇所から出血が続いた為、救急車で病院に運ばれ、治療を

受けた。

60 40202 2
30～

49

2017 6
14～

15

執務室内にて、自分のデスクの椅子から立ち上がって書棚にファ

イルを取りに行こうとした際、転倒した。
40 170209 2

50～

99

2017 6
14～

15

自転車で出勤し、診療所ビルの裏口にある駐輪場に自転車を停

め、診療所に向かおうと、両手に荷物を持ち、道路に出ようとし

たところ、段差に気付かずに転んで負傷した。

58 130109 2 1～9

2017 6
21～

22

洗車場奥にある部屋に向かう途中、洗車機周りの苔により足を滑

らせ、前のめりに転倒し、右肘を地面に強く打ちつけた。
30 80204 2

10～

29

2017 6
17～

18

作業場内で洗浄した機械の部品を、台座にコンテナを乗せた状態

で、床を滑らせて移動中にバランスを崩し、直す際に足が滑り、

左膝を床に打った。

22 10101 2
100～

299

14～
社員食堂にて昼食を終え、当日の職場へ戻る途中の後方通路で、 1000



2017 6
15

左足を滑らせ転倒した。 通常は別の職場勤務であるが、当日は

応援業務として、ギフトセンターに従事していた。

58 80201 2 ～

9999

2017 6 8～9
自社倉庫内で移動中に、コンテナへ積み込みに使用するレベラー

に右足を引っ掛けて躓き転倒し、骨折をした。
58 50101 2

50～

99

2017 6
11～

12

マンションで家財の搬出後、トラックに積み込み、扉を押した際

に、雨が降っていて道路に敷いていた床養生が濡れていた為、足

が滑って床に激しく右手をついた。 肩に激痛があったが、その

日は大丈夫と思い病院に行かなかったが、翌日痛みが増していた

為、病院に行った。

36 40301 2 1～9

2017 6
14～

15

当社工場内において、製品（30㎏の槽）を運んでいる時に、鉄板

の所で足を滑らせ転倒した際、腰・背骨・臀部を打ち、亀裂骨折

した。

59 11409 2
30～

49

2017 6
10～

11

下処理の終わった肉を運ぶ際、通路がコンテナで塞がれていた

為、通路の端を通過しようとした際、足を滑らせて台車のバラン

スを崩し、人・車共に転倒し、台車の下敷きになってしまった。

29 10109 2
100～

299

2017 6
16～

17

外から事務所に帰ってくる途中、事務所の入口付近にて、階段

（1段差）に躓き、右足足首を捻り、小指を骨折した。
62 30109 2 1～9

2017 6
11～

12

発着口にて集荷終了後、軽四輪車のバックドアを閉めて、運転席

に戻ろうとした時に転倒した際、左手から地面に手をつき体重を

支えたため、左手首を負傷した。 地面はコンクリートで、特に

障害物等はない。

38 110101 2
500～

999

2017 6
10～

11

カントリークラブ内キャディマスター室前で、セルフカートの片

付け中に、お客様が間違えてリモコンボタンを押してしまった

為、カートが突然動き出してしまい、そのカートを止めようと

走った時に足を滑らせ転倒した。 その際に左手を地面につい

て、手首を痛めてしまった。

57 140301 2
50～

99

16～
個人宅解体工事において、基礎を砕いて出たコンクリート殻（35



2017 6
17

㎏）を一輪車に載せ、階段に板（幅30㎝、厚さ4㎝）を敷いた上

を勢いをつけて上る際に、左足ふくらはぎに痛みがはしった。

58 30309 19 1～9

2017 6
16～

17

店内キッチンにて食器を補充している時、排水溝の蓋で滑って転

倒し、臀部を強打した。 大丈夫と思い様子を見たが、痛みがひ

どくなり翌日に受診したところ、尾てい骨骨折との診断を受け

た。

58 140201 2
30～

49

2017 6
12～

13

店内シンク前のプレパレーションで、プラッター（皿）5、6枚を

持ち、D/Wからキッチンにサプライする途中、洗い物などで床が

濡れていたため足を滑らせ、前かがみに倒れ、その際にプラッ

ターが割れ、右手人差し指・左手小指を受傷した。

34 140201 2
30～

49

2017 6
11～

12

当店調理場にて、空のバケツを持って移動中に、床が濡れていた

のに気づかず歩いてしまい、滑ってバランスを崩して左肩より転

倒し、左肩を負傷したものである。

66 10109 2
10～

29

2017 6
9～

10

店舗内から折り畳みコンテナを専用台車に載せて、戸外の定位置

に戻す作業を繰り返していたところ、外は雨が降っており靴底が

濡れてしまっていた。 その作業後に靴裏を拭かずに戸内に戻っ

たところ、床の上で滑って前のめりに倒れ、左膝の皿の部分を打

ちつけた。 最初は大したことはないと思い帰宅したが、段々膝

の痛みが強くなった。

20 80209 2
30～

49

2017 6
16～

17

特別養護老人ホーム内の一般浴室で清掃をしていた。 大浴槽に

入るためのスロープ部分を洗剤を使ってデッキブラシでこすって

いた時に足が滑り、右手を床につけて支えようとしたが、反動で

後ろに倒れた。 後頭部が大きく腫れ、右手を握ることが出来な

かった。 （当時、長靴を着用していた。）

65 130201 2
100～

299

2017 6
14～

15

会社内2F廊下にて、入浴者を迎えに行こうとしていた時、2Fサ

ロンを通り、3Fに階段で行こうとして走っていたところ、床が

湿っていて躓いた。 その際、前のめりにバタンと倒れ、胸と右

肘と左膝を打った。

70 130201 2
50～

99



2017 6 5～6

休憩終了後、入場口にて、手洗いをしハンドドライヤーで手を乾

かしていた際に、突然ハンドドライヤーに手をつき寄りかかる。

その後、仰向けに倒れて後頭部を床にぶつける。 意識はあった

が、救急車にて病院へ搬送される。 診察の結果、脳内に出血が

見られる為、脳神経外科へ移送される。

62 10109 2
500～

999

2017 6
15～

16

第1工場にて紙巻機械で作業中、栽培ビンが倒れたため元に戻そ

うと、機械の床より1mの部分に上がり（通常はビンを起こす時

は専用の棒で起こす）、ビンを起こして床に降りる時、右足に負

荷がかかり負傷した。

43 10109 3
50～

99

2017 6 8～9

出勤時、敷地内駐車場に車を停め建物内に入る際、傾斜部分の砂

利に足を滑らせ尻もちをつき、その際に右足が尻の下に入り、右

足首を骨折した。

66 10109 2 1～9

2017 6
16～

17
店舗出入口付近の駐車場にて、退勤時に躓いて倒れた。 40 80209 2

10～

29

2017 6
9～

10

工場内で平面研削盤の操作が終わり、その場を離れようとしたと

ころ、エアーのホースに足をとられ、転んで左膝を強打した。
73 11409 2

10～

29

2017 6 2～3

現場に到着し、車両の左側から降車して着地した際、路肩の盛り

上がりで左足首を強く捻じり、左距骨骨折および左足関節靱帯を

損傷した。

34 170209 3 1～9

2017 6
13～

14

館内の昼食会場で、会場の後片付けの手伝いの作業中、椅子を4

脚重ね、後方に引きずって移動する時、椅子ごと後ろに倒れて、

尻を強く打ってしまった。

60 140101 2
50～

99

2017 6 7～8

市場事務所の作業場で、荷物の振り分けをしている時、室内作業

場から室外作業場へ向かう途中、慌てて歩いていた為、一段上

がっている段差を変な角度で踏み、右足の指の付け根を捻り転倒

した。

55 170209 2
50～

99

10～
当社1階にて、商品出荷のため商品を手に持って移動中、足元に



2017 6
11

あった荷造台に足を引っ掛けて転倒し、右足アキレス腱を負傷し

た。

44 80109 2 1～9

2017 6
9～

10

派遣先において、冷凍資材庫へ具材を取りに行った際に、資材が

多く、通路が狭くなっていたため、床面に置いてあった物を避け

ようとしたところ、バランスを崩し転倒した。 その際に、持っ

て来ていた台車のタイヤに背中を打ちつけてしまい、左肋骨を骨

折した。

28 170101 2
50～

99

2017 6
9～

10

冷凍資材庫へ具材を取りに行った際に、資材が多く、通路が狭く

なっていたため、床面に置いてあった物を避けようとしたとこ

ろ、バランスを崩し転倒した。 その際に、持って来ていた台車

のタイヤに背中を打ちつけてしまい、左肋骨を骨折した。

28 10109 2
300～

499

2017 6 8～9

工場3階にて、清掃場所に急いで向かうために走って移動してい

たところ、床に靴が引っかかってバランスを崩し、右手をついて

2回転倒した。 転倒の衝撃で右手首を負傷した。

60 11709 2
100～

299

2017 6
10～

11

病院の寝具管理の作業中において、商品を作業カートに載せ移動

中、ナースステーションの数メートル手前で足がもつれ、バラン

スを崩し転倒してしまった。 その際に、前頭部を殴打し切り傷

ができ、転倒した際に左手を廊下についたところ、小指を殴打し

てしまった。 病院内での出来事なので、すぐに治療となった。

頭部打撲については脳神経外科で、前頭部の外傷については処置

を終え、その後、問診とレントゲン検査を実施し、異常なしとの

診断が出た。 左手の打撲については、ヒビが入っていたので、

継続治療になった。

62 11703 2
100～

299

2017 6
17～

18

コース管理作業終了後、徒歩にてゴルフ場管理棟に戻る時のこと

である。 管理棟入口にはゴムシートが敷いてあり、滑り止めと

してその上に絨毯を敷いてあったが、雨に濡れたためゴムシート

上で絨毯が動きやすくなっており、足を踏み入れた際に絨毯ごと

滑り転倒し、右手をついた際に負傷したものである。

66 140301 2 1～9



2017 6
17～

18

デイサービス終了後、施設内を清掃するため水モップを取りに行

こうとした時に、テーブルの上にチェック表があることに気付い

たため、食堂にいる夜勤職員に届けに行った。 その際、廊下を

急いで歩いたため、靴のつま先が床に引っ掛かり、躓いて前方に

転倒した際、左半月板を強打し骨折した。

62 130201 2
10～

29

2017 6
9～

10

OT室前ホールを歩行中、床に水たまりがあることに気付かず、

スリップし転倒してしまった。 背部から倒れたため、左背部、

左後頭部を近くにあったソファ、及び床に打ち付けてしまった。

被災直後に頭痛・吐き気があり、背部痛も持続しており、頸部・

背部・頭部挫傷となった。

65 130101 2
100～

299

2017 6
11～

12

被災社員は、構内12番線に留置した車両において、「非常の場合

の措置」訓練中に、電留12・13番線間を南から北へ走りなが

ら、車両の下回り点検を行っていたところ、コンクリートブロッ

クの角に右足を躓かせ転倒し、右前腕および両手を受傷した。

29 40101 2
100～

299

2017 6
12～

13

病院の3階病棟の食堂にて、患者さんの食事の配膳をしていた

時、患者さんが使用していた歩行器があるのに気づかず、左足を

歩行器の後ろタイヤに引っ掛けてしまい転倒した。 （歩行器が

配膳の動線上にあった。）

62 130101 2
300～

499

2017 6
10～

11

寺の境内において、墓石の据え付け作業をしていたところ、段差

（1m程）の高さから飛び降りて着地した時に、左足首の皮がめ

くれ上がって痛くなった。

51 10909 3 1～9

2017 6 5～6

新聞朝刊配達のため徒歩で移動中、石に躓いて転倒した際、道路

横に立っていた金属のポールに右上腕を強打し、負傷したもので

ある。

75 80205 2
50～

99

2017 6
15～

16

かごを持って移動中、線に足を引っ掛けて転倒した際、持ってい

たかごが顔に当たり、鼻と前歯を損傷した。
76 10109 2

10～

29

2017 6
12～

調理室にて、回転釜の間を通った際に転倒し、手がうまく出せな

かった為、右顔面を打ち、右腕を捻るような形で倒れ込んだ為、 19 80209 2 1～9



13
腕が上がらなくなり、捻挫した。

2017 6
14～

15

トイレ休憩のため駐車場に停車し、トイレに向かおうとした際に

縁石に躓き、転倒して手をつき、右肩を腱板断裂した。
57 40301 2 1～9

2017 6
15～

16

検査室において器械と台の間を移動しようとした時、器械から出

ていた電気コードに右足が引っ掛かり、勢いがついていたので左

方向に転倒し、左手首を骨折した。

59 130102 2
10～

29

2017 6
9～

10

個人宅で、介護ベッドの部品を左手に抱えて運搬中、スロープを

降りている最中、雨が降っていた為、足元が滑り転倒し負傷し

た。

53 40301 2
100～

299

2017 6
15～

16

街路樹剪定工事における交通誘導を行っている最中、のどが渇い

たので、足元に置いていたお茶（水筒）を取ろうと屈んだ時にバ

ランスを崩し、右膝をついた体勢で尻もちをついたため、右足を

ひどく捻ってしまい、右腿を負傷した。

69 170201 2
100～

299

2017 6
16～

17

敷地内駐車場で、車に向かおうと屋上駐車場を歩いていた際、雨

上がりのため滑って転倒し、左足小指を骨折した。
66 80201 2

100～

299

2017 6
20～

21

2Fから3Fへ上る踊り場で、両手にヤカンを持って歩いていた時

に、自分の不注意で着物の裾を踏んで転んでしまい、ヤカンに

入っていたお茶（熱湯）が手にかかり火傷をした。

67 140101 2
30～

49

2017 6
15～

16

セントラルキッチン洗い場にて、洗浄機から洗い物を受け取り、

殺菌庫に片付けている時、洗浄機の流れが止まりそうになり、慌

ててしまい、シェルフに引っ掛かり転倒し、右肩から落ちて骨折

した。

68 170209 2
100～

299

2017 6
19～

20

翌日の準備の為、冷凍庫より商品を出していたところ、入口付近

で靴に霜が付着していたようで滑って転倒した。 その際、背中

を強打し、ムチ打ちを負い、ついた左手も痛くて握れなくなっ

た。

51 10109 2
100～

299

ホールから厨房内へ使用された食器を戻し、ホールに戻る途中で



2017 6
12～

13
足を滑らせた。 その時、目の前の流し台に手をかけたところ、

少し鋭利な部分だったため、右手の指の付け根辺りを負傷した。

44 140201 2
10～

29

2017 6
10～

11

新製品の発売を控えているため、毎日の生産アイテム数が通常時

の1.5倍になっていた。 アイテム切り替えの際には水洗い洗浄を

行うため、普段より床が濡れる頻度が高くなっていて、同時に切

り替え作業を急いだため慌ててしまい、濡れた床で転倒してし

まった。

51 10109 2
30～

49

2017 6
16～

17

業務終了後、タイムカードを打ちにマスター室へ行こうとキャ

ディ室からマスター室へ向かう廊下を歩いていた際、廊下に傘が

干してあり、床が濡れているのに気付かず、マスター室前ドア付

近で滑って、ドアに右足親指付近をぶつけて尻もちをついてし

まった。 右足親指の痛みがあり、痛み止めをもらって仕事を続

けていたが、その後、休業し治療に専念することになった。

66 140301 3
30～

49

2017 6 8～9

建築現場で1階部分にボードを搬入する時に、玄関前の段差を埋

めるため、足場材をスロープにした。 そして、ボードを持って

その足場スロープにのったところ、滑ってバランスを崩し、その

まま前側に転倒した。 ボードを落とすまいと持ったまま転倒し

たので、そのボードと入口のコンクリート部分に左手の指を挟ん

で、2ヶ月の通院加療の負傷をしたものである。

36 40301 2
50～

99

2017 6
16～

17

消防署玄関ホールで、定期清掃作業終了際に、片づけのため左手

でモップを持ち移動中、エントランスのタイル床が雨天で濡れて

いたため、足を滑らせて転倒した。 その際に左手を床につき、

左手首を骨折した。

58 150101 2
50～

99

2017 6
15～

16

ガス工事現場で掘削中、民家の駐車場から出る車を誘導しようと

した時、誘導に夢中になり、ガス管埋設用の穴を掘ってある事に

気付かず、そのまま穴の中に両足から変な落ち方をした為、両足

を怪我した。 特に右足の腫れが酷くなった。

28 170201 1
30～

49



2017 6
15～

16

当社冷蔵庫作業場にて、リフトでの作業後、リフトから降り、椅

子方向へと向かっている時、地面に設置されているドアストッ

パーに躓いてしまい転倒した。 転倒箇所には椅子があり、座面

部分に顔から倒れ、その反動で首を痛めた。 また転倒時に体も

捻ってしまい、腰も痛めた。

49 10102 2
30～

49

2017 6
17～

18

営業所の洗車場において、帰庫後に行う洗車をするために歩いて

いたところ、左足を捻り、骨折した。
31 40302 19

50～

99

2017 6
16～

17

工場内において、自動車部品の製造作業中、道路を通らずに移動

しようと台車を跨いだ際、跨ぎ切れずに台車に躓いて床に倒れ、

右肩付近を強打し負傷したものである。

64 11209 2
30～

49

2017 6
15～

16

店内の客用トイレにて床の清掃中に、洗浄後にモップ掛けをして

いた際、足を滑らせ転倒し、右足太ももと尻を受傷した。
56 80209 2

100～

299

2017 6
14～

15

遊技機器の組付ラインの設置準備作業のため、工場内で作業台に

上がり（高さ約1m）、電動ドライバーなどの工具を片付けてい

た。 片付け作業が終わり、作業台から降りようとした時、急に

作業台の脚が不安定になり、慌てて作業台から飛び降りた際に、

地面に右足を強打した。 （靴を脱いだ状態で台に上がってい

た。）

57 170209 3 ―

2017 6
9～

10

本社工場新棟2階の男子トイレ床面を清掃中、従業員がトイレに

入ってきた為、作業を一旦中断しようと後ろに下がったところ、

足を滑らせて転倒した。 その際に左手をつき、親指の付根を骨

折、又、左肘を打撲した。

57 150101 2
300～

499

2017 6
9～

10

委託を受けているパチンコ店開店前の清掃業務中、鍵をパチンコ

店のスタッフに渡そうと、急ぎ足でトイレの入口付近を歩いてい

たところ、タイル張りの床（濡れていない状態）でバランスを崩

し、右足から転倒した。 痛みが強く、右手中指と薬指骨折、及

び右膝骨折していた。

63 150101 2 ―

鋳造作業中、ダイカストマシンの下部ピットに落ちているスク



2017 6
9～

10

ラップを回収（ピット内清掃作業）している時、ピット内の足元

に転がっていたスクラップ（20㎝×20㎝程度のもの）を踏ん

で、右足首を挫き、バランスを崩して転倒しそうになった為、咄

嗟に左手で受け身をとった時、ピットの壁に左小指を打ちつけて

受傷した。

30 11102 2
100～

299

2017 6 8～9

従業員用に借りている、隣接するビルの5～6Fにある駐車場に

て、出勤時に車を降りてエレベーターまで歩く際、タイヤ止めに

躓いて転倒した。 その際、コンクリート面で強打したため、怪

我を負った。

67 80209 2
500～

999

2017 6 6～7

一車線を規制する工事で、警備をする為に事務所兼工場に集合

し、現場へ行く予定であった。 集合場所の駐車場に車両を停

め、待機場に向かっていた時、雨で滑って転倒し負傷した。

57 170201 2
30～

49

2017 6 5～6

作業現場にて、昼夜連続後尾警戒業務における夜間行程運転手と

しての勤務を終え、作業現場から通勤車両に戻る途中に転倒し

た。 その際、左手を地面についた時に鈍い音がした。 一度作業

現場から通勤車両に戻ったが、忘れ物に気いて現場に一度戻り、

再び通勤車両に戻る際の事故であった。

34 170209 2
10～

29

2017 6
13～

14

1F茹麺機の製品切り替え作業を行う為、2段の作業台を使用し、

作業を終えて後ろ向きで降りた際、床の突起物に足を乗せてしま

い、足首を捻った。

25 10109 3
300～

499

2017 6
13～

14

スーパーマーケットの特設売り場へ急いでパンを運ぶ途中、入り

口付近のタイルが雨の影響で濡れていたため、滑って転倒してし

まった。 その際、ついた右手首を骨折してしまった。

52 10104 2
10～

29

2017 6
11～

12

場所移動中に呼び止められ、振り返った際に足を滑らせて転倒

し、右肩を床に打った。
66 10109 2

30～

49

2017 6
11～

12

工場包装室で惣菜のパック包装作業中、空になった容器を片付け

ようと運んでいる時に、足元にあったカートに躓いて転倒し、胸 64 10109 2
100～

299



部を地面に打ちつけて肋軟骨骨折をした。

2017 6 5～6

トイレの清掃巡回点検中、トイレから廊下に出ようとしたとこ

ろ、廊下床カーペット敷きの境目に右足が引っ掛かって躓き、右

足首を負傷した。

56 150101 2
10～

29

2017 6
19～

20

工場内で、業務終了後にタイムカードを打刻しようと歩行してい

たところ、ペンキ塗りたての注意書きに気付かず、ペンキに滑り

転倒した。 その際にお尻を強打した。

56 11409 2
30～

49

2017 6
13～

14

踏み台の上での作業が終わり、降りる時に左足首を内側に捻り、

左側へ倒れた。 足首が腫れ、靭帯を損傷した。
35 170101 2

50～

99

2017 6
10～

11

弊社バス車庫から事務所へ鍵を取りに行く際、小走りで駐車場内

を通過中に、設置してある再帰反射板（キャッツアイ）に左足を

のせる形で滑らせ、左足首を捻り受傷した。

27 40201 2
100～

299

2017 6
9～

10

傾斜盤（溝加工をする機械）で、階段の段板の蹴込み溝加工中、

刃物の抵抗で材料が跳ね返り、左手を小指外転筋不全断裂、皮膚

挫滅創した。

63 140201 2
10～

29

2017 6
9～

10

店内にて、旧畜産厨房に包材のエアパッキンを取りに行く時、床

に突き出た旧配管の後の5㎝程の出っ張りに躓き転倒し、右手首

と左足首を受傷した。

49 80209 2
50～

99

2017 6
22～

23

製造二課米飯室で、材料を取りに行く移動中に、海苔保管庫前の

床が濡れていた為、滑って転倒した際、尾てい骨を負傷した。
59 10109 2

300～

499

2017 6 6～7

事業所内にて、車両荷台で積込作業を行い、荷台から降りよう

と、後方のステップに右足で降り、次に左足を地面に降ろしたと

ころ、左膝に激痛がはしり、左膝外傷性関節炎、左膝関節捻挫と

診断された。

56 40301 3
50～

99

2017 6
23～

24

入居者の居室で対応を終え、2階介護職員室に戻ろうとしたとこ

ろ、ナースコールが鳴り、どこの居室かを確認し急いで行こうと

振り返った時、バランスを崩して左足を挫き、その場に転倒し
25 130201 2

100～

299



た。

2017 6
16～

17

お客様宅へ配達をし、バイクに戻ろうとした時に、お客様宅門の

前にあったマットに右足をとられ尻もちをついた。 その際に腰

に強い力がかかり、第十二胸骨を圧迫骨折した。

42 110101 2
100～

299

2017 6
15～

16

建物2Fエレベーター前廊下にて、エレベータ方向に移動のため歩

行中に足が躓き、前方につんのめって転倒した際、両手をつこう

としたが、頭から転倒したため、左膝を打撲した。

55 150101 2
50～

99

2017 6
16～

17

見学者用通路内倉庫の整理整頓中に物を運んでいた際、足元の水

に気付かずに踏んでしまい滑った。
59 10103 2

100～

299

2017 6
15～

16

旧コード工場に、裁断機の制御盤を搬入する作業を開始した。 4

名の作業者が制御盤を平台車に載せて搬入を開始した。 制御盤

を左方向へ方向転換しようとした際に、平台車が土間に引っ掛か

り、制御盤が転倒し始めた。 被災者は挟まれないように逃げた

が、制御盤の架台のアングルが右足の親指付近に乗り、挟まれて

被災した。

30 30302 5
50～

99

2017 6
11～

12

自社倉庫敷地内にてリフトで走行中、旋回を行ったところ、路面

の雨漏れにより、リフトがスリップし、止まりきれず停車中の自

社トラックと接触した。 その際、身体がリフト外へ振られ、ト

ラックとリフトに左足を挟まれ打撲傷となる。

38 40301 7
10～

29

2017 6 8～9

利用者を迎えに行き、利用者を抱えてスロープを降りる時、雨で

濡れたスロープで足を滑らせて尻もちをつき、尻部を強打して負

傷した。

42 130309 2
30～

49

2017 6
9～

10

開店前作業中、売場で足が滑り転倒し、手をついた時に手首を

捻ってしまった。 床濡れ等ではなく、急いでいて、靴底がすり

減っていた為、曲がり角で転倒してしまった。

65 80209 2
50～

99

2017 6
9～

10

開店前作業中、売場で足が滑り転倒し、手をついた時に手首を

捻ってしまった。 床濡れ等ではなく、急いでいて、靴底がすり 65 170101 2
300～

499



減っていた為、曲がり角で転倒してしまった。

2017 6
16～

17

当社にて、ハンバーグの具材を収納する際、加工場を通り冷蔵庫

に向かう途中、濡れた床に足をとられバランスを崩し、具材の

入ったボールを持ったままひっくり返り、尾てい骨から落ち、背

中・両肩（肩甲骨）を床に強打し挫傷したものである。

60 140201 2
30～

49

2017 6
13～

14

施設内の厨房で、食器を洗おうとシンクに向かって歩いていた時

に転倒し、シンクに顔面を強打して鼻を骨折した。 被災者によ

ると、転倒は床の水漏れに滑ったものとのことである。

75 140309 2
50～

99

2017 6
12～

13

工場内2F廊下を昼休み開始のため食堂へ移動中、スロープ状に

なっている床面に足を滑らせ、尻もちを庇うため右手を床に着い

た際、右手首を骨折してしまった。

50 10102 2
50～

99

2017 6
11～

12

自社構内で廃棄物分割作業の休憩中、荷物に掛けていたシートに

躓いて転んだ。
63 150102 2

10～

29

2017 6
9～

10

古紙・衣類収集作業中、片手に段ボールを持ち、前方の段ボール

を取りに向かっていたところ、交通標識下部の歪曲している部分

に左足が引っ掛かって転倒した時、咄嗟に右手を地面に着いたこ

とにより、右手、右手首付近を負傷した。

60 150103 2
100～

299

2017 6
9～

10

仕事中、事務所に用事に行ってもらった際、事務所の前で滑って

転び、頭と腰を打って意識が少し無くなり、救急車で運ばれた。
49 170209 2 1～9

2017 6 8～9

朝食後入居者様を居室へ誘導した後、ナースコールに対応するた

め部屋を出ようと、咄嗟に左方向へ体の向きを変えた時、右足の

膝折れが起き激痛を覚えたが、1～2分じっとして、その後歩く事

が出来たので、痛みはあったが右膝をかばいながら、なんとか1

日過ごした。 翌々日朝から、立つこともしゃがむことも激痛で

困難になった。

56 170101 19
50～

99

15～

当社において、商品点検中、再洗いのワイシャツ1枚を見つけた

ので、それを置く所定の場所まで移動中、光配線のコード覆いの



2017 6
16

鉄板に足を躓き転倒した際、そのワイシャツを持っていた為と、

自分の身体も右手で支えた為に、右眉毛と両手を強打し負傷し

た。

66 11703 2 1～9

2017 6
9～

10

肉下処理室冷蔵庫にスライスされた肉が入ったバットを運び入

れ、振り返った際に転倒し、臀部を床に打ち付けた。 （床は濡

れていて滑りやすい状態だった）

56 170101 2
300～

499

2017 6
9～

10

訪問先の玄関で靴を履こうとした時に、車椅子用のスロープに一

歩踏み出した時、滑って仰向けに転倒し、頭部を床で打ちつけ

た。

74 130201 2
50～

99

2017 6 8～9

就業場所のオフィスビル2F共用廊下をモップで掃除中、滑って転

倒した。 転倒した際に頭部と左手首を強く打ち、本人より責任

者へ連絡が入った。 その後、一旦、様子を見ていたが腫れが大

きくなり、吐き気を催したため救急車にて病院へ搬送した。 頭

部に異常はなかったが、左手首を骨折していた。 原因として

は、雨で床面が濡れていたためである。

63 150101 2 1～9

2017 6
10～

11

厨房で冷凍庫に食材を収納している時、両手がふさがっている状

態で動こうとして足が滑り、転倒しそうになる。 転倒は堪えた

が、足を捻ってしまい骨折した。

50 10109 19
10～

29

2017 6
20～

21

店内において、サービスカウンターの業務中に、レジ後方の作業

応援を終了し、カウンターに急いで戻る途中に躓き転倒し、その

際に右足を捻り小指を骨折した。

49 80201 2
50～

99

2017 6
10～

11

客室トイレの入り口10㎝の段差からゴミを集めに横に出ようとし

て、踏み外してあお向けに倒れ、右足を強く打った。
53 140101 2

10～

29

2017 6
9～

10

ホテル4Fのフロアで、お客様の朝食を運んでいる時に足元が滑っ

た為、とにかく朝食を落とさないようにと、体勢を戻そうとした

が踏ん張りきれず、左膝から床に着地した形で転倒した。

39 140101 2
10～

29

病院内の薬剤部で、点滴を取りに行き、点滴の棚の前で床にある
300～



2017 6 2～3 すのこに左足が引っ掛かり、左膝より転倒した。 その際、左膝

の腫張・発赤・痛みが出現した。

43 130101 2
499

2017 6
20～

21

3階グループホームにて、就寝介助中のA居室から、不穏状態に

なっているB居室へ急いで行こうと、リビングを小走りしていた

際に、踏み込んだ左足にブレーキがかかり、左側からバランスを

崩し、左大腿部から激しく転倒した。

53 130201 2
50～

99

2017 6
10～

11

駐車場にて、1階から階下に降りるスロープを歩いている時に、

後方から自転車が来たため、避けようとしたところ、左足に重心

がかかり、足の甲部分に痛みがはしり、翌日腫れが引かず、骨折

が判明した。

58 150101 19
300～

499

2017 6 6～7
塵収集場で作業中、塵が被災者の足に当たり、はずみで転倒した

時に右腕を強打し、負傷した。
42 150103 2

30～

49

2017 6 8～9

病棟の廊下で下膳中にナースコールが鳴り、訪室しようとしたと

ころ、廊下の床に左足が突っ掛かり、足首からブチッと音が鳴

り、歩行することが出来なくなった。

47 130101 19
500～

999

2017 6 6～7
バックヤード階段の前にあったマットで躓き、階段で手を強打

し、左手薬指から手の甲にかけて骨折した。
68 80209 2

100～

299

2017 6
19～

20

店内フロアを退勤のため従業員出入口に向かって歩いている時、

床が濡れており、足を滑らせ後方向へ転倒し、左手首を骨折し、

右膝を打撲した。

69 80209 2
10～

29

2017 6
15～

16

支店南館の駐車場に停めてある車の中に探し物をするため向かう

途中で、駐車場で滑って転倒し右足を骨折した。
57 90101 2

100～

299

2017 6
13～

14

モップがけ直後とは気づかずに、3F北トイレ汚物庫入口付近で

滑って転び、右足足首を捻った。
66 130201 2

50～

99

2017 6
10～

11

患者の処方箋を薬局に持参した帰り、小走しりで病院のドアまで

来た時、雨で濡れたタイルに足をとられ転倒した。 その時、右

足首及び右足脛を骨折した。

55 130102 2 1～9



2017 6 8～9
商品4パックを両手で持ち、補充しようとデリカ売り場に出たと

ころ、床で滑って転倒し、右肩・右足・右臀部を打撲した。
64 80209 2

30～

49

2017 6 7～8
出勤し、外のロッカー室に向かう時、坂道で滑って転倒した。

その際に右手をついたので、右腕と右肩を負傷した。
52 130201 2

50～

99

2017 6
22～

23

仕分け商品の積込準備作業中、搬出口付近の床面が寒暖差による

湿気で濡れており、足を滑らせて転倒した際、左手首をつき骨折

してしまった。

49 170101 2
50～

99

2017 6
22～

23

冷凍食品等をトラックへの積込前工程において、搬出口付近が寒

暖差による湿気で搬出口付近地面が濡れており、滑って転倒し、

左手をつき骨折した。

49 170209 2 1～9

2017 6
15～

16

デイサービスセンターで清掃作業中、ゴミ袋を片手で持ち施設内

を移動していた際、足が躓き転倒し、右肩脱臼および右腕微細骨

折をした。

74 150101 2
10～

29

2017 6
9～

10

被災者が外売場でディスプレイに使用している玉砂利を清掃しよ

うと、水と玉砂利が入ったバケツを持ち上げようとしたところ、

腰に違和感を感じたので慌てて手を離し、バランスを崩して臀部

を地面に打ちつけ負傷したものである。

60 80209 3
50～

99

2017 6 7～8

4階専用部の事務所内日常清掃を実施するため、掃除機をセット

し、室内の電気を点けに行こうとして立ち上がった際、靴が床面

に引っ掛かり転倒した。（段差はない状態） その際に頭部をか

ばおうと、右肩から落ち。肋骨を骨折した。

60 150101 2
100～

299

2017 6 6～7

出勤後、ロッカーから店内に出ようと通路を歩いていた際、ゴミ

箱から漏れた牛乳のような液体が、床にこぼれていることに気付

かず滑って転倒し、仙骨を骨折した。

53 80209 2
50～

99

2017 6
11～

12

段差を降りようとした際、配管に右足が引っ掛かり、そのまま転

倒した。 その際に足首を捻った。
49 10109 2

300～

499

2017 6
9～ 店内において、更衣室に行く途中の通路で、床に落ちていたビ

57 80209 2
100～



10 ニール片に足を乗せ、滑って転倒し、左手首・肩を強打した。 299

2017 6
19～

20

警備員が、火災報知器が発報したため防災センターから現場へ向

かう途中、通路を左に曲がる際、雨で濡れていた路面で滑って転

倒し、左膝を強打した。 病院を受診したところ、左膝蓋骨骨折

と診断された。

66 150101 2
500～

999

2017 6
22～

23

工場内炊飯室で炊飯作業終了後、機械等を水洗いしていた時、右

足でホースを踏みつけた拍子に足が滑り横転したため、床に右手

を着いた際に負傷したものである。

50 10109 2
100～

299

2017 6
10～

11

配達のため機動車を停止させ、キャリーボックスから配達物を取

り出そうとしたところ、直前に配達したお客さま宛の配達物をお

渡ししていないことに気が付き、配達物を手に持ってお客さま宅

に戻ろうとした。 雨に濡れて滑りやすくなっている退避駐車ス

ペースを小走りで横切った際、足が滑って転倒し、配達物を手に

持っていたため受け身がとれず、背中から着地し、緊急搬送され

た。

46 110101 2
500～

999

2017 6
10～

11

公園道路の路側帯付近において、ブロアーを用い、側溝の清掃作

業を行っていた。 作業場所を移動しようと、左足を前に進めた

ところ、路面の凹凸（段差）に足をとられバランスを崩し、左脹

脛に無理な負荷がかかり、激痛によりその場で動けなくなったも

のである。

35 60101 19
10～

29

2017 6
17～

18

帰宅の際、従業員出入り口横のコンクリートブロックに躓き転倒

した際、床で左膝を打撲した。
62 80201 2

300～

499

2017 6
16～

17

乾燥工場の乾燥室乾燥台E台、F台の間で、振りかえった際に床で

足を滑らせ転倒した。 転倒の際、左手を床についたため左手を

怪我した。 転倒時、床は水で濡れていて、水分を含んだケール

カスが散らばっており、靴裏にもカスがついていたことから滑り

やすい状態になっていた。

65 10103 2
100～

299

被災労働者は食堂厨房スタッフである。 昼食の空食器を回収す



2017 6
13～

14
る業務のため、スタッフ休憩室へ向かって通路（磁器タイル敷

き）を歩行していた際、足元が滑って転倒し負傷した。

68 140309 2
10～

29

2017 6
12～

13

被災者が勤務中の店舗内においてレジ業務中に、お客様が購入さ

れた商品と同梱するための保冷剤を取りに、レジから約4m離れ

た冷凍ストッカーに小走りで移動する際、足を滑らせ（履物は

靴）、体の左側に転倒し、左足を骨折した。

62 80209 2
10～

29

2017 6
12～

13

店舗1階の厨房内にて、客席と厨房の間のカウンターに調理済み

の料理を並べてホールに出す準備をする作業中、足元に敷いてあ

る滑り止めマットに足をとられ転倒し、尻もちをつき、右手をつ

いた。 当日、マットの固定が少しあまくなっていた。

66 140201 2
10～

29

2017 6
16～

17

営業所庫内にて、カゴ車を移動中にふり返った際、足を滑らせ転

倒した。 雨上がりで床が湿っていた。
69 40301 2

100～

299

2017 6
14～

15

医薬品が入ったカートをスタッフステーションへ入れようとした

際にカートが転倒し、そのはずみで自らも転倒し、手をついた際

に負傷した。

57 130101 2
500～

999

2017 6
9～

10

送迎を終え、送迎車から降りて車の後ろを通り、玄関へ入ろうと

右へ向きを変えようとした際、ぬかるんだ地面に滑って右手をつ

いて負傷した。

51 130201 2
30～

49

2017 6
9～

10

屋上エレベーター前において、出勤時、屋上駐車場に車を停めて

店舗に入った際、屋上エレベーターホールにてお客様を避けたと

ころ、濡れている所があり転倒して、左膝蓋を骨折した。

56 80201 2
50～

99

2017 6 8～9

店内のレジ裏にあるフライヤー室から出来上がったフライヤー商

品をトレイに入れ、レジ横の陳列汁器に移すつもりでそれを持

ち、ドアを開けてレジ側に出ようとしたところ、ドアのレジ側右

下に置いていた買物かごに右足が引っ掛かり、膝をついて前に倒

れ、左膝蓋骨骨折をした。

69 80209 2
10～

29

食器を片付ける際に前方に倒れ、顔を食器で切った。 また、胸



2017 6
13～

14
を打ち肋骨にひびが入った。 フロアマットの浮き上がりで躓い

たものと思われる。

74 140201 2 1～9

2017 6
9～

10

工場内所定の作業場で通常作業を行っていたが、出荷時間が迫っ

てきたため、通常13名の作業を20名に増やして作業を行ったの

で、作業スペースが狭くなっていた。 作業上移動しようと振り

向いた時に、足下の台（プラスチック製、85㎝×65㎝×20㎝）

に躓いて左足甲を挫傷した。

36 10102 2
30～

49

2017 6
14～

15

道路側壁草刈り作業施工の為、交通誘導に従事中、大型ダンプの

通路を予見し路肩へよけようと後ろの草むらに一歩下がったとこ

ろ、実際には路肩がなく、崖になっており転落した。 木に引っ

掛かり、約3m下に投げ出されたが、現場にあった共同植木のユ

ンボがアームを下ろし、それに掴まって引き上げられた。 その

際、右肩を強打したが、その日は整備を続けた。 翌日朝、首が

回らず肩の痛みもあった。

70 170201 1
10～

29

2017 6
17～

18

当院5病棟ホール扉前で配膳車を搬送中、鍵を開けようとした時

に床で足をとられ、左脚後下腿部を捻挫し痛めた。 痛みが強く

足が上がらなかった。 左腓腹筋断裂と診断を受けた。

54 130101 19
100～

299

2017 6
11～

12

床の洗浄のため水を床に撒いていた時、移動する際に足を滑らせ

転倒し、骨折した。
45 150101 2

50～

99

2017 6 7～8
店内製氷機付近にて、フライヤー付近に移動中、雨天で床が濡れ

ていたため足を滑らせ転倒し、右手を着き受傷した。
57 140201 2

50～

99

2017 6
11～

12

2病棟4階のトイレ内で清掃作業後、モップを洗って移動している

時、水で濡れた床に足をとられ、滑って後ろ向きに転倒した。

その際、肘を床に強打し、咄嗟に出した右手も床に強打し、骨折

した。

47 150101 2
50～

99

店舗清掃中、普段は置かれていないイベント用の看板と垂れ幕が

通路を塞いでおり、掃除機を持った状態で看板から垂れ下がった
50～



2017 6 7～8 垂れ幕を跨いだ際、足が垂れ幕に引っ掛かり転倒した。 はずみ

で看板が倒れて来て、頭部に当たってしまい、左足も打ちつけ

た。

74 150101 2
99

2017 6
20～

21

当日、夜間特別開園のため、閉園前の見回りを行っていた。 奥

にある便所の点灯に気付き、消灯後移動しようとした際に足元不

注意となり、飛石に躓き転倒し、負傷した。

83 140302 2
10～

29

2017 6
15～

16

配達先にてお弁当の回収をする際、段差に気付かず足を踏み外

し、左足首を亀裂骨折してしまった。
50 10109 2

100～

299

2017 6
15～

16

被災者がタッパーを持って工場内を移動していたところ、パンに

明太子を塗った天板を持って移動するために振り向いた人と、ぶ

つかりそうになった。 それを避けるため、止まろうとして滑り

尻もちをついた。 その際に腕をぶつけてしまったらしく、右腕

に少しの変形と膨れが見え、病院に行ったところ、右腕の太い骨

を骨折しており、全治1ヶ月と言われた。

52 80209 2
30～

49

2017 6
11～

12

第2作業棟5階で返品作業中、空ケースを積み重ねるため、直置き

ローラーを跨ごうとして、右足がローラーに乗り、滑ってバラン

スを崩し転倒した際に、ローラーの継ぎ目で右足を挟み負傷し

た。 再発防止対策として、足元の注意喚起表示を行い、空ケー

スの保管場所を別途設けた。

59 170209 2
300～

499

2017 6
13～

14

会社の玄関を歩行中、段差に躓いて転倒し、左大腿骨頚部外側を

骨折した。
72 80109 2

100～

299

2017 6
11～

12

配達及び回収から戻り、洗浄コーナーに車両から弁当箱（ケース

入り）を下ろそうとしたところ、足元の弁当箱（ケース）に気付

かず接触し、転倒して右膝を負傷した。

44 10109 2
10～

29

2017 6
10～

11

オフィス内で自席からプリンタへ向かって歩行中、書類を取ろう

と右手を伸ばしたところ、躓いてバランスを崩し、前のめりに転

倒して両腕をつき、右手をプリンタに強打して右肩を骨折した。

何に躓いたかは不明である。

68 90103 2
30～

49



2017 6
18～

19

レジ品出し部門にて、パート従業員（被災者）がレジ業務中、レ

ジからサッカー台へ移動する際に左手を伸ばした状態で転倒し、

左上腕骨大結節骨折した。 （床が濡れていた等の異常は無

い。）

64 80209 2
50～

99

2017 6
11～

12

店舗畜産冷蔵庫内において、商品を冷蔵庫内の10段カートに保管

しようと、両手で商品を持っていた時に、畜産冷蔵庫内の床の薄

い氷で滑り、左足関節外側側副靭帯損傷の診断を受けた。

55 80209 2
50～

99

2017 6
18～

19

脚立に上がって催事の幕を張り、作業を終えて着地した時にアキ

レス腱を断裂した。
57 80209 3

500～

999

2017 6
17～

18

夕食を終えたご利用者の下膳の際、エアコンからの水漏れによ

り、床が濡れていたことに気付かず、左手に食事用エプロン、右

手に食器がのった盆を持った状態で足を滑らせ、そのままの状態

で転倒した。 その際、お尻と左肘を床に打ちつける形となっ

た。 すぐに氷で冷やしたが、翌日になっても痛みが治まらず、

病院受診をしたところ、仙骨骨折、左肘関節部打撲傷と診断さ

れ、後日入院に至る。

32 130201 2
10～

29

2017 6
12～

13

道路への出口の下りスロープ（長さ約6m、幅約5m、左側は車椅

子用、右側は普通のスロープ、中央部分は道路から約2mに約15

㎝の段差あり）で、顧客への見積書を1階の集合ポストに配達し

て帰る途中、段差に気付かずに右足を踏み外し、手をつくことな

く前方に転倒し、左肩・右顔面・右膝を地面（コンクリート）に

打ちつけて負傷した。

54 80209 2 1～9

2017 6
14～

15

調理室内の洗浄室にて洗浄作業をするため、エプロンを着用しよ

うと洗浄機横の通路を歩行中、排水溝のステンレスで足を滑らせ

て転倒し、左中足骨基部を骨折した。

39 80209 2
10～

29

2017 6
16～

17

シーツ交換を行っている時、側にあったソファに足が引っ掛か

り、後方に転倒し、頭部と腰部を打撲した。
60 130101 2

500～

999



2017 6
14～

15

工場内にて、生産ラインの清掃作業で出た製品ロス（0.9㎏）を

左手に持って移動していた。 その際に足を滑らせて転倒し、右

手首を負傷した。

57 10104 2
500～

999

2017 6
17～

18

工場内の階段において、就業を終えたため帰宅しようとした際、

送迎バスの時間が迫っており、急いで敷地内の階段を数段飛ばし

で降りていたところ、階段を踏み外したため、右足首を受傷し

た。

58 10109 3
100～

299

2017 6
16～

17

利用者の介護業務のため、老人ホームを訪問中、玄関の外で弁当

ケースを受け取り、玄関からフロアへ移行した時に、段差解消の

ための置床の空間に足指を引っ掛け、そのまま倒れ、頭と左膝を

打って負傷した。

68 130201 2
10～

29

2017 6
9～

10

スタッフ賄い食の準備中、調味料を取りに行くため作業場所から

保管場所へ移動する際、通路脇にある食品保管棚前方にあるロー

ルスクリーンに足が引っ掛かり転倒し、左足膝を強打した。 腫

れの程度が大きく、皿を骨折していた。

61 140101 2
50～

99

2017 6 3～4

朝食の準備をする前に、入居者様の安否確認をしようとリビング

を歩行中、小さなゴミを発見し、それを拾おうとした時に足がつ

んのめった状態でバランスを崩し、転倒した。 痛みの為、しば

らく動けない状態であった。

67 130201 2 1～9

2017 6
17～

18

総菜部厨房内で、退勤する前にグレーチングで足を滑らせて転倒

し、右肘を強打した。骨折だった。
41 80209 2

10～

29

2017 6
15～

16

業務エリアへ社用車にて単独移動し、現場付近に駐車した後、収

納取次業務を行うため、徒歩にて現場営業活動中に転倒し、頭部

を路面に打ちつけ失神した。

49 170209 2 1～9

2017 6 4～5
当社敷地内にて、休憩中にブロックに躓き、左膝を打撲して皿骨

を骨折した。
37 80109 2

30～

49

当日出張先から戻り、そのまま支店に向かう途中、隣のビルの前



2017 6
18～

19

で大雨で滑り易くなっていたレンガ状のタイルの上で滑り転倒し

た。 両手はPC入りの鞄と傘でふさがれていたので気を付けてい

たが、左足を出した時に左足が滑り、右の膝から道路に落ちた。

右膝の骨がポコッと出ており、膝の皿が割れたのが分かった。

45 80209 2
10～

29

2017 6 3～4

帰社後、資器材の片付けをしている際に、玄関の段差に気付かず

足を踏み外し、捻って負傷した。 玄関の照明は点灯しておら

ず、足元が見づらく段差に気付かなかった。

47 170201 19
30～

49

2017 6
12～

13

接客中、おにぎりを希望されるお客様が来られたので、キッチン

に作りに行き、作業台が空いていなかったので移動しようとした

時、左足がコンテナカートの角に引っ掛かり、踏ん張った右足が

排水溝で滑ってしまい、体の右側全体を下にして転倒し、右手を

ついた。 その際、右手の肘から下と、顎周辺を強打した。

51 80209 2
10～

29

2017 6
11～

12

地中梁コンクリート打設中、鉄筋を洗いに行くため左手にバケツ

ブラシを持ち、右手は仮囲い水平材を持ち、型枠サポートを跨ぎ

渡った際に足が滑り、転倒して腰の辺りを強打した。

64 30201 2 1～9

2017 6
15～

16

盛付Aラインにて、盛付終了後、次の商品への切替準備のため、

残った具材の入った台車を押して運搬していたところ、滑って転

倒し、臀部から腰にかけて強打した。 全く動けない状況だっ

た。 レントゲンの結果、異常はなかった。

55 10109 2
300～

499

2017 6
10～

11

デイサービス施設内で利用者を介護中、その他利用者の所へ移動

中、足が絡まり自ら転倒した。 その際、右手よりついたため骨

折した。

60 130201 2
10～

29

2017 6
17～

18

出荷室へ完成済みのカゴ車を指定場所へ運搬後、セット室へ戻ろ

うと小走りになり、足を滑らせ転倒した。
63 50101 2

50～

99

2017 6
11～

12

着脱室より利用者の荷物を持って出てきた時に、右足が先に滑り

体勢が崩れ、左足を捻った状態で倒れた。 転倒のはずみで壁に

左側頭部を打った。

59 130201 2
100～

299



2017 6
16～

17

雨がひどく降り始めたため、店舗の駐車場ののぼりを取り込もう

として走り込んだ際に、そのポールのブロックに足が引っ掛か

り、転倒し殴打した。 それから全く動くことも出来ず、店のス

タッフが気付いて救急車を呼んだ。

55 80201 2 1～9

2017 6
15～

16

新店舗へ荷物を運んでいる時、10m位先の赤いパイロンを避けよ

うとして足を滑らせ、左足を穴に入れて裂傷し、右足をアスファ

ルトの上で強打し負傷した。（右膝にひび）

56 140201 2
30～

49

2017 6
14～

15

夕食で足りない漬物を取りに倉庫へ急いで行き、天井が一段下

がっていることを忘れていて、前頭部（おでこの少し上）をコン

クリートにぶつけた。 その後、2日後にも軽くぶつけた際、コブ

が出来たので大丈夫だと思い、2日程度様子を見ていたが、首の

回りが痛くなった。（頚椎捻挫の診断）

61 80209 3 1～9

2017 6
15～

16

担当地域である4軒の顧客宅を徒歩で訪問し、面談・挨拶状の投

函等をして帰社する際、坂道を下りている時に左足を捻り、アキ

レス腱断裂、腰椎捻挫、左足関節捻挫、外傷性仙腸関節裂を受傷

する。

30 90103 2
300～

499

2017 6
15～

16

お届け先にDM便の配達を終えて車に戻る途中、玄関の段差10㎝

位の高さを足を踏み外し、左足から落ちて左足首を負傷した。
50 40301 2

30～

49

2017 6
17～

18

坂道になっている歩道で、児童の帰宅送迎中に、一緒に坂道を徒

歩で下っている時、雨で濡れている側溝の蓋（グレーチング）で

滑って転倒した。 その際、地面についた左手首の腱を損傷し、

骨折した。

45 130201 2
10～

29

2017 6
15～

16

業務中、施設内東側廊下にて、履いていたスリッパで躓き、前の

めりになり右膝を床に強く打ちつけて、うつ伏せに倒れ込んだ。
61 130201 2

50～

99

2017 6 5～6

ポータブルトイレ内の片付け中、汚染した紙パンツを廃棄するた

め、両手がふさがった状態で移動をしていた。 利用者の就寝中

ということもあり、消灯中だったことと、足元を見ていなかった

不注意により、置いてあった車椅子のフットレストに躓き転倒

47 130101 2
300～

499



し、負傷した。

2017 6
10～

11

事業所内の売店から本館までの間の通路において、雨が上がり、

板やマットの回収作業中に雨で濡れた木製の板の上で滑り、咄嗟

に右手をコンクリートの地面についた時、右手首に痛みが発生し

た。

46 140101 2
30～

49

2017 6 8～9

プラスチック成形機の検査台の上で検査を行った後、成形の状態

を確認する為、成形機のモニター側へ移動しようとした時、配管

部に左足が入り込み、捻じれながら転倒し、左脛を骨折した。

60 10805 2
50～

99

2017 6
12～

13

昼休憩中、本社営業所休憩室で昼食後に吐き気がしたため、駐車

場奥に行こうとしたところ車止めに躓き、約1m下の線路脇に落

ち、腰を強打した。

71 40201 1
30～

49

2017 6
12～

13

休憩時間になったので2階ホールから更衣室に向かて廊下に出た

ところで床に躓いて（障害物なし、床濡れなし）、浴室の前で転

倒した。 浴室の角か手すりに左側頭部と打ち、そのまま左肩を

床にぶつけ負傷した。

64 130201 2
30～

49

2017 6
11～

12

1F作業所にて、かご台車の中に積んであった化粧箱5段用外箱の

組み立て前分（50箱分）の入ったダンボール箱（約B2サイ

ズ、4.5㎏程度）を運んでいる時、足元に他のダンボール箱が置

いてあることに気付いていながら、それに躓き転倒し、左膝を強

打してしまった。

55 80201 2

1000

～

9999

2017 6
9～

10

病棟から1階事務所へ書類を取りに行く際、少し下り坂の廊下に

下膳した食器から水がこぼれていたのに気付かず、足を滑らせ転

倒した。 その際に尻もちをつきながら、右手のひらを床につい

た。 その時は痛みはあるが湿布で治ると思い、夜勤明けだった

ため帰宅し、湿布を貼って処置した。 次の日、右肘が曲がらず

強い痛みがあり、あざができていた。

37 130101 2
100～

299

農場分娩舎入口付近で、被災者が離乳子豚計量機等を、1枚の板



2017 6
15～

16

に載せて運搬中、子豚の調子を確認しようとして脇見をしてしま

い、床に置いていた餌付用容器に足を引っ掛けてしまい転倒し

た。

58 70101 2 1～9

2017 6
18～

19

作業終了後、着替えて帰宅しようと、工場内の階段を2階から下

りた直後、フロアにて足を滑らせて右前に転倒した。 その際に

右足を強打し、大腿骨頚部骨折と診断された。 なお、フロアは

濡れておらず、障害物があったわけではない。

56 150109 2
30～

49

2017 6
12～

13

たくあんの原料である干し大根を、FRP容器に漬替える作業をし

ている時、その容器に横付けしてある落下防止用の作業台（同じ

FRP容器に板で上蓋したもの）より飛び降りた際、左足踵を地面

に強打し、骨折してしまった。 作業台から降りる際は2段階段を

使用するべきであったが、徹底されていなかった。

67 10103 3
100～

299

2017 6
10～

11

事業所倉庫で商品のピッキング作業中に発生した。 新しくピッ

キングした商品を、既にピッキングし終えた商品のパレットに移

す際に、3列ある商品列の真中に載せようとしたが、足元が悪

かったためバランスを崩した。 その際、左側商品の上に左手の

小指を載せていたため、捻って負傷したものである。

57 80109 7
10～

29

2017 6
10～

11

倉庫から延びるスロープにて、在庫整理後、空のダンボールを

持ってスロープを降りる際に足を滑らせ、左脚に重心が掛かった

状態で転倒し負傷した。 当日は小雨が降っており、滑りやすい

状態だった。

53 80209 2
50～

99

2017 6 8～9
事務所手前下の所（少しスロープになっている）で、事務所から

つり銭を取って店舗へ戻る時に、左足を捻り転倒し負傷した。
61 11703 2 1～9

2017 6
11～

12

お弁当の配達先で滑って転倒し、頭と左肩を強打した。 現場は

坂道になっており、苔が生えていて滑りやすい道であった。 当

時、お弁当を2つ持っていた。

61 130201 2
100～

299

2017 6
20～

21

お客様のお宅で保険手続きを終えて玄関を出た後、雨で濡れた玄

関先で滑って転倒し、右手を地面につき負傷した。
62 90103 2

10～

29



2017 6
10～

11

弁当配達に出る際、客待ちスペースのエアコンから落ちた水滴で

出来た水たまりに足を滑らせ、転倒した。 転倒時、両手に弁当

の入った袋を持っていて、左膝を強く打ち負傷した。

49 80209 2
10～

29

2017 7 14~15
倉庫内で作業中、チェーンブロック整理中に左手で引いて歩いて

いる際、前方に転倒し右腕に全体重がのったため転倒。
44 40301 2

10～

29

2017 7 10~11

入浴脱衣室にて、自力で立つことが困難な障がい者の入浴を終え

て、シャワーイスから車イスに移乗介助の時であった。 他の障

がい者も利用していたこともあり、脱衣室の床が水で濡れている

状態であったため、移乗の際に足が滑り転倒した。 また、抱え

ていた障がい者が支援者の左足に倒れてきた瞬間、骨が折れたよ

うな音がした。 激痛が走り立つことができない状態になったた

め、救急車で病院へ行くことになった。

57 130201 2
50～

99

2017 7 10~11

当園の調理室で園児の昼食の準備中に鱈の天婦羅を揚げている所

を通過した時に、床に落ちていた油に足を滑らせ前のめりに転倒

した際に左手を冷蔵庫の底の留め金に指を入れて負傷し、転倒時

に両膝も打撲した。

65 130201 2
30～

49

2017 7 10~11

就業先の選課場内にてトマトのサイズごとの選別、箱詰め作業を

行っているとき、人がすれ違える程度の幅での作業場にて、働い

ている人員や機械が多く常にまわりに注意を払いながら作業をす

る状態となる。 自分の持ち場の業務が一段落し他の場所を手伝

いに向かおうと振り向き出そうとしたと同時に、作業していた先

方も方向転換したところ、その足に躓き前のめりに倒れる。 右

ひざから地面に付き、その後左手が地面に付いた模様。

67 170101 2
50～

99

2017 7 14~15

休憩終了時ロッカールームにお弁当をしまいに行く際、バック

ルーム廊下脇に置いてあったシングルハンガーに足をひっかけ転

倒。

59 80201 2
300～

499

施設内の食堂で水分補給の準備をしている時に、普段から車イス



2017 7 13~14

から立ち上がり転倒の恐れのある利用者が車イスから立ち上がろ

うとしていたので、静止しようと利用者のところに小走りで行く

途中に床につまずいて受傷。 左かかと部分に痛みが走った。 そ

の後痛みはあったが湿布を貼り、終業時刻まで勤務したが翌日に

なっても痛みが治まらなかった。

64 130201 2
50～

99

2017 7 12~13
自社倉庫にて、片付け作業をしていて、雨上がりで敷石が濡れて

いたので、滑って転倒して、左足首付近の靭帯創傷した。
31 30301 2 1～9

2017 7 11~12

フライドポテトを加工する作業場内で、液体塩素を入れたバケツ

を右手で持ち歩いて移動中、床にボルト（止め具）が出てること

に気が付かず、躓いて転倒。 左膝から倒れこみ右側肋骨と右顔

面頬を強打し、検査の結果、左膝蓋骨骨折と診断された。

58 170101 2
300～

499

2017 7 11~12

消毒用の塩素を補充するため空のバケツを持って加工場内を歩行

している時、床に出ているアンカーにつまずいて転倒し、左ひざ

を負傷した。

58 10103 2
30～

49

2017 7 10~11
病院の敷地内にて車両の清掃中に縁石にかかとがひっかかり、お

しりから転倒。 骨折と判明する。
69 150101 2

100～

299

2017 7 16~17

発掘作業現場において作業が終了したので、現場内を作業棟に向

かって歩いていたところ、現場内に置いてあった土嚢袋に左足を

かけた際に足を滑らせ、右足に全体重がかかる形で座り込んでし

まった時に右足首に痛みが走った。 治療を受けた。 休業見込1ヵ

月 傷病名 右足関節外果骨折

52 120109 2
100～

299

2017 7 12~13
昼食のため、外出しようと会社の玄関を出たときに転倒し玄関外

のタイルに右ひじをぶつけて負傷した。
65 170209 2 1～9

2017 7 11~12
広報活動をしていたところ、道路でつまずき右膝をつき、骨折し

てしまった。
68 170209 2 1～9

2017 7 10~11

被災者は、トイレに行った帰り、休憩室にて水を飲もうと立ち

寄った際、床の水拭き清掃であったため、滑って足を捻った。
36 10102 19

50～



被災当初は、軽傷と思い湿布を貼り作業に戻ったが痛みがひどく

なったため、診察を受けた結果「右足関節捻挫」と診断された。

99

2017 7 9~10

当社裏の敷地に置いてあった看板の寸法を測ろうとしたとき、足

元のじゃりに足を滑らせて倒れる際、右足を捻って負傷した。

今後、通路の整備をして事故の再発を防止する。

30 90209 2
10～

29

2017 7 15~16
事務所倉庫にて作業中、足場を整理していたところ転倒し、床に

あったH鋼にぶつけて骨盤を骨折した。
45 30199 2

10～

29

2017 7 11~12

2Fにて、エレベーターに乗るのに急いでいたため、足が縺れて転

倒。その時、痛みはあったが捻挫程度と思い、その日は作業を続

けたが、次の日作業をしていても痛みがひかないため退社後、病

院でレントゲン検査の結果、右足小指付近の骨折と診断された。

54 150101 2
100～

299

2017 7 18~19
被災者は会社の駐車場にてトラックから降りて地面に着地した

際、右足膝を痛める。
48 40301 19

10～

29

2017 7 15~16
商品サンプルを配布中、砂利道を歩いていたところ、釘が靴を貫

通し土踏まずに刺さり、負傷した。
23 80209 9

10～

29

2017 7 9~10

一人でマンホール内作業に伴う交通誘導中、左折する車両を誘導

するため車道上から歩道上に移動しようとした際、歩車道境界ブ

ロックに気づかずにつまずき、後ろ向きに転倒して左腕から地面

について負傷した。

44 170201 2
100～

299

2017 7 16~17
当事業所内の加工場にて、清掃作業中に通路で足を滑らせて転倒

し、左大腿骨頸部を負傷した。
49 80109 2

50～

99

2017 7 16~17

施設内の玄関で、サービス利用者様の帰り支度をしていた。 利

用者様7人の私物手提げ鞄を玄関の下駄箱上に置きに行く際、荷

物で足元が見えない状態で段差を降りようとしたため、段差手前

で左足首を内側へ捻り、荷物をもったまま段差下へ右膝をつくよ

うに転んでしまった。

44 130201 2 1～9

2017 7 18~19
倉庫内で米のフレコンロープをフォークリフト爪に通す際、爪を

61 40201 2
30～



右胸部にぶつけた。 49

2017 7 9~10
コンビニでトイレに入るため駐車、降車した際、車のドアに手を

挟み負傷。
59 170201 2 1～9

2017 7 13~14

当該乗務員は夜行高速バスの運行を終え、担当車両を定置場に駐

車後、バスから自分の荷物を降ろすため、バス前方に自家用車を

止めバスから荷物を降ろしていた。 同僚の乗務員も同じく荷物

を降ろすため、当該乗務員の後方に自家用車を停車させた。 同

僚はギヤをパーキングに入れたと思い込みドアを開けたところ警

告音がなり、あわてた同僚はブレーキとアクセルを間違って踏み

車が前進。 車と車の間に当該乗務員が挟まれ負傷したものであ

る。

55 10805 2 1～9

2017 7 17~18

顧客構内で集荷作業中、荷物を台車にのせて、後ろ向きに歩いて

いる時、つまずいてバランスを崩したため、右手をトラック荷台

後部へついた。 その時体重がかかり、右肩関節を脱臼した。

38 40301 2
100～

299

2017 7 5~6

一階で朝食準備中に会場フロアの平らなところを歩行中、つまず

いた拍子に前のめりになり転倒した。 この時、手には何も持っ

ておらず、フロアに障害物も無かった。

37 140309 2
50～

99

2017 7 16~17

堤体右岸斜面を、親綱ロリップを使用して降りたのち平場でロ

リップを外して移動した際に、測線明示用のコンクリート釘が靴

底に引っかかって転倒して、右足を受傷した。

56 30101 2 1～9

2017 7 22~23
キッチンで清掃作業中、側溝の格子が外れている事に気がつか

ず、足を躓かせ転倒し、作業台に顔をぶつけた。
46 140201 2

30～

49

2017 7 12~13
厨房内にて洗い場からチャーハン皿を運ぶ際にラックに躓き転

倒。 皿が割れ両手の平を切った。
58 140201 2

10～

29

2017 7 10~11
得意先の納品が終わり、店内から駐車場に向かう際に、店内の床

が濡れており、足を滑らせ転倒し、臀部を強打した。
48 80109 2

50～

99

2017 7 10~11
会社の事務所の玄関で、雨が降っていて玄関が濡れていて滑り、

29 30203 2 1～9



転んで腰をぶつけてしまい、痛みがあった。

2017 7 8~9

売場にて作業中、別の仕事で事務所に急いで戻ろうと移動する時

に、パレット上に陳列してある商品を飛び越えて着地した際に、

右足をひねり転倒した。

44 80109 2
30～

49

2017 7 11~12
職場の買い物終了後、駐車場にて車から降りる時、ふらつき転倒

して負傷した。
62 130201 2

100～

299

2017 7 19~20

店舗バックヤードを何も持っていない状態で歩行していた際に、

左足首を捻って痛めた。 床面に段差、濡れ、障害物等は一切無

い状態だった。 前月に膝を痛めていたため、歩行の際に無意識

にかばっていたことが原因と思われる。

51 80209 19
50～

99

2017 7 9~10
ハウス内でトマトの収穫作業中、ぬかるみに足を取られ滑って転

倒した際に、左大腿骨を地面に強打した。
65 60101 2

10～

29

2017 7 16~17

ごみ搬入者が忘れ物（車荷台シートカバー）を取りに来た時、置

き場所のプラットホーム内、旧第1ゲート前に案内中に足を滑ら

せ転倒し、負傷した。

54 150102 2 1～9

2017 7 14~15

フロアのコールドテーブル前のマット付近で入店登録を済ませ、

返却パントリーの食器を片づけようとしたところ、コールドテー

ブル前に設置してあるマット近辺の床が濡れており滑って転倒し

た。

52 140201 2
10～

29

2017 7 11~12

当社業務請負先、客室清掃業務において、被災当日5階505号室

滞在部屋ベッドメイク終了後、出入口方向へ移動する際、ベッド

側に置いてあったお客様の荷物に気を取られ、ベッド足元左角の

ベッドスカート（垂れ下がっている）に左足首が絡み、そのまま

床に着地、左足首を捻ってしまった。 お客様の荷物の外側を移

動すべきところ、ベッドと荷物の間を横切ろうとしたことが、被

災につながったものと考えられる。

63 150101 2
100～

299

施設駐車場で開催された夏祭りが閉会し、片付けのために浴衣か



2017 7 20~21

ら動きやすい服装に着替えるため施設建物内に戻る際、来賓席と

パイプ椅子席の間を小走りで通ったところ、来賓席に敷いてあっ

たゴザに足を取られ転倒する。 右を下にして右手と顔を地面に

打った。 その後、施設内で看護師から応急手当を受けた。

52 130201 2
100～

299

2017 7 10~11

水洗のプレハブ脇で、ベルトエンドレス作業終了後、古いベルト

を下に降ろそうとしてコンクリート桝を歩いている途中、バラン

スを崩し落下、約1.5m下の地面に着地した際に、左足を捻挫し

た。

36 80209 1
10～

29

2017 7 16~17

待期中、4tトラックの荷台のアオリロック解除がならなかったの

で、車を降りて後方にまわりジャンプして右足でアオリ部分を

蹴って着地した際、地面の凹凸した石（横10cm、幅8cm）上に

左足を着地してしまい、そのあおりで左足部位を捻って痛め受傷

したものである。

52 40301 2
10～

29

2017 7 14~15

お客様情報センター2階事務室でデスクワーク中、急いで2m程離

れたコピー機に近づこうとし立ち上った際、机の内側か椅子の

アームに足を取られた。 足を動かすことが出来ない状態にな

り、気持ちだけが前に行きそのまま床に直接頭部を強打し、打撲

裂傷及び視神経炎症の怪我を負った。

64 10104 2
300～

499

2017 7 22~23
構内よりクールボックスをクール室内へ運び入れる際、左足首を

捻り、左足甲を捻挫した事故である。
18 40301 2

300～

499

2017 7 13~14

1F商品置場ゴミ捨て場等があるところの、建物内から建物外に出

る、ゆるいスロープを降りたところで商品を取りに行こうと歩い

ていて、足がもつれて転倒した。 左膝右手首顔面等を強打し

た。

59 80201 2
100～

299

2017 7 17~18

バスを運行するため、担当車両に向かったが、雨が激しく降って

いたので、急いでバスに乗車しようとした際、駐車場白線ライン

上で滑って転んでしまい、腰と膝を地面に強打した。 シップや

鎮痛剤で様子をみたが、その後ギックリ腰も発症し、痛みが軽減

50 40202 2
100～

299



した左膝がまた痛み出した。

2017 7 12~13
きゅうり選果終了後、選果場内で足がつまずいて転倒し、右膝を

強打した。
62 170209 2

10～

29

2017 7 17~18

農産加工館内のアイス製造室にて、作業が終了したことから、製

造室を退室するため体の向きを変えようとしたところ、タイル張

りの床が清掃した直後で少し湿っていたこともあり、右足を滑ら

せ、体の右側を下にして転倒し、床に体を激しく打ち付け負傷し

た。

61 170209 2
10～

29

2017 7 7~8
作業場で作業の準備を始めた時、移動中、下が水で滑っている。

足を滑らせて転び、右手をついて骨折した。
67 10102 2 1～9

2017 7 9~10

スケヤシャーリングでのSCGA270E1.0×275×80、204枚約35kg

加工板製品を手で持ち、運ぶ際に足元のエアホースにつまずき転

倒、持っていた製品に胸をぶつけた。

42 11209 2
10～

29

2017 7 19~20

家電修理業務を終え、顧客宅から会社に戻る途中にトイレのため

立ち寄ったコンビニにて、用足しが終わり出口に出たところ、緩

い傾斜のところで右足をつまずきひねってしまい、骨折となった

もの。

28 11702 2 1～9

2017 7 11~12

自社施設内パブ裏口にて、雨で濡れていた石段に左足を掛けた

際、誤って滑り、足を踏み外し転倒。 左膝を強く打ち負傷した

もの。

27 140101 2
100～

299

2017 7 16~17

組合員宅の庭で、訪問が終わり車に戻ろうと歩いていたところ、

欠けている側溝の蓋に右足を引っかけてしまい転倒。 その際、

右足甲外側を骨折してしまった。

54 80209 2
50～

99

2017 7 11~12

マキシコンオイルを保管していた場所から製造場所へ移動したと

ころ、マキシコンオイルが置いてあった保管場が、マキシコンオ

イルの油で床が滑りやすくなっていたため、清掃しようと洗浄室

へバケツを取りにゆっくり歩いていた際に、床が滑って左肩と腰

34 10104 2 ―



を打った。

2017 7 14~15
ゴルフバッグを運搬機に運ぶ際に、段差につまずき左足を捻り、

左膝を痛めた。
58 140301 2

100～

299

2017 7 23~24

冷蔵庫内ゴミ置場手前で、ダストカートに入っていたゴミを一旦

カートから足元付近に取り出した。 最後のゴミをカートから取

り出し、ゴミ置場まで運ぶ際に足元にあったゴミに足をとられ転

倒し、右膝を床に強打した。

59 10109 2
100～

299

2017 7 16~17

麦出庫のため、フレキシブルコンテナの上で作業を行い、作業を

終えてコンテナから降りる際に、左足かかとから着地し亀裂骨折

したもの。

67 170209 19
50～

99

2017 7 11~12

被災者は、当社農場内の肥育ハウスの中で肥育豚の治療をしてい

た時、ハウス内の段差でつまずき左足甲を負傷した。 （段差の

高さは30cm位）

35 70101 2
10～

29

2017 7 9~10

トラックバースでトラックの荷台に商品の積み込みをしていたと

ころ、足を滑らせてしまい転倒。 その際、荷台の角に右頭部を

打撲してしまった。

54 170209 2
50～

99

2017 7 11~12

別作業者が、マキシコンオイルを狭い通路から無理に入れようと

した際に、マキシコンオイルの口をカバーしていたビニールが破

れ、オイルコックが外れてマキシコンオイルが床にこぼれてし

まった。 清掃を手伝っていた際に、モップの水切りバケツを右

手に持ち歩いていた時に滑り転倒し、背中から倒れ右後頭部と右

腰を打った。

21 10104 2 ―

2017 7 17~18
食堂から厨房に入る際、床が濡れていて滑って転倒、右手を床に

つき痛めた。
67 140201 2 1～9

2017 7 13~14

小学校で門柱解体の作業をしているときに、切断機（エンジン

カッター）で、コンクリートの門柱を切断する際に、門柱内に鉄

筋があることを想定し作業を進めていたが、集中力・注意が足り 57 130101 2
100～

299



なく切断機の刃が鉄筋に当たり、切断機が跳ね返り切断機の刃に

より顔左側を切ってしまった。

2017 7 9~10
厨房室にて朝食の準備中に、小走りで作業をしており厨房室内の

溝のふたに足を引っ掛けて転倒、左足を骨折。
56 11502 2

50～

99

2017 7 13~14

ビジネスホテルの客室整備中にてユニットバス清掃後、床面に

あったタオル類に足が乗ってしまい足元が滑った。 その時に転

倒し、右足外側のくるぶしを打った。 その後、作業して帰宅し

たが、翌日、痛みが引かなかった。

44 170101 19
100～

299

2017 7 17~18 機械部品洗浄中に部品に足がつまずいて床に転倒。 45 10109 2
50～

99

2017 7 11~12

側溝の作業中に別の側溝に移動する際、段差につまずいて転倒

し、左手を突き負傷した。 清掃担当のため、屋外にある側溝を

清掃作業していた時に発生したもの。

64 170101 2
30～

49

2017 7 10~11
清掃作業中に歩いて移動中、靴が足にひっかかり、転倒。 左

肩、左腕を打ちつけた。
67 150101 2

10～

29

2017 7 18~19

お勘定場からストック場に向かうカーテン裏で別の販売員が作業

しており、それを避けようとした際にバランスを崩してしまい転

倒。 左手に荷物を持っていたため右手から床に手をついた。

59 80209 2
10～

29

2017 7 14~15

整地作業が終わり、帰り支度のため車両を誘導していた際、砕石

が積まれているところで足をとられ転倒してしまい、誘導してい

た車両の後輪に足を引かれ負傷した。

36 30199 2
10～

29

2017 7 9~10

4Tトラックの荷台にて荷降しをする際、ベッドマットレスの上に

のっている物をとろうと脚立にのって届かなかったため、直接

マットレスの上によじ登り奥から手前まで出してきた。 そして

マットレスから飛び降りる時、ベタ足で着地してしまい、腰に負

担がかかり痛めてしまった。

50 40301 3
50～

99

2017 7 8~9
本社2階工場入口付近で発生。 工場へ入ろうとしたところ転倒右

61 10109 2
300～



手を強く打ち右手首骨折。 499

2017 7 10~11

訪問マッサージの施術を行うために訪れた老人ホーム内の廊下を

移動中足を滑らせ、手すりに手をかけたが、左肩に体重がかかり

捻挫した。 その廊下は、清掃中で濡れていたため滑りやすく

なっていた。

60 170209 19
10～

29

2017 7 14~15

取引先に納品物を納めに行き、積み降ろしをするために、フォー

クリフトに乗り、車の側まで移動したところ、フォークの爪の幅

の調整が必要であったので、フォークリフトから降りた際に地面

のへこみに左足をとられ捻り左足首を負傷した。

48 11209 2
30～

49

2017 7 13~14

病棟内にて、リネン交換作業のため布団を持って運んでいたら、

足元が滑り、布団をかかえたまま、前方に転倒、右手首と指を骨

折、捻挫した。

55 130101 2
300～

499

2017 7 8~9

7本位ののぼりポールを設置場所まで運ぶ途中、駐車場のコンク

リート製車止めにつまずき、転倒。 その際、左膝と右手首を駐

車場コンクリート路面に強打。

55 80201 2
10～

29

2017 7 10~11

当日、本人は32Aダイヤの担当で点呼を終え、営業所の屋外駐車

場において出発準備をしていた。 その時突然ハチに追いかけら

れ営業所屋内に避難しようとした際、入り口の段差（約3cm）に

つまずき転倒、手をつく間もなかったため、左肩・腕あばらを強

打し、打撲（全治三週間の診断）また、その時かけていた眼鏡の

フレームの破損により、左頬に4針縫うケガを負った。

55 40201 2
100～

299

2017 7 6~7

自動車通勤で、出勤時、終業前に、ベルク（テナント）指定の駐

車場所（屋上）に車を駐車し、下る階段へ向かって歩いていた際

に、階段の手前に水たまりが、あった。 避けて通過しようとし

て、足を滑らせ、転倒し、負傷してしまった。

43 80209 2
10～

29

2017 7 11~12

外出のため、事務所を出た時、雨のため濡れていた玄関ポーチで

足を滑らせ転倒した。 その際、左足首を骨折した。 原因雨のた

め滑りやすくなっていた事に気付かず、小走りに不用意に歩いた
50 170209 2

10～

29



ため。

2017 7 11~12

外出のため、事務所を出た時、雨のため濡れていた玄関ポーチで

足を滑らせて転倒した。 その際左足首を骨折した。 原因雨のた

め滑りやすくなっていた事に気付かず、小走りに不用意に歩いた

ため。

50 170101 2
30～

49

2017 7 10~11

挨拶などのゲストと触れ合う業務前、レストルーム入り口のドア

ノブに手をかけ開けようとした際、床が傘の水滴で濡れており、

右足を前に滑らせ転倒。 左手を小指から床面に打ち付け、両足

を前に伸ばし尻もちをつくような体勢となった。 発生後、左手

小指・薬指・中指に痛みがあり、指を曲げられない状態となっ

た。 （出演直前であったため、少し急いでいて焦っており、履

物も私物の靴ではなく、ゴム製の業務用共用サンダルだったた

め、滑りやすかった。）

29 140302 2
10000

～

2017 7 15~16

作業開始前の準備中、洗浄機後ろに敷いてあるステンレスのスノ

コに足を取られ転倒、その際に準備していたラック及び台車に左

脇腹を強打し肋骨を折ってしまった。

57 170101 2
10～

29

2017 7 22~23

被災当日、業務を終え営業所に帰社し退社しようと事務所のドア

を開け自家用車に向かおうとした際、出入口の石段に誤って躓き

転倒してしまった。 その時膝を強打してしまい負傷した。 その

日は痛みがあったものの夜間だったため自宅へ帰り、翌日も痛み

があった。

60 40301 2
10～

29

2017 7 11~12

店内で、チェックアウト業務中にレジ台からサッカー台へ移動し

ようとした時、右足をレジのカゴの中に入れてしまい、後ろに転

倒して背中から倒れてしまい負傷する。

53 80209 2
50～

99

2017 7 16~17

通常の就業場所の冷蔵室にて、スープの入った寸胴鍋（重さ20～

30kg）を移動させようと二人で持ち上げたところ、被災労働者

の腰から背中にかけて激痛が走り、その場で崩れるように倒れて

しまった。

50 170101 19

1000

～

9999



2017 7 11~12
貯水槽タンク水量確認中、蜂に襲われはしごから2m程落下、左

かかと粉砕骨折。
55 80204 2

10～

29

2017 7 8~9

施設と施設の移動の際に自転車に乗っていた。 坂道を登ってい

るときに、バランスを崩し転倒。 両腕を損傷、右腕を強打し負

傷した。

61 150109 2
30～

49

2017 7 19~20

中学校の校庭に鉄板を敷き、お祭りのためのバスUターン場所を

設ける作業において、トレーラー荷台より鉄板を割るクサビが校

庭に落ち、それを拾うために踊り場（トレーラーの荷台とトラク

ターの連結部分）よりステップに左足を掛け、右足を地面につけ

た時、校庭の地盤が柔らかかったため右ひざをひねった。

67 140201 2
50～

99

2017 7 17~18

当社製品置場において、トラックの荷台にコンクリート製の蓋を

積み込んでいたところ、腰の右側に痛みを感じたがそのまま作業

を継続し勤務終了後、痛みが治まらなかった。

26 130101 2
100～

299

2017 7 14~15

挨拶などのゲストと触れ合う業務前、レストルーム入り口のドア

ノブに手をかけ開けようとした際、床が傘の水滴で濡れており、

右足を前に滑らせ転倒。 左手を小指から床面に打ち付け、両足

を前に伸ばし尻もちをつくような体勢となった。 発生後、左手

小指・薬指・中指に痛みがあり、指を曲げられない状態となっ

た。 （出演直前であったため、少し急いでいて焦っており、履

物も私物の靴ではなく、ゴム製の業務用共用サンダルだったた

め、滑りやすかった。）

56 80209 2
100～

299

2017 7 11~12
朝刊配達中、配達三軒目でFタイヤがパンクしかけているような

ので店に戻る時、左にハンドルをとられ縁石に乗りあげ転倒。
44 80209 2

100～

299

2017 7 9~10

当該事業場内にて、ダルトンのミキサーに入る澱粉トランジ先の

ホース（ミキサー上部）が外れていたため補修作業を行った後、

降りるのを手伝おうとした補助者の手を置き場とし足を置こうと

した際、バランスを崩し、転倒したため負傷したものである。

67 40202 2
100～

299



2017 7 7~8
準備段階で屋根に上がり何等かの作業をしている時にバランスを

崩す等して転落したものと思われる。
62 150101 2

100～

299

2017 7 20~21

上期日、営業所の屋外に設置してある冷凍庫において冷凍庫内か

ら荷物を持ち出そうとしたところ、冷凍庫のドアを開けた際に風

でドアが勢いよく開いたために、その拍子に仰向けに転倒し、負

傷したもの。

57 11709 2
30～

49

2017 7 16~17

2歳児の保育室で、床に左手をついて座り朝の視診をしていたと

ころ、走って隣に滑り込んできた男児に膝で左中指を踏まれ、痛

みを感じた。 その後、左中指に触れると痛い状態がしばらく続

き、右中指も同様に痛み出す。 今は両手首と両親指に痛みがあ

り、物を握ったり掴んだりが困難な状態。

73 150101 2

1000

～

9999

2017 7 14~15

事業場のレジにて、お客様対応時に、レジ下に設置されていた引

き出しに右大腿部を強打。 レジ業務中、引き出しが出ている状

況だった箇所で強打した。

43 170209 2
10～

29

2017 7 9~10

上記日時、当店内投薬台後ろの通路で、受付した処方箋を調剤室

に持っていき受付に戻る際、投薬台の椅子が出ていたため、避け

ようとしてつまずき転倒し、右足甲をはく離骨折したもの。

48 80209 2
10～

29

2017 7 9~10

厨房内にて仕込み作業中、足元にある排水溝の蓋に右足を乗せた

際に、蓋がずれていたため、足を取られてバランスを崩し、左足

で踏ん張った際に、左足膝軟骨をいため内出血した。

46 140201 19
10～

29

2017 7 8~9

ウォータースライダーの階段付近を歩行していた際、歩行中の注

意力不足により足を滑らせたため、右足第2指の爪の付け根を損

傷した。 （災害時、ビーチサンダルを着用していた。）

21 140302 8
500～

999

2017 7 1~2

スーパーマーケットで勤務中、逃走万引き犯人を走って追いかけ

ていた時、駐車場入り口の車止めに足が引っかかってしまい、転

倒してしまい右腕上腕を骨折した。

59 170101 2
100～

299

2017 7 11~12
店内で、売り場からレジカウンター内へ、レジ打ちのため移動中

61 80209 2
10～



に、濡れた床に滑り、膝を床に打ち膝を骨折した。 29

2017 7 7~8

廃棄物保管庫に廃棄物を入れ、廃棄物保管庫から出ようとしたと

きに出入口の段差に躓いて体を横に捻るような格好で転倒してし

まった。

68 150101 2
100～

299

2017 7 10~11

清掃現場において、浴室と洗面所の清掃作業中、浴室から洗面所

へ出たところで足を滑らせ転倒。 その際、咄嗟に手をつき、右

手首を負傷（骨折）したもの。

63 150101 2
50～

99

2017 7 7~8
作業場前を歩いていたところ、床が濡れていたため滑り、転倒。

右足首靭帯損傷。
50 80209 2

100～

299

2017 7 20~21

店内の客室（ホール）と調理場の間の通路で、被災労働者が調理

場側に歩いている時に、その通路にある冷蔵庫の前でかがんで作

業をしていた他のスタッフの足に被災労働者の足が引っかかり転

倒し脚と指を強打して左足大腿骨脛を骨折した。

56 140201 2
50～

99

2017 7 9~10

店舗二階のお客様用トイレの出口において、トイレチェックが終

わり出ようとしていた際に、緩やかなスロープになっているのを

失念して足を踏み出し、着地の感覚が違っていたため踏み出した

左足を捻り、膝と靭帯に損傷を負った。

63 80209 2
50～

99

2017 7 8~9
工場内資材事務所（倉庫）の出入口付近にて、滑って転倒した際

にドア枠に右足のすねをぶつけ、切り傷と打撲を負った。
46 10109 2

100～

299

2017 7 16~17
現場内建物外周部東側を巡回中、敷鉄板端部に左足が引っ掛か

り、左足首を捻った。
50 30201 19

100～

299

2017 7 13~14
寿司加工室から売場へ出る際、作業場の床が油と水分でツルツル

していたため滑って転倒。 左大腿骨を骨折した。
61 80201 2

300～

499

2017 7 16~17

敷地内作業場において、エアークッション（鉄と鉄の間にゴムが

挟んであるクッション）円形、重さ80kg程度の物を二人で運ん

でいたところ段差につまずき転倒、エアークッションの下に手が

入ってしまい、右手中指を骨折、同時に右足側面を打撲した。

28 80109 2
10～

29



2017 7 13~14
弊社トラック庫内において、積載中に足を滑らせ転倒し、ふくら

はぎの靭帯を損傷した。
49 40301 2

30～

49

2017 7 10~11

店舗通路にてサービスカウンターに移動時足を滑らせ転倒した

際、床に右足を打ち負傷したもの。 接客の途中だったため店舗

後方から急いで戻ろうとして小走りで移動してしまった。

54 80209 2
100～

299

2017 7 16~17

厨房で、オープンキャンパスの準備をしているとき、回転釜から

デザートのゼリー液を取り出す際に、床の段差で滑って転倒し

た。 その際に、腰を打つケガを負った。

68 140209 2 1～9

2017 7 14~15

放課後等デイサービス事業所で、児童の指導を行っているとき

に、児童の一人が突然帰宅衝動に駆られて事業所玄関に向かって

走り出したため、制止しようと追いかけたところ、玄関の段差に

足を取られ足首を捻った。

67 170209 19 1～9

2017 7 17~18

駅構内の清掃作業現場へ作業で使用する洗剤を届けに向かった際

（マリナード側）改札を出たところで左足を滑らせてしまった際

に右足の膝を地面に打ち負傷したものである。

57 150101 2 1～9

2017 7 11~12 プレーヤーの打球を探しに行った際斜面で滑り転倒したもの。 50 140301 2
300～

499

2017 7 5~6

事務所厨房内ガス台周辺で床が濡れていたため滑ってしまった。

その時身体をささえようとし、右手をガス台についてしまった。

ガスを使用していたため熱くなっていて火傷をしてしまった。

60 80209 11
50～

99

2017 7 12~13

病棟にて各病室のラウンド業務中、東棟221号室入口前の廊下に

てUターンしようと振り返った際、右足が床につまずき転倒、そ

の際左胸部、左右膝及び左手首を床に強く打ち打撲する。

64 130101 2
300～

499

2017 7 9~10

百貨店地下売場において、店より冷蔵庫へ行くため売場の外に出

た際、通路の床に引っかかる様な状態で転倒し右上腕部を骨折す

る。

70 80209 2
10～

29

早番勤務中に、事業場内車務所前に設置してあるパソコンの配線
10～



2017 7 7~8 に足が絡まり転倒する。 左下半身を地面に強打した。 診断の結

果、左大腿骨頸部骨折となった。

72 130201 2
29

2017 7 22~23

施設内における夜勤中でのナースコール対応のため、お客様の部

屋へ向かっていた際の出来事。 早歩きでお客様の部屋へ近づき

ながら、遠方より廊下天井に取り付けられたナースコールランプ

を見て、どの部屋のどのお客様であるかを目視確認していた際、

足元の椅子に気付かず、勢いよくつまずき転倒した。 不意を突

かれたことに加えて、右手にPHSを持っていたことから、受け身

が左手だけになってしまい、左手に負荷がかかってしまった。

湿布を貼って様子を見ていたが、痛みに耐えかねた。

55 130201 2
50～

99

2017 7 15~16

派遣先において、サンダーを使用して半導体（円形の銅板、重さ

約20kg）の研磨作業終了後、後ろの台に置こうとしたところ、

作業台の下から伸びているサンダーのコードに足を引っ掛け転倒

した際、銅板を両手で持っていたため、床面と銅板の間に左手中

指が挟まれ負傷、また転倒の際右腕も負傷した。

25 170101 2
10～

29

2017 7 8~9

事業所で朝タイムカードを押して一度出た後靴紐が結ばないまま

調理場のある玄関に入ったが玄関ドアに靴紐がはさまっているの

に気付かず前に進もうとして転倒し右膝と右ひじから肩にかけて

強打してしまった。

57 140209 2 1～9

2017 7 17~18

構内で、8tトラックに石膏ボードを積み終えシートを掛け、荷台

後方へピンと張るためシートを引っ張った際、雨が降っていたた

め、手が滑ってバランスを崩し、コンクリートの地面に左手をつ

き、手首を痛めた。

54 40301 2
30～

49

2017 7 9~10
設備撤収作業の際に側溝の蓋の段差につまずき転倒し、左足膝を

強打してしまい半月板を損傷してしまった。
75 30209 2 1～9

2017 7 22~23

当館にて仕事を終え、タイムカード打刻後に従業員ロッカーで靴

を履き替えて、本来なら一旦道路に出て駐車場へ行くべきとこ

ろ、ロッカーのすぐ隣に駐車場があるために、段差があるにもか 23 140101 2
50～



かわらず降りるための逆さまにしたケースがあったので上がった

ところ転倒し右手が下敷きとなり右手首を負傷した。

99

2017 7 10~11

当社倉庫内で機材の取り出し作業中狭い通路内で、はみ出た機材

を避けようとして、体のバランスを崩し、前のめりして、左手全

体をコンクリート床についた。 その際、左肘に強い痛みを感じ

た。

49 30301 2
30～

49

2017 7 3~4
読者宅ポストに新聞投入後バイクに戻る際に転倒して、左手首を

骨折した。
64 80205 2

10～

29

2017 7 12~13

1階従業員専用通路においてシーツを運んでいる時、通路の床が

濡れていたため、足を滑らせて転倒し、左手を床に打ち、左手首

を受傷した。

68 140101 2
100～

299

2017 7 18~19

女子ロッカー室でほうきを持って掃除中、足がすのこに引っ掛か

り、右足が前へ跳んで靴が脱げ、左足をコンクリートの床に打

ち、アキレス腱に激痛が走った。 様子を見ていた。 2ヶ月程前か

らアキレス腱を痛めて通院中、装具を装着し勤務していた際の事

故。

60 80201 2
100～

299

2017 7 6~7
従業員入口から入って歩いていた時、何も障害物はなかったが、

つまずいて左手から転倒し骨折した。
50 80201 2 ―

2017 7 9~10

第一織布課の第2現場で、糸のパレットがばらしてあった。 その

梱包用の紐が片付けておらず道路にはみ出していた。 歩行時、

その紐に足をとられて転倒し右足の皿を骨折した。

39 10203 2
100～

299

2017 7 12~13

宿舎清掃の通常勤務中、燃えるゴミをゴミステーションへ運んだ

際、蜂が出てきたので避難しようとした時に転倒し、左腕を地面

に激しく打ち付けた。

65 140302 2
30～

49

2017 7 13~14
営業前清掃中に、足が床に引っかかって転倒。 転倒の際に左手

を床に着いたときに左手を負傷した。
69 140209 2

10～

29

配達先にて段差のあるアプローチ部分（アスファルト）から左足



2017 7 11~12 を踏み外した。 その時、痛みはあったが配達を続け、翌日、出

勤後に痛みが酷くなった。

19 110101 2
500～

999

2017 7 10~11
消火設備の点検現場で、放水設備の点検中に雨で濡れていた金網

式の床で足を滑らせ転倒した際に、左手掌、左大腿を挫創した。
30 170209 2

10～

29

2017 7 15~16

レストラン床の掃除機掛け中に、洗い場近くの床にたまり水があ

り滑って転倒。 その際に、左手の手のひらを床に強打し、腕に

ひびが入った。

49 140101 2
300～

499

2017 7 8~9
小走りで移動中、カフェと通路の境目の床面が濡れていたため、

滑って転倒した（朝礼開始時）。
45 80209 2

10～

29

2017 7 14~15

勤務時間内の休憩中、私用にて外出しようとしたところ、社員入

退店口から駐車場へ向かうまでの小道で濡れた路面（ブロック部

分）で滑り前のめりに転倒。 左手にかばんを持ちふさがってい

たので右手をつこうとしたが耐えられず、体と路面に手を挟みこ

んでしまった。 痛みや傷はあったが退勤時刻まで勤務をし、帰

宅後痛みと腫れが酷くなった。

47 80201 2
50～

99

2017 7 15~16

荷主様支店において自車の13トンセルフローダーに4tダンプ荷積

み終了後、荷台から降りる際に本来ならばセルフの後ろから降り

るのだが近道をし高さ70cm位の所から飛び降りて左足首を負傷

した。

49 40302 3
30～

49

2017 7 10~11

デイサービス施設内において、施設利用者のリハビリ中、リハビ

リ中の利用者の回点支持杖と靴を隣接するケアホームに取りに行

き戻る際、左手に持っていた回点支持杖を右手に持ち替えようと

した時つまずき転倒し被災負傷した。

68 130201 2 1～9

2017 7 11~12

産業廃棄物を荷台に積み込みをしていた際、荷台がいっぱいにな

り荷台の後ろから飛び降り地面に着地した。 この時、左足首を

負傷した。

72 150102 3 1～9

当該社員は、お客様へ訪問後会社に戻り、当支店裏口左側の駐車



2017 7 16~17

場に営業車を駐車した。 その際当該社員は、駐車スペースが狭

いと感じながら駐車した。 駐車後運転席のドアを開け車を降り

た。 当該社員は荷物を持っており前進できなかったため、後ろ

向きで進んだが車止めに気づかず引っかかり、こけてしまい腰を

強打した。 起き上がる事もできなかった。

64 90102 2
100～

299

2017 7 16~17

入浴剤の製造棟2Fで部品組み立て室から洗浄室へ向かう際、早足

で歩いたため、足がからみ前のめりに転倒し、左膝を床面にぶつ

けた。 特に床面に段差があるわけでもなく、濡れていたり、粉

等の落下物もなく、不安全な要素はなく、ただ通路を歩いていた

状況だった。 転倒した瞬間を目撃した者はいない。

56 10803 2
50～

99

2017 7 16~17

洗浄室へ応援のため、移動中。 足がもつれつまずき、前のめり

に転倒し、左膝を床面にぶつけた。 特に床面に段差があるわけ

でもなく、濡れていたり、粉等の落下物もなく、不安全な要素は

なく、ただ通路を歩いていた状況だった。

56 170101 2
100～

299

2017 7 7~8 仕事中に厨房で滑って横転し、手をついた時に、骨が折れた。 42 80209 2
10～

29

2017 7 15~16

工場内通路において、ダクトからの油漏れ箇所があり、製造部次

長が漏れた油の清掃をしていたが、被災労働者がそれに気付かず

通り掛かり、油で足を滑らせ転倒し、その際、左手首及び左足付

け根付近に打撲を負った。

67 11209 2
50～

99

2017 7 12~13
休憩所駐車場にて、トラック荷台の片づけをしているときに、足

元にある角材を踏みつけ、右足首を捻った。
31 40301 19

10～

29

2017 7 15~16

工場内で、パネル仕上げ作業をするため、休憩室から隣の作業台

に向かう移動中（約10m）、スポットクーラーのコードに足が

引っ掛かり転倒する。 その際右手肘をコンクリート床に強打し

負傷する。

55 10901 2
10～

29

2017 7 14~15

2F食堂に於いて清掃中、床につまずきバランスを崩したため転倒

し（両手には何も持っていない）左手を負傷したが当日は我慢し 72 150101 2
10～



た。
29

2017 7 6~7

チルド加工室から退出する際に、液こぼれを他の従業員が清掃作

業し、終了した場所を通行したところ、足を滑らせ転倒してし

まった。 その際に手をついて右手首をフロアーに打ち付けてし

まった。

47 170101 2
50～

99

2017 7 6~7

作業場にて作業終了時の片付けをしていた際床が湿っていたた

め、足を滑らせ転倒してしまった。 その際、右手首及び頭部を

床に打ち付け負傷した。

47 10109 2
300～

499

2017 7 15~16

体感訓練場（リフト乗車のための訓練場）をペイントするため、

備品庫へ向かった。 備品庫の手前通路に傾斜がありそこに足を

取られ、転倒し足をひねり受傷。

42 50101 2
100～

299

2017 7 14~15

水産部作業場にて荷物を取りに行こうと歩いている時に、濡れた

床で足が滑り、尻餅をついた。 その際咄嗟に出した右手を加工

台にぶつけてしまい、右手薬指に激しい痛みを感じた。 しばら

く様子を見たが痛みが引かなかった。

52 80209 2
50～

99

2017 7 6~7
被災者は、弊社構内の歩行帯を、左手にハンディターミナルを

持って前進歩行していた際に被災した。
28 40301 2

100～

299

2017 7 11~12

店内バックヤードから売場に出る時に米を積んだ運搬具を引いて

いたところ、運搬具の車輪に左足が挟まり転倒した。 その時運

搬具が自分に乗りかかり、左足を負傷した。

56 80201 2
100～

299

2017 7 9~10

開店後食品レジからバックヤードにチラシを取りに行く際、慌て

ていて足がもつれてしまい左足首を内側に捻ってしまった。 痛

みが引かなかった。 レントゲンの結果左踵骨骨折、左足関節捻

挫と診断される。

55 80201 3
300～

499

2017 7 20~21

通路にて閉店作業のゴミ捨てから戻って来た際に一緒に作業をし

て隣を歩いていた同僚がつまずき前のめりになってふいに左腕を

掴まれたためそのまま二人共転倒し負傷したもの。

66 80209 2
10～

29



2017 7 17~18

除草作業後、帰社し片づけ作業をしていた。 トラック荷台から

自走式草刈機を下ろした（後向きでの作業）ところ、足を絡ませ

てしまい、体勢を崩し後向きに転倒し、事務所のドアに頭を打ち

付けた（一人で作業しており、被災者の記憶が定かでないため詳

細不明）。 大きな音に驚いて近くに居た者が様子を見に行った

が、その時点では意識がはっきりしており、ケガも心配なさそう

な様子で、片づけ作業を再開した。 しばらくして、社長その他

の者が帰社したところ、被災者が朦朧とした様子だった。

60 60101 2 1～9

2017 7 9~10

当社施設6階の入居者居室で介護中、テーブルに置いてあった入

居者のタオルを回収しようとしたところ、通り道が狭く足元のバ

ランスを崩し転倒した際車イスの肘掛けに手があたり負傷したも

の。

60 130201 2
30～

49

2017 7 17~18

店舗中2階のサービス事務所から1階ショールームに通じる階段に

おいて2階から1階に下る際に最後の1段を右斜めに左足をついた

ために左膝をひねり受傷した。

40 80202 3
10～

29

2017 7 15~16

ホテル内レストランの調理場を歩行中、他のスタッフが床の清掃

中で床が濡れていたため、足を滑らせ右足を捻った。 右足甲部

分の捻挫と診断された。

63 140309 19
30～

49

2017 7 12~13

加工課畜産作業場にて清掃中、ゴミを捨てるために置いてあった

コンテナに躓き転倒し、左膝を床面に強打し左膝の膝蓋骨を骨折

した。

66 80109 2
50～

99

2017 7 8~9

工場の構内を通勤のため歩道を歩いていた。 職場に向かうため

右に曲がろうと歩道の傾斜部分（コンクリート部）に左足が着地

した際、左足を捻り骨折した。

49 11502 3

1000

～

9999

2017 7 7~8
新工場内で、商品納入時に商品を両手で持って、搬入のため歩行

中に少しの段差で足を捻った。
51 40301 3

10～

29

インナー（衣料）のバックヤードでブラジャーのハンガーかけを

していた。 その商品をカゴに入れて持って売場に出ようと思っ



2017 7 15~16
たら、シングルハンガーに足をひっかけて転んだ時に、左手をつ

いた。 その時は良かったがすぐ違和感を感じて夕方退社して、

病院で診察した結果左手首にひびが入っていた。 2週間ほど様子

をみる。

65 80201 2
300～

499

2017 7 14~15
事業場の厨房内で、ゴミの片付け作業を行っているときに、足元

に置いてあったハカリに足を引っ掛けてしまい、負傷した。
35 80209 2

10～

29

2017 7 11~12

事務所フロアで靴底のグリップが利きすぎて、つんのめり、転倒

した。 転倒した際に両膝、両手を床につき左頬を近くにあった

机の角にぶつけ、腰も捻った。

51 80109 2
100～

299

2017 7 18~19
工業に接岸の内航船にてコイルの揚荷作業が終了したか確認後、

内航船から岸壁に降りた際、右足ふくらはぎを負傷した。
54 170209 3

50～

99

2017 7 18~19

工業に接岸の内航船にてコイルの揚荷作業が終了したか確認後内

航船と岸壁高さ約1.5mのところから飛び降りた際に右足ふくら

はぎを負傷した。

54 170101 3
50～

99

2017 7 14~15

会社にて、浄化槽の保守点検作業を終え、駐車してあった車に戻

る途中、排水溝があり、その段差につまずき転倒して左肘を打撲

した。

55 170209 2
100～

299

2017 7 12~13

午前中に支店担当者と同店取引先を訪問し保険商品の提案・説明

した後、支店で修正案を打ち合わせ、次の訪問先へ社用車で向か

う途中に昼食時間となり正午頃から昼食を摂り、午後からのアポ

イントに合わせて保険会社担当者と現地で待ち合わせのため、店

を出て駐車場内を社用車まで歩いていた処、誤って車止めに右足

を引っ掛け転倒し、アスファルト面で右肩を打ち受傷したもの。

59 90103 2
10～

29

2017 7 11~12

就業終了後、帰宅のため、会社の玄関にある下駄箱で靴にはきか

え1、2歩進んだ直後に何かにつまずいたのか下駄箱の前で転倒し

左膝関節を骨折、右肩を強打した。

66 130201 2
30～

49

仕出し配達を終え、会社に戻り、車から降りる際、運転席が高い



2017 7 11~12

のと駐車場の地面（コンクリート）が斜めになっていることで降

りた時、右脚がボキッと捻ったかたちになった。 外傷もないの

で、大丈夫だと思い、そのままでいたが、日を追って痛くなり、

後日パンパンに腫れ我慢できなかった。

47 10109 3
10～

29

2017 7 11~12
冷凍倉庫内の出入り口付近にて貨物の積み付け作業中に床面に付

着していた氷に足を滑らせて右足を捻った。
18 80401 2

10～

29

2017 7 1~2

盛付ライン先頭で作業しており、開封した容器の袋を近くのごみ

袋に捨て戻ろうとした際、ライン作業していた人の足に躓き、四

つん這いになる形で転び両膝を打撲した。 痛みもすぐ引くと

思ったが、金曜日になり立って作業するのも辛くなったため、早

退。 土曜日に事後報告をもらった。 3週間の安静休養・療養が必

要と診断された。

55 10109 2
100～

299

2017 7 17~18

ダンプ置き場において、ダンプの荷台の端から荷台の雨除けシー

トをかけなおしていたところ、足場が滑りやすかったのでシート

につかまったが、その手が滑りダンプの荷台から飛び降りるよう

な形になり着地した。 その際に右足のかかとから降りたため強

打して負傷した。

50 40301 3
30～

49

2017 7 11~12

当社第一リサイクルセンターのビン・缶選別ラインを清掃中、足

元のゴミに気づかずその上にのってしまった。 バランスを崩し

て左足をひねった。

61 150109 2
50～

99

2017 7 9~10

自転車で自宅からお客様宅へ向かう途中、路地から車が出てくる

のが見えたため止まろうとしたところ、濡れたマンホールの上で

滑り転倒した。

60 130201 2
100～

299

2017 7 16~17

郵便物配達のため、配達先敷地内の郵便受け箱へ徒歩で向かう途

中、駐車場内の車止めに気がつかずつまずき転倒した。 転倒し

た際、路面で左膝を強打し負傷した。

46 110101 2
100～

299

2017 7 15~16

トイレのドアを内側へ半分程度開けて外へすり抜けるように出よ

うとした時、右ヒザが扉に引っ掛かってバランスを崩し転倒し 44 11502 2
100～



た。 その際左手を勢いよく床につき手首を骨折した。
299

2017 7 13~14
介助者宅において、介助を終えて戻るため、玄関を出た際に、約

10cmの段差を踏み外し誤って転倒し負傷した。
72 130201 2

10～

29

2017 7 12~13

昼休み自分の昼食を取りに厨房へ行った。入口に少量の水が溜

まっていたが、気づかなかった。左足が滑ってしまい、右足膝を

ついて止まった。 強く打ってしまい、膝蓋骨骨折をしてしまっ

た。

63 130201 2
50～

99

2017 7 16~17

工事現場でダンプの交通誘導にあたっていた。 運転手より業務

終了の署名をすると呼びかけられ急いで走り寄ったとき段差につ

まずいて転倒し、左肩を地面で強打し打撲した。 左肩腱板断裂

と診断され手術を受けることとなった。

72 170201 2
10～

29

2017 7 15~16

休憩取得のため社員室に向かう中、ペットボトル2本を両手に持

ち、バックルーム通路を小走りしていたところ、何もないところ

でつまずき転倒。 床で右膝を打った。

60 80209 2
50～

99

2017 7 16~17

交差点に向かって、渉外営業後、帰局しようとバイクで走行中、

急な大雨に遭い、視界もあまりよくないところ、直進から右折

レーンに入る車に気をとられたこともあり、ハンドル操作を誤

り、濡れた路面の線上で、スリップして、転倒した。 内務業務

をしていたが、通院加療の経過が思わしくなく、3週間の休業加

療との診断を受けた。

63 130101 2
500～

999

2017 7 4~5
館内の階段を下りていた際、誤って足をふみはずし左足首を負傷

した。
57 80205 1

10～

29

2017 7 9~10

一般住宅の雨樋取り替え作業中に軒樋を持っていて樋の端がつか

えてバランスを崩して石垣の上から下の道路に足から落ちて左足

踵を骨折してしまった。

59 30202 1
10～

29

2017 7 9~10

閉店前に売場冷蔵庫の温度管理表を記入しようとしたところ、隣

の店舗で通路のモップ掛けをした後の床が乾いておらず足を滑ら 54 10101 2
50～



せ転倒した。
99

2017 7 18~19

会社内で車を2Fへ乗り上げるためのスロープの上を歩いていたと

ころ、雨のため足が滑り、転倒し腰を強打した。その後痛みが酷

くなった。

32 11701 2 1～9

2017 7 10~11

事業所内にて、調理場で調理したコロッケを売場に運ぶため、両

手にコロッケを持ち売場に向かい通路を歩行中、通路の床面が水

で濡れており、足を滑らせ転倒して尻餅をつき、尾てい骨を強打

した。

60 80209 2
100～

299

2017 7 11~12
ご利用者様をご自宅に送り届けた後、階段を下りて門を出たとこ

ろで段差に足をとられ転倒した。
55 130201 2

50～

99

2017 7 10~11

保険募集活動中、車を降りて次のお客様を訪問するために道路を

歩いていたところ、段差につまずき転倒。 顔、左足等を打撲し

左手首を骨折した。

64 90103 2
100～

299

2017 7 0~1

V4ラインにて耳生地コンベアーの生地を処理するため餡鉢を台車

に乗せ通路を通行していた時、直前に豪雨があり雨もりが発生し

床面が濡れていたため転倒しそうになり、回避しようと踏ん張っ

たが転倒し右足を負傷した。

53 10104 2
300～

499

2017 7 18~19

厨房で夕方の洗浄準備中に洗浄室出入口付近にあった大型扇風機

に足を引っかけて転倒。 その際、隣の配膳車に頭をぶつけて額

を切り、6針縫った。

66 140201 2
10～

29

2017 7 14~15
油が付着した床で滑り、体勢を戻そうとした時に、踏みとどまっ

たばかりに、足を捻挫。
38 90103 2

50～

99

2017 7 10~11
お客様出発お見送り後、営業所へ入る際、営業所入口にある段差

（高さ約32cm、幅90cm）に躓き左足を骨折した。
50 80409 2

10～

29

2017 7 13~14

生ごみ庫の入口付近で、ゴミ袋を捨てようとした際、入口の敷居

に躓いたか、床が濡れて滑ったかでバランスを崩して転倒。 手

をついて右手首を骨折、右頭部を打撲した。

56 80201 2
300～

499



2017 7 4~5
番重洗浄室成型室側入口前にて床が濡れていたため、足を滑らし

て転倒。 その際に床面に手を衝く。
50 10109 2

100～

299

2017 7 17~18
地面に置いてあった製品乾燥用のブルーシートに足が絡まり転

倒。 左膝からの着地となり、左膝蓋骨折。
40 11709 2

10～

29

2017 7 12~13

左折時に、路面のコンクリート部分がひび割れていることに気づ

かず前輪でコンクリート部分を踏んだところ、コンクリートが捲

れ上がり、エンジン部分に引っ掛かり車両がロックした。 ロッ

クした反動で右前方に転倒し右足がバイクの下敷きになり、右腓

骨遠位端を骨折。

58 110101 17
100～

299

2017 7 8~9
立体駐車場の連絡通路、横断歩道にて歩行者の誘導中、足をつま

ずかせて転倒。顎と唇を打撲して出血。
63 170201 2

300～

499

2017 7 17~18

駅構内の指定通路にて、帰宅中に転倒（排水溝のグレーチングに

足を取られ躓いて転倒）し、顔面を地面に強打した。 メガネの

フレームにて右目付近を数ヵ所切り、前歯1本が折れた。

54 40101 2
50～

99

2017 7 9~10

ロングカートを片づけようとした際、後ろから両手で押し荷受場

スロープを下りていたところ、カート（縦42cm×横128cm×高

さ173cm・36.8kg）のスピードに足がついていかず、右足首を外

に捻り捻挫した。 転倒なし。

27 80201 19
300～

499

2017 7 8~9

出社途上日常利用している駐車場で、出社時に車内から業務に必

要なPC機材等を左手に抱えてオフィスに向かおうと移動した

際、隣の駐車スペース車止めに足を引っ掛け、転倒の際、咄嗟に

身体を支えようとした右手首が地面接触し、その衝撃で骨折する

怪我が発生した。

56 120109 2
100～

299

2017 7 9~10

内番重洗浄室で洗浄作業をしているときに、床がタルタルしてい

たため、移動していたら誤って足を滑らせて転倒し、右手首を打

撲した。

27 10109 2
500～

999

西側立駐の清掃中、立駐南側の柵に巻き付いている蔦の除去を行
30～



2017 7 17~18 い、振り向いた際、斜面を滑り落ち、溝に足をとられ転倒、その

際に左足首を骨折、脱臼した。

60 150101 2
49

2017 7 16~17

当社工場内、冷凍室において材料を格納する作業を行っていた。

材料を冷凍室に置き、冷凍室を出ようとしたところ、棚に置かれ

ていた材料に気を取られていたためか、誤って着氷した床面で足

を滑らせて後ろ向きに転倒。 咄嗟に右手をコンクリート製の床

面につき、右手首を負傷したもの。

50 10109 2
50～

99

2017 7 13~14

工場内で、シャッター下地溶接中に、汗で身体が濡れていたため

感電をした。 このままでは感電死の恐れがあるかもしれないと

自分で判断をしとっさに足場の上から飛び降りた。 その時は我

慢が出来、終了迄仕事をした。 その日の夜になって左足の腫れ

が酷く、痛みも伴った。 左足第2、3中足骨骨折と診断される。

26 11209 3 1～9

2017 7 3~4

本社1階倉庫内において建設機械・工具の片付け、積み下ろしを2

名で作業中重量物（レールベンダー約110kg）を移動させてい

た。 重みでふらつき転倒した際、レールベンダーと地面に左手

の人差し指を挟んだ。

61 30104 2
10～

29

2017 7 16~17

融資課ロビーで、季節にちなんだディスプレイの飾りつけをして

いた際に、飾りつけの全体を見ようとして後ずさりし、床のじゅ

うたんに足をとられ転倒。 手をつかずに右腰を強打。 暫くは歩

けていたが、制服を着替える時に片足で立った際、股関節に衝撃

があり、一歩ずつしか歩けなくなったもの。

56 90101 2
30～

49

2017 7 20~21

厨房で、洗い終わったザルやボウル等を所定の位置に収納しよう

と移動中、足が滑って転倒してしまい、左手を床についたときに

左手首を捻った。 どうにか大丈夫かと思ったが、症状が悪化し

た。 左手首骨折との診断を受けた。

55 80209 2
10～

29

2017 7 15~16

資材置場造成工事で水路のコンクリートを打設する作業中に、生

コンクリート打設用のシュートを移動させていた時水路の上部か

ら足を踏み外し水路の底に転落した。

50 30109 1 1～9



2017 7 18~19

ゴミを捨てに行き、ゴミ庫の前にて床面が濡れていたのに気付か

ず滑り転倒。 お尻から転倒し、支えようとして床についた左手

に激痛。 骨にヒビが入っているとの診断を受けた。

22 80209 2
50～

99

2017 7 7~8

早出出勤で機械のスイッチを入れるため通路を歩いていたところ

床がミスト機（熱中対策用）の水で濡れていたため、足が滑り左

太ももと臀部を強打した。

40 11703 2
50～

99

2017 7 7~8

洗浄室で食器の洗浄作業を行った後、鍋をコンロで温めるため調

理室に移動中に転倒した。 その時、床には物などは置かれてお

らず、乾いた状態で、つま先が床面に引っかかったような感じで

転倒した。 転倒した際、右膝蓋骨を骨折し左肘にあざができて

いた。

63 130201 2
10～

29

2017 7 11~12

社内梱包室において机の前の位置で立った状態で梱包作業を行っ

ていた時に床に落ちていた袋を拾おうとして手を伸ばしながら足

を移動した時に床が水で濡れていたため足が滑り足を開いた状態

で転倒した。

38 60101 2
30～

49

2017 7 16~17

職員用トイレから出て、タイムカードを押すためにレコーダーの

位置まで歩いて進んだところレコーダー付近の廊下が濡れていて

足が滑り右臀部を下に転倒した。 痛みのためしばらく動くこと

ができず、他の職員の手を借りて立ち上がり、帰宅した。 自宅

では歩行時に痛みがあった。 痛みが続いた。 CT検査にて大腿骨

頚部骨折にて、手術の要有りとのことでそのまま入院となる。

57 130201 2
100～

299

2017 7 9~10

病院において、清掃作業中において、転倒負傷した。 トイレ内

を清掃し、水拭作業直後で、足が滑り転倒し、その後カートを押

して、移動していた時に、足がからんで転倒した。 当日は外来

休診であったため、翌日平常作業を終え、痛みが引かなかった。

73 150101 2
50～

99

2017 7 16~17
ピーク時になり商品を移動する際に足を滑らせ、左足を骨折し

た。
66 80209 2 1～9



2017 7 19~20

被災者（技術社員・試用期間中）が残業中、チューバー機の糊洗

いに行く際、通路の配線覆いにつまずき転倒。 左膝を強打した

ことにより、左大腿骨顆部を骨折、左膝内側半月板を断裂および

右手関節を捻挫した。

34 10602 2
30～

49

2017 7 11~12
配達先で2トントラックから降車した時に、足元がわるく右足首

をひねり、はれあがった。
44 40301 19 1～9

2017 7 19~20

お客さま宅へ訪問手続き後、お客さま自宅から3m位の坂道を

下っている途中、セメントのボコボコしている路面につまずき、

転倒し受傷した。

67 90103 2
10～

29

2017 7 17~18

厨房の出入口を出てすぐ隣の洗濯室の出入口に入るため体の向き

を変えようとしたとき、体が右側に倒れ、転倒を防ごうとして右

手をついてしまい、その後、激痛とともに腫れ始めた。

55 130201 2
100～

299

2017 7 14~15

当社工場内組立場において工具棚から工具を取り出そうとしてバ

ランスを崩し前のめりに倒れその際左腕を床に打ちつけ左肩を脱

臼。 （暑さのせいでボーとしていたこともあり）

74 11301 3
30～

49

2017 7 22~23

花火大会の雑踏警備を終え、集合場所へ移動している時、カルス

ト台地の遊歩道を歩行していた。 夜間で足元が見えにくく、周

りを見渡しながら歩行していて足元への注意が不足し、下り坂の

段差に足をとられ、転倒し左手をついて負傷した。

53 170201 2
30～

49

2017 7 14~15

被災者は塗装加工区出入口屋根裏にできた蜂の巣を取り除くた

め、2人で棒を使い除去を行っていた。 蜂の巣が地面に落ちた

際、蜂が被災者に急に襲ってきたため、とっさに横向きに逃げた

が足が絡まり床面に転倒した。 （蜂は巣から出てきたか、周辺

から寄って来たかは不明）

53 11502 2

1000

～

9999

2017 7 10~11

体育館入り口前で、児童を並ばせようとして右手を挙げて後ろ向

きに進んでいた時車止めに踵があたり転倒し左手を地面に打ちつ

けた。

55 130201 2
10～

29



2017 7 14~15

折り込みチラシの配送し、店内に運び入れる作業をしていた。

その際、折り込みチラシを両手で抱え店内に入ろうとしたとこ

ろ、足元のプラスチックの箱に気がつかず、足がその箱に引っ掛

かりそうになった。 そのすぐ前に歩行器に乗っていた幼児がい

たため、その子にぶつかるのを避けるため咄嗟に身体を右方向に

捻じったためバランスを崩し倒れた。 その際、首から左肩甲骨

付近を強打し負傷したもの。

48 40309 2
30～

49

2017 7 15~16

1病棟観察室にて患者様をベッドから抱きかかえ車いすへ移乗す

る際に、床が患者様のよだれが落ちて濡れているのを知らず足を

滑らせ足趾の第3、4趾が黒ずみ足の痛みが酷く、右第3、4趾中

節骨骨折と診断された。

34 130101 2
100～

299

2017 7 10~11
開店準備中、店舗の玄関口に敷いてあるマットにつまずき転倒し

た。 転倒した際左手をついてしまい、左手首を骨折した。
65 140201 2 1～9

2017 7 11~12

就業中ゴミ出しをしようと通路を通過中少し水の留まったところ

で足を滑らせ転倒した。その際に右肘で体重を支えた様になり怪

我をした。

78 140101 2
30～

49

2017 7 11~12

アイスクリーム製造、バイターラインB2カートナー業務に従事

中、充填機とカートナー間のフィルム接続部の警報サイレンが鳴

り、確認・復旧のため、急ぎ足で角を右に曲がり接続部に移動し

ようとした際バランスを崩し、左足に体重がかかり左足を捻った

状態で転じ、骨折した。

43 170101 2
100～

299

2017 7 13~14

工場内で作業していたら別棟の作業所一階から煙がでていたた

め、消火しようとした時、爆発がおこり逃げようとした時、転ん

で怪我をした。

36 11709 2 1～9

2017 7 18~19

被災者が業務を終え、事業所に隣接した職員駐車場の自分の車へ

向かって歩いている途中、砂利を敷いてあるセメントの坂道の通

路にさしかかったところ、砂利で足元が不安定だったため、足を

とられ滑って転倒し右足を負傷した。

54 130201 2
30～

49



2017 7 12~13

昼休憩後の午後からの作業をするために、自分の配置場所に向か

おうとしていたところ、工場内原紙搬入口に原紙を積んだ状態の

パレットの角に足が引っ掛かってしまい転倒、左ひざ部分を骨折

したもの。

62 10602 2
10～

29

2017 7 11~12

精肉作業場で両手に荷物を持ったまま歩いていた時に足元に置か

れていたダンボールに気づかずにつまずいた。 その際に目の前

の冷凍スライサーの角に左ワキ下をぶつけ、肋骨を3本骨折して

いる事がわかった。

47 80209 2
100～

299

2017 7 11~12

アイスクリーム製造・バイターラインB2カートナーの業務に従事

中、充填機とカートナー間のフィルム接続部の警報サイレンが

鳴ったため、確認・復旧のため、歩行中の方向を転換し、接続部

に移動しようとした際、バランスを崩し左足に体重がかかり左足

を捻った状態で転び骨折した。

43 10101 2
100～

299

2017 7 10~11

倉庫内での袋物の荷役作業中、8tフォークリフトでのはい作業を

終了させて、停止させたフォークリフトの運転席から降りて次の

作業に移る際に、少し気持ちが急いだため、足が滑って着地して

しまい、左足首に衝撃が走り痛みで力が入らず、後の作業ができ

ない状態になった。

26 170209 3
10～

29

2017 7 8~9

1階南側トイレにて、被災者（妊娠7ヶ月）がトイレから出て手を

洗った後、廊下へ出ようとした時、履いていたクロックスタイプ

のスリッパがタイル張りの濡れた床で滑ったのか、出入り口付近

で転倒した。 その際、後頭部と背中、腰部を打撲した。

38 130201 2
100～

299

2017 7 16~17

校庭で児童に遊びを指導しながら後ろに下がっている時、足が絡

み転倒した。 その際、左手で体を支える格好となり、左手首を

痛めた。

63 170209 2
50～

99

2017 7 10~11

次の訪問先へ向かうため、訪問した利用者宅玄関先の急なコンク

リートの坂道を徒歩でおりている途中で転び、腰をついた時に

（腰は打撲）左手をついたために左手首を骨折した。

75 130201 2
10～

29



2017 7 9~10
作業室において、弁当の製造中、右足をひねり、バランスを崩し

て壁に倒れ掛かった際に右背中を強打した。
48 10109 2

10～

29

2017 7 17~18 集金先の玄関先で転んで左下肢を骨折した。 69 80205 2
10～

29

2017 7 17~18

工場内の機械設備（118B）横の通路に一時的に台車等を置いた

ままの状態になっていたため、十分なスペースが確保されていな

かった。 従って、この隙間を通り抜ける際に右足が何かに引っ

かかり、バランスを崩して左側面から倒れ、腰付近を強打した。

その後、痛みが和らいできたのでしばらく様子を見ていたが、骨

折が判明し、即会社へ報告した。 通常、台車は指定された場所

に置いてあるが、当日は中間決算棚卸の在庫確認のため、一時的

に上記記載の通路に移動させていた故に通路に必要なスペースが

確保されていなかった。

42 10602 2
30～

49

2017 7 15~16

食堂に勤務しているが、交替で食材の発注をしている。 この日

は当番で売店にある電話でFAXをするため食堂から売店へ行く途

中、扇風機（家庭用）のコードがあったことに気がつかず、コー

ドに足が引っ掛かり転倒して両膝・両手の平を強打し、椅子に頭

をぶつけた。 膝の皮膚が裂け、出血した。 （床はビニールクロ

ス貼り）

49 80209 2
10～

29

2017 7 16~17

店舗内で接客待機中、接客中の別の社員が、被災労働者の前を通

ろうとしたため、道を空けようと一歩後ろに下がったときに、右

足を挫き、バランスを崩した。 右後ろによろけて、右後ろに

あった本棚にぶつかり、倒れこみ、腰を打撲した。 そのとき

は、それ程酷い痛みではなかったので、そのまま終業時刻まで勤

務したが、帰宅後、次第に痛みが酷くなり、動くのに支障が出て

きた。

41 80101 2 1～9

当日積込を済ませ、会社の倉庫駐車場（会社所在地に同じ）に



2017 7 11~12
戻ってきたが、積荷のハウスの窓（引き戸）が気になり、脚立に

乗りテープで固定していたところ、バランスを崩した。 脚立か

ら飛び降りた際、左足踵を骨折した。

51 40301 3
50～

99

2017 7 14~15 区役所内にて、休憩中、トイレを使用し、トイレ前で転倒した。 51 130201 2
10～

29

2017 7 8~9

当社駐車場内にて被災。 被災者が駐車場に自家用車を停め、車

を降りて歩いて事務所へ向かっていたところ、駐車場内の窪みに

足を取られて転倒し、その際に左腕を地面に打ち付け負傷した。

53 80209 2
30～

49

2017 7 10~11

ホール東側より廊下へ移動するため左折しようとした際、床に清

掃後の水濡れがあったため、滑ってバランスを崩し転倒した。

左側に上体が崩れたため、左手を床につき、上体を支えようとし

た。 その際、左顔面も打撲した。

55 130101 2
100～

299

2017 7 8~9

店内草刈機の売場で棚上に電動草刈機の補充作業をしている時

に、高さ1m程の脚立を使用した。 高さが足りなかったため、1

番上に足をかける状態で補充をしようとしたところ、バランスを

崩し、とび降りた時に左の靴が脱げ、その足で床に着地したため

左足の踵を骨折した。 ※脚立は取手付4段タイプである。

57 80209 3
10～

29

2017 7 19~20

夜勤の勤務中に、短期入所利用者の様子を見るために、利用者の

居室に向かう途中で重度棟女子支援員室前の廊下で転倒した。

転倒した理由は不明。

52 130201 2
30～

49

2017 7 15~16

洗車場において、バックで洗車場から移動する車輌を誘導してい

たところ、躓いて転倒し、体をかばうため、右手で床を強く打

ち、負傷した。

63 80202 2
10～

29

2017 7 14~15

買い物代行支援にて車で店へ向かい、駐車場から店内に向かう

際、買い物用のカートを避けようとした時、誤って車のタイヤ止

めに右足小指をぶつけて負傷した。

46 130201 3
50～

99

2017 7 15~16
当社にて、移動用ダンボール箱を探している際に、段差につまず

55 80209 2 1～9



いて転倒した。 この時に受傷した。

2017 7 13~14

店にて、食器棚にあったガラスボールにホテルペンが当たり、グ

ラスボールが床に落ち、その破片が跳ね返り左手中指基部に当

たって切れた。 その後、絆創膏を貼ろうとした時、プレハブ冷

凍庫横の通路で失神して転倒し、左側頭部を打ちつけ負傷した

も。 （医師の所見：熱中症と傷口を見たことによる自律神経失

神とのこと。）

37 140201 2
10～

29

2017 7 12~13

清掃委託先敷地内に於いて清掃作業が終了し、帰社しようと駐輪

場へ歩行中、地面の段差に躓き転倒し、顔を地面に打ち、その

際、右目付近を負傷した。

65 150101 2
100～

299

2017 7 6~7
控え室から厨房へむかう廊下の床が結露で濡れていたため、滑っ

て転倒した。 その際に背中を打った。
47 80209 2 1～9

2017 7 16~17

工場内にて、原料の砂10～15kgの入ったプラスチック製の箱を

作業場から処分場所までの約15mの距離を運ぶ際に、床に散乱し

ていた砂で足を滑らせ前のめりに転倒した。 起き上がろうとし

た時に腰から左足にかけて痛みを覚えたが、その後、通常通り勤

務を継続した。 後日、痛みが激しくなり、左坐骨神経痛と診断

された。

37 170101 2
100～

299

2017 7 16~17

工場内にて、原料の砂10～15kgの入ったプラスチック製の箱を

作業場から処分場所までの約15mの距離を運ぶ際に床に散乱して

いた砂で足を滑らせ前のめりに転倒した。 起き上がろうとした

時に腰から左足にかけて痛みを覚えたが、その後、通常通り勤務

を継続した。 後日、痛みが激しくなり、左坐骨神経痛と診断さ

れた。

37 10909 2 1～9

2017 7 14~15

敷地内にて、野外で使ったテーブルを2人で倉庫に運び込むため

後ろ向きに進んでいたところ、スロープにある小さな台を踏み違

えて、後方に転んだはずみに腰を強打した。

64 170209 2
10～

29

被災者は、当社事務所入口前において商品説明を終えて立ち去ろ



2017 7 11~12 うとした時、他の従業員が水を流しながら掃除をして濡れた路面

に滑り、転倒した。 その際、左足首を負傷した。

72 10109 2
30～

49

2017 7 14~15

入浴準備をする際、慌てていたため履物が脱げかけてフロアで躓

き、顔面から倒れた。 床へ転倒する際、棚の角に右手首をぶつ

け、同時に首をひねった。

64 130201 2
10～

29

2017 7 8~9

会社に入る際、玄関前の泥落としの敷物に滑って右足首を捻挫し

た。 その日はシップを貼って仕事をした後、靭帯損傷と診断さ

れた。

40 80209 2
10～

29

2017 7 9~10
屋台で作業中、貝の入った篭を持って移動している時に滑って転

倒し、左手をついて手首を骨折した。
65 70209 2

10～

29

2017 7 10~11

ガス給油所にて、給油の際に降車してトイレに行った後、車に戻

る途中にわずかな段差に気付かず、左膝から前方に転倒し負傷し

た。 その後、近くのコンビニへ行き、氷を購入して約50分間冷

やして痛みが引くのを待った。 左膝だったので運転には支障が

ないと自己判断し、夕方まで運行したが痛みに耐えきれず帰庫

し、運行管理者に報告した。 その日は様子をみたが、翌日に

なっても痛みが引かず、腫れも増した。

65 40201 2
50～

99

2017 7 8~9

朝礼が終わり、仕事にとりかかるため持ち場につこうとした時、

床に敷いてあるスノコに足が引っ掛かり、膝から床に倒れ、両膝

を強打した。

65 150103 2
100～

299

2017 7 12~13

被災者が昼休憩終了前にお手洗いから作業場の摘み取り現場へ歩

いて移動していた際、作業場へ向かう途中の部屋に、桶へ水をい

れるために床を這わせていたホースがあった。 そのホースに足

を引っ掛け、前方向へ躓き、両膝をコンクリート床にぶつけ負傷

した。

67 10109 2
50～

99

2017 7 13~14

精肉作業場から売り場に出ようとした時に、作業場出入口の

5mm位の溝（段）につまずいて転倒した。 その際、右手、右 56 80209 2 1～9



肩、右腰を強打し、骨盤、肩の骨にひび、手首を骨折した。

2017 7 9~10
書類を提出するため、施設内駐車場に車を止め、入り口へ歩いて

向かっていたところ、縁石に躓いて転倒し、左膝を負傷した。
58 130201 2

10～

29

2017 7 8~9
派遣先事業所（病院）にて作業中、通路で保護シートに足が引っ

かかり転倒した。
55 170101 2

50～

99

2017 7 16~17

保育園主催の夏祭りに出勤し、保育園から400メートル先の職員

駐車場に車を停めて降りる時、砂利の駐車場に足をつき、石があ

るのに気づかず、右足を左右にこねて、痛みが出た。

58 130201 19
30～

49

2017 7 11~12

エアコン洗浄工事において、1人が脚立で作業し、自分は周辺の

作業状況監視や補助作業をしていた。 作業状況を見上げながら

前方に移動した際、足元にあった道具に気付かずぶつかり、バラ

ンスを崩して外壁に顔面をぶつけ負傷したが、終日仕事をした。

首のこわばりと左手のしびれがある。

38 30203 2 1～9

2017 7 12~13

工場での休憩時にお腹が痛くなりトイレに行こうと歩き出したと

ころ、急に意識を失って転倒し、顎を地面に打ちつけて骨折し

た。

54 11703 2
10～

29

2017 7 8~9

店内の冷凍食品・アイス売り場通路を歩いていた時、冷凍食品の

入っているカーゴ車が水滴で濡れていた。 その水滴が通路に落

ちていたところを通り、足を滑らせて転倒し左肩・腕を床に強打

し負傷した。

48 80209 2
10～

29

2017 7 16~17

厨房内を歩いて移動中、グレーチングの上で滑り尻餅をつきそう

になったため、とっさに右足で身体を庇い、右手首を痛めた。

グレーチングは滑りやすいため、気をつけていたが、滑った。

清掃状況、作業工程、作業靴の劣化等については問題なかった。

67 80209 2
10～

29

2017 7 17~18

荷卸し現場にて、荷卸し後に雨漏り防止のシート掛けをしていた

時に、荷台から地面に降りた。 昇降設備を使い地面に着地する

際、地面にあった敷鉄板と地面の境の段差で左足をくじいた。

45 40301 2
10～

29



2017 7 11~12

事業所内の清掃後、外にあるゴミ置場にゴミを出し、室内にもど

ろうと入口のドアに向かって歩いていたところ、足元の石を踏

み、足首をひねり負傷する。 石は地面に埋まっていたが、数セ

ンチ地面に出ていた。

60 140101 2
10～

29

2017 7 1~2

委託先のホテル6階パンドリーから客室作業場所へ移動中、廊下

の絨毯を急ぎ足で歩いていたところ、躓いて転倒し、右手を床に

ついて体重を支えた時に右手首を骨折した。

64 150101 2
100～

299

2017 7 3~4

一戸建て購読者宅に新聞を配達する際、玄関の横にあるポストに

向かう途中、玄関前の段差を踏み外して後ろ向きに転倒し、花壇

の中に右手をつき負傷した。

75 80205 2
10～

29

2017 7 15~16

自動車共済の継続車体確認のため、管内の顧客宅へ訪問し、車体

がある倉庫横を歩いていたところ、蜘蛛の巣があり、はらおうと

した際に鉄の杭に左手を強打し、骨折した。

50 170209 3 1～9

2017 7 11~12

大学病院において交通誘導に従事中、生コン車を小走りで誘導し

た際に、道路の段差に気付かず誤って転倒し、左膝と右手首を打

ち負傷した。 負傷した日は自宅で療養したが、痛みがひかな

かった。

68 170201 2
100～

299

2017 7 10~11
厨房から売場へ移動しようとして洗い場前で足を滑らせ、うつ伏

せの状態で倒れ左鎖骨を骨折、左手首は捻挫した。
23 80209 2 1～9

2017 7 14~15
発酵撹拌機の組み立て中、暑さが厳しかったため早めの休憩に入

り、顔を洗おうとした時、足元が砂利で足首をひねった。
52 11209 2 1～9

2017 7 11~12

本館7階配膳室にて清掃作業中、奥のポリバケツにゴミ袋を被せ

ようと向かう途中で転倒し、両ヒザから床に倒れる。 当時の状

況としては、カーペットの上に同僚も立って作業をしていたが、

接触したか床に足をとられたのか本人も不明。 足元に障害物は

なく、カーペットはテープで固定され、床も水濡れ等はなかった

ことを確認済み。

61 140101 2
100～

299



2017 7 9~10

当社工場内にてフライヤーに継ぎ足す用の一斗缶油を取りに行っ

た際、長靴が滑って転倒し、顎から床に打ちつけ前下歯ぐきを強

打し、下顎を骨折した。 当日はそのまま仕事を継続したが、夕

方になり体調が悪くなった。

25 10101 2
50～

99

2017 7 16~17

両手にテープとクロスロットを持ち、少し傾斜のある通路を通行

しているとき、バランスを崩して転倒し、右大腿部を打撲した。

自力で立ち上ることができなかった。 病院の診察の結果、右大

腿骨頸部骨折と診断された。 原因としては、急いでいて周囲を

気にかけなかった、通路に石コロがあり、滑り易い状態であっ

た、左膝が痛くて踏ん張れなかった、両手に物を持ったため手を

使えなかったことなどが考えられる。

39 30105 2
100～

299

2017 7 11~12

施設内手芸室前にて、教員特例介護等体験実習生へ利用者の手芸

作品を見せ、説明する際、フロアと手芸室畳間の境で滑って転

倒。 右手首を骨折した。

59 130201 2
30～

49

2017 7 14~15

厨房にて、買ってきた食材を運んでいる時に、清掃後で床が濡れ

ていたため、誤って滑って前方に転倒して左膝を打った。 膝を

打った後、徐々に痛みが強くなり、歩けなくなり、「左膝蓋骨骨

折」と診断された。

66 130201 2
10～

29

2017 7 3~4

3F病棟で夜勤業務に就いている時、302号室で介護職員が誤って

水をこぼしているのを知らず見廻りに行った時、そこで足をとら

れ膝をひねり尻餅をついて負傷した。

60 130101 2
100～

299

2017 7
17～

18

調剤中、調剤室と待合室の出入口を通過する時、フロアマットの

下になっている電話線がずれていたため、その縁に足が引っかか

り、転倒した際、両手を床につき負傷した。 右上腕部骨折と診

断された。

64 80209 2 1～9

2017 7
17～

点呼を受けた後に営業車の入替準備をする為、自家用車へ戻る

際、深さ約10㎝のマンホールのくぼみにつまずき転倒し左足を

捻ったもの。 その後、業務を開始したが痛みが強くなり帰社 62 40201 2
300～



18
し、管理者へ報告し通院の為に早退したが、自宅へ戻った際、痛

みが和んだが、後日、左足捻挫と診断された。

499

2017 7
9～

10
キャディの仕事中、枯れ枝につまずき足首をひねって転倒した。 49 140301 2

50～

99

2017 7
16～

17

店内から事務所に向かうために鮮魚作業場前の通路を通った。

その周辺を清掃中で水と洗剤が撒かれていた。 その上を普段通

り歩いたら足を滑らせてしまい、尻もちをついた。 その際、思

わずかばうために右手をついて、変にひねってしまった。 すぐ

に激痛が走り事務所で手首を冷やした状態で安静にして救急車で

病院へ行った。

52 80209 2
50～

99

2017 7
15～

16

野菜作業場で清掃の水引作業をしている時、床が濡れていて少し

斜めになっている為にバランスを崩し右足を捻りながら転倒し

た。 その際右足脹脛を捻って痛めた為、病院へ行き手当を受け

た。

60 10109 2
100～

299

2017 7
9～

10

ゴルフコース内12番ホール左ラフ斜面を、歩行式芝刈機にて芝刈

中、斜面で足を滑らせ事故に至った。
78 140301 2

10～

29

2017 7
15～

16

入居者の代行で買い物をした荷物が事務所内にあった。 車イス

の入居者も数名居て通路が狭くなっていた。 そのような中、荷

物を入居者の部屋へ運ぼうと思い荷物を持ち上げた際ふらつき、

車イスのタイヤに躓いて転倒し腰を打った。 その後特に痛みは

無かったが、夜間から腰の痛みが強くなった。

60 130201 2
10～

29

2017 7
17～

18

2階廊下において、食堂へ行こうと歩いていたところ、履いてい

た履物が脱げそうになってつまづき、体勢を崩して転倒し左膝を

強打した。

61 80209 2 1～9

2017 7
13～

14

ハウス内での作業が終わり、ハウスの外に出ようとした時、ハウ

スの出入口が前日の雨でぬかるんでいて、足を滑らせ膝を折り曲

げたかたちで転び膝から地面についた為右膝を負傷した。（右膝
56 60101 2 1～9



打撲）

2017 7
11～

12
イベントのアルバイト中、荷物を運んで転倒した。 46 80109 2 1～9

2017 7
20～

21

店舗出入口冷蔵庫横で食器を運搬中に前を向いたまま後ろを確認

せずに急反転し、他者と接触するのを避けようとしてつまずき転

倒する。 その際に右足首をひねって骨折した。

38 140209 2 1～9

2017 7
16～

17

荷持ちを両手で運んでいる時に、現場にあった高密度ポリエチレ

ン管の上を渡り歩き滑って転び胸を打った。 現場は荷物を運ぶ

のにそのポリエチレン管の上しか歩く所がなく、やむなくその上

を渡り歩いた。

35 30199 2 1～9

2017 7
19～

20

被災者は新聞用紙を紙管に巻きとらせる作業に併せて別の作業を

行っていた。 巻き取り作業中、設備のフレーム部分に左足をか

けたまま振り返り、右回りに旋回して移動しようとした際、フ

レームとアンカーボルトの隙間に左足が嵌り体勢を崩した。 そ

の際、左足首に無理な力がかかり被災した。

26 10601 19
50～

99

2017 7
10～

11

整備工場内にて、車のタイミングベルト交換作業中、タイミング

ベルトを左手で固定したままの体勢で右斜めうしろの地面に置い

てある工具を取ろうとした。 右腕をうしろ下方向に伸ばし、少

しのけぞる形になってしまったため、足と腕のバランスを崩し転

倒した。 その際右手の甲から地面に着いてしまい骨折した。 無

理な体勢で工具を取ろうとしたことが今回の事故の原因である。

21 80202 2
50～

99

2017 7
10～

11

バックルーム作業場前でドーリーでスイカを売場へ出そうとした

際、ドーリーに躓き転倒。 床に左足膝をついて皿を痛めた。
61 80209 2

50～

99

2017 7
10～

11

農業用ハウスから隣の農業用ハウスへビニールに包まれたプラス

チック製のカゴ（45×45×25㎝）を持って移動中、水溜まりで

足を滑らせ転倒した。

62 60101 2
10～

29

弁当を回収し、外階段を降りた所で、地面を歩いたところ、バッ



2017 7
13～

14

ト（弁当を入れる箱）を両手で持っていたため、足元が見えにく

く地面に段差があるのに気付かず、その段差のところを歩いたた

め、足をひねってしまい被災する。

37 80209 19
10～

29

2017 7
9～

10

砂利の敷地内で、クレーン車で産廃カゴを吊り上げ中、トラック

の方へ歩いていたら転倒し、左手で体を支えたところ、左手首を

骨折した。

35 40301 2
30～

49

2017 7
17～

18

施設の清掃後、モップのホコリを払おうと戸外に出た際に、扉ど

め用に置かれていたコンクリートブロックに右足で乗ったところ

バランスを崩し、左足をひねりながら着地してしまい、第5中足

骨を骨折した。

54 130201 2
10～

29

2017 7
19～

20

鍋場で作業中に床で足が滑り、鍋を左手に持ったまま左半身を強

打して転倒し肘から出血し一時的に左手が上がらなくなり病院へ

行った。

47 140201 2
10～

29

2017 7
19～

20
キッチンにて足がもつれてしまい、転倒した。 63 140201 2

30～

49

2017 7
19～

20

グループホーム廊下にて、ゴミ袋と掃除用具を両手に持ち、清掃

作業の為歩いて移動中、床面につまずき転倒している。 帰宅後

に痛み、腫れがひどくなる。

39 130201 2
10～

29

2017 7
16～

17

2才児保育室で夕方の自由遊びの体育を行っていたところ、タオ

ルハンガーを移動して空いたスペースに紙ゴミ用袋を掛けようと

児童用イスに登って作業をした。 作業を終え児童用イスから降

りる際、背後に児童が近寄ってきたため接触をさけながら降りよ

うと考え、右足を床に降ろした途端床にあった道具に足をとられ

てすべり、勢い良く床に尻もちをついた。 その際左手を手のひ

ら側から床につき受傷した。 保育士は痛みで手を動かすことが

できず、整形外科で左手首橈骨遠位端骨折と診断された。

60 130201 2
30～

49

2017 7
11～

焼立2F焼成Bライン出口のエアガン用の巻き付けタオルを交換

し、焼立1Fへ向かおうと歩行している際に、滑って尻もちをつく 34 10109 2
300～



12
ような形で転倒した。

499

2017 7
14～

15

発掘現場において、発掘中に生じた土砂を手押し車で隣接地に運

搬していた。 土砂置場から後退する際に、仮設マットに足をと

られ臀部から転落した。

69 120109 2
10～

29

2017 7 8～9

車で出勤し社屋へ歩いている途中、駐車場のアスファルトが剥が

れていた場所のふちに足を乗せてしまい、足首をひねり左足を負

傷した。

49 10805 2
300～

499

2017 7
14～

15

工場敷地とガラスサンド置場の間に側溝があり、それを渡る際に

足を掛け、足を滑らせて左足爪先を内側にこじらせ左足薬指を骨

折した。 ガラスサンド置場には一時的に置いた有価物を取りに

行くためだった。 その日は応急手当をして、次の日に病院に

行って骨折が判明した。

67 150102 2
10～

29

2017 7
9～

10

当社、作業場内において台車を持ち歩いて移動していたところ、

つまずいて転倒し床面に左ひざ右ひじを強打し負傷した。
36 10109 2 1～9

2017 7
19～

20

仕事終了後、帰宅のため店舗裏側の従業員駐車場を歩いて移動し

ていた時に、駐車場のアスファルト舗装に30㎝×150㎝高さ3㎝

の穴があり穴に気がつかず穴に足が入り、足をつかえ転倒した。

60 80201 2
50～

99

2017 7
10～

11

当社において客室清掃作業中だった。 ユニットバス内の浴槽内

を洗剤を使用し洗っていた際に、足元を滑らせて体制を崩して転

倒し咄嗟に右手を床について捻ってしまい負傷した。

61 140101 2
30～

49

2017 7 0～1
工場内を移動中に、雨で濡れた路面で足が滑り転倒した際、地面

にあった大きな石に左脇腹を強打した。
62 40301 2

10～

29

2017 7 4～5

庭先で新聞配達中に置いてあるブロックに気がつかず転倒した。

毎日新聞配達をしていたがブロックには気がつかなかった。 転

倒した際に両足をついてしまったため、足への負担が重くなって

しまった。

62 80205 2
30～

49

部材置場の表示板位置を直し終えて部材が置いてある場所から移



2017 7
13～

14
動しようとした時、パレットに足がひっかかり転んで床に手をつ

いたら右肩を脱臼骨折した。

50 11403 2
500～

999

2017 7
10～

11

積荷の荷卸後、荷台の後片付けを行うため場所を移動し、駐車す

る。 荷台整理後、助手席側後方のアオリを下し後ろ向きで下り

る。 右足を縁石にかけようとした時、踏み外してしまい右足を

挫いてしまう。

55 40301 3
30～

49

2017 7 8～9
本社工場1階前室にて床の清掃作業中に被災労働者が誤って足を

滑らし、転倒したものと考えられる。
61 10102 2

50～

99

2017 7 8～9

当社のデリカコーナーにおいて、床の清掃作業中に床が濡れてい

たのと洗剤が撒かれていた状態で、被災者がそれに気づかずに作

業をしていたために滑って転倒し、左手を床面に強打した。

尚、被災者は応援で就労していた。

58 80209 2
10～

29

2017 7
16～

17

店舗厨房内シンク付近で、倉庫に資材を取りに行く途中に、水に

ぬれた床において、足を滑らせて床に尻をつき臀部を打って受傷

した。

49 140201 2
50～

99

2017 7
9～

10

会社事務所ドア入口前のタイルの上を松葉杖を使って歩行中、

滑って転倒してしまい、左足大腿部を骨折した。
47 30209 2 1～9

2017 7
19～

20

業務終了後着替えの為更衣室のある建屋へ移動した。 通常、段

差手前の照明スイッチをオンにして通路を明るくした状態で段差

奥の更衣室へ入るが慌てていた為照明スイッチをオンにするのを

忘れた。 途中で照明をつけようと引き返したところ足元の段差

が良く見えず躓いてしまい後方に倒れ床に手をついた。

52 140209 2
100～

299

2017 7
10～

11

店舗の物置へ材料を取りに行ったところ、入口に段差がありつま

ずいてしまい、両手に物を持っていたため転倒し、肋骨にひびが

入ってしまった。

36 140209 2 1～9

22～

売場で農産商品をカゴに入れ後方へ片付けようと、棚に置いたク

ロスを手にとりカゴに向かう際、オリーブオイルを陳列していた 100～



2017 7
23 段ボールにつまずき転倒。 床に両手をつき、両手首を骨折し、

頬に切り傷を負った。

61 80201 2
299

2017 7
13～

14

ホテルの客室清掃中、リネン庫内にて清掃作業をしていた際、リ

ネン庫入口付近に置いてあったゴミ箱が落下しそうになり、落下

を阻止しようと駆け寄った際に、床に置いてあったリネン回収

カートの突起の部分に右肘附近を強打し、切開した。

28 150101 2
100～

299

2017 7
13～

14

飯合にライスを入れに行く途中、ホールから厨房への出入口の段

差で、足首を捻ってしまった。
63 140301 19

50～

99

2017 7
21～

22

車庫内において、バス車両のシステムトラブル解除のため、点呼

執行者と共に車両前方で話をしていたとき、後ろ向きで下がった

際に地面の段差に右足をとられ転倒し負傷した。 当時は暗かっ

たため、段差に気付かなかった。

56 40202 2
100～

299

2017 7
19～

20

病院内厨房にて洗浄中に横に移動しようとした際に、下に敷いて

いたマットで足が滑り、両足が開いてしまい、支えきれず膝をつ

いてから後ろに倒れ、その際に膝を捻る状態になり負傷した。

61 80209 2
10～

29

2017 7
21～

22

車庫内において車両格納を開始した際、バックの加減を確認しよ

うと一旦降りたとき、アスファルトの段差に引っ掛かり転倒し、

右手・右足・胸部を負傷した。

60 40202 2
100～

299

2017 7
13～

14

工場の水処理施設で作業中、床の小さな配管ボックスに躓き転倒

した。 その際、右手をついた場所に排水口の立ち上がりがあ

り、その金属部分で右掌を負傷した。

61 11409 2
50～

99

2017 7
16～

17

当社倉庫内において、トレーラーを荷降ろし場へ駐車作業中、降

車した際に地面の砂利で足を滑らせ転倒し、右足首を捻って負傷

した。

44 40301 2
100～

299

2017 7
23～

24

洗浄室で寸胴を洗浄して、充填機を避けて回り込むように歩いた

ときに、普段通らない場所を歩き、床が滑り転倒し、右腰から落

ちた。 転倒時、充填機に接触しないように無意識に体をひね
52 10104 2

100～

299



り、変な転び方をした。

2017 7
10～

11
材料を積み降し中、石に躓き足を挫いた。 63 30199 2 1～9

2017 7
16～

17

パート勤務が終了したので、就業場所の2階より3階ロッカー室で

着替え、1階に向かって階段を下り終えたがその下に段差があり

（高さ6㎝程）、その段差で足を捻り、そのまま捻った側に倒れ

てしまい、足を痛めた（右足第5中足骨骨折）。

50 11301 2
100～

299

2017 7
9～

10

当社農場内において、鶏卵の集卵作業をしている際の移動時に床

の段差に躓いて、左足を挫き負傷した。
60 70101 19

10～

29

2017 7
11～

12

店舗売り場内にて、商品に価格が付いていなかったため、売価の

確認に行く途中、製氷機前の床に敷いてあるマットが溶けた氷で

濡れていて、気づかずに通ったときにマットごと滑って転倒し

た。

65 80209 2
50～

99

2017 7
10～

11

配達先で配送作業が終り、トラックに戻る際、急に意識がなくな

り、路上に倒れ頭を打ったものである。
57 40301 3

30～

49

2017 7
18～

19

当別養護老人ホーム3階入居者食堂にて、入居者の食事介助中、

床に落ちていた残菜に滑り、右膝を床に強打した。
63 130201 2

100～

299

2017 7
18～

19

2階セミナールームから階段を下り、1階の事務所へ戻る途中、エ

ントランスのエレベーターホールのカーペットに躓き、そばに

あった建物安全度判定サポートシステムのモニターを支える台座

の角に前頭部を強打し、救急搬送された。

60 90103 2
500～

999

2017 7
14～

15

建設解体工事現場で解体作業中、片付けをしていたとき、現場障

害物に躓き体勢を崩し、転倒した。 その際、基礎から立ち上

がっているアンカーボルト（120㎜）で脇腹から胸を裂傷した。

20 30309 2 1～9

2017 7
15～

16

計量室にて、水に濡れて滑りやすくなった床で、足を滑らせ転倒

した。 倒れる際に脇腹をゴミ箱に強く打ちつけ、肋骨が2本折れ

た。

64 10109 2
500～

999



2017 7 2～3

自動仕分け機でキーヤーの作業をしているとき、ベルトコンベア

から落下した荷物を取るためベルトコンベアを乗り越えて飛び降

りた際、左膝を骨折した。

42 40301 3

1000

～

9999

2017 7
19～

20

就業先の機械チーム内にて、管理板を片付ける際、本来は通行禁

止である単発機と単発機の間を通り抜けたときに、足元のエア

ホースか何かの管に足を引っ掛け転倒し、左腕と右膝を強打し負

傷した。

59 170101 2
100～

299

2017 7
14～

15

パントリーから移動する際に、入口付近で躓き転倒し、左膝を強

打した。
59 140101 2

50～

99

2017 7
12～

13

業務中、空のダンボールを捨てるためダンボール置き場に行った

が、ダンボールが置いてあるコンビ（荷物用台車）がなかった。

空のコンビを運ぼうとしたところ、少し下り坂になっていたため

倒れてしまった。 その際、左足の指が下敷きになり、薬指と小

指を骨折した。

63 80209 2
50～

99

2017 7
13～

14

現場調査中に線路脇でメモを取っていた際、列車見張り員より列

車接近待避合図があり、移動しようとしたところ、体勢を崩し足

を滑らせて、コンクリートの壁に頭部から接触した。 ヘルメッ

トにより頭部は保護されたが、壁に鋭利な突起箇所があり、ちょ

うど接触箇所であったため、左耳を裂傷し、左耳を20針縫う怪我

を負った。

32 30301 2
50～

99

2017 7 8～9
冷蔵庫のゴミ掃除作業が終了し、外へ出ようとしたところ足を滑

らせて背中から転倒した。
66 170209 2

10～

29

2017 7
16～

17

工場内倉庫（高さ1.2m、幅70㎝位）の踊り場で、荷物の出入れ

のため扉を開けようとしてバランスを崩して落下し、左足踵を強

打した。

61 40301 1
30～

49

2017 7
12～

13

マンションの改修工事現場において、出入口に敷かれていた鉄板

の上を、休憩をとるために現場から退場するため通行したとき、

雨で濡れていた鉄板に足を滑らせ転倒し、臀部と腰を負傷した。

66 170201 2
100～

299



2017 7
11～

12

お客様より迎車依頼があり、到着して程なくお客様が来たので、

ドアサービスを行うため、車から降りて移動したときに転倒し

た。 その際、左肘を路面に強打し切傷し、右肘を3針縫う手術を

受け、全治10日の診断を受け通院を要することとなった。 な

お、現場は小雨が降ったあとで、路面が滑りやすくなっていた。

52 40201 2
100～

299

2017 7
9～

10

隊員食堂の中で厨房のカウンターを拭いていたところ、床に水気

があり、滑って左手をつき、左手首を骨折した。
64 170209 2

50～

99

2017 7
13～

14

社命により、得意先である老人ホームの清掃作業に行き、老人

ホーム建物の裏庭で草取り作業中、急に雨が降ってきたので急い

で建物内に入ろうと走り出した際、段差に躓き転倒し、傍らのコ

ンクリートの側溝に前頭部を強打し負傷した。

60 150101 2
50～

99

2017 7
20～

21

店内キッチンで業務中、洗い場付近の排水溝の上で足を滑らせ転

び、近くにあったゴミ箱の角に脇腹を強くぶつけた。
56 140201 2

30～

49

2017 7
11～

12

開催中の展示対応を行っていたところ、多量のバインダーを運ぶ

際、段差に躓き転倒し負傷した。
36 170209 1

10000

～

2017 7
13～

14

ベンダー車のピッキング作業に従事していたところ、道路側と歩

道側に足をとられ、右足首を負傷し、脱臼骨折した。
55 40209 2

50～

99

2017 7
13～

14

利用者宅にてサービス中に、リビングの段差を踏み外し、足元の

扇風機を避けようとして焦って転倒した。 転倒した際、頭をガ

ラスの引き戸にぶつけ、お尻から転倒した。

73 130201 2
50～

99

2017 7
13～

14

配達が終わり車に戻ろうと、左手に空き箱を持ち少し早足で歩い

てたところ、躓いて転倒しそうになったので右手を咄嗟に出し、

右手を強く道路に打ちつけてしまった。

68 40301 2
10～

29

2017 7
11～

12

営業先訪問のため、近隣にあるコインパーキングへ入庫した。

駐車後、駐車場内を歩行中に小石に躓き、右足首を捻った。
30 170209 2

100～

299

10～

個人宅にて引越しの荷物の搬出作業中、ダンボールを二つ重ねて

（重さ合計8～10㎏）運んでいたところ、抱えたダンボールで視 50～



2017 7
11 界が悪かったため、エントランス部分の段差（14～15㎝）に気

づかず躓いてしまい負傷した。

42 170101 2
99

2017 7 7～8

5F病棟病室前の平らな廊下を歩行中、床に躓き、足がもつれた

際、開いていたドアの端に頭部をぶつけた。 その際、体をかば

い床に左手をついたて骨折した。

58 130101 2
100～

299

2017 7
20～

21

客席フロアを歩行中、進行方向とは違うお客様から呼ばれたた

め、呼ばれた方向に方向転換して向かおうとしたときに、床の絨

毯に履き物（草履）を取られた。 よろけて近くのサイドテーブ

ル（棚）に手を置いたが、手を置いた場所にプラスチック製の伝

票挿しが置いてあり、その伝票挿しが滑ってそのまま転倒し、膝

を強打した。

54 140201 2
30～

49

2017 7
16～

17

仕事中、営業に不足の品物が出たため近くへ買い物へ行き、ワゴ

ンに沢山荷を積んで運び会計に行こうとしたとき、急なスロープ

を通る時に足が滑り、転んで額をワゴンに強くぶつけた。

77 140309 2
10～

29

2017 7
9～

10

配達を終え車両に戻る際、アスファルトが削られ約2㎝の段差が

ある所で左足を挫いた。 その際、手に持っていた荷物をかばっ

たため、全体重が左足に乗り、転倒した。

41 40301 2
50～

99

2017 7
19～

20

パチンコ店での勤務中、男性用トイレへ清掃に入る際、足元が滑

り転倒した。 転倒時、身体を支えるため左手をついたところ、

骨折した。 当時、トイレ内の床は水で濡れていた（濡れていた

原因は不明）。

66 150101 2

1000

～

9999

2017 7
15～

16

当クラブにおいて、幼児スイミングスクールの終盤、子供達を

ジャグジーに入れる際に子供が転倒しそうになり、支えようと1

歩足を大きく出したときに足が滑り、子供を支えながら湯船に転

倒し、左膝を負傷した。

55 140309 1
30～

49

2017 7
12～

13

ゴルフ場18番ホールグリーン手前50mのカート道で、キャディ業

務中、カート道と地面の間にある段差（3㎝～5㎝）で足首をひね 51 140301 19
30～

49



り、捻挫した。

2017 7
10～

11

ホテル外周りの清掃を済ませ、従業員出入り口からホテル内に戻

ろうとしたところ、ドア前の急坂になっている足場で足を滑らせ

転倒し、足首を骨折した。

54 140101 2
10～

29

2017 7
17～

18

本社1Fの自動ドア周辺まで紙束を手で運んでいるとき、段差用プ

レートと段差用プレートの間に左足がはまってしまい、足を捻っ

て転倒した。 段差用プレートの連結部分が劣化していることが

原因だったと考える。

46 10709 2
30～

49

2017 7
16～

17

当日の作業終了後、解体工事現場脇の通路を駐車場に向かうため

移動中、通路の右に置いてあったトンパックの荷吊り用帯紐に右

足を引掛けてしまい転倒し、負傷した。

60 30201 2
30～

49

2017 7
15～

16

食品売り場で、客の駐車券を発券機に通して返すときに左足が躓

き、駐車券を持ったまま前に転んだ際に、左足の膝・鼻・前頭部

を床に強打した。

55 80209 2 1～9

2017 7
15～

16

工場内で、棚上に置かれている製品を入れるためプラケース箱を

取ろうとした。（棚の天面に載せあった。） 片手で棚板に掴ま

り、もう一方の手で箱を取ろうとしたところ、箱を取ったと同時

に棚板を掴んでいた手が滑って離れてしまい、後方に倒れ込ん

だ。 倒れ込んだ所に台車があり、その台車の金具部分にて、背

中と腰を打撲した。

79 11209 2 1～9

2017 7
19～

20

お客様宅へ交換品を届ける際、住居棟にあった段差に躓き転倒

し、左足小指付け根を捻り、右膝も受傷した。
45 80201 2

100～

299

2017 7
15～

16

適性診断を受講し、当ビルより歩道に入る際、段差に気付かず転

倒し、左手の薬指と小指に裂傷を負った。
81 40201 2

50～

99

2017 7
12～

13

宅急便の配達を終え、集配車両の駐車場所へ小走りで戻る際、道

路のアスファルトが削れて穴があいている箇所があり、通過する

際に右足が掛かり、そのまま捻ってしまった。

32 40301 19
50～

99



2017 7
11～

12

1階デイルーム一般浴室にて、利用者の入浴介助中、徒歩にて移

動した際に床が濡れていたためバランスを失い、仰向けに転倒

し、身体の背中側全体を打った。

49 130201 2
50～

99

2017 7
14～

15

オフィス移転現場のビル1Fに営業所があり、ビル前歩道から車道

に段差解消のため斜め台がかかっており、更にその上に固定され

ていない鉄板が敷いてある状況で、手ぶらでトラックの荷台に

走っている最中に当該鉄板を踏んだところ、鉄板だけがスライド

して滑り、尻から仰向けに車道に転倒した。 その際、臀部打

撲、及び手をついたときに左手首脱臼、両足首捻挫の怪我を負っ

た。

40 40301 2
30～

49

2017 7
11～

12

ケーブルテレビの屋内配線作業中、工事宅と一段高い敷地（高低

差1.5m程度）にある隣家との間の隣家側敷地境界にある石垣の

上を歩きながら、工事宅の雨樋沿いにケーブル配線を行っていた

とき、石垣の上から足を踏み外し、工事宅敷地内の地面へ臀部か

ら転落した。

54 110101 1
10～

29

2017 7
10～

11

個人宅にて引越し荷物の搬出作業中、ダンボールを2つ重ねて

（重さ合計8～10㎏）運んでいたとき、抱えたダンボールで視界

が悪かったため、エントランス部分の段差（14～15㎝）に気づ

かず、躓いて負傷した。

42 40301 2
30～

49

2017 7
11～

12

事業所が管理しているアパートの点検に行った帰り道で、道の凸

凹に気づかず転倒し、右腕を骨折した。
48 90209 2 1～9

2017 7
10～

11

冷凍庫から仕込の材料が入ったダンボール（10ケース）が載った

台車を出すときに、後ろ向きで引っ張っていて転んだ。
62 10109 2

100～

299

2017 7 4～5

加工室から休憩室に移動のため、水産生ゴミ室前を歩行時、若干

濡れていた床でサンダルが滑り、通路の右側に置いてあったク

レートに寄り掛かろうとしておでこを打ち、後方に転倒し、床に

左胸を打って負傷した。

54 10109 2
500～

999

22～ 清掃業務を終えて退社するため、建物出口に向かう際、足がもつ 10～



2017 7
23 れてうつ伏せ状態で転倒し、両膝と右手に受傷した。

70 150101 2
29

2017 7
15～

16

担当スタッフとして監視中、お客様（子供）がコース途中にて立

ち上ったため、安全管理としてコース下側より入り、座らせよう

としたが、誤って転倒し、負傷した。

41 140101 2
100～

299

2017 7
20～

21

作業場にてPC作業（データ入力）を行なったあと、他作業に移

ろうとして椅子から立ち上がる際、床に躓き転倒しそうになっ

た。 咄嗟に付近に置いてあるゴミ箱に左手を出して支えようと

したところ、薬指に力が集中して骨折した。

53 11209 2
500～

999

2017 7
11～

12

車両検査棟で保守用車の作業進捗を確認後、作業台から降りよう

として梯子の方向へ歩行中、足元にあったアイボルトを避けよう

としてバランスを崩し、梯子に転落した。 転落した際、咄嗟に

右手で頭上の点検蓋の取っ手に掴まり、左手を前方の蓋枠に置い

て体を支えていたため、点検蓋が体重により閉まり、蓋枠に置い

た左手中指が挟まれ受傷した。

33 11503 1
300～

499

2017 7
9～

10

住宅地の狭隘道路（市道）において通信引込線の張替え作業を行

うため、高所作業車を車道に駐車し、作業を開始しようとした

際、後方から来たゴミ収集車が高所作業車の横を通過出来そうに

なかったので、被災者が高所作業車を移動させようと運転席に向

けて車道の側溝の上を歩いていたとき、側溝の蓋（グレーチン

グ）が側溝の中に落ちると同時に足を取られ、側溝に足を落して

被災した。 側溝の現場打ちのコンクリート製で蓋（グレーチン

グ）がきっちりと噛み合う構造にはなっておらず、中に落ちやす

い状態になっていたと推定される。

65 30301 1
10～

29

2017 7
16～

17

杖をつきながら、廊下をマットを引きずりながら歩いていると

き、マットレスに躓き、うつ伏せに転倒した。
55 130201 2

30～

49

2017 7
10～

11

会社資材置場で鉄板（800㎏）の整理整頓中、吊荷の鉄板が振れ

て、離れようとした際に足元に角材があり、躓いて左足首を捻っ 57 30199 2 1～9



た。

2017 7 0～1

旅館の外で、食器洗い場で出たビニール袋に入った残飯をゴミ置

場に運ぼうとしたとき、パントリーの電気をつけずに外へ出たた

め、旅館の外に流れている川に架けてある橋を渡ろうとした際、

足を滑らせ、川に落ちて骨折した。 当時は、雨が強く降ってい

た。

60 140101 1
30～

49

2017 7
9～

10

工場E棟1階更衣室前廊下で移動中に転倒し、右手小指を骨折し

た。
74 150101 2

10～

29

2017 7 6～7

事業所内で押出した形番の、最終の班長確認用形材サンプルを形

材切断機で採取し、サンプル（750g）を両手で持ちながら置き

場へ歩行中に、左足を滑らせた。 体勢を崩し転倒しそうにな

り、支えていた軸足である右足のふくらはぎを負傷した。

48 11209 19
50～

99

2017 7
22～

23
仕事を終えて玄関を出たところで転倒し、骨折した。 65 140101 2

100～

299

2017 7 5～6

夜勤中、朝になり、利用者の新聞を所定の場所に持って行こうと

して、スタッフ室の机上に置いてあったパソコンのコードに足を

引っ掛け、前方に転倒し、両手をつき骨折した。

64 130201 2
10～

29

2017 7
9～

10

1階プラットホームにおいて、配送車に商品を積み込む作業中、

両手に商品ケースを持った状態で地面に降りようと、床に尻を着

いて片足ずつ降りたとき、昇降用に置いてある地面のブロック1

個が見えず、地面だと思い左足をブロックにのせて右足を下ろし

たため、体勢を崩して左足を捻った。

21 130201 2
10～

29

2017 7 3～4

洗車機で洗車中に、洗車機が止まり、呼び出し音が鳴ったが係員

が出てこず、車の外に出て事務所の方に行こうとしたとき、洗車

場が濡れていたため2回転倒し、左足首両側を骨折した。

66 40201 2
50～

99

2017 7
9～

デイサービスでの朝の送迎時（迎え）、利用者宅にて会社へ連絡

を取るために車内の携帯電話を取りに戻る際、利用者宅の玄関に
50 130201 2

10～



10 あったマットを踏んだ。 このとき、マットが滑り、右膝をひね

りながら転倒し、右膝関節捻挫および右股関節捻挫を負った。

29

2017 7
11～

12

工場にて片付けをしているとき、出入口の段差に躓いて、右足首

を捻ってしまい、踵が着けない程の痛みが生じた。
38 30209 2 1～9

2017 7
9～

10

派遣作業員として、成形機械のオペレーションおよびバリ取り作

業などに従事していたとき、床に高低差のある配管カバー上で、

誤って滑り、転倒してしまい、左腕を床に打ちつけた。

40 170101 2
300～

499

2017 7
19～

20

店舗厨房内で棚卸作業中、他のスタッフが使ったあと、床に倒し

たままになっていたデッキブラシに躓いた。 その際、手に卵を

持っていたため、右肩から床に倒れ込み、右肩を骨折した。

58 140201 2 1～9

2017 7
14～

15

3F浴室で入居者の入浴介助中（外介助）、車椅子のフットレスト

に足が引っかかり転倒し、手を浴室の床についた。 その後、手

首を動かすことができず固定し、呼吸も荒く、痛みが強かったた

め救急搬送された。

60 130201 2
30～

49

2017 7
18～

19

事業所敷地内で、グループホーム入居者の要請により、入居者当

人の新聞を取るため、グループホームから新聞の置いてある地域

活動支援センターへ歩いて移動しているとき、砂利に足をとられ

て右足首を捻った。

60 130201 2
50～

99

2017 7
22～

23

店舗厨房にて、厨房用具を洗浄中に、溝のグレーチングが開いて

いたため、溝に右足がはまりバランスを崩し、前に転倒して右

足、右手に捻挫を負った。

61 140201 2
50～

99

2017 7
11～

12

ガス代集金のため顧客先を訪問中、玄関先でチャイムを押そうと

したとき、足をぬかるみに取られ転倒し、骨折した。
45 80204 2 1～9

2017 7
23～

24

店舗内のトイレからホールへの通路にて、清掃作業を終え、掃除

機を片付けるため、掃除機を抱えて移動していたとき、トイレと

通路の段差に躓いて転倒し、左膝を打った。

58 140201 2 1～9

当社板金加工工場内において、製品の入ったプラスチックケース



2017 7
11～

12

（幅30㎝×奥行25㎝×高さ11㎝、重さ約1㎏）を両手で持って移

動していた。 通路脇の棚の最下段にあるパレットが10㎝程飛び

出ていたのに気付かず、躓いて転倒し、左膝をコンクリートの床

面に打ちつけて負傷した。

63 11203 2
10～

29

2017 7
15～

16

休憩から職場に戻る際、隣地との境界を通行中、誤って隣地

（2m下）へ落下し、臀部を強打し骨盤骨折（全治2ヶ月）をし

た。

55 80209 1
10～

29

2017 7
13～

14

会社倉庫にて、荷物の積み降ろしをしているとき、足元がふらつ

き躓いてしまい転倒した。 膝から地面についてしまったため、

膝の骨にひびが入った。

74 170209 2
10～

29

2017 7
10～

11

本校3号館前にある藤棚の樹木を、学校業務専門職（被災者）が2

台の脚立で足場（約1.5m）を作り、その上で剪定していたと

き、ハチの大群が襲ってきた。 ハチに手を刺され、驚いて足場

から飛び降りた際に踵を痛めた。 ハチ退治スプレーを脚立の下

に用意していたが間に合わなかった。 診察の結果、右踵骨折の

診断であった。

66 120109 3
100～

299

2017 7
11～

12
工事現場にて材料を運搬中、段差で転倒して左膝を強打した。 70 30202 2

10～

29

2017 7
9～

10

近日開催予定のイベント展示会に向けて、当社ショールームの模

様替えの作業中、薪ストーブを移動させるため4人で台車に載せ

ようと、しゃがんで力を入れた瞬間、腰に痛みがはしり、そのま

ま後方へ尻もちをつく様な姿勢で倒れ、動けなくなった。

44 140301 2
50～

99

2017 7
17～

18

工場内の冷凍庫の中で後片づけをしているとき、食肉加工品を棚

に片付け、出口に向かおうと歩いていたとき（長靴着用）、通路

で滑って転び、左足膝を通路のコンクリートの床についたときに

負傷した（左膝蓋骨骨折）。

69 10101 2 1～9

11～

店舗内において、お客様対応のため、バックヤードからレジカウ

ンターへ移動していたとき、足元不注意により、床に置いてあっ 10～



2017 7
12 た納品物（コンテナケース）に躓き、前方へ転倒した。 その

際、床面で左肘を強打し、負傷したものである。

20 80209 2
29

2017 7
20～

21

閉店のため、ショーケースの掃除作業中、濡れていた床で滑り転

倒し、右手を負傷した。
59 80209 2 1～9

2017 7
15～

16

午後の休憩時間が終了したため、休憩室から仕事場に入るため長

靴が置いてある所に向かって、スリッパを履いて歩いていたと

き、床が少し濡れていたため、足が滑って転倒し負傷した。

49 10102 2
10～

29

2017 7
11～

12

店舗バックドアの入り口で、休憩から戻ったとき、バックドアに

付いているスロープで、入り口にいる人をよけたときに、スロー

プを踏み外して足を捻り、左第五中足骨を受傷した。

55 140201 19
30～

49

2017 7
11～

12

店内青果コーナー通路にて、荷出し業務を終えて事務所に向かお

うとしていたとき、足がもつれて転倒した（床には特に原因は無

し）。 その際、左側から床に落ち、左肩を骨折、左肩周囲と額

に打撲を負ってしまった。

65 80209 2
100～

299

2017 7 2～3

タクシー乗務中にトイレに行きたくなり、公園内のトイレに入っ

たときに足を滑らせ転倒した。 転倒した際、左手を強く地面に

ついたため、左手首を骨折した。

57 40201 2
10～

29

2017 7
21～

22

作業場で、寸胴を両手に持って運んでいるとき、地面に置いてあ

る洗い物にぶつかり、右半身を下にして転倒し、右膝裏を剥離骨

折した。

63 80201 2
500～

999

2017 7
19～

20

業者を浄化槽の場所まで案内するときに、建物と建物の間にある

敷地内の通路を、左手に懐中電灯・筆記用具・眼鏡・浄化槽の鍵

を持ち歩いていたとき、足元に注意していなかったため、躓いて

転んでしまった。 なお、石畳の小さな段差に躓いたのか、近く

にあったドア止めに躓いたのかは定かではない。

68 130201 2
100～

299

2017 7
18～

居室において、食事を終えた利用者（入所者）を車椅子で運び臥

床させたあと、帰るときに他の入所者が床に排出した尿で足を滑 56 130201 2
50～



19
らせ、右膝を強打し、右膝蓋骨骨折を負った。

99

2017 7
16～

17

派遣先にて、シャンプーの充填作業に従事中、その日の作業を終

えて作業場周辺の清掃で、タンクから充填作業場までシャンプー

を送るためのホース（直径約7㎝、高さ約50㎝）を跨いだとき、

床に這わせてあった同様のホースに躓いて転倒した。 転倒の

際、全身をコンクリート製の床面で強く打って受傷した。

60 170101 3
100～

299

2017 7
12～

13

倉庫内にて、スキーウェアを両手で抱えて運んでいたとき、床に

置かれた空のパレットに気づかず、躓いて転倒し、骨折した。
48 50209 2

30～

49

2017 7
21～

22

就業場所2階ナースセンターにて、室内を移動中、電子機器の

コードに躓いた。 その際、近くにあったワゴンに頭をぶつける

と思い、右手でワゴンを押し衝突を回避したが、左肩から転倒し

て負傷した。

62 130101 2
50～

99

2017 7
12～

13

公園で前日に刈った草の片付け中に、地面のくぼみに左足をとら

れ、左足首を捻挫した。
65 170209 3

100～

299

2017 7
11～

12

ごみ収集をするために車から飛び降りたところ、右足の踝辺りに

激痛がはしった。
37 40301 3

50～

99

2017 7
10～

11

朝食業務終了時、コーヒーメーカー機械の鍵をフロントに預けに

行く途中、フロントカウンターの直前が、ワックス掛けの床掃除

のためモップで水拭きした直後で、濡れているのに気づかず通っ

たため、滑って仰向けに転び、咄嗟に右手で体を支え、右手首を

骨折した。

59 140101 2
50～

99

2017 7
21～

22

就業中、返却シンク滑掃のため、厨房から食堂へ移動していたと

き、ステンレスで覆った段差に足を乗せて転倒しそうになり、踏

ん張ったが勢いで2.1m離れたテーブル前で倒れ、イスの背もた

れ上部に左上腕部を強打し、骨折した。

70 140201 2
10～

29

シャンプー、ボディソープ包装工場内の中2階9系パウチライン付

近で、業務を終えて帰るため、出口側に向かって歩行していると



2017 7
16～

17
き、床面で足を滑らせ、左足首を捻った。 当初は捻挫だと思い

一旦帰宅したが、痛みが引かなかったため受診したところ、左足

腓骨を骨折していた。

55 11709 2
50～

99

2017 7
13～

14

4路線舗装道補修工事及び、セメントミルク注入工事の際、セメ

ントミルク攪拌のため、散水車で水を汲み、両手にポリタンクを

持ち移動するとき、養生ベニヤ（薄ベニヤ、厚さ約3㎜）に躓き

転倒し、膝を強打し負傷した。 その後は終業時刻まで仕事を続

けたが、帰宅後に膝が腫れ、痛みが出てきた。

60 30106 2
10～

29

2017 7
13～

14

ガス台横の盛り付け台にて作業中、横移動したときに、盛り付け

台の下にあったガスの配管に躓いて横に転倒し、大腿骨を骨折し

た。

68 140201 2 1～9

2017 7
11～

12

放置車両確認業務に従事中、横断歩道を自転車を降りて押して歩

き、自転車に乗ろうとしたとき、溝に前輪が引っ掛かり転倒し

た。 その際、足を捻り、ハンドルで胸を強打した。

59 170201 2
300～

499

2017 7
10～

11

会社敷地内で、基礎ブロック（300×300×600）を二人で運搬中

に躓いてしまい、体勢を崩したとき、ブロックを左足の上に落と

した。

51 30203 4 1～9

2017 7
16～

17

土場にて、障壁を乗り越えようとしたときに足を滑らせて転倒

し、左脇腹辺りを強打し受傷した。
74 30106 2 1～9

2017 7 8～9

派遣先にて、和菓子の検品・梱包・箱詰め作業に従事中、製品を

入れる段ボール箱（約70㎝×40㎝）を持って箱詰めの工程へ移

動する際、足元が死角になるため、運搬用パレットに気付かず右

足を躓いた。 転倒しないように左足で踏ん張ったとき、左足を

捻って受傷した。

54 170101 2
100～

299

社命による応援業務のため、関連会社に行き、作業を開始した。

生コン積み込みプラントの下辺りを歩いていたとき、足を滑らせ

て尻もちをつき、手に持っていたフランプ用板（生コンの強度を



2017 7 8～9
調べる道具、横60㎝、縦60㎝、厚さ3.2㎜）が、右脇横に当たり

負傷した。 痛みはあったが休むことなく、市販の薬を服用して

いたが、一向に痛みが引かず、増々強くなり寝ることも出来なく

なったので受診したところ、肋骨骨折と診断され、休業となっ

た。

56 10909 2
30～

49

2017 7 0～1

菓子パン製造ラインの焼成場を歩いていたとき、作業者用のス

ポットクーラーの電源コードに足を引っ掛けて転倒し、床に右膝

を打ちつけて被災した。

60 10104 2

1000

～

9999

2017 7 4～5 朝刊配達中、道路で足を躓き転倒し、体を地面にぶつけた。 66 80205 2
10～

29

2017 7
9～

10

事業場の出入口で、ゴム荷の入出荷をしているとき、手にキャス

ターを持っている状態で、雨水で濡れたフロアで滑って転倒し、

右ふともも大腿骨を骨折した。

53 130201 2
10～

29

2017 7
20～

21

お客さま宅へ荷物を配達するため、道路へ軽四輪車を停め、荷物

を持ち徒歩で玄関へ向う途中、段差に躓き転倒し負傷した。
62 110101 2

300～

499

2017 7
10～

11

路上において、落車転倒した競輪選手を競走路内側の芝生内に退

避させるため、当該者を含む数名により運ぶとき、芝生で足を滑

らせて、左足を挫いた。

45 140309 19 ―

2017 7
17～

18

事業所厨房内にて、カウンターに置かれていた炊飯ジャーに向

かって歩いているとき、足が滑り転倒し、手をついて左腕を骨折

した。

67 80209 2
10～

29

2017 7 8～9

本社製造棟内において、食堂のシンク前を清掃中、水を含ませた

モップの絞りが弱い状態で床を磨いたため、濡れた床面で足を滑

らせ転倒し、負傷した。

22 10801 2
100～

299

2017 7
15～

16

工場へシールを納品後、敷地内の駐車場へ行く途中にトラックが

止まっていたので、急いで横断したとき、「パキッ」と音がして

右太ももを損傷した。

35 10701 19
30～

49



2017 7 8～9

出勤途中、会社敷地内駐車場に自動車で到着後、15ｍ程先の事務

所へ行くため歩行中、路面が雨のため濡れていたので、滑って転

倒し負傷した。

65 11703 2
50～

99

2017 7 4～5

施設内1Fの利用者居室前廊下にて、ナースコール対応のため移動

中、急いでいたので歩行が不安定になり、左に体重がかかり、左

足を捻ってしまった。

54 130201 19
10～

29

2017 7
10～

11

2階食肉加工場内において、機械点検終了後の移動中に転倒し

た。 転倒の際に受け身を取ろうとしたが、背面から転倒し、第

12胸椎を圧迫骨折した。

53 150101 2 1～9

2017 7
14～

15

1階玄関で、携帯を忘れたお客様に携帯電話を届けようと玄関を

出たとき、玄関の装飾の石を飛び越えようとして躓き、その石に

右腕を強打して打撲した。

61 140101 2
50～

99

2017 7
9～

10

2F廊下において材料を運搬中、足を滑らせ転倒し、その際に左手

をつき骨折した。
61 30309 2 1～9

2017 7
17～

18

原付で家を出て、バイクを置き就業先に入り、事務所内にあるタ

イムカードを押したあと、フロント横で転んで手と胸を打った。
77 140101 2

50～

99

2017 7
11～

12

店内厨房から座敷に熱いお茶（ヤカン）を運ぶ際、20㎝位の段差

に足が引っかかり、大きく転倒し、お茶を右手にかぶり火傷をし

た。 その際に膝を強く打ち、右膝を負傷し、歩行困難となっ

た。

65 140201 11 1～9

2017 7
15～

16

精神科病棟のデイルームで、入院患者が不穏になり、それを止め

ようとして走ったところ、床にジュースが撒かれていた。 濡れ

ていたことに気付かず、滑って転倒し、腰部を強く打ちつけた。

30 130101 2
300～

499

2017 7
11～

12
管理物件の外周を巡回中、躓いて転倒し、膝を強打した。 75 150101 2

100～

299

2017 7
17～

18

事務所でキャビネットに書類を片付けようと移動した際に、その

前に置いてあったホワイトボードの足に躓いて転倒し負傷した。
60 170209 2

300～

499



2017 7
16～

17

梱包作業で使用する資材を取りにいく際、扇風機を作動するため

に使用していた延長コードに足が引っ掛かり転倒した。 その際

に、顔面打撲、膝部分靭帯損傷による骨折を負った。 膝部分は

ギブス治療で、当面は松葉杖で通院が必要となった。

58 50101 2
30～

49

2017 7
9～

10

事務所内自席にて、トイレに行こうと歩き出した際に貧血でふら

つき、床に尾てい骨を打ちつけた。
58 170209 2

1000

～

9999

2017 7
12～

13

高速道路の工事規制時に、車両の荷台からカラーコーンを降ろす

際によろけて転倒した。 高速道路の工事規制なので車両が前へ

動きながら規制を設置するため、車両の動きとタイミングが合わ

なかった。

55 170201 2
100～

299

2017 7 8～9

女子浴室の清掃を終了させ、女子ロッカーに戻る際、足裏が濡れ

ていたため足を滑らせ転倒した。 その際に身体を支えようと右

手をつき、右手首を負傷した。

63 150101 2
300～

499

2017 7
18～

19

勤務している高校の格技場（武道館）の室内施錠確認後、玄関で

靴を履く際、プラスチック製のスノコで足を滑らせ転倒し、右足

首を捻った。

73 80409 2
100～

299

2017 7
17～

18

運動後、別室へ移動していた際、躓いて転倒した。 その際に左

側から転倒し、肩を強打して動けなくなり、救急車で搬送され

た。

45 10109 2
50～

99

2017 7
14～

15

1階構内にてピッキングの作業中、事務所に走って戻ろうとした

とき、地面に設置されている車止めのアングルに躓き転倒し、そ

の際にアングルに膝を強打した。

25 80401 2
30～

49

2017 7
10～

11

工場の応援清掃業務において、ゴミを捨てに行く際、地面に設置

されていた鉄板に気がつかず躓いて転倒し、左手首を強打し骨折

した。

74 150101 2 1～9

センター1階において、消灯された区画の電気を点けようと、エ



2017 7
21～

22

レベーター前より電源ボックスへ移動する際、移動途中に置いて

いたプラスチックパレットに足を引っ掛け、顔面を強打し、下唇

貫通創の怪我を負った。

52 80401 2
50～

99

2017 7
15～

16

営繕の作業場にて、故障したプリンターを修理中、誤ってプリン

ターのコードに躓き、背中から転倒し、腰を強打し負傷した。

（第1腰椎圧迫骨折）

41 130109 2
100～

299

2017 7
12～

13

配達のため、車から30m先の配達先へ走って向かう途中、下り坂

に差し掛かり、足元の不確認にて左足を捻り捻挫した。
54 40301 3

50～

99

2017 7 8～9

鮮魚加工場裏のバックヤードで、空カゴ車の片付けをしていたと

き、床面が濡れていたため、滑って転倒し、腰を強打し骨折し

た。

69 80209 2
50～

99

2017 7
20～

21

飲料製造工場内のパッケージングエリアで、ケースコンベアの

オーバーブリッジを渡った先で、部品を仮置きするために置いて

いたパレットに足を引っかけ転倒し、左肩を強打した。

56 10106 2 ―

2017 7
16～

17

クリニックの受付付近で、他のスタッフの足に躓き、肩から転倒

した。 腕が上がらずビリビリと痺れもあったため受診したとこ

ろ、レントゲンでは骨に異常はなく肩の神経が傷ついている可能

性があるとの診断を受けた。

43 130102 2
10～

29

2017 7
11～

12

食堂にて職員昼食リストの確認をしているとき、心室細動で意識

を消失して転倒し、頭部左側を強打した。
61 130101 2

500～

999

2017 7
10～

11

機械を使用して教室内の床面洗浄中、清掃のため床に撒いておい

た洗剤に右足を滑らせ、横滑りした。 腕がL字型のまま転倒し、

右肘を強打した。 その際、手にモップを持っていたため、強打

を避けることが出来なかった。

50 150101 2
50～

99

2017 7 8～9

朝、出勤時に職場の駐車場にて躓いて転倒した。 その際、左手

と右膝を強打して動けなくなり、病院を受診したところ、左手首

と右膝の骨折で入院となった。

60 130201 2
10～

29



2017 7
18～

19

境内に組んだ櫓の周りで踊る祭り（盆踊りの様なもの）で、巫女

の職務として、参拝者の踊りの見本に浴衣で踊っていた際、バラ

ンスを崩して転んだ。

27 170209 2
30～

49

2017 7
15～

16

仕事が終わり、ロッカー室に行く廊下のクリーニング室手前に

て、バスの時間がせまっていたので走っていて転倒した。 その

際に左手をついて、かなりの衝撃を受けて、左手を骨折した。

46 150101 2
10～

29

2017 7
18～

19

売場で、荷物を持ち走って売場に戻ろうとした際、横から来たお

客様とぶつかり、横向きに飛んで床で全身を打ち、打撲した（頭

は打っていない）。

63 80201 3
300～

499

2017 7
11～

12

就業場所厨房にて調理作業中、仕込みをする場所から盛りつけを

行う場所へ移動する際に、ゴム製の靴を履いていたこともあり、

つんのめって前から転倒した。 その際に右手を床についたた

め、全体重が右手にかかった。

61 80209 2
10～

29

2017 7
11～

12

配達先で配達を終えて、門扉を締めて1段階段を降りた際、地面

と道路のアスファルトの段差で左足を捻じってしまった。
54 40301 19

30～

49

2017 7
14～

15

社内デイルームで座ってレクリエーションをしていたと

き、2.5m前方に座っていた利用者が急に立ち上がったため、介

助に向かおうと慌てて立ち上がり、駆け寄る途中に床に躓き、左

足親指を床に強くついて、付け根部分を負傷した。

57 130201 2 1～9

2017 7
16～

17

事業所加工場にて、次の作業場へ向かって歩いていたところ、微

鉄粉が床に飛散している環境で、体の後ろにある右足を前に出そ

うとして蹴り上げようとしたときに、滑って右足を後方に持って

いかれたので、体勢を戻そうとしたが、手よりも先に左膝から落

ちて左膝蓋骨を骨折した。

60 10909 2 1～9

2017 7 3～4

新聞配達で配達先のポストに新聞を入れるときに、玄関先の段差

で躓いて、玄関の壁に前向きに頭からぶつかって転倒した（ヘル

メット着用）。

73 80205 2
10～

29



2017 7
10～

11

厨房でスープを作っているときに、足を滑らせて転倒した。 そ

の際、両手に調味料や計量皿を持っていたため、手をつくことが

できず、右膝をついた。

58 140201 2
30～

49

2017 7
12～

13

屋外売場レジ付近で、レジ小屋から外へ出る際に、レジ小屋内を

冷却していたスポットクーラーが通路を狭めていたため、体をひ

ねり無理な体勢で通行しようとしたところ、よろめいて転倒し、

右大腿骨頚部骨折を負った。

57 80209 2
30～

49

2017 7
16～

17
担当機械に向かう途中の段差で右足を捻った。 24 90103 19

10～

29

2017 7
9～

10

当該事業所において、朝食提供後の洗浄中に足元が濡れており、

エプロンと長靴も濡れてくっつき、そこに足が引っ掛かり転倒

し、右膝を強打した。

53 80209 2 1～9

2017 7
17～

18

スタッフルーム等の清掃中に、キッチンからサニタリーに向かっ

て歩いているとき、足を滑らせて転倒し、左足首を捻った。
56 130201 2 1～9

2017 7
14～

15

東4階病棟にて、車椅子ごと測定する体重計で患者の体重を計測

後、車椅子の後ろに回り込んで降ろす際に、体重計の角に引っ掛

かり転倒し、両膝と右肩を打撲した。

58 130101 2
500～

999

2017 7
23～

24

店舗内において、閉店時の整理整頓をしているとき、足元に置い

てあった丸椅子に躓き、転倒した際に右手首をついて捻った状態

になり、右手首を負傷した。

66 170209 2 1～9

2017 7
16～

17

冷凍保管庫にある半製品を台車で運び出すため、庫内に入り半製

品の入ったダンボールを取ろうとした際、右足が滑りバランスを

崩した。 その際、前のめりに四つん這いの状態で転倒し、両

手・両膝を床で打った。

67 10101 2
300～

499

2017 7 8～9

事業所において、残菜を捨てに行こうとした社員と、洗浄器用

ラックに急須を入れて洗浄器に向かっていた被災者が、食器乾燥

機の扉が開いていたためにお互いの姿が見えず、ぶつかりそうに
59 80209 2 1～9



なり、避けようとしたはずみで滑って転倒した。 発生場所が洗

浄室ということで、床が濡れており、持っていた物を落とさない

ように意識した結果、転倒した際に左足首を捻った。

2017 7
14～

15

現場への業務連絡のため、事務所出入口から室外へ出た。 数歩

歩いたところ、人工芝ロールカーペット下に隠れていた蒸気パイ

プを上から踏み、右足首を捻挫した。

51 80401 19 1～9

2017 7
16～

17

コンビニ駐車場内にて、用を済ませトラックに乗り込もうと徒歩

で移動していたとき、駐車場の凸凹に躓き転倒し、その際、左手

を地面についたため骨折した。

43 40301 2
30～

49

2017 7 8～9

店舗水産冷凍庫において、商品の品出し後、冷凍庫から次の商品

を取り戻る際に、冷凍庫の床が凍っていたため転倒し、頭部と腰

を打撲した。

55 80209 2
50～

99

2017 7 5～6

厨房内の回転釜前で、水が入った炊飯器の水を捨てようとシンク

に向かって歩いていたとき、躓いて転倒し、左膝に骨折を負っ

た。

55 80209 2
10～

29

2017 7 7～8

納品先にて荷卸し作業中、ソーター上にある商品のラベル位置を

確認するため、車両荷台から右足をホームに設置した際、右ふく

らはぎ付近に痛みを感じたが作業を継続した。 帰社後、足の痛

みが無くならないので病院を受診した。

54 40301 3
50～

99

2017 7
11～

12

下水処理場水処理施設にて、芝生が生えている場所で足場機材の

運搬作業をしていた際に、両手で機材を持った状態で歩いていた

とき、草で隠れて見えなかった窪地に右足をとられ、足首を捻っ

た。

36 170209 2
10～

29

2017 7
16～

17

グループホーム内の廊下で、洗濯物を取りに行こうと脱衣所へ向

かっていたとき、上履きの滑り止めのゴムに躓いてバランスを崩

し、そのまま加速がかかり、脱衣所のドアに激突し打撲した。

64 130201 2
10～

29

休憩のため寮母室に入ろうとした際に、出入り口3㎜程の段差に



2017 7
12～

13

躓き、前のめりに転倒した。 その際に右足を捻じり、左肘を打

撲し、右足背に腫脹と疼痛がみられ、歩行困難となった。 ま

た、冷汗、血圧低下、気分不快もみられ、しばらくベッド上で安

静にした。

64 130201 2
100～

299

2017 7
11～

12

当日は雨が降っており、利用者の買い物のために訪れた店舗の入

り口で、足を滑らせ転倒した。 入り口付近は坂になっており、

滑った際に下向きに転倒し、頭を強打し、左腕を擦り、左手と頭

部に腫れが生じた。

60 130201 2
10～

29

2017 7
10～

11

現場内の歩道を歩行中、足を滑らせ転倒した際に、左肘をつい

た。 作業方法は、現場指示通りに施工しており、足元の確認が

不十分であったと思われる。 当日は打ち身程度と感じていた

が、痛みがとれず、腫れも出たため受診した。

62 30199 2
10～

29

2017 7
16～

17

貨物トラックにて、営業所に搬送してきた商品を降ろし終えて、

トラックに戻る途中、地表面のアスファルトが大きく割れている

箇所があり、その割れ目に足を取られ捻って、負傷したものであ

る。

42 40302 19
10～

29

2017 7
10～

11

院内を移動のためナースステーションへ入室する際、足首を捻

り、左足甲の部分を骨折した。
41 130101 19

10～

29

2017 7 3～4

店舗にてデイリー（惣菜）のパルティナを店内へ運ぶ際、他のス

タッフとぶつかるのを避けるため、停止したが、反動で後方に転

倒し、左足小指の付け根にパルティナのキャスターが乗っかっ

た。 また、転倒の際に尻もちをつき、右手を着いたときに右腕

を痛め、左足小指、右臀部、右腕に受傷した。

56 80209 2 1～9

2017 7
19～

20

お客様から注文を受け、食材を集め調理をしようとしたとき、足

を滑らせ尻をつき、立ち上がることが出来なくなった。
65 80209 2

10～

29

2017 7
16～

17

資材置場において、サポートの整理作業中、足元に置いてあるサ

ポートに気が付かず、サポートを踏み、そのときに右足を捻って

負傷した。

39 30201 19
10～

29



2017 7
11～

12

OUTコース9番ホール150ヤード付近、右側ラフ（芝の長い区

域）で、お客様のボールを探しているとき、地面にあった穴（直

径約25㎝、深さ約12㎝）に気づかず、左足を踏み入れてしまい

足首を捻った。 そのときは痛みもなかったため業務を続けてい

たが、業務途中から痛みが出だし、帰宅したときには足を床につ

けられない状態になった。 受診の結果、靭帯損傷（全治6週間）

と診断された。

55 140301 19
50～

99

2017 7 8～9
仲卸市場で作業台を片付けたあと、側溝の網の蓋がずれていたた

め、右足から落ちて、右膝を強打した。
31 80109 3

10～

29

2017 7 7～8

出勤中、B2階従業員通路を通り、ロッカースペースへ向かう途

中、環境控室入口扉前設置のマットに躓き、膝から前向きに転倒

し、左膝を強打した。 しかし、そのことを報告せずに朝礼に参

加し、通常通りの清掃業務を行った。 その後、約1週間は通常通

りに出勤していたが、勤務終了後に左膝の痛みが酷くなった。

65 150101 2
100～

299

2017 7
18～

19

敷地内にあるプレハブ冷凍庫から食材を取り出し、退出する際に

転倒した。 その際、コンクリートに右足を強打し、痛みが激し

いため受診した結果、右寛骨臼骨折と診断され、全治2ヶ月の治

療が必要となった。 勝手口のドア扉を固定するために置いてい

たブロックに、足を引っかけて転倒したものである。

36 140201 2
30～

49

2017 7
16～

17

資材置場の草刈りを行うために片付けを行っていた際、転倒して

右手で支えたときに、右肩より異音がした。
43 30199 2

10～

29

2017 7 1～2

可燃物収集作業中、被災者は、収集作業のためパッカー車の運転

席より車外に降り（ステップから地面までの高さ41.5㎝）、次の

一歩を踏み出したとき、右腰に激痛がはしり、腰部を負傷した。

痛みを我慢して作業を続け、仕事終了後、自宅に戻り就寝してい

たが、夕方起きようとしたときに激痛で立ち上ることができず、

救急車で運ばれた。

52 150103 19
50～

99



2017 7
16～

17

バス停にて、トランクの荷物を降ろすためにバスを降り、右足を

歩道の上につけたあと、左足を踏み出したとき、左足が歩道の端

で滑り落ちてしまい、バランスを崩して前方に転倒し、右膝を強

打した。

56 40202 2
50～

99

2017 7
11～

12

裏の出入口より入った際、足元が水と油で濡れていたために滑

り、流し台の足に当たって骨折した。
70 140201 3

10～

29

2017 7 4～5

被災者は、作業終了後に機械を清掃していた。 機械の別の場所

を清掃しようと移動したとき、濡れた床面で足を滑らせ転倒し、

頭部を床の水よけガイドに打ちつけて被災した。

51 10104 2

1000

～

9999

2017 7
18～

19

会社内の荷物を2階から1階に運んでいる途中、1階の入り口で転

倒した。 その際、左足首を捻挫し、右足を強打して骨折した。
44 11409 2 1～9

2017 7
11～

12

被災者が集金のため顧客宅を訪問した際、勝手口より入室し、集

金を済ませ、勝手口より退室しようと勝手口階段1段目に足を運

んだとき、床にワックスがかかっていたために滑って転倒し、そ

のまま土間まで転落した。 転落の際、左足が身体の下敷きにな

り被災した。

59 130201 2
10～

29

2017 7
11～

12

浴室前の廊下にて、処置台を運んでいたとき、濡れていることに

気づかず通ったため、足を滑らせ転倒し、腰を強打した。
75 130201 2

1000

～

9999

2017 7 8～9

焼売成型作業において生産中、蒸し機出口での製品トラブルに対

処しようと、製品搬送傾斜コンベア架台下を通り抜けるとき、傾

斜ネットフレームに頭部が接触し、その勢いで後方に転倒した。

その際、フレーム角部が頭部に接触したことによる裂傷、および

転倒時に床で背中を強打したことによる肋骨骨折となり、骨癒合

までは2ヶ月を要するとの診断を受けた。

46 10102 2
100～

299

2017 7
13～

14

施設近くの公民駐車場（椅子側）において、夏祭り準備のため、

ワゴン車後ろリフトにて作業中、バランスを崩し後方へ転倒し

た。 左手首に痛みがあったため、直ちに整形外科を受診したと
35 130201 2

10～

29



ころ、左手首骨折の診断を受けた。

2017 7 5～6
新聞配達をしていたときに、バイクを降りて配達先の家の急な坂

を走って登っている途中で、右足を伸ばして負傷した。
57 80205 19

10～

29

2017 7
19～

20

休憩室にて空の牛乳ビンを回収箱へ戻そうと通行中、下に置いて

いたスノコに躓き転倒した。 その際、コンクリートの床に右膝

を強打し負傷した。

40 10601 2
10～

29

2017 7
9～

10

調整池掘削及び生コンクリート打設作業中、地盤が粘性土でも

あって足元が悪かった。 そのため、コンクリート打設用の仮設

鉄板に足を滑らせ、左膝付近を怪我した。

25 30302 2
10～

29

2017 7
11～

12

第3地区発掘調査において、営繕用地整備のため、斜面地の除草

作業を行っていた。 斜面高さ1.5m程のところから木の枝を掴み

降りようとしたとき、木の枝が折れて落下し、側溝に右膝を強打

して骨折した。

61 30309 1
30～

49

2017 7
21～

22

客宅に誕生日のお花を持って行った帰り道で、暗く狭い道だった

ため、道を踏み外して右側に転落し（高さ1.8m）、左足首を骨

折した。

49 80202 1
10～

29

2017 7
14～

15

ショットブラストの高さ1.1m位の所にある、スチールショット

投入口に立って、ブラスト内にエアーブローをしていたとき、バ

ランスを崩して右足踵から落ち、尻もちをついて倒れ、右足踵に

ひびが入った。 その際に腰も打ち、立てなくなったので入院し

た。

62 11002 1
10～

29

2017 7 3～4

受傷当日、明け方に出勤し（夜間勤務）、作業服に着替えて就業

場所に向う途中、腕カバーを取ってくることを忘れ、引き返す途

中、2階から1階の職場に向う廊下の曲り角で、床面が濡れた箇所

で滑って転倒し、骨折した。

57 10109 2
300～

499

2017 7
14～

惣菜部の厨房において、米を持ってフライヤー前を歩いたとき、

床に付着した油で滑り、恥骨を床に打った。 その後も勤務を続
69 80209 2 1～9



15 けたが、痛みがとれず、後日に病院を受診したところ、骨折と診

断され、翌日から入院した。

2017 7 7～8
商品の搬入の際に、雨が降っていたので急いでいたところ、先日

に倒しておいたよしずに躓き、肩から転倒し怪我をした。
40 80201 2 1～9

2017 7
15～

16

子どもがこぼしたお茶を拭いている途中、濡れた床で滑って転倒

した。
63 130201 2

30～

49

2017 7
9～

10

法事用祭壇のベースを設置し、それに水を入れるため、ホール内

のキッチン（ホール床より約30㎝の段差で低くなっている）で如

雨露に水を入れ、ホールに帰ろうとしたとき、段差のある上り段

の手前の床で左足が横に滑り、前方に倒れたため、段差の角（硬

質の廻り縁あり）に左足膝を強打した。

40 80209 2 1～9

2017 7
18～

19

包装場において、アルコールを噴霧する製品があるため、包装機

の下に溜まったアルコールバケツを交換しようとし、他の作業者

がこぼしてしまい、先にバケツに溜まったアルコールを捨てに

行っている間に、被災者が通りかかり、足を滑らせて被災した。

56 10104 2

1000

～

9999

2017 7
14～

15

事業所にて食器洗浄作業の途中、厨房にある台車を取りに行く

際、何かに躓き転倒し、肩を強打した。
63 80209 2 1～9

2017 7
12～

13

荷捌室で什器を取りに小走りしようとしたとき、清掃用具前で左

足が滑り、その拍子に左膝皿がずれて戻り、バランスを崩して転

倒した。

36 80209 2 1～9

2017 7
13～

14

外廊下のコンクリートの所で、両手に物を持っていたため、下に

パイプが置いてあることに気付かず、パイプに乗って滑って転倒

し、腰から転倒し、首を打撲した。

45 130201 2
30～

49

2017 7
11～

12

ビルのゴミステーション出入り口において、ゴミを収集し終わっ

て車に乗るとき、出入り口にある段差で捻挫をした。
27 40301 19 1～9

2017 7
21～

段差のある場所で下りのスロープを通り、ゴミ運搬用のカートを

運搬中、ゴミを大量に積んでいたため、スロープから降りたとき
59 140101 2

500～



22 にカートバランスが崩れ、転倒した。 その際、倒れたカートの

下敷きになり、左足指は車輪に、脇腹はカートに挟まれた。

999

2017 7
17～

18

入口交差点の歩道にて、徒歩シーンのCM撮影中、スタート合図

の前に動いてしまい、ストップがかかったために元の位置に戻ろ

うと、両手を挙げる動作とともに、右足を軸に時計回りに体を反

転させた。 このときバランスを崩し、前方に転倒し、体を支え

ようと地面についた右手の手首を骨折した。 更に顔面を強打し

て、左まぶたの裂傷および差し歯3本を破損した。

75 80209 2
10～

29

2017 7
9～

10
当院駐車場で散水の準備中、ホースに足が引っ掛かり受傷した。 49 130109 2 1～9

2017 9
14～

15

配達を終え、お客様宅玄関階段の最後一段を下りた時、着地時に

左足を砂利にとられ強くひねってしまった。
59 110101 19

300～

499

2017 9
9～

10

通勤車両から現場へ歩行移動中に斜面にて足下が滑り、転倒を避

ける為に約1m下にジャンプした。 その際、腰痛を強く感じた。
62 30108 19 1～9

2017 9
20～

21

夜から施設内の入居者共同生活室（以後「リビング」）の拭き掃

除（モップ掛け）を行い、その後、リビングに隣接する入居者居

室内の拭き掃除も行っていた。 掃除完了後、居室からリビング

に出たところで、滑って右側臥位の状態で転倒した。

59 130201 2
50～

99

2017 9
14～

15

第2駐車場勤務から第1駐車場勤務への交代時に第2駐車場小屋の

入り口前のアスファルトに設置しているシーティング（入口段差

部分に置く鉄製の足場）に左足をひっかけ転倒、左足首の靭帯損

傷とはく離骨折を負った。

63 170209 2 1～9

2017 9
14～

15

場内でお客様を案内する為市場内を歩いていた際、濡れた通路に

足をすべらせて転倒した。 その際左手を通路につき左手首を骨

折した。

66 80209 2 1～9

2017 9 8～9

製品棟クッカー装置の踊り場階段に於いて、通常作業の移動中に

誤って足を滑らせ転び、左足膝をコンクリート床についた際、左 68 11709 2
10～

29



足膝に痛みが走り、工場長に報告し病院へ行った。

2017 9 6～7

ゴルフ場に出勤後、キャディ室のロッカー付近で転倒。 その日

は通常通り勤務したが、しだいに痛みが増してきた為、業務終了

後、病院に直行。 左足親指第一関節の骨にヒビが入っていた。

43 140301 2
100～

299

2017 9
15～

16

食品製造現場で、袋入りスモークチップ（約16kg）を手で運び

エレベーターの乗せる作業でエレベーター前に来た時、閉まる合

図のブザーが鳴ったため慌ててエレベーターに乗ろうとしたとこ

ろ、足が滑り後ろ向きに転んだが手にスモークチップの袋を持っ

ていたため、手をつけず腰と背中を強打した。

33 10101 2
100～

299

2017 9 8～9
朝通勤時、当社敷地内の駐車場より徒歩で社屋へ向かう途中、バ

ランスを崩し左足に痛みを感じ負傷した。
43 10101 19

10～

29

2017 9 8～9 廊下がぬれていたのに気づかず、すべって転倒。 60 90103 2 1～9

2017 9 8～9
当院病室から準備室に行くため、廊下を急いで歩行中、靴が床面

に引っかかり前方へ転倒し負傷した。
67 130101 2

300～

499

2017 9
14～

15

作業室にて、清掃等作業中に、排水溝のフタがあいていることに

気づかず左足から落ちてしまい、捻ってしまった。
63 80201 2

100～

299

2017 9
9～

10

当社においてコンプレッサータンク内の水抜き作業で出た水を洗

車機場に捨てに行った際、洗車機横で足を滑らせ洗車機レールに

転倒し腰と頭を強打。 頭部から出血、腰の痛みのため動けなく

なり1時間ほど様子をみていたがよくならないため救急車により

搬送された。

42 80204 2
50～

99

2017 9
14～

15

お客様出入口横のポストへメール便を配達後、ドアストッパーで

躓き開いていたガラスドアに顔面を激突したもの。
38 40301 3

50～

99

2017 9
9～

10

業務時間内の休憩から戻った際、敷地内駐車場の入り口で雨で濡

れていた為、段差で滑って躓き転倒し、右手首を骨折、両手掌に

擦過傷、両膝を打撲・擦過傷、右足指（5本）・甲を打撲し捻挫

した。

52 80209 2
50～

99



2017 9
9～

10

住宅地にて、ガス配管工事作業中、工具を取りに移動しようとし

た際、足元に敷いてあった板の上で、誤って足を滑らせ転倒し、

右足首を骨折受傷した。 なお、作業時、足元に障害物は何もな

かった。

53 80209 2 1～9

2017 9
14～

15

営業所内において、自席で書類作成中、事務員電話対応中に店頭

へお客さまの来店があり代わりに店頭へ出ようとした際、書類

ラックに足が引っかかり転倒し、受傷した。 後日、MRIをとり骨

折が判明した。

58 90103 2
10～

29

2017 9 8～9

料金所事務室内椅子に座っていた際、電話の応答操作をしようと

立ち上がり電話まで行く途中で、左足を椅子の足に強打し転倒、

受傷した。

66 40409 2
10～

29

2017 9
10～

11

地内にて、間伐捨切り作業を班員4名で行っていた。 被災者は班

から離れ一人で川沿いに向かい伐採対象木（高さ約15m、胸高直

径約24cm）を伐倒した。 対象木は川に向かって反対側にかかり

木となってしまったため、近くにあった丸太にてかかり木を外し

たが、対象木先端が、川に向かって倒れた。 足元の安全な所ま

で玉切りを行い、それ以上切り進むのが難しくなったため、玉切

りを中止し、対象木がどのような状態であるのか確認しようと、

対象木の反対側に移動中に足を滑らせて約20m下の川へ転落し

た。

45 60209 1 1～9

2017 9
20～

21

勤務場所から駐車場へ向かう途中の歩道で、勤務を終了し、帰宅

のため駐車場へ向かって歩いていた時に、立ちくらみがしたの

で、しゃがもうとした時、歩道と駐車場の間に段差（10センチく

らい）があり、段から落ちて前に倒れ、両手両足をついて受傷し

た。

46 130201 2
100～

299

2017 9
11～

12

食堂ホール内にて、会議用テーブルを運んでいたところ、転倒し

机が落下し、股関節付近を強打した。
56 10109 2

10～

29

下処理室にて鮭の処理作業終了後、床がぬれていたのと細かい残



2017 9
12～

13
渣があり滑りやすい状態だったため、左足をすべらせて転倒し後

頭部と左脇腹を打った。

62 10102 2
50～

99

2017 9 8～9
ビル3階廊下を掃除機掛け中、コードに足が絡まり転倒した際に

右手をつき受傷した。
65 150101 2

500～

999

2017 9
14～

15

就業中、調理室にて洗浄作業の際トレーを持って歩いている時、

計りの前床に置いてあった残飯の入った袋に気付かずよけようと

足を捻ってしまい、左足小指の付け根中足骨を痛めた。

44 10109 2 1～9

2017 9 7～8

食堂で味噌汁をトレーに載せて配膳中、車椅子の利用者が配膳し

ているすぐ近くに着席した為、利用者を避けようとした所、バラ

ンスを崩し転倒した。

64 10109 2 1～9

2017 9 1～2
車両の西側を歩行しながら車両外板の外観検査を行っていた。

その際に足を踏み外し左脹脛がブチッと音を立て受傷した。
57 40101 19

300～

499

2017 9
10～

11

1階浴室入口前の廊下において、2階で入浴介助後に同じ履き物で

1階浴室にある洗濯物を取りに来た。 そのとき、履き物の底がす

り減っていたことと、履き物と足が濡れたままだったため、右足

を滑らせて転倒する。 その際、右手で体をかばい、右橈骨を骨

折する。

62 130201 2
10～

29

2017 9
18～

19

倉庫内において被災人が木材の積込作業を終え、フォークリフト

を元の場所に駐車し降りようと、リフトのステップ（地上

45cm）に左足をつき、右足から地面に足をつこうとした際、地

面のコンクリートが少し盛り上がっている箇所に足をついてし

まったため、右足をひねり骨折、負傷した。 当日は痛みもさほ

どなく大したことはないと思い診察を受けなかったが、だんだん

痛みが増してきたため、診察を受けた。

37 80109 3
30～

49

2017 9
13～

14

樹脂板洗浄室において、ラックを殺菌庫に入れる作業中に足を滑

らせ転倒した。 体を支えようと右肩に負担がかかり受傷、又、

転倒の際に床のレフレ部分に右肋骨を打ち受傷した。 ラックを
64 10109 2

50～

99



両手で押しながら掴んでいたが、手も滑り転倒を防げなかった。

2017 9
20～

21

陸上競技場で開かれた秋季長距離記録会の取材を終えて、競技用

トラックから外周に出る際、20cmほどの段差があることに暗く

て気が付かず、踏み外して転倒した。

34 80409 2 1～9

2017 9
13～

14

総菜売場から総菜処理室へ戻る時に、売場と処理室の出入口のス

イングドア入口から出て来た従業員の押すカートに衝突しそうに

なり、右方向へ避けたところ、体のバランスを崩して転倒してし

まった。 転倒した際に右手で受け身を取り、負担がかかった右

肩を骨折した。

61 80201 2
50～

99

2017 9
17～

18
仕事中に廊下を歩いていて左足を捻って負傷した。 38 130101 2

50～

99

2017 9
10～

11

浴場で利用者の入浴介助をしていた、洗体後に利用者を浴槽に入

れ、ヒゲソリを脱衣場に取りに行き、洗体場に入る際に、右手に

ヒゲソリを持ち、浴槽に近寄る時にすべってしまい頭から転倒し

た。

50 130201 2
50～

99

2017 9
11～

12

遅番のため、勤務に入る、遅番は昼食当番のため、台所で昼食の

準備中、コンロ付近より左側へ移動しようとした処、スリッパが

中途半端な形となり左足を中心とした様に半回転し転倒受傷した

もの、後日、骨折と診断され手術をした。

66 130201 2
10～

29

2017 9
15～

16

敷地内において業務が終了し帰宅するため駐車場に向かう途中、

敷地内公園の低木（ツゲの木約40cm）に左足が引っ掛かり転倒

してしまった。 帰宅後、ひざが腫れてきたため受診したもので

ある。

52 80209 2
10～

29

2017 9
16～

17

当社作業場に於いてクレーン操作中、床に躓き転倒、左手を着い

た時手首を骨折した。 負傷後は通院しながら仕事をしていた

が、骨折した時の影響で左拇指付根の筋が切れた。

64 11209 2
10～

29

16～
店内において洗車終了のお客様の車を移動させる為、駆け寄った

10～



2017 9
17

際に濡れていた地面で足を滑らせ転倒、頭部と首を強く打ちつけ

た。 自力では動けず、救急車にて搬送された。

41 80204 2
29

2017 9 4～5

当社、デザートトッピング室で作業中にロール巻き作業への移動

中に、ナッペマシンコードの段差に足を引っかけて、すべり転倒

した。

46 10109 2
500～

999

2017 9
20～

21

屋外に設置された制御盤に向かう途中の通路で雨により床が濡れ

ていた為、足を滑らせ転倒した。 その際、左手を床に打ち付け

左手首を損傷した。

47 10104 2
500～

999

2017 9
19～

20

特別養護老人ホームに於いて、厨房から外のゴミ捨て場にゴミ捨

てに行き、厨房に戻ろうとした時に雨が降っており、地面が濡れ

ていた為足がもつれて転倒し、右半身部分を打撲し受傷したもの

である。

70 80209 2 1～9

2017 9
12～

13
駐車場に於いて、業務中に歩行中転倒し負傷した。 73 130201 2

30～

49

2017 9
17～

18

技研作業所内に於いて、現品束のフォークリフトのリーダーに渡

そうと向かっている際に、誤ってパーテーションの足に右足を

引っかけてしまい転倒、右膝を強打し負傷した。

53 11502 2
10～

29

2017 9
17～

18

当社工場内にて、クリーンルーム内フロア移動中、足を滑らせ床

面に転倒。 その際、右側頭部を強打し、負傷した。
50 10805 2

100～

299

2017 9
19～

20

当日、会館内において通夜料理の配膳中、不足があったので厨房

へ取りに行く途中、通路が濡れていた為足を滑らせ転倒したもの

である。

58 80409 2 1～9

2017 9 8～9

アスファルト上に設置したコンテナBOX前で、コンクリート殻を

一輪車にて運搬しコンテナBOXに入れる作業をしている時、ス

ロープに使用していた足場板に一輪車で通過中、足を右側へ踏み

外し右側へ倒れ、右足首を痛めた。

34 30201 2 1～9

当社作業場内において、パワーリフトを移動させようと引っ張っ



2017 9
14～

15

たときに、後ろに置いてあった箱に足が当たり、後ろに転倒し尻

餅をついたときに負傷した。 しばらくすれば痛みが引くだろう

と自宅静養していたが、なかなか痛みが引かないため受診した。

58 11403 2
30～

49

2017 9
22～

23

上記日時、閉店間近洗い場作業中、洗い終わった食器を棚にしま

い戻ろうと振り返った時、床掃除のため濡れた床に洗剤が撒かれ

ていたのに気が付かず、滑り仰向けに転倒した。 その際咄嗟に

体を支えようと左手をだし棚に強打した。 大した事ないと様子

を見ていたが、痛みと共に腫れがひどくなった。

64 140201 2
10～

29

2017 9
21～

22

2階の就業場所から1階へ降り、バックヤードを歩行していたとこ

ろ、床が滑りやすくなっていることに気付かず滑った。 手をつ

く余裕もなく、左膝から地面についた。

41 80209 2
10～

29

2017 9
20～

21

厨房の床清掃中、デッキブラシで後ろに下がりながら床を磨いて

いた時、側溝に右足が落ちた。 後日、骨折と診断された。
62 80209 2

10～

29

2017 9
17～

18

二輪車で配達中、林道の下り坂を走行した際、路面が砂利からコ

ンクリート舗装に切り替わるところでバランスを崩し、道路の右

側に二輪車が寄っていた。 危険を感じブレーキをかけたとこ

ろ、道路右端の路面には落ち葉や砂利があったため後輪がロック

し、左側に転倒した。

52 110101 2
100～

299

2017 9
16～

17
お客様宅玄関前の段差につまずき転倒した。 69 90103 2 1～9

2017 9
9～

10

ゴミ集積所において作業中、ゴミ袋を持ってパッカー車へ移動す

る時くぼみに足をとられ右足首を強くひねり負傷した。
43 150103 19

30～

49

2017 9 4～5
清掃作業中、足元に伸びていたホースに気付かず、ホースに足を

引っ掛けて転倒し、左膝を強打し負傷した。
54 10109 2

100～

299

2017 9
11～

12

会社工場内において、ゴミを捨てにゴミ捨て場に向かう途中つま

ずいて転倒し手にゴミ袋を持っていたため膝を打ちつけてしまい

負傷した。

49 11209 2
30～

49



2017 9
13～

14

2階パントリーにて食材をバットに入れ運んでいる時、通路の排

水溝が清掃中の為、フタがはずれており、左足をふみはずし転倒

した。

60 140101 2
50～

99

2017 9
17～

18

放課後児童クラブの庭で、児童とバトミントンで遊んでいたとこ

ろ、シャトルを打とうとして前に出た時に足をすべらせて転倒

し、右手をついてしまい負傷した。

61 130201 2 1～9

2017 9
16～

17

現場にて、次の現場へ移動のため、高所作業車に近付いた際に足

元にあった障害物に足を取られ転倒、その際に左手で体を支え左

手首を負傷した。 （歩行者の誘導作業を終えて、車両に乗り込

もうと近付いた際の転倒）

56 170201 2
100～

299

2017 9
13～

14

バックルーム通路で、売場に戻ろうとメモを見ながら歩いていた

ところ、通路にカートラックが出ていたためカートにつまずき転

倒。 右手中指第二関節を骨折した。

58 80201 2
500～

999

2017 9
13～

14

デリ洗い場にて、まな板を洗う為洗い場に入り、洗浄台にまな板

を置こうとしたところ、床が油っぽく滑りやすい状態だった為、

滑って転倒。 腰を床に打ちつけてしまった。

27 80209 2
300～

499

2017 9
18～

19

釣り場から戻り、船を固定するためにロープを持って桟橋台船へ

移動中に身体のバランスを崩してしまい、左足の甲の外側を痛め

てしまった。

54 140309 19
10～

29

2017 9
20～

21

被災者は、同日工場にて内作作業に従事していた。 事務所に立

ち寄った際、出入口にある段差を踏み外し転倒した際に、コンク

リートに右肘を強打し骨折した。 肘が曲げられない程の痛みが

あり、残業中であったが近くの病院へ行った。

24 30302 2
30～

49

2017 9
10～

11

室外でコピーをとり自席に戻る際に、途中ファイリングをしてい

る別の作業者の後ろを通ろうとした時に、足に躓きジャンプする

様な形で手を広げたまま棚にぶつかり、右肩を脱臼してしまいヒ

ビも入ってしまった。

41 10899 2
100～

299



2017 9
17～

18

5F梱包ラインにて、梱包作業に従事しており、その後梱包レーン

沿いに移動した際、転倒した。
62 50101 2

500～

999

2017 9
19～

20

加工バックルーム通路で、バックルーム商品を取りに行くために

歩いていた際、雨や気温差により通路が濡れていたため滑って捻

り、右足首を骨折した。

20 80201 2
100～

299

2017 9
11～

12

介護棟で220号室の緊急コールが鳴った為、急いで向かっていた

ところ、その部屋の前で足がもつれた、転倒しそうになった為、

部屋の入口のスライドドアにつかまろうとしたが、転倒の勢いで

ドアがスライドし、コンクリートの壁に左顔面を打ち付けた。

65 130201 2
50～

99

2017 9
16～

17

レストランに入る時、つまずき右足首をひねり、滑って転んで、

右すねの骨とひざの横の骨が２ヵ所骨折した。
32 140201 2 1～9

2017 9
13～

14

当施設の機械浴室内に利用者を連れて行き準備をしていたとこ

ろ、利用者のガーゼを忘れたことに気付き、入浴靴のまま早足で

居室へ向かった。 その際、居室前通路にて左足のつま先が床に

突っかかり、左側の胸と左肘を床に強くぶつけ転倒した。 激し

い痛みがあり、動けなくなり負傷した。

51 130201 2
100～

299

2017 9
13～

14

厨房に於いて洗った食器を片づけ作業中、タイルの床面が水で濡

れていたため足をすべらせて、食器洗浄機の角で胸を打ち、左の

肋骨を1本骨折した。

36 140201 2 1～9

2017 9
14～

15

荷物を台車に載せて運ぶ時にひもがほどけているのに、気が付か

ずひもをふんで台車を押し荷物を押さえている時に指が入り関節

まで切れてしまい、軍手をしていましたがその軍手も切れた状態

になった。

69 11703 2
100～

299

2017 9
13～

14

配達先にて、1メートル角、重量25kg程度の貨物を、体前方にて

抱えた状態で歩行し、5cm程度の段差を越えようとした際に不安

定な状態で足を付いたため、バランスを崩し右足首及び足外側に

負荷がかかり負傷した。 大きな痛みを当初は感じなかったの

で、そのまま業務を継続したが、後に痛みが増してきたため、業

51 40301 19
30～

49



務を中断し医療機関を受診した。

2017 9
9～

10

出張中、宿泊ホテルから事務所に向かう途中で雨が降っていた

為、石畳の道で滑って足首を捻った。
50 80201 2

1000

～

9999

2017 9
16～

17

夕方、0歳児保育室において、午前中の散歩のおりにかみつきを

した子供の隣にいた子供が泣いたため、様子を見るため子供に近

づこうとした時、すべり足元の子供の上にたおれこまないように

するため、床かかべに手をつき身体をささえたため、右手首を骨

折した。

63 130201 2
10～

29

2017 9
12～

13

キッチンにて鉄板でステーキ肉を焼いている際、足を滑らせてし

まい、咄嗟に鉄板に右手をついてしまい火傷した。
24 140201 11 1～9

2017 9 8～9
ホームを移動中、足場の狭い場所を歩いていた際、足を踏み外し

地面に転落、左足首を負傷したものである。
45 40301 1

300～

499

2017 9 8～9

ライン脇で作業用台車の往来を避け位置を変えながら作業見学を

行っていた。 作業用台車が近づいて来た為、パイプ組棚②を

回って元の位置へ戻ろうと移動した際に、最下部に置いてある金

属パイプ先端が右足作業ズボンに引っ掛かりバランスを崩し左前

方へ転倒した。 左側にあった部品組棚③の支柱（上から3本目の

横支柱長さ約1.5m、高さ約1m）に、ヘルメットの左側頭部と眼

鏡が衝突した。

40 11502 2

1000

～

9999

2017 9 0～1

ドリンクを作成しようとしたところ、お客様に声を掛けられて振

り向いたことにより段差に足を取られ、左足の小指より足の甲に

近い部分が下になった状態で転倒し全身が乗ってしまい、左足の

甲よりも外側の部分を骨折したもの。

43 140209 2 1～9

2017 9
18～

19

厨房内を移動中に足が滑り、しりもちをついた際に左手をついて

しまった。 左手首に強い痛みがあったため、業務終了後病院を

受診し、レントゲン施行、左手首骨折の診断を受けた。

50 80209 2 1～9



2017 9
21～

22

店舗の裏の荷捌き場付近から1.5m四方の台車で商品を納品置き

場に運搬していた際に、台車のタイヤ部分が道の段差に引っ掛

かってしまい、そのまま台車が倒れて該当者の左足が挟まれ、左

足小指を打撲・変形した。

29 80109 7
30～

49

2017 9
18～

19

店内キッチンにて、肉を載せた皿を重ねて運んでいる時に誤って

転倒、割れた皿の破片で右目瞼を切傷・5針縫合した。
18 140201 2

30～

49

2017 9 7～8

加工場内のプレハブ冷凍庫に、原料を取りに入り、取り出そうと

した味噌だれの一斗缶に足をすべらせて後方にこけたとき、右腰

上をぶつけて負傷した。

65 10102 2
50～

99

2017 9
15～

16

上記日時頃、売場においてレジに向かって歩行中に、床に靴（ス

ニーカー）が引っ掛かり転倒。 その際両膝を床で強化し、左膝

十字靭帯付近の骨を骨折、転んだ時に、床が濡れていたなどの原

因はなし。

41 80201 2
50～

99

2017 9
9～

10

客先で打ち合わせに移動する際、ロビーより外に出すときに滑り

やすい床の部分で足を滑らせて、左足を骨折した。 当日は雨が

降っていた為、靴が滑りやすい状態であったことと、PC等の

入ったバックを持っていたので、バランスをくずしやすい状況に

なっていた。

54 80409 1
300～

499

2017 9 1～2

夜勤帯の巡回中患者よりトイレ介助の要望があり、トイレへ誘導

し介助後病室誘導を行う。 病室内は就寝時刻であり消灯された

状態で、多床室ということもあり電気をつけず臥床介助を行って

いた。 明かりは出入り口横にあるフットライトのみであり、介

助を行っていた際に1歩後ずさりをしたところ患者のくつがそこ

にあり、そのくつに足がからまりバランスを崩したところから、

後ろ向きに転倒、左殿部、腰部、左背部を強打する、明かりが介

助を行っていたベッドの方まで届いていなかったため、くつがみ

えていなかった状況がある。

38 130101 2
50～

99

19～ ゆうパックの配達作業に従事中、配達を終え徒歩で車両に戻る際 300～



2017 9
20 に、通路の段差につまずき転倒し右肩を負傷したもの。

60 110101 2
499

2017 9
13～

14

ごみ集積場所から、次のごみ集積場所へ向かって歩いているとき

に、つまずいて転び、右側に倒れて、右肋骨、右頬及び両膝を怪

我した。

63 150103 2
50～

99

2017 9
10～

11

第1ゲートにて場内の車両を出す誘導作業をしたあと、よけて

あったカラーコーンを元の位置に戻す際、第1ゲートに設置され

ているジャバラ（パネルゲート）を支えている、ワイヤーロープ

に右足を引っかけ転倒した。 その際、右手を地面につき右手首

を骨折した。

69 170201 2
50～

99

2017 9
10～

11

専用埠頭着岸にて車両積荷作業の誘導に従事していた。 8デッキ

の作業が終わり、次の作業予定の7デッキへの移動中に船内ス

ロープに降りていたが、正規の通行路を通らず、途中、左側に設

置してあるケーシングロープを跨いで近道をして降りようとした

ところ、左足から跨ぎ着地しようと左足を伸ばした拍子に負傷し

た。

38 50202 19
10～

29

2017 9
13～

14

自転車にて、利用者宅から事務所へ戻る途中、歩道と道路の境界

部分の段差に車輪がはまってしまい、ハンドルを取られて転倒、

コンクリートに体を強打し、右腕、左脛、左膝を負傷した。

62 130201 2
30～

49

2017 9
9～

10

総合病院内で就労中、歩いていたところ躓いて転倒し、左肘を強

打した。（障害物は特になし）
69 11703 2

500～

999

2017 9
9～

10

派遣先の請負先である総合病院で就労中、歩いていたところ躓い

て転倒し左肘を強打した。（障害物はなかった）
69 170101 2

100～

299

2017 9 6～7
定時開放巡回中に体育館の段差につまずき、体育器具（平均台）

に顔を接触し負傷した。
59 170201 2

500～

999

2017 9
19～

20

工場旧館警備室にて、事務イスにつまずき、後方のスチール棚に

て下半身を強打、左足大腿骨を骨折した。
65 170201 2

100～

299

19～ パントリーからキッチンに物を取りに行き、その際、滑って転倒 10～



2017 9
20 し思いきり左手をついてしまい、左手首骨折した。

57 140201 2
29

2017 9
13～

14

冷凍セット場商品補充庫より商品ラック載せ完了後に出る空きカ

ゴ車2台と積み付けより中に移動させていたところ、カゴ車のバ

ランスが崩れカゴ車と一緒に転倒、転倒の際に右手を離すのが遅

れひねってしまった。 転倒後、痛みがそこまでなかった為、通

常業務を終え帰宅。

47 80109 2
100～

299

2017 9
14～

15

精肉加工場において、成形を終えて豚肉原体をまな板から持ち上

げて、バットの上でラップ巻きにする為、向かい側のハンドラッ

プ機設置の作業台へ移動中、キャスターの角に右足のかかとでつ

まずいてしまい転倒し、腰から尻を床に強打してしまい、尾てい

骨を骨折した。

57 80209 2
100～

299

2017 9 5～6
朝刊宅配中、玄関口が雨で濡れて滑りやすくなっていたことに気

づかず、走って進入したため、左足を滑らせ転倒し負傷した。
56 80205 2

10～

29

2017 9 7～8

出勤時、事業場敷地内の駐車場で自家用車を降り玄関に向かう際

に、急いでいたため両手に荷物を持って走ったところ、バランス

を崩し転倒、右手を強打し負傷した。 当日受診し、数日間痛み

を我慢し勤務したが、後日再受診した際、医師から経過が悪いた

め安静にするよう指示があり休業した。

57 130201 2
10～

29

2017 9
10～

11

工場内で側溝調査を行っていた。 工場壁際の側溝径路を目で追

いつつ、所定場所内に置かれた木製パレットの前を横歩きで移動

していたところ、パレットの角で左足先端部を引っかけた。 バ

ランスを崩しそうになり、慌てて踏ん張ったところ、左足外側部

に体重がかかり負傷した。（転倒はなし）

51 10801 19
50～

99

2017 9
12～

13

午前の配達が終わり、店に入ろうとしたところ、大きな空箱を

持っていて足元が見えなかった為、段差につまずき負傷、痛みが

ひどくなった。

57 80109 3
10～

29

センターにて飲料水を台車で運んでいる時に、倉庫間のスロープ



2017 9
12～

13

の段差部分に台車のタイヤが引っ掛かりバランスが崩れて台車が

自身の方へ倒れてきた為、支えようとしたが、支えきれずに転倒

した。

43 170209 5
10～

29

2017 9
12～

13

職場の玄関を出た駐車場で、自分の車に向かって歩いていた。

階段を2段下りたところでつまずき転倒。 左手に書類を持ってい

たため、右手で全身を支えようとして、右手首を骨折した。

60 130201 2
10～

29

2017 9
10～

11

施設内厨房にて、冷蔵庫をあけていたスタッフの後ろを通過する

際、他のスタッフをよけようとして、足がもつれて転倒し、負傷

した。

64 140101 2
30～

49

2017 9
19～

20

販促物を片づけようと厨房内の平台がたてかけて片づけてあると

ころを通りかかったところ、くずれ倒れてきた平台につまずき転

倒した。 その際、右手をつき、右手首を負傷した。

69 80209 2
10～

29

2017 9 8～9

県営体育館トレーニング室の掃除機がけをし、その後椅子拭き、

窓のさん拭きを終えて、次の清掃場所へ移動する際、小走りをし

た時、左足が外側に傾いてくじいてしまった。

62 150101 2
100～

299

2017 9 8～9

バックヤード惣菜との間の通路にて、開店準備のため、売場に出

ようとしたところ床が濡れていたため滑って転倒し、左手で手を

ついた際に骨折した。 後日、左手首骨折と診断される。

65 80209 2
50～

99

2017 9
14～

15

工場を移動中に右足首を捻挫。 原因は工場の床に湿りがあり滑

り易くなっていた事である。
24 10899 2

30～

49

2017 9
18～

19

店内にて、惣菜厨房入口で、片付け作業中に床が油や水分で濡れ

ていた為、足を滑らせ転倒した際に、右手を壁に押し付けて右手

甲を受傷した。

61 10109 2
10～

29

2017 9
10～

11

合葬墓西法面で傾斜40度程度の綺麗に刈りこまれた斜面で、合葬

墓の生垣剪定終了し、道具（キャップタイヤ）の片付作業中、左

手に道具を持ちながら、急斜面を下る途中で足を滑らせ右手をつ

いた、雨で湿った法面を道具を持ったバランスの悪い状態であっ
73 170209 2 1～9



た、足を滑らし転倒、バランスを崩し体を支える形で手をつい

た。

2017 9
12～

13

作業現場の南側立体駐車場付近で、駐車場1F巡回清掃中に両手に

噴き上げタオル1枚、トング、ごみ袋を所持して、駐車場から道

路に出る際に段差でバランスを崩し、そのバランスを崩した足で

踏ん張った際に左足を痛めた。

25 150101 19
100～

299

2017 9
19～

20

厨房洗い場にて、洗い場用ビニールエプロンの首の紐がゆるみ、

エプロンがずれ落ちた際に、裾を踏み転倒。 作業台の角にあご

をぶつけ裂傷、床に膝を強打し骨折する。

68 140101 2 ―

2017 9
15～

16

デリカ惣菜室において、流し台で洗い物の作業中、床がぬれてい

る上を小走りした際、滑って転んだ。 その時、右手をひねった

状態で床についてしまった。

36 80209 2
100～

299

2017 9
13～

14

施設内の廊下のモップ掛け掃除の際、両手で水モップを持ち床を

拭きながら歩く、その時右足が前に滑り、モップを離し後方に右

手を付きながら転ぶ。

62 130201 2
50～

99

2017 9
9～

10

当店にて開店前の朝礼時にモチベーションを上げる目的で体を動

かそうということでカウンター前からスロットコーナーの通路を

（約20m程の距離）（床は絨毯）他のスタッフと一緒に競争をし

た。 その時、つまずいて正座のような体勢で膝から倒れこみ、

両膝を負傷した。

28 140309 2
10～

29

2017 9
12～

13

配送終了後、一般道に車両を停車、コンテナ内の掃除を実施し

て、コンテナ内より後ろ向きに降りステップに足をかけ地面に降

りた際、地面が平らな状況ではなかった為、足首をくじいた状態

になった。

45 40301 19
50～

99

2017 9
14～

15

教室でワックスがけをしていたところ、滑って転び右手を床につ

いた。 右手に強い痛みがあり、しびれが出た。
66 120109 2

1000

～

9999



2017 9
14～

15

コーヒー屋ランプ店厨房内からドリンクを運ぶ際に、床の段差に

つまずき足を強く床についた衝撃で、左足の膝を負傷した、翌

日、捻挫と診断された。

23 140201 2
30～

49

2017 9
11～

12

事業所内の倉庫間移動中に梱包用の複数の靴入り箱を手で持って

運んでいる時に、足元が見えにくい状況の為、砂利道を通り足が

滑った為、転倒した。

52 80109 2
10～

29

2017 9
10～

11

工場内仕上げ室たたみ作業場付近にて、製品を取りに行こうとし

た時に、滑って転倒した。（床に物はなく濡れているなどもな

かった）

52 11703 2
300～

499

2017 9
14～

15

店内にて、搬入された物を急いで取りに行く途中、水や油が靴に

付着し滑りやすくなっていたため出入り口のマットの上で右足を

滑らせてしまい、右手をついたところ右手に体重がかかり、右手

の甲から手首にかけ靭帯を断裂した。

62 80209 2
50～

99

2017 9
13～

14

当施設の駐車場に向かおうとした際、当施設の入っているマン

ションの1階通路が雨で床が濡れており、誤って滑り、頚部を挫

傷したもの。

47 130109 2
100～

299

2017 9
11～

12

工場内で生葉の受け入れ作業を行うため移動している時に転倒

し、右の額を打撲した。
75 10109 2

10～

29

2017 9
15～

16

山林で伐採作業をしていた。 山林内で移動する際、右足に重心

をかけたところ、膝をひねって転倒した。
34 60201 2

10～

29

2017 9
9～

10

待機所としているアパートの玄関から出た時、玄関前の段差（高

さ約20cm）を踏み外し、左足を骨折した。
38 170201 3

300～

499

2017 9 2～3
サービスエリアにて、休息中トイレに向かう際、暗闇のため、前

方機足の高さの目測を誤り、転倒した。
52 40301 2

30～

49

2017 9
19～

20

荷物の配達の為トラックを駐車し、左側ドアより降車した際、車

道と歩道の段差により右足首を捻った。
41 40301 19

10～

29

派遣社員は、当社B棟プレス棟の投入口において碑も切の済んだ



2017 9
15～

16

新聞をドライワイパー（床用水切り）を使用してコンベアに入れ

る作業を行っていた。 作業中、足元の紙で滑って左足をひね

り、しりもちをつき転倒した。 後日、骨折が判明し、手術を受

ける。

66 10602 2
30～

49

2017 9
15～

16

当社派遣先B棟プレス機投入口西側に於いてドライワイパー（床

用水切り）を使用して、紐切り済みの新聞をプレス機コンベアに

押し込む作業を行っていた。 その作業中、左足が紙の上で滑

り、左足をひねり尻餅をついて転倒し左足首上部骨折（腓骨の外

果付近の骨折とのこと）と診断された。

66 170101 2
100～

299

2017 9
11～

12

食堂で調理場での調理作業後に、更衣室でウェイトレス業務をす

る為、エプロンから制服に着替えを行い食堂へ向かう時に、板の

間がありそこで足を滑らせ転倒し、左手をついてしまい左手首を

負傷した。

59 140201 2 1～9

2017 9 8～9

本契約の試用期間（7000円/日）中、ドライバーの使用について

見習い（ルート確認等）、荷主先でトラック荷台から飛び降りて

踵を強打し、骨折した。

50 50101 3 1～9

2017 9 7～8

スポーツクラブの女子ロッカールームの清掃で、洗面台に置いて

ある台布巾をロッカールーム内にある浴室で洗いロッカールーム

に戻る際、ロッカールームの床が浴室より8cm程高くなっている

為、その段差に躓き左前に転倒し、左手を床についた時に左手首

を骨折した。

73 150101 2
500～

999

2017 9
21～

22

タイムカードを打刻後、帰宅しようと外に出たところ、指定場所

ではない所に教習車が駐車されていたため、その教習車を指定場

所に移動後、コース内の照明は一切無い暗い状態で、コース内の

縁石に足を引っ掛け、転倒したものである。

57 120101 2
50～

99

2017 9
11～

顧客納品先において、被災者はトラックのパワーゲート上でハン

ドリフトを操作中にバランスを崩し、地面へ飛び降りた。 その

際に右手を地面に付いた為、負傷したと本人から申告を受けたも 45 50101 3
100～



12
の。 現地での事象を目撃したものはいないが、本人より申告が

あり申請するものである。

299

2017 9 5～6
清掃時に使うエアーホースが床をはっている所を通る際に、踏み

つけて転倒した。
57 10104 2

100～

299

2017 9 4～5
早朝、駐車場内にて駐車場奥のポストに朝刊を入れて、自転車に

戻る際、何かに躓き、足の膝から転倒し、右足膝を負傷した。
59 80205 2

50～

99

2017 9
10～

11

輸送中FTS敷地外より、ダンボールを両手に持ち運んでいた時、

つまずき膝から地面へ転び、左足膝皿を横に断裂骨折に至ったも

の。

49 40301 2
50～

99

2017 9 8～9 朝礼の場所から自分の作業場へ移動する際に、左足首を捻った。 40 170101 3
100～

299

2017 9
19～

20

施設内の床をモップで清掃中、足をすべらせて転倒し、左手を床

についた際に左手首を骨折した。
68 90209 2

100～

299

2017 9
10～

11

公園から保育園へ忘れ物を取りに戻る途中、走っていて転び、ア

スファルトに膝をぶつけた。
49 130201 2

50～

99

2017 9
9～

10

事業所内に於いて、冷凍庫よりサンテナ搬出時、冷凍庫前のス

ロープで滑り後ろ向きに転倒し、腰と後頭部を強打し負傷した。
69 10101 2

30～

49

2017 9
9～

10

肘付き椅子を利用し、収納庫の上に上り、壁に設けてある、月、

日、曜日の札をその日の分に取り替え作業で、取り替えを終え、

収納庫の上から後向きで降りようと、右足を椅子にかけたが、か

けそこねて転落、右背中を椅子の肘で強打し骨折した。

47 170101 1
100～

299

2017 9 0～1
工場内、自身の現場へ向かい歩行中、通路の油の拭き残しで右足

を滑らせ転倒。 その際、左膝を床面に打ちつけ受傷した。
62 11209 2

100～

299

2017 9 0～1

自身の現場へ向かう歩行中、構内通路の油の拭き残しで右足を滑

らせ転倒。 転倒時、通路脇に置いてあったパンフレットにぶつ

かり、左膝を床面に打ち受傷した。

62 170101 2
500～

999



2017 9
13～

14

店内で、B倉庫からC倉庫に歩いて移動中に、通路に板が敷かれ

ているが、その板のつなぎ目で出張っている部分があり、荷物を

手に持っていた為足元が見えにくく、つなぎ目部分につまずいて

転倒し、その際に左足ひざを骨折した。

41 80209 2
10～

29

2017 9 7～8

ポケット店内に於いて、自分の持ち場に向かう途中、前日の台風

の雨漏りの水溜まりが、出来ていたのにきずかずに、歩いていた

とき水溜まりに足がかかったとき、滑って転び左足を負傷をし

た。

58 80209 2
30～

49

2017 9
16～

17

デリカバックルームにて清掃作業中、歩行していたところ滑って

転倒し、左膝挫傷を負った。
58 80209 2

50～

99

2017 9
18～

19

帰宅時、店の駐車場で転倒、通院治療していたが、転院先で手術

が必要と診断、手術後、リハビリ等で約1ヶ月の休業が必要との

ことであった。

38 80302 2 1～9

2017 9
12～

13

バックヤードから売場へ出た時に、つまずき転倒して、左わき

腹、左ひざを打撲した。
67 80209 2

100～

299

2017 9
19～

20

夜に営業活動している中で、当社顧客様宅へ訪問した際、ご自宅

のアプローチの石につまずいて転んだ、その際、右ヒザを痛め

た。

51 30201 2
50～

99

2017 9
15～

16

お客様と待ち合わせの為、小走りで向かっていた所、店頭でつま

ずき転倒した。
59 90103 2

10～

29

2017 9
12～

13

幼稚園近くの中央公園で、運動会の道具を走って運ぶ際に、公園

の入り口のコンクリート上で左足が砂により滑ったため、右足が

段差にひっかかって転倒し、右足首を骨折した。

53 120109 2
10～

29

2017 9
14～

15

入浴場の廊下にて、利用者のドライヤー中、他の職員から別の利

用者の更衣介助のために呼ばれかけつけた、入浴場と廊下を行き

来していた、その為、床が滑りやすくなっており、スリッパをは

いて介助等をしていたことから、滑ってしまい右側臥位に転倒

31 130201 2
100～

299



し、右腰部を打撲した。

2017 9
10～

11

雨天時、商品の搬入をしていたところ、鉄板でできている溝蓋の

上で足を滑らせ転倒し、肘をぶつけた。
48 80409 2

30～

49

2017 9 8～9
派遣先事業所内の廊下で足を滑らせ転倒。 転倒時、腰部・臀

部・左手首等を強打し受傷。
42 170209 2

500～

999

2017 9
20～

21

ビル2階にある飲食店舗閉店後の清掃作業中に、客席部分側の清

掃を終えて厨房部分側に小走りに移動したところ、客席側と厨房

側との床材質が異なっていたため踏み入れた際に足を滑らせてし

まい、尻餅をつこうとした時に右手をつき、負傷した。

61 150101 2
100～

299

2017 9
17～

18

被災者が外売場を清掃する為、レジ小屋裏のチリトリとほうきを

取りに行ったところ、裏に保管していた苗カゴに躓いて転倒し、

左膝を負傷したものである。

63 80201 2
50～

99

2017 9
23～

24

出勤前、構内歩道を歩行中、街灯もなく足元が見えづらくなって

いたため、道路に凹みがあるのに気づかず、足を引っかけて転

倒、その際、左足首をひねり、左足首腓骨骨折と診断された。

53 10104 2
100～

299

2017 9 7～8
鮮魚部に揚げ物を届けた後、鮮魚部から出る時に、床が濡れてい

た為滑ってしまい、右太ももを強打し骨折。
56 80209 2

30～

49

2017 9
15～

16

冷凍庫コンテナ内にて、マーガリンを積み込む時に、パレットに

積んである商品をジョルダーを使用し、コンテナ後方より前方へ

移動していた際、予冷で少し床が湿っていたため、左足がすべり

左後方に転倒した時、ジョルダー棒を持っていた左手をキールト

ン状の床に甲の方からついてしまい、負傷したものである。

42 40301 2 1～9

2017 9
21～

22

オーブンから焼き上がって出てきた製品に、つや出しコート液が

塗れていなかった為、コート塗り機の状況を確認する為に機械の

方へ歩いて足早に移動している時に右足を捻った、当日は大した

事がないと思い、報告せずに帰宅し、シップをしていた、その後

2日間勤務した後の休日に大きな足の痛みを感じ、病院にて受診

49 10104 2
300～

499



したところ、骨折であることが判明した。

2017 9
18～

19

勤務終了後駐車場にある車まで行く時、駐車場内の車止めブロッ

クに足を引っかけ転倒した、その際、右膝を強打した。
61 10109 2

100～

299

2017 9
17～

18

勤務中トラックの来店に気付き誘導に向かう際、段差につまずき

体勢が悪く肩から転倒した。
51 80204 2

10～

29

2017 9
16～

17

利用者宅へ買物代行・掃除の訪問介護中、近くのスーパーに買い

物に行き利用者宅へ帰宅途中、歩道を徒歩で通行中、地面に痰の

ような物があり滑って転倒、左足を痛める、近くで見ていた人が

湿布を下さり、貼って業務を続行、後日、左足首骨折と診断され

た。

66 130201 2
300～

499

2017 9
11～

12

路上において、電気工事の交通誘導警備を行っている際に対向車

が来たため、道を譲ろうと小走りで移動した際、グレーチングで

足が滑って転倒し、その際に左足を負傷したものである。

41 170201 2
50～

99

2017 9 6～7
水産売場で、台車を使用して品出しの準備中、床が濡れていたた

め滑って転倒、右手（右橈骨遠位端骨）を骨折した。
29 80209 2

50～

99

2017 9
9～

10

顧客先にて納入作業が終わり充填ホースをはずしてローリーのス

テップ台から降りた時にアスファルトの地面に穴の開いていると

ころがあり、そこに右足を引っかけてしまい転倒した。

50 40301 2
30～

49

2017 9
16～

17

ホテル内4階フィットネスクラブ風呂場の男性ロッカー出入口付

近にて清掃作業終了後、足元の水溜まりに気づかず滑り転倒して

右手首を骨折した。

78 150101 2
100～

299

2017 9
14～

15

停電が発生し、給水が止まった管理物件のポンプの作動ボタンを

点検し、ポンプ室前で上を見上げたところ、ふらつき後ろに落下

し骨折した。

46 170209 1
10～

29

2017 9
11～

12

現場にてトラックの荷台で作業を行い、近くに置いてあった荷物

（段ボール箱4箱を縛ったものを2つ積んだ箱）に手をつき荷台か

ら降りようとした際、その箱がしっかりとしていると思い全体重 40 40301 3
50～

99



をかけたところ、直ぐ崩れてしまった為、そのままトラックの荷

台から落下し、頭部及び右腕を負傷した。

2017 9 4～5

清掃作業中に、他の作業者の後ろを通ろうとした際に、通常は棚

が置いてあるスペースに棚がなかったため、空いているスペース

に足を踏み込んだところ、足を滑らせ転倒し、頭を強打した。

42 10104 2
100～

299

2017 9 4～5

労働者派遣先である工場4F北ラインにて、現場の備品を移動させ

る作業を行っていたところ、床が濡れていたりゲル化剤の粉が残

存して滑りやすくなっており転倒、後頭部を強打した。

42 170101 2
100～

299

2017 9
9～

10

当日、駅内に於いて、被災者が障害者移動支援で利用者様を通院

のため付き添いっていたところ、電車降車後、エスカレーターに

乗り降りた時に利用者がつないでいた左手を振り切り突然走り出

し追いかけた時、つまずき、前のめりに左手から顔を打つように

倒れて、左手首と前歯を負傷した。

67 130201 2
10～

29

2017 9
19～

20

厨房内において、調理用釜出し汁をズンドウ内に入れて、場所の

移動時に床がぬれている為、足をすべらせて転倒したものであ

る。

44 140201 2
10～

29

2017 9
10～

11

厨房でつまずいてしまい転倒、恥骨骨折、全治1ヶ月程度であ

る。
70 10109 2

30～

49

2017 9
12～

13

業務を終えタイムカードを押した後着替えて、カバンを取りに移

動中、店内1Fで滑って転びひざと肩を負傷した。
61 80209 2

10～

29

2017 9
10～

11

当日は運動会の予行日であり、道具の出し入れの都合でホール出

入口のスロープを外しており、20～25cm程度の段差ができてい

た。 使用後の道具を片付けようと大きい道具（軽量）を一人で

運んでいた所、足元が見えなかったため、その段差を踏み外して

しまい左足首を捻挫した。

40 130201 19
10～

29

駐車場からセンターへ向かって、歩いている最中に正門近くで、

後ろから来たトラックを確認する為振り返った際に足がもつれる



2017 9
9～

10

形となり転倒。 当日は少し痛みがあったが、業務に支障は無い

と本人が判断、その後、骨折が判明。 トラックとは離れてお

り、反射的に振り返ろうとした時に、手荷物を落としかけ、姿勢

を崩し、足がもつれた事が原因となる。

60 80209 2
300～

499

2017 9
15～

16

本社において、食品の荷卸作業中（食器36kg）、トラックの

ゲートがホームとの間に10cmの隙間と50cmの高低差があり、右

足をホーム上に乗せ左足を降ろそうとした時、足元を見ていな

かった為、左足が隙間に落ちて右足に体重がかかり体を支えたた

め、骨折した。

37 40301 3
30～

49

2017 9
20～

21

就業場所スタッフ専用通用口から渡船場へ徒歩で移動中、適用口

より出たところに駐車中の軽トラックを回り込んで坂道へ降りよ

うとしたところ、暗い中、足元を踏み外し約60cm下の段差で右

膝を強打し受傷した。

52 140101 1
10～

29

2017 9 8～9

会議室にてパソコンデータ投影用の収納式スクリーンを広げた

際、スクリーンの足（高さ15m）に躓き転倒し、左手をついた

際、左手首を骨折した。

56 11301 2

1000

～

9999

2017 9
15～

16

空港へ到着後、同行者と合流する為、機内から空港内へ移動する

渡り廊下を走って移動していたところ、渡り廊下端の溝に右足を

引っ掛けてよろけ、足を捻った。

51 50209 2
10～

29

2017 9
9～

10

とまと選果場で3段積みのパレットの3段中、一番上のパレットを

降ろそうとして、2段目（高さ30cm）から、降りる際に、着地に

失敗し、右足を負傷した。

65 10109 3
10～

29

2017 9
10～

11

乗客名簿が違うことに気づき、バスに乗り込み乗務員と名簿を交

換、出発の時間が迫っていたので、急いでバスから降車し、ス

テップから飛び降りたところ、膝にダメージを受けた。

38 40202 3
100～

299

2017 9
9～

10

配送先敷地内にて、10cmぐらいの段差を踏み外し転倒して、左

足首骨折と頭部打撲をした。
66 80209 2

10～

29



2017 9
14～

15

当社が経営する1号店において、弁当の下準備をしているとき、

冷蔵庫に材料をとりに行く際、敷居の段につまずき、転倒し負傷

した。

66 80209 2
10～

29

2017 9
13～

14

休憩時間、詰所に入ろうとし2～3歩歩いた所で、バランスをくず

し、転倒した。 その際、右膝を打ち、皿にひびが入ったイスの

背もたれで首を打ち、打撲。

66 130201 2
30～

49

2017 9
13～

14

厨房で、ゴミを捨てようとした際、濡れた床で足を滑らせ転倒、

作業台下部で脇を打ち、肋骨を5本骨折した。
62 140101 2

50～

99

2017 9
9～

10

屋外の浮き置場にて、浮きを抱えて移動中、足元が見えなかった

為ロープを踏んでしまいつまずいた際に、右足かかと、ふくらは

ぎを打撲・捻挫した。

28 10102 19 1～9

2017 9
19～

20

なごみ室と呼ばれる医務室の隣の部屋で、モップを使い床の水拭

きをしている時に、水拭きがひと通り終わったので、次の作業の

準備の為に医務室に向かう途中、濡れた床で右足を滑らせた、そ

の際、左足を巻き込んだ形で尻もちをつくように転倒した、他の

職員に起こしてもらい、すぐに左足を冷やすが足首が腫れ上がり

歩けなくなった。

42 130201 2
50～

99

2017 9
17～

18

主な作業が終わり、作業場でコンベアの清掃をしていた、床も清

掃で濡れており、清掃前に靴底は洗い流していたが、海苔粉が落

ちているので、滑りやすい情況にあり、滑って転倒した、転倒

時、右腕をついて身体を支えたが、右腕に痛みが発生し動かせな

くなり、右橈骨遠位端を骨折した。

22 10102 2
50～

99

2017 9
14～

15

配達の為車両後方に行き140サイズ位の荷物を降ろす際、両手で

押さえながら後ろ向きにてステップを降りようとした、地面が歪

んでおり右足を着いた際バランスを崩し捻ってしまい、当初は大

丈夫と思い集配を続けていたが、夜になっても痛みが引かずセン

ター帰社後支店長に報告となった、後日、靭帯損傷の診断を受け

た。

48 40301 3
30～

49



2017 9
21～

22

地域交流センター付帯である立体駐車場を終了確認、及び施錠の

ため3階から2階に下るスロープにてつまずき転倒した。 その

際、左肩を強打し鎖骨を骨折した。

45 170201 2
50～

99

2017 9
18～

19

商品を店外へ搬出していた際に、足がもつれて転倒し臀部を強打

した、翌日に痛みが酷くなった為、病院へ診察に行くと、左大腿

骨頸部骨折の診断を受け手術した。

52 80209 2 1～9

2017 9
17～

18

当社の資材部に所属する被災者は、社内の別の建屋より書類を回

収し自部署に戻る途中、自部署建屋1階の通用口より入った際

に、足を滑らせ転倒し、左膝と右肘を打撲した。

50 11409 2
500～

999

2017 9
14～

15

一般レーンの13ブースで勤務中、普通車のお客様が千円札で支払

い、受け取る際にお札がブース後方アイランドの上に飛ばされ

た。 収受を終え、お客様が通過した後、急ぎ取りに行ったとこ

ろ、足を踏みはずしてころび、右手のひらが車両センサー止め金

具に触れ、裂傷を負った。

71 170209 2
100～

299

2017 9
13～

14

出勤時、仕事場である駐車場にて、高さが30cm程度の縁石をま

たごうとして足が引っかかり転倒、左足を強打し、左膝靭帯損傷

となった。

47 80209 2
10～

29

2017 9
13～

14

客先で1t用空袋を荷台にて整理中、空袋の吊り紐を引っ張った

際、バランスを崩し地面に飛び降りた、その際、左足から着地し

たものの強打したことにより、左踵を負傷した。

47 40301 3
30～

49

2017 9
10～

11

事業所内で、ペーパータオル1ケースが入ったダンボール

（40×75×25cm）を持ち、販売倉庫から営業車へ向かう途中、

ダンボールで足元が見えず、15cmの段差につまずき右膝をひ

ねった。

30 80409 19
10～

29

2017 9
17～

18

モールの建物内を通ってバス停に行く際、小走りで向かっていた

ところ、床に靴がひっかかって自動ドアにぶつかり、左手を打

撲、頚椎を捻挫した、その後、左橈骨骨折と診断された。

49 80201 3
300～

499



2017 9
11～

12

集金中にヘビがいてころび両ひざ打撲、右足が内出血がひどく、

はれてきた。
78 80205 2

10～

29

2017 9 0～1

夜間ごみ収集を行った際、歩行中に左足をひねり、倒れた際に左

足首を強く打ち、痛みがでたもの。 （歩行中によろけて、バラ

ンスを崩したもの。）

50 150109 2
50～

99

2017 9
22～

23

生産終了後にタンクを運搬中、床にこぼれていたうどん麺を踏み

靴底に麺が付着して、すべり転倒して、尻、腰を打撲した。
62 10109 2

100～

299

2017 9
13～

14

屋外設置の簡易トイレから出ようとして、右足で段差を踏み外

し、バンラスを崩して、右膝をついた時に右足甲の右側面を負傷

した。

43 110101 2
30～

49

2017 9
10～

11

厨房内で冷蔵庫に向かう途中、ピットのふたがずれている事に気

付かずふたの上に乗ったところ、ふたがずれてバランスを崩し

て、ひざをついた。

29 80209 2 1～9

2017 9
12～

13

店舗内の床を後退しながらワックス塗布時に、案内看板の足に

引っかかり後ろ向きに転倒し、その際、左手を突いて痛めた。
69 150101 2

30～

49

2017 9
14～

15

お客様を招待しての食事会会場でのケガ、食事会が終わり、車に

載せていた納品物をお客様の車へ載せかえようとした時に、段差

につまずいて転倒した。 すぐに病院に行き、擦傷・打撲・打ち

身と診断されて、翌日から胸に痛みも感じたとのことである。

76 80209 2
10～

29

2017 9
11～

12

売場で、領収書発行済印を借りに食品レジへ行こうとした際、小

走りで急いでいたところ床に足を取られて転倒、床にぶつけて鼻

を骨折、左肘・左膝・額を打撲した。

55 80201 2
500～

999

2017 9
10～

11

トラックのパワーゲート操作時、地面に付着した油に気付かず、

足が滑り転倒、その拍子に右手を地面に突き、尻持ちを突いた。
48 80201 2

100～

299

2017 9 8～9

工場の中から外に出る時、中から50cmの高さから外にジャンプ

したさい、下の鉄板の端に足をついた所、足半分が鉄板の端に

のってしまいそのままひねって転んだ。

42 10103 19
50～

99



2017 9
14～

15

お客様に頼まれた食器を運ぶ際にスロープで躓き転倒、持ってい

た皿で手を切った、足元を見て歩行する事を指導する。
36 140201 8

10～

29

2017 9
10～

11

1階学習室前にて日常清掃作業中に来訪者から落とし物の問い合

わせがあり、事務所の場所を案内し来訪者が迷わないか見送って

いた際に後ろ歩きをしてしまい、バランスを崩して転倒した。

65 150101 2
500～

999

2017 9
12～

13

作業後、片付けの時、段差でつまずいて足をひねった。（店内で

チラシ折り込みの作業をしていて）
54 80205 19

10～

29

2017 9
12～

13

入所者の方が食事をとるフロアに配膳車をとりに向かった、その

際フロアの床に足がひっかかり前に転倒した。
64 80209 2 1～9

2017 9 4～5
食品売場で、両手で荷物を持って移動しようとした際、床に置い

てあった商品に躓いて転倒、右橈骨尺骨遠位端を骨折した。
49 80209 2

50～

99

2017 9
13～

14

午後からの施行の際、お客様宅の天井作業の為室内移動時、段差

を踏みはずし足を負傷した。
54 170209 2

30～

49

2017 9
11～

12

本人は#919UB9ブロックの部材取り付けのGCチェックを行って

いた、確認のために高さ600mm、スパン900mmのホールドフ

レームの面材の上を歩いて移動していた、確認しながらホールド

フレームの面材の上を渡り歩いていた時、足を滑らせてホールド

フレーム間に倒れ込み、体と面材の間に右手首を強打しながら挟

み込み受傷した。

39 11501 2

1000

～

9999

2017 9
14～

15

小学校給食室の洗浄室内で、使用後のトレイ400枚がのせてある

移動式の台を布手袋を着用して、食器搬入口付近に移動中、台の

キャスター部分がグレーチング（溝）設置箇所でバランスを崩

し、トレーと一緒に倒れた、元に戻そうと台の下を持ち上げよう

とした際、台の外枠の角部分内側で、左手の人差し指の第一関節

部分を裂傷した。

39 10109 8 1～9

2017 9
15～

16

運動療法室にて転倒リスクの高い患者さんを近位監視で歩行介助

中、患者さんがふらついた為、正面から支えようとしたが、支え 35 130101 2
100～

299



きれず患者さんとともに左側方へ転倒し左膝を打撲した。

2017 9
13～

14

廊下にて清掃作業中に、5階の清掃が終わり、次の階（3階）へ

カートのゴミの片付けや未使用のリネンをリネン室へ戻す為の移

動中、荷物を持って小走りで移動していたところ、誤って絨毯に

脚を取られてしまい、その際に正面（顔面、胸、右肩）から突っ

込む形で転倒してしまい負傷した。

66 150101 2
50～

99

2017 9
15～

16

仮設事務所にて勤務、少し離れた屋外に仮設トイレがあり、トイ

レの段差をおりる際に滑り、左足をひねった状態で着地した。

（ハイヒールスニーカーを着用していたため、左足首を極端にひ

ねってしまった。）

40 30203 2
30～

49

2017 9
15～

16

トイレから戻って来て漬け込みを始める前に、ボールやカップを

取りに行く途中、排水溝近くの床面が鶏肉や豚肉の脂で滑りやす

くなっていた為に、ヌメリで足元を滑らせて後ろ向きに倒れ、ス

テンレスの机に後頭部を打ち受診となっていたものである。

63 10109 2
300～

499

2017 9 4～5

出勤の際、店舗内の飲料水販売コーナーの前を通って事務所によ

るときに、飲料水販売コーナー前で足がもつれて転倒した、その

際、左手をつき、左手首を骨折した。

61 80209 2 1～9

2017 9 7～8

農業倉庫新築工事において、雨だったので作業が遅れていた為、

翌々日に出勤し、屋根（高さ6m）の板金取りけ作業中、取り付

ける作業内容を確認するため、指導者のいる所まで約10mの距離

を歩いていた時、足が滑りまだ取り付けていない、板金屋根の淵

に左手を付いてしまい、手の平を切ってしまった。

64 40201 2
100～

299

2017 9
17～

18

業務終了後、工場内建屋の照明電源を切り、絶縁エアスクラップ

用の束取機と柱の間を通っていた、その際薄暗く、床面が見えに

くい状況であった為、排水溝鉄板蓋の端が起きあがっており

（2cm程度）その部分を踏んだ際に左足首を捻ってしまった。

51 11209 19
300～

499

2017 9
13～

ホームセンター館1階中央通路にて、両手に商品を持って移動

中、転倒、その際に床で左ヒザを打ち、骨にヒビがはいった。 59 80209 2
50～



14
（転倒した原因は不明。）

99

2017 9 8～9

第3診察室後ろの通路で、クロロ酢酸を取りに行こうと処置室へ

歩いて行っていた、床には何もないがつまずいた、靴の調子があ

まりよくなく、最近よくつまずいていた、足が床につまずいて転

倒し、左肘を打撲した。

58 130101 2
10～

29

2017 9
10～

11

敷地内駐車場にて、山の斜面側の壁に生えている草を刈る作業を

していた、重油タンク（縦100×横100×高204）の後ろの草を刈

る為（脚立が入らなかったので）タンクの上に乗って作業をして

いた、別の場所へ移る際、ハサミをタンクの上に置き、重油タン

クの周りをブロックで囲んでいたので、その先のアスファルトの

地面に飛び降りたところ、両足で着地したが左足首を負傷した、

靴はスニーカーを履いていた。

34 140101 3 1～9

2017 9
12～

13

厨房で、洗浄中、炊飯釜洗浄の合間に食器乾燥のスイッチを切り

に移動しているとき、濡れた床で滑って転倒した、転倒時に左手

親指・左手付け根を打撲するケガを負った。

53 80209 2
10～

29

2017 9
12～

13

INコースの11番ホールグリーン左でキャディ中に、右手にパター

を4本持ったままですぐそこにマスがあるのが分からずに、草む

らにおおわれていた為足首が入り、くるぶしをねじってしまう。

58 140301 2
50～

99

2017 9
11～

12

手に何も持たず資材置場へ歩いて向かう途中、障害物や起伏凹凸

のない廊下で転倒した、肩付近に少し痛みがあったが15分程度翌

日の作業準備をし、退勤した。 本人曰くやや早歩きだったとの

ことだが、どのように転倒したかは全く記憶にない。

72 150101 2

1000

～

9999

2017 9
10～

11

当院2階の患者様の病室から2階ナースステーションへ向かう廊下

において、両手に使用後の点滴を持って歩いているところ、業者

による清掃作業後で廊下が濡れている状態であったため、右足が

滑り転倒しそうになった為点滴を持った状態で手を床についた際

に左第5指を負傷した。

48 130101 2
10～

29



2017 9
14～

15

特別養護老人ホームの入居者とのレクリエーションを見守ってい

た時、入居者が使用していた風船がフロアに転がったので、それ

を拾おうとしたところ、入居者の車イスに足を引っかけてしま

い、そのまま転倒し、膝を強打した。

53 170101 2
50～

99

2017 9
14～

15

特別養護老人ホームの入所者とのレクリエーションを見守ってい

た時、入所者が使用していた風船がフロアに転がったので、それ

を拾おうとしたところ、入所者の車椅子に足を引っかけてしま

い、そのまま転倒し、膝を強打した。

53 130201 2
50～

99

2017 9
9～

10

マンションの浄化槽のある場所で汲み取り作業をしている時に、

バキュームホースがいっぱい有る所を、走っていて段差に足を取

られ足首を挫いたものである。

41 150103 19
50～

99

2017 9 6～7
休業した配達員に代わって配達に従事中、上記場所の路上で滑っ

て転倒した、その時、右手指を地面に強く打って負傷した。
48 80205 2 1～9

2017 9
21～

22

サンド盛付室にて作業終了後、帰ろうとしたところ、スイングド

アの前で、名前を呼ばれて振り返った。 その時、室外の方から

別の従業員が室内に入ろうと、スイングドアを押した為、ドアの

すぐ近くにいた本人は、そのドアに押され転倒、転倒時体を支え

ようと手をつき負傷した。

59 10109 2
100～

299

2017 9
16～

17

工場1階の原料搬入口において、原料搬入作業が終わりフォーク

リフト操作の為、原料を搬入する所から約1.2m下の地面へジャ

ンプしたところ着地に失敗し、右足首をひねった。

33 10102 3
10～

29

2017 10
17～

18

被災者は退社時間になったので、帰宅準備のため、工場建物内の

作業場所から手洗い場を通り、ロッカールームに向かって歩いて

いた。 手洗い場とロッカールームの間には、エントランス空間

があり、引き戸で仕切られている。 手洗い場を通り、引き戸を

左手で開け、エントランス空間に出ようとしたところ、引き戸の

下、5ミリ程の高さのレールに、右足のつま先を引っ掛け、前の

めりに転倒。 顔面と左手首をコンクリートの床にぶつけて負傷

72 10103 2
50～

99



した。 負傷直後は痛みをさほど意識していなく、大丈夫だと

思ったが、帰宅後、しばらくして腫れと痛みが出た。

2017 10
12～

13

工場現場内にて、午前中の作業終了時の移動中に、マンホールや

ホースに囲いがなかった為、水替用の3吋ホースにつまずき転倒

し、舗装面に膝をぶつけ骨折した。

67 30110 2 1～9

2017 10 0～1
現場巡回中に屋上の床に躓き足を滑らせて転倒し、左膝を骨折し

た。
68 30201 2 1～9

2017 10
11～

12

屋内に於いて、二階エレベータ前通路の剥離清掃作業中、溶けた

ワックスに誤って足を滑らせ転倒、その際身体を支えようと床面

に左手を突き負傷した。

45 150101 2
50～

99

2017 10
20～

21

工場に食材を取りに行った時に工場の床が濡れており、足を滑ら

せ転び、右ひざを強く床にぶつけた。
46 140201 2

50～

99

2017 10
15～

16

公園改修工事現場にて、左手に防水材料を持ち、建物東面の昇降

足場6階付近を移動中、転倒しそうになり、右手で足場を掴んだ

ところ負傷。

34 30209 19 1～9

2017 10
13～

14

魚の処理工場で製品を運び終わり戻る最中に床が濡れていた為、

足を滑らせ転倒した。 その際、頭を強打したもの。
62 10102 2

50～

99

2017 10
15～

16

公園の維持管理業務において、背負式ブロアにて落葉の集積作業

中に、法面の落葉を飛ばそうと足を1歩法面にかけたところ、足

を滑らせ転倒し被災した。

69 30199 2
10～

29

2017 10
13～

14

厨房で茹でた蕎麦を両手で持ち早歩きをしたら、右足が後方に

滑って蕎麦を持ったまま前面に転び、床に顔面と左脚の辺りを強

打した。

52 140201 2 1～9

2017 10
12～

13
ベッド売場を移動中、コードに躓き転倒。 右膝を強打した。 57 80203 2

30～

49

2017 10
15～

16

利用者宅の浴室掃除中、床の掃除をしている時に、バランスを崩

し転倒しないよう踏ん張ったため、右膝と腰を負傷。
36 130201 19

30～

49



2017 10
15～

16

当営業内の車庫から自車のトラックのタイヤ交換をしようとタイ

ヤを運搬中、通路の段差につまずき、左足をくじいた。 その

後、痛みがとれず、病院へ行ったところ、骨折と診断された。

50 40301 19
10～

29

2017 10
11～

12

営業所車庫内で、営業所のタイヤホイールを車両から降ろして所

定の保管場所へ運ぶ作業中、一人でタイヤホイールを持ち車庫内

を移動中、車庫内の凹みに左足をとられバランスを崩した時、左

足に痛みを感じた。 すぐ足を確認したところ甲の部分が腫れて

いた。

54 40202 19
100～

299

2017 10
19～

20

厨房内にてキッチンシンクで食器洗浄を行い、食器を片付けるた

め移動中にガラス食器を持ったまま転倒し、ガラスが割れ、右掌

を損傷。 20針の縫合。

63 140201 2
10～

29

2017 10
14～

15

入浴介助の作業中シャワーホースに引っかかり転倒し、右肩を痛

め腕が動かなくなった。
59 130101 2

300～

499

2017 10
11～

12

当工場内でカッパを洗ってお昼の休憩に上がろうとしていたとこ

ろ、近くにいた人と右足がぶつかり通路上で転倒し、負傷した。
61 10102 2

50～

99

2017 10
11～

12

工場内の計量機後方付近でよろず作業中に、規格外の芋を入れる

為に、床に置いてあった箱につまずき床に転倒し、右腕を打撲し

た。

58 80109 2
10～

29

2017 10
10～

11

配達先で受付手続きを行うため、入口階段を踏もうとした際に右

足首を捻り負傷する。 当初はそれほど痛みがなく業務を続けて

いたが、午後になり痛みがひどくなった。

33 40301 3 1～9

2017 10
15～

16

営業前の仕込中、ガスで揚物をした後、その油を捨てる為、狭い

厨房中作業場で鍋を持ったまま足もとと手が滑り、油が自分にか

かってしまった。 くつ下はすぐ脱いで足を冷やしたが、仕込が

追いつかず、そのまま営業終了時まで仕事をした。 包丁を研い

でいて左手小指を切ってしまった。

39 140201 11 1～9

17～
掃除作業時に左手に残渣の入ったバケツを持ち移動中、床に足を

50～



2017 10
18

滑らせて仰向けに転倒した。 その際、右手を床についてしま

い、手首を骨折した。

72 10102 2
99

2017 10
16～

17

勤務終了後、駐車場へ向かう途中の下り坂で、近道しようと砂利

道でなく草むらの上を歩き足を滑らせ転倒。 その際に右手甲部

分を強打した。 （履物はクロックス（サンダル）を履いてい

た。）

49 70101 2 1～9

2017 10
14～

15

店に配達で行った際に、荷下ろしを終え、トラックから下りた時

に、足を滑らせ転倒、地面に左手を着き痛めたもの。
66 80209 2

30～

49

2017 10
10～

11

掃除機のホースをまたごうとして、避けきれず足を変にひねって

骨折。
43 140201 3 1～9

2017 10 8～9

事務所に入り2階にあがる際、玄関マットに足が引っかかり転倒

した。 当日は痛みが強くなかったが夜になり痛みが強くなった

ため、安静にして様子を見たが、痛みがおさまらなかった。 左

大腿骨打撲傷、骨挫傷疑いの診断を受けた。

66 90103 2
30～

49

2017 10
10～

11

自宅から直行で市内の客先を訪問途中にトイレに立ち寄った際、

花壇ブロックを飛び越そうして右足首をひねった。 その際ポ

キっという音がし腫れあがってきた。 右足骨折した。

58 80209 2
10～

29

2017 10
9～

10

現場内歩行中に、段差で左足を強くくじいた。 （床コンクリー

トと砂利の境い目）左足をくじいた時、ブチっと音がして、歩行

が出来なくなった。 （床コンクリートと砂利の境い目には少々

段差あり。）

41 30202 2 1～9

2017 10
12～

13

ピットにてオイル交換中、エンジンルームの点検で掘り下げに設

置している渡り板上を通過した際に足を踏み外して転倒。 ビッ

トレールに左脇腹を強打した。

52 80204 2
10～

29

2017 10
12～

13

仕事で出掛ける為、会社の車で出発、途中忘れ物に気がつき会社

に戻り、駐車場に車を止めて降りて車のドアを閉め、歩こうとし

た瞬間につまずき、左手から転倒（左手、左ひじ、左の腰）し 60 170201 2
300～

499



た。 痛くて、しばらくしゃがんでいるうちに、左手、首、ひじ

と腫れてきた。 骨折した。

2017 10
9～

10

コンテナから荷物を取り出す作業中、上段商品を脚立に乗り、荷

降ろし後、脚立から降りた際、床に配置したパレットに誤って乗

り上げてしまい、パレットがその勢いで滑ったため、床面に転倒

し、右足付近を強打し、骨折した。

60 40301 2 1～9

2017 10
21～

22

本館1階で掃除作業中、右手にモップ、左手に拾ったゴミを持っ

て、サービスカウンター近くのゴミ箱に拾ったゴミを捨てようと

歩いてた時、床面が濡れていたこともあり、左足が内側に滑り、

そのまま左肩から転倒して右肩を床に打って、左肩の付け根を骨

折脱臼した。

73 150101 2
100～

299

2017 10
10～

11

店内通路歩行中、床に水滴があった事に気が付かなかった為、

滑ってバランスを崩して前方へ膝から倒れて、左膝蓋骨骨折し

た。

62 80209 2
100～

299

2017 10
11～

12

浴室で利用者様の入浴介助中、利用者様の身体の位置をずらす際

に足が滑り、右胸部に負荷がかかり、負傷した。
39 130201 19

10～

29

2017 10
9～

10

自宅から出勤し、勤務地敷地内の従業員駐車場に車を止めた。

駐車場と勤務場所の間の段差を上がろうと足を掛けたところ、バ

ランスを失い転倒したため、右足を痛めた。

59 140201 2
10～

29

2017 10
13～

14

給食室で食器等の洗浄をするために移動しているとき、足元が滑

り転倒した。 とっさに手を伸ばした場所が、ステンレス板がは

がれていて端が鋭利だったため負傷した。

57 10109 2
30～

49

2017 10
15～

16

工場内、シャリクーラー室（炊飯したご飯を冷凍する前に低温に

する部屋）を洗浄するため入室し、通路（三段程高くなってい

る）を下りる際、床に足を置いた瞬間、両足が滑り（手すりを掴

んでいたが、バランスを崩した）転倒。 左手を床についた時、

負傷した。

52 10109 2
50～

99



2017 10
16～

17

店に納品に行った際、ウィングを開きフォークリフトにてコンビ

テナーを降ろしていた。 荷台上にてストッパーをかけていたコ

ンビテナーが傾斜で落ちそうになり、フォークリフトから降りて

一旦手で押さえようと向かうが、間に合わないと判断し後方へ退

避した際、転倒し腰を強打した。

57 40301 2
30～

49

2017 10
11～

12

地面から手で届く範囲の柿の収穫中、柿の木の近くの地面に掘っ

てあるため池に足が落ちた。 本人も池があることはわかってい

たが、柿の収獲に気を取られていた。 落ちる際、腰を捻った。

58 60101 1
10～

29

2017 10
15～

16

デイサービスのホールで、利用者とレクリエーション活動にて、

ビーチバレーを実施中（利用者23名が椅子に座った状態になり、

職員が輪の中に張り、ビーチボールが床に落ちないように続け

る）、無理な体勢でボールを拾おうとしたら転倒し、右手を床に

ついて骨折した。

64 130201 2
500～

999

2017 10
15～

16

ベッドサイド脇に垂れ下がっている隣のベッドに移動時、垂れ下

がっていたラインに右足をひっかけ、ナースシューズが脱げ右足

からフロアーに転び右膝を強打、左手首強打した。

58 130101 2
500～

999

2017 10
18～

19

現場の片付けが終わり、玄関の戸閉まりを確認して、帰る時に養

生された玄関前から平らにならされていない地面との段差に足を

踏み外して転倒し、左足首を捻挫した。 当時、日も暮れて暗く

なっており、足元が見えない状況でした。

28 30202 2 1～9

2017 10 7～8

公衆トイレ改築工事の現場へ向かう途中、歩いていたとこ

ろ、10cmの積雪があり、スパイク付き長靴を履いていたが、木

道表面が凍っていたため滑って転倒し、左後頭部を打ったもの。

その後、頭は痛かったが通常勤務しており、後日食欲がなくなっ

てきた。

66 30203 2 1～9

2017 10
13～

14

お客さま宅郵便受箱へ配達を終え、二輪車へ戻ろうとしたとこ

ろ、段差に気づかず足をとられてバランスを崩した。 その際、

強く踏ん張った時に右足じん帯を負傷した。

43 110101 19
300～

499



2017 10
10～

11

診察所内で医師の診療補助中に、待合室にいる付き添いの家族に

診察室に来てもらうために、待合室へ向かう際に、診察台横に設

置されているホースに足を絡ませてしまい転倒した。 万歳の格

好のまま前から転倒したために、両膝を強打した。

55 130102 2 1～9

2017 10
19～

20

配達後通路の段差で車両に戻る際に、通路の段差を見落とし、左

足を踏み外した。 それにより以前から痛みのあった左膝の症状

が悪化したと申告があった為。

52 40301 19
50～

99

2017 10
18～

19

お客様を迎えに店に行き、戻って営業車に向かう途中、当日雨天

の為、水たまりが数箇所あり、それを飛び越えて着地した瞬間

に、足元をすくわれ、滑って転倒した。 その際左側面から倒れ

た。

52 40201 2
30～

49

2017 10
17～

18

店敷地内従業員駐車場において、帰ろうとした際に足元が暗く車

止めに気がつかず、車止めに足を引っ掛けて転び、足首を骨折し

た。

58 80209 2
50～

99

2017 10
16～

17

倉庫内でパレットに5段積してあった南京袋（70c×60c×重さ

50g）が乱雑に積んであったので、手カギを使い直そうと、袋に

手カギを掛けたところ、右横に倒れ右足太ももつけ根あたりを骨

折した。

57 11709 3
50～

99

2017 10
10～

11

本社工場内のプレス機械の裏にゴミが溜まっていたので、片付け

ようと入ったときに、敷き詰めてある鉄板が雨の為出入りしてい

て、その鉄板が濡れていたために滑って転び手を着いたとき、右

手内側の骨を折ったもの。

52 11203 2
10～

29

2017 10 6～7

作業終了時の靴を洗いジア洗浄を行うため水槽を通過しようとし

たが、衛生担当が清掃作業を行っていた為、ホースが通路を塞ぐ

ようになり跨ごうとしたところ、バランスを崩し転倒した。 そ

の際に右手をつき手首を痛めたが我慢し、翌日になっても痛みと

腫れがあった。

62 10109 2
50～

99



2017 10
16～

17

会社資材置き場において資材整理をするため敷地内を歩いて移動

していた時、地面に敷いてあった敷鉄版（500×150×2.5cm）の

段差に躓きバランスを崩し、右足首を捻り負傷したもの。

54 30209 19 1～9

2017 10
11～

12

配送先にて、積み荷を下ろしながら、角材をはずそうとして、持

ち上げたところ、地面がぬかるんでいたため滑り体勢を崩し、角

材ごと転倒してしまい、負傷してしまった。

57 40301 2
10～

29

2017 10
18～

19

工場において、業務終了前に敷地内のゴミ置き場へビニールゴミ

を置きに行った際、大雨が降っていて足元を滑らせてしまった。

この時、ゴミ置き場のフェンスに胸を強くぶつけて打った。 土

曜日の夕方の出来事で病院へ行けず、また、痛みはあったがただ

の打ち身だと思い我慢していた。 翌々日の朝も我慢して出勤し

たが、業務に支障をきたす痛さだった。

43 170101 2
50～

99

2017 10
18～

19

工場において、業務終了前に敷地内のゴミ置き場へビニールゴミ

を置きに行った際、大雨が降っていて足元を滑らせてしまった。

この時、ゴミ置き場のフェンスに胸を強くぶつけて打った。 土

曜日の夕方の出来事で病院へ行けず、また、痛みはあったがただ

の打ち身だと思い我慢していた。 翌々日の朝も我慢して出勤し

たが、業務に支障をきたす痛さだった。

43 11502 2
100～

299

2017 10
14～

15

就業時間に間に合わせるため、就業場所の駐車場で送迎車から降

りている際に、路面に細かい石が多数あり、その石を踏んで足を

とられて転倒した。 その際に顔面、左足を負傷した。

64 140101 2
10～

29

2017 10
14～

15

3階の研磨室で、流し台からフィルターを左手に持ち、右斜め後

ろ方向に向きを変えた時、流し台横に設置してあるエアーガンの

チューブに左足を引っ掛け躓いて、右膝を強打し、後十字靭帯脛

骨付着部を剥離骨折した。

27 11409 2
500～

999

2017 10 7～8

従業員専用駐車場より会社へ向かう途中、急いで車道を渡り、歩

道を渡り終えて旧工場敷地内の通路に入った直後、転倒し、左手

をついてしまったため、左手人差し指ならびに中指を骨折した。

55 10101 2
300～

499



2017 10
16～

17

当社工場内に於いて鉄製のパレット（縦110cm・横110cm・高さ

47cm）の修理作業を終えそのパレットにオイルがかなり付着し

ていたので、手を洗いに休憩室の水道に行こうとした際に、水道

付近まで行き手を洗おうとした時、足元にゴキブリがいるのに気

づき驚いて後方に飛び跳ねてしまいその際に滑って左手を着いた

ため左手首を負傷した。 着用していた安全靴にもオイルが少し

付着していた。

60 11209 2
10～

29

2017 10
15～

16

本人他一名は、気動車の下回り洗浄のため高圧洗浄機を使い山側

から洗浄開始した。 洗浄機ホース移動の世話役をしていた本人

は、山側が終了したので海側へホースを渡そうと引っ張っていた

時、ホースが足に引っ掛かりバランスを崩し、ピット渡り板上に

転倒、右脇腹上部をレールに打ち付け負傷した。

60 150109 2
100～

299

2017 10
20～

21

工場内包装ラインエリアにて、歩行中に足が滑り、転倒した際に

左腕を床につき、左橈骨を骨折してしまった。 包装作業が終わ

り水かき清掃をする前の出来事で床が濡れていて滑りやすかっ

た。

66 10103 2
100～

299

2017 10
12～

13

営業所構内にて、トラックに荷積み中、品物（箱物）を積もうと

手運びしていた。 自分でトラック脇の地面に置いた台木の存在

を忘れており、踏んでしまった。 その際に台木が回転してしま

い、バランスを崩して転倒。 品物を抱えたまま転倒したため、

右肘と右膝を打ちつけてしまい負傷した。

32 40301 2
30～

49

2017 10
17～

18

伝票を届けるため作業場から事務所へ移動中、通路を歩いていた

際、外が暗くなっていた為、雨が吹き込んで水たまりが出来てい

たのに気が付かず、水たまりで足を滑らせ左膝から転倒し強打し

た。

61 11703 2
100～

299

2017 10
13～

14

デリカ作業場で商品を持ち値付機に行く途中、足下に発泡スチ

ロールがあり、商品を持っていて見えなかった為、発泡スチロー

ルにつまずいて左肘から転倒した。

58 80209 2
100～

299



2017 10
12～

13

サービスカウンター内に於いて、商品のレジ打ちを終えて移動す

る際、足元に垂れ下がっていたレジのスキャナーコードに足が

引っ掛かり、体のバランスを崩して転倒し、床に左肩を打ちつけ

受傷したもの。

56 80209 2
100～

299

2017 10
14～

15

料金所35レーン出口一般車線の立直勤務を終え、事務所に戻る地

下通路にて、水漏れ対策として置いてあるパレットの段に躓き転

倒負傷したもの。

61 40409 2
50～

99

2017 10
11～

12

社員はおお客様宅に小包を配達し、車に戻る途中、配達証を確認

しながら歩いていたので、足元の溝に気付かず足をとられ転倒し

た。

57 110101 2
300～

499

2017 10 8～9

解体現場において、石油燃料を重機に給油する作業を行ってい

た。 現場が狭く給油作業をするために、50cm程度のフェンスを

またいで給油していた。 給油作業を終え戻ろうとフェンスを越

えたところで足元を滑らせ転倒した。 前日の雨で足元が滑りや

すい状態で、不安定な体勢で作業をしていたのが原因である。

38 80204 2 1～9

2017 10 5～6

バックにて、商品を作成中、おろしを持ち作業台に移動しようと

した際に、ジャーと肉鍋前のグレイチング上で足を滑らせ転倒

し、右膝蓋骨骨折を負う。

27 140201 2
10～

29

2017 10
15～

16

施設トイレの掃除時、トイレ内のゴミを外へ運び出し、トイレの

ドア付近の床（カーペット敷き）にゴミを降ろした後、後方へ方

向転換した際、床に足がつまずき、そのまま体の左側を下にする

ように前方へ転倒した。 転倒した際に、頭部・左肘・胸部を床

に打ち付けた。

68 130201 2
10～

29

2017 10
13～

14

厨房のゴミを外のゴミ置場に運んでいた際に、工事の為に敷かれ

ていた鉄板が雨で濡れており、その上を歩いていた時に誤って足

を滑らせ、右手を地面に打ちつけて転倒して骨折する。

51 140209 2 1～9

勤務終了後、異常時訓練に参加するため移動電車で車庫23番線に



2017 10
12～

13

入庫後、ストップ方乗務員室より降車し、ピット線内の集合場所

に向かった。 22番線と23番線の間が通路を小走りで移動し、ス

トップ先のT字路を右に曲がろうとしたとき、T字路左側から5～

6名の掃除係員が歩いてきたため避けようと左足に力を入れて右

に方向転換しようとした。 その際、通路上にあった細かい砂利

に足を取られ、左足甲を外側に向けた状態で捻り、右体側を下に

した状態で転倒した。

34 40101 2
100～

299

2017 10 8～9

校舎外周の清掃作業を終え、収集したゴミを捨てるために正門か

ら校舎敷地内に入り、ゴミ捨て場に向かった。 創立100周年モ

ニュメントの前でつまずき、前屈みに転倒し、転倒の際、左手を

突き負傷した。

63 120109 2
100～

299

2017 10
16～

17

会社敷地内で、アルミ缶・スチール缶の選別、プレス作業後に片

づけをしている際に、足を滑らせ転倒してしまい、とっさに左手

をついた。 その時はあまり痛みもなかったので、翌日は通常業

務をしていたが、痛みと腫れがひどくなった。

50 150102 2
10～

29

2017 10
14～

15

工場内の男子トイレにて、小便器で用を足そうとした際に、男子

トイレの床面が清掃直後であったため、濡れて滑りやすい状況

だった。 濡れた床面で足元を滑らせて転倒し、背中から後頭部

を床面に打った。

47 10709 2
300～

499

2017 10
10～

11

調理室の流し台の前を通るときに、床が油で滑りやすい状態だっ

たため、転んでお尻を強打した。
42 10109 2

100～

299

2017 10
14～

15

更衣室にて、その日の農業が終了し、着替えをし終え出ようとし

たところ、段差につまずき右足指が地面につき骨折した。
21 60101 2

10～

29

2017 10
13～

14

マンション入口付近にて配達業務中に雨で路面が濡れていた事で

足を滑らせ、停車中の原動機付自転車に、ぶつかるように転倒

し、右脇腹部分を強打した事故。

37 40301 2
50～

99

11～

エアコンコーナー付近売場通路にて、就業開始直後歩行中の方向

転換の際、台風による大雨の影響で濡れて滑りやすくなった床、 30～



2017 10
12 または自分の濡れた靴で足を滑らせ転倒し、顔面と左手、右膝を

床に打ち負傷してしまった。

52 170101 2
49

2017 10 4～5

当日、50ccバイクに乗って朝刊配達作業中、お客様宅のポストに

入れた後、坂道を歩いている時、滑って転倒し左足くるぶし部分

を捻り、骨折負傷した。

65 80205 2
30～

49

2017 10
16～

17

業務を終え、退社しようと工場内を移動していた際、土間に置い

てあったパレットに躓き転倒し、右肘を強打し受傷した。
56 10902 2

50～

99

2017 10
11～

12

営業活動中にお客様宅へ伺う際、つまずいてしまい右足首を捻り

負傷。
23 90209 2

30～

49

2017 10
11～

12

レンタカーの返却をしに行った際、アスファルトの駐車場内を小

走りで移動したところ、雨が降っていたため滑ってしまい、左膝

を地面に打ちつけた。

53 80409 2 1～9

2017 10 7～8

役員室で掃除機を利用して部屋の床清掃をしている時に、後ろ向

きで掃除機をかけて後退していったら事務用具があり、右足かか

とが引っ掛かり倒れて尻もちをついたら、腰椎の圧迫骨折をし

た。

75 150101 2
100～

299

2017 10
15～

16

駐車場掃き掃除中、路面凸部につまずき、右側に転倒。 その

際、右手を路面につき損傷。
63 160101 2

2017 10
12～

13

HK（掃除）課プレハブ棟2階の控室において昼休みを終え、勤務

場所に向かおうとした際に、右足が隣のイスに引っ掛かってしま

い転倒。 自分の後ろの、テーブルの脚に左手第5指をぶつけてし

まい脱臼した。

47 130101 2

1000

～

9999

2017 10
15～

16

洗浄室で食器乾燥庫に洗浄済みの食器を入れ終えて移動しようと

したときに転倒した。手には何も持っていなかった。 本人は足

元を見ておらず気付いたら転倒していたとのこと。 本人に自覚

はないが洗浄室は濡れて滑りやすいため滑った可能性が高い。

67 140201 2
10～

29

出勤時、社員駐車場から店舗入口へ向かっている途中段差があ



2017 10
11～

12
り、（その段差で）バランスを崩し、転倒。 その際、足を捻

り、骨折をしてしまった。

58 80201 2
100～

299

2017 10
10～

11

会社の外階段を3階（事務所）から2階（倉庫）へ降りる際、2階

の踊り場に敷いてあったマット（濡れていた）に左足を下ろした

瞬間、マットごと左足を滑らせ、バランスを崩し、体全体が倒れ

ると同時に左足の脛を大きく捻り脛骨を骨折してしまった。

49 80109 2 1～9

2017 10 8～9
訪問先の受付扉前にある、段差に気づかず、つまずき、捻りなが

ら転倒して、左足ひざ下を骨折した。
61 170209 2

30～

49

2017 10
17～

18

障害者入通所施設の2階風呂場にて女性利用者（知的身体障害

者）の入浴支援中、男性利用者（同程度の障害あり）が間違えて

浴室に入ってきたので、被災労働者が止めようとした。 その際

に誤って足を滑らせてしまい仰向けに転倒、体の背面（頭、腰、

腕等）を床に強打し、負傷してしまった。 負傷後、痛みが酷

かった為、救急車で搬送されたものである。

73 130201 2
50～

99

2017 10
17～

18

派遣先にて産業廃棄物を処理中、散乱している廃プラスチックを

整理していた時、廃プラスチックに足を取られ後ろ向きに転倒し

負傷してしまった。

54 170101 2
50～

99

2017 10
10～

11

約束のお客様訪問に向かうため、外出しようとした際の事故。オ

フィス出入り口付近で同僚に声を掛けられたので立ち話をした

後、ドアを閉めようとしたところ、出入り口にある20センチほど

の段差で左足首を捻った。 傷病部位は左足首の靱帯損傷。

60 90103 19
300～

499

2017 10 6～7

運転中、荷物のビニールがはがれそうになった為に、停車して処

理後、車に戻る為に、歩道から車道に移る時に、足を滑らせて横

転して右肩を強打する。

62 10401 2
50～

99

ホテル2階宴会場裏の従業員用トイレ前で転倒。 転倒時の状況

は、本人の記憶が無い為不明。 発見時には右手のひらと頭頂部

（右寄り）に傷が見られ、救急搬送された病院にて頭椎骨折（ヒ



2017 10
16～

17

ビ）と診断された。 ＜転倒状況＞後日本人より申告があり、前

方にいた人を追い越しトイレに入ろうとした際、前のめりに転

び、トイレの扉に頭からぶつかったとのこと。その拍子に首が左

に向き負傷。 尚、手の傷の原因、何に当たり裂傷を負ったかは

記憶にないとのこと。

64 140101 2
500～

999

2017 10
16～

17

当日の就業場所である飲食店で接客サービス業務に従事中、濡れ

たタイル面に足が滑り転倒負傷した。
22 170101 2

100～

299

2017 10
16～

17

当日の就業場所で接客サービス業務に従事中、濡れたタイル面に

足が滑り転倒負傷した。
22 170209 2

10～

29

2017 10
15～

16

店舗内売場サービスカウンター前でストックへ移動中に雨水で濡

れた床で滑り、転倒した。 その際背中を強く打ってしまった。
70 80209 2

100～

299

2017 10
12～

13

就業先の地下2階洗浄場から作業を終えて移動中、同フロアーの

駐車場の車輪止めに足が引っかかり転倒。 その際に手、おで

こ、歯を強打した。痛みがあったため就業先近くの病院にて受

診、左手首骨折と診断された。

65 170209 2
300～

499

2017 10
11～

12

派遣先就業場所店舗6階売場通路にて、就業開始直後歩行中の方

向転換の際、台風による大雨の影響で濡れて滑りやすくなった床

または自分の濡れた靴で足を滑らせ転倒し、顔面と左手、右膝を

床に打ち負傷してしまった。 転倒後、売場に戻ったが徐々に右

膝が痛み休憩をとり様子を見たが痛みが治まらなかった。

52 80109 2
30～

49

2017 10
23～

24

当社事業所構内で、同僚からの指示で、商品の仕分け作業に取り

掛かる為、仕分用に床に敷かれているパレット（複数枚）の方へ

移動しようとした際、慣れない作業で詳しく指示を仰ごうとし

て、急いで移動しようとした為、足元への注意が散漫になり、パ

レットに躓き転倒・負傷した。

29 170209 2
30～

49

2017 10
14～

15

詰所で休憩後に警備場所に戻る途中、砂利敷きのところで右足が

躓き、転倒した時に左膝を大きめの石に強打し受傷した。
39 170201 2

300～

499



2017 10 1～2

警備実施中、地下駐車場の区画確保の為、台車にカラーコーンを

載せ消灯中の地下駐車場へ向かう。 その際、車止めに引っ掛け

て転倒。 右大腿骨を骨折した。

52 170201 2 ―

2017 10
16～

17

在庫センターにおいて、スクラップ集荷作業中に足元のスクラッ

プの凹凸に左足がひっかかり、左膝から倒れたため左膝蓋骨を骨

折する負傷をしてしまった。

67 150103 2 1～9

2017 10
14～

15

チルド倉庫内にて、ピッキング作業中、足を滑らせ後方に転倒。

商品を持っていた為、右手のみ床につき、右手首を骨折。
50 170101 2

10～

29

2017 10
10～

11

センターの屋上で鉄骨荷台を搬出している際に荷台を持ったまま

置いてあった荷台につまずき転倒し左顔面と左腕を骨折した。
72 30209 2 1～9

2017 10
15～

16

事務所内でコピーをした時、足元に通常は無いビニールが置いて

あり、その上に乗ってしまい、しりもちをついた時、両手で支え

ようとして床についた右手と左手を商品の上についた。滑った時

に足首と膝を捻った。

51 170101 2
100～

299

2017 10
9～

10

宿泊先のホテル洗面所にて足を滑らせ転倒した際、左手の甲を強

く大理石の床についた。 激痛が走ったが、突き指との自己診断

の下、水道水で冷却。 出社までの間、痛みはおさまらず、手の

平半分に腫れが出ていた。 乗務に支障はないと判断し業務は実

施した。 機内で冷却、湿布薬を貼るも、痛み腫れ共に増してき

た。

24 40103 2

1000

～

9999

2017 10 8～9

店内にて、鮮魚納品の保冷用氷水の入った発泡ケースが台車から

落ち、精肉対面ケース前に散乱し、直後に冷蔵庫から両手にハム

の段ボール箱を4つ持ったまま、対面ケース前の通路に出たとこ

ろで、足を滑らせて左肩から転倒し、左肩を強打した。

57 80209 2 ―

2017 10 4～5

レストランホール内、床面ワックス剥離清掃中汚水回収のため、

剥離剤をまかれた床面を歩行中（移動）に足を滑らせ後方へ転倒

し腰付近を強打した。

29 150101 2
50～

99



2017 10
17～

18

サービスカウンター前で、床の水濡れをモップで拭いた際足を滑

らせ転倒。 左手首骨折。
58 80209 2

100～

299

2017 10
15～

16

当該事務所B1階廊下にて、当日の清掃作業を終了し、控室に行く

ために廊下を歩いていた被災者は、歩行中に躓き前から転倒。

床に胸を強打し負傷したものである。 倒れた際には手はつかな

かった。 また、廊下は平坦で、足を引っ掛けるような突起物な

どはなかった。 翌日は時間通りに出社したが、胸の痛みが治ま

らず、午前中の作業を終えたところで早退した。

66 150101 2
10～

29

2017 10
14～

15

交換済み飼育ゲージの床敷処理が終わり、床清掃消毒準備のため

に歩行をしていた。 長靴着用で歩行中、左右の足がぶつかり、

長靴先端が床に引っ掛かった状態で躓き、前のめりに転倒した。

その際に体重が掛かった状態で左手を付いてしまった。 床は濡

れている状態ではなく、対象物、段差等は無く、手が塞がってい

る状態では無かった。

59 170209 2
30～

49

2017 10
14～

15

定期清掃中、ナノエッジ（超小型ポリッシャー）の電源コンセン

トが外れた為、本人が入れ直したところ、本体にスイッチが入っ

たままだったので、機械が作動してしまった。 慌ててスイッチ

を切ろうとして約2メートルの距離を移動した際に床が若干濡れ

ていた為、転倒し、右腕・右側頭部を強打してしまった。

63 150101 2
30～

49

2017 10
13～

14

SGボートレースダービー開催中の4階舟券売り場に於いて電話の

呼び出し音が鳴った為、急いで電話機へ向かった処、床につまず

き、前のめりに転倒し右肩を強打した。右肩が痛いため仕事を切

り上げ帰宅。 病院を受診。X線CTスキャンを撮ったところ、右肩

甲骨にヒビが入っているとの診断され整形外科で再度診てもらう

様にと言われ、病院を受診、診断の結果左肩甲骨にヒビが入って

いた。

70 150101 2
100～

299

2017 10
10～

地下において荷卸作業の準備のため、通路を歩行中に浸潤状態の

白線上にて足を滑らせ、転倒を防ごうとしたところ、左足の肉離 59 40301 19
30～



11
れをおこしたもの。

49

2017 10
17～

18

材料置場にてよろけて滑り木枠の鋭利な、でっぱり部分にあたっ

て、皮膚がえぐれて切れてしまった。
70 11203 2

10～

29

2017 10
9～

10

会社の所在するビル1階の荷物搬入用エレベーター前にて、転倒

し頭部を打撲および負傷。（保護シート、テープに引っ掛か

る）7針縫合した。

59 170209 2 ―

2017 10
20～

21

タクシー乗務中に、乗客を迎えに料理店へ向かった際、店先に

あった段差につまずき、倒れた際に骨折をしたもの。
64 40201 2

50～

99

2017 10
9～

10

パントリー内で開店作業をしていた。 ワックス掛け後で、床が

滑りやすくなっていた。 転んでしまい全身を強く打つ。
39 140201 2

30～

49

2017 10 8～9
自社所有の造成前の土地に、工事看板を取り付けようとした時、

入り口の坂道でつまずき、転倒して左肩を打ってしまった。
51 30199 2

30～

49

2017 10
14～

15

商品を配達中、急いで走っていたときに誤って足を捻り、足の甲

の骨を負傷したものである。
52 80209 19

10～

29

2017 10
18～

19

業務終了して帰宅すべく、制服やバックを持ったまま店舗からド

アを開けて、トイレ側に移動中にバランスを崩して、左手首から

転倒した。

71 140201 2 1～9

2017 10
18～

19

利用者宅に訪問後、敷地内を歩行中、足を滑らせて転倒し、股関

節に皹がはいった。
62 130201 2

10～

29

2017 10
10～

11

店舗後方地下1階トイレから青果加工室に移動時、階段の踊り場

に出る1段の段差の前で、階段を下りてきた人の気配を気にして

いて足を踏み外して転倒。 商品の入ったカゴを持っていた右側

に転倒し、右手首、右脇腹、右腰、右膝を打ち負傷したもの。

10分程ののち吐き気をもよおし受診。

62 80209 2
100～

299

2017 10
13～

14

被災者は、洗車場にて車両の拭き取り作業中、フロントガラスを

拭こうとして洗車場後方に移動した際、縁石（高さ約20㎝）につ

まずいて段差（約70㎝）から落下、負傷したもの。

36 40202 1
300～

499



2017 10 7～8

セメントサイロの隣の通路で、通行する時に、段差につまずいて

前方に転倒し、右手で体を支えようと手をつけた時に、負傷し

た。

66 10901 2 1～9

2017 10
9～

10

納品口で空のカゴ車（ロールボックスパレット・・・畳んだ折り

畳みコンテナを積載）をスロープから引きおろしていた際に転倒

し、頭部を打った。

64 80201 2
50～

99

2017 10
17～

18

店舗後方青果厨房内冷蔵庫前にて、冷蔵庫から戻った時、床に置

いてあったコンテナを避けて通る際、バランスを崩し水で濡れた

床で転倒し、左膝を床に打ち負傷したもの。 立ち仕事をしたの

ち事務所で椅子に座った際、意識を失ってしまった。 従業員が

袋に入った水をこぼしてしまい、床の掃除とコンテナの片付け前

であった。

47 80201 2
100～

299

2017 10
15～

16

店にて、トイレ清掃終了後、着替えを済ませてから事務所で

チェック表を記入して、チェック表をトイレに戻しに行く途中の

通路で、靴底が引っ掛かり前に倒れ、顔・膝・左肩を打った。

79 150101 2
100～

299

2017 10
21～

22

店舗マネージャールームにて、閉店間際のクローズ作業で、バッ

クルームにて洗い物をしているときに電話が鳴ったので、急いで

出ようとして向かったところ、他のパートナーが床のモップ掛け

をして濡れていた床で転倒し、壁に右足の親指をぶつけて受傷し

た。

20 140201 2
30～

49

2017 10
19～

20

配達先のアパートから階段を下りて自らのバイクに戻る際、前の

めりで転倒し、右足くるぶしの靱帯を損傷した。 ヘルメットに

ライトを装着していたが、周囲は暗く、足元が見えていなかっ

た。

27 110101 2
500～

999

2017 10
16～

17

雨漏工事に伴い、天井部分を見上げたまま歩行中、廊下から土間

に転落。
38 30209 1 1～9

駐車場内を急いで走って車まで戻ろうとしていたところ、靴が



2017 10
12～

13

滑って足を捻り、転倒した。 営業活動中、ショッピングセン

ター内にあるショップへ訪問営業を行い、終了後、車へ戻る途中

の怪我。

27 90103 2
10～

29

2017 10
9～

10

配管の改修工事のため、脚立に登って作業をしていた際、脚立の

上でバランスを崩し、1m程の高さから飛び降りたが、着地した

所に直径15㎝程の石があり、左足を打ち、左足首を受傷した。

40 30203 3 1～9

2017 10
9～

10

工場から出来あがってきた段ボールケースがパレットに積まれて

流れて来る場所で、フォークリフト担当者が出荷に必要な製品を

取ろうと、ローラー上のパレットを手で押していた時、足元のス

トッパーに気が付かず、両足がストッパーに引っ掛かり前のめり

になり、床に両手をついて転倒してしまった。

51 10602 2
50～

99

2017 10 4～5

朝刊宅配作業後、次の配達先に向かう際、順路帳（宅配先への順

路が記載された台帳）を見ながら歩行していたため、前方の縁石

に気づかず躓いた。 身体を庇おうと地面に両手をついた際、左

肘を捻り負傷した。

62 80205 2
30～

49

2017 10
15～

16

会社作業場1階の冷蔵庫前で、冷蔵庫に入ろうとして移動中、右

足を滑らせて右足大腿部前面に激痛が走り転倒する。 突然熱を

もったような激しい痛みが発症し動けなくなる。

32 80209 2
10～

29

2017 10
9～

10

勤務先マンションにて、清掃作業に入るため倉庫へ清掃用具を取

りに行き、ほうきとちりとりを両手で持ち倉庫から出た際に、段

差を踏み外し右手をついてしまった。 右橈骨遠位端骨折と診断

された。

73 150101 2
50～

99

2017 10
17～

18

店舗の前で看板を片付ける際にバランスを崩し転倒した。 その

際、左ひじを打ったところ、複雑骨折をしていた。
27 170209 2 1～9

2017 10
14～

15

集配を終え、集配道具箱を両手で持ち、センターの構内を事務所

に向かい歩いていた際、構内に停めてあるフォークリフトの爪先

に足を引っ掛け転倒し、両手がふさがっていたため膝をついた

為、膝の骨を折ってしまった。

50 40301 2
50～

99



2017 10
14～

15

店舗内食堂にて勤務終了後、タイムカードを打刻し、着替えも済

ませて店舗内食堂の冷蔵庫に入れていた物を取り、振り返った際

につまずき、床が濡れていたため踏ん張れず床に転倒し、腰と右

腕、右肩を強打した。

67 80209 2
50～

99

2017 10
23～

24

営業中、店舗厨房内の洗い場にて、洗い終わった皿を10数枚重ね

て持ち運ぶ際、グリストラップの蓋の上で足を滑らせて転倒し

た。 皿の破片で腹部と右手の平を切り、腹部は7針、手の平は6

針縫合の治療を受ける。

21 140201 2
30～

49

2017 10
10～

11

病室前廊下を清掃後、清掃チェックを記入しながら歩いていたと

ころ、右足のつま先が床に引っ掛かり転倒。 その際強く左膝を

強打してしまい負傷した。

75 150101 2
10～

29

2017 10
9～

10

郵便局の2階から1階へ階段を小走りに下りてきて、左に曲がろう

としたところ、清掃員がモップで床を清掃中のため、階段の右側

から行こうと体を回転させた時に、軸足にした左足が濡れた床で

滑り、足首を捻りながら転倒した。

50 110101 2
50～

99

2017 10
15～

16

夕食宅配のお届け先（組合員宅通路）で、お届けするお弁当を歩

いて所定の場所に置きに行く際、通路にあったビニールのPPバン

ドに足がひっかかり転倒した。 お届け場所の所定場所に行くま

での通路上部にはクモの巣が広範囲にあり、足元には破材品が散

乱して、通路が狭い状態だった。 転倒時、左手でお弁当を持っ

た状態で地面に左手をついたので、身体を支えきれず、顔面を地

面に強打し、上前歯を折歯、額部を挫創。 また地面についた左

手薬指の爪がはがれ、小指突き指、左膝挫創・内障の怪我となっ

た。

47 80209 2
100～

299

2017 10
15～

16

第9投票所に帳票を取りに行こうとしたところ、案内所右隣にあ

る施設の空調から水が漏れており、その水の上を跨いだ際に滑っ

て転倒し、右手首を強打した。 負傷直後は痛みがあったが、打

撲程度に考えていたので業務を行った。

56 170209 2
50～

99



2017 10
11～

12

菓子包装室で作業中に包材を取りに保管場所に向かう途中、作業

中の方の足に引っ掛かり、前のめりに四つん這いの体勢で転倒。

その際、両手と両膝を強打し、膝が腫れてきた。

68 10104 2
50～

99

2017 10
17～

18

作業中、ダンボール箱（空）2個を両手で持って移動中、クール

ボックス用の配線に足を引っ掛け転倒。 床に膝を打ち損傷。
70 170101 2

300～

499

2017 10
17～

18

構内作業中に空のダンボールを取りに行って、ダンボール箱を2

個両手で持って移動中に、クールボックス用の配線に足を引っ掛

けてしまい転倒してしまった。 その時に床に膝を強打し損傷し

たとみられる。

70 40301 2
10～

29

2017 10
14～

15

給食センター調理場内で、床面を水道水ホースで清掃していたと

ころ、水道水ホースが足に引っかかり転倒した。 転倒した際に

左膝を強打し左膝の骨折となった。

61 10109 2
10～

29

2017 10
9～

10

玄関入口で、副食を配達する為、副食の入ったコンテナ

（41×69×H17㎝、2～3㎏）を持って玄関入口に入る際、右足

首を捻り、右足首の靱帯を損傷した。

48 10109 2
50～

99

2017 10 7～8

現場にて打ち合わせ終了後、社用車の駐車場から片側交互通行の

ストッパーの場所に配置につこうと歩いている際、現場付近の

5cmの段差に躓き、左足をくじき、左足首を骨折した。

30 170201 2
30～

49

2017 10
16～

17

雨で道が濡れていたところ、利用者を自宅に送迎していた際、利

用者宅前を歩いていて転倒し、負傷した。
48 130201 2

100～

299

2017 10
14～

15

工場構内（屋外）にて、コンクリートパイル製品に金具溶接をす

る作業の際、金具を付けやすいようにする為、パイルをバールで

転がした。 バールに体重をかけたところ、バールの先がパイル

から外れ倒れた。 その際台木に尻部を強打した。 台風の後で地

面が、やや緩い状態で安全長靴の底に泥がついていて、足の踏ん

張りが効きにくい状態であった。

55 40301 2
10～

29

15～ 製品を取りに行く際、通路で台に躓き、右手前の台に左脇腹を打 100～



2017 10
16 ち受傷した。

54 10109 2
299

2017 10
15～

16

製品を取りに行く際、通路で台に躓き、右手前の台に左脇腹を打

ち受傷。
54 170101 2

300～

499

2017 10
9～

10

店の厨房にて朝の準備作業中、キャベツの仕込みの為ホテルパン

に水を溜めていたが、他の作業と並行して行っていた為、水を溜

めていた事を忘れ、ホテルパンから水が溢れ床が水浸しになって

おり、水かきしようとしたところ、足元が滑り転倒、左腕を床に

強打し左肘に骨折と左手首に捻挫を負う。

21 140201 2
10～

29

2017 10
11～

12

厨房内でオープン前の作業で慌てていた為、厨房内を小走りで走

り、ステンレス製のグレーチングの上で滑り、転倒。 左大腿骨

頸部骨折を負った。

48 170209 2 1～9

2017 10
15～

16
作業棟内でザンサ等の搬出作業中に足を滑らせ足首を痛めた。 73 60101 2

30～

49

2017 10
10～

11

ネットスーパー作業場で商品詰めを実施中、後ろの棚にある商品

を取ろうと振り向いたところ、目の前のカートラックに躓き、棚

に強打し左上腕部を骨折した。

62 80201 2
100～

299

2017 10 8～9

砂防堰堤現場で、コンクリート打設前に型枠内の清掃中、レイダ

ンス除去用の2インチ水中ポンプを設置する釜場に足をとられて

転倒し、型枠上部の縁に喉をぶつけた。 外傷痛み等は無く、そ

の日と翌日の午前中作業を行っていたが、声が出なくなったまま

治らなかった。

65 30108 2
10～

29

2017 10
18～

19

事故当日、事業所敷地内に駐車してあるマイクロバス間の狭いス

ペースを通って所用を済ませようとした際、誤って転倒した。

その際、転び方が悪く足を強打した。 原因は水たまりを避ける

為、大足で歩こうとした事と暗がりであった事が考えられる。

その後、骨折が判明した。

71 140101 2
30～

49

当院入院中の男性患者様を昼休みの為、1階から2階の自室へ誘導



2017 10
12～

13

する時に、1階の女性病室に入室したことを注意したところ逃

走。 焦って病室入口にてサンダルを脱ごうとした時に受傷した

下腿を痛める。

43 130101 2
50～

99

2017 10
16～

17

バレルメッキ室にて実習生を連れてバレル室にいる作業者を介し

て業務指示を通訳してもらう予定で、声掛けした実習生が付いて

来ていない事に気付いたため、小走りで呼びに行こうと移動して

いたところ実習生が来たので止まろうとした際、右足を滑らせ

た。 滑ったことにより転倒する際に曲がった左膝を床にぶつけ

た。

49 11409 2
300～

499

2017 10 6～7

客室にて清掃作業中、浴槽から洗剤をまいてあった床に移動した

際、慌てていたために滑って転倒、浴室の壁に右足親指をぶつけ

て負傷した。

47 140101 2
10～

29

2017 10
15～

16

荷受場所で持ち帰る荷物を移動していた。 その際床が油で滑り

やすい状態になっていた。 荷物を倒さない様に支えたら右足が

滑った為捻った。 大した事では無いと思い仕事を続けていたが

思った以上に痛みと腫れが引かなかった。

49 40301 2
10～

29

2017 10 4～5

朝刊配達中に新聞を投函し、道路に停めていた自転車へ戻る際ぬ

かるんだ芝生に足をとられ前のめりになり転倒し、負傷したも

の。

60 80205 2
10～

29

2017 10
16～

17

駅のタクシー待機所から自販機横にあるゴミ箱へ缶等のゴミを捨

てに行く途中、雨の中、坂になったアスファルトで足を滑らせ前

向きに転倒。 左眼周囲浮腫、左眼眉上挫創。

69 40201 2
300～

499

2017 10
12～

13

当社工場内において、始業時（当人は午後勤務）に作業場に向

かって早足で歩いているとき、通路上で方向転換（左折）しよう

としたところ、右足をくじき、甲の骨を剥離骨折した。 （通路

上に障害物や段差はなく、水平だった。）

57 11403 19
50～

99

10～

通路（廊下）トイレ前にて、地面に落ちていた水滴をモップで拭

き取ろうとした際、水滴があちらこちらに落ちていたため、滑っ 300～



2017 10
11 て転んで左膝の内側の靱帯を損傷した。 また転んだ影響で、背

中から首にかけて痛めた。

65 10106 2
499

2017 10 8～9

場内の片付け時、被災者が建物内にある立ち馬を持ち建物外まで

運ぼうとしたところ、段差につまずき、コンクリートの地中梁の

上に転倒し、腰を強く打った。

36 30201 2
10～

29

2017 10
21～

22

施設南側（屋外）のゴミ捨て場付近で、ゴミを捨てるためゴミ捨

て場に向かい、ゴミを捨てて施設内に戻る途中で、ゴミ捨て場付

近のブロックの角に右足のひざ上（ふともも）をぶつけた。 屋

外に街灯がなかったため、真っ暗な中での作業となった。 勤務

中であったため、歩行が困難な状況で勤務を続けた。

68 130201 3
30～

49

2017 10
22～

23

厨房内床清掃直後ファーストフード製造業務の為、厨房内に進入

する際、厨房内の濡れた床に足を滑らせ転倒し、床に右手をつい

た際右手関節を捻挫した。

35 80209 2
10～

29

2017 10
12～

13

ジェットオーブンで使用済み鉄板を投入側シンクに置いて、取り

手側に移動中、段差手前で滑って体左側部を下にした状態で転

倒。 転倒の際に左足を段差に引っ掛けてしまった。

59 10109 2
500～

999

2017 10
14～

15
店のトイレの前でつまずき、うつぶせに倒れて、左ひざを強打。 23 80209 2

100～

299

2017 10
19～

20

加工ライン後工程にて通常作業中、穴明機前から高周波焼入工程

へ移動する際に足元に敷いてあるマットにつまずきバランスを崩

して転倒した時、仕掛品が入っているポリ容器に背中を強打し

た。

37 11209 2
30～

49

2017 10
14～

15

工場内に於いて、機械据付（バレル）作業中に別棟で作業をして

いる作業者より作業内容の件で電話があり、場内がうるさく聞き

づらかったため場外へ出て話すため出口に向かった。 その際、

新工場のため床に張ってあったシートが風でめくれ足に絡みもつ

れ、倒れたときに右手に携帯を持っていたため痛めていた左手を

59 30302 2
10～

29



床について左手首を負傷したもの。

2017 10
12～

13

屋外通路において客室へ入れ込み準備の為、雨が降っていたので

左手に傘をさしてアメニティ類をビニール袋へ入れて左腕にか

け、右手に飲食物をお盆に乗せて歩行中に通路の石につまずきバ

ランスを崩し右手をついた。 直後に左膝を通路に強打し左膝蓋

骨骨折し受診したもの。

61 140101 2
30～

49

2017 10
13～

14

取引先構内にてリフトによりコンテナから搬出されたフレコン

バックの2段積作業中、被災者は積み付けの誘導を行っていた。

1段目を積み付けた後、バンニングデッキ横の足場上にて一歩後

退したところ、足を踏み外し隣のパレット上へ背中から転倒し

た。 その際に左肩をバンニングデッキの角に強打し負傷した。

49 40301 2
300～

499

2017 10
10～

11

納品先の会社で荷物を運んでいる時にマンホール横の出っ張って

いたアスファルトに躓き、左くるぶしを骨折した。
49 130201 2

50～

99

2017 10 7～8

受傷者は出勤時、会社シャトルバスで通勤していた。 バス到着

後、昇降口へ向かい前の人に続いて歩行した。 その途中、右足

外側を挫いた。

52 120109 2
10000

～

2017 10 8～9

派遣先の物流倉庫で、朝礼を行う場所へ集まる途中に、床にあっ

たエアホースに足を引っ掛け左手をついた。 その後、2時間程作

業を続けたが、左肘に痛みがあった。 病院では、過去に左肘に

骨折の跡があり、その箇所が痛んでおり、左肘関節捻挫と診断さ

れた。

46 170101 2
10～

29

2017 10 7～8

売場で商品を少量手に持って移動しようとした際、解凍中の商品

から落ちた水滴で濡れた床で足が滑り、転倒しないように踏ん

張ったが、手がふさがっていたため床に膝をつき、右膝に裂傷と

骨挫傷を負った。

60 80201 2
500～

999

2017 10
10～

お客様が脱衣所に足を踏み入れた際、足を滑らせて倒れそうに

なったので支えようとした時に、自分も足を滑らせて後ろに転倒

した。 その時に右足首捻挫、左臀部打撲と右膝内出血をした。 21 130201 2
30～



11
右膝は前から痛めていたので、さらに悪化し、歩行にも支障をき

たすようになった。

49

2017 10 8～9

店舗内シャンプー台付近で、タオルを畳んでいる時に来客があ

り、急いでタオルをスタッフルームに片付けようとしたところ、

床で滑ってしまい左肘を打った。

42 80302 2 1～9

2017 10 8～9
レストラン2Fで前日のパーティの片付けをしていた際に、こぼれ

ていた液体で足を滑らせて転倒、足を痛めた。
40 140201 2 1～9

2017 10
20～

21

惣菜製造作業場にて、移動中、足を滑らせて転倒。 左足を挫傷

した。
62 80209 2

100～

299

2017 10
17～

18

タイムカードを打刻し帰ろうとした際、忘れ物に気づき2階病棟

ナースステーションへ取りに行った時、両手に荷物をたくさん

持っていたためバランスを崩し前方へ倒れ右おでこ、右手、両膝

を床で強く打ち負傷した。

47 130101 2
100～

299

2017 10
9～

10

派遣先にて、ゆで卵の製造作業に従事中、塩水に浸けたゆで卵の

パレットが浮かないようにするための重り（約10kg）を持って

冷蔵室に入った時、冷蔵室の床が塩水で濡れていることに気付か

ず、左足を滑らせ転倒。 転倒の際、左足首を痛めたもの。

35 170101 2
100～

299

2017 10
11～

12

レジからトイレに行こうとしたところ、1番レジ横の通路で床に

躓き、頭から前に転倒した。 その時に右の目の上と左ひざを打

撲した。

65 80201 2
50～

99

2017 10
10～

11

水産バックヤードのウォークイン冷凍庫にて、冷凍商品の商品を

店舗に陳列するため歩いて取りに入ったところ足場が凍っており

足元を滑らせ転倒し頭部を床面に強打する。 意識が少し無くな

り同僚が手を貸し冷凍庫外まで出る。 30分ほどしても気分が悪

くなったため、救急車で搬送される。 頭部内部出血があるため

入院となる。

58 80209 2
100～

299

厨房内で、担当配送先の食材を受け取るために副厨房に入室する



2017 10 8～9
際、副厨房の前、厨房前、回転釜周辺が滑りやすくなっていたた

め、滑って転倒し、尻餅を避けようと踏ん張った時に、足首を捻

り骨折した。

51 10109 2
500～

999

2017 10
20～

21

店舗厨房にて、洗浄機前を移動中に、マットの上で滑って転倒

し、その際に左手をついてしまい、骨折を負った。
72 140201 2

50～

99

2017 10
16～

17

延長保育の時間中、倉庫前にいた園児1人が近くにいた友達を噛

もうとしていた。 それを止めようと畳の所から小走りで向かっ

ている途中で滑って転び、左手を床につき負傷した。

63 130201 2
30～

49

2017 10
13～

14

調理室で半製品の入ったコロ付きの角タンクを移動した際に床に

油がこぼれていたことを本人も認識していたが、そのまま放置し

てしまいそこで滑ってしまい手をついてしまった。 その際に左

手首を骨折してしまった。

25 10109 2
10～

29

2017 10
9～

10

電気工事警備の途中に御手洗いを借り現場に戻る際、入り口が坂

になっていたため、躓いて転倒した。 前方に転倒したため、

頬・手・足・腰等挫傷した。

63 170201 2
30～

49

2017 10
12～

13

老人ホームの食堂厨房で食材の搬入作業を行っていた。 事故当

時は他の従業員が厨房内の側溝清掃のため側溝の蓋が外れた状態

で、本人の不注意で足が側溝にひっかかり転倒した。 転倒の際

右手を床につき右手首を骨折、側溝そばに置いてあった金属製の

側溝の蓋に右おでこをぶつけて切ってしまった。 規模は小さく

独立性はないため本社に包括している。

59 10109 2
50～

99

2017 10
10～

11

リサイクルセンター内にて、雨中で選別作業中に滑ってしまい

ひっくり返った際、金属資材の上に倒れて右足脛部の骨折及び右

脇部の打撲をした。

33 150103 2
10～

29

2017 10 7～8

GPセンター（卵のパッキングセンター）内で、始業前準備を高

さ30cm程の検品作業台の上で行っていた。 そこから床に降りる

際に、5cm程の溝へ右足を取られて転倒し、右足首をくじき、く

るぶしを骨折した。

52 170101 2 1～9



2017 10 7～8

GPセンター（卵のパッキングセンター）内で、始業前準備を高

さ30cm程の検品作業台の上で行っていた。 そこから床に降りる

際に、5cm程の溝へ右足を取られて転倒し、右足首をくじき、く

るぶしを骨折した。

52 70101 2
100～

299

2017 10 6～7

製造ライン裏の素材供給場所へ向かって歩いていた。 素材の残

りが少ないことに気付き、素材置場へ向かうために、反時計回り

に方向転換した時に、足を滑らせ右大腿部外側から床に落ちた。

（金属部分の切削加工現場であるため、オイルミストが床に蓄積

することにより滑りやすい環境である）

47 11301 2
300～

499

2017 10 4～5

自転車にて朝刊を配達中、アパートに着き、自転車を降りて郵便

受けに投函するため歩いていたところ、車止めに躓いて転倒。

その際、地面に右手・左肩・頭部を打ち付けて受傷したもの。

70 80205 2
30～

49

2017 10
10～

11

2tトラックにて配達中、納品先に到着後、運転席よりおりた際、

足元に先日より雨のため水溜をよけようとし右足をふんばった際

に右膝に変な力が加わり、膝より異音がし、その後強い痛みと共

に右膝が曲がらなくなり歩く事がままならなくなった。

55 10109 3 1～9

2017 10
19～

20

本社工場エリア南門付近で歩行中に段差に躓き転倒。 その際に

左手を突いたはずみで上腕骨の一部が剥離骨折した。
39 170209 2 1～9

2017 10
9～

10

施設内で貯蔵タンクの通路付近を掃除していたところ、つまず

き、転倒して左足向こう脛を切傷したもの。
66 10109 2 1～9

2017 10 8～9

工場内機械組立エリアで、機械部品の確認をするために、保管場

所に入ろうとした。 近接エリアの機械を避けるために、屈みな

がら体を反転した時、バランスを崩し床に転倒、下肢を強打し

た。 痛みが強く自身では足が全く動かせないため、救急車を依

頼した。

67 11301 2 1～9

11～

訪問介護の仕事で利用者宅の門の手前で、生活支援の生ゴミを家

の外の生ゴミコンポストに捨てに行く途中、台風の影響で雨が
10～



2017 10
12

降って地面が滑りやすくなっていたため、土とコンクリートの境

目で足を滑らし左足首を捻って、左前方に倒れて負傷してしまっ

た。

54 130201 2
29

2017 10 4～5

生産終了後、11号ラインで方向転換しようとした際に、足元が滑

り転倒した。 その際に、横に設置してあったアルミ製のステッ

プに背中から打ちつけ負傷した。 負傷時、洗浄中であったため

に、作業靴は長靴に履き替えており、床は濡れていた。 左側面

の肋骨を1本骨折した。

58 10109 2
300～

499

2017 10
14～

15

3病棟1階詰所から2階へ上がる中庭の螺旋階段手前で雨上がりで

足元が濡れていたため滑って転倒、右肘を強打した。
68 130101 2

100～

299

2017 10
14～

15

3番レジから1番レジの確認をしようとしたところ、通路に落ちて

いたレシートに気付かず踏んで足を滑らせ転倒。 その際、右手

で支えた時、右手首に痛みを感じた。

51 80209 2
30～

49

2017 10
13～

14

D棟栄養管理課厨介処理室で、グリストラップ清掃をするため、

処理室に置いてある長靴を履く時、床が濡れていて滑り、後方に

転倒した。 その時、床に手をついたため、左手小指を痛めた。

67 170209 2
50～

99

2017 10
13～

14

団体でご来訪のお客様を台風前の強雨の中、民家から売場に案内

したとき、お客様から代表商品「あも」の山積み陳列の最上部に

カメムシがいるとの指摘があり、急ぎバックヤードからキッチン

ペーパーを持って売場へ戻るときに出口のケーブルカバーで滑り

商品保管棚で左背中を強打し、肋骨を骨折したもの。

51 10104 2
100～

299

2017 10
13～

14

店において、タイムカードに打刻後、作業場内を歩行中に滑って

尻餅をついた。 その時、咄嗟に右手を床についたため右手首を

骨折した。

70 80209 2 1～9

2017 10
18～

19

荷物を積む際、トラック運転席より降りた時に窪みに右足をとら

れ捻ったものである。
43 40301 19

30～

49

特殊浴室より患者搬送のため、靴が濡れていた状態で廊下へ出て



2017 10
9～

10

しまう。 その時、少し早歩きであったため、足元がふらつき、

エレベーターの前あたりで右足が滑り転倒し、左手でかばったた

め、その反動で左顔を強打した。

48 130101 2
100～

299

2017 10 7～8
鶏舎内バックヤードを歩行中、外されていた点検用溝蓋に気付か

ず点検用の溝上に落下した。
54 70101 1 1～9

2017 10
11～

12

取引先へ必要な機材を取りに行った所、会社前の道路の凹凸に気

付かず右足を取られて転倒。 左目の下、鼻の下、おでこを強

打。

69 170201 2
30～

49

2017 10
10～

11

売り場にて商品を持って移動中に商品棚に足を引っ掛けて躓き、

結束機に体を打ちつけ右上腕部骨を骨折する。
61 80201 2

100～

299

2017 10
16～

17

工場2階に設置している洗浄場で洗浄作業をしていた時、足元に

敷いてあるマットが滑り、転倒、右胸部を打撲し骨折した。
56 10109 2

10～

29

2017 10
16～

17

宅配便の集配中に車両から降りる際、足元を確認せずに降車して

右足を地面に着地した時、石を踏んだ。 右足首を捻り痛みを感

じたがすぐに治ると判断したところ、翌日になっても腫れと痛み

が引かず、関節捻挫と診断された。

57 40301 19
50～

99

2017 10
13～

14

納品先で家具を納品中、玄関にあった踏み板に足をとられ、無理

な体勢のまま転倒した。 転倒した際に足首と足の指の関節に体

重がかかり負傷した。

40 40301 2
50～

99

2017 10
18～

19
道路を横断し歩道に昇る際に左足を捻り負傷したもの。 42 50101 19

100～

299

2017 10
17～

18

倉庫の鍵を取るために社用車を会社の前に停車させて会社に入ろ

うとしたが、入口直前でつまずき転倒した。 そのまま会社入口

のガラス戸に頭から衝突し、ガラス片で顔面を大きく損傷した。

63 170201 2
100～

299

2017 10
12～

13

建築現場内にて、システムキッチン部材を搬入中、相方作業員に

呼ばれたので奥の方より振り向き様に床にあったPPバンドに足を

ひっかけ後方よりに倒れ、右腕から床について、負傷した。

48 40301 2
50～

99



2017 10
16～

17

レジ売り場前で品出し中、雨で床が滑りやすくなっていたため、

滑って転倒した。 体を支えた際、左手薬指を強打した。
61 80201 2

100～

299

2017 10
14～

15

お客様お迎え時、ドアサービスを終え運転席へ向かう際、雨で濡

れた路面で滑って転倒し、負傷した。
45 40201 2

100～

299

2017 10
11～

12

工場内で約10キロの配管を運んでいた際、オイルが地面にこぼれ

ていたことに気付かず、足が滑り転んで腰を強く打った。
48 170209 2 1～9

2017 10
10～

11

月例ミーティング出席後、帰社途中に玄関の段差を踏み外して転

倒し、両膝を骨折した。
73 150101 2 ―

2017 10
10～

11

草刈り作業をして作業場所から移動中に、側溝に足を踏み入れ、

足をとられて転倒した。 その際、地面に胸部及び足を強打し痛

めた。

67 150101 2
300～

499

2017 10
15～

16

厨房内で片付け作業中、誤って転倒し、でん部を打ち、尾骨を骨

折した。
41 140201 2 1～9

2017 10
13～

14

勤務中の移動時、歩道にてつまずき、転倒した時に左手をつき、

骨折した。
65 90103 2 ―

2017 10
12～

13

道路の路肩でトラックの荷台での荷物の整理を終えて、荷台の上

から降りる際、とびおりて歩道と車道の段差に右足だけ着地して

右足首を捻った。

37 150103 3 1～9

2017 10
11～

12

敷地内の庭を清掃作業していた際に、足を滑らせ横転し、右足の

ひざ部分を骨折した。
74 130201 2

100～

299

2017 10
9～

10

1階従業員出入り口で、タイムカードをスキャンした直後、床に

置いていた足拭きマットに躓き転倒して手をついた際に、右手第

5中手骨を骨折した。

60 80209 2
100～

299

2017 10 1～2
客室清掃作業中に洗面台付近で滑って転んだ際に右足を負傷す

る。
39 140101 2

10～

29

枝拾いの作業をしていた。 その際、管理道で足を滑らせて管理

道横のU字溝の淵で右足のアキレス腱を痛めた。 当時、雨で道が



2017 10
11～

12
滑りやすくなっていた。 事故当時は軽傷だったが、だんだん重

症になってきたので病院で診断を受けたところ右足のアキレス腱

断裂という診断結果だった。

49 140301 2
10～

29

2017 10
15～

16

ご入居者の居室から介護浴室に忘れ物を取りに行こうと廊下を

走っていたところ、床に足が引っかかり、つんのめり転倒した。

その際に右手から床についてしまい、右手第5指を骨折した。

54 130201 2
30～

49

2017 10
10～

11

当事者がX線で除去された製品の再処理を行っていたときに、再

処理の製品が入ったコンテナ（幅38cm）を手に持ち、X線の横の

道路（幅50cm）を通ろうとした。 その際、コンテナがX線に当

たり、その反動でコンテナに胸部を勢いよくぶつけ、右肋骨にヒ

ビが入った。

53 10102 3
100～

299

2017 10 6～7

塵芥収集作業中、交差点附近のゴミ回収後、西方向へ横断歩道を

走って渡っている最中、足がもつれて転びそうになった。 結

果、左肩から転び負傷した。

48 150109 2
10～

29

2017 10
17～

18

仕事が終わり、会社の建物を出て門の手前でつまずいて、思いっ

きり転び、メガネ、靴も脱げて、咄嗟に右手を突いた。 右の小

指の間にひびが入り、40日間ギプスをはめる状況だった。

63 10109 2
50～

99

2017 10
23～

24

運番2353列車を担当中、踏切道で人身事故に遭遇した。 駆けつ

けてきた運転係の係員に引き継ぎ、走って担当列車に戻ろうとし

た際、バランスを崩し転倒し、右手を突いて、受傷した。

46 40101 2
300～

499

2017 10
14～

15

勤務開始前に店内からバックヤードへ入ろうとして、（天候不良

のため）厨房前、寿司売り場前で床面が濡れているところを歩い

ていたら、滑って転倒し、膝を床面に打ちつけた。

64 80209 2 1～9

2017 10
11～

12

当就労継続支援作業所入口付近にて歩行中に誤って転倒し、左肩

を打ち、骨折した。
49 130201 2

10～

29

納品先である店の駐車場内にて納品を開始しようとキャビンから

降りた際、駐車場にあった縁石に足をとられ転倒し足を挫いた。



2017 10
16～

17
痛みと腫れがあり納品できる状態ではないと判断し、会社へ連

絡。 その後すぐに病院を受診した結果「右足関節外側靭帯損

傷」と診断されたもの。

43 40301 2
100～

299

2017 10
20～

21

具材保管庫を歩いている時に、床が濡れて滑りやすくなってお

り、滑ってバランスを崩し、左ひざを床についたところ、左ひざ

の皿を骨折した。

60 10109 2
500～

999

2017 10
11～

12

工場1階製品冷凍庫内で製品のピッキング作業をしていた際、冷

凍庫内の床が滑りやすくなっており、入り口に行こうとしたとき

に両足を同時に滑らせ、体が宙に浮いて後方に転倒し、床に左手

をついたときに左手首に急に負荷がかかったもの。

65 10109 2
300～

499

2017 10
9～

10

現場のごみステーションは積み込み位置が斜面になっており、可

燃ごみ収集中に左足を滑らせ、そのまま左肩を地面に強打した。
41 150103 2

50～

99

2017 10
9～

10

被災者は、清掃途中掃除機のバッテリーが切れたため予備バッテ

リー（1.85kg）の保管庫から、バッテリーを左手に1本持ち西病

棟へ入った。 その際、病院内の洗濯業者の男性スタッフが両手

にそれぞれ、ベッドの柵を3本ずつ持っていたが、左手の3本の柵

がバランスを崩したため、右手の柵を自分の体（右足）に立て掛

けて、左手の柵を整えようとした。 体に立て掛けていた右側の

柵が通路方向へ倒れたため、通りかかった被災者は足に当たりそ

うになり避けようとした。 この時、体のバランスを崩し前のめ

りに転倒し、右手を床につき痛みを感じた。 当日は業務を終了

し、翌日最寄りの整形外科で上記傷病と診断された。

67 150101 3
500～

999

2017 10 7～8

組合本社工場内で下処理室から調理室へ移動する時に足洗い場

で、滑って転倒。 右手で体を支えるように倒れたため、右手首

を骨折した。

67 10109 2
30～

49

2017 10 1～2
惣菜加工場で炊飯ライン炊飯釜反転部分の部品に水をかけて洗浄

していた際に足を滑らせて転倒し、左足くるぶしを骨折した。
61 10109 2

100～

299



2017 10 8～9

荷受場で、ロング台車でケースの水を運んでいた際、アスファル

トとコンクリートの境目で引っ掛かってカートが斜めになったこ

とで体を捻り、頚椎を捻挫、右肋部を打撲した。

43 80201 19
100～

299

2017 10
15～

16
休憩の時間にトイレに行く際、廊下の敷居につまずいた。 72 10301 2

10～

29

2017 10
13～

14

調理場において片付け作業を行っていた際に、床上板（ベニヤ

板）が滑りやすくなっていたこともあって滑らせてしまい、転倒

する際に作業台（アルミ製）で左胸を強打して負傷した。

21 140201 2 1～9

2017 10
15～

16

職場内にて、給食調理作業の終了後の清掃中に、溝蓋（グレーチ

ング）上をデッキブラシで清掃していたところ、足が滑って転倒

し、背中を痛め、MRI検査を受けたところ、「骨折」であるとの

最終結果が出た。

58 10109 2
30～

49

2017 10
9～

10

作業現場の通路で倒れているのを発見した。 （頭部に強打した

跡があったと証言有り） 倒れた原因として足を滑らせる等の転

倒か意識障害等が起因して転倒したかは不明である。 但し足を

滑らせたり等の痕跡がなかったと発見者証言有り。 又、有害な

状態での転倒と仮定した際には違和感があると発見者証言有り。

67 11502 2
10～

29

2017 10
18～

19

新聞代の集金をしてバイクにまたがろうとした時、暗かったので

路肩を踏みはずし、1.5m程下の水路（水田）に落下した。 右足

首・甲の部分を骨折して、入院治療することとなった。

45 80205 1
30～

49

2017 10
11～

12

お手洗いへ行き、工場に戻る途中、スロープで誤って転倒し、右

ヒザを強打した。
66 10801 2 1～9

2017 10
10～

11

仕事中にトイレに行き、出る時に段差につまずき転倒し右膝をぶ

つけた。
60 10204 2

50～

99

2017 10
10～

11

客室棟から厨房棟に移動する際に、地面に生えている木の根っこ

に足がひっかかり前のめりに転倒し、右膝を強く打ったために負

傷した。

69 140201 2
10～

29



2017 10
15～

16

配達先の構内に小型車（2トン車）を停車し、運転席より降りた

際、地面の石に足が乗り右足を捻って負傷したものである。
59 40301 3

50～

99

2017 10 8～9
会社の調理場で清掃していた時に、誤って滑って転倒し、手をつ

き、右手首を負傷した。
70 140101 2

10～

29

2017 10 8～9

入所者の食事介助をした後下膳し、食事量を記入しに2階のホー

ルを歩いていたところ、床に水がこぼれていたのに気づかずに転

倒した。 右膝の所を横に10cm以上の裂傷が出来る出血あり。 す

ぐに圧迫した。

56 130201 2
100～

299

2017 10
14～

15

バーデルーム（お風呂）調整室（機械室）で、清掃または塩素濃

度測定をしている時に女子側のタービンポンプ付近より水漏れし

ていたため、その清掃を行っている際に水に滑って、転んで右手

首を出入口ドアで強打した。

59 170209 2
30～

49

2017 10 5～6

店にて、ゴミ清掃を行うため、通路を歩いていた際、あらかじめ

洗剤を溜めていたバケツにひび割れがあり、それが通路に漏れて

いたことに気付かず、滑って転倒した。 その時、反射的に左手

を床につき、左手親指を負傷したものである。

50 140201 2
30～

49

2017 10
17～

18

当社駐車場において、帰宅しようと事務所から走って車に向かっ

ていた際、足がもつれて転倒し、右足を捻り負傷した。
25 170209 2

10～

29

2017 10
10～

11

荷物を下ろすため、車を誘導中、誤って右足を道路の側溝に落と

し、バランスを崩し、骨折したものである。
57 150102 2

30～

49

2017 10
16～

17

造園工事現場において、造園工事中、樹木の枝が駐車場に出てい

たため、枝を切り、ブロック塀（高さ約2m）を乗り越えようと

したところ、足が壁に引っ掛かり、左足踵から落ち、左踵骨骨折

となる。

24 30199 3 1～9

2017 10
11～

12

バイクを停め、徒歩で配達先へ訪問し配達を済ませた後、バイク

に戻るため50cm程度の段差を飛び下りたところ、雨天のため着

地面足場が悪く、膝を捻った。

31 110101 3
300～

499



2017 10
9～

10

自宅からお客様のところに向かうため駅に向かって歩いていた

時、前方からの歩行者を避けようとして小雨が降っていたことも

ありグレイチングの所で滑り転んで足を骨折した。

58 90103 2
500～

999

2017 10
14～

15

法面で害虫駆除を行い、作業終了後使用したホースの片付けをし

ていたところ、バランスを崩し落ちそうになったので、高さ約

2.5mの石垣の上から自分で飛び降り両足で着地した。 夜にな

り、足首のあたりが腫れ、痛みが出た。

64 150109 3
50～

99

2017 10
10～

11

作業場から、商品が入っていて中が空になったプラスチックの

ケースを両手で持って、商品搬入口の外に持って出た際、搬入口

の外に敷いてある黒いマットに足が引っかかり転倒した。 右手

をコンクリートの地面で強打し、右小指基節骨骨折となった。

48 80201 2
50～

99

2017 10
10～

11

工場調理場内で次の作業へ移るためビニール手袋を変えようと棚

へ向かって歩いているとき、床が水で濡れていたため滑って転倒

した。

46 10109 2
30～

49

2017 10
14～

15

清掃作業を終え、控室のある洗濯棟から駐車場に向かうため、建

物を出るとき、他のスタッフがいないかよそ見をしてお

り、15cmの段差を踏み外し、右足を捻挫した。 右足関節捻挫で

約14日の休業加療の診断を受けた。

49 150101 19
500～

999

2017 10
13～

14

当該事業所において、駐車場で消防訓練中に消火器を使い、火を

消しに行く際に躓き転倒した。 転倒した衝撃で、手・顔・膝下

をすりむき、歯も欠けた。 アスファルトが凸凹している中コッ

クシューズで走ったため、躓きやすかった。

62 80209 2 1～9

2017 10
18～

19

有料老人ホーム2Fにて作業中に入居者様の体調不良のコールがあ

る。 その対応に向かうため小走りになったところで床に滑って

転倒した。 （一瞬めまいがしたとの報告有り） 転倒時に後ろに

手をつき、手から異常音がなり、そのまま動くことが出来ず、他

の職員を呼んで対応。

55 130201 2
50～

99

舗装工事現場でスコップでアスファルト合材を運んでいる途中で



2017 10
15～

16

踏み出した右足が滑り、そのはずみで左膝を舗装型枠に強打し

た。 被災当日は当日作業を終えてそのまま帰宅したが、翌朝痛

みがひかず、骨折が判明した。

23 30199 2
10～

29

2017 10 7～8
手術室通路を清掃するため、清掃道具を倉庫に取りに行く際、足

先が床に突っ掛かりバランスを崩して転倒した。
55 150101 2

300～

499

2017 10
12～

13

厨房内にて食器を出そうと乾燥機へ向かう際、足を滑らせ転倒し

た。
69 130201 2

50～

99

2017 10 7～8
精肉売り場にて、入荷商品仕分け時において、床面に水滴があ

り、長靴の底がすり減っていたため、尻餅をついた時に発生。
59 80209 2

30～

49

2017 10
10～

11

当館客室において、清掃中に自分が持っていたビニールの端を踏

んで滑り、転倒した。 その際、洗面の柱のところで右肩と右耳

を打ち負傷した。

67 140101 2
50～

99

2017 10 8～9

柚子を採集するのに畑近く車を止めた所が坂道であったため、車

の後方のドアを閉めようと力を強く入れたはずみで後方に転倒。

後方に置いてあったコンテナに腰を強打した。

75 60101 2 1～9

2017 10 6～7

作業場からバックルームに出た際、人がいたため避けようとした

ところ（ぶつかってはいない）、床のマットに足が引っかかり転

倒。 左膝を打撲しひびが入った。

62 80209 2
100～

299

2017 10
9～

10

給食センター下処理室にて、清掃作業中に倉庫扉の前から移動す

るとき、床が濡れていたため足を滑らせ転倒し、シンクの下にあ

るパイプに手が滑り込み、右中指を負傷した。

42 10109 2
10～

29

2017 10
10～

11

入所者の居室に介護のため入ったら尿失禁で床が濡れていた。

床が濡れていることに気が付かなかったため、足が滑り、尻餅を

ついた状態で転倒する。

58 130201 2
10～

29

2017 10
14～

15

新人アルバイトの研修中。 ベテランアルバイトに同行し追加の

予約伝票をキッチンへ持っていった際、床に足を滑べらせ転倒。

転倒した際、足をくじき、左腕で全体重を支えたと思われ、痛み 29 140201 2
30～

49



が引かなかった。 骨折と診断された。 床には水分や障害物は無

く、目には見えない油分等で滑ったと思われる。

2017 10
12～

13
体育館をモップで掃除中に転倒し、左アキレス腱を断裂。 42 130201 2

10～

29

2017 10
9～

10

施設内のゴミを処分するため、缶・ビンの収集所へ向かっていた

ところ、途中の段差で足を滑らせ80cm下の地面へ転落し、右肩

を脱臼した。

65 120109 1
10～

29

2017 10
20～

21

就業後、着替えを済ませ、エレベーターで1階へ下りた。 出口へ

向かっていた時、下に敷いてあるマットに足を引っかけて転倒し

た。 その際、左ひじをガラス戸に強打し負傷した。

53 80201 2
500～

999

2017 10
21～

22

荷受場で、通路を歩き帰宅する際、暗かったため段差につまずき

転倒した。 左ひじに擦過傷を負い、左ひざを擦過傷・打撲、左

胸部を打撲した。

53 80209 2
50～

99

2017 10 8～9
資材置き場内において、資材、鉄骨など移動作業中において、落

差2m下に足を滑らせて、コンクリートに落下したものである。
70 30199 1 1～9

2017 10
12～

13
出入企業様の事務所出入口で急いでいて転倒、負傷した。 56 90103 2

500～

999

2017 10
19～

20

清掃作業中にデッキ上の突起物につまずき転倒しないように左足

で踏んばろうとしたところにグリス片かついており滑って左膝を

痛めてしまったもの。

44 150109 19 1～9

2017 10
17～

18

工場内に於いて、バイターライン（スティック型アイスキャン

ディーを製造する機械）の稼働準備のため、バケツ（殺菌用に塩

素水が入っている）を準備しようとバイターラインと窒素トンネ

ル（砕いたチョコレートを低温で冷やし、固める機械）間の通路

（幅約1m）を移動していた際、窒素トンネルの冷気がいつもよ

り強く床面が凍結していたため、滑って後方に転倒し右手をつい

た瞬間右手首を骨折した。

68 170101 2
30～

49



2017 10
15～

16

車庫にて、歩いて移動中シャッターに異物がぶらさがっていたの

で、それをとろうとしてジャンプしたところ着地時に左足を捻

り、負傷した。

64 40201 3
100～

299

2017 10 8～9
始業後、縫製作業場にて移動中に転倒し近くの荷台で歯を打ち衝

撃で歯が欠け唇を切り、膝を打った。
63 10301 2

10～

29

2017 10
11～

12

店舗出入口にて商品を手に足を踏み出したところ、雨で入口付近

が濡れていたため、滑り転倒した際に右手で床につき負傷した。
51 80209 2 1～9

2017 10
14～

15

店内のレジカウンター内で商品を取りにカウンター内を移動中に

床においてあった物につまずきこけて動けなくなった。
43 80209 2

10～

29

2017 10
13～

14

被災者は、2F食事処に於いて、お客様が帰り食事の後片付けをし

ている際、ひいた食器等をお盆にのせ運ぼうとした時、一段の段

差を踏み外し滑って後ろに尻餅を着き、その時段差の角で尾?骨

を打った。 尾?骨あたりに痛みがあったため、応急処置（湿布）

をしてしばらく様子を見ていたが、痛みが引かなかった。

28 80209 2 1～9

2017 10
17～

18

会社駐車場内で、帰宅のため社用車と自家用車の入れ替え作業

後、はずみで1m50cm位下の公道に転落した。 体の左側を強打

したが、とりあえず帰宅。 痛みがひかず、骨折が判明し入院す

る。

53 130201 1
30～

49

2017 10
17～

18

冷凍庫クーラーダクト氷落とし作業時に床に落ちた氷をほうきで

掃除していたところ、足を滑らせ左膝を受傷した。
60 30309 2 1～9

2017 10
17～

18

積み込み作業を行った。 積み込み作業を終了し、ウイングを背

中にあおりの上に立ち、商品とあおりの間に緩衝材を入れていた

処、バランスを崩しあおりから飛び降りた。 着地後に左手を着

いた処、左手手首を骨折した。

58 40301 3
50～

99

2017 10 8～9

第2工場の牛すきラインで肉の選別作業を行い、選別した肉の

入ったケースを両手で抱えて所定の場所に移動していた。 業務

用スポットクーラーの配線が床に這っていることに気付かず、足 46 10109 2
300～

499



が配線に引っ掛かり両手にケースをもったまま左側から転倒した

ため膝を強打した。

2017 10
15～

16

患者様の洗濯物を整理して配っていたところ、当日は入浴介助日

で廊下に水滴が落ちていた様でお風呂場の先の207号室前で水滴

を踏んでしまい、滑って左膝を付いて転んでしまった。

56 130101 2
50～

99

2017 10
11～

12

会社工場内で作業中に移動する際、底部の凹部に足が入り、その

はずみで転倒し胸部を強く打った。
64 10899 2 1～9

2017 10
14～

15

鮮魚売り場の陳列ケース前で、お客様への商品接客中に、足元に

お買い上げ商品を入れる防水用の撥水加工の袋が落ちていること

に気付かず右足で踏んでしまい、バランスを崩し床に左膝を打ち

つけた。

54 170209 2
30～

49

2017 10
12～

13

当社さば加工場内で機械横の通路を移動中、油分を含めた水分が

床にあり、前方に足を滑らせ後ろ側に転倒、後頭部を床で打ち、

たんこぶができた。 こぶも大きく、首の痛みを訴えた（1週間以

上の休業見込みあり）。

68 10102 2
50～

99

2017 10 8～9

当院にて1階での朝礼会議のため3階事務室から移動していた。 3

階の職員専用通路を歩いていた処、通路にある段差で左足を捻

り、左第5中尾骨を骨折した。

67 130102 19
50～

99

2017 10
10～

11

宿泊施設の清掃中に洗濯物を持って外に出た所に立て掛けてあっ

たほうきに足をかけて転倒して右ヒザを打ち骨折した。
67 130301 2

10～

29

2017 10
17～

18

夕食が終わり配膳車を厨房に下ろして病棟に戻ろうとしていたら

呼び止められ、慌てて振り向いたら転倒して座り込んでしまう。

その後立とうとするが左アキレス腱が断裂していて動けなくな

る。

33 130101 2
10～

29

2017 10
9～

入居者の部屋でバケツの水とモップを使いながら床のふき掃除を

終わらせ振り返った時に床が濡れていて滑って転倒する。 腹ば

いに倒れたまま左腕を動かそうとすると激痛が走り、ぶらぶらと
64 130201 2

10～



10 して全く動かない状態だった。 右腕で体を支えながらなんとか

起き上がりスタッフに大声で助けを呼ぶ。 その場で簡単に固定

してもらった。 レントゲンで骨折と診断。

29

2017 10
15～

16

交通整理の警備を行っているとき休憩のため、休憩場所へ移動

中、つまずき、転倒した際、右手を置いたため手首を骨折した。
64 170201 2

30～

49

2017 10
10～

11

豚の解体作業で、と体をハンガーにかけ、吊り上げてレーンに送

る際に、レーンまで届かなかったため、押して間に合わせようと

走って行った所、ステンレス製の側溝の蓋の表面に溜まった豚の

血液と、底の擦れた長靴に付着した油分で滑り転倒し、肩・腰・

膝を強打、捻ってしまった。 2～3日で痛みが治まるかと様子を

見ていたが、治まらなかった。 1週間後も痛みが治まらず、MRI

検査をすすめられ、検査の結果、腰椎捻挫と左肩挫傷と診断され

た。

59 150105 2
10～

29

2017 10
9～

10

事務所内で外出準備中自分の机に向かっている時、事務所内にあ

る床面の段差につまずき、転倒した際に左手を床面につき手首の

骨折と左ひざを打撲。

50 80209 2
50～

99

2017 10
18～

19

障がい者のグループホームの支援を終え、次の支援先へ徒歩で移

動中、側溝の溝蓋と溝蓋の間の15cm程の隙間に左足を落とした

際、体勢を崩し右足で踏ん張り右足を強打した。

58 130201 2
10～

29

2017 10 8～9
小学校の体育館で保育園の運動会の準備をしている時、靴下をは

いていたため、滑って転び、左手をついてしまった。
55 130201 2

10～

29

2017 10 8～9

第2工場の牛すきラインで肉の選別作業を行い、選別した肉の

入ったケースを両手で抱えて所定の場所に移動していた。 業務

用スポットクーラーの配線が床に這っていることに気付かず、足

が配線に引っ掛かり両手にケースを持ったまま左膝から転倒した

ため膝を強打した。

46 170101 2
500～

999

2017 10
11～

12

園庭で園児と遊具の片付けをする際に園庭のくぼみ部分に足をと

られて捻った状態になった。
43 130201 2

10～

29



2017 10
11～

12

被災者はシャンプー・カットのお客様のシャンプーを終え、セッ

ト面までご案内し、カットを実施。 カット終了後、被災者がナ

イロン製のカットクロスをお客様から外した時、お客様がシャン

プー台にメガネを忘れている旨を被災者に伝えたため、被災者

は、本来ならカットクロスを置いて移動すべきところ、持ったま

ま小走りでメガネを取りに行った。 被災者は持っていたカット

クロスを踏んだか、足に引っかけたためバランスを崩し、転倒し

た。 被災者が起きられない状態で顔を押さえていたため、救急

車に連絡。 医師の診察を受けた結果、骨折と診断。

57 80302 2
50～

99

2017 10
12～

13

地下調理場にて、野菜類の下処理（洗い、皮むき）作業中につま

ずき転倒し右骨部中心に床で強打した。
79 140201 2

30～

49

2017 10 4～5

配送先のトラック待機場において荷物のおろし準備中、待機場の

路面に生えていた苔に気づかず暗い路面の苔に右足が滑り身体の

右側を下にして転倒。

65 40301 2 1～9

2017 10
17～

18

厨房内シンク横を通過しようとした際に床にこぼれていた水に足

を滑らせ転倒しそうになったため咄嗟に右手をついた。
58 130201 2

30～

49

2017 10
20～

21

客室に布団を敷きに入った時、入り口にある約15センチの段差に

つまずき左足を捻り左足の甲を負傷する。
30 140101 2

10～

29

2017 10
10～

11

移動時に足元近くに接続していた延長コードに足をとられ転倒。

その際、左肩と肋骨を強打した。 痛みを感じたが当日はそのま

ま最後まで仕事をやり遂げたが痛みが治まらず、左肩も上げられ

ない状態となり就業はできなくなってしまった。

72 90209 2
50～

99

2017 10
11～

12

当院診察室においてカルテの移動をしていた際、自分の後ろに

あった可動する椅子につまずき転倒し右膝を打った。 右膝滑液

包血腫。

69 130102 2 1～9

2017 10 7～8
持ち場に行く途中挨拶しようと立ち止まった瞬間、足を滑らせて

尻餅と同時に右手をついた。
62 10301 2

100～

299



2017 10
9～

10

整形外科外来前で患者問診中、医師に呼ばれたため、小走りで向

かったところ診察室前で勢い余って転倒し、尻餅をついた。 臀

部痛により、起き上がることが出来なかった。

63 130101 2
100～

299

2017 10
17～

18

納品先のホームで荷卸し後にトラックに戻る際に、ホーム上に置

いてあったパレットの上を跨ぐ時にパレット上面の穴に誤って右

足を突っ込んでしまい前方に転倒してしまった。 その際に右手

をついたので右手首を負傷し、パレットの穴に突っ込んでしまっ

た右足首も負傷した。

47 40301 2
10～

29

2017 10
16～

17

当日は入所者の洗濯物担当で洗濯物を整理する畳部屋から洗濯場

へ行く時（畳部屋と洗濯場は10cmの段差がある）、中腰で靴を

履く際にバランスを崩し右足を捻り、右足くすり指を骨折する。

63 130201 2
50～

99

2017 10
19～

20

荷捌室で4段ステップを使って荷積作業を行っていた。 ステップ

を下りる時、床に足をつける際、誤ってシングルハンガーの脚部

に左足を乗せてしまい捻って転倒した。

35 80209 2
10～

29

2017 10
9～

10

高菜の手洗い洗浄作業中に気分が悪くなり持ち場を離れようとし

たが、意識を失い転倒。 顔面を床に強打し、右頬を骨折した。
22 10103 2

100～

299

2017 10
20～

21

本社2階の洗い場でかたづけ中、お茶の葉（使用済）をゴミ箱へ

捨てる時、ビールケースにつまずいて転倒し、右上腕部を強打し

て負傷した。 （痛みがあった。痛みが続いた。骨折と言われ

た）

54 140201 2
10～

29

2017 10
16～

17

惣菜課のベルトコンベアー附近を、ゴム製の長靴を着用し歩いて

移動していたところ、床に少量の出汁がこぼれていたことに気づ

かずその箇所を踏んでしまったため、足が滑って転倒し右手を床

につき負傷したもの。 帰宅後に痛みが増大したが、骨が折れて

いるとは思わず、痛みが引くのを待ち様子を見ていたが、一向に

痛みが治まらず耐えられなくなった。

59 170101 2
100～

299

2017 10
10～

重機メンテナンス終了時工具箱を左手に持ったまま走行用ベルト

の上から飛び降りたところ、ぬかるみに着地しバランスを崩し負 53 150102 3 1～9



11
傷した。

2017 10 8～9

自社包装センター内箱詰作業場において、箱詰作業の開始準備中

包装のPPバンドの落下物とコンセントケーブルに足をひっかけ転

倒。 その際、前方に設置してあるコンベア支柱の角に顎を打ち

付け受傷したものである。

54 80109 2
30～

49

2017 10
14～

15

台所のカウンター前において、お膳を下げていく際、床にこぼれ

た水で足を滑らせ転倒。 痛めていた右膝を捻ってしまった。 違

和感あり、湿布を貼り様子観察。 入院しての加療となった。

73 130201 2
10～

29

2017 10 8～9

最寄りのコンビニにて、材料不足のものを買い出しに行く途中

に、コンビニ前の段差で人を避けようとしたところ、足を踏み外

し転倒し頭部を強打した。

58 140201 2 1～9

2017 10 8～9

休憩室倉庫で倉庫内にあった宣材物（スタンディ）を清掃業務に

障害があるため宣材物を押しながら場所を移動しようとした際に

休憩室と休憩室倉庫との出入の段差に足が引っ掛かってしまい、

臀部を床に強打し、痛みでそのまま床に強打し、痛みでそのまま

床に仰向けになり起き上がれない状況になる。

68 100102 2
30～

49

2017 10
15～

16

食堂から出た患者さんを追うため、体勢を変えて歩き出したとこ

ろ、足が絡まり転倒した。
50 130101 2

300～

499

2017 10
13～

14

本店で荷物を移動する時に外階段手前の段差に引っ掛かり転倒し

て骨折した。
29 140201 2

10～

29

2017 10
17～

18

運輸駐車場にて、トラックが配送から戻ってきたため、高さ

30cm程のブロックに乗りトラックの車庫入れ誘導を行っている

時に、誘導しやすい場所へ移動しようとブロックから飛び降りた

際に、着地点に鉄パイプがあり、それに右足を突いて足元を救わ

れ足首が90度に曲がった状態で地面に着地し骨折した。

32 40301 3
30～

49

2017 10
13～

14
営業部の1Fの駐車場の出入口付近で転倒し、骨折。 58 90103 2

500～

999



2017 11 2～3
4番冷凍庫内において、具材の運搬作業をしていた、冷凍庫内が

滑り易くなっていたため、滑って転倒した。
66 10109 2

500～

999

2017 11
16～

17

店舗内で冷茶製造するために製氷機から氷をピッチャーに入れた

時、氷を床面に落としてしまった、床面に落ちた氷を踏み足を痛

めてしまった。

48 140201 19
10～

29

2017 11
11～

12

老人保健施設での清掃作業を終え、帰宅するために玄関で靴を履

き替えようとしたところ、玄関内のサッシ部分に躓き転倒し、右

膝を負傷した。

62 150101 2
100～

299

2017 11 8～9

日勤業務にてユニット内利用者居室前にいたところ、他のスタッ

フから手伝ってほしいとの依頼があり、他の利用者の居室に向か

おうとしていたところ、左足が滑ってしまったことで、左膝が内

側に急激に曲がってしまい、左膝を負傷した。

33 130201 19
30～

49

2017 11
16～

17

被災者は、工場2階・4番冷凍室において、具材の運搬作業中、冷

凍室の床が凍っていたのに気付かず、足を滑らせて転倒し、腰を

強打した。

64 10109 2
500～

999

2017 11
15～

16

当社店舗のある建物（テナントとして出店）の出入口付近でク

リーニング預かり品の荷降ろしをしていたところ、出入口の段差

で足を踏み外し左足首を挫いた。 終業後に病院を受診したとこ

ろ骨折との診断を受けた。

37 11703 2
10～

29

2017 11 8～9

事務室に送迎用の携帯電話を取りに行こうと廊下を小走りしたと

ころ、左足が床に躓きとっさに右足で踏ん張ったが踏ん張りきれ

ずに転倒し痛みがあったため即時通院となる。 躓いた時に足首

が反る形となり体重が乗り負荷がかかったと思われる。

59 130201 2
10～

29

2017 11
16～

17

店舗内トラックヤードでごみ捨ての作業中、足を滑らせ転倒した

際、頭、首、肩、左手の小指、左足首をぶつけ痛めた。
58 80209 2

50～

99

事業所内で、利用者さんの飲み終わった湯呑みを下げようと台所

に運ぶ際に右足首を捻った。 そのまま、業務を続けたが、当日



2017 11
9～

10

午後から痛みがひどくなった。 翌日（日）の業務は右足を引き

ずっていたが休診のため、その翌日（月）に受診となった。 受

診後、右足首捻挫の診断で、じん帯も切れており装具の使用指示

あり、2週間ごとの受診で改善せず、後日にMRIを実施し、右距

踵関節骨挫傷で2週間の診断書が出て、休業に入る。

54 130201 19
10～

29

2017 11 5～6 新聞配達時に道路で除雪車排雪後の路面で転倒し骨折した。 65 80205 2
30～

49

2017 11
13～

14

派遣先にて冷凍庫に保存してある油揚げを取りに行った際、足を

滑らせて転倒した。 転倒した際に頭部、右腕肘部分を負傷し

た。 痛みがあったが出勤した。 その後、病院へ受診し、右腕XP

撮影の結果、骨に異常はなく、後日改めて受診することとなっ

た。

49 170101 2
100～

299

2017 11
10～

11

処理場内において、バキュームカーの浄化槽汚泥を投入するため

に伸ばしていた排水用ホースに躓き転倒し、左手首を負傷した。
49 150103 2

100～

299

2017 11
15～

16

ロビーでホール内の備品運搬作業中、土嚢袋が入ったダンボール

に気付かず別の備品を運ぼうとした時、勢いよく右足を後ろに下

げてぶつかりバランスを崩して転倒した。 右足首を痛め、アキ

レス腱を損傷した。 その日はそのまま仕事を続けたが翌日に

なっても足の痛みがひかない為、整形外科を受診した。

42 170209 2
10～

29

2017 11 8～9

営業所構内で、洗車場にバスを停めて降りる際、木製の車輪止め

に足を乗せたところ、凍結しており右足首を内側に捻り転倒し

た。 痛みと負傷具合が大きく、骨折と診断された。

56 40202 2
100～

299

2017 11
18～

19

倉庫内で作業中、歩いている際、足を着く時に捻った状態で着地

となり、バランスを崩し、左横に転倒した。 その時は、痛みだ

けで、翌日になれば治ると思い帰宅した。 翌日、仕事前に病院

を受診したところ、骨折と診断された。

27 40301 2
100～

299

12～

被災者が利用者様を脱衣所から浴室へ誘導する際に、その利用者

様から、ホールから脱衣所に通じる出入口のドアを閉めるよう依 10～



2017 11
13 頼された為、素足で出入口に向かったところ、出入口の手前のコ

ンクリート床で転倒した。 その時、体右側から床に転倒した。

50 170101 2
29

2017 11
19～

20

配達の為、車両が入れない狭路を歩いていた時、段差に躓き転倒

し、脇の縁石に顔面部をぶつけたものである。 眼鏡をかけてい

た為、転倒時に割れて目を傷つけたものである。

36 40301 2
50～

99

2017 11
16～

17

営業先への配達が終わり営業所の駐車場に戻り車から制服を自家

用車に積み込もうと自家用車に向かう為、駐車場の出入口を通ら

ず駐車場を取り囲むフェンスを越えて行こうとし、右足から越え

たがその後左足がフェンスに引っ掛かり、右側から転倒し、右膝

を強く打った。

55 80204 2
10～

29

2017 11
23～

24

店舗の厨房内でホールにあるロースターのドレインパンを洗浄

し、それを運ぼうとして排水溝に用いている、グレーチングに足

を滑らせて、転倒し腰・尻を強打した。

34 140201 2
10～

29

2017 11 8～9
就業場所（実験室）にスリッパに履き替え入室する際、右足が滑

り、右肩から床に転倒した。
86 120109 2

300～

499

2017 11 8～9

玄関すぐ右脇の管理室入口のドアを抜けてすぐのところ、玄関で

スリッパに履き替えて管理室に入室した時、右足が前に滑り、右

手・右肩から床に転倒した。 スリッパ底の劣化摩耗により滑り

止めの効果が損なわれていた。 転倒時の衝撃により、右上腕部

を骨折した。

83 170101 2
500～

999

2017 11
12～

13

工場内印刷部にて印刷作業終了後、前方にあるオペレーター部に

移動する際、油等で靴底のゴム劣化によりステップで足を滑らせ

床に右膝を強打した。 膝皿にひびが入る怪我を負った。

32 10701 2
50～

99

2017 11
21～

22

大学病院洗浄室にて食器洗浄機を洗浄する為、洗浄水の入ったバ

ケツを運んでいた時、水と油で濡れた床で足が滑り、バケツを両

手で持っていたため咄嗟に受け身が取れず、横に置いてあった枠

付きステンレス架台の鋭角部に右脇腹を強打し、側後方に転倒し

41 140201 3
100～

299



た。

2017 11
16～

17

清掃中（床）滑り転倒した際に左手をつき、その際に骨折した。

モップ掛けをしていた。
49 80209 2

10～

29

2017 11
16～

17

当資材置場において、資材の片付けをしている際、滑って転んで

背中をぶつけた。
39 30203 2 1～9

2017 11
15～

16

精肉売り場で値下げ作業をしていた際、作業台の2段台車が動き

出した為慌てて止めようとして足がもつれ転倒し立てなくなっ

た。 その日は湿布を貼って様子を見たが、翌日に足がパンパン

に腫れてきたので病院へ行った。

52 80201 2
100～

299

2017 11
9～

10

冷凍庫に原材料を取りに行ったところ、冷凍庫内のキャスター付

棚のキャスター部分に原材料を梱包するバンドが輪の状態で絡

まっており、その輪の中に足をとられ転倒した。 体を右腕のみ

で支えてしまい右手首を骨折してしまった。

63 10109 2
500～

999

2017 11
18～

19

退社時工場内の自分の作業場に忘れ物を取りに行く際、壁際の集

塵機と作業中の大型バスの間を通る時、作業に使用する毛布に足

を引っ掛けて転び、集塵機の角に左側頭部をぶつけてしまった。

65 11701 2 1～9

2017 11
16～

17

被災者はB定盤にて新造船ブロックの配管溶接作業を行ってい

た。 作業場所を移動する為ブロックから降り、キャプタイヤを

右肩に担いで両手で抱えながら定盤内を前進していた時に、地這

い線防止用治具内のキャプタイヤに足を入れてしまい、足が当該

キャプタイヤに絡まり転倒し、左膝を定盤床面に打ち受傷した。

60 11501 2
10～

29

2017 11
18～

19

勤務前に着替えた服を土地内に駐車している自車に置きに行く

際、舗装路で右足つま先を躓いた。 その際左手に服を持った状

態で左手で着地し、全体重を支えてしまい左手首を骨折した。

55 140101 2
10～

29

2017 11
12～

13

昼食のため休憩室に入り、カップにお湯を注ごうとしていた時

に、足を濡らしてしまった。 足を洗って靴下を履き替えようと

更衣室に向かった時、更衣室の入口前で転倒し、思わず支えよう
66 80109 2

100～

299



と右手を床につき、右手首を負傷した。

2017 11 3～4
新聞配達中、配達先敷地内で地面がぬかるんでいた所で左足を滑

らせ左側に転倒、その際、地面に左肩部を強打し負傷した。
73 80205 2

10～

29

2017 11
12～

13

店舗駐車場において、路面が凍っていたために滑って転んだ際、

両手をついたところ右手人差し指を骨折し左手首を捻挫したもの

である。

47 80301 2 1～9

2017 11
11～

12

肥料包装業務の現場で、肥料包装用のダンボールを装置を稼働さ

せて、作成及び3ヶ所ある肥料充填設備にダンボールを配ってい

た。 ダンボールを配っている際、ダンボール作成装置のコンベ

アから、ダンボールが飛び出し続けているのを発見し、慌てて、

装置へ向かった。 その際、床が濡れていたため、足が滑り、バ

ランスをとるため体勢が崩れ、右前腕を装置のコンベア部の角に

ぶつけた。

33 170101 2 1～9

2017 11
11～

12

肥料容器梱包用ダンボール箱の製函作業に従事していた。 包装

機へダンボール箱の供給後、製函機トラブル（停止センサー誤作

動）でダンボール箱がレールから脱線落下した為、製函機へ駆け

寄った時、床面が濡れていて足が滑りバランスを崩し右前腕部を

痛打し打撲を負った。

33 10809 2
50～

99

2017 11
18～

19

会社の裏にある駐車場において、終了業務にあたる車のカギを取

ろうとした際、暗闇だったこともあり、誤って足を滑らせ、地面

に強く手をつき負傷したものである。

61 10101 2
10～

29

2017 11
14～

15

勤務終了間際、長靴の洗浄の為、流し場に洗剤を取りに行った

際、流し場手前の鉄板の上で横すべりし、横倒しに転倒した。

その際、右腕を強打し、痛みと痺れがあったが、間もなく勤務終

了したため、直ぐに帰宅し、医療機関を受診したところ、骨折と

の診断を受けた。

55 10109 2
50～

99

午後の日課で創作活動中、特に動きの活発な重度の女性利用者52

才、支援区分6を見守りしながら支援していたところ、作業室に



2017 11
15～

16
ある椅子を倒し始めた。 他の利用者が怪我をしないように制止

しようとして、利用者の所に駆け寄ったところ躓き転倒し右肩を

骨折した。

59 130201 2
100～

299

2017 11
14～

15

介護施設の和室にて、袋入りの皿を片付けようと小上がりを上が

ろうとした。 手摺りを握り、右足を小上がりに上げ、左手に力

を入れようとした際、手摺り支柱のガタツキ及び右足の滑りによ

り、右側方向に回転しながら倒れ込み、両手を受傷し、前差し歯

を破損した。

64 80409 2
50～

99

2017 11 8～9

店内のトイレに行こうとして走って行った為、足がもつれて躓き

転倒した。 コンクリートの床に勢いよく転倒して右手側全体を

強打した。 痛みがひどく病院で診察したところ右肩の骨を骨折

していた。

52 80209 2 1～9

2017 11
11～

12

店内の通路にて訪問客から商品の注文を受けて、商品を取りに移

動した。 店内の床が外の雪で濡れており、机の脇を曲がったと

ころで側方に転倒し、右肘を床にぶつけて骨折した。

59 80209 2 1～9

2017 11
9～

10
通路（建物外）で雪及び凍結のため滑り転倒した。 61 140101 2

50～

99

2017 11
9～

10

従業員にお茶を出すため、サンダルを履いてお茶菓子を持って運

んで母屋に戻ってくる途中、転んで左足の膝の下の骨にヒビが

入ってしまった。

65 10105 2
10～

29

2017 11
19～

20

構内下請自社工場内において所定労働時間内通常業務中、ラック

に製品を納め持場へ戻る為、扉を閉めようとして壁際に設けられ

たL鋼に躓き転倒する際に、前方に倒れたため両腕を体の重みで

負傷した。

47 10101 2
100～

299

2017 11
12～

13

被災者はお昼休憩のため、配達先から帰局し地下駐輪場へ自転車

を止めた。 自転車から降りようと自転車にまたがった状態から

右足を床についた時、床に付着していた汚れに足を滑らせ膝を
39 110101 19

100～

299



捻った。

2017 11
19～

20

退勤しようと休憩室の扉を開けて出た際、足が絡まり転倒した。

顔、肩を床に打ちつけてしまった。
56 80209 2

10～

29

2017 11
14～

15

スタンド内で4tローリーに軽油の積み込みをし、終了後、計量機

のホースノズルを持って、トラックの荷台から、降りようとした

時に、滑り落ち、踵から着いてしまった。

70 170209 2
100～

299

2017 11
14～

15

派遣先の敷地のゴミ置き場内で転倒した際尻もちをつき、左手首

が身体の下になり重みがかかった為、左手首のくるぶしを骨折し

た。

70 160101 2
10～

29

2017 11
10～

11

キャディ業務中、アウトコース7番ホール、左ドッグレッグでお

客様の打った球が、右のOBゾーンに飛びボールを確認しに行っ

た際、右足の脹脛を痛めてしまった。

60 80209 2
10～

29

2017 11
23～

24

Dコース正面出入り口付近において、騎乗調教中、該馬が突然暴

れ前方にいた別の馬（蹴り癖があった）に近付いた際に、蹴ら

れ、右足脛（脛骨、腓骨）を負傷した。

62 50101 2
50～

99

2017 11
17～

18

第1工場加工室の架台上で、缶に入った原料の水飴を釜に投入

し、缶の中を洗うためにホースで温水を缶の中に入れていて、温

水が缶から溢れて長靴の中に入る危険性を感じたため、持ってい

たホースを動かしたところ温水が長靴に入り、右足内面の足首下

に8×6㎝程度皮膚が剥がれる火傷を負った。

59 80201 2
100～

299

2017 11 6～7

工場で麺を製造する機械を作動中（豚骨ラーメンの麺を製造

中）、麺機のラインの最終工程で生地をラーメン用にカットする

裁断機の部分にストップボタンを押さずに手を入れてしまったた

め指がカッターで切断されてしまった。 上手くカットされず繋

がって出てきてしまう麺があったので何度か機械を停止したもの

の、停止→修正→停止→修正を繰り返した後、最終的に止めずに

手を入れた。

70 140101 2
50～

99



2017 11
12～

13

車が農道から路外に逸脱し、車から降りて畑を歩いていたとこ

ろ、暗くて側溝に気付かず、落ちてしまい、左足踵の骨折と顔面

を損傷した。（帰社途中）

59 10109 2
100～

299

2017 11
14～

15

被災者は、配達のためバイクで走行中、前方の車を避けようとし

てバランスを崩して転倒し、胸と右足を負傷した。
65 80209 2

30～

49

2017 11
13～

14

新設予定工場に出張し、コンプレッサーの設置作業中に、階段下

のスペースにもぐろうとして屈んだ際、階段の側面板に頭をぶつ

けてしまい、裂傷を負った。

42 140301 2
50～

99

2017 11
13～

14

営業打ち合せの為、車で移動中、車がスタックした為、ギアを

ニュートラルにして車外に出て車を押したところ、車が緩やかな

土手を滑り落ちてしまい、止めようとしてドアに挟まれたまま滑

り落ちた為、胸を強打し負傷したものである。

57 30201 2 1～9

2017 11 8～9

事業所内厨房で、調味料の計量後、調味料のボトルを片付けよう

とした時、しゃがんでボトルを取ろうとしていた社員に気が付か

ず、衝突しそうになった為、避けようとバランスを崩し転倒し

た。 作業台に右手上腕を強打し、骨折する。

45 30106 2 1～9

2017 11
16～

17

店のバックにて、キャベツの芯を取り除く作業の為、左手でキャ

ベツを押さえ、右手で包丁を持ち、包丁の先端で芯を取り除こう

としたところ、誤って左手親指第一関節部分を裂傷し、腱断裂を

負う。

58 10109 2
300～

499

2017 11
12～

13

農道（センターライン無しの片側1車線）を走行中、交差点に差

し掛かった際、右後方よりスピードを上げて交差点に突入してき

た相手方車両に追突され、頸椎を捻挫した。 相手方は一時停止

不履行であった。

59 170201 2
100～

299

2017 11
11～

12

当社派遣先工場内にて被災者と当社派遣労働者との間で仕事上の

指摘（作業対応に関して動作が遅い等）をされた事で口論となっ

た。 その際に被災者は複数回、平手や拳で殴られたりしたため

顔面等を負傷した。

45 11301 19 1～9



2017 11
9～

10

開発工事（宅地造成工事）現場で、道路工事の側溝（U字溝）を

布設するにあたり、U字溝の内側に目印のテープを清掃しながら

貼る際に、目にゴミ（破片）が入り角膜に傷が付いた。

47 40301 2
10～

29

2017 11 8～9

仕上げ部署ベルパック帯掛け機にて、品物を帯巻き作業している

最中に事故が発生した。 品物の帯がほどけ、ばらけた品物を集

めている最中に、次の品物が流れて右手を機械に挟み込んでし

まった。

73 30202 2 1～9

2017 11
20～

21

構内で、トラック運転席から降りる際に足を滑らせ、強く着地し

た。 衝撃で右足膝の靭帯を痛めた。
61 130301 2

10～

29

2017 11
15～

16

厨房内で排水溝の掃除を始めようと蓋を開けた時、腰を捻挫し

た。
53 130201 2

300～

499

2017 11 7～8
自転車で出勤した際、店舗敷地内駐車場に張っていたロープに気

付かず、引っ掛かって転倒してしまい、左肋骨を骨折した。
56 10104 2

300～

499

2017 11
21～

22

第一加工場の葉物作業場で、作業開始準備でラップ機を温めるた

め電源を入れており、その電気コードを、転倒防止のため、床に

貼り付ける作業前、準備中に、自ら浮いた電気コードに足が引っ

掛かり転倒し、支柱で頭部を打撲し、左頭部の眉と目の間を切る

怪我を負い、左膝も打撲した。

62 140201 2
30～

49

2017 11
18～

19

居室内を霧吹きで噴霧中にベッドの角に右肘をぶつけてしまい、

転びそうになったので左足でバランスを取ろうとしたが取れず、

前に向かって転倒してしまった。

45 140201 9
10～

29

2017 11
14～

15

被災者は木造建物平屋の解体作業の重機手元・相番作業に従事し

ていた。 その日、解体途中のフロアで残材を撤去する為に当該

場所に立ち入り作業をしていた際、隣接エリア（同建物）の解体

をしていた重機の振動により、天井の仕上材（木下地＋ラスモ

ル）が落下し右前腕、右足に当たり被災した。

67 130201 2
50～

99

16～
作業場で翌日の現場の準備で足場板を運んでいたところ、誤って

30～



2017 11
17

転倒して右手をついた際に担いでいた足場板を右手に落としてし

まい負傷した。

53 130201 2
49

2017 11
13～

14
店内で脚立を使用している時、登ったところから落下した。 49 80409 2

100～

299

2017 11 7～8

サービス利用者宅台所にて、調理後に生ゴミを捨てようとして、

台所は狭く、シンクと後ろの食器棚は1m位しかなく、左後方の

ゴミ入れを取ろうとして腰を捻ってしまい痛めた。

30 130101 1
300～

499

2017 11
14～

15

合材工場において、ダンプの荷台で合材にシートを掛ける作業が

終わりダンプから降りる時、ステップから滑り落ちた際、右膝を

強打負傷したものである。

64 10101 2
100～

299

2017 11
13～

14

場内入り口から製造現場に出る為の鉄扉の先にある樹脂製の段差

プレートで足を滑らせ転倒した。
59 10109 2

100～

299

2017 11
10～

11

工場内にてサブレを仕込むためミキサーに材料を入れるため踏み

台に乗っていたおり、降りる際に踏み外してしまい左膝を強打

し、負傷してしまった。

64 30309 2
100～

299

2017 11
15～

16

夕刊配達中、5階建て団地の読者宅へ新聞を投函し、階段を下り

る途中に足を踏み外した。
72 150101 2

500～

999

2017 11
18～

19

バックにて段ボールをゴミ庫へ運ぶ際に、途中のグレーチングの

蓋が開いていることに気付かず、左足から落下し、左足脛に挫創

を負う。

70 80209 2 1～9

2017 11
17～

18

トイレに行こうと厨房を出たところ、廊下のマットの上で靴に躓

き転倒した。 その際、右膝を打ち骨折した。
52 80109 2 1～9

2017 11
16～

17

第3工場センターレス室で心金製品の外観検査を行っている時

に、袋詰めされた製品1袋（重量2～3㎏）を椅子に腰掛けたまま

持ち上げた際、背中に激痛が走った。 3日程度自宅で療養した

後、病院で診察してもらった結果、「胸椎圧迫骨折」と診断され

た。

67 10101 2
300～

499



2017 11
20～

21

解体現場において産廃コンテナ内のトンパックの中身をあける為

クラッシャーでトンパックの裏の紐が掴み易いようにトンパック

をクラッシャーで動かしていたところ、被災者が不用意にクラッ

シャーが紐を掴み易くする為にコンテナ内に手を入れてしまい、

クラッシャーの横腹とコンテナに手を挟まれてしまった。

59 130301 2 1～9

2017 11 6～7

お客様宅に3人掛けソファーを2名で搬入する時、玄関に入る前の

庭が工事中のためシートが敷かれていて、地面が平らでない所で

足をとられてソファーを落としそうになるところ踏ん張ったた

め、左膝を痛めてしまった。（左膝のお皿と裏側） 数日足をか

ばいながら作業して様子を見たが治らないのでマッサージに行

き、病院に行くように勧められた。

23 50101 2
10～

29

2017 11
17～

18

キッチンの洗い場で、後片付けの為に冷板を拭いていたところ、

洗い場のカゴの中にペティナイフがある事に気付かず、タオルが

ナイフに引っ掛かりナイフの刃が上を向いてしまい、そのまま右

手親指下の所を刺してしまった。

55 130201 19
50～

99

2017 11
15～

16

会社の資材ヤードにて部材用ラック（ユニットという）を組み立

て作業中、縦の支柱（約2m）に横手摺り（1.2ｍ、3.3㎏）を高

さ1.8mの部分に取り付ける際、左手で手摺りを逆手で支持し、

ハンマーで支柱に手摺りを打ち込んだ際、誤って左手小指先端部

分を叩いて負傷した。

65 11209 2 1～9

2017 11
13～

14

訪問介護先（1人暮らし、要介護1）で、掃除・調理の作業をして

いる時に玄関チャイムが鳴ったので玄関に行った際、上がり框で

足を踏み外した。 “ボキッ”と音がし、痛みを伴ったため事務

所に連絡を入れ病院へ行った。

57 130201 3
10～

29

2017 11
9～

10

配達後、車両に戻る際、道路の段差に躓いてしまい転倒した。

地面に着く際に右手から倒れた為、右手の薬指と小指の第3指の

部分を骨折してしまった。

36 40301 2
100～

299

工場旧HB棟、旧発送棟間の歩行者通路（グリーンベルト）にお



2017 11
22～

23

いて、正門を出たところのバス停に向かって移動中に、バスに乗

ろうと急いで小走りをしていた際に、バランスを崩して左足を捻

り、負傷した。

45 10701 19
500～

999

2017 11
15～

16

店内キッチンにて茹で麺機の前を通った際に足を滑らせ転倒し、

同時に排水溝に足をとられバランスを崩して骨折（ひび）した。
58 140201 2

30～

49

2017 11
13～

14

社命により、届け出を終え歩いていた時に、雨に濡れた格子状の

鉄板の上で足を滑らせ、道路上に転倒した際の衝撃で腰を痛めた

ものである。

65 170209 2
10～

29

2017 11
12～

13

介護サービス中に雨が降ってきたため、ベランダに干してあった

まな板を取り込もうとし、距離が近かったため右足はベランダで

左足が室内にある状態で取り込もうとしたら、滑ってしまい右足

は前へ左足は外側に曲げた状態で転んでしまった。

64 130201 2
100～

299

2017 11 4～5
第二教室で後片付けをしている時に、Pタイルの床に水が少し

滴っており、気が付かずに滑って左手をついて骨折した。
59 170209 2

10～

29

2017 11
16～

17

病室にて吸引用ボトルの水を交換した際、洗面台の傍に置いてあ

る空気清浄機のコードに引っ掛かりボトルを持ったまま前屈みで

転び、その際腰を強打する。

64 130101 2
100～

299

2017 11
11～

12

お客様宅を出て、自転車を停めていた場所に移動する際、段差に

躓き転倒し、左足を地面に強打した。 左膝に切り傷・あざ、左

足くるぶしに腫れが見られるも2件ケアに行き、腫れが悪化して

きた。 左足くるぶしの骨折と診断された。

49 130201 2 ―

2017 11
11～

12

防滑用シューズを履き、手ぶらで洗い物引き下げ業務中、汚れた

食器を取りに厨房からホールに出る際、仕切りの段差に足が引っ

掛かって、食堂ホール側黒マットに1歩目は左足から着地。 斜め

に着地したので重心が右側に寄ってしまい、2歩目は右膝から床

面に痛打転倒。 外傷は特になく立ち上がり当日は通常業務した

が、翌日から痛みを感じた。 翌月、膝が腫れ水が溜まりMRIで傷

病確定となった。

61 140201 2 1～9



2017 11
10～

11

空調改修工事の屋上にて配管撤去後すぐに機器搬出段取り確認の

ため、エキスパンドメタルを歩行した時、床開口（直径約25㎝）

に右足が入り脛を挫創した。

63 170101 2
100～

299

2017 11
16～

17

マンション改修工事現場で、駐車場への塗料飛散対策の為、車両

のカバーがかけてあった。 居住者が車両を出すのに、カバーを

外していたので、誘導及びカバーを回収しに行こうとした際に、

足がもつれて転倒し、骨折した。

61 170201 2 1～9

2017 11 8～9

就業場所敷地内の入口付近で、取引先の方がいたため、挨拶をし

ようとした時、花壇のコンクリートの縁に足を引っ掛けてしま

い、バランスを崩し転んでしまった。 咄嗟に左手をついたこと

により、左手首の骨折となった。

72 11709 2
100～

299

2017 11 8～9

建物の外通路にてダンボールをまとめ集積場へ収める為に内部へ

入る時に段差（2段）があり、足を滑らせ転倒した。 しばらく

（2～3分）起き上がれず、じっとしていた。 （病院へ応援手伝

いに行き、その現場で怪我をした。）

48 150101 2
10～

29

2017 11
23～

24

駅貨物列車入線ホームにて、貨物列車の台車替えしをし、台車替

えし終了後、元に戻る為に貨車の反対側に戻る際、貨車からホー

ムに降りる時、貨車から降りて右足を地面に着地した際に段差の

ある場所に足を着地させ足首を捻った。

30 50101 19
30～

49

2017 11
9～

10

事務センター内で、宅急便の当番の為、シャトルバックの荷物を

各担当のCSへ配ろうとして、机を左に曲がった時に、下にあった

ダンボールの荷物に、足を躓き、右足の甲の骨を3本骨折した。

シャトルバックの中の荷物を仕分けしている時に、業者が宅急便

のダンボールを数個配っていたが、左を曲がってすぐ角に置いて

あるのには気付かず、転んでしまった。

60 90103 2
100～

299

2017 11 7～8

派遣先において、3直勤務時間の最後に乾燥機の状態を確認する

ために、F3形成化室から乾燥室に手に何も持っていない状態で歩
37 170101 2

500～



いて移動していたところ、足を滑らせてでん部から転倒し受傷し

た。

999

2017 11
11～

12

被災者は当社実業団ハンドボール部に所属しており、当社事業所

体育館にて練習中、ミニゲームを行っている際に、こぼれたボー

ルを他選手と競い合い左肘を打撲、出血した。 その後試合や練

習に参加したが、後日、夜に傷口が腫れ痛みを伴い、翌日クリ

ニックを受診した。 その日の夜には発熱もあり、翌日入院と

なった。 左肘の傷がもとで、皮膚感染症に感染した。

31 170209 3
100～

299

2017 11
17～

18

お客様宅に商品説明の為訪問中の事故である。 お手洗いを借り

ようと玄関先を歩いていたところ、足元が暗くて30㎝程の段差に

気付かず踏み外し、右足を外側に捻って尻餅をついて後ろに転倒

した。 右足甲亀裂骨折、臀部痛み、両肘・腰・頭部の打撲と

なった。

57 90103 2
30～

49

2017 11
11～

12

事業場の倉庫で道具の整理作業中、ハンドミキサーを運んでいる

時、地面の段差に気付かず爪先が段差に引っ掛かった拍子に転倒

した。 その際、地面に右手をついた衝撃で手首を骨折してし

まった。 受傷当日は痛みが大きくなかったため作業を継続した

が、翌日腫れて痛みが増したため自宅傍の病院で診察を受けた。

69 30209 2 1～9

2017 11
19～

20

帰宅の為、構内駐車場に向かっていたが老眼の為、メガネを外し

て携帯電話を操作しながら歩行していたため誘導路入口の段差に

躓き倒れ込んだ際に、左足で転倒を防ごうとしたが落ち葉があり

踏ん張れず体勢を崩しながら左足を軸に捻るように転倒し受傷し

た。

54 120109 2
100～

299

2017 11
16～

17

帰宅しようと従業員出入り口を出たところ、段差で足を踏み外し

捻ってしまい、左足を捻挫した。
54 80209 19

100～

299

2017 11
16～

17

コンビニエンスストア店舗内にて納品された商品（パン）を売場

の商品棚に陳列作業中、一緒に作業していた他の従業員が移動す

るのを避けようとしてバランスを崩して躓いてしまい、そのまま
65 80209 3

30～

49



膝を床についた為、受傷した。

2017 11
11～

12

ミーティングの為、中華レストラン個室へ向かう途中の社員用

バック通路を歩いていた時、通路に油か水かが落ちていてそこで

右足が滑って転び左手が廊下についてしまった。 左手親指の付

け根辺りがとても痛く力が入らない状態になった。

52 140101 2
100～

299

2017 11 6～7
駐車場よりクラブハウスへ向かう途中、急いでいた為、足がから

まり転倒し、右肘をつき負傷した。
56 140301 2

50～

99

2017 11
18～

19

当社内で、インストラクター業務を終え、女性ロッカー室内の

シャワー室でシャワーを浴び、ロッカー室に戻った際、水気の

為、誤って足を滑らせて転倒した勢いで、床に右肘を強打して受

傷した。

69 120109 2
30～

49

2017 11
17～

18

お客様送迎時、お客様のご自宅玄関に段差があり転倒した。 気

付いた時には顔面を強打しており、詳細は覚えていない。
60 130201 2

10～

29

2017 11 7～8 15㎏の荷物を運ぶ途中バランスを崩し転んでしまった。 68 11509 2
10～

29

2017 11 8～9

職場において、清掃作業中本人は何も持っていない状態で、階段

を2階から3階へ登る時に膝がグキッとなった。 後日に病院へ行

き診察、右膝関節捻挫、左膝関節骨折、及び両膝外傷性関節炎と

診断された。

68 150109 19
500～

999

2017 11 0～1

当事業所食品館の鮮魚バックヤードの入り口において、お客様か

ら発泡スチロールの空き箱を頼まれたため、鮮魚バックヤードま

で取りに行き受け取り、外に出たところ床が水で濡れていたため

滑って転倒した。 左膝をついた状態で転んだため左膝膝蓋骨に

ヒビが入る怪我を負ってしまった。

56 80209 2
50～

99

2017 11
16～

17
配達後戻る際に路面の段差に躓き左足首を捻って負傷した。 25 110101 3

300～

499

倉庫で助手と二人で荷物を運んでいる時に床に置いてあったパ
50～



2017 11 7～8 レットに躓き、尻もちをついた。 その際、背中をパレットにぶ

つけて右大10肋骨を骨折した。

41 40301 2
99

2017 11
14～

15

引越現場のお客様宅敷地内の入口付近でダンボールを手に持って

運搬中、足元のコンクリートの段差に躓き前方に転倒した。 そ

の際右手を地面に着いて右手骨折をした。

20 40301 2
10～

29

2017 11
10～

11

小学校改修工事において、現場確認のため、体育館内に入る際、

スロープ状に設置してあるアルミ製の足場板を踏んだところ、足

場板が跳ね上がり、左手に強打し、負傷したものである。

38 30301 2 1～9

2017 11 0～1

工場1F、2号プリンターにて製品加工清掃作業終了後、機械から

導布（ライナー）を外す作業を行っていた。 繰り出し側で導布

を切った後、巻き取り側に移動し巻き取りを開始した。 その

際、導布が弛まないように導布の端部を押さえに繰り出し側へ

走って移動した。 勢い余り右足が滑り転倒し、その際に残った

左足に体重が掛かり足首を骨折した。 （全治6週間）

62 10609 2
50～

99

2017 11
11～

12

店舗厨房から売場へ移動中、試食用ナイフ・まな板・皿を持って

扉を開けた際、近くに立て掛けてあったメンコン台車が転がり躓

き転倒した。 左足首を捻り挫傷した。

36 80209 2
10～

29

2017 11 8～9
サービスカウンターから事務所に移動中、水産売場前の床マット

に靴が引っ掛かり左肩より転倒した。
46 80209 2

100～

299

2017 11
14～

15

2階飲料売り場にて、2段台車を使い飲料を補充していた。 その

後、台車にダンボールを置きに行く途中、バランスを崩し転倒

し、左手小指をつき骨折した。

56 80209 2
100～

299

2017 11
13～

14

当事業場の洗い場からドリンカーにグラスを運ぼうとしていた。

その際、誤って足を滑らせて転倒し、足を捻ってしまったもので

ある。

26 140201 2
30～

49

2017 11
12～

13

店舗パン什器前で、パンの品出しの時、パンバットを右手に持っ

て何も障害物が無い所で躓き転倒し右膝に受傷した。
56 80201 2

50～

99



2017 11
14～

15

売り場内、入荷商品の確認のためにレジ内のパソコンまで行く途

中、転送作業中のダンボールの角に足がぶつかり、躓いた。 体

勢を崩し、踏ん張り、負荷がかかり骨折した。

58 80209 2 1～9

2017 11
10～

11

当社派遣就業先の特別養護老人施設浴室にて利用者の入浴介助

中、用意が整ったので利用者を迎えに風呂場から脱衣所に歩いて

移動中に排水口の辺りで足を滑らせ後ろに倒れるように転び咄嗟

に頭部を守ろうとして、でん部と右手を強打し負傷した。

62 170101 2
50～

99

2017 11
10～

11

事業場内利用者用浴室にて、入浴介助を行っていた。 浴室から

脱衣所にスリッパを履きながら移動したところ、出入り口に敷い

ていたバスタオルが濡れていたため足を滑らせ転倒した。 転倒

の際に、右手首付近を臀部で踏んでしまい、受傷した。

62 130201 2
30～

49

2017 11
11～

12

工場内で、バインダーを見ながら歩いていて、躓いて、転んで骨

折をした。
52 10102 2

50～

99

2017 11
10～

11

印刷用の版を持って工場を歩いていた時に床に置いてあった印刷

物が目に入っておらず、躓いて転倒した。 右膝から倒れ込んで

大腿骨を骨折した。

50 10701 2
10～

29

2017 11 7～8

会社敷地内の物置小屋から荷物（30㎝×25㎝×15㎝）を搬出中

に、地面にあった角材（90㎝×10㎝×10㎝）を踏み転倒し、左

中足を骨折した。

59 30209 2
10～

29

2017 11
13～

14

調理場で、手前の洗い場から奥の洗い場へ戻る際、コンベクショ

ンオーブンの前で滑って転び、そばにあったごみ箱（高さ51㎝

×39㎝×27㎝）の中に左手が入り体を反った状態で背中をごみ

箱の縁にぶつけ左の肋骨骨折と右足下部を捻挫した。 滑りにく

いサンダルを履いていたが、床がオーブンから出た水滴で濡れて

いたのと小走りで戻っていたため滑って転んでしまった。

64 140101 2 1～9

夜間巡回の為、療養室（多床室4人部屋）へ訪問し、ご利用者の

排泄介助・巡回を終えてサービスステーションへ戻ろうとした

際、ご利用者用のベッドから転落緩和の為に設置していたマット



2017 11
23～

24
レスに躓き、両手を上に上げた状態で倒れ、右肩を下に打ちつけ

てしまった。 その後、仮眠の時間だったので、横になったが痛

みが治まらず、夜勤看護に指示を仰ぎ、勤務終業後受診したとこ

ろ、骨折していた。

50 130201 2
100～

299

2017 11
11～

12

日配・塩干部冷蔵庫内にて塩干冷蔵庫の清掃中、庫内の床が濡れ

ていたため、足を滑らせバランスを崩し横の8段カートに背中を

強打した後、転倒した。

65 80209 2
50～

99

2017 11
16～

17

12番ピットで、工具を取りに行くために、走ってリフトの上を横

断しようとアーム部（リフトより少し高くなっているところ）の

段差に右足を乗せて体重をかけた時に、段差に乗り損ない、足首

を捻ってしまった。

39 80209 19
30～

49

2017 11
14～

15

利用者と一緒に消防訓練を行った。 利用者を抱きかかえて非常

口の段差をおりるという訓練時、バランスを崩して利用者を抱き

かかえながら倒れた。

38 130201 2
30～

49

2017 11
10～

11

ホテル内の和食レストラン厨房内で皿等の格納作業中、通路に置

いてあったダンボールに足を引っ掛け転倒した。 転倒した際に

膝から転び床面に膝を強打した。

75 140101 2
50～

99

2017 11
21～

22

プラットホームを歩いていた時、電気が消えて暗かった為スロー

プの角で躓いて転倒し、左膝蓋骨骨折してしまった。
65 10109 2 1～9

2017 11
9～

10

製作所従業員玄関内を移動中、右足が滑り転倒した際に左足で体

重を支え踏ん張ろうとしたところ、支えきれず左足首、左膝を負

傷した。

56 150101 2
30～

49

2017 11 8～9

勤務先の現場のバックヤードで従業員通用口から作業員詰所に向

かおうと急いで走っていた時に、通用口とバックヤードを仕切る

扉前に敷かれていたマットの縁のゴム部分とマット本体に切れ目

によるつま先が入るような隙間が発生した。 急いでいたために

この隙間に気付かず、右足を引っ掛けて前方に転倒し、右肩を強

74 150101 2
100～

299



打した。

2017 11 1～2

コンベアーに生地を流す作業が終了した為、オペレーターから生

地を取り除くためのヘラを持って来るように依頼された。 ライ

ンが止まってしまう恐れがあったので急ぎ足で歩いていた為、コ

ンベアーのコーナーの所で滑って転倒する。 その際に床に設置

してあるゴミ箱の縁に、左脇腹を打ちつけてしまう。

58 170101 2
100～

299

2017 11 1～2

工場菓子製造課ミルクレープラインにおいて、被災者が作業で使

うヘラを取りに急ぎ足で歩き角を曲がったところ、左足を滑らせ

転倒してしまった。 その際、その場にあったゴミ箱に左脇腹を

ぶつけてしまい負傷した。

58 10104 2
500～

999

2017 11 8～9

資材倉庫にて材料運搬中、踏板を背負って歩いていたところ地面

がぬかるんでいたところを歩いてしまった為に滑ってしまい、右

足首を捻った。

22 80409 19 1～9

2017 11
16～

17

ガラスクロスにヒートチューブを縫い付ける作業をしていた。

糸くずが手について払っても取れなかったため2メートル程離れ

た場所にあるエアーガンで払って作業場に戻ろうとした時、床に

這っていたコードに足を取られ転倒した。 その際、左手を床に

ついて庇ったところ負傷した。

59 10902 2
50～

99

2017 11
12～

13

出社の為、駐車場に自家用車を止め歩行中、後方から接近する車

の音で自分に近付いてくるように感じ、咄嗟に左側に避けた際、

側溝に左足を落とした。

43 30301 1
50～

99

2017 11
13～

14

当社において清掃作業中であった。 ベッドの掛け布団を外し床

に置いた後、バスルームのタオル類をセットする為バス内に入ろ

うとした際、足元の掛け布団のカバーに足元をとられ体勢を崩し

て前屈みに転倒しユニットバスの入口の一段上がった段差のある

床に額を強打し負傷した。 被災当時、フロントで絆創膏をもら

い傷口に貼って仕事を続け数日後、顔面が青くまだらに変色して

きて、また、頭部から首にかけてだるさが感じられたので後日受

54 140101 2
10～

29



診した。

2017 11
11～

12

物流構内作業中に、資材を取りに行く際、仕切りの段差に気付か

ず、足をひねり、そのまま昼まで作業を続けたが、痛み始めた為

早退し、自宅で様子をみたが、痛みを感じた為、夜間に病院に行

き、診察を行ったところ、右足関節外側靭帯損傷、右膝関節捻挫

により6週間の加療を要すると診断された。

60 50101 19
30～

49

2017 11 7～8

駅の自転車置場から駅改札口へ向かう歩道がきちんと舗装されて

おらず、でこぼこになっていたため足がとられて右足が外側にガ

クッとひねり、剥離骨折した。 通勤途中ではない。

55 130109 2 1～9

2017 11
9～

10

送迎車の清掃をするために施設の玄関を出て車両に向かうとこ

ろ、玄関から続く足元の点字ブロックに躓き、バランスを崩しよ

ろけて転倒した。 その際に花壇に左手をつき負傷した。

66 130201 2
50～

99

2017 11
16～

17

外務事務に従事中、荷物の配達のため、お客様宅前に軽四輪車を

止め、玄関先へ向かう際、足場がぬかるんでいたため足をとられ

転倒した。 転倒した際、地面に右膝を強打した。 痛みはあった

がその日は病院へ行かず、翌日になっても痛みがあったため、後

日病院を受診したものである。

37 110101 2
100～

299

2017 11
10～

11

物流センター敷地内にて、積載車で公道に出ようとした際、忘れ

物に気づき、積載車から降り事務所に向かったところ、積載車が

動き出し、車両に戻ろうと走って行く途中転倒した。

62 80202 2
10～

29

2017 11
16～

17

現場作業終了後、当社駐車場で、会社トラックから現場で使用す

る道具を社用車へ移し、帰ろうとした際、資材置場と駐車場の段

差に躓き足を捻り左足第5中足骨を骨折する。 急いで帰ろうとし

て足下を十分に確認しなかったことが原因と考えられる。

50 170201 19
30～

49

2017 11
11～

12

工場に入ってすぐの通路で工場の外にあった台車にのったプラス

チックの箱（50×33×16㎝）を作業場内に入れる時、ドアの

レールに躓いて転び作業場のガラス戸に手をつき左手をガラスで

切った。

59 11204 2 1～9



2017 11
10～

11

幼稚園内の厨房内で園児の昼食を調理中、足を滑らせ転倒し骨折

した。
64 120109 2

100～

299

2017 11 8～9

工場内作業場から駐車場に隣接する荷出しホールへ朝礼のため向

かう途中、通路が水で濡れていて滑って転んだ。 転んだ際、右

手をついた為右手首を骨折した。

60 10101 2
50～

99

2017 11
10～

11

休憩時間にトイレへ行こうとした際に、急いでいたため小走りで

七段ある階段の一番上から下までジャンプをした。 着地した際

に右足を着いてから、左足で踏ん張ろうとしたところ、体重を支

えきれずに転倒し、左腓骨幹部を骨折した。

29 10109 3
100～

299

2017 11 7～8
被災者は出勤のため事務所前の廊下を歩行中に右足を出した瞬

間、前屈みに倒れ、両手を着いたが右足を捻り負傷した。
50 170209 2

100～

299

2017 11
9～

10

コース5番右法面でお客様の球を捜索中に足を滑らせ挫いた。 そ

の後痛みに耐えて業務を続行し、当日は病院が休みの為患部を冷

やして様子を見たが痛みが引かず、翌日診察を受け「左足関節外

側靭帯損傷」要加療3週間の診断を受けた。

19 140301 19
50～

99

2017 11
20～

21

宴会バックヤードを皿を持ちながら歩行中、床を補強したガム

テープに躓き、転倒し、左右の膝を打撲し、左膝2箇所にひびが

入った。

63 140101 2
100～

299

2017 11
17～

18

本社の敷地内において帰宅の際、ロッカーから出たところに物が

置いてあり、躓き転倒した。 その時に左腕を骨折してしまっ

た。 原因としては、暗くて足元が見えず、物があるのに気付け

なかったことである。

47 170101 2
100～

299

2017 11
17～

18

本社の敷地内において帰宅の際、ロッカーから出たところに物が

置いてあり、躓き転倒した。 その時左腕を骨折してしまった。

原因としては、暗くて足元が見えず、物があるのに気付けなかっ

たことである。

47 11203 2
30～

49

玄関での転倒事故である。 送迎車に装着する児童用のチャイル



2017 11
16～

17

ドシートを室内から運び出す作業をしていた。 チャイルドシー

トを両手で持ち玄関から出ようとした時、玄関外のスロープで躓

き、そのまま前方に倒れ込んだ。 その際左手を地面に着いたた

め左手橈骨骨折となった。 骨折などしていると思わなかったの

で、翌日に受診した。

58 130201 2
100～

299

2017 11
10～

11

倉庫内での怪我である。 預けてある当社在庫の茶葉を引き取り

に行った。 紙袋入り茶葉30㎏を肩に担いで自社のトラックに移

す作業中、歩いていた床面が10㎝ほど低くなる段差の場所で、右

足が床面に着いたと同時にぐらつきながら右斜め前方に倒れ込ん

だ。（履物は運動靴） その際右足の小指付け根がグキッとなっ

た。 右足甲の部分打撲、右足小指付け根骨折となった。

31 10109 2
10～

29

2017 11
20～

21

配送センターにてトラックをホームに接車し、ホームの階段を上

がり柱とホームの間を通る際、足を滑らせてホームから地面に落

下したものである。 その際、ホーム地面に右肘を強打し負傷し

た。 右肩も上がらない状態となる。

50 40301 1 ―

2017 11
14～

15

当社において、休憩を終え2階の持ち場へ行く前に休憩中の業務

用PHS指定置き場である4階職員カウンターにPHSを取りに行

き、カウンターとラックの間を歩きPHS置き場に右手を伸ばしな

がら左足を出し取ろうとしたところ、椅子の脚に左足を引っ掛け

転倒し、右手をコンセントに接続されたシュレッダーのプラグに

着き、樹脂部分が折れてコンセントに刺さったまま残っていたプ

ラグの平栓刃に右手が当たり受傷したものである。

27 130201 2
50～

99

2017 11
14～

15

工場内にて、人参の皮むき作業をする為に空のカゴ（約39㎝

×54㎝×34㎝）を手に持って移動した際、足元が見難かった

為、床に材料を置くパレット（高さ約10㎝）が置いてあることに

気付かず躓いて転倒した。 左膝を強打し負傷した。

65 10109 2
50～

99

2017 11
11～

12
両手に荷物を持ってゲートから降りた際に、右足首を捻る。 19 40301 3

30～

49



2017 11
11～

12

資材センター桟木置場において、桟木整理の作業中に?=4ｍの束

ねた桟木15本位を相番（2人）で運搬移動をする際に、地面上に

置いてあるバタ角に躓き、後方に桟木を持ったまま転倒した。

その時、地面に背中と腰を強打して被災した。

39 30309 2 1～9

2017 11
11～

12

物流構内作業中にて、資材を取りに行く際に仕切りの段差に気付

かず、足を捻り、そのまま昼までは作業を続けたが、痛み始めた

為、早退し、自宅で様子をみたが、痛みを感じた為、夜間に病院

に行き、診察を行ったところ、右足関節外側靭帯損傷、右膝関節

捻挫により、6週間の加療を要すると診断されたものである。

60 170101 3
100～

299

2017 11 8～9
営業所内で出勤手続きをする際に、足を滑らせて転倒し受傷し

た。
67 90103 2

30～

49

2017 11
14～

15

工場内にてアルミL型材料の切断運搬作業中に、1.57ｍに切断し

た材料2本束を所定の位置に運ぶ途中、2号機手前のクレーンの

レール（高さ約1㎝）を踏んでしまい、左足首を捻って捻挫した

ものである。

21 11509 3
30～

49

2017 11
12～

13

ダンプの荷台で作業して梯子階段を下りて地面のコンクリートの

段を踏み外して、足首を捻って骨折した。
58 40302 19 1～9

2017 11
11～

12

お客様をお迎えに行き、お客様が手に荷物を持って見えたので、

店舗ドアを開けるため、タクシーを降りてドアを開けて、お客様

をタクシーまでお連れして、タクシーのドアのカギとトランクを

開けるために運転席側に戻る際に足を滑らせて転倒し、左膝を地

面に打ち付けてしまった。

44 40201 2
50～

99

2017 11
16～

17

夕刊配達中、配達を終え道路に停めた自転車まで戻る途中、庭の

砂利で足をとられバランスを崩し右足小指を負傷した。
61 80205 3

10～

29

2017 11
14～

15

駐車場にてトラックの荷台で作業をし飛び降りたところ、着地の

際にバランスを崩し左膝を痛めた。
45 170101 3

30～

49

大型ガスメーター組立職場にて、下ケースを両手で持ち上げ、作



2017 11
9～

10

業台まで運搬する際、足元が確認しづらい状態であった為、元々

置いてあった木製パレットに右足が躓き転倒した。 その時に

持っていた下ケースのエッジ部が、左手親指付根付近に当たり、

裂傷を負った。

29 11302 2
100～

299

2017 11
9～

10

大型ガスメーター組立職場にて、下ケースを両手で持ち上げ、作

業台まで運搬する際、足元が確認しづらい状態であった為、元々

置いてあった木製パレットに右足が躓き転倒した。 その時に

持っていた下ケースのエッジ部が、左手親指付根付近に当たり、

裂傷を負った。

29 170101 2
10～

29

2017 11 2～3

所内において、荷下ろし後の空コンテナをのせたカゴ台車を移動

させる作業をしていた。 台車を引きながら移動させていたとこ

ろ、不注意で台車の車輪が足に接触し、足がもつれて転倒した。

その際にカゴ台車が倒れ下敷きになり、首部を負傷した。

46 40301 2
10～

29

2017 11
20～

21

スーパー入店口（バックヤードと呼ばれる従業員専用入口）を出

てすぐの坂になっている所で歩行時に足を捻ってしまった。 暗

くて見通しが悪かったため、少し躓いたのが原因である。

54 80209 3 1～9

2017 11
17～

18

工場内で出荷場所から、ダンボール箱に入っている品物を運んで

いる時に、台車に足が引っ掛かり転倒して左足を負傷した。
70 10806 2

30～

49

2017 11
16～

17

施設内で業務終了後、下駄箱へ靴を取りに歩行していた時、バラ

ンスを崩し転倒し、剥離骨折となる怪我を負った。
50 130201 2

50～

99

2017 11
13～

14

事務所から現場に向かう時、雨が降っていて、事務所前で転ん

だ。
41 150109 2

10～

29

2017 11 8～9
ホールへ行く所のスロープで、タオルを取りに行く途中で、足が

滑って転倒し両手とお尻をついた。
68 140201 2

50～

99

資源回収ゴミ（トレイ、発泡スチロール）置場において、近くに

止めた2tトラックから降りて、資源ゴミの入っている球状の網袋

（直径約1m）を2個ずつ両肩に計4個を抱えトラックまで運ぼう
10～



2017 11 8～9 としたところ、バランスを崩し前方に転び右膝を道路のコンク

リート面で強打し負傷した。 当日は打撲程度と思い仕事を続け

たが、翌朝右足がポンポンに腫れ歩行出来なくなり診療に及ん

だ。

50 150103 2
29

2017 11
9～

10

パンコーナーにて品出し中に反対側の棚にも品出しをしようとし

て、振り返った際に、近くに置かれていたパン箱に躓き転倒し負

傷した。

66 10104 2
500～

999

2017 11
19～

20

クリニック内の受付窓口で移動中、椅子に足が躓き転倒し、歩行

困難となった。 そのまま病院で受診した結果、左股関節骨折で

入院、手術、リハビリ加療となった。

42 130102 2
10～

29

2017 11
16～

17

2階の食堂前の廊下を歩いている時、清掃中で洗剤が塗られてい

たため、右足を滑らせ尻もちをつき転んだ結果、勢いで右足が前

に伸び、右足太もも裏の筋肉を痛めた。

49 50101 2
10～

29

2017 11
15～

16

夕刊の配達のため、市道を自転車で走行中、前方から高校生数人

が自転車で向かって来たので避けようとした時に転倒した。 倒

れた場所に大きな石がありその上に倒れた際に左足をぶつけた。

71 80205 2
100～

299

2017 11
15～

16
倉庫内作業場で、電線を持って歩いて転倒して、骨折した。 54 30301 2 1～9

2017 11
14～

15

店の外にあるグリストラップの清掃を始めようとしたところ、蓋

がしっかりと閉まっておらず右足をグリストラップの中に勢い良

く踏み入れてしまい、脛の部分を裂傷した。

67 140101 2 1～9

2017 11
11～

12

事業所内の検査台にて作業中、2階のトイレに行こうと移動した

際、別の検査台前を通ったところ、検査台前の床に敷いてあった

検査員専用のマットに足をとられ、滑って転倒した。 倒れた際

に左手首をつき骨折してしまった。

59 11502 2 1～9

被災者は、駅にて、列車接近により構内踏切が遮断したため手前

位置で監視していた。 そこに女性のお客様が遮断棹を潜り、踏



2017 11
10～

11

切内へ侵入したため、直ちに踏切外へ出ていただくよう前に踏み

出したところ、右足アキレス腱に違和感があり、右足に力が入ら

なくなった。 その後、勤務を途中で交替し、病院でアキレス腱

の部分断裂と診断された。 なお、被災者は先々月の休日にビー

チバレーボール大会に参加し、その時の試合中に右足アキレス腱

を断裂したため、当月まで休業し、職場復帰し、その3日目に被

災した。

52 40101 19
100～

299

2017 11
9～

10

冷凍庫内で小分け作業の為、ピッキングをしている時に、床面が

滑り易くなっており、後方に転倒し、腰部、頭部を打撲、左股関

節を痛めた。 靴も滑り易かった。

61 10101 2
100～

299

2017 11
21～

22

勤務先の防災センター内で無人防犯センサーの設定確認作業中、

転倒しないランプがあり、その隣のランプを確認しようとした。

その際ランプが上の方にあり、見にくかった為、背伸びをしてい

たらバランスを崩し、滑って近くの机に右足をぶつけた。 その

後、数日たっても痛みがひかなかった為、後日に受診した。

63 170201 3
100～

299

2017 11
13～

14

派遣先事業所の運輸倉庫作業所において、昼食後、作業場へ戻る

際に雨で靴や地面が濡れていたため、リフト通行用の鉄板の上で

足を滑らせてバランスを崩し、右膝をついて負傷した。

53 170101 2
30～

49

2017 11 3～4

工場内で、スモッグルーム出入口下駄箱で靴に履き替えていた。

靴を履ききっていないにもかかわらず、脇見をして、左足を踏み

出し右足を踏み出した時、バランスを崩して転倒し負傷した。

61 11403 2
100～

299

2017 11
13～

14

駐車場で、車を停め入口に向かう時、横方向から聞こえた物音に

気を取られ、足元の車止めブロックに躓き転倒した。 転倒の際

に右足首打撲と捻挫、両膝に擦過傷を負った。

53 90101 2
30～

49

2017 11
18～

19

駅前駐車場にて、顧客を迎えるため、車を移動しようとした時、

夜で街灯がなく足元が暗かったため、隆起した地面に躓き、転倒

して顔面擦過、強打及び両手をつき負傷した。

55 80409 2 1～9

3直勤務時間の最後に乾燥機の状態を確認するため、F3形成化室



2017 11 7～8 から乾燥室に手に何も持っていない状態で歩いて移動していたと

ころ、足を滑らせてでん部から転倒した。

37 10109 2
50～

99

2017 11
10～

11

洗い場で、朝の荷物納品時に納品ケースを持った際、足が滑り転

倒し、支えようと咄嗟に左手を地面についた時の衝撃で、左手親

指から手首の付け根部分を骨折した。

63 140201 2
10～

29

2017 11
10～

11

当センターの情報・管理棟において、休暇手続きの確認・申請に

人事係へ伺う際、2階から1階へ下りる階段の踊り場で転倒した。

転倒時に左膝を強打したものである。 当時、階段は清掃直後の

ため、床が濡れておりそのため足を滑らせて転倒した。 翌日、

医療機関を受診したところ、左膝の膝蓋骨が2つに割れているこ

とが判明した。

37 120109 2
100～

299

2017 11
16～

17

お店（勤務場所1F）から4階駐車場へ行く時に、4階駐車場に水

が溜まっていて、誤って転倒し、左鎖骨、左肋骨を骨折した。
50 140201 2

10～

29

2017 11
15～

16

訪問介護利用者宅に向かう途中に、マンションを入ってすぐのエ

レベーターが開いていたので、乗ろうと走ったところ転倒し右膝

を負傷した。

67 130201 2
30～

49

2017 11
10～

11

鰆の焼き加工の為焼成機から流れてくる網を受け取る作業に従事

していたが、タイミングトラブルで網が機械から落ちそうになっ

ていたため、慌てて小走り気味で網を受け取りに行ったところ、

足元が滑りお尻から転倒してしまった。

56 10102 2
10～

29

2017 11 5～6

自宅から移動中、路上にて転倒した。 前方に向かって転倒して

おり、右足首、両膝、腰、右肩、両手首、右頬に強い衝撃を感じ

た。 むかつきなども感じた為、すぐに職場へ連絡をし、自宅へ

戻る。 早朝であった為、擦過傷の部位の消毒と、痛みを感じる

部位に湿布を貼付し様子をみる。 翌日にかかりつけ医、翌々日

に脳外科、整形外科を受診する。 日毎に身体のあちこちに痛み

を感じるようになる。 右頬を強打したせいか、頭が重く、

46 130201 2
10～

29



時々、目まいを起こしたり、気分が悪く、起きることが出来ない

日もある。 肩も上げると痛みがあり、重い物を持つことが出来

ない。 日が経つにつれ、少しずつ治ってくるであろうと診断さ

れ、湿布と鎮静剤を処方される。

2017 11
14～

15

マンションの玄関ホールでモップ掛けをしていた時に、濡れてい

る床で滑って転倒した。 左手をついた際に手首を骨折した。
69 150101 2 1～9

2017 11 8～9
出勤時に1F会社入口から入り、タイムカードを押しに行こうとし

た時に、床で滑って転倒、その際に右手を床につき、負傷した。
70 11209 2

10～

29

2017 11
16～

17

環境ごみ不法投棄収集作業中、足元の段差に気付かずに、段差を

踏み外し、転倒した。 地面で右脚を強打し、負傷した。 痛みは

あったがセンターに帰所後、動けなくなり救急車で病院を受診し

たところ、骨折が判明しそのまま入院となった。

56 150103 2
100～

299

2017 11
14～

15

工場内で台車から商品の運搬中スロープに商品を荷下ろしする時

に、転倒を防ごうと踏ん張った時に、スロープから足を踏み外し

右足首を痛めた。

26 11709 19
50～

99

2017 11
13～

14

資源ごみ収集3回目作業中、軒下ごみを収集するため、収集車の

右側後ろについて、積み込んでは前に進む流れ作業をしていた。

側溝をカバーしている鉄板に躓き、鉄板を固定しているビスで右

膝を裂傷し、左膝を地面に打ち付け負傷した。

50 150103 2
100～

299

2017 11
16～

17

中央処理場内、合流沈砂池において、水中ポンプ用電気ケーブル

接続作業中移動の際、床面の段差に躓き転倒したものである。

（翌朝に左足首に腫れと痛みがあるため受診した。）

66 11603 2
50～

99

2017 11
12～

13

利用者宅マンションから出ようとした際、前方から荷物を載せた

台車が入って来た。 道を譲ったところ、スロープの段差を踏み

外し、転落した。 痛みが引かなかったためその日のうちに病院

へ行った。

55 130201 2
50～

99

23～
店舗調理場内において、仕事を終え、帰宅しようとしていた。

30～



2017 11
24

調理場を通って店の外へ出ようとした際、床が清掃後で濡れてい

たため、足を滑らせ転倒し、左肩を打って負傷したものである。

73 140201 2
49

2017 11
19～

20

バックルームで、商品補充の為在庫品のキャリーケースを持ち上

げようとした際、パンプスのかかとが滑り、左足首を捻って第5

中足骨を骨折した。

32 80201 2
500～

999

2017 11 8～9

業者の班長さんに出発指示され、車に乗ろうとして、段差がある

所に躓いて転倒した。 その折、身体をカバーした左手指を骨折

した。

68 170201 2
10～

29

2017 11 8～9

講習受講のため、大学へ出張中、受講会場に入室する際、引き戸

サッシの段差に左足を打ち、躓いて転倒し、左第5中足骨を骨折

したものである。 当日は、痛みがあったが最後まで受講し、自

宅で湿布を貼り様子を見ていた。 翌日に腫れがひどくなってき

たため受診したものである。

40 130201 2
30～

49

2017 11 8～9
講演会のため出張中、Dr.と一緒に慣れない雪道を歩いていたと

ころ滑って転倒し、左肘を強打した。
48 170209 2

50～

99

2017 11
20～

21

厨房で、プレハブ冷蔵庫より、バットに入ったサラダを取り出す

ため中に入り、冷蔵庫から厨房へ移動する際に、床面に躓き、転

倒した。 両手でサラダバットを持っていて庇ったまま転倒した

ため、左側にある炊飯器の取っ手に顔が当たり出血した。

17 140201 2
10～

29

2017 11
9～

10

当社2階加工場において冷蔵庫への搬出入作業中、冷蔵庫から出

たところで足を滑らし左側面から転倒、左肩を打撲し、診療の結

果、肋骨骨折が判明した。

56 10102 2
50～

99

2017 11 8～9
事務室内で机上を拭こうとした時に椅子の脚に躓いて転倒し、腰

を打撲した。
74 40102 2

30～

49

2017 11
16～

17

原付自転車に乗って夕刊配達終了後、バイク置き場に原付を戻そ

うとした際、手前の坂でバランスを崩してフェンスにもたれ掛か

るように転倒、負傷した。

59 80205 2
10～

29



2017 11 8～9

機材センター内ヤード現場から返送されてきた機材の荷降ろし作

業中に被災作業はトラック荷台上に玉掛け作業員2名、地上に2名

とクレーンオペレーター1名で行っていた。 トラックには支柱

（4m）が2個×2段、その上にH400×7mが2本積載されていた。

支柱上でH400を玉掛けし、地切りしたところ、吊り荷が振れた

ため、避けるため支柱上（約3m）より飛び降りてしまった。

27 50101 3 1～9

2017 11
16～

17

半導体製造工程において、作業終了後、建屋1F出入口より退出し

ようとしたところ、玄関滑り止めマットに躓き前のめりになり転

倒し、1F出入口下り階段の角に右膝を強打し負傷した。

53 11403 2
500～

999

2017 11
13～

14

研究管理棟2階男子更衣室から工場棟の渡り廊下を清掃時作業員

の一人が洗剤を撒いていることに気付かず、足を滑らし、右足を

ひねった。

64 10803 2
100～

299

2017 11 5～6
構内駐車場において、車を停め徒歩で移動中に、仮置き資機材に

躓き転倒し、左膝蓋骨を骨折した。
49 11709 2

30～

49

2017 11 6～7
通勤時に自転車で店舗北側公園付近で転倒し、頭を打った。 気

分が悪いとのことで救急車で、病院へ搬送した。
71 150101 2

30～

49

2017 11
12～

13

訪問介護の利用者宅で活動終了後、玄関で靴を履こうとして玄関

土間と居室側の段差（約20㎝）で足を滑らせて転倒した。 転倒

した際、玄関土間で左足膝を強打し左足膝蓋骨を骨折した。

65 90209 2
300～

499

2017 11
10～

11

1Bゴーフル焼成室通路で、休憩室から職場に戻ろうと歩行中、角

を曲がったところで踵が滑り仰向けに転倒した。 お菓子の粉で

床が滑り易い状態だった。 転倒した際、左手を床につきその衝

撃で左肩を負傷した。

50 10104 2
100～

299

2017 11
14～

15

スリッパから安全靴に履き替える靴箱の周囲に敷かれたすのこの

隙間に躓いて転び、左胸の辺りを打ちつけた。
53 60101 2

100～

299

2017 11
9～

事業場内にて、朝、出勤して掃除等を行いその後更衣室で着替え

てバックヤードへ向かう途中に足を挫いた。 その後一度休憩室
37 80209 2

100～



10 に戻り、湿布薬を貼り業務に従事したが、歩くことが困難になっ

てきたため、病院にて受診した。

299

2017 11
18～

19

営業所構内において、作業終了後当日発生したゴミの入った袋を

施設から約20ｍ離れた場所にあるゴミ置き場へ運ぶ途中、ゴミ袋

と足が絡まり転倒し、前頭部と右肩を強打したもの。 原因：両

手にゴミ袋を持って小走りで移動していたこと（片方約2㎏）。

照明はついていたが辺りは薄暗かったこと。 以上の点から足元

が確認しにくい状況であったと思われる。

62 40301 2
50～

99

2017 11
10～

11

消防団分団立て替え工事西側フラットパネル下にて、杭養生の単

管建地設置の為、幅1m程度、高さ2.7ｍ程度の泥コンクリートの

上を移動していた。 この時根ガラミの跨ぎにくい所を控えの外

側から移動しようとした時に、次に使用する為に仮置きしていた

単管を固定している部材と誤認して掴み、姿勢を崩して腰から落

下し、腰上背骨に全治28日の圧迫骨折という怪我を負う災害が発

生した。

50 30201 1
10～

29

2017 11 8～9

食堂にて、利用者様の口腔ケアを行う為、向かう際ナースが朝の

服薬介助を行っていた時にこぼれていた水で滑り右足が前方に出

た状態で転倒、右足膝に痛みあり鎮痛剤を服用するも痛みは消え

ず歩行出来にくい状態が続く。

31 130101 2
500～

999

2017 11 8～9

右手にPCを持って1階フロアを会議室に向かう途中で、右手方向

から声を掛けられて振り向いたところ、足を滑らせて転倒し左膝

を強打した。 （災害発生時、床はモップ掛け後の乾きかけの状

態であった。）

60 11602 2
50～

99

2017 11
12～

13

その日の仕事が終わり、女子更衣室にて仕事着から私服に着替え

ようと更衣室に入ったところ、更衣室の床に置いてある高さ3.5

㎝のすのこに左足を引っ掛け転んでしまった。 その時片手に

ロッカーの鍵、片手に水筒を持っており手で体を支えることが出

来ず、うつ伏せに転んでしまった。 その時、左足膝をまずすの

55 80209 2
100～

299



こで打ち、次に3.5㎝下の床でも打ってしまい、膝の皿にひびが

入った。

2017 11
17～

18

事業所内から屋上へ塵取りを持ち出そうと移動していた際に、立

ちくらみが起こり、足元にあったスノコに足が引っ掛かり、前の

めりに倒れそうになったので、体を支えようとして両手と両膝を

ついた際に、左手をコンクリートの地面に接地し、加重がかかっ

た。 その後痛みと腫れが引かない為、病院で診察を受けたとこ

ろ、骨折との診断を受けたものである。

46 140101 2
10～

29

2017 11
10～

11

建物入口前、剪定も終わり、次の現場へ行くため強雨の中視界も

悪く、小走りで慌てていたため片付中に特に段差もないところで

躓いて転ぶ。 その際に両手（左手はグー）両膝をついて左手小

指を骨折する。 顎にも擦り傷、両膝は打撲する。

55 30199 2
10～

29

2017 11 8～9

朝の始業時間に遅れ仕事が詰まっていたために、急いで衛生材料

等を載せたカートを押して居室から医務室に向かっていたとこ

ろ、渡り廊下でイルミネーションのコードにカートの車輪が突っ

掛かりカートと一緒に前方に転倒して、右手を強く床についてし

まった。 右手の薬指が折れ曲がり激しい痛みを感じて、すぐに

病院を受診した。

51 130201 2
50～

99

2017 11
12～

13

店の中、約1坪の床で、床掃除中、モップを持ち、滑り易い靴を

履いて洗剤をかなり薄めて、床を拭いている時に滑って転んだ。

（自主的に床掃除）

52 80301 2 1～9

2017 11
13～

14

ポンプ場内で水路の除草やゴミの撤去作業中に水路右岸の除草を

終えて、対岸に移るため、一段下の水量の少ない水路を渡る際

に、足を滑らせて前のめりに転倒し、負傷した。

60 150109 2
30～

49

2017 11
9～

10

倉庫より、資材を搬出している時、倉庫と地面の段差（25㎝）を

踏み外し、右足かかとを負傷した。
43 30209 3 1～9

2017 11
14～

荷物（一斗缶約15㎏）を抱え運んでいた際、5号倉庫前の20㎝位

の段差を踏み外し転倒し打撲した。 頚椎間板ヘルニア、頸部捻 35 80401 2
10～



15
挫、右肩挫傷と診断された。

29

2017 11
23～

24

店の備品の買い出しの際に、コンビニから店までの道中にて足を

挫き転倒し骨折した。
33 140101 2 1～9

2017 11
10～

11

生産3課の検査室から、不良品4個（1個105㎏）を左手に持ち、

不良品置き場に持って行っていた。 通路に人がいたため、避け

ようと右側を通った際、スロープの段差（最大段差12㎝）に右足

が落ちて、転倒し負傷した。

40 11002 2
100～

299

2017 11
9～

10

バイキングの厨房の中からトレイを6～7枚抱えてホールへ移動し

ていた際に、足を滑らせ後ろへ転倒した。 トレイを持っていた

ため身体をかばえずに腰や頭を強打した。

74 140309 2
100～

299

2017 11
10～

11

ダンプにコンベアーで鶏糞を踏み込んでいた時、ダンプから鶏糞

が溢れ出たので、慌ててダンプに行こうとして、滑り転び右足膝

の内側関節部を床で強打した。

45 70101 2
100～

299

2017 11
14～

15

小学校で給食物資を納入する為、トラックの荷台から乗り降りし

ていた際、当時、工事用の鉄板が敷かれており、その鉄板の段差

の上に右足が乗り体勢を崩し、倒れた。

57 80209 2
30～

49

2017 11
13～

14

事業所内厨房にて調理業務中、ザルを洗おうとシンクへ歩いて移

動していたところ、床が濡れており、足を滑らせて尻もちをつい

た際に右手を床につき、右手首を骨折した。

56 80101 2
10～

29

2017 11
13～

14

店舗駐車場にて、貸し出しトラックの返却時確認中、運転席の施

錠を行いトラック後部を回り、助手席施錠の確認をしようとした

ところ、足元の車止めに躓き転倒する。 その際左足膝と左手を

地面に強く当てる。 当日は勤務を途中で終了し、様子を見るこ

ととしたが、翌日になっても痛みが引かない為、病院の診察を受

ける。

46 80209 2
10～

29

2017 11
14～

15

クレソン栽培しているハウスでコンテナに躓き倒れそうになり咄

嗟に支えようと手を出した時、体重がかかり右手を骨折した。
73 60101 2 1～9



2017 11
10～

11

スキー場造雪設備内にて、コンベアベルトのギヤ部分にかみ込ん

だゴムホースを抜こうとして、引っ張った際に転倒した。（ヘル

メット着用済み） その後通常通り勤務していたが、視覚の不調

を自覚し、後日に病院へ行ったところ、外傷性硬膜下血腫と診断

された。

65 170209 2
30～

49

2017 11
11～

12

ペットフード製造工場で、商品の裁断及び金属探知の作業をして

いた時、後ろ向きで移動していた場所に電源コードがあったの

で、躓き転倒した時、右手で床をつき骨折する。

67 10109 2
10～

29

2017 11
10～

11

バックルームの冷凍室で、在庫確認のため冷凍庫に入ろうとした

際、凍結部分で滑って転倒し、左足太もも付け根を打撲した。
41 80209 2

100～

299

2017 11
15～

16

会社の駐車場の倉庫で倉庫内の片付けと工事に使用する看板と倉

庫前で修理を行っている時に、修理する看板を持って、次の作業

の準備をするために、地面に置いてある看板を跨いで、移動した

際に、後足が跨いだ看板に掛かり、バランスを崩して転倒した。

その際に倉庫に立て掛けてある電光表示板に顔面を打ち負傷し

た。

63 170201 2
100～

299

2017 11
11～

12

店内卵売場付近において、お客様に商品の場所を聞かれた為、案

内していた時に卵売場のケースが少しはみ出ていた為、躓いて転

倒し、両膝、右肘、右手首、右頬を打撲した。（1～2分立ち上が

れなかった。） 様子を見ていたが、痛みが引かないため、後日

に診察を受けた。

61 80209 2
50～

99

2017 11
16～

17

うどん屋店舗内から、コップをお盆に乗せて運搬中、裏口から出

る際に、出口段差の踏み台を踏み外し、転倒し、股関節及び左足

を骨折した。 ［再発防止対策］ 終業間際になっても気を抜かな

いよう指示を徹底する。

76 140201 2 1～9

2017 11
18～

19

ヘルパーの仕事を終了し、会社の車に乗る時、暗かったので早く

帰りたくて走っていて、転倒した。
60 130201 2

10～

29

15～ 作業終了後、掃除当番のため掃除場所の洗い場に向かっている途 50～



2017 11
16 中で、誤って滑り、左腕を強打した。

67 10101 2
99

2017 11
12～

13

業務のため上司とともに出張業務中であった。 局内に食堂はな

く、お昼は現場で調達していた。 徒歩で近くのコンビニへ弁当

を買いに行った際、ぬかるみに足を取られ転倒した。 右足首に

激痛を覚え、即座に立ち上がれなかったので、同伴者に車を持っ

て来てもらい病院を受診した。

47 10701 2
10～

29

2017 11
16～

17

業務終了時間となり、地階ロッカーへ移動中、センター内のケー

ブルを束ねた上に取り付けてあるプラスチック製のカバーの端に

躓き、転倒を避けるため不自然な体勢となり、左足を骨折してし

まった。

55 90101 2
100～

299

2017 11
14～

15

勤務休憩に入り、トイレに行く途中、躓いて転倒し、左足首を

捻った。
37 80209 2

30～

49

2017 11
20～

21

業務終了後、店舗駐車場に駐車していた自家用車の場所に向かっ

ていたところ、駐車場と道路の境にある側溝のグレーチングをか

ぶせていない部分に右足を突っ込み転倒し、右足内側のくるぶし

を骨折した。

52 80209 3
10～

29

2017 11
19～

20

騒音振動の調査があり機材を設置したが、雨が降り出した為業務

が中止になり、機材コンテナを両手に持ち、車へ撤収中、濡れた

芝生で足が滑り、転倒し、右足外踝骨折をした。

67 170209 2
30～

49

2017 11
16～

17

校庭で児童を追いかけて走っている時、急な方向転換をして右足

首を捻り、バランスを崩し足の甲が地面につく格好で転倒した。

足を挫いただけだと思っていたが、時間の経過と共に痛みが増

し、腫れてきたので仕事を中断し、病院で受診した。

30 170209 2
50～

99

2017 11
16～

17
キャディ室でダンボールに躓き転倒し、膝をついた。 66 140301 2

30～

49

2017 11
15～

施設内で利用者のレクレーション（書道）終了後、洗濯室で筆を

洗う作業中に、床に溢していた水に足をとられて転倒し、その際 65 130201 2
30～



16
に右足第5中足骨を負傷した。

49

2017 11
20～

21

工場内の製造ラインで機械清掃の作業中、移動している時に水濡

れの床面で滑り転倒し、お尻・背中・側頸部の順に床面で打撲し

た。

19 10109 2
500～

999

2017 11
18～

19

ナースステーション横のゴミ集積場にて、ゴミを出す作業を行っ

ていたところ、段差があり足を踏み外し体の右側部分を下にして

転倒した。 転倒後に夜勤看護師に患部を湿布してもらった。 次

の日に痛みが激しくなり、病院に行き、診察してもらった。

62 130101 2
100～

299

2017 11
12～

13

病院の駐車場へ掃除（ワックス掛け）の為、長椅子を運び出して

いた時、駐車場の車止めに、不注意にも気が付かず足を引っ掛け

てしまい転倒し、左足を負傷した。

44 130102 2 1～9

2017 11 8～9

現場は駐車場で4tトラックのボディーから50㎝四方のマットを抱

えて移動する時に、下の方（足元）を注意していなかった為見え

ずに駐車場の車止めに、右足を引っ掛けて転んだ。

49 130201 2
10～

29

2017 11 7～8

支店の現場にて制服に着替えている時、作業靴を半分履いた状態

でズボンを穿こうとしたら、ズボンに靴が引っ掛かりバランスを

崩して前のめりになって転倒した。 その際に右足指が曲がり負

傷した。 仕事はせずそのまま帰宅後、病院で診療を受けた。

64 170101 2
30～

49

2017 11 7～8

現場にて制服に着替えている時、作業靴を半分履いた状態でズボ

ンを穿こうとしたら、ズボンに靴が引っ掛かりバランスを崩して

前のめりになって転倒した。 その際に右足指が曲がり負傷し

た。 当日は痛みを我慢して終業時まで仕事をしたが、翌日に

なっても治らないため、病院で診療を受けた。

64 150101 2
500～

999

2017 11
9～

10

ゴミを捨てようと地下3階ゴミ捨て場に行ったところ、害虫駆除

業者が薬剤を散布していることに気付かず滑って転倒し、右手首

を骨折した。

37 80209 2 1～9

11～ 客室に清掃に入った時に、玄関で滑って右手をついて右手首を骨 10～



2017 11
12 折した。

65 140101 2
29

2017 11
9～

10

出社後、茶店専用車を駐車し茶店に戻る際、5番ホールグリーン

にてお客様を確認した。 その為、急いで茶店に戻ろうとした

時、やや傾斜のある茶店前のカート道が濡れていた為、足を滑ら

せ転倒した。 転倒時に、両手掌、両肘、両膝、左肩を地面にて

強打した。

68 140201 2
10～

29

2017 11
13～

14

ピッキング作業中、作業場所を移動しようとしたところ、段差に

躓いて転倒し、左肘を床に強打してしまった。
50 170101 2

10～

29

2017 11
13～

14

倉庫の1Fでピッキング作業中に、リストを取りに作業机に向かう

際に、足元の段差（カート留、高さ3.5㎝、長さ320㎝）に躓き、

左手を床につくような形で転倒した。 その衝撃で左肘を骨折し

てしまった。

50 50101 2
50～

99

2017 11
13～

14

店頭にてタイムセール準備中、レジ付近にいるSVに呼ばれたの

で、そちらへ向かう途中に躓いて転倒した。
34 80209 2 1～9

2017 11
9～

10

現場は駐車場で4tトラックのボディーから50㎝四方のマットを抱

えて移動する時に下の方（足元）を注意していなかった為見えず

に駐車場の車止めに、右足を引っ掛けて転んだ。

68 40301 2
10～

29

2017 11
18～

19

病室ベッドサイドで患者の服薬介助をしていた時、患者が外した

酸素チューブに引っ掛かり転倒し、骨折した。
60 130101 2

100～

299

2017 11 4～5

巡回警備中に、敷地内側溝に誤って右足がはまってしまい、両手

をついて転倒した。 勤務終了後に、自宅に戻り休息を取ろうと

したところ痛みが引かないため、整形外科クリニックへ診察に行

き、右第6肋骨の骨折が確認された。

65 150101 2
100～

299

2017 11
21～

22

洋菓子仕上げ室で担当場所を変わろうと移動中、床が手袋消毒用

塩素水で濡れていることに気付かず右足が滑り、転倒しないよう

右手を床に着いた時、右手首を骨折した。

50 10104 2
100～

299

9～ サポートセンター（作業場）から本社社屋へ小走りで移動中、足 100～



2017 11
10 を捻って捻挫した。

67 10701 2
299

2017 11
19～

20

異常ETC対応で、お客様カードを返却のため、アイランド移動

中、仮設記録用ケーブルを踏んだ際に滑って転倒し、右足甲を負

傷した。 勤務終了後、病院を受診した結果、右第5中足骨骨折と

診断された。

56 170209 2
10～

29

2017 11
13～

14

当院療養病棟入浴室で、お風呂のお湯張りが終わり、コックをし

めた後、ゴムのサンダルに履き替え患者様の入浴の準備をしてい

る時に、濡れた床でサンダルが滑って前のめりに転倒し、浴槽の

縁で顔面を強打した。 直ちに当院内科医の診察を行い、CT上、

鼻骨骨折を認めた。 右上顎にも変化が疑われたので、専門の病

院への紹介を検討し、本人受診歴のある病院の形成外科に受診す

ることとなった。

71 130101 2
100～

299

2017 11
10～

11

ビル空調改修工事の屋上にて、配管撤去後すぐに機器搬出段取り

確認のためエキスパンドメタルを歩行した時、床開口（直径約25

㎝）に右足が入り脛を挫創した。

63 30203 2 1～9

2017 11
11～

12

厨房内盛り付け台の前で、盛り付け作業中、台の上の皿を取る為

40食用配膳車側から盛り付け台へ移動する際、他職員の左足先に

躓き転倒した。 他職員は60食用配膳車側を向き盛り付け台を背

にしていた。 盛り付け台と配膳車の間は狭かった為、他職員に

躓き転倒し左膝から落ちた為、左半月板が割れた。

58 130201 2
100～

299

2017 11
19～

20

会館の駐車場内で、場内を仕切っている、高さ10㎝程度のブロッ

クに躓き転倒した。 右側前頭部から側頭部にかけて強打し、頭

部より出血した。 転倒後、身体の四肢の感覚が無く、自力で動

けない状態であった為、救急車を要請し、大学病院へ搬送した。

63 170201 2
50～

99

2017 11 2～3

エッチング投入室内で、製品が正常に流れているか確認するた

め、同室内を歩行（小走り）していたところ、足を滑らせ転倒し

たものである。

27 11402 2
100～

299



2017 11
16～

17

0才児の保育室で保育中、子どもを避けて進もうとした時に、バ

ランスを崩し、右膝をドンと床についた直後、激痛がはしり歩行

困難となった。

39 130201 19
30～

49

2017 11
15～

16

宿泊施設と宿泊施設の間の落葉などを清掃作業中、砂利道のため

その砂利で滑り転倒した時、右手をついたため右手首を骨折し

た。

63 150109 2
30～

49

2017 11
10～

11

施設内厨房で調理をしていたところ、回転釜の前を通る際に床が

濡れていた為、滑り転倒したものである。
63 150101 2

300～

499

2017 11
18～

19

施設ユニット内において介護業務従事中、利用者の安否確認を行

いながら他職員と業務内容について振り返りながら会話した後、

正面を向き直った際に床に足が引っ掛かりもつれた状態で左膝か

ら床面に転倒し、膝蓋骨を骨折したものである。

52 130201 2
100～

299

2017 11 8～9

離れ宿にご宿泊のお客様へ朝食の準備を行っている際、雨も降っ

ていて滑り易くなっていたこともあり、渡り廊下の少し坂になっ

ている場所で転倒した。

42 140101 2
30～

49

2017 11 8～9

パンが入ったダンボールを抱え売場を移動していた際、ハム・

ソーセージ売場に置いてあった台車に取り付けているゴミ袋に足

をとられ転倒し、両膝を打撲した。

62 80201 2
100～

299

2017 11
16～

17

1階厨房内チャンバー（冷蔵庫）から出入りした際、足元の排水

管に気付かず、足を引っ掛けてしまい、咄嗟に頭を守ろうとして

お尻から転倒した。

66 140101 2
30～

49

2017 11 6～7

被災者は早朝に出勤し、車両の日常点検を行った。 日常点検実

施後、構内を移動中、倉庫前に置いてあった鉄板（1,000㎜×700

㎜×2㎜）の上を歩行した際に、鉄板ごと右足を滑らせ転倒し

た。 その時、右手首と右肩を負傷した。

39 50101 2
50～

99

2017 11
16～

17

会社の作業場でリフトに移動する途中に、材木の剥いた皮に足を

とられ転倒し、左肩を強打して、左鎖骨を骨折した。
54 10401 2

10～

29



2017 11
16～

17

温泉施設内にて、夕方からの勤務の為、事務所横に設置してある

タイムカードに始業の打刻をした後、振り返り通路を通って職場

へ行こうとした時、足元にあった電気コードに左足を引っ掛け

て、バランスを崩し転倒した際、コンクリートの土間で右大腿部

を強打し、骨折した。

67 140101 2
10～

29

2017 11
12～

13

被災者は、本来人間の移動が禁止となっている、お客様から受託

した手荷物を渡すためのスペースを通路側から仕分け場へ移動し

ようとした際、ジャンプをした瞬間に右足に激痛が走り歩行困難

となった。

39 50101 19
100～

299

2017 11
15～

16
杉苗の棚卸し中にハウス内の地面が濡れていて滑って転んだ。 65 80209 2

10～

29

2017 11
11～

12

原料（ピーマン選果）を確認中、原料搬送用ベルト駆動用モー

ターに左足が躓き転倒した。（通路上） その際に右手を打ち骨

折した。

65 10109 2
50～

99

2017 11 8～9

被災者は常勤先から、ゴルフ大会が行われる応援先へシャトルバ

スに乗車し向かった。 バス降車後、勤務開始時間に遅れていた

為、慌てて小走りでクラブハウスへ向かう途中に転倒し負傷し

た。 負傷後、痛みはあったが大丈夫だと被災者は思っていた

が、痛みが引かなかった為に、後日病院を受診した。

66 150101 2
300～

499

2017 11
12～

13

昼食後、工場内のロッカーに車のキーを取りに行く際に、工場内

で履くシューズに履き替えないで入った。 工場内の床面は、コ

ンクリートの上に塗料がコーティングされている為、靴を履いて

いないと滑り易い。 キーを取りに行く際に滑って左膝の内側を

強打して負傷した。

63 10309 2
30～

49

2017 11
9～

10

客先工場7Fフロアにて機械移設の為床に開口を設けており、その

開口の養生作業時に資材を持ち上げようとしたが足元が滑り、開

口部の鉄骨に背中から転倒した。

51 30102 2 1～9

本社敷地内において、工場勤務終了後、車で帰宅するために本社



2017 11
18～

19

工場建物出入口の外側にあるコンクリート製のスロープを降りよ

うとしていたところ、雨で濡れて滑り易くなっており、途中で足

を滑らせ、スロープ横側の段差下のアスファルト地面にうつ伏せ

の状態で転倒した。 その際に頭部前面を負傷した。 履物はス

リッパを履いていた。

57 10102 2
50～

99

2017 11
14～

15

当社の駐車場（店舗併設の屋根付の駐車スペース）にて、お客様

が車の駐車のため後進していたところに被災労働者が出くわして

しまい慌てて避けようとしたところ足を滑らせ、前のめりに倒れ

てしまい咄嗟についた右手を骨折し顔には擦り傷を負ってしまっ

た。 この時駐車場の床は雨のせいで湿っており、滑り易い状態

となっていた。 負傷後すぐに病院を受診している。

73 140201 2 1～9

2017 11
11～

12

歩道と車道下の水路既設床板取替で、既設床板を1mピッチで

カッター入れをして床板を撤去する作業に従事していた。 点検

口蓋部分には、アンカー閉めの鉄筋が入っておらず、床板と固定

されていなかった為に、被災者が工具を取りに床板上を移動した

際に、被災者の重みで支えのない床板が落ちて、被災者が約2m

下の水路へと床板上を滑り落ちる途中で、落ちてきた点検口蓋が

腹部を強打して救急搬送された。 被災者は不安全行動などして

おらず、普通に工具を取りに移動した際に起きた事故で、当社作

業責任者も落ちた点検口蓋を確認して初めて無筋であることを

知った次第である。

36 30110 1
10～

29

2017 11
11～

12

当院グループホーム屋上にて、ポータブルを洗い移動のため、屋

上の水溜まりの中を歩行し、右足を置いた際に滑り、両足同時に

開脚状態となり、右脚をアスファルトの床面に強打し負傷したも

のである。

54 130101 2
100～

299

当事業所ホテル敷地にて、清掃後のごみを捨てようと両手に袋を

提げて、ホテル横の敷地に置いてあるごみコンテナに運んでいた

ところ、コンテナの四つ角を固定してあるワイヤーに左足を引っ



2017 11
13～

14
掛けてしまい、転倒した。 両手にはごみを持った状態であった

ため右手を先についてしまい手首に痛みが走り、右頬も地面で擦

りそのまま病院へ行った。 痛みがひかず、別の病院で受診した

ら小指と薬指の間の骨が折れていた。

63 140101 2
10～

29

2017 11
12～

13

ラーメンの配膳が終わり、次の客の配膳に入る時、床のマットに

足が引っ掛かり転倒した際に、左手を骨折したものである。
62 140201 2

10～

29

2017 11
19～

20

同社店舗内において、業務終了後に1Fのレジの金庫を2Fの事務

所に片付けた後に2m先のタイムカードを押そうとした時に、床

の配線プロテクターモール（高さ2㎝）に足が引っ掛かり、前方

に転倒した時に右足の膝下を強打し、骨折した。

65 80209 2
10～

29

2017 11 3～4

1階柵足場組立作業において、当日の作業が終了し、作業終了後

の片付けの確認及び翌日の仕事で使用する防災シートを右手に抱

え、階段を上った。 上りきったところで躓き前方に転倒しジョ

イントピンに右目を打った。 （原因） 1.ジョイントピンの放

置。 2.夜間工事で足元が暗かった。 3.右手で防災シートを抱えて

いた。 4.作業が終わり、気の緩みがあった。

38 30201 2 1～9

2017 12 21~22
巡回中、1階後方トラックヤード前通路を歩行していた際、障害

物を避けようとしてつまずき右足を挫く。
46 170201 2 1～9

2017 12 11~12

コピー機の付近で業務作業中、お客様対応のためレジへ戻ろうと

した際に、マットのへりにつまずき両膝から転倒した。 歩行も

困難なほど痛みが激しかったため病院を受診したところ、右膝打

撲、右肩打撲と診断された。

28 80209 2 ―

2017 12 7~8
更衣室内の窓清掃を終了し、次の作業に移る為移動しようとした

ところ、床の滑り止めにつまずき転倒した。
67 150101 2

300～

499

2017 12 18~19
業務終了時、当社車庫地にてトラックを駐車し事務所へ戻る途

中、氷に足をとられ転倒し左足首を負傷した。
39 40301 2

30～

49

敷地内のゴミ捨て場に向かう途中、地面の氷で滑り転倒した。



2017 12 15~16
その際、左肩を強打し、首左側にも強い痛みを感じた。 その日

の業務を終了し、自宅で様子を見たが、首左側や左腕の痛みが治

まらないため、後日整形外科を受診した。

26 130101 2
100～

299

2017 12 14~15

玄関引き戸の向こう側にお客様が見えたので、鍵を解錠するため

玄関に置いてあるスリッパに履き替えようと右足を入れた瞬間、

スリッパが滑って、左足首をひねり骨折した。

60 130301 19 1～9

2017 12 11~12

建物内の清掃作業を終えて、清掃用具を片付け作業中に足を滑ら

せて転倒し、負傷した。 事故当日は、勤務途中で診察を受け

た。

36 150101 2 1～9

2017 12 16~17

厨房内で、バットを手に持ち、所定の位置に片づけ作業中に、3

㎝程度の段差に落ち、そのまま転倒した。 踵を着けば歩行可能

であったため捻挫と思っていたが、翌日に受診した結果、骨折で

あると判明した。

63 130101 2
50～

99

2017 12 15~16

本人は出発点呼後に談話室で待機し出発時刻が近づいたため飲ん

でいたコーヒーカップを右手に持ち洗うため談話室を出たとこ

ろ、床に足を滑らせて転倒し左肘と左膝を強打した。 その後、

痛みがやわらいだため乗務可能と判断し管理者に伝え列車に乗務

した。 次第に左肘を動かすと痛みが強くなってきたが動かさな

いと痛みがないので、翌日に帰所し、その後、付き添われて受診

した。

39 40101 2
100～

299

2017 12 8~9
当社構内で、10tダンプの運転席に乗ろうとした時、足元が滑っ

て転倒し、頭から血を流していた。
68 40301 2

50～

99

2017 12 8~9
当院内廊下にて、患者さんに尿コップを渡した後、処置室に戻る

際に、滑って転んで手をつき、右手を骨折した。
63 130101 2

10～

29

2017 12 13~14

配達を終え、荷台整理の為ステップに乗り、荷物を整理していた

ところ、強風にあおられ、体勢を崩し右足から着地したが右足ひ

ざをひねり、着地場所は雪の段差があったため右足ひざが内側に

入り痛みを伴った。 痛みが引かず、病院へ行ったところ、じん
27 40301 3

50～

99



帯損傷と診断された。 当日は暴風警報も発令されており、非常

に強い風が吹いていた。

2017 12 10~11
水産作業場で、商品を持ったまま、台車を跨ごうとしたときに、

足を台車に引っ掛けてしまい転倒し、左大腿骨を骨折した。
63 80209 2

100～

299

2017 12 13~14
魚函（発泡）を運んでいるときに段差につまずき転倒し、左脇腹

を打ち負傷したものである。
73 10102 2

10～

29

2017 12 4~5
新聞配達中、玄関先で、雨で床が濡れていたため足を滑らせ転倒

し、背中を地面に打ちつけ負傷した。
65 80205 2

50～

99

2017 12 18~19

1F階段下から玄関に荷物を取りにいく途中、走っていた為にパタ

コンに気付かず引っ掛けて、右手のひらを付いたがささえきれず

に転倒した。

52 80209 2
50～

99

2017 12 11~12

豚舎内で出荷選抜作業中、滑って豚柵に脇腹を打ちつけた。 痛

みはあったが、病院には行かず様子を見ていたが、痛みが引か

ず、後日病院へ行ったところ、左脇アバラ骨1本にヒビが入って

いた。

27 70101 2
30～

49

2017 12 13~14

被災社員は、トラックでの配送を終え、営業所にもどる前にガソ

リンスタンドでトラックの洗車中、トラック後方のスチーム洗車

機のホースを持ち、後向きで後ずさりをしていた時、車止めに左

かかとをぶつけ、仰向けに倒れ尻もちをついた時に、右足太もも

に激痛が走り、そのまま起き上がれなくなった。 営業所に連絡

し、迎えに来てもらい、営業所にもどったが、動けない状態

で、119番に連絡し、病院へ搬送された。

48 40301 2
10～

29

2017 12 16~17

作業終了後の掃除で工場の外にゴミを捨てに行く途中、地面に雪

が積もっていたため、滑って転倒し、転倒時に左手をついたため

骨折した。

67 10109 2 1～9

2017 12 16~17

種豚舎前の通路で移動中、段差につまずき転倒した。 転倒時、

路面は圧雪状態であった。 その後数日は出勤していたが、痛み 60 70101 2
30～

49



が治まらなかったため受診した。

2017 12 22~23
店外にゴミを捨てに行く際、地面が凍っているのに気が付かず、

転倒し左腕を強打し受傷した。
62 40101 2

300～

499

2017 12 15~16

厨房にて、盛り付け中に、足を滑らせて転んだ。 （もともと、

足のひざは痛かった。） ゆっくりと立ち上がり、その後、休憩

したが、左ひざが腫れて痛みがあった。

69 140201 2
30～

49

2017 12 12~13

事業場と皮膚科クリニックとの間の路上において、皮膚科に薬を

届けるため移動していた時に、凍結した路面に右足を滑らせて腰

から転倒し、腰と右手首を負傷した。

63 80209 2 1～9

2017 12 9~10

食料品・雑荷取扱会社の倉庫に4t積箱型トラックで納品、荷降ろ

しを終了させた後、出発前にトイレに寄ろうとして建物の角を曲

がろうとしたところ、凍結した路面で足を滑らせて転倒した。

その際に足を捻って受傷した。 痛みが強くなった為、会社に連

絡を取り、帰着後、病院にて治療を受け、骨折と診断された。

45 40301 2
50～

99

2017 12 6~7

清掃作業中、ゴミ（段ボール）を建物の外にあるゴミ置き場に運

んでいるときに、路面が雪で凍結していたためすべって転倒し、

左足首外側のくるぶし付近の骨にヒビが入り、負傷した。

64 150101 2
30～

49

2017 12 15~16

会社に戻ろうとした時に、コンビニに寄ろうと思い、中に入ろう

とした際に凍結した地面ですべり、転倒したときに左足を痛め

た。

29 90103 2
10～

29

2017 12 13~14

午後からの勤務のため、職員駐車場に到着後、車を駐車し、10㎝

程の積雪・圧雪の中、保育園に向かって歩き出した。 保育園入

口の10m程手前で足を滑らせ、バランスをくずしその拍子に左手

を、凍っていた路面に打ちつけた。 静かに立ち上り、保育園に

到着したが、左側手首に強い痛みがあるとの申し出があったの

で、整形外科を受診したところ、左手首の骨折との診断を受け

た。

69 130201 2
30～

49



2017 12 8~9

出勤時、工場敷地内駐車場に車を停め歩行中、凍結路面で右足を

滑らせ転倒しそうになった。 その際、右手で身体を支えた結

果、右手首を負傷した。

59 170101 2
300～

499

2017 12 6~7

雪の降った朝の出勤途中、敷地内において足を滑らせ転倒した。

その際、咄嗟に右手を地面に着いたため手首を負傷した。 当日

は痛みを我慢し、終業時刻まで勤務し、その後医療機関を受診し

た。

67 80209 2
10～

29

2017 12 17~18

作業場の片付けをしている時、南側倉庫前にて、廃材を分別作業

中、廃ガラスを両手で持ち、かごへ移動しようとした時、側に

あったアルミ廃材が足にからまり転倒し、その際、近くにあった

石に膝を強打した。

43 30202 2 1～9

2017 12 8~9

店敷地内の第一駐車場で従業員通用口に向かって歩いていたと

き、駐車場に張られているチェーンを乗りこえようとしたが足が

引っ掛かり転倒した。 転倒した時に、右手を地面につき、人差

し指と中指の付け根辺りを骨折した。

65 150101 2 1～9

2017 12 10~11

当社作業場構内において、鶏を積んだトラックが到着したので、

懸鳥ホームに報告と確認をするため、休憩室を出て、外を移動し

ていた時、コンクリート地面が凍っている事に気づかず、滑って

転倒し、右足首を骨折した事故である。

36 10101 2
30～

49

2017 12 9~10

包装室内にて、添加液を入れたビーカーを持って移動中、取り除

き漏れた野菜片が床にあったが、気付かずに踏んでしまい、滑っ

て転倒し負傷した。

41 10103 2
100～

299

2017 12 9~10

派遣先の野菜の加工工程にて包装室内にて添加液を入れたビー

カーを持って移動中、取り除き漏れた野菜片があったが、気付か

ず踏んでしまい滑って転倒し左膝を打った。

41 170101 2
100～

299

2017 12 4~5

事業場の調理場にある盛り付け室において、角に置いてある台車

に躓いてバランスを崩し、左膝のさらを床に強打した。 仕事が

終わって、病院を受診したところ、膝蓋骨骨折と診断された。

65 10109 2
50～

99



2017 12 7~8

野菜ごみを捨てに行くため外に出て工場に戻る際、入口前に敷い

てあるステンレスの板に雪が積もっていた為、足を滑らせ尻餅を

つきそうになり、右手を地面についたところ体重がかかり、手首

を痛めた。

55 10109 2
50～

99

2017 12 7~8

農産食品加工工場で、野菜ごみを捨てに行くため、外に出て工場

に戻る際、入口前に敷いてあるステンレスの板に雪が積もったた

め（当日は雪が降っていた）、足を滑らせ尻餅をつきそうにな

り、右手を地面についたところ体重がかかり、手首を痛めた。

55 170101 2
100～

299

2017 12 19~20

復興住宅の駐車場にて、住宅から駐車場に戻る時、路面が凍結し

ていたが、小走りで車に戻ろうとして転倒し、駐車場の車止めに

左脚脛部分を強打し、骨折した。

39 40301 2
30～

49

2017 12 12~13

納品先で積み荷の米を荷台から地面に置かれたパレットに移す作

業をしていた。 地面には米粒が散乱しており、米袋を持ったま

ま右足が滑り、左足で踏ん張りをかけたが、左足も米粒に足をと

られ滑った。 その左足が滑った際に、無理に力を入れたため、

ひねり、ひどい肉離れを起こした。

38 40301 2
10～

29

2017 12 11~12
構内で局舎よりトラック待機場所に徒歩で向かう途中、路面凍結

により滑って転倒し負傷した。
51 40301 2

100～

299

2017 12 16~17

配送中に塩ビパイプを指定場所に降ろしている作業中、トラック

に戻る際、他の資材にかぶせてあったビニールシートの重石につ

まずき、両手をアスファルトに強くつき、左手首骨にヒビ、右手

首をはく離骨折した。

46 170101 2
50～

99

2017 12 13~14
お昼の休憩後、休憩室入り口にて靴の履き替えをしようとした

時、誤って転倒した。 段差はなく、滑る場所ではなかった。
59 10104 2

30～

49

2017 12 7~8

会社へ出勤し、事務所へ入室した所、床が雪で濡れていた所があ

り、そこで足が滑り、仰向けに転倒した。 その時、左手をつ

き、左手首を骨折したものである。

56 11209 2
30～

49



2017 12 14~15

修繕庫内でフォークリフトにてコンテナを移動時に架台を寄せよ

うとフォークリフトから降りる際に右足を着地したところ、窪み

に足を取られてバランスを崩し転倒した。 その後、違和感は

あったが作業は継続した。 本人からの報告では、少し痛みはあ

るが大丈夫との事で、その日はそのまま帰宅した。 翌日の朝に

足の痛みが引かないので休みたいとの事だったので、本人へ病院

へ行くよう指示をした。 診断の結果、右足関節外側靭帯損傷、

右足関節内側靭帯損傷、右足関節後果骨折と診断された。

31 50101 2
10～

29

2017 12 8~9
お客様宅に迎えに行った際、路面凍結のため滑って転倒し、右側

に倒れ、右前腕が下敷きになる形となり、骨折した。
32 130201 2

30～

49

2017 12 10~11

午前の当番業務を終えて帰宅するため職場敷地内の駐車場に向

かっていたところ、駐車場のコンクリートが凍っていたため足を

滑らせた。 その際、仰向けに転倒し、自力では動けなくなった

為、娘に連絡をして病院へ連れていってもらい診察を受けたとこ

ろ、右大腿骨頚部骨折と診断された。

58 130109 2 1～9

2017 12 23~24

代行業務中に車を降りたときに地面が凍っていた為、バランスを

崩し転倒しそうになりふんばった結果、右足首に無理な力がか

かった（転倒なし）。

41 170209 19
10～

29

2017 12 17~18

会社の郵便物発送のため、郵便局に入ろうとして入口に向かう途

中、やや登りになっている凍結した路面で足を滑らせて転倒し、

身体の左側面を地面に強く打ち負傷した。

52 80204 2
10～

29

2017 12 9~10

店舗で清掃作業中、店内に入ってきた子供が、吹き込んだ雪等で

濡れていた床で滑って転んだ。 派遣会員が転んだ子供をしゃが

んで抱き起こした後、立ち上がろうとして派遣会員も足を滑ら

せ、尻もちをつく形で転倒した。 転倒する際に受け身をとろう

と、両手を床についた際に激しい痛みを感じたことから、手袋を

外してみたところ、左手の出血がひどかったため、すぐに病院を

受診し、左手裂傷、左手首骨折と診断された。

72 170101 2
500～

999



2017 12 9~10

店舗で清掃作業中、店内に入ってきた子供が、吹き込んだ雪等で

濡れていた床で滑って転んだ。 派遣労働者が転んだ子供をしゃ

がんで抱き起こした後、立ち上がる際、自身も足を滑らせ、尻も

ちをつく形で転倒した。 その際、受け身をとろうと両手を床に

ついたところ、激しい痛みを感じたことから、手袋を外してみた

ところ、左手の出血がひどかったため、すぐに病院を受診し、左

手首骨折、左手裂傷と診断された。

72 80209 2
100～

299

2017 12 9~10
業務において敷地内を徒歩移動中、路面が凍結しており、足を滑

らせて転倒し、右腕強打により負傷した。
61 150101 2

50～

99

2017 12 8~9

自社発泡スチロール中間処理施設にて、溶解してできた発泡ブ

ロックの積み込み作業をする為、7tトラックを誘導しようと歩き

始めた所、凍結した地面にうっすらと雪が積もっており、滑って

転倒し、左足腓骨を骨折した。

59 40301 2
100～

299

2017 12 7~8

出勤時、病院内駐車場に駐車し、数歩歩いたところで転倒し、右

臀部と左手首を痛めた。 臀部はまもなく痛みが消失したが、手

首の痛みは増強し、受診後、入院・手術となった。

64 130101 2
100～

299

2017 12 8~9

営業所敷地内で、就労場所に向かっている途中に、飛んできた清

掃用品を拾おうとして、深さ約10㎝の排水用の側溝に足をとられ

前に転倒した。 起きあがろうとしたところ、風にあおられ後ろ

に転倒し、背中を強打した。

64 150101 2
30～

49

2017 12 8~9

現場ホテル客室内清掃点検中、テレビリモコンを持ち動作確認を

行う際に、絨毯とベッドボトムカバーに足をとられ、後方に転倒

しそうになり、床に右手をついた。 その直後、右手首部分が腫

れてきた為、受診した結果、右手首を骨折（全治1ヵ月）の診断

を受けた。

65 150101 2
500～

999

2017 12 8~9

会社駐車場で乗用車に物を積み込み中、凍結した路面で転倒し、

右足関節脱臼骨折・右足関節内果骨折・右足関節外果骨折のケガ

を負った。

50 40202 2
10～

29



2017 12 8~9

病院内のごみを集め、両手にごみ袋を持ちごみ置場へ向かって救

急入口より外へ出て歩いていた。 当時は積雪もあり路面も凍結

していた。 気をつけて歩いていたが、誤って滑ってしまい転倒

した際に手を地面についてしまい受傷した。

58 130101 2
100～

299

2017 12 8~9

正面入口駐車場の中央部を通って通勤途中、駐車場内に凍結箇所

があった。 注意しながら歩いていたが、滑って転倒し（ブーツ

履き）、体を支えようとして、右手をついてしまったところ、手

首が痛み、腫れた為受診した結果、右手首の複雑骨折であった。

66 170209 2
10～

29

2017 12 9~10

スチール建具組立工場内の大掃除をしていた際、溜まったゴミを

別棟倉庫に持って行こうと両手にゴミ箱を持ち、出口のスロープ

を渡ろうとしたとき、雪で濡れ滑りやすくなっていた為、転倒し

腰を強打した。 その際、安全靴は履いており、ゴミ箱2つには2

㎏以内のゴミが入っていた。

40 11209 2
10～

29

2017 12 10~11

仕事中、店で買い物をして、両手に荷物を持った状態で車に戻る

途中、凍結しているところで足を滑らせバランスを崩して転倒し

た。

59 170209 2 1～9

2017 12 10~11

会社敷地内で、仕事終了後、駐車場に停めてある自分の車のとこ

ろに歩いて向かっているときに、路面が凍っており滑って両足を

上にあげた状態で仰向けに転んでしまった。 幸いに頭は打たな

かったが、腰と左肩を打撲し、また転んだ衝撃でむち打ちの様に

頸部に痛みを感じた。

69 10109 2
30～

49

2017 12 8~9

会社に出勤し、当社店舗専用の駐車場に車を停めて店舗に向かい

歩いていた所、除雪後のアスファルト上で足を滑らせ後方に倒れ

た際、転倒したそのあおりで左足首部位に体重がかかり痛め受傷

したものである。 動けなかったので救急車にて搬送された。

39 140309 2
10～

29

2017 12 6~7

店に出勤するため、同店搬入口側にある従業員入口から店舗内に

入ろうとしたところ、コンクリート床面が凍結しており滑って右 60 150101 2
50～

99



手を下にして転倒した。

2017 12 12~13

午前中の仕事を終え、同僚と昼食をとり休憩しようと駐車場に停

めてある車へ戻ろうとして道路を横断している時、道路の中央付

近で後ろからの強風にあおられ身構えたが間に合わず、後ろへ転

倒し後頭部を打撲した。 その時の路面は凍結して滑りやすい状

況であった。

45 30209 2 1～9

2017 12 15~16

路上で作業員B、Cと共に警備員Aが道路向かい側に横断した時

に、除雪車が除雪した氷面状態の路面を歩き、右足がスリップし

て、左足でバランスを取ろうとして、左足に全体重がかかる無理

な体勢となり転倒した。

48 170201 2
30～

49

2017 12 7~8

店の東側入り口前駐車場で、仕事をする為、タクシーで出勤し、

タクシーから降車する時、地面は凍っているようには見えなかっ

たが、足から降りて立とうとしたところ、お尻から滑って仰向け

状態で転び、腰を強打し、痛みで歩くのが辛くなった。

57 80201 2
100～

299

2017 12 10~11

管理室調理場内で、調理器具のコンベクションを清掃中、床にこ

ぼれた水に足をとられ滑って転び、臀部を強打し、そのまま後ろ

に仰向けに倒れ、一瞬意識を失った。 臀部の痛みと、深呼吸す

ると胸が痛み、息苦しかった。

63 130101 2
100～

299

2017 12 21~22
会社敷地内の駐車場で帰宅途中に、路面が凍結しており足を滑ら

せ転倒し左上腕を骨折した。
41 11403 2 ―

2017 12 20~21

勤務終了後、帰宅のため車輌駐車場へ行く路上にて滑り転倒し

た。 当日は積雪があり、路面は凍結状態にて付近は薄暗く駐車

場前の路面部分にて転倒した。 転倒時に右手をつき、右手首骨

折を負った。

65 10109 2
10～

29

2017 12 12~13
生活介護事業所の玄関にて、利用者に声掛け中に玄関と廊下の段

差を踏み外し、右足首に受傷した。
61 130201 1

10～

29

2017 12 8~9
従業員駐車場から出て、積雪の影響で凍結した路面を歩行してい

63 140309 2
50～



たところ、足を滑らせ転倒し、腰部を路面に強打した。 99

2017 12 19~20

ゴルフ場内メイン厨房で、業務終了後、メイン厨房洋食エリア内

のオーブン下周りを清掃する際に、床面に付着している、しつこ

い油汚れを浮かせる為、熱湯をオーブン下にかけようとした際、

その熱湯の一部が左足の甲部分にかかり受傷した。

20 140201 11
100～

299

2017 12 12~13

健康相談を終了し帰庁した際、本庁舎北側の指定駐車場に駐車し

ようとしたが、積雪で指定番号が見えなかったため、車から降り

番号を確認し、車に戻ろうとしたところ、右手をついて転倒し

た。 右手首の痛みが強く腫れてきたため受診した。

67 130309 2
100～

299

2017 12 13~14

支店にてATMを操作後、帰社途中に当該信用金庫の周りにある側

溝に左足を誤って落とし、左足の外のじん帯を断裂、内側のじん

帯を損傷した。

35 140201 2
10～

29

2017 12 11~12
他社工場内で事務所に向かって歩いていたとき、段差でつまずい

て転倒し咄嗟に両手をついた際、左肩を負傷した。
54 10409 2

30～

49

2017 12 18~19

ケアハウス厨房内で、生ゴミを移動しようと横に歩いたとき、排

水口の所でつまずき横向きに転倒した。 転倒の際、左手で衝撃

を受け止めたため、左手首が腫れて痛みが出た。

67 130201 2
10～

29

2017 12 12~13
施設裏の屋外職員通路をゴミを持ってゴミ置場まで移動中、前か

ら来た職員とすれ違う際、バランスを崩し転倒して負傷した。
39 130201 2

10～

29

2017 12 9~10

前日から当日の朝にかけ、血便があり、デイサービス朝の送迎後

も腹痛があったため、急いでお手洗いに向かったが、お手洗いの

前で預かった利用者宅の鍵を持っていることに気付き、先に事務

所に戻そうと向きを変えた時に左足に重心がかかりひねってし

まった。

55 130201 19
50～

99

2017 12 16~17

休憩所脇のフェンス付近において、洗濯済みの雑巾をフェンスに

かけ、乾かした雑巾をとろうとした時に、足元に少し大きめの石

があったので、跨ごうとしたところ、思ったより足が上がってお
75 150109 2

10～

29



らず、石につまずいて転倒し、負傷した。

2017 12 11~12

当社敷地内の倉庫（バックヤード）と社屋内調理場を結ぶ通路

で、酢4本と砂糖4㎏を倉庫から調理場へ運んでいるときに、荷物

を両手に抱えていた上に通路が水で濡れていた為、足を滑らせて

転倒し、右膝を床に強打してしまった。

73 80209 2
10～

29

2017 12 21~22

レジ上げしたお金をバックに入れて、清算をしに店内からバック

ルームに小走りしたところ、足がもつれて、手がふさがっていた

為左膝を床に打って転倒した。

24 80209 2
50～

99

2017 12 16~17

当日は、会社内工場に於いて、梱包作業を終え、フロアーの清掃

作業に入ろうとした時、急ぎ足で歩いた為、足が滑り転倒した。

その際、咄嗟に右手で身体をかばった為、右手首を負傷した。

38 10102 2
30～

49

2017 12 7~8

室内でカゴ台車を整理し移動していたところ、床の所々が濡れて

おり、濡れていた床の上に右足を踏み入れたところ、急に右足が

滑り出し、姿勢を立て直そうとしたが左膝を床に強打してしまっ

た。

55 150102 2 1～9

2017 12 16~17

店舗駐車場に車を停めて、店舗へ向かう途中、石に躓いて転倒

し、右膝と両手を打った。 その時は痛みが無かったが、段々と

痛みだし、右膝が腫れてきた為、病院へ行った。 診断の結果、

右膝内側靭帯損傷と診断された。

62 80201 2
100～

299

2017 12 9~10

1階従業員エレベーター前にて、両手に荷物を持った状態で足を

滑らせ左膝を強打した。 救急車にて病院に搬送されて治療を受

け帰宅したが、骨折していたため転院して、手術を受けて入院と

なった。

68 140101 2
30～

49

2017 12 6~7

駐車場にて4tトラックの荷台のシートを外し積荷の確認作業中

に、運転席側のあおりに手をつき飛び降りたところ、トラック側

面にかけてあったゴムに足がかかり、着地時に足を捻り右足かか

とを骨折した。

49 40301 3
10～

29



2017 12 10~11

作業現場に於いて作業中、通路に木の板を敷き、その上を一輪車

に排土を積み通行していたが、排土の水気が多く通路にこぼれた

ため、足を滑らせ溝の中に転落してしまい、右腰臀部を打ちつけ

負傷したものである。

73 120109 2
10～

29

2017 12 15~16 診療所内で透析患者の診まわり中、歩いていて足をくじいた。 42 130101 2
30～

49

2017 12 18~19
配本業務のため客先を訪問した際、スタンド内の凍結した路面に

足を滑らせ転倒したもの。
37 80409 2

30～

49

2017 12 16~17

工場2階加工ライン室にて惣菜のパック詰め用のレンコンと筍を

品出し補充していた時、床に落ちていたレンコンタレをふんで転

倒し、右手をつき右手首を骨折した。

57 10109 2
100～

299

2017 12 16~17

配送中、塩ビパイプを指定場所に降ろす作業をしているとき、ト

ラックに戻る際、他の資材にかぶせてあったビニールシートの重

石につまずき、両手をアスファルトに強くつき、左手首骨にヒ

ビ、右手首をはく離骨折した。

46 80109 2 1～9

2017 12 12~13

年末の挨拶をするため、お客様企業を訪問し、退出する際、敷地

内の道路を小走りしていたところ、躓いて前のめりになり転倒

し、右膝と左手首を地面に着き、左手首の骨折と右膝の擦り傷を

負った。 後日入院となった。

58 90103 2
30～

49

2017 12 11~12

水路工事現場において、工事車両の出入りに伴う交通誘導警備

中、工事車両を後進誘導する際、敷鉄板にかかとをひっかけて尻

もちをつくような状態で転倒し、左大腿部を負傷したものであ

る。 後進誘導の際、足元への注意が不十分であったと認められ

る。

68 170201 2
100～

299

2017 12 18~19

業務が終了し駐車場に向かう途中で、会社敷地内の花壇のブロッ

クがあることに気付かず、ブロックにつまずき転倒し、負傷し

た。

42 11502 2
50～

99



2017 12 18~19
仕事中、グラスを持っていて手がふさがっており、マットにつま

ずいて転んでしまった。
64 80209 2

10～

29

2017 12 12~13

店舗内において、店内大掃除のため、床に塗布した汚れ落としの

剥離剤をブラシで取り除いた後、汚れの状態を確認するため、店

内を歩いていたところ、床がまだ完全に乾ききっていなかったた

め、右足を滑らせ転倒した。 その時、身体を支えようとし臀部

と左手を同時に床につけ、左手首を骨折した。

62 80209 2
10～

29

2017 12 8~9
おせち包材を積んだ台車に左足がひっかかり、転びそうになり、

右足を強くひねり負傷した（右足第5中足骨骨折）。
71 10109 3

100～

299

2017 12 17~18

当社工場内1階の出入り口付近に於いて、年末大掃除のゴミ出し

作業中、誤って足を滑らせ転倒し、左足大腿骨を骨折したもので

ある。

48 11709 2
10～

29

2017 12 8~9

出勤時、第一工場食堂棟入口風除室にて発生した。 出勤するた

め、食堂棟入口の風除室に入る時に右足を一歩目にして風除室に

入り、次に左足を上げて着地させようとした時に左足を滑らせて

足首をひねって転んでしまった。 労災発生当日の天気は晴れて

おり、地面（タイル）は乾いた状態であった。

46 10109 2
50～

99

2017 12 6~7

コンテナ運搬作業中、配達先でコンテナを降ろして洗ってもら

い、終了後にコンテナの扉を閉めて運転席に移動しようとした

時、足を滑らせて転倒して左足を負傷した。

48 40301 2 1～9

2017 12 12~13

店舗作業中、取っ手のない台車にたたんだダンボールを積み重

ね、指定場所に向かう途中、手前のドア付近で足を滑らせ左尻部

より転倒し負傷した。

72 80209 2
10～

29

2017 12 17~18
お客様と待ち合わせをしているショッピングモールの駐車場で転

倒し、受傷した。
56 90103 2

10～

29

休憩時間に少し離れた第二駐車場から、事務所前の駐車場へ本人

所有の車両を移動させるために歩いて第二駐車場へ向かう途中、



2017 12 15~16
よろめいて転倒し、顔面を強打した。 痛みをこらえて第二駐車

場まで歩き、車両を運転し事務所へ戻ってきたが、擦りむいた顔

から出血し、目元もひどく腫れていたので救急車を呼び病院へ搬

送した。

76 170209 2
10～

29

2017 12 11~12
営業業務の移動中、公園を歩いていたところ、ぬかるみに足をと

られ、挫いた際に右足首を骨折した。
21 30209 2 1～9

2017 12 9~10

多目的ルームにて本人がお盆の上にコップを置き、風呂場へ運ぶ

際、床で足を滑らせて転倒し、右手関節・臀部を強打した。 看

護師も確認し、右前腺の内出血が確認できたので病院を受診し、

右手首骨折と分かった。

64 130201 2
30～

49

2017 12 16~17

小学校校庭において外遊び中、うんていで遊んでいた児童に呼ば

れ、うんていに向かって走ったところ、足がもつれて転倒し、右

上腕部（右肩）をうんていのハシゴ部分にぶつけた。

57 130201 2 1～9

2017 12 20~21
配達の荷物を持ち駐車場内を駆け出した所、足がもつれ転倒し

た。 その際、左肩より転倒し強打し、左肩を脱臼した。
45 40301 2

50～

99

2017 12 11~12

店舗内1F通路にて、事務所からキッチンへ向かって歩行中、別の

スタッフがモップ掃除中で床が滑りやすくなっていた為、滑って

転倒し、顎を切って5針縫い、また顎にヒビ（骨折）を負った。

36 140201 2
10～

29

2017 12 0~1

工場内で、海老をトッピングしている時、海老の臭いで気分が悪

くなり、水を飲みに行こうと歩いていた所、突然受け身もとらず

に顔面から床に倒れた。

22 10109 2

1000

～

9999

2017 12 8~9

始業時の体操をしている時、意識がなくなり、前へ倒れて床に顎

を強打し、顎に裂傷、歯に欠損を負った。 抜糸後、歯のレント

ゲンを撮った時、顎の骨にヒビが入っている事がわかった。

52 110101 2
300～

499

2017 12 2~3

製造現場のスポンジ仕込室入口扉前において、洗浄室で器具を洗

い、充填室に器具が入った番重を押して運搬中、前のめりにゆっ

くりと転倒した（両肘と両膝で四つん這いの格好）。 長靴の靴
47 10104 2

300～

499



底の滑り止めがすりへり、ツルツルの状態であった。

2017 12 9~10

職場にて左手に水の入ったバケツを持ち、右手に脚立を持って前

方に歩き出し、段差のある地面（2㎝位）に右足の先端（つま

先）をつまずいて前向きに転び、左足ひざおよび両肩を痛めた。

66 80202 2 1～9

2017 12 15~16
デイサービスの送迎をするために車両をとりに駐車場に行った

時、足がもつれて車の脇で転倒した。
59 130201 2

100～

299

2017 12 22~23
当社店舗の厨房内で、フライヤーの油を交換する作業中に足を滑

らせ、高温の油が両手足にかかり火傷を負った。
21 130301 2

50～

99

2017 12 10~11

朝食の下膳作業時、台車をエレベーター内に置いたまま、3階ス

タッフ通路で配膳室へ向かう際、下膳作業を急ぐ為、通路を走っ

てしまい転倒した。 その時に庇おうと手をついてしまい、手の

甲を骨折した。

58 80209 2
30～

49

2017 12 5~6

配送センターに於いて、空置場に接車後、空番重をトラック荷台

からバースへ手鉤棒を使用して後ろ向きで引きずっている際に、

バースが雨で濡れていて足が滑り転倒し、番重20枚が受け身を

取った右手に落下し、右手中指開放骨折を負った。

39 40301 2
50～

99

2017 12 12~13

店舗1階後方倉庫にて、蓄冷剤を積んだパレティナを引いていた

ところ、段差に躓き、パレティナごと倒れてしまい、その際に尻

餅をつき、倒れてきたパレティナが体にのり、腰を床に打ち、ま

た鼻も少し切り受傷した。

46 80209 2
100～

299

2017 12 2~3

スポンジ仕込室入口扉前において、洗浄室で器具を洗い、充填室

に器具の入った番重を押して運搬中、前のめりにゆっくり転倒

し、両肘と両膝で四つん這いの格好で転倒した。 長靴の靴底は

滑り止めがなく、ツルツルした状態であった。

47 170101 2
100～

299

2017 12 11~12

美術館前に人を送り、降車してもらった後、ドアを閉めて運転席

に戻る時、路面段差につまずき、右足をひねり、右第5中足骨骨

折となった。

68 170209 2 1～9



2017 12 8~9

店内の惣菜の作業場から寿司の作業場に移動する際に滑って転

び、右手首を負傷した。 当時、床は清掃直後で濡れていて滑り

やすい状況だった。

53 170101 2
50～

99

2017 12 17~18
役場に出張中、業務終了にて帰宅のため建屋から出たところ、凍

結した路面で足を滑らせ転倒し、右肘を強打し骨折した。
38 170209 2

1000

～

9999

2017 12 13~14

ウエイトレスステーションにおいて、デザートをのせたトレーを

左手に持ち、右手に取り皿を持った状態で移動していたとき、足

元が縺れて前のめりに転倒し、額を負傷した。

52 140201 2
30～

49

2017 12 9~10
厨房内で調理作業中、片手でボウルを持ちながら移動した際、足

が滑り転倒した。
49 130201 2

100～

299

2017 12 16~17

店舗でレジ接客中に、お客様から魚の交換依頼があった為、魚売

場で交換し急いでレジに戻る途中、冷凍食品売場前でお酢の試食

販売が行われていて、試食後の小皿に残ったお酢がこぼれて床が

濡れているのに気づかず、小走りで通りかかった際に滑ってバラ

ンスを崩し顔面から転倒し前歯を破折した。 さらに咄嗟に右腕

をついた時、肘を強打し骨折したもの（外傷性歯根破折を伴

う）。

55 80209 2
50～

99

2017 12 15~16

配達業務に従事中、配達先アパート入口付近において、高さ20㎝

程度の段差につまずき、そのまま前方に膝から転倒した。 両膝

ともに負傷したが、特に右膝の負傷が大きく、翌日に整形外科を

受診し、当面1ヶ月程度の局所安静及び病院加療を要する見込み

である。

52 110101 2
100～

299

2017 12 14~15

配管類を束ねた場所を作業通路とするため、コンパネにてスロー

プを製作し、養生していた。 被災者が通行時に靴裏に泥が付着

した状態で通行したため、スロープ部分で足を滑らせ転倒した。

転倒する際、滑らせた足と反対側の足を無理な姿勢でついた上、

通路脇に置いていた資材に背中から転倒し、強打した。

54 30110 2
10～

29



2017 12 14~15

ホテル屋上の排水口の清掃作業をする為に、屋上に上がり2～3歩

目で左足が滑りたおれた。 屋上にはサンダルで上がり、倒れて

左足が痛く立ち上がれなかった。

69 140101 2 1～9

2017 12 11~12

自席でPC作業中、水分補給のため執務室のドアへ向かったが、

体調が急に悪くなった。 職場のメンバーに体調不良を伝え自席

に戻る途中、ラテラル書庫に寄りかかった際に意識を失い、その

場に倒れた。 その衝撃で左大腿骨転子部を骨折した。

26 170202 2

1000

～

9999

2017 12 7~8

敷地内において、通勤用自転車を自転車置場に移動していた。

その際、雨上がりだった為路面が滑り、転倒し、肩を打ち、鎖骨

骨折に至った。

48 40301 2
50～

99

2017 12 8~9

勤務先である医院の入り口において、出勤のため扉を開けて入っ

た際に、わずかな段差に不意につまずき、手を出して支えようと

したが間に合わず向かいの壁に激しくぶつけて生じたものであ

る。

60 130102 2 1～9

2017 12 1~2

店舗のバックヤードにて、厨房のゴミを道路に設置されている移

動式ゴミ箱に入れようと移動している時、洗浄後の濡れた床で

滑って転倒し、右手首を骨折した。

59 140201 2
500～

999

2017 12 16~17

空港の施設内にて、駐車カードに印をもらいに行く際、急いでい

たため、足がねじれた状態で強く踏み込んでしまい、左足の踵を

骨折した。

45 40201 19
300～

499

2017 12 6~7

出勤する為に、クラブハウスサービスヤード横の障害物が何もな

いアスファルト道路を歩行中に躓いて転倒し、左手の小指及び薬

指の付け根、右手の平、左膝を負傷した。

62 140301 2
100～

299

2017 12 17~18

当社店舗内社員通路入口付近で、惣菜揚げ物作業のため靴底に付

着した油で滑り転倒した。 その際、右手をついて体を支えたた

めに右手首を負傷した。

47 80209 2
100～

299

事務棟から客室に向かう通路でリネンを手でかかえて運んでいた



2017 12 17~18 時に足がもつれて転んで右手を床に強く打ち、その時に顔面も

打った。

69 140101 2 1～9

2017 12 17~18

組合員宅へ配送終了後、空シッパーを片手に持ち、小走りでト

ラックへ戻ろうとした時、バランスを崩し顔面から転倒した。

その際、顔面を打撲した。

47 50101 2
50～

99

2017 12 16~17

厨房内清掃中、ウォーマーの横にゴミ袋があり、つまずいて転ん

でしまった。 その日は我慢できる痛みだったので業務を続けた

が、翌日痛みがひどくなったので病院にて受診した。

66 140301 2
50～

99

2017 12 8~9
コイン洗車場にて、作業に使う車両を洗車中に凍結している地面

に足を滑らせ転倒し、足首をひねりケガをした。
54 170201 2

30～

49

2017 12 19~20
バックルームで、勤務終了後、1Fトイレ前を通った際、トイレ前

で並んでいた人の靴を踏み滑って転倒し、右足甲を骨折した。
56 80201 2

500～

999

2017 12 13~14

食器洗浄室で食器が入っていた大きなバケツに手をかけ食器を出

そうとした時、足がすべり左側に体が倒れ、左肘を食器かごにぶ

つけてしまった。

58 80209 2
10～

29

2017 12 13~14
当社物流センター（研修先）で、仕分け作業をしている時、配線

カバーに足を着地させ、右足首をひねってしまった。
42 40301 2

300～

499

2017 12 11~12

車輌洗い場で軽トラックのフロントガラスが夜露のため前が見え

にくいので洗浄しようとホースに向かった所、凍結路面で足をす

べらせ背中から転倒した。 かなりの勢いだったので頭部を守る

ためひねりながら左側背中を強打し、左肋骨を骨折した。

61 140301 2
30～

49

2017 12 8~9
店舗売り場から公道を隔てた事務所に徒歩で戻る際、道路の溝で

足をくじいた。
25 80209 19

100～

299

2017 12 8~9

店舗内惣菜作業場から寿司の作業場へ移動していた際に、床が清

掃直後で濡れていたため滑って転倒し、右手から床に着いたため

衝撃で右手首に負荷がかかり、骨折（ひび）を負った。

53 80201 2
100～

299

物流センター内で、店舗で回収した空クレートの整理を行う為、
100～



2017 12 8~9 車両から降りて後方に向かう時にアスファルトの窪みでバランス

を崩して転倒した際に地面に手をついた。

62 40301 2
299

2017 12 6~7
乗務するタクシーを洗車する際、地面が凍結していて足を滑らせ

転倒した。
71 40201 2

100～

299

2017 12 17~18
終業後、着替えを済ませ帰宅する際、事務所床面の配線カバーに

躓いて、バランスを崩し転倒した。
54 11502 2

1000

～

9999

2017 12 17~18
仕事帰りに、客先に賞品を届けようと支部を出て、自分の車に向

かった直後、転倒し、左手首と右膝を骨折してしまった。
62 90103 2

10～

29

2017 12 13~14

会社敷地内で、打ち合わせのため事務室から出て、作業中の従業

員Aと立って打ち合わせをしていたところ、他の同僚Bから呼ば

れた為駆けつけようとしたところ、他の同僚Cがいたため、避け

てフォークリフトのツメを跨いで渡った。 左足から踏み出し、

右足を上げた際、フォークリフトの右側ツメにつまずいてしまい

挫創を負った。 なお、フォークリフトは作動・作業中ではな

く、止めてあったものである。 （本人転倒なし）

54 40301 3 1～9

2017 12 10~11

会社作業場にてチラシを束ねる作業をしていた際、足を滑らせ、

転倒した。 転倒した際、近くにあったパレットに頭部をぶつ

け、頭部より出血した。 頭部を3㎝切創し、整形外科にて縫合処

置を行った。

70 90209 2
10～

29

2017 12 8~9

店舗後方チルド冷蔵庫前のスロープにて売場から後方に清掃用具

を取りに移動時、走って段差で躓き転倒し右足首を捻って負傷し

たものである。

59 80209 2
100～

299

2017 12 8~9

事業所構内、車輌後方に置いたクール1次仕分けコンテナから車

輌クールキャビネットへクール搭載する際、先付け指定日がない

ため、少し離れたコールドボックスへ移動したが、車輌後方に置

いてあった荷台昇降用踏み台につまずき転倒した。 転倒した際

にひっくり返った踏み台の脚部が腰部にあたり、その後、右肘を
46 40301 2

100～

299



床についたために負傷したと思われる。 原因としては、足元の

安全不確認が一番の要因であるが、踏み台が必要な作業状況も要

因の一つである。

2017 12 17~18

店舗厨房にて、寿司を作成している際に、業務が繁忙であったた

め昼頃から体調不良となり、残業時間中に意識を失って転倒して

後頭部に切傷を負い、転倒の衝撃で歯に動揺が生じた。

32 140201 2
100～

299

2017 12 14~15

小学校内、中庭にある体育倉庫付近の段差で、手に荷物を持った

まま学童の教室へ忘れ物を取りに行き、途中で段差を踏み外し転

倒した。 その際に右手を負傷し、前歯もかけてしまった。

59 120109 2 1～9

2017 12 13~14

納品書をお客様に持っていく時、お客様駐車場を出たところ、歩

道の段差につまずき右足前十字靭帯損傷及び右足骨にひびを負っ

た。

48 80209 2 1～9

2017 12 11~12

惣菜作業室で弁当生産中に備品を取りに移動した際、グリスト

ラップの蓋の上を通ったところ滑って転倒した。 その際、左手

をついて負傷した。

68 80209 2
50～

99

2017 12 11~12

キッチンから倉庫に商品を取りに行く時にホール通路を歩いた

際、床のモップ掛けが完全に乾いておらず、足を滑らせ後ろ向き

に転び背中を強打した。

54 140201 2 ―

2017 12 19~20

駅構内トイレを巡回して清掃作業を行っていたところ、男子トイ

レ、女子トイレの向かい側にある多目的トイレに向かって歩いて

いたところ、多目的トイレ前の点字ブロックにつまずき、転倒し

た。 その際、前に倒れたことで肋骨を骨折した。

68 150101 2
30～

49

2017 12 10~11

店内3Fレジから売場にオーブントースターを取りに向かった際、

急いでいて足がもつれて転倒し、右足のひざを強打した。 しば

らく休んでいたが、痛みがひどかった為、病院で受診した。

63 80209 2
100～

299

通勤後、車を降りて会社の玄関に向かって歩いている時に地面が

凍っていた為転んでしまった。 その日は気温が低く、水が少し
100～



2017 12 7~8 出ていた箇所が凍ってしまっていた。 消雪パイプから水が出て

いたので解けているだろうと思い込み踏み出したところ実際は解

けきれておらず滑って転び、左ひじに負荷がかかり骨折した。

57 11703 2
299

2017 12 7~8

従業員駐車場に到着し、下車後、職場に向かい歩き出したとこ

ろ、凍結した路面で滑り転倒し、左手を路面に打ちつけ受傷し

た。

74 40101 2
50～

99

2017 12 11~12

工場において、当社廃プラスチックを片付け廃棄処分すべく同工

場に運び、事務所にて受付を済ませ外に出て段差養生のための鉄

板に足を乗せたところ、不意に滑り左側前頭部から転倒し、その

際右膝を打ち負傷したものである。 当日の履物は長靴であり、

雪はなかった。

53 30199 2 1～9

2017 12 10~11

事務所内にて、書類ファイルを書庫へ戻す為自席から移動した

所、床にあるコンセント突起物に左足が突っかかり転倒しないよ

うに踏ん張った所、以前に負傷して治療中の左足首を再度捻り負

傷した。

33 170101 2
300～

499

2017 12 10~11

支店事務所内にて、自席から金庫へ書類ファイルを戻すため移動

したところ、床にあったコンセント突起物につまずき負傷した。

なお、当組合への派遣前より、左足首を負傷しており、災害発生

当時、治療中であった。

33 170209 2 1～9

2017 12 9~10
スーパーマーケット店内レジ周辺で、開店準備作業中に、水で床

が濡れていたため足を滑らせ転倒し、右膝蓋骨を骨折した。
51 80209 2 1～9

2017 12 9~10

当社冷間鍛造工場で勤務している派遣社員は、午前休憩後、現場

へ戻る途中に意識を失い倒れた。 ヘルメット、保護メガネを着

用したまま顔面から倒れ、保護メガネにて右頬を受傷したと推測

される（20針縫合）。 意識を喪失した原因については不明であ

り、災害性はない。

41 11001 2
300～

499

2017 12 19~20
勤務終了後、帰宅する為に構内駐車場へ徒歩移動中、通路凍結箇

所に気付かず、滑って転倒し、右膝を骨折した。
59 11409 2

50～

99



2017 12 12~13

訪問リハビリ終了後、利用者宅からステーションに戻る道中でト

イレ休憩のため、スーパーマーケットに立ち寄った。 店内を出

て訪問車へ向かう途中、凍結した駐車場にて右膝が曲がった状態

で後方に転倒し、右足首・右掌を受傷した。

29 130101 2
100～

299

2017 12 5~6

朝刊宅配作業中、マンション入口のエントランスが解けた雪で濡

れており、足を滑らせ転倒した。 その際、右胸部を強打し負傷

した。

64 80205 2
30～

49

2017 12 3~4
帰社時、社内駐車場歩行中、路面が凍っていたため転倒した。

その際、体の保護のため右手をつき骨折に至った。
59 40201 2

100～

299

2017 12 14~15

会社内倉庫で材料の片付けをしている時に、2人でパイプを運搬

中に転倒してしまい、持っていたパイプと壁に指を挟んでしまっ

た。 当日、雪が降っていたので足元が滑りやすくなっていた

為、十分注意はしていたが、雪下の砕石でつまずいてしまった。

65 30199 2 1～9

2017 12 10~11
スーパーの駐車場にて代理店の方と面談後トイレに行く途中、履

いていた靴がぬれていたため足を滑らせて転倒する。
55 90103 2

100～

299

2017 12 10~11

食材納品場所（廊下）に、納入業者が納品に来たので検品作業を

行おうとして、歩いて向かっていたところ滑ってしまった。 当

日は、雪により廊下が濡れていた為に、滑って転倒してしまい、

置いてあったコンテナに右脇と背中を強打してしまった。

49 80209 2 1～9

2017 12 7~8

朝、現場についたあと、道具（バール、インパクト）を両手に持

ち現場ゲートから入場スロープ上の鉄板上に少し雪があったため

足を滑らせ転倒して、敷鉄板上に腰から落ちて腰を負傷した。

65 30201 2 1～9

2017 12 16~17

出勤時、勤務場所である駐車場に自家用車を停め小走りで建物に

向かっていた際、足がもつれてその場に転倒した。 その際に足

を強打し、徐々に痛みが強くなり歩行が困難になった為、救急車

を手配し、そのまま病院へ搬送され、左膝蓋骨骨折と診断され

た。

69 150101 2
100～

299



2017 12 11~12

機材店において、コピー用紙（1個20㎏）を計8個台車に載せ

て、トラックに積み込み作業中、移動する際に駐車場路面が雨で

濡れていた為滑って転倒し、左膝を骨折した。

63 40301 2 1～9

2017 12 13~14
ホテル内厨房において、食器の洗浄作業をしていたときに、誤っ

て転倒し、左足首を捻挫してしまったものである。
55 150101 2

30～

49

2017 12 14~15
店舗内において、配膳の移動中に厨房と客席との間の出入口前の

床で足を滑らせ転倒し、骨折した。
50 140209 2 1～9

2017 12 13~14
当社農場の養豚場に於いて、空いた豚舎を高圧洗浄機で洗浄して

いたところ滑ってしまい、転倒して左足を骨折したものである。
76 70101 2 1～9

2017 12 14~15
入居者のシーツ交換後、シーツを持って廊下を歩行中、シーツに

足が引っ掛かりつまずいて転倒し右膝を強く打った。
57 130201 2

100～

299

2017 12 14~15

当日、4時間の時間休をもらい、午後からの勤務に向かうため車

より降りて、いつもの通勤路である病院の池のある中庭を歩いて

いたところ、地面がぬかるんでいて滑って転んだ際、左足が曲

がっていた。

57 80209 2 1～9

2017 12 21~22

勤務終了後、スタッフ駐車場に向かう途中、会員駐車場とスタッ

フ駐車場にある段差のフロア台を傘で確認してから降りようとし

たところ、フロア台を踏み外して落下した。

69 120109 1 1～9

2017 12 15~16

当社第1リサイクルファクトリ作業場内において、当社従業員

は、梱包製品の移動作業中、誤って足元の梱包機用のスロープ段

差（数センチの高低）につまずき、前のめりに転倒した。 その

とき身体を支えようと両手を床に着いたとき、手首を負傷したも

のである。

64 150103 2
50～

99

2017 12 12~13
訪問サービス中、買い物代行でドラッグストアに行き、入口の

マットにつまずき、滑って転倒し、大腿骨頚部を骨折した。
52 130201 2

10～

29

利用者宅の居室にて清拭用の洗面器を両手で持って移動中、床の

段差にひっかかり、前向きで転倒した。 周りにつかまる様な物
30～



2017 12 8~9 も無く、洗面器を離さない様にひざから前かがみに転倒した。

元々、居室は段差が多く注意して歩行していたが、洗面器を持っ

ていた為、不注意な状態にあった。

64 130201 2
49

2017 12 6~7
商品仕入のため場内の通路（店舗内）で、うっかり走ってしまっ

たところ、凍っていたため転倒した。
32 80109 2

50～

99

2017 12 14~15

お客様から商品についての問い合わせを受け、担当者に内容を伝

えるため鮮魚作業場へ行ったところ、床に水と洗剤を撒いて清掃

している最中でとても滑りやすい状態にあり、問い合わせ内容を

伝え終わって作業場から出るところで滑って転倒し、床に両手と

膝を強打した。 当日は痛みはなく大丈夫と判断したが、徐々に

痛みが強くなり、後日に病院で受診した。

40 80209 2
50～

99

2017 12 11~12
商品を見に作業場から売り場に出ようとした際、スイングドアに

躓き転倒し、膝を打って右脛骨顆間隆起骨折した。
66 80209 2

100～

299

2017 12 9~10

パチンコ店のホール中央に、作業中に使う道具を並べていたとこ

ろ、作業の終了時間間際になったため、急いでパチンコ台の列か

ら列へ移動した。 その際、モップを濡らすための大きい四角の

容器に足が引っ掛かって転倒し、体の左側・手・足及び顔を石床

に打った。

70 150109 2
50～

99

2017 12 13~14

浴室清掃中、浴室の水滴を拭き上げていたところ、床が濡れてい

たため足を滑らせ立ったままの状態から転倒し、左胸部を浴室の

縁に強打した。

49 150101 2
50～

99

2017 12 8~9

硝子材搬入時、作業通路を確保するために、一階部屋の資材を片

付けていたところ、開口部養生用のコンクリート蓋を避けようと

して、バランスを崩し転倒した。 その際、右足の2ヵ所を骨折

し、被災した。

51 30201 2
10～

29

2017 12 19~20

保育園勤務終了後に施錠を確認して園舎に戻る際、慌てていて足

元をよく見ていなかったため、保育園の庭のテラスの段差で躓い

て転倒した。 その際、めすき板の隙間に左手小指がちょうど挟 52 130201 2
10～



まり、小指側に体重がかかる状態で手の甲が不自然に曲がり、小

指つけ根が折れ曲がった。

29

2017 12 18~19

店舗営業時間終了後、残った商品を指定された製造工場内の冷蔵

庫に入れるため、工場内を歩行していた際、工場内清掃中の現場

が、モップによる拭き清掃のため表面が濡れていたため、滑って

転倒し、左腕を床に打ちつけた。

56 10104 2
30～

49

2017 12 10~11

被災労働者が、スキー場内の駐車場にて車を誘導していたとこ

ろ、凍結した路面に足をとられて転倒し、頭部を打ち、その後、

手足にしびれが出た。

65 170201 2
10～

29

2017 12 8~9

店舗にて警備として勤務中に、交通誘導（駐車場）警備のため駐

車場へ移動しようと下り坂を歩行中、凍結していた路面で転倒し

た。 右足が痛み病院を受診したところ、骨折していた。

66 170201 2
100～

299

2017 12 21~22

店舗厨房とバックヤードの間のスイング扉にて、会計端末のハン

ディをバックヤードに取りに行こうとした際に、床が水で濡れて

いたため滑って転倒し、右肘を骨折した。

21 140201 2
100～

299

2017 12 19~20

災害当日、店内で調理作業中に場所を移動しようとした際、他の

従業員に接触し、そのまま倒れ、右膝を地面にぶつけ、蓋骨を骨

折した。

48 140201 3
100～

299

2017 12 5~6

派遣先の食堂厨房内において、開店準備をする際、厨房内を移動

中、側溝の金網の上で左足が滑り、転ばないように力を入れたと

ころ、左足首を捻り負傷した。

66 170101 19
100～

299

2017 12 9~10
自社工場の前にて、トラックの荷台より降りるときに変な足のつ

き方をしたため、捻って左膝を負傷した。
51 30201 3 1～9

2017 12 18~19

冷凍室に荷物を取りに行ったものの、既に冷凍室で作業をしてい

る従業員がいたので、あとでまた来ようと振り返って一歩進んだ

ところ、床に氷が落ちていたこともあり滑ってしまった。 その

際、左側に転倒し、頭部を床にあった荷物にぶつけ、左手首、左

58 140101 2
50～

99



手示指・中指・環指は骨折した。

2017 12 16~17
客先へ材料を取りに行った際、玄関で滑って転倒し、左足首を骨

折した。
47 80109 2

30～

49

2017 12 11~12
家族控室前で、タオルを運んでいる最中、足元が見えにくかった

ため、段差に躓き転倒した。
67 80409 2

100～

299

2017 12 9~10

観光案内所が入っている2階会議室において、フロアの清掃中に

ひろげたワックスで滑って転倒し、左肩から肘を床に強打し負傷

した。

69 140309 2 1～9

2017 12 11~12

本館から離れの館へ繋がる廊下が、前日の雨の湿気で床が滑り易

くなっていた。 客室にバスタオルを持って行く途中で足を滑ら

せたときに両手がふさがっていたため、倒れた際に右手首と左手

小指を骨折した。

68 140101 2
30～

49

2017 12 9~10
カウンターでのお客様対応で、レジ担当者の後ろへタバコを走っ

て取りに行き、躓いて転んだ。
76 80201 2

30～

49

2017 12 20~21

自社敷地内の駐車スペースを通り、自分の車を駐車した場所に向

かう際、チェーンを跨ごうとして足が引っ掛かり、転倒した。

転倒した際に手を強くついたため、肘を骨折した。

51 170209 2
10～

29

2017 12 21~22

店の売場において、販促物を取り付けるため、レジカウンターに

セロテープを取りに行った際、左足がレジコードに引っ掛かっ

た。 右足はプライベートの怪我で踏ん張れないため、左足を着

き直したが、コードカバーの上に着地し、転倒しないように踏ん

張ったところ、体勢を崩した状態で左足に体重がかかり、骨折負

傷した。

45 80209 19
50～

99

2017 12 20~21

2tトラックのコンテナから後ろ向きで降りる際、ステップに右足

をかけようとしたがかからず、咄嗟に左足で地面についたとこ

ろ、左足踵を負傷した。

45 40302 3
50～

99

成型トロンメルのシュートの点検作業中に、休憩するために成型



2017 12 9~10

操作室に向かった。 石膏を抜くために作業床を退かした所を通

行しようとしたとき、段差とミキサー移動用のレールが下にあっ

た。 段差とレールがあるのは分かっていたので、レールを避け

て降りたつもりが、レール固定板の上に右足がかかり、足を捻っ

て被災した。

30 10909 19
50～

99

2017 12 7~8

運行業務が終了し、帰社後、構内洗車場で運転席側の最後部のホ

イールまで洗い終わり、次に助手席側を洗うため、前方に回り込

み、水道ホースを戻しながら後ろ向きに歩行中、地面が凍結して

いたので転倒し、左腕を骨折した。

44 40301 2
100～

299

2017 12 16~17

本社1号館1階玄関にて年末大掃除で床を掃除していたときに、床

に撒いてあったワックス剥離剤の希釈液の上を歩いて、誤って転

倒し、後頭部を打った。

52 11409 2
100～

299

2017 12 15~16
客室の清掃作業中、脱衣場で足を滑らせ、お尻を床に強打し、尾

てい骨にひびが入った。
22 140101 2

100～

299

2017 12 15~16

病室前の廊下にて、入浴予定の患者が入浴可能であるかを確認す

るため、担当の看護師を探していた。 当日は欠勤者もおり、予

定よりも早く入浴を開始するために慌てており、そのため足を滑

らせて転倒し、右手を受傷した。

57 130101 2
100～

299

2017 12 8~9

朝、自転車で工場に到着後、敷地内にある駐輪スペースで、自転

車から降りて玄関に向かう途中、同じ駐車場スペースで躓いて転

び、膝をコンクリートで強打して膝蓋骨を骨折した。

52 10103 2
30～

49

2017 12 4~5

出勤時、駐輪場において自転車から下車する際に、左足を地面に

着いたところ、路面が凍結していたため足が滑り、左側に転倒し

た。

27 80109 2
500～

999

2017 12 2~3
積荷作業をしようとトラックの運転席から降りたところ、地面が

凍っていたため滑って転倒し、その際に手をついて骨折した。
53 40301 2

10～

29

倉庫内で、高所に設置されているシャッターのセンサーを点検し



2017 12 22~23
ようと、脚立に登っている途中で足を踏み外し、後頭部から落下

しそうになったため、頭部からの転落を防ぐためにそのまま脚立

から飛び降りた際、左足で着地した。

52 170201 3
10～

29

2017 12 17~18

店舗の外側冷蔵庫へ商品をしまいに行った際、同僚の足に引っ掛

かって転倒し、膝を強打した。 冷蔵庫周りが駐車場であり、商

品が多数あるときは不安定になることがあり、今回、同僚との作

業の際に足に引っ掛かった。

63 80209 2
100～

299

2017 12 15~16

被災者の就業先であるビルの1F玄関ドアの外側にある、鉄板製の

上りスロープにて発生した。 休憩中に外出先からビル内へ戻る

際、スロープを上っていた。 被災当日は、雨が降ったり止んだ

りしており、スロープが濡れていたため、歩いて上っている途

中、被災者は足を滑らせ転倒し、左膝を強打した。 その後、被

災者は痛みを感じていたものの、一旦業務（電話受付業務）に

戻ったが、同日夕方、左膝が腫れ、痛みが酷くなったため上長へ

申告し、タクシーで病院へ行った。 検査の結果、左膝骨折にて

約1ヶ月の治療が必要との診断を受けた。

57 170202 2
50～

99

2017 12 11~12

デリカ作業場にて、片付け・弁当作りのとき、流し台の横にある

食洗機の下に溜まった水で滑り、転倒した。 その際、右肘・左

膝を打撲し、右手首・右足首を捻挫した。

65 10109 2 1～9

2017 12 8~9

オフィス内にて、朝のラジオ体操を行っていた際、周囲の人と手

が当たりそうになったため、体操をしながら横に移動した際、椅

子の脚に引っ掛け転倒し、受傷した。

56 11403 2

1000

～

9999

2017 12 16~17

厨房で、床清掃のため水とレンジクリーナーを床全面に撒き、

デッキブラシで磨き始めようとしたところ、足元が滑り尻もちを

ついた。 転倒による負傷（打撲等）はなかったが、レンジク

リーナーがついて濡れたままにしたため、翌日、尻もちをついた

部分がただれた。

28 10109 2
10～

29

バックヤードにて、冷凍庫からトレイを運んでいるときに、大き



2017 12 15~16 い箱に引っ掛かったため、前腕から床にトレイごと一緒に転倒

し、左腕の上部を骨折した。

63 80209 2 1～9

2017 12 14~15
台車を押しながら事務所に向かっていたところ、通路が濡れてい

たため滑って転倒し、押していた台車に腰を強打し負傷した。
48 140201 2 1～9

2017 12 9~10

1F惣菜コーナーとパンのワゴン山積みコーナーの間の通路で、商

品を手に持ち、和菓子什器へ運ぼうとしているとき、床面に落ち

ていた油脂に滑り、右膝の皿から床面に落ち、右膝皿骨折を負っ

た。

61 80209 2
100～

299

2017 12 8~9
駐車場内にて歩いて移動するときに、車止めに躓き、前に倒れた

ときに左膝を床のコンクリートに打ちつけた。
60 170209 2

30～

49

2017 12 15~16

冷凍倉庫内で、休憩室へ移動するために歩いていたときに、ゆっ

くり歩かなくてはならない環境の中、移動を少し急いだことによ

り転倒し、その際に右手を強くついてしまったため、右手首を負

傷した。

43 170101 2
500～

999

2017 12 15~16

冷凍倉庫内で、休憩室へ移動するために歩いていたときに、ゆっ

くり歩かなくてはならない環境の中、移動を少し急いだことによ

り転倒し、その際に右手を強くついてしまったため、右手首を負

傷した。

43 40301 2
100～

299

2017 12 11~12

可燃ごみ収集作業中、可燃ごみのある方へ小走りで向かった際、

グレーチング部分で足を滑らせ、左肋骨と左腰を地面に強打し

た。

56 150109 2
50～

99

2017 12 9~10

工場内で作業中、トイレに行くために移動した際、野菜加工のた

めに濡れた床で滑り、バランスを崩して転倒し、負傷した（長靴

装着有り）。

69 10109 2
30～

49

2017 12 9~10

当日行事（クリスマス会）の準備のため、施設2階にある厨房で

食器の用意中に、左足が作業台に引っ掛かり、食器を持ったまま

転倒した。 その際、左に身体を捻って転倒したため、左の腰と
60 130201 2

30～

49



腿辺りを強く打ち、大腿骨を骨折した。

2017 12 6~7
勤務を開始するため、工場内の詰所から作業建屋に徒歩で移動

中、転倒して右膝を強打した。
69 150101 2

500～

999

2017 12 4~5

仕分作業中、鉄骨（高さ30㎝）に右足を乗せて乗り越え、左足か

ら空パレットに着地した際、パレットの天面の窪みに躓いて左足

首を捻り、左肘と左手首、そのあと左側頭部を床にぶつけた。

46 170101 2
50～

99

2017 12 3~4

同社工場内において、同僚が運転する保冷車に製品を積み込むた

め、作業場のプラットホームで被災者が待機中、当該保冷車が

バックでプラットホームに到着した。 被災者が荷台に乗り込も

うとして足を荷台にかけたとき、車が停止位置を再度直そうと前

方に移動したため、危険を感じ、咄嗟に1m下の地面に着地した

際、左足踵に体重がかかり骨折した。

70 10102 3
50～

99

2017 12 17~18
トラックの助手席に乗り業務していた際、目的地に到着しトラッ

クから降りたところ段差があり、左足を挫いた。
40 40409 3

50～

99

2017 12 9~10

新築工事現場において、外構工事作業を行っている作業員へ指示

をするため、被害者が砕石敷きの通路を歩いていた際に、微妙な

段差があり、左足をとられて捻り、骨折した。 なお、転倒はし

ていない。

49 30201 19 1～9

2017 12 21~22

保育終了後、研修のあと急いでいたため、園の門を出て駐車場ま

で急ぎ足で歩いていたところ、バランスを崩して顔から地面にそ

のまま倒れて強打した。 そのときに手を地面につき、親指を裂

傷した。

37 130201 2
50～

99

2017 12 10~11
立木を伐採し、枝打した枝を軽トラックに積み込み、再び枝打作

業現場に戻るとき、足元の濡れた箇所で足を滑らせ転倒した。
73 140302 2

10～

29

2017 12 10~11

店舗プレハブ冷蔵庫にて、配送作業をしていた際に靴の裏が凍

り、その状態で店舗バックヤードに出たため、滑って転倒し、右

肘・右肩・右膝に打撲創を負った。

49 140201 2
100～

299



2017 12 20~21

駐車場を巡回するため階段で屋上に上がり、屋上で転倒した際に

車止めに頭部を強打し、意識を失っているところをお客様が発見

し、通報した。 救急隊の到着時には、誕生日などを答えられな

い等の意識障害が見られ、病院で手術後、入院した。

50 170201 2
30～

49

2017 12 9~10
出勤時、店舗2階の駐車場から従業員出入口に向かう途中、右膝

裏でブチッと音がして痛みが発生した。
46 80209 19

100～

299

2017 12 17~18

L-2ETC専用レーンに車が誤って進入した。 車線を閉鎖するため

遮断機を閉めに行く途中で、L-1アイランド上に置いていた脚立

に躓き転倒した。 その際、地面に顔面を殴打し、上唇および前

歯を負傷した。

64 170209 2
10～

29

2017 12 20~21

バックヤードにある従業員トイレ近くの洗剤置場の前で、滑って

転倒した。 その際、左膝を強打して立てなくなり、その後は業

務に就けなかった。 アルバイト社員が薬剤を別の容器に入れる

ときに、薬剤をこぼしたことが滑った原因である。

49 80209 2
100～

299

2017 12 20~21
勤務中トイレに行った帰りに自動販売機で飲み物を買おうと、車

に小銭を取りに行く途中で躓き転倒した。
70 40201 2

30～

49

2017 12 12~13
会社館内にて、作業が終了して帰宅しようとしていたとき、階段

（下から3段目辺り）で足を踏み外し、躓いて転倒した。
73 80209 2

50～

99

2017 12 11~12

バックヤードにて、パックの作業台からフライヤーの前を通っ

て、冷蔵庫に商品を取りに行き、冷蔵庫を出たところで滑って転

倒し、右大腿骨を骨折した。 長靴に油が付着し、滑りやすく

なっていた。

57 80209 2
50～

99

2017 12 20~21

営業所構内で貴重品BOXの返却のため、両手でBOXを持ち1F事務

所から貴重品室に向かう際、地面にあるブルーBOXに躓き、地面

で左膝を打撲した（足元不確認によるもの）。 その後、痛みが

引かないため受診した結果、左膝の皿にひびが入っていたことが

判明した。

33 40301 2
100～

299



2017 12 12~13

レジ業務の両替で、担当者が事務所にいなかったためフロアに探

しに行く途中、事務所内にあった段ボール箱に躓いて転倒し、手

をつき負傷した。

56 80209 2
30～

49

2017 12 0~1
自動販売機の設置作業時、自動販売機の上部から飛び降りた際に

着地に失敗し、左足踵部分を骨折した。
44 170209 3

30～

49

2017 12 22~23

店内1番レジにおいてレジ業務をしていた際、セルフ精算機で会

計をしようとしていたお客様に呼ばれレジから出ようとした際、

足元後方に設置していた暖房器具を避けようとしてバランスを崩

し、左前方に転倒して左足を捻った。 痛みはあったものの当日

はそのまま終業まで勤務し、翌日になっても痛みが治まらず医療

機関を受診したところ、左足甲を骨折していた。

59 80209 2
100～

299

2017 12 16~17
チルド荷捌き場で、カゴ台車1台を押して移動中に、前方に転倒

した。 その際、左手がカゴ台車と地面の間に挟まり受傷した。
16 40301 2 1～9

2017 12 10~11
勤務地であるマンションの7階廊下を清掃中、躓いて転倒しそう

になったため左手をつき、負傷した。
66 150101 2

500～

999

2017 12 22~23

ステーション出入口にて、客用お手洗いへ掃除に行く途中、床が

濡れていたところを走り、滑って転倒し、右肘から地面に落ちて

受傷した。

21 140201 2
30～

49

2017 12 9~10

エレベーターに乗り込もうとしたとき、よろけて足がもたつき、

エレベーター手前で転倒した。 その際、床で左手指を強打し、

骨折した。

71 150101 2
10～

29

2017 12 21~22
駅の上りホームにて、塵取りと箒を持って掃き掃除中、ベンチ下

を掃こうとした際に右足を滑らせ、右膝を捻じった。
63 150109 2

10～

29

2017 12 16~17 倉庫の整理中、足を滑らせて左足を骨折した。 44 30309 2 1～9

2017 12 13~14
ゲート上で冷蔵庫を移動する際、足が滑って転倒し、頭をぶつけ

た。
54 40301 2

30～

49

2017 12 11~12
粉砕粉サイロ前の水溜まりで足を滑らせ、背中を仰け反った状態

48 40301 2 1～9



で中腰になり、踏んばったために胸椎を圧迫骨折した。

2017 12 11~12
施設内玄関ホールで調理の準備中に、掃除中の濡れた床の上で足

を滑らせ転倒し、右肩を強く打ちつけた。
61 130201 2

10～

29

2017 12 19~20

1F作業場の日配冷蔵庫前通路で、床に置かれた玉子のケースに気

づかず躓いて転倒し、右膝を強打した。 痛みがあったが勤務を

続け、翌日に受診したところ、右膝頚骨骨折と診断された。

67 80201 2
100～

299

2017 12 13~14

当社物流センター倉庫内において商品出庫作業中に、商品が流れ

ているラインをまたぐブリッジを歩行中に、足を踏み外して転倒

し、頭・顔面・左腕を負傷した。

62 80109 2
50～

99

2017 12 8~9

厨房内を歩いて移動していたときに、段差で軽く躓いた際に右膝

に激痛がはしり、あまりの痛みで全く動けなくなったため、身内

に同行してもらい病院へ行った。

22 80209 19
10～

29

2017 12 7~8

工場で反応釜に所定量の原料を仕込み、溶解のため蒸気にて昇温

していた。 少し時間が経過し、昇温していることに気付き、蒸

気のバルブを閉めようとしたが間に合わず、釜口から液が沸騰し

吹き出ていたので、蒸気ボイラー室へ行って元バルブを閉め、工

場に戻って反応釜を冷却しようとしたところ、足元が滑り転倒

し、両手足と顔面を火傷した。

35 10809 2
30～

49

2017 12 6~7

原料納品のためラックを運搬していた際、足を滑らせて転倒し

た。 その際にラックを掴んだ右腕を捻ってしまい、右肩脱臼を

負った。

72 10109 2
50～

99

2017 12 12~13

本館23階の従業員用スペースの廊下において、自分の職場から他

部署へ移動する途中、清掃中で床が濡れていることに気がつか

ず、足を滑らせ転倒し、右肘を強打した。 レントゲン検査を受

けたところ、右肘打撲との診断であったため様子をみた。 転倒

後1週間が経過しても痛みが続いたため、再度受診し、レントゲ

ンとCT検査を受けたところ、右肘橈骨頭骨折と診断された。

30 140101 2
500～

999



2017 12 4~5
マンション内を徒歩で朝刊の配達中、読者玄関先の段差に躓き転

倒し、左脛を強打し、裂傷した。
54 80205 2

10～

29

2017 12 15~16

宴会場のセットをしていたとき、客室から通路に出ようとして床

の段差を踏み外し、膝から転落して通路床面に強打し、左膝を骨

折した。

50 140201 2
30～

49

2017 12 9~10

寺の庭木剪定作業時に、切った葉を掃除しやすいように下にブ

ルーシートを敷いて作業していた際、段差で足を挫いた。 当初

は捻挫だと思っていたが、痛みがひかないため病院を受診したと

ころ、足の甲を骨折しており、松葉づえとなり、全治2カ月との

診断を受けた。

57 30109 19 1～9

2017 12 20~21

バックルームから売場へ出るスイングドアに敷いてあるマットが

めくれており、それに躓いて転倒し、左足首捻挫と両膝打撲を

負った。

56 80201 2
100～

299

2017 12 20~21
キッチンにて調理作業中、足を滑らせて転倒し、起き上がれなく

なり、救急車で病院へ運ばれ、手術となった（左大腿骨骨折）。
43 140201 2

10～

29

2017 12 15~16
会社の折込み作業場にて、折込みチラシの束を折込み機に入れる

ために運んでいる際、誤って躓いて転倒し受傷した。
75 80205 2

10～

29

2017 12 12~13

利用者宅にてモニタリングを終え、退室の際、居間の窓から外へ

出るスロープとの間にある溝に右足首が挟まり、抜けない状態で

後ろ向きにスロープ側へ転倒し、右膝下より強い痛みと痺れが生

じ、歩行困難となった。

47 130201 2
30～

49

2017 12 13~14

包装室内で、作業場所から次の作業場所へ荷物は持たずに移動

中、安全靴を履き、通常の歩行だったが、躓き、転倒した。 そ

の際、膝を強打し、受け身がとれずに前額部を強打し、擦り傷と

多少の流血も生じた。

55 10803 2
100～

299

ゴミの収集作業を終え、収集車は前方に徐行しながら道路へ出て

左折し、次の収集場所へ向かおうとしていたところ、収集車後部



2017 12 14~15

にある投入口から数個のゴミが道路上へ落下した。 両手でその

ゴミを拾い上げて投入口に入れようとしたとき、踏み込んだ右足

が道路と歩道の境にあるスロープ状のブロック部分にかかり、そ

こが下がっていたためバランスを崩して、右足首を捻り転倒し

た。

52 150103 2
100～

299

2017 12 8~9
商品切り替え清掃時に、急いでいたために現場内を走り、管理板

を支える部分に躓いて転倒し、左膝を打ち負傷した。
51 10104 2

1000

～

9999

2017 12 11~12

商品の調理のため、食材を手に調理機器（フライヤー）に向かっ

た際、床が濡れていたため足を滑らせ転倒し、両肘と両膝を強打

した。 左膝がすぐに腫れたため、早退して受診した。

57 140201 2
10～

29

2017 12 15~16

給油終了後、お客様から現金を預かり、精算機の方に走って向か

い、止まる際にフィールド上の溝に足を引っ掛け、外側に捻っ

た。

17 80204 19
10～

29

2017 12 13~14

栄養課下処理室にて、業務終了の片づけ中、一緒に業務をしてい

た調理師がその場を離れて戻ってきたとき、被災者の姿が見え

ず、「痛い」という声が聞こえた。 その声の方へ向うと、シン

クと調理器具の間の床面に被災者が座っており（足を前に投げだ

した形）、近寄ると左側の頬を手で覆いながら「滑って転んだ」

と話し、床に滑ったような跡があり、鼻血がついていた。 な

お、事故発生当時、床は水で濡れていた。

63 130201 2
500～

999

2017 12 11~12

トラックからの荷降ろし作業中、荷台から降りる際に荷台とゲー

トの隙間に引っ掛かり、左手で体を支えた。 当初は捻挫と診断

されたが、痛みが継続したため別の病院に行ったところ、骨折と

それによる骨の一部分がすり減っていると診断され、移植手術が

必要となった。

22 80209 2
100～

299

2017 12 13~14
キッチンで作業中、床が少し濡れていたため滑って転倒し、腰と

お尻辺りを打ち、骨にひびが入った。
43 140201 2

10～

29



2017 12 13~14
洗浄室でホテルパンを持って歩いていたところ、床が水で濡れて

いたため滑って転倒し、溝の網に右肋骨と右肘を打ちつけた。
60 170209 2

10～

29

2017 12 16~17

当事業所駐車場で、デイサービス利用者を自宅まで送るため、送

迎車に誘導しているとき、バランスを崩して転倒した。 その際

に足を捻り、左足首と足の小指を骨折した。

73 130201 2
10～

29

2017 12 14~15

利用者宅を訪問時、二人体制のため団地横で待ち合わせて、サー

ビス提供責任者の車に向かう途中、車道と歩道の段差に左足を置

いたときに右足が引っかかり、転倒して右肩を強打し、右足の

膝・右頬に傷を負った（肩腱板断裂）。

71 130201 2
10～

29

2017 12 9~10

事業所内の廊下で障子紙の張り替えをしていたときに、ヘラを取

りに行こうと移動した際、近くにあったストーブのコードが足に

引っかかって、前のめりに倒れ、前方にあった防火扉の鉄の棒に

頭と右肩を強打した。 痛みが激しかったので病院で診断を受け

たところ、右肩の脱臼骨折と診断を受けた。

64 140101 2 1～9

2017 12 15~16

児童の忘れ物を届けるため、先に帰りかけた児童を追いかけた

際、校内の廊下の段差で躓き転倒した。 夜になっても左手の痛

みがひかないので、病院を受診したところ、左手親指の付け根を

骨折していた。

64 130201 2 1～9

2017 12 13~14

調理場にて、調理に使うタオルを取りに行くとき、床で滑って横

転し、腰と手を強打した。 当日は、昼食のお客様とオードブル

メニューなどで日頃より揚げ物や洗い物が多く、調理場の床が油

と水で非常に滑り易くなっていた。

59 140101 2
30～

49

2017 12 10~11

レトルト第1工場充填作業室内にて、年末大掃除のため壁および

窓の清掃を実施中、被災者の後方5m先で、大掃除のため仮置き

していたパレット10枚を、フォークリフトを使って移動しようと

するが爪が上手くささらず、ずれたパレットを直そうとする際に

滑り落ちるように荷崩れした。 その音を聞いて驚いた瞬間に、

壁際床面と床面の段差に躓くような形で前方に転倒し、壁面に備

62 10109 2
100～

299



え付けの水道蛇口と壁際床面にて左足前大腿部を強打した。

2017 12 18~19

機械警備セット前の巡回中、ロイター板に躓き転倒した。 左腕

が痺れて動かなかったので、職員室にいた教諭の車に乗せてもら

い病院の救急外来を受診した。

75 120109 2
50～

99

2017 12 14~15

介護老人保健施設において、入所者の入浴着脱介助のため、居室

から脱衣場への廊下を被災労働者が一人で歩いて移動していた

際、脱衣場前の廊下が濡れていたことに気づかず、滑って転倒

し、右足を痛めた。

58 130201 2
100～

299

2017 12 6~7

就業先の調理場内の裏口から外に出て、待機している車へ配達用

の食事を搬入するため、両手で食事を持ち、グレーチングの上に

防音対策のために敷いているゴム製のマットの上を歩いていると

き、右足が前方へ滑り、左足膝を地面へ打ち、激しい痛みが発生

した。

31 130201 2
30～

49

2017 12 15~16

製造終了後の機械清掃中に、充填包装室内の架台上から備品・

パーツを両手に持ってステップを降り、床に足をついた際に右足

がそのままスリップし、転倒した。 転倒した際に、左足腓骨を

負傷した。

45 170101 2
100～

299

2017 12 9~10

警備員が、工場詰所内で年末の清掃をするため、バケツに水を入

れて何度か雑巾を絞り、移動する際、床に飛び散った雑巾の絞っ

た水で足を滑らし、左足首を捻り転倒した。 病院を受診したと

ころ、左腓腹筋不全断裂、左脛骨骨挫傷と診断された。

62 150101 2
100～

299

2017 12 21~22

作業場構内に到着後、下車してセンター内へ向かう道中におい

て、駐輪場付近を通過中、原付バイクのエンジンオイルのような

液体が地面に漏れており、それで足を滑らせて尻もちをつき、救

急車で搬送された。

39 170101 2
100～

299

2017 12 17~18

派遣先にて仕分け作業中に、空になった箱3箱を押していた際、

手に持って運べばよかったのだが、床に置いて手で押していたと
66 170101 2

100～



ころ、床の継ぎ目の段差に箱が引っかかり、前のめりに転倒し、

左手首を負傷した。

299

2017 12 13~14

段差（7～8㎝）がある場所で、家具の搬入・搬出作業中に、段差

に気づかず、左足を段差にのせて歩こうとしたところ、右足も段

差にのせなければと焦ってしまい、左足に全体重がのったため、

左足を捻って骨折した。

24 170101 19 1～9

2017 12 18~19

ホール清掃を終え、調理場に入る際に、少し段差のある所で左足

首を挫いた。 その後、患部を冷やし経過観察したが、翌日に患

部がひどく腫れた。

59 140209 19 1～9

2017 12 14~15

納品先店舗へ鮮魚を配達中、店舗が入っているビル1階の通路

（タイル張りの上に漏れた油で滑り易くなっていた）で転倒しそ

うになったが、荷物を持っており、右足で踏みとどまろうとし

て、右足首を捻った。

50 80209 19
10～

29

2017 12 16~17

70t吊り具の置き台に掛けていた4本のワイヤーフックを外し、ワ

イヤーを巻き上げた際、巻き上げ途中でフックが70t吊り具に

引っ掛かり、70t吊り具と置き台が傾き始めたため、咄嗟に逃げ

ようとして受鋼台車上から飛び降りた際に被災した。

39 11001 3

1000

～

9999

2017 12 16~17

70t吊り具の置き台に掛けていた4本のワイヤーフックを外し、ワ

イヤーを巻き上げた際、巻き上げ途中でフックが70t吊り具に

引っ掛かり、70t吊り具と置き台が傾き始めたため、咄嗟に逃げ

ようとして受鋼台車から飛び降りた際に被災した。

30 11001 3

1000

～

9999

2017 12 15~16

職場敷地内にて、通いの利用者を送るため、車を建物玄関近くま

で移動させたあと下車する際に、急いで施設に戻るため一気に右

足、左足の順に着地し、後方（進路方向）へと体を反転させなが

ら立ち上がり、歩行しようとしたところ、左足が不安定な状態で

体重をかけてしまい、左足をアスファルトで躓いた。

51 130201 3
50～

99

2017 12 11~12
包装室で運搬作業中、後ろ向きに台車を引いていたところ、長靴

の踵が引っ掛かり、後ろ向きに転倒した。
62 10109 2

100～

299



2017 12 5~6
盛り付け作業終了後、両手にゴミ袋を持ってゴミ庫へ行く途中、

滑って転び、その際に右腕肘を強打し、骨折した。
73 10109 2

100～

299

2017 12 17~18

工場1階仕分け場で、商品の小仕分け作業中、各店舗のパン箱に

パンを配り終えた際、空になった箱3箱を押していたとき、床の

継ぎ目の段差に箱が引っかかり、前のめりに転倒し、左手首を骨

折した。

66 10104 2
300～

499

2017 12 8~9
惣菜陳列ケース3段目に弁当の陳列作業中、足が滑り転倒し、陳

列済コンテナで右膝蓋を強打した。
62 80209 2

30～

49

2017 12 10~11

配送先より配送車まで道の悪い坂を戻っていたとき、次の配送先

へ何を届けるか詳細を確認しながら下っていたところ、悪路に足

をとられ右足首を捻った。

42 80209 19
30～

49

2017 12 7~8

入荷仕分け商品を冷蔵庫へ移動したあと、バックルームを移動

中、マットがはがれていたため両足が引っ掛かり、正面から激し

く転倒し、腰を捻って腰椎を捻挫した。

54 80201 2
300～

499

2017 12 7~8
店舗北側入口付近において、自転車置き場から作業場に急いで

走って向かったために転倒し、左手首を打撲した。
65 80201 2

100～

299

2017 12 15~16

施設内の4F共同トイレで清掃していたところ、床が濡れていたた

めかホースに躓き、バランスを崩して床に転倒し、右肩を強打し

た。

63 130201 2
50～

99

2017 12 7~8
通勤途中、店舗敷地内駐車場で花壇を飛び越えた際に、バランス

を崩して転倒した。
31 140309 2

10～

29

2017 12 11~12

当社工場内で、次の作業をするために商品トレイを持って工場内

を歩行中、床の水気で足を滑らせて後方へ転倒し、後頭部を負傷

した。

60 10109 2
10～

29

家電設置訪問宅で、部屋に案内されついて行く途中で、廊下と部

屋の間に土間があり、そこに渡し板をかけて通るようになってい

たが、板にマットが掛けられ、暗い所で認識できない状態であ



2017 12 15~16
り、家人に案内されついて通ったところ、両手に荷物を持った状

態で、右足を着いた所に床がなく、土間へ足を強く打ちつけて転

倒した。

44 80209 2 1～9

2017 12 8~9

鮮魚売場前通路において、売場をチェックしようと通路を小走り

していたとき、通路の水で滑り転倒し、手を床につけた際に右手

首の骨が欠けた。

63 80209 2
50～

99

2017 12 14~15

当社敷地内において、本社ビル内の厨房から、プレハブ冷蔵庫へ

食材を取りに行き、両手でトレイを持ち中に入ろうとしたとき、

入り口の段差（約15㎝程度）に躓いてバランスを崩した際、中の

左側にある棚にトレイが引っかかったため、右方から転倒して右

肩を負傷した。

53 140201 2
30～

49

2017 12 11~12

建築工事現場の木造小屋にて、物を持ち運ぶ際に何かに躓き、木

の柱に脳天をぶつけ、ふらつきと痛みで一時うずくまっていた

が、そのまま仕事を続けた。 翌日も痛みで首が右に回らず、痛

みは段々と増していき、首から右腕にかけて激痛が生じた。

55 30209 2 1～9

2017 12 17~18

当日は事業所に駐車し、事業所から訪問先へは自転車で移動して

いた。 訪問先で終業後、帰宅するために自動車を置いている事

業所まで自転車で移動していた際、段差によろけて転倒し、右

手・右手首を骨折した。

67 130201 17
100～

299

2017 12 13~14

手荷物仕分け場にて、受託手荷物の仕分け・コンテナへの積み付

け作業を行っている際に、仕分け場にある段差（約17㎝）より足

を踏み外してしまい、側にあったコンテナに手をついた。 当日

は痛みもなかったため業務を続けたが、日増しに痛みが増し、痛

み・しびれ・震えが出てきた。

20 50101 3
100～

299

2017 12 16~17

施設内フロアの清掃中、ベランダ側からの窓拭き掃除が終了後、

室内に戻ろうとフロアに入ったとき、入口付近にあったテレビの

コードに足が引っ掛かり、左膝を床に強打した。

70 130201 2
10～

29



2017 12 12~13

配達先への配達を終え、徒歩にて下り道を下っていた際、足を滑

らせ転倒し、右膝を強打した。 大したことはないだろうと判断

しそのまま業務を続けたが、腫れと痛みが引かず、骨折してい

た。

63 110101 2
100～

299

2017 12 17~18
勤務する薬局の閉鎖につき、備品の雑誌や本などを車に積み込ん

でいたとき、車止めに躓いて転倒し、左手首を骨折した。
57 80209 2

10～

29

2017 12 11~12
部屋の清掃中、躓いて転んだ拍子に補助椅子に当たり、補助椅子

が倒れてきて、左足の親指に当たり負傷した。
21 140309 2

50～

99

2017 12 17~18

店舗東側荷受スロープにおいて、衣料のバックから事務所に戻る

途中、スロープの段差で右足が思っていたより沈み込み（筋が伸

びたような感じ）、右足首骨折した。

56 80201 19
100～

299

2017 12 16~17

店舗内売り場内、パンと酒コーナーの間の中通路付近にて、お客

様に商品の場所を聞かれて案内している際に、通路平面で躓いて

前のめりに転倒し、咄嗟に手をついた際に右手薬指を捻り、右環

指基節骨骨折した。

50 80209 2
50～

99

2017 12 13~14
精肉加工場にて、被災者は床を水と洗剤を撒いてデッキブラシで

清掃中、足を滑らせ右側に倒れ、右肘を負傷した。
0 80209 2

50～

99

2017 12 23~24

センター内で、ベルトコンベアの上にブルーボックスをのせ、貴

重品横の置き場へ移動しようとした際、ベルトコンベアを渡る板

の上を歩行していたところ、地面との段差に気づかず左足を踏み

外し、左足首と膝を捻った。

37 170101 19
100～

299

2017 12 11~12

倉庫にてフォークリフトでパレット貨物を操作中、作業のため左

足から降車したところ、体を支えることができずに転倒した。

左足左距骨陥没骨折と診断された。

26 40301 3
50～

99

2017 12 19~20
駅近くにある車庫前の民家付近で、子供がいたので注意をし、車

庫へ戻ろうとしたところ道路で転倒し、骨折した。
65 40201 2

100～

299

当社業務委託先である病院内で、食事が終わった食器を載せた下



2017 12 12~13

膳車を、病棟から食器洗浄室に運んでいたとき、渡り廊下を歩い

ていたところ、ゴム製のスリッパが摩擦で床に引っ掛かり脱げて

しまい、そのまま転倒した。 転倒した際に右腕を床に強く打ち

つけて、右腕前腕を骨折した。

70 140201 2
10～

29

2017 12 11~12

工場で、仕事の後片づけをしているとき、作業場とトイレの間に

置いている固定板（450×2000×30㎜）を渡っているときに転ん

でしまい、地面に右手をついて負傷した。

68 10409 2 1～9

2017 12 11~12

工場内にて、ペレタイザー（樹脂カッター）の回転刃を交換する

ため、回転刃をクレーで上げて下ろす際に、回転刃が落ちてきた

ので慌てて避けたとき、左足を挫いて小指を負傷した。

34 10805 19
10～

29

2017 12 10~11

食肉生産課工場内において、鶏カット作業中に、原料の鶏ムネ

（1ケース12.0㎏）を冷蔵庫からまな板まで両手で抱えて運搬

中、床面で滑り、背面に転んだ。 その際、支えるために着いた

左手首を骨折した。

70 10101 2
300～

499

2017 12 8~9

冷蔵倉庫内で荷受け作業中、被災者の横に1m50㎝程度の高さに

積んでいた軽い荷物（1㎏～2㎏程）の上部が崩れそうになってい

ることに気づいた納品業者が声をかけた際、咄嗟に中腰になった

ところバランスを崩して転倒し、その衝撃で圧迫骨折となった。

69 40301 2 1～9

2017 12 10~11

勤務先の中央監視室に清掃のため入室しようと、スリッパに履き

替えたところ、そこに段差があり、その段差に躓き転倒してしま

い、右膝を床で強打したため右膝を負傷した。

69 150101 2
30～

49

2017 12 23~24

夜勤中、廊下のカウンターで見守りをしていたとき、患者がベッ

ド柵を乗り越えようとしたため、声かけに行く途中、床が濡れて

いたために足が滑って左側に転倒し、左肩を打撲した。

55 130101 2
300～

499

2017 12 10~11

利用者が病院を受診するときの帯同のため、事業所出入口付近の

下駄箱に靴を取りに行った際、足場の段差でバランスを崩し、左

足小指に体重が乗り転倒して被災した。

59 130201 2
10～

29



2017 12 11~12

食堂冷凍庫に保存しているお肉を取りに行こうと厨房を出たとこ

ろ、清掃業者がかけたワックスがまだ乾いていないことに気づか

ず、滑って転倒し、左肩を負傷した。

57 170209 2 1～9

2017 12 16~17

工場内を歩いていた際に、右足のつま先を段差（高さ7㎝程度）

に引っかけ、前のめりに勢いよく転倒した。 その際、受け身を

取る間もなく、右膝と左肩を床に強打した。 なお、災害時、両

手は空いており、通常の徒歩のスピードで歩いていた。

63 11703 2
30～

49

2017 12 16~17

業務で郵便局に郵便物を出しに行った際、道路の端を歩行中、

張っていたロープに躓き転倒し、路面に左膝を強打して受傷し、

救急搬送された。

51 170101 2
100～

299

2017 12 13~14

レジを済ませたあと、お客様に購入した弁当の箸を要求され、箸

を取ろうとレジを離れ、売店入口のドアレールに足を乗せ滑って

転倒し、その際に左足を体の下に敷き、足首を骨折した。

64 170209 2 1～9

2017 12 13~14

環境保全教育研究所で、野外療育（門松作り）を行うため、竹を

切る作業が終わり、作業台をかわして中に移動しようとしたとこ

ろ、足元にあった竹の切り端を踏んで横転し、横転した際に右足

首に自分の体重がかかり、捻って脱臼骨折した。

51 130201 2
30～

49

2017 12 20~21

徘徊している女性利用者がおり、廊下をうろうろしていたが、確

認したときには男性居室に入っていて、寝ているベッドに近づこ

うとしていたため、慌てて利用者の所に走って駆け寄ろうとした

とき、廊下で足を躓いて転び、右手をついた。

45 130201 2
50～

99

2017 12 18~19

当社敷地内において、機械洗車機にて、レンタルして返却された

重機の洗車作業が終わり、洗車場のポンプの水抜きをするため

に、栓を閉めに行こうとしたところ、貯水槽の枠から足を踏み外

し、水の中に落下した際、洗車機を載せてある鉄板の縁に右脇腹

を強打した。

53 80409 2
30～

49

作業中の本人に、部下からインカムで店内へ向かうよう伝達が

あった。 本人は急いで行こうとした際、何かに躓いたわけでも 30～



2017 12 15~16
なく、足がもつれたように転び、そのまま左足の痛みを感じ、動

くことができなくなった。

46 80209 2
49

2017 12 6~7

出勤後、女子更衣室に作業服に着替えるため入室した際、自分の

ロッカーの一列手前の、ワックス掛けがしてあった通路で足が滑

り転倒し、尻底骨辺りを床面に当て、一時的に動くことができな

くなった。

50 10109 2
300～

499

2017 12 22~23
トラックからホームへ荷物を下ろす際、間が20㎝ほど空いていた

ので、誤って左足を踏み外し、下に落ちて負傷した。
41 40301 1

30～

49

2017 12 8~9
キャリー運転中、里道でキャリーを止めて倒れているところを発

見された。
63 30202 2 1～9

2017 12 7~8

作業中、トイレに行きたくて急いでいたところ、出入り口付近の

床が濡れていたため滑って転倒し、慌てて左手をついたが、左手

も滑り、左肩を強打し負傷した。

48 10104 2
500～

999

2017 12 16~17

認知症デイケアを実施しているコミュニティルーム内で、デイケ

ア終了後、21人分のマグカップを食器棚へ片づけようとテーブル

の間を抜けながら移動していたところ、右足首を内反側に捻っ

た。 その後、足背の腫脹、熱感、内果の周囲と足背のアーチに

沿って圧痛が生じ、立位および床への接地、下肢挙上、母指可動

が不可となった。

36 130101 19
100～

299

2017 12 9~10

朝の送迎のため、利用者宅へ迎えに行き、自宅へ到着し、車から

降りて歩いて玄関前まで向かう際に右足が滑り、そのまま右側に

転倒し負傷した。 当時、地面が霜で濡れており、足元が悪い状

態だった。

31 170209 2 1～9

2017 12 18~19
客宅の敷地周辺に張ってあった網に、暗やみのため足を引っかけ

て、コンクリートの地面に膝から転倒して負傷した。
60 110101 2

100～

299

チェックアウト後の客室露天風呂を清掃しようとしたところ、宿

泊客が温泉バルブを全開にしたままにして帰っていたため、露天



2017 12 11~12
風呂内が熱湯（約80～90℃）になっていた。 すぐにバルブを閉

じようと、奥に設置してあるバルブに向かおうとしたとき、スノ

コに足を滑らせてバランスを崩し、露天風呂に尻から浸かってし

まい、その際に下半身と右腕を火傷した。

46 150101 2
300～

499

2017 12 15~16

作業終了後、工場内で拭き掃除中に、右手に拭き掃除用のタオル

を持ったまま移動していたところ、床が濡れていたため足を滑ら

せて転んだ。 その際に左手をついたため、左手に全体重がか

かってしまい、左手首を骨折した。

61 10101 2
50～

99

2017 12 9~10
3階フロアにある事務所の段差で躓いて転んだ際、右肩から転ん

で床に打ちつけた。
72 90201 2 1～9

2017 12 8~9

トッピング室前通路にて、階段室からトッピング室に向けて移動

中、就業開始時間に間に合わず気持ちが焦っていたため、通路を

走ってしまい、気がつくと転倒して頭部を打撲していた。

64 10109 2
300～

499

2017 12 9~10

店内通路の壁際に設置してある製氷機から、つゆを冷やすための

氷を発泡スチロールの箱に入れて運ぼうとしていた際、左足が滑

り、尻を床について仰向きに寝転がった状態となった。 その際

に尻を床に強打し、左太ももを負傷した。

55 140201 2
10～

29

2017 12 16~17

病院管理栄養部下膳室の食器洗浄機前で、食器消毒保管庫に食器

の入ったかごを入れ、食器洗浄機から流れる食器を取ろうと移動

した際に、滑って尻もちをつき、背骨付近を圧迫骨折した。

66 130101 2
500～

999

2017 12 14~15

派遣先事業所の管理栄養部下膳室の食器洗浄機前で、食器消毒保

管庫に食器の入ったかごを入れたあと、食器洗浄機から出てくる

食器を取ろうと移動した際に、滑って尻もちをつき、背骨付近を

圧迫骨折した。

66 170101 2
30～

49

2017 12 17~18

利用者宅にて家事援助中、居間の卓上にある湯呑を洗おうと取り

にいった際、台所と居間の段差（30㎝程）に足が躓いてしまい、

卓上の急須（熱湯）に触れた反動で急須がひっくり返り、右脇と

右上腕（内側）周囲に熱湯をかぶり、火傷を負った。

66 130201 2
300～

499



2017 12 11~12

仕事を終えて帰宅するため、両手に作業着・長靴・バッグを抱

え、正面玄関から向かって、左の方向へ小走りに出たとき、地面

（アスファルト舗装）で左足（長靴着用）を捻って、そのまま左

肩を下向きに転倒し、負傷した。

74 10102 2
10～

29

2017 12 8~9

事業所3階会議室にて、朝礼準備を済ませて、退出しようと出入

口に向かい歩行中、床埋め込み式コンセントの蓋が完全に閉まっ

ていない状態に気づかず、躓いて転倒した。 転倒時に床に手を

ついたが、バランスを崩して右半身を床に強打し負傷した。 な

お、床埋め込み式コンセントは、直径11㎝の円形で、会議室内に

8個設置されており、ワンタッチで開閉が可能なものである。 災

害発生後、当該コンセント周辺を赤いゴムテープで囲い、再発防

止策を実施した。

62 80209 2
100～

299

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html
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